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序文
日本語 at AionianBible.org/Preface

The Holy Bible Aionian Edition ® is the world’s first Bible un-translation! What is an un-
translation? Bibles are translated into each of our languages from the original Hebrew,
Aramaic, and Koine Greek. Occasionally, the best word translation cannot be found and
these words are transliterated letter by letter. Four well known transliterations are Christ,
baptism, angel, and apostle. The meaning is then preserved more accurately through
context and a dictionary. The Aionian Bible un-translates and instead transliterates
eleven additional Aionian Glossary words to help us better understand God’s love for
individuals and all mankind, and the nature of afterlife destinies.

The first three words are aiōn, aiōnios, and aïdios, typically translated as eternal
and also world or eon. The Aionian Bible is named after an alternative spelling of
aiōnios. Consider that researchers question if aiōn and aiōnios actually mean eternal.
Translating aiōn as eternal in Matthew 28:20 makes no sense, as all agree. The Greek
word for eternal is aïdios, used in Romans 1:20 about God and in Jude 6 about demon
imprisonment. Yet what about aiōnios in John 3:16? Certainly we do not question
whether salvation is eternal! However, aiōnios means something much more wonderful
than infinite time! Ancient Greeks used aiōn to mean eon or age. They also used the
adjective aiōnios to mean entirety, such as complete or even consummate, but never
infinite time. Read Dr. Heleen Keizer and Ramelli and Konstan for proofs. So aiōnios
is the perfect description of God's Word which has everything we need for life and
godliness! And the aiōnios life promised in John 3:16 is not simply a ticket to eternal life
in the future, but the invitation through faith to the consummate life beginning now!

The next seven words are Sheol, Hadēs, Geenna, Tartaroō, Abyssos, and Limnē Pyr.
These words are often translated as Hell, the place of eternal punishment. However,
Hell is ill-defined when compared with the Hebrew and Greek. For example, Sheol is
the abode of deceased believers and unbelievers and should never be translated as
Hell. Hadēs is a temporary place of punishment, Revelation 20:13-14. Geenna is the
Valley of Hinnom, Jerusalem's refuse dump, a temporal judgment for sin. Tartaroō is a
prison for demons, mentioned once in 2 Peter 2:4. Abyssos is a temporary prison for
the Beast and Satan. Translators are also inconsistent because Hell is used by the
King James Version 54 times, the New International Version 14 times, and the World
English Bible zero times. Finally, Limnē Pyr is the Lake of Fire, yet Matthew 25:41
explains that these fires are prepared for the Devil and his angels. So there is reason to
review our conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The eleventh word, eleēsē, reveals the grand conclusion of grace in Romans 11:32.
Take the time to understand these eleven words. The original translation is unaltered
and a note is added to 64 Old Testament and 200 New Testament verses. To help
parallel study and Strong's Concordance use, apocryphal text is removed and most
variant verse numbering is mapped to the English standard. We thank our sources at
eBible.org, Crosswire.org, unbound.Biola.edu, Bible4u.net, and NHEB.net. The Aionian
Bible is copyrighted with creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0, allowing 100%
freedom to copy and print, if respecting source copyrights. Check the Reader's Guide
and read online at AionianBible.org, with Android, and TOR network. Why purple? King
Jesus’ Word is royal… and purple is the color of royalty!
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新約聖書



そのとき、イエスは言われた、「父よ、彼らをおゆるしください。

彼らは何をしているのか、わからずにいるのです」。

人々はイエスの着物をくじ引きで分け合った。

ルカの福音書 23:34



マタイの福音書1

マタイの福音書

1アブラハムの子であるダビデの子、イエ
ス・キリストの系図。 2アブラハムはイ

サクの父であり、イサクはヤコブの父、ヤ

コブはユダとその兄弟たちとの父、 3ユダ

はタマルによるパレスとザラとの父、パレ

スはエスロンの父、エスロンはアラムの父

、 4アラムはアミナダブの父、アミナダブ

はナアソンの父、ナアソンはサルモンの父

、 5サルモンはラハブによるボアズの父、

ボアズはルツによるオベデの父、オベデは

エッサイの父、 6エッサイはダビデ王の父

であった。ダビデはウリヤの妻によるソロ

モンの父であり、 7ソロモンはレハベアム

の父、レハベアムはアビヤの父、アビヤは

アサの父、 8アサはヨサパテの父、ヨサパ

テはヨラムの父、ヨラムはウジヤの父、 9

ウジヤはヨタムの父、ヨタムはアハズの父

、アハズはヒゼキヤの父、 10ヒゼキヤはマ

ナセの父、マナセはアモンの父、アモンは

ヨシヤの父、 11ヨシヤはバビロンへ移され

たころ、エコニヤとその兄弟たちとの父と

なった。 12バビロンへ移されたのち、エコ

ニヤはサラテルの父となった。サラテルは

ゾロバベルの父、 13ゾロバベルはアビウデ

の父、アビウデはエリヤキムの父、エリヤ

キムはアゾルの父、 14アゾルはサドクの父

、サドクはアキムの父、アキムはエリウデ

の父、 15エリウデはエレアザルの父、エレ

アザルはマタンの父、マタンはヤコブの父

、 16ヤコブはマリヤの夫ヨセフの父であっ

た。このマリヤからキリストといわれるイ

エスがお生れになった。 17だから、アブラ

ハムからダビデまでの代は合わせて十四代

、ダビデからバビロンへ移されるまでは十

四代、そして、バビロンへ移されてからキ

リストまでは十四代である。 18イエス・キ

リストの誕生の次第はこうであった。母マ

リヤはヨセフと婚約していたが、まだ一緒

にならない前に、聖霊によって身重になっ

た。 19夫ヨセフは正しい人であったので、

彼女のことが公けになることを好まず、ひ

そかに離縁しようと決心した。 20彼がこの

ことを思いめぐらしていたとき、主の使が

夢に現れて言った、「ダビデの子ヨセフよ

、心配しないでマリヤを妻として迎えるが

よい。その胎内に宿っているものは聖霊に

よるのである。 21彼女は男の子を産むであ

ろう。その名をイエスと名づけなさい。彼

は、おのれの民をそのもろもろの罪から救

う者となるからである」。 22すべてこれら

のことが起ったのは、主が預言者によって

言われたことの成就するためである。すな

わち、 23「見よ、おとめがみごもって男の

子を産むであろう。その名はインマヌエル

と呼ばれるであろう」。これは、「神われ

らと共にいます」という意味である。 24ヨ

セフは眠りからさめた後に、主の使が命じ

たとおりに、マリヤを妻に迎えた。 25しか

し、子が生れるまでは、彼女を知ることは

なかった。そして、その子をイエスと名づ

けた。

2イエスがヘロデ王の代に、ユダヤのベツ
レヘムでお生れになったとき、見よ、東

からきた博士たちがエルサレムに着いて言

った、 2「ユダヤ人の王としてお生れにな

ったかたは、どこにおられますか。わたし

たちは東の方でその星を見たので、そのか

たを拝みにきました」。 3ヘロデ王はこの

ことを聞いて不安を感じた。エルサレムの

人々もみな、同様であった。 4そこで王は

祭司長たちと民の律法学者たちとを全部集

めて、キリストはどこに生れるのかと、彼

らに問いただした。 5彼らは王に言った、

「それはユダヤのベツレヘムです。預言者

がこうしるしています、 6『ユダの地、ベ

ツレヘムよ、おまえはユダの君たちの中で

、決して最も小さいものではない。おまえ

の中からひとりの君が出て、わが民イスラ

エルの牧者となるであろう』」。 7そこで

、ヘロデはひそかに博士たちを呼んで、星

の現れた時について詳しく聞き、 8彼らを

ベツレヘムにつかわして言った、「行って

、その幼な子のことを詳しく調べ、見つか

ったらわたしに知らせてくれ。わたしも拝

みに行くから」。 9彼らは王の言うことを

聞いて出かけると、見よ、彼らが東方で見



マタイの福音書 2

た星が、彼らより先に進んで、幼な子のい

る所まで行き、その上にとどまった。 10彼

らはその星を見て、非常な喜びにあふれた

。 11そして、家にはいって、母マリヤのそ

ばにいる幼な子に会い、ひれ伏して拝み、

また、宝の箱をあけて、黄金・乳香・没薬

などの贈り物をささげた。 12そして、夢で

ヘロデのところに帰るなとのみ告げを受け

たので、他の道をとおって自分の国へ帰っ

て行った。 13彼らが帰って行ったのち、見

よ、主の使が夢でヨセフに現れて言った、

「立って、幼な子とその母を連れて、エジ

プトに逃げなさい。そして、あなたに知ら

せるまで、そこにとどまっていなさい。ヘ

ロデが幼な子を捜し出して、殺そうとして

いる」。 14そこで、ヨセフは立って、夜の

間に幼な子とその母とを連れてエジプトへ

行き、 15ヘロデが死ぬまでそこにとどまっ

ていた。それは、主が預言者によって「エ

ジプトからわが子を呼び出した」と言われ

たことが、成就するためである。 16さて、

ヘロデは博士たちにだまされたと知って、

非常に立腹した。そして人々をつかわし、

博士たちから確かめた時に基いて、ベツレ

ヘムとその附近の地方とにいる二歳以下の

男の子を、ことごとく殺した。 17こうして

、預言者エレミヤによって言われたことが

、成就したのである。 18「叫び泣く大いな

る悲しみの声がラマで聞えた。ラケルはそ

の子らのためになげいた。子らがもはやい

ないので、慰められることさえ願わなかっ

た」。 19さて、ヘロデが死んだのち、見よ

、主の使がエジプトにいるヨセフに夢で現

れて言った、 20「立って、幼な子とその母

を連れて、イスラエルの地に行け。幼な子

の命をねらっていた人々は、死んでしまっ

た」。 21そこでヨセフは立って、幼な子と

その母とを連れて、イスラエルの地に帰っ

た。 22しかし、アケラオがその父ヘロデに

代ってユダヤを治めていると聞いたので、

そこへ行くことを恐れた。そして夢でみ告

げを受けたので、ガリラヤの地方に退き、

23ナザレという町に行って住んだ。これは

預言者たちによって、「彼はナザレ人と呼

ばれるであろう」と言われたことが、成就

するためである。

3そのころ、バプテスマのヨハネが現れ、
ユダヤの荒野で教を宣べて言った、 2「

悔い改めよ、天国は近づいた」。 3預言者

イザヤによって、「荒野で呼ばわる者の声

がする、『主の道を備えよ、その道筋をま

っすぐにせよ』」と言われたのは、この人

のことである。 4このヨハネは、らくだの

毛ごろもを着物にし、腰に皮の帯をしめ、

いなごと野蜜とを食物としていた。 5する

と、エルサレムとユダヤ全土とヨルダン附

近一帯の人々が、ぞくぞくとヨハネのとこ

ろに出てきて、 6自分の罪を告白し、ヨル

ダン川でヨハネからバプテスマを受けた。

7ヨハネは、パリサイ人やサドカイ人が大ぜ

いバプテスマを受けようとしてきたのを見

て、彼らに言った、「まむしの子らよ、迫

ってきている神の怒りから、おまえたちは

のがれられると、だれが教えたのか。 8だ

から、悔改めにふさわしい実を結べ。 9自

分たちの父にはアブラハムがあるなどと、

心の中で思ってもみるな。おまえたちに言

っておく、神はこれらの石ころからでも、

アブラハムの子を起すことができるのだ。

10斧がすでに木の根もとに置かれている。

だから、良い実を結ばない木はことごとく

切られて、火の中に投げ込まれるのだ。 11

わたしは悔改めのために、水でおまえたち

にバプテスマを授けている。しかし、わた

しのあとから来る人はわたしよりも力のあ

るかたで、わたしはそのくつをぬがせてあ

げる値うちもない。このかたは、聖霊と火

とによっておまえたちにバプテスマをお授

けになるであろう。 12また、箕を手に持っ

て、打ち場の麦をふるい分け、麦は倉に納

め、からは消えない火で焼き捨てるであろ

う」。 13そのときイエスは、ガリラヤを出

てヨルダン川に現れ、ヨハネのところにき

て、バプテスマを受けようとされた。 14と

ころがヨハネは、それを思いとどまらせよ

うとして言った、「わたしこそあなたから

バプテスマを受けるはずですのに、あなた

がわたしのところにおいでになるのですか
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」。 15しかし、イエスは答えて言われた、

「今は受けさせてもらいたい。このように

、すべての正しいことを成就するのは、わ

れわれにふさわしいことである」。そこで

ヨハネはイエスの言われるとおりにした。

16イエスはバプテスマを受けるとすぐ、水

から上がられた。すると、見よ、天が開け

、神の御霊がはとのように自分の上に下っ

てくるのを、ごらんになった。 17また天か

ら声があって言った、「これはわたしの愛

する子、わたしの心にかなう者である」。

4さて、イエスは御霊によって荒野に導か
れた。悪魔に試みられるためである。 2

そして、四十日四十夜、断食をし、そのの

ち空腹になられた。 3すると試みる者がき

て言った、「もしあなたが神の子であるな

ら、これらの石がパンになるように命じて

ごらんなさい」。 4イエスは答えて言われ

た、「『人はパンだけで生きるものではな

く、神の口から出る一つ一つの言で生きる

ものである』と書いてある」。 5それから

悪魔は、イエスを聖なる都に連れて行き、

宮の頂上に立たせて 6言った、「もしあな

たが神の子であるなら、下へ飛びおりてご

らんなさい。『神はあなたのために御使た

ちにお命じになると、あなたの足が石に打

ちつけられないように、彼らはあなたを手

でささえるであろう』と書いてありますか

ら」。 7イエスは彼に言われた、「『主な

るあなたの神を試みてはならない』とまた

書いてある」。 8次に悪魔は、イエスを非

常に高い山に連れて行き、この世のすべて

の国々とその栄華とを見せて 9言った、「

もしあなたが、ひれ伏してわたしを拝むな

ら、これらのものを皆あなたにあげましょ

う」。 10するとイエスは彼に言われた、「

サタンよ、退け。『主なるあなたの神を拝

し、ただ神にのみ仕えよ』と書いてある」

。 11そこで、悪魔はイエスを離れ去り、そ

して、御使たちがみもとにきて仕えた。 12

さて、イエスはヨハネが捕えられたと聞い

て、ガリラヤへ退かれた。 13そしてナザレ

を去り、ゼブルンとナフタリとの地方にあ

る海べの町カペナウムに行って住まわれた

。 14これは預言者イザヤによって言われた

言が、成就するためである。 15「ゼブルン

の地、ナフタリの地、海に沿う地方、ヨル

ダンの向こうの地、異邦人のガリラヤ、 16

暗黒の中に住んでいる民は大いなる光を見

、死の地、死の陰に住んでいる人々に、光

がのぼった」。 17この時からイエスは教を

宣べはじめて言われた、「悔い改めよ、天

国は近づいた」。 18さて、イエスがガリラ

ヤの海べを歩いておられると、ふたりの兄

弟、すなわち、ペテロと呼ばれたシモンと

その兄弟アンデレとが、海に網を打ってい

るのをごらんになった。彼らは漁師であっ

た。 19イエスは彼らに言われた、「わたし

についてきなさい。あなたがたを、人間を

とる漁師にしてあげよう」。 20すると、彼

らはすぐに網を捨てて、イエスに従った。

21そこから進んで行かれると、ほかのふた

りの兄弟、すなわち、ゼベダイの子ヤコブ

とその兄弟ヨハネとが、父ゼベダイと一緒

に、舟の中で網を繕っているのをごらんに

なった。そこで彼らをお招きになると、 22

すぐ舟と父とをおいて、イエスに従って行

った。 23イエスはガリラヤの全地を巡り歩

いて、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ伝

え、民の中のあらゆる病気、あらゆるわず

らいをおいやしになった。 24そこで、その

評判はシリヤ全地にひろまり、人々があら

ゆる病にかかっている者、すなわち、いろ

いろの病気と苦しみとに悩んでいる者、悪

霊につかれている者、てんかん、中風の者

などをイエスのところに連れてきたので、

これらの人々をおいやしになった。 25こう

して、ガリラヤ、デカポリス、エルサレム

、ユダヤ及びヨルダンの向こうから、おび

ただしい群衆がきてイエスに従った。

5イエスはこの群衆を見て、山に登り、座
につかれると、弟子たちがみもとに近寄

ってきた。 2そこで、イエスは口を開き、

彼らに教えて言われた。 3「こころの貧し

い人たちは、さいわいである、天国は彼ら

のものである。 4悲しんでいる人たちは、

さいわいである、彼らは慰められるであろ

う。 5柔和な人たちは、さいわいである、
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彼らは地を受けつぐであろう。 6義に飢え

かわいている人たちは、さいわいである、

彼らは飽き足りるようになるであろう。 7

あわれみ深い人たちは、さいわいである、

彼らはあわれみを受けるであろう。 8心の

清い人たちは、さいわいである、彼らは神

を見るであろう。 9平和をつくり出す人た

ちは、さいわいである、彼らは神の子と呼

ばれるであろう。 10義のために迫害されて

きた人たちは、さいわいである、天国は彼

らのものである。 11わたしのために人々が

あなたがたをののしり、また迫害し、あな

たがたに対し偽って様々の悪口を言う時に

は、あなたがたは、さいわいである。 12喜

び、よろこべ、天においてあなたがたの受

ける報いは大きい。あなたがたより前の預

言者たちも、同じように迫害されたのであ

る。 13あなたがたは、地の塩である。もし

塩のききめがなくなったら、何によってそ

の味が取りもどされようか。もはや、なん

の役にも立たず、ただ外に捨てられて、人

々にふみつけられるだけである。 14あなた

がたは、世の光である。山の上にある町は

隠れることができない。 15また、あかりを

つけて、それを枡の下におく者はいない。

むしろ燭台の上において、家の中のすべて

のものを照させるのである。 16そのように

、あなたがたの光を人々の前に輝かし、そ

して、人々があなたがたのよいおこないを

見て、天にいますあなたがたの父をあがめ

るようにしなさい。 17わたしが律法や預言

者を廃するためにきた、と思ってはならな

い。廃するためではなく、成就するために

きたのである。 18よく言っておく。天地が

滅び行くまでは、律法の一点、一画もすた

ることはなく、ことごとく全うされるので

ある。 19それだから、これらの最も小さい

いましめの一つでも破り、またそうするよ

うに人に教えたりする者は、天国で最も小

さい者と呼ばれるであろう。しかし、これ

をおこないまたそう教える者は、天国で大

いなる者と呼ばれるであろう。 20わたしは

言っておく。あなたがたの義が律法学者や

パリサイ人の義にまさっていなければ、決

して天国に、はいることはできない。 21昔

の人々に『殺すな。殺す者は裁判を受けね

ばならない』と言われていたことは、あな

たがたの聞いているところである。 22しか

し、わたしはあなたがたに言う。兄弟に対

して怒る者は、だれでも裁判を受けねばな

らない。兄弟にむかって愚か者と言う者は

、議会に引きわたされるであろう。また、

ばか者と言う者は、地獄の火に投げ込まれ

るであろう。 (Geenna g1067) 23だから、祭壇に

供え物をささげようとする場合、兄弟が自

分に対して何かうらみをいだいていること

を、そこで思い出したなら、 24その供え物

を祭壇の前に残しておき、まず行ってその

兄弟と和解し、それから帰ってきて、供え

物をささげることにしなさい。 25あなたを

訴える者と一緒に道を行く時には、その途

中で早く仲直りをしなさい。そうしないと

、その訴える者はあなたを裁判官にわたし

、裁判官は下役にわたし、そして、あなた

は獄に入れられるであろう。 26よくあなた

に言っておく。最後の一コドラントを支払

ってしまうまでは、決してそこから出てく

ることはできない。 27『姦淫するな』と言

われていたことは、あなたがたの聞いてい

るところである。 28しかし、わたしはあな

たがたに言う。だれでも、情欲をいだいて

女を見る者は、心の中ですでに姦淫をした

のである。 29もしあなたの右の目が罪を犯

させるなら、それを抜き出して捨てなさい

。五体の一部を失っても、全身が地獄に投

げ入れられない方が、あなたにとって益で

ある。 (Geenna g1067) 30もしあなたの右の手が

罪を犯させるなら、それを切って捨てなさ

い。五体の一部を失っても、全身が地獄に

落ち込まない方が、あなたにとって益であ

る。 (Geenna g1067) 31また『妻を出す者は離縁

状を渡せ』と言われている。 32しかし、わ

たしはあなたがたに言う。だれでも、不品

行以外の理由で自分の妻を出す者は、姦淫

を行わせるのである。また出された女をめ

とる者も、姦淫を行うのである。 33また昔

の人々に『いつわり誓うな、誓ったことは

、すべて主に対して果せ』と言われていた
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ことは、あなたがたの聞いているところで

ある。 34しかし、わたしはあなたがたに言

う。いっさい誓ってはならない。天をさし

て誓うな。そこは神の御座であるから。 35

また地をさして誓うな。そこは神の足台で

あるから。またエルサレムをさして誓うな

。それは『大王の都』であるから。 36また

、自分の頭をさして誓うな。あなたは髪の

毛一すじさえ、白くも黒くもすることがで

きない。 37あなたがたの言葉は、ただ、し

かり、しかり、否、否、であるべきだ。そ

れ以上に出ることは、悪から来るのである

。 38『目には目を、歯には歯を』と言われ

ていたことは、あなたがたの聞いていると

ころである。 39しかし、わたしはあなたが

たに言う。悪人に手向かうな。もし、だれ

かがあなたの右の頬を打つなら、ほかの頬

をも向けてやりなさい。 40あなたを訴えて

、下着を取ろうとする者には、上着をも与

えなさい。 41もし、だれかが、あなたをし

いて一マイル行かせようとするなら、その

人と共に二マイル行きなさい。 42求める者

には与え、借りようとする者を断るな。 43

『隣り人を愛し、敵を憎め』と言われてい

たことは、あなたがたの聞いているところ

である。 44しかし、わたしはあなたがたに

言う。敵を愛し、迫害する者のために祈れ

。 45こうして、天にいますあなたがたの父

の子となるためである。天の父は、悪い者

の上にも良い者の上にも、太陽をのぼらせ

、正しい者にも正しくない者にも、雨を降

らして下さるからである。 46あなたがたが

自分を愛する者を愛したからとて、なんの

報いがあろうか。そのようなことは取税人

でもするではないか。 47兄弟だけにあいさ

つをしたからとて、なんのすぐれた事をし

ているだろうか。そのようなことは異邦人

でもしているではないか。 48それだから、

あなたがたの天の父が完全であられるよう

に、あなたがたも完全な者となりなさい。

6自分の義を、見られるために人の前で行
わないように、注意しなさい。もし、そ

うしないと、天にいますあなたがたの父か

ら報いを受けることがないであろう。 2だ

から、施しをする時には、偽善者たちが人

にほめられるため会堂や町の中でするよう

に、自分の前でラッパを吹きならすな。よ

く言っておくが、彼らはその報いを受けて

しまっている。 3あなたは施しをする場合

、右の手のしていることを左の手に知らせ

るな。 4それは、あなたのする施しが隠れ

ているためである。すると、隠れた事を見

ておられるあなたの父は、報いてくださる

であろう。 5また祈る時には、偽善者たち

のようにするな。彼らは人に見せようとし

て、会堂や大通りのつじに立って祈ること

を好む。よく言っておくが、彼らはその報

いを受けてしまっている。 6あなたは祈る

時、自分のへやにはいり、戸を閉じて、隠

れた所においでになるあなたの父に祈りな

さい。すると、隠れた事を見ておられるあ

なたの父は、報いてくださるであろう。 7

また、祈る場合、異邦人のように、くどく

どと祈るな。彼らは言葉かずが多ければ、

聞きいれられるものと思っている。 8だか

ら、彼らのまねをするな。あなたがたの父

なる神は、求めない先から、あなたがたに

必要なものはご存じなのである。 9だから

、あなたがたはこう祈りなさい、天にいま

すわれらの父よ、御名があがめられますよ

うに。 10御国がきますように。みこころが

天に行われるとおり、地にも行われますよ

うに。 11わたしたちの日ごとの食物を、き

ょうもお与えください。 12わたしたちに負

債のある者をゆるしましたように、わたし

たちの負債をもおゆるしください。 13わた

したちを試みに会わせないで、悪しき者か

らお救いください。 14もしも、あなたがた

が、人々のあやまちをゆるすならば、あな

たがたの天の父も、あなたがたをゆるして

下さるであろう。 15もし人をゆるさないな

らば、あなたがたの父も、あなたがたのあ

やまちをゆるして下さらないであろう。 16

また断食をする時には、偽善者がするよう

に、陰気な顔つきをするな。彼らは断食を

していることを人に見せようとして、自分

の顔を見苦しくするのである。よく言って

おくが、彼らはその報いを受けてしまって
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いる。 17あなたがたは断食をする時には、

自分の頭に油を塗り、顔を洗いなさい。 18

それは断食をしていることが人に知れない

で、隠れた所においでになるあなたの父に

知られるためである。すると、隠れた事を

見ておられるあなたの父は、報いて下さる

であろう。 19あなたがたは自分のために、

虫が食い、さびがつき、また、盗人らが押

し入って盗み出すような地上に、宝をたく

わえてはならない。 20むしろ自分のため、

虫も食わず、さびもつかず、また、盗人ら

が押し入って盗み出すこともない天に、宝

をたくわえなさい。 21あなたの宝のある所

には、心もあるからである。 22目はからだ

のあかりである。だから、あなたの目が澄

んでおれば、全身も明るいだろう。 23しか

し、あなたの目が悪ければ、全身も暗いだ

ろう。だから、もしあなたの内なる光が暗

ければ、その暗さは、どんなであろう。 24

だれも、ふたりの主人に兼ね仕えることは

できない。一方を憎んで他方を愛し、ある

いは、一方に親しんで他方をうとんじるか

らである。あなたがたは、神と富とに兼ね

仕えることはできない。 25それだから、あ

なたがたに言っておく。何を食べようか、

何を飲もうかと、自分の命のことで思いわ

ずらい、何を着ようかと自分のからだのこ

とで思いわずらうな。命は食物にまさり、

からだは着物にまさるではないか。 26空の

鳥を見るがよい。まくことも、刈ることも

せず、倉に取りいれることもしない。それ

だのに、あなたがたの天の父は彼らを養っ

ていて下さる。あなたがたは彼らよりも、

はるかにすぐれた者ではないか。 27あなた

がたのうち、だれが思いわずらったからと

て、自分の寿命をわずかでも延ばすことが

できようか。 28また、なぜ、着物のことで

思いわずらうのか。野の花がどうして育っ

ているか、考えて見るがよい。働きもせず

、紡ぎもしない。 29しかし、あなたがたに

言うが、栄華をきわめた時のソロモンでさ

え、この花の一つほどにも着飾ってはいな

かった。 30きょうは生えていて、あすは炉

に投げ入れられる野の草でさえ、神はこの

ように装って下さるのなら、あなたがたに

、それ以上よくしてくださらないはずがあ

ろうか。ああ、信仰の薄い者たちよ。 31だ

から、何を食べようか、何を飲もうか、あ

るいは何を着ようかと言って思いわずらう

な。 32これらのものはみな、異邦人が切に

求めているものである。あなたがたの天の

父は、これらのものが、ことごとくあなた

がたに必要であることをご存じである。 33

まず神の国と神の義とを求めなさい。そう

すれば、これらのものは、すべて添えて与

えられるであろう。 34だから、あすのこと

を思いわずらうな。あすのことは、あす自

身が思いわずらうであろう。一日の苦労は

、その日一日だけで十分である。

7人をさばくな。自分がさばかれないため
である。 2あなたがたがさばくそのさば

きで、自分もさばかれ、あなたがたの量る

そのはかりで、自分にも量り与えられるで

あろう。 3なぜ、兄弟の目にあるちりを見

ながら、自分の目にある梁を認めないのか

。 4自分の目には梁があるのに、どうして

兄弟にむかって、あなたの目からちりを取

らせてください、と言えようか。 5偽善者

よ、まず自分の目から梁を取りのけるがよ

い。そうすれば、はっきり見えるようにな

って、兄弟の目からちりを取りのけること

ができるだろう。 6聖なるものを犬にやる

な。また真珠を豚に投げてやるな。恐らく

彼らはそれらを足で踏みつけ、向きなおっ

てあなたがたにかみついてくるであろう。

7求めよ、そうすれば、与えられるであろう

。捜せ、そうすれば、見いだすであろう。

門をたたけ、そうすれば、あけてもらえる

であろう。 8すべて求める者は得、捜す者

は見いだし、門をたたく者はあけてもらえ

るからである。 9あなたがたのうちで、自

分の子がパンを求めるのに、石を与える者

があろうか。 10魚を求めるのに、へびを与

える者があろうか。 11このように、あなた

がたは悪い者であっても、自分の子供には

、良い贈り物をすることを知っているとす

れば、天にいますあなたがたの父はなおさ

ら、求めてくる者に良いものを下さらない
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ことがあろうか。 12だから、何事でも人々

からしてほしいと望むことは、人々にもそ

のとおりにせよ。これが律法であり預言者

である。 13狭い門からはいれ。滅びにいた

る門は大きく、その道は広い。そして、そ

こからはいって行く者が多い。 14命にいた

る門は狭く、その道は細い。そして、それ

を見いだす者が少ない。 15にせ預言者を警

戒せよ。彼らは、羊の衣を着てあなたがた

のところに来るが、その内側は強欲なおお

かみである。 16あなたがたは、その実によ

って彼らを見わけるであろう。茨からぶど

うを、あざみからいちじくを集める者があ

ろうか。 17そのように、すべて良い木は良

い実を結び、悪い木は悪い実を結ぶ。 18良

い木が悪い実をならせることはないし、悪

い木が良い実をならせることはできない。

19良い実を結ばない木はことごとく切られ

て、火の中に投げ込まれる。 20このように

、あなたがたはその実によって彼らを見わ

けるのである。 21わたしにむかって『主よ

、主よ』と言う者が、みな天国にはいるの

ではなく、ただ、天にいますわが父の御旨

を行う者だけが、はいるのである。 22その

日には、多くの者が、わたしにむかって『

主よ、主よ、わたしたちはあなたの名によ

って預言したではありませんか。また、あ

なたの名によって悪霊を追い出し、あなた

の名によって多くの力あるわざを行ったで

はありませんか』と言うであろう。 23その

とき、わたしは彼らにはっきり、こう言お

う、『あなたがたを全く知らない。不法を

働く者どもよ、行ってしまえ』。 24それで

、わたしのこれらの言葉を聞いて行うもの

を、岩の上に自分の家を建てた賢い人に比

べることができよう。 25雨が降り、洪水が

押し寄せ、風が吹いてその家に打ちつけて

も、倒れることはない。岩を土台としてい

るからである。 26また、わたしのこれらの

言葉を聞いても行わない者を、砂の上に自

分の家を建てた愚かな人に比べることがで

きよう。 27雨が降り、洪水が押し寄せ、風

が吹いてその家に打ちつけると、倒れてし

まう。そしてその倒れ方はひどいのである

」。 28イエスがこれらの言を語り終えられ

ると、群衆はその教にひどく驚いた。 29そ

れは律法学者たちのようにではなく、権威

ある者のように、教えられたからである。

8イエスが山をお降りになると、おびただ
しい群衆がついてきた。 2すると、その

とき、ひとりのらい病人がイエスのところ

にきて、ひれ伏して言った、「主よ、みこ

ころでしたら、きよめていただけるのです

が」。 3イエスは手を伸ばして、彼にさわ

り、「そうしてあげよう、きよくなれ」と

言われた。すると、らい病は直ちにきよめ

られた。 4イエスは彼に言われた、「だれ

にも話さないように、注意しなさい。ただ

行って、自分のからだを祭司に見せ、それ

から、モーセが命じた供え物をささげて、

人々に証明しなさい」。 5さて、イエスが

カペナウムに帰ってこられたとき、ある百

卒長がみもとにきて訴えて言った、 6「主

よ、わたしの僕が中風でひどく苦しんで、

家に寝ています」。 7イエスは彼に、「わ

たしが行ってなおしてあげよう」と言われ

た。 8そこで百卒長は答えて言った、「主

よ、わたしの屋根の下にあなたをお入れす

る資格は、わたしにはございません。ただ

、お言葉を下さい。そうすれば僕はなおり

ます。 9わたしも権威の下にある者ですが

、わたしの下にも兵卒がいまして、ひとり

の者に『行け』と言えば行き、ほかの者に

『こい』と言えばきますし、また、僕に『

これをせよ』と言えば、してくれるのです

」。 10イエスはこれを聞いて非常に感心さ

れ、ついてきた人々に言われた、「よく聞

きなさい。イスラエル人の中にも、これほ

どの信仰を見たことがない。 11なお、あな

たがたに言うが、多くの人が東から西から

きて、天国で、アブラハム、イサク、ヤコ

ブと共に宴会の席につくが、 12この国の子

らは外のやみに追い出され、そこで泣き叫

んだり、歯がみをしたりするであろう」。

13それからイエスは百卒長に「行け、あな

たの信じたとおりになるように」と言われ

た。すると、ちょうどその時に、僕はいや

された。 14それから、イエスはペテロの家
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にはいって行かれ、そのしゅうとめが熱病

で、床についているのをごらんになった。

15そこで、その手にさわられると、熱が引

いた。そして女は起きあがってイエスをも

てなした。 16夕暮になると、人々は悪霊に

つかれた者を大ぜい、みもとに連れてきた

ので、イエスはみ言葉をもって霊どもを追

い出し、病人をことごとくおいやしになっ

た。 17これは、預言者イザヤによって「彼

は、わたしたちのわずらいを身に受け、わ

たしたちの病を負うた」と言われた言葉が

成就するためである。 18イエスは、群衆が

自分のまわりに群がっているのを見て、向

こう岸に行くようにと弟子たちにお命じに

なった。 19するとひとりの律法学者が近づ

いてきて言った、「先生、あなたがおいで

になる所なら、どこへでも従ってまいりま

す」。 20イエスはその人に言われた、「き

つねには穴があり、空の鳥には巣がある。

しかし、人の子にはまくらする所がない」

。 21また弟子のひとりが言った、「主よ、

まず、父を葬りに行かせて下さい」。 22イ

エスは彼に言われた、「わたしに従ってき

なさい。そして、その死人を葬ることは、

死人に任せておくがよい」。 23それから、

イエスが舟に乗り込まれると、弟子たちも

従った。 24すると突然、海上に激しい暴風

が起って、舟は波にのまれそうになった。

ところが、イエスは眠っておられた。 25そ

こで弟子たちはみそばに寄ってきてイエス

を起し、「主よ、お助けください、わたし

たちは死にそうです」と言った。 26すると

イエスは彼らに言われた、「なぜこわがる

のか、信仰の薄い者たちよ」。それから起

きあがって、風と海とをおしかりになると

、大なぎになった。 27彼らは驚いて言った

、「このかたはどういう人なのだろう。風

も海も従わせるとは」。 28それから、向こ

う岸、ガダラ人の地に着かれると、悪霊に

つかれたふたりの者が、墓場から出てきて

イエスに出会った。彼らは手に負えない乱

暴者で、だれもその辺の道を通ることがで

きないほどであった。 29すると突然、彼ら

は叫んで言った、「神の子よ、あなたはわ

たしどもとなんの係わりがあるのです。ま

だその時ではないのに、ここにきて、わた

しどもを苦しめるのですか」。 30さて、そ

こからはるか離れた所に、おびただしい豚

の群れが飼ってあった。 31悪霊どもはイエ

スに願って言った、「もしわたしどもを追

い出されるのなら、あの豚の群れの中につ

かわして下さい」。 32そこで、イエスが「

行け」と言われると、彼らは出て行って、

豚の中へはいり込んだ。すると、その群れ

全体が、がけから海へなだれを打って駆け

下り、水の中で死んでしまった。 33飼う者

たちは逃げて町に行き、悪霊につかれた者

たちのことなど、いっさいを知らせた。 34

すると、町中の者がイエスに会いに出てき

た。そして、イエスに会うと、この地方か

ら去ってくださるようにと頼んだ。

9さて、イエスは舟に乗って海を渡り、自
分の町に帰られた。 2すると、人々が中

風の者を床の上に寝かせたままでみもとに

運んできた。イエスは彼らの信仰を見て、

中風の者に、「子よ、しっかりしなさい。

あなたの罪はゆるされたのだ」と言われた

。 3すると、ある律法学者たちが心の中で

言った、「この人は神を汚している」。 4

イエスは彼らの考えを見抜いて、「なぜ、

あなたがたは心の中で悪いことを考えてい

るのか。 5あなたの罪はゆるされた、と言

うのと、起きて歩け、と言うのと、どちら

がたやすいか。 6しかし、人の子は地上で

罪をゆるす権威をもっていることが、あな

たがたにわかるために」と言い、中風の者

にむかって、「起きよ、床を取りあげて家

に帰れ」と言われた。 7すると彼は起きあ

がり、家に帰って行った。 8群衆はそれを

見て恐れ、こんな大きな権威を人にお与え

になった神をあがめた。 9さてイエスはそ

こから進んで行かれ、マタイという人が収

税所にすわっているのを見て、「わたしに

従ってきなさい」と言われた。すると彼は

立ちあがって、イエスに従った。 10それか

ら、イエスが家で食事の席についておられ

た時のことである。多くの取税人や罪人た

ちがきて、イエスや弟子たちと共にその席
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に着いていた。 11パリサイ人たちはこれを

見て、弟子たちに言った、「なぜ、あなた

がたの先生は、取税人や罪人などと食事を

共にするのか」。 12イエスはこれを聞いて

言われた、「丈夫な人には医者はいらない

。いるのは病人である。 13『わたしが好む

のは、あわれみであって、いけにえではな

い』とはどういう意味か、学んできなさい

。わたしがきたのは、義人を招くためでは

なく、罪人を招くためである」。 14そのと

き、ヨハネの弟子たちがイエスのところに

きて言った、「わたしたちとパリサイ人た

ちとが断食をしているのに、あなたの弟子

たちは、なぜ断食をしないのですか」。 15

するとイエスは言われた、「婚礼の客は、

花婿が一緒にいる間は、悲しんでおられよ

うか。しかし、花婿が奪い去られる日が来

る。その時には断食をするであろう。 16だ

れも、真新しい布ぎれで、古い着物につぎ

を当てはしない。そのつぎきれは着物を引

き破り、そして、破れがもっとひどくなる

から。 17だれも、新しいぶどう酒を古い皮

袋に入れはしない。もしそんなことをした

ら、その皮袋は張り裂け、酒は流れ出るし

、皮袋もむだになる。だから、新しいぶど

う酒は新しい皮袋に入れるべきである。そ

うすれば両方とも長もちがするであろう」

。 18これらのことを彼らに話しておられる

と、そこにひとりの会堂司がきて、イエス

を拝して言った、「わたしの娘がただ今死

にました。しかしおいでになって手をその

上においてやって下さい。そうしたら、娘

は生き返るでしょう」。 19そこで、イエス

が立って彼について行かれると、弟子たち

も一緒に行った。 20するとそのとき、十二

年間も長血をわずらっている女が近寄って

きて、イエスのうしろからみ衣のふさにさ

わった。 21み衣にさわりさえすれば、なお

していただけるだろう、と心の中で思って

いたからである。 22イエスは振り向いて、

この女を見て言われた、「娘よ、しっかり

しなさい。あなたの信仰があなたを救った

のです」。するとこの女はその時に、いや

された。 23それからイエスは司の家に着き

、笛吹きどもや騒いでいる群衆を見て言わ

れた。 24「あちらへ行っていなさい。少女

は死んだのではない。眠っているだけであ

る」。すると人々はイエスをあざ笑った。

25しかし、群衆を外へ出したのち、イエス

は内へはいって、少女の手をお取りになる

と、少女は起きあがった。 26そして、その

うわさがこの地方全体にひろまった。 27そ

こから進んで行かれると、ふたりの盲人が

、「ダビデの子よ、わたしたちをあわれん

で下さい」と叫びながら、イエスについて

きた。 28そしてイエスが家にはいられると

、盲人たちがみもとにきたので、彼らに「

わたしにそれができると信じるか」と言わ

れた。彼らは言った、「主よ、信じます」

。 29そこで、イエスは彼らの目にさわって

言われた、「あなたがたの信仰どおり、あ

なたがたの身になるように」。 30すると彼

らの目が開かれた。イエスは彼らをきびし

く戒めて言われた、「だれにも知れないよ

うに気をつけなさい」。 31しかし、彼らは

出て行って、その地方全体にイエスのこと

を言いひろめた。 32彼らが出て行くと、人

々は悪霊につかれたおしをイエスのところ

に連れてきた。 33すると、悪霊は追い出さ

れて、おしが物を言うようになった。群衆

は驚いて、「このようなことがイスラエル

の中で見られたことは、これまで一度もな

かった」と言った。 34しかし、パリサイ人

たちは言った、「彼は、悪霊どものかしら

によって悪霊どもを追い出しているのだ」

。 35イエスは、すべての町々村々を巡り歩

いて、諸会堂で教え、御国の福音を宣べ伝

え、あらゆる病気、あらゆるわずらいをお

いやしになった。 36また群衆が飼う者のな

い羊のように弱り果てて、倒れているのを

ごらんになって、彼らを深くあわれまれた

。 37そして弟子たちに言われた、「収穫は

多いが、働き人が少ない。 38だから、収穫

の主に願って、その収穫のために働き人を

送り出すようにしてもらいなさい」。

10そこで、イエスは十二弟子を呼び寄せ
て、汚れた霊を追い出し、あらゆる病

気、あらゆるわずらいをいやす権威をお授
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けになった。 2十二使徒の名は、次のとお

りである。まずペテロと呼ばれたシモンと

その兄弟アンデレ、それからゼベダイの子

ヤコブとその兄弟ヨハネ、 3ピリポとバル

トロマイ、トマスと取税人マタイ、アルパ

ヨの子ヤコブとタダイ、 4熱心党のシモン

とイスカリオテのユダ。このユダはイエス

を裏切った者である。 5イエスはこの十二

人をつかわすに当り、彼らに命じて言われ

た、「異邦人の道に行くな。またサマリヤ

人の町にはいるな。 6むしろ、イスラエル

の家の失われた羊のところに行け。 7行っ

て、『天国が近づいた』と宣べ伝えよ。 8

病人をいやし、死人をよみがえらせ、らい

病人をきよめ、悪霊を追い出せ。ただで受

けたのだから、ただで与えるがよい。 9財

布の中に金、銀または銭を入れて行くな。

10旅行のための袋も、二枚の下着も、くつ

も、つえも持って行くな。働き人がその食

物を得るのは当然である。 11どの町、どの

村にはいっても、その中でだれがふさわし

い人か、たずね出して、立ち去るまではそ

の人のところにとどまっておれ。 12その家

にはいったなら、平安を祈ってあげなさい

。 13もし平安を受けるにふさわしい家であ

れば、あなたがたの祈る平安はその家に来

るであろう。もしふさわしくなければ、そ

の平安はあなたがたに帰って来るであろう

。 14もしあなたがたを迎えもせず、またあ

なたがたの言葉を聞きもしない人があれば

、その家や町を立ち去る時に、足のちりを

払い落しなさい。 15あなたがたによく言っ

ておく。さばきの日には、ソドム、ゴモラ

の地の方が、その町よりは耐えやすいであ

ろう。 16わたしがあなたがたをつかわすの

は、羊をおおかみの中に送るようなもので

ある。だから、へびのように賢く、はとの

ように素直であれ。 17人々に注意しなさい

。彼らはあなたがたを衆議所に引き渡し、

会堂でむち打つであろう。 18またあなたが

たは、わたしのために長官たちや王たちの

前に引き出されるであろう。それは、彼ら

と異邦人とに対してあかしをするためであ

る。 19彼らがあなたがたを引き渡したとき

、何をどう言おうかと心配しないがよい。

言うべきことは、その時に授けられるから

である。 20語る者は、あなたがたではなく

、あなたがたの中にあって語る父の霊であ

る。 21兄弟は兄弟を、父は子を殺すために

渡し、また子は親に逆らって立ち、彼らを

殺させるであろう。 22またあなたがたは、

わたしの名のゆえにすべての人に憎まれる

であろう。しかし、最後まで耐え忍ぶ者は

救われる。 23一つの町で迫害されたなら、

他の町へ逃げなさい。よく言っておく。あ

なたがたがイスラエルの町々を回り終らな

いうちに、人の子は来るであろう。 24弟子

はその師以上のものではなく、僕はその主

人以上の者ではない。 25弟子がその師のよ

うであり、僕がその主人のようであれば、

それで十分である。もし家の主人がベルゼ

ブルと言われるならば、その家の者どもは

なおさら、どんなにか悪く言われることで

あろう。 26だから彼らを恐れるな。おおわ

れたもので、現れてこないものはなく、隠

れているもので、知られてこないものはな

い。 27わたしが暗やみであなたがたに話す

ことを、明るみで言え。耳にささやかれた

ことを、屋根の上で言いひろめよ。 28また

、からだを殺しても、魂を殺すことのでき

ない者どもを恐れるな。むしろ、からだも

魂も地獄で滅ぼす力のあるかたを恐れなさ

い。 (Geenna g1067) 29二羽のすずめは一アサリ

オンで売られているではないか。しかもあ

なたがたの父の許しがなければ、その一羽

も地に落ちることはない。 30またあなたが

たの頭の毛までも、みな数えられている。

31それだから、恐れることはない。あなた

がたは多くのすずめよりも、まさった者で

ある。 32だから人の前でわたしを受けいれ

る者を、わたしもまた、天にいますわたし

の父の前で受けいれるであろう。 33しかし

、人の前でわたしを拒む者を、わたしも天

にいますわたしの父の前で拒むであろう。

34地上に平和をもたらすために、わたしが

きたと思うな。平和ではなく、つるぎを投

げ込むためにきたのである。 35わたしがき

たのは、人をその父と、娘をその母と、嫁
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をそのしゅうとめと仲たがいさせるためで

ある。 36そして家の者が、その人の敵とな

るであろう。 37わたしよりも父または母を

愛する者は、わたしにふさわしくない。わ

たしよりもむすこや娘を愛する者は、わた

しにふさわしくない。 38また自分の十字架

をとってわたしに従ってこない者はわたし

にふさわしくない。 39自分の命を得ている

者はそれを失い、わたしのために自分の命

を失っている者は、それを得るであろう。

40あなたがたを受けいれる者は、わたしを

受けいれるのである。わたしを受けいれる

者は、わたしをおつかわしになったかたを

受けいれるのである。 41預言者の名のゆえ

に預言者を受けいれる者は、預言者の報い

を受け、義人の名のゆえに義人を受けいれ

る者は、義人の報いを受けるであろう。 42

わたしの弟子であるという名のゆえに、こ

の小さい者のひとりに冷たい水一杯でも飲

ませてくれる者は、よく言っておくが、決

してその報いからもれることはない」。

11イエスは十二弟子にこのように命じ終
えてから、町々で教えまた宣べ伝える

ために、そこを立ち去られた。 2さて、ヨ

ハネは獄中でキリストのみわざについて伝

え聞き、自分の弟子たちをつかわして、 3

イエスに言わせた、「『きたるべきかた』

はあなたなのですか。それとも、ほかにだ

れかを待つべきでしょうか」。 4イエスは

答えて言われた、「行って、あなたがたが

見聞きしていることをヨハネに報告しなさ

い。 5盲人は見え、足なえは歩き、らい病

人はきよまり、耳しいは聞え、死人は生き

かえり、貧しい人々は福音を聞かされてい

る。 6わたしにつまずかない者は、さいわ

いである」。 7彼らが帰ってしまうと、イ

エスはヨハネのことを群衆に語りはじめら

れた、「あなたがたは、何を見に荒野に出

てきたのか。風に揺らぐ葦であるか。 8で

は、何を見に出てきたのか。柔らかい着物

をまとった人か。柔らかい着物をまとった

人々なら、王の家にいる。 9では、なんの

ために出てきたのか。預言者を見るためか

。そうだ、あなたがたに言うが、預言者以

上の者である。 10『見よ、わたしは使をあ

なたの先につかわし、あなたの前に、道を

整えさせるであろう』と書いてあるのは、

この人のことである。 11あなたがたによく

言っておく。女の産んだ者の中で、バプテ

スマのヨハネより大きい人物は起らなかっ

た。しかし、天国で最も小さい者も、彼よ

りは大きい。 12バプテスマのヨハネの時か

ら今に至るまで、天国は激しく襲われてい

る。そして激しく襲う者たちがそれを奪い

取っている。 13すべての預言者と律法とが

預言したのは、ヨハネの時までである。 14

そして、もしあなたがたが受けいれること

を望めば、この人こそは、きたるべきエリ

ヤなのである。 15耳のある者は聞くがよい

。 16今の時代を何に比べようか。それは子

供たちが広場にすわって、ほかの子供たち

に呼びかけ、 17『わたしたちが笛を吹いた

のに、あなたたちは踊ってくれなかった。

弔いの歌を歌ったのに、胸を打ってくれな

かった』と言うのに似ている。 18なぜなら

、ヨハネがきて、食べることも、飲むこと

もしないと、あれは悪霊につかれているの

だ、と言い、 19また人の子がきて、食べた

り飲んだりしていると、見よ、あれは食を

むさぼる者、大酒を飲む者、また取税人、

罪人の仲間だ、と言う。しかし、知恵の正

しいことは、その働きが証明する」。 20そ

れからイエスは、数々の力あるわざがなさ

れたのに、悔い改めることをしなかった町

々を、責めはじめられた。 21「わざわいだ

、コラジンよ。わざわいだ、ベツサイダよ

。おまえたちのうちでなされた力あるわざ

が、もしツロとシドンでなされたなら、彼

らはとうの昔に、荒布をまとい灰をかぶっ

て、悔い改めたであろう。 22しかし、おま

えたちに言っておく。さばきの日には、ツ

ロとシドンの方がおまえたちよりも、耐え

やすいであろう。 23ああ、カペナウムよ、

おまえは天にまで上げられようとでもいう

のか。黄泉にまで落されるであろう。おま

えの中でなされた力あるわざが、もしソド

ムでなされたなら、その町は今日までも残
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っていたであろう。 (Hadēs g86) 24しかし、あ

なたがたに言う。さばきの日には、ソドム

の地の方がおまえよりは耐えやすいであろ

う」。 25そのときイエスは声をあげて言わ

れた、「天地の主なる父よ。あなたをほめ

たたえます。これらの事を知恵のある者や

賢い者に隠して、幼な子にあらわしてくだ

さいました。 26父よ、これはまことにみこ

ころにかなった事でした。 27すべての事は

父からわたしに任せられています。そして

、子を知る者は父のほかにはなく、父を知

る者は、子と、父をあらわそうとして子が

選んだ者とのほかに、だれもありません。

28すべて重荷を負うて苦労している者は、

わたしのもとにきなさい。あなたがたを休

ませてあげよう。 29わたしは柔和で心のへ

りくだった者であるから、わたしのくびき

を負うて、わたしに学びなさい。そうすれ

ば、あなたがたの魂に休みが与えられるで

あろう。 30わたしのくびきは負いやすく、

わたしの荷は軽いからである」。

12そのころ、ある安息日に、イエスは麦
畑の中を通られた。すると弟子たちは

、空腹であったので、穂を摘んで食べはじ

めた。 2パリサイ人たちがこれを見て、イ

エスに言った、「ごらんなさい、あなたの

弟子たちが、安息日にしてはならないこと

をしています」。 3そこでイエスは彼らに

言われた、「あなたがたは、ダビデとその

供の者たちとが飢えたとき、ダビデが何を

したか読んだことがないのか。 4すなわち

、神の家にはいって、祭司たちのほか、自

分も供の者たちも食べてはならぬ供えのパ

ンを食べたのである。 5また、安息日に宮

仕えをしている祭司たちは安息日を破って

も罪にはならないことを、律法で読んだこ

とがないのか。 6あなたがたに言っておく

。宮よりも大いなる者がここにいる。 7『

わたしが好むのは、あわれみであって、い

けにえではない』とはどういう意味か知っ

ていたなら、あなたがたは罪のない者をと

がめなかったであろう。 8人の子は安息日

の主である」。 9イエスはそこを去って、

彼らの会堂にはいられた。 10すると、その

とき、片手のなえた人がいた。人々はイエ

スを訴えようと思って、「安息日に人をい

やしても、さしつかえないか」と尋ねた。

11イエスは彼らに言われた、「あなたがた

のうちに、一匹の羊を持っている人がある

として、もしそれが安息日に穴に落ちこん

だなら、手をかけて引き上げてやらないだ

ろうか。 12人は羊よりも、はるかにすぐれ

ているではないか。だから、安息日に良い

ことをするのは、正しいことである」。 13

そしてイエスはその人に、「手を伸ばしな

さい」と言われた。そこで手を伸ばすと、

ほかの手のように良くなった。 14パリサイ

人たちは出て行って、なんとかしてイエス

を殺そうと相談した。 15イエスはこれを知

って、そこを去って行かれた。ところが多

くの人々がついてきたので、彼らを皆いや

し、 16そして自分のことを人々にあらわさ

ないようにと、彼らを戒められた。 17これ

は預言者イザヤの言った言葉が、成就する

ためである、 18「見よ、わたしが選んだ僕

、わたしの心にかなう、愛する者。わたし

は彼にわたしの霊を授け、そして彼は正義

を異邦人に宣べ伝えるであろう。 19彼は争

わず、叫ばず、またその声を大路で聞く者

はない。 20彼が正義に勝ちを得させる時ま

で、いためられた葦を折ることがなく、煙

っている燈心を消すこともない。 21異邦人

は彼の名に望みを置くであろう」。 22その

とき、人々が悪霊につかれた盲人のおしを

連れてきたので、イエスは彼をいやして、

物を言い、また目が見えるようにされた。

23すると群衆はみな驚いて言った、「この

人が、あるいはダビデの子ではあるまいか

」。 24しかし、パリサイ人たちは、これを

聞いて言った、「この人が悪霊を追い出し

ているのは、まったく悪霊のかしらベルゼ

ブルによるのだ」。 25イエスは彼らの思い

を見抜いて言われた、「おおよそ、内部で

分れ争う国は自滅し、内わで分れ争う町や

家は立ち行かない。 26もしサタンがサタン

を追い出すならば、それは内わで分れ争う

ことになる。それでは、その国はどうして
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立ち行けよう。 27もしわたしがベルゼブル

によって悪霊を追い出すとすれば、あなた

がたの仲間はだれによって追い出すのであ

ろうか。だから、彼らがあなたがたをさば

く者となるであろう。 28しかし、わたしが

神の霊によって悪霊を追い出しているのな

ら、神の国はすでにあなたがたのところに

きたのである。 29まただれでも、まず強い

人を縛りあげなければ、どうして、その人

の家に押し入って家財を奪い取ることがで

きようか。縛ってから、はじめてその家を

掠奪することができる。 30わたしの味方で

ない者は、わたしに反対するものであり、

わたしと共に集めない者は、散らすもので

ある。 31だから、あなたがたに言っておく

。人には、その犯すすべての罪も神を汚す

言葉も、ゆるされる。しかし、聖霊を汚す

言葉は、ゆるされることはない。 32また人

の子に対して言い逆らう者は、ゆるされる

であろう。しかし、聖霊に対して言い逆ら

う者は、この世でも、きたるべき世でも、

ゆるされることはない。 (aiōn g165) 33木が良

ければ、その実も良いとし、木が悪ければ

、その実も悪いとせよ。木はその実でわか

るからである。 34まむしの子らよ。あなた

がたは悪い者であるのに、どうして良いこ

とを語ることができようか。おおよそ、心

からあふれることを、口が語るものである

。 35善人はよい倉から良い物を取り出し、

悪人は悪い倉から悪い物を取り出す。 36あ

なたがたに言うが、審判の日には、人はそ

の語る無益な言葉に対して、言い開きをし

なければならないであろう。 37あなたは、

自分の言葉によって正しいとされ、また自

分の言葉によって罪ありとされるからであ

る」。 38そのとき、律法学者、パリサイ人

のうちのある人々がイエスにむかって言っ

た、「先生、わたしたちはあなたから、し

るしを見せていただきとうございます」。

39すると、彼らに答えて言われた、「邪悪

で不義な時代は、しるしを求める。しかし

、預言者ヨナのしるしのほかには、なんの

しるしも与えられないであろう。 40すなわ

ち、ヨナが三日三晩、大魚の腹の中にいた

ように、人の子も三日三晩、地の中にいる

であろう。 41ニネベの人々が、今の時代の

人々と共にさばきの場に立って、彼らを罪

に定めるであろう。なぜなら、ニネベの人

々はヨナの宣教によって悔い改めたからで

ある。しかし見よ、ヨナにまさる者がここ

にいる。 42南の女王が、今の時代の人々と

共にさばきの場に立って、彼らを罪に定め

るであろう。なぜなら、彼女はソロモンの

知恵を聞くために地の果から、はるばるき

たからである。しかし見よ、ソロモンにま

さる者がここにいる。 43汚れた霊が人から

出ると、休み場を求めて水の無い所を歩き

まわるが、見つからない。 44そこで、出て

きた元の家に帰ろうと言って帰って見ると

、その家はあいていて、そうじがしてある

上、飾りつけがしてあった。 45そこでまた

出て行って、自分以上に悪い他の七つの霊

を一緒に引き連れてきて中にはいり、そこ

に住み込む。そうすると、その人ののちの

状態は初めよりももっと悪くなるのである

。よこしまな今の時代も、このようになる

であろう」。 46イエスがまだ群衆に話して

おられるとき、その母と兄弟たちとが、イ

エスに話そうと思って外に立っていた。 47

それで、ある人がイエスに言った、「ごら

んなさい。あなたの母上と兄弟がたが、あ

なたに話そうと思って、外に立っておられ

ます」。 48イエスは知らせてくれた者に答

えて言われた、「わたしの母とは、だれの

ことか。わたしの兄弟とは、だれのことか

」。 49そして、弟子たちの方に手をさし伸

べて言われた、「ごらんなさい。ここにわ

たしの母、わたしの兄弟がいる。 50天にい

ますわたしの父のみこころを行う者はだれ

でも、わたしの兄弟、また姉妹、また母な

のである」。

13その日、イエスは家を出て、海べにす
わっておられた。 2ところが、大ぜい

の群衆がみもとに集まったので、イエスは

舟に乗ってすわられ、群衆はみな岸に立っ

ていた。 3イエスは譬で多くの事を語り、

こう言われた、「見よ、種まきが種をまき

に出て行った。 4まいているうちに、道ば
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たに落ちた種があった。すると、鳥がきて

食べてしまった。 5ほかの種は土の薄い石

地に落ちた。そこは土が深くないので、す

ぐ芽を出したが、 6日が上ると焼けて、根

がないために枯れてしまった。 7ほかの種

はいばらの地に落ちた。すると、いばらが

伸びて、ふさいでしまった。 8ほかの種は

良い地に落ちて実を結び、あるものは百倍

、あるものは六十倍、あるものは三十倍に

もなった。 9耳のある者は聞くがよい」。

10それから、弟子たちがイエスに近寄って

きて言った、「なぜ、彼らに譬でお話しに

なるのですか」。 11そこでイエスは答えて

言われた、「あなたがたには、天国の奥義

を知ることが許されているが、彼らには許

されていない。 12おおよそ、持っている人

は与えられて、いよいよ豊かになるが、持

っていない人は、持っているものまでも取

り上げられるであろう。 13だから、彼らに

は譬で語るのである。それは彼らが、見て

も見ず、聞いても聞かず、また悟らないか

らである。 14こうしてイザヤの言った預言

が、彼らの上に成就したのである。『あな

たがたは聞くには聞くが、決して悟らない

。見るには見るが、決して認めない。 15こ

の民の心は鈍くなり、その耳は聞えにくく

、その目は閉じている。それは、彼らが目

で見ず、耳で聞かず、心で悟らず、悔い改

めていやされることがないためである』。

16しかし、あなたがたの目は見ており、耳

は聞いているから、さいわいである。 17あ

なたがたによく言っておく。多くの預言者

や義人は、あなたがたの見ていることを見

ようと熱心に願ったが、見ることができず

、またあなたがたの聞いていることを聞こ

うとしたが、聞けなかったのである。 18そ

こで、種まきの譬を聞きなさい。 19だれで

も御国の言を聞いて悟らないならば、悪い

者がきて、その人の心にまかれたものを奪

いとって行く。道ばたにまかれたものとい

うのは、そういう人のことである。 20石地

にまかれたものというのは、御言を聞くと

、すぐに喜んで受ける人のことである。 21

その中に根がないので、しばらく続くだけ

であって、御言のために困難や迫害が起っ

てくると、すぐつまずいてしまう。 22また

、いばらの中にまかれたものとは、御言を

聞くが、世の心づかいと富の惑わしとが御

言をふさぐので、実を結ばなくなる人のこ

とである。 (aiōn g165) 23また、良い地にまか

れたものとは、御言を聞いて悟る人のこと

であって、そういう人が実を結び、百倍、

あるいは六十倍、あるいは三十倍にもなる

のである」。 24また、ほかの譬を彼らに示

して言われた、「天国は、良い種を自分の

畑にまいておいた人のようなものである。

25人々が眠っている間に敵がきて、麦の中

に毒麦をまいて立ち去った。 26芽がはえ出

て実を結ぶと、同時に毒麦もあらわれてき

た。 27僕たちがきて、家の主人に言った、

『ご主人様、畑におまきになったのは、良

い種ではありませんでしたか。どうして毒

麦がはえてきたのですか』。 28主人は言っ

た、『それは敵のしわざだ』。すると僕た

ちが言った『では行って、それを抜き集め

ましょうか』。 29彼は言った、『いや、毒

麦を集めようとして、麦も一緒に抜くかも

知れない。 30収穫まで、両方とも育つまま

にしておけ。収穫の時になったら、刈る者

に、まず毒麦を集めて束にして焼き、麦の

方は集めて倉に入れてくれ、と言いつけよ

う』」。 31また、ほかの譬を彼らに示して

言われた、「天国は、一粒のからし種のよ

うなものである。ある人がそれをとって畑

にまくと、 32それはどんな種よりも小さい

が、成長すると、野菜の中でいちばん大き

くなり、空の鳥がきて、その枝に宿るほど

の木になる」。 33またほかの譬を彼らに語

られた、「天国は、パン種のようなもので

ある。女がそれを取って三斗の粉の中に混

ぜると、全体がふくらんでくる」。 34イエ

スはこれらのことをすべて、譬で群衆に語

られた。譬によらないでは何事も彼らに語

られなかった。 35これは預言者によって言

われたことが、成就するためである、「わ

たしは口を開いて譬を語り、世の初めから

隠されていることを語り出そう」。 36それ

からイエスは、群衆をあとに残して家には
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いられた。すると弟子たちは、みもとにき

て言った、「畑の毒麦の譬を説明してくだ

さい」。 37イエスは答えて言われた、「良

い種をまく者は、人の子である。 38畑は世

界である。良い種と言うのは御国の子たち

で、毒麦は悪い者の子たちである。 39それ

をまいた敵は悪魔である。収穫とは世の終

りのことで、刈る者は御使たちである。

(aiōn g165) 40だから、毒麦が集められて火で

焼かれるように、世の終りにもそのとおり

になるであろう。 (aiōn g165) 41人の子はその

使たちをつかわし、つまずきとなるものと

不法を行う者とを、ことごとく御国からと

り集めて、 42炉の火に投げ入れさせるであ

ろう。そこでは泣き叫んだり、歯がみをし

たりするであろう。 43そのとき、義人たち

は彼らの父の御国で、太陽のように輝きわ

たるであろう。耳のある者は聞くがよい。

44天国は、畑に隠してある宝のようなもの

である。人がそれを見つけると隠しておき

、喜びのあまり、行って持ち物をみな売り

はらい、そしてその畑を買うのである。 45

また天国は、良い真珠を捜している商人の

ようなものである。 46高価な真珠一個を見

いだすと、行って持ち物をみな売りはらい

、そしてこれを買うのである。 47また天国

は、海におろして、あらゆる種類の魚を囲

みいれる網のようなものである。 48それが

いっぱいになると岸に引き上げ、そしてす

わって、良いのを器に入れ、悪いのを外へ

捨てるのである。 49世の終りにも、そのと

おりになるであろう。すなわち、御使たち

がきて、義人のうちから悪人をえり分け、

(aiōn g165) 50そして炉の火に投げこむであろ

う。そこでは泣き叫んだり、歯がみをした

りするであろう。 51あなたがたは、これら

のことが皆わかったか」。彼らは「わかり

ました」と答えた。 52そこで、イエスは彼

らに言われた、「それだから、天国のこと

を学んだ学者は、新しいものと古いものと

を、その倉から取り出す一家の主人のよう

なものである」。 53イエスはこれらの譬を

語り終えてから、そこを立ち去られた。 54

そして郷里に行き、会堂で人々を教えられ

たところ、彼らは驚いて言った、「この人

は、この知恵とこれらの力あるわざとを、

どこで習ってきたのか。 55この人は大工の

子ではないか。母はマリヤといい、兄弟た

ちは、ヤコブ、ヨセフ、シモン、ユダでは

ないか。 56またその姉妹たちもみな、わた

したちと一緒にいるではないか。こんな数

々のことを、いったい、どこで習ってきた

のか」。 57こうして人々はイエスにつまず

いた。しかし、イエスは言われた、「預言

者は、自分の郷里や自分の家以外では、ど

こででも敬われないことはない」。 58そし

て彼らの不信仰のゆえに、そこでは力ある

わざを、あまりなさらなかった。

14そのころ、領主ヘロデはイエスのうわ
さを聞いて、 2家来に言った、「あれ

はバプテスマのヨハネだ。死人の中からよ

みがえったのだ。それで、あのような力が

彼のうちに働いているのだ」。 3というの

は、ヘロデは先に、自分の兄弟ピリポの妻

ヘロデヤのことで、ヨハネを捕えて縛り、

獄に入れていた。 4すなわち、ヨハネはヘ

ロデに、「その女をめとるのは、よろしく

ない」と言ったからである。 5そこでヘロ

デはヨハネを殺そうと思ったが、群衆を恐

れた。彼らがヨハネを預言者と認めていた

からである。 6さてヘロデの誕生日の祝に

、ヘロデヤの娘がその席上で舞をまい、ヘ

ロデを喜ばせたので、 7彼女の願うものは

、なんでも与えようと、彼は誓って約束ま

でした。 8すると彼女は母にそそのかされ

て、「バプテスマのヨハネの首を盆に載せ

て、ここに持ってきていただきとうござい

ます」と言った。 9王は困ったが、いった

ん誓ったのと、また列座の人たちの手前、

それを与えるように命じ、 10人をつかわし

て、獄中でヨハネの首を切らせた。 11その

首は盆に載せて運ばれ、少女にわたされ、

少女はそれを母のところに持って行った。

12それから、ヨハネの弟子たちがきて、死

体を引き取って葬った。そして、イエスの

ところに行って報告した。 13イエスはこの

ことを聞くと、舟に乗ってそこを去り、自

分ひとりで寂しい所へ行かれた。しかし、
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群衆はそれと聞いて、町々から徒歩であと

を追ってきた。 14イエスは舟から上がって

、大ぜいの群衆をごらんになり、彼らを深

くあわれんで、そのうちの病人たちをおい

やしになった。 15夕方になったので、弟子

たちがイエスのもとにきて言った、「ここ

は寂しい所でもあり、もう時もおそくなり

ました。群衆を解散させ、めいめいで食物

を買いに、村々へ行かせてください」。 16

するとイエスは言われた、「彼らが出かけ

て行くには及ばない。あなたがたの手で食

物をやりなさい」。 17弟子たちは言った、

「わたしたちはここに、パン五つと魚二ひ

きしか持っていません」。 18イエスは言わ

れた、「それをここに持ってきなさい」。

19そして群衆に命じて、草の上にすわらせ

、五つのパンと二ひきの魚とを手に取り、

天を仰いでそれを祝福し、パンをさいて弟

子たちに渡された。弟子たちはそれを群衆

に与えた。 20みんなの者は食べて満腹した

。パンくずの残りを集めると、十二のかご

にいっぱいになった。 21食べた者は、女と

子供とを除いて、おおよそ五千人であった

。 22それからすぐ、イエスは群衆を解散さ

せておられる間に、しいて弟子たちを舟に

乗り込ませ、向こう岸へ先におやりになっ

た。 23そして群衆を解散させてから、祈る

ためひそかに山へ登られた。夕方になって

も、ただひとりそこにおられた。 24ところ

が舟は、もうすでに陸から数丁も離れてお

り、逆風が吹いていたために、波に悩まさ

れていた。 25イエスは夜明けの四時ごろ、

海の上を歩いて彼らの方へ行かれた。 26弟

子たちは、イエスが海の上を歩いておられ

るのを見て、幽霊だと言っておじ惑い、恐

怖のあまり叫び声をあげた。 27しかし、イ

エスはすぐに彼らに声をかけて、「しっか

りするのだ、わたしである。恐れることは

ない」と言われた。 28するとペテロが答え

て言った、「主よ、あなたでしたか。では

、わたしに命じて、水の上を渡ってみもと

に行かせてください」。 29イエスは、「お

いでなさい」と言われたので、ペテロは舟

からおり、水の上を歩いてイエスのところ

へ行った。 30しかし、風を見て恐ろしくな

り、そしておぼれかけたので、彼は叫んで

、「主よ、お助けください」と言った。 31

イエスはすぐに手を伸ばし、彼をつかまえ

て言われた、「信仰の薄い者よ、なぜ疑っ

たのか」。 32ふたりが舟に乗り込むと、風

はやんでしまった。 33舟の中にいた者たち

はイエスを拝して、「ほんとうに、あなた

は神の子です」と言った。 34それから、彼

らは海を渡ってゲネサレの地に着いた。 35

するとその土地の人々はイエスと知って、

その附近全体に人をつかわし、イエスのと

ころに病人をみな連れてこさせた。 36そし

て彼らにイエスの上着のふさにでも、さわ

らせてやっていただきたいとお願いした。

そしてさわった者は皆いやされた。

15ときに、パリサイ人と律法学者たちと
が、エルサレムからイエスのもとにき

て言った、 2「あなたの弟子たちは、なぜ

昔の人々の言伝えを破るのですか。彼らは

食事の時に手を洗っていません」。 3イエ

スは答えて言われた、「なぜ、あなたがた

も自分たちの言伝えによって、神のいまし

めを破っているのか。 4神は言われた、『

父と母とを敬え』、また『父または母をの

のしる者は、必ず死に定められる』と。 5

それだのに、あなたがたは『だれでも父ま

たは母にむかって、あなたにさしあげるは

ずのこのものは供え物です、と言えば、 6

父または母を敬わなくてもよろしい』と言

っている。こうしてあなたがたは自分たち

の言伝えによって、神の言を無にしている

。 7偽善者たちよ、イザヤがあなたがたに

ついて、こういう適切な預言をしている、

8『この民は、口さきではわたしを敬うが、

その心はわたしから遠く離れている。 9人

間のいましめを教として教え、無意味にわ

たしを拝んでいる』」。 10それからイエス

は群衆を呼び寄せて言われた、「聞いて悟

るがよい。 11口にはいるものは人を汚すこ

とはない。かえって、口から出るものが人

を汚すのである」。 12そのとき、弟子たち

が近寄ってきてイエスに言った、「パリサ

イ人たちが御言を聞いてつまずいたことを
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、ご存じですか」。 13イエスは答えて言わ

れた、「わたしの天の父がお植えにならな

かったものは、みな抜き取られるであろう

。 14彼らをそのままにしておけ。彼らは盲

人を手引きする盲人である。もし盲人が盲

人を手引きするなら、ふたりとも穴に落ち

込むであろう」。 15ペテロが答えて言った

、「その譬を説明してください」。 16イエ

スは言われた、「あなたがたも、まだわか

らないのか。 17口にはいってくるものは、

みな腹の中にはいり、そして、外に出て行

くことを知らないのか。 18しかし、口から

出て行くものは、心の中から出てくるので

あって、それが人を汚すのである。 19とい

うのは、悪い思い、すなわち、殺人、姦淫

、不品行、盗み、偽証、誹りは、心の中か

ら出てくるのであって、 20これらのものが

人を汚すのである。しかし、洗わない手で

食事することは、人を汚すのではない」。

21さて、イエスはそこを出て、ツロとシド

ンとの地方へ行かれた。 22すると、そこへ

、その地方出のカナンの女が出てきて、「

主よ、ダビデの子よ、わたしをあわれんで

ください。娘が悪霊にとりつかれて苦しん

でいます」と言って叫びつづけた。 23しか

し、イエスはひと言もお答えにならなかっ

た。そこで弟子たちがみもとにきて願って

言った、「この女を追い払ってください。

叫びながらついてきていますから」。 24す

るとイエスは答えて言われた、「わたしは

、イスラエルの家の失われた羊以外の者に

は、つかわされていない」。 25しかし、女

は近寄りイエスを拝して言った、「主よ、

わたしをお助けください」。 26イエスは答

えて言われた、「子供たちのパンを取って

小犬に投げてやるのは、よろしくない」。

27すると女は言った、「主よ、お言葉どお

りです。でも、小犬もその主人の食卓から

落ちるパンくずは、いただきます」。 28そ

こでイエスは答えて言われた、「女よ、あ

なたの信仰は見あげたものである。あなた

の願いどおりになるように」。その時に、

娘はいやされた。 29イエスはそこを去って

、ガリラヤの海べに行き、それから山に登

ってそこにすわられた。 30すると大ぜいの

群衆が、足なえ、不具者、盲人、おし、そ

のほか多くの人々を連れてきて、イエスの

足もとに置いたので、彼らをおいやしにな

った。 31群衆は、おしが物を言い、不具者

が直り、足なえが歩き、盲人が見えるよう

になったのを見て驚き、そしてイスラエル

の神をほめたたえた。 32イエスは弟子たち

を呼び寄せて言われた、「この群衆がかわ

いそうである。もう三日間もわたしと一緒

にいるのに、何も食べるものがない。しか

し、彼らを空腹のままで帰らせたくはない

。恐らく途中で弱り切ってしまうであろう

」。 33弟子たちは言った、「荒野の中で、

こんなに大ぜいの群衆にじゅうぶん食べさ

せるほどたくさんのパンを、どこで手に入

れましょうか」。 34イエスは弟子たちに「

パンはいくつあるか」と尋ねられると、「

七つあります。また小さい魚が少しありま

す」と答えた。 35そこでイエスは群衆に、

地にすわるようにと命じ、 36七つのパンと

魚とを取り、感謝してこれをさき、弟子た

ちにわたされ、弟子たちはこれを群衆にわ

けた。 37一同の者は食べて満腹した。そし

て残ったパンくずを集めると、七つのかご

にいっぱいになった。 38食べた者は、女と

子供とを除いて四千人であった。 39そこで

イエスは群衆を解散させ、舟に乗ってマガ

ダンの地方へ行かれた。

16パリサイ人とサドカイ人とが近寄って
きて、イエスを試み、天からのしるし

を見せてもらいたいと言った。 2イエスは

彼らに言われた、「あなたがたは夕方にな

ると、『空がまっかだから、晴だ』と言い

、 3また明け方には『空が曇ってまっかだ

から、きょうは荒れだ』と言う。あなたが

たは空の模様を見分けることを知りながら

、時のしるしを見分けることができないの

か。 4邪悪で不義な時代は、しるしを求め

る。しかし、ヨナのしるしのほかには、な

んのしるしも与えられないであろう」。そ

して、イエスは彼らをあとに残して立ち去

られた。 5弟子たちは向こう岸に行ったが

、パンを持って来るのを忘れていた。 6そ
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こでイエスは言われた、「パリサイ人とサ

ドカイ人とのパン種を、よくよく警戒せよ

」。 7弟子たちは、これは自分たちがパン

を持ってこなかったためであろうと言って

、互に論じ合った。 8イエスはそれと知っ

て言われた、「信仰の薄い者たちよ、なぜ

パンがないからだと互に論じ合っているの

か。 9まだわからないのか。覚えていない

のか。五つのパンを五千人に分けたとき、

幾かご拾ったか。 10また、七つのパンを四

千人に分けたとき、幾かご拾ったか。 11わ

たしが言ったのは、パンについてではない

ことを、どうして悟らないのか。ただ、パ

リサイ人とサドカイ人とのパン種を警戒し

なさい」。 12そのとき彼らは、イエスが警

戒せよと言われたのは、パン種のことでは

なく、パリサイ人とサドカイ人との教のこ

とであると悟った。 13イエスがピリポ・カ

イザリヤの地方に行かれたとき、弟子たち

に尋ねて言われた、「人々は人の子をだれ

と言っているか」。 14彼らは言った、「あ

る人々はバプテスマのヨハネだと言ってい

ます。しかし、ほかの人たちは、エリヤだ

と言い、また、エレミヤあるいは預言者の

ひとりだ、と言っている者もあります」。

15そこでイエスは彼らに言われた、「それ

では、あなたがたはわたしをだれと言うか

」。 16シモン・ペテロが答えて言った、「

あなたこそ、生ける神の子キリストです」

。 17すると、イエスは彼にむかって言われ

た、「バルヨナ・シモン、あなたはさいわ

いである。あなたにこの事をあらわしたの

は、血肉ではなく、天にいますわたしの父

である。 18そこで、わたしもあなたに言う

。あなたはペテロである。そして、わたし

はこの岩の上にわたしの教会を建てよう。

黄泉の力もそれに打ち勝つことはない。

(Hadēs g86) 19わたしは、あなたに天国のかぎ

を授けよう。そして、あなたが地上でつな

ぐことは、天でもつながれ、あなたが地上

で解くことは天でも解かれるであろう」。

20そのとき、イエスは、自分がキリストで

あることをだれにも言ってはいけないと、

弟子たちを戒められた。 21この時から、イ

エス・キリストは、自分が必ずエルサレム

に行き、長老、祭司長、律法学者たちから

多くの苦しみを受け、殺され、そして三日

目によみがえるべきことを、弟子たちに示

しはじめられた。 22すると、ペテロはイエ

スをわきへ引き寄せて、いさめはじめ、「

主よ、とんでもないことです。そんなこと

があるはずはございません」と言った。 23

イエスは振り向いて、ペテロに言われた、

「サタンよ、引きさがれ。わたしの邪魔を

する者だ。あなたは神のことを思わないで

、人のことを思っている」。 24それからイ

エスは弟子たちに言われた、「だれでもわ

たしについてきたいと思うなら、自分を捨

て、自分の十字架を負うて、わたしに従っ

てきなさい。 25自分の命を救おうと思う者

はそれを失い、わたしのために自分の命を

失う者は、それを見いだすであろう。 26た

とい人が全世界をもうけても、自分の命を

損したら、なんの得になろうか。また、人

はどんな代価を払って、その命を買いもど

すことができようか。 27人の子は父の栄光

のうちに、御使たちを従えて来るが、その

時には、実際のおこないに応じて、それぞ

れに報いるであろう。 28よく聞いておくが

よい、人の子が御国の力をもって来るのを

見るまでは、死を味わわない者が、ここに

立っている者の中にいる」。

17六日ののち、イエスはペテロ、ヤコブ
、ヤコブの兄弟ヨハネだけを連れて、

高い山に登られた。 2ところが、彼らの目

の前でイエスの姿が変り、その顔は日のよ

うに輝き、その衣は光のように白くなった

。 3すると、見よ、モーセとエリヤが彼ら

に現れて、イエスと語り合っていた。 4ペ

テロはイエスにむかって言った、「主よ、

わたしたちがここにいるのは、すばらしい

ことです。もし、おさしつかえなければ、

わたしはここに小屋を三つ建てましょう。

一つはあなたのために、一つはモーセのた

めに、一つはエリヤのために」。 5彼がま

だ話し終えないうちに、たちまち、輝く雲

が彼らをおおい、そして雲の中から声がし

た、「これはわたしの愛する子、わたしの
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心にかなう者である。これに聞け」。 6弟

子たちはこれを聞いて非常に恐れ、顔を地

に伏せた。 7イエスは近づいてきて、手を

彼らにおいて言われた、「起きなさい、恐

れることはない」。 8彼らが目をあげると

、イエスのほかには、だれも見えなかった

。 9一同が山を下って来るとき、イエスは

「人の子が死人の中からよみがえるまでは

、いま見たことをだれにも話してはならな

い」と、彼らに命じられた。 10弟子たちは

イエスにお尋ねして言った、「いったい、

律法学者たちは、なぜ、エリヤが先に来る

はずだと言っているのですか」。 11答えて

言われた、「確かに、エリヤがきて、万事

を元どおりに改めるであろう。 12しかし、

あなたがたに言っておく。エリヤはすでに

きたのだ。しかし人々は彼を認めず、自分

かってに彼をあしらった。人の子もまた、

そのように彼らから苦しみを受けることに

なろう」。 13そのとき、弟子たちは、イエ

スがバプテスマのヨハネのことを言われた

のだと悟った。 14さて彼らが群衆のところ

に帰ると、ひとりの人がイエスに近寄って

きて、ひざまずいて、言った、 15「主よ、

わたしの子をあわれんでください。てんか

んで苦しんでおります。何度も何度も火の

中や水の中に倒れるのです。 16それで、そ

の子をお弟子たちのところに連れてきまし

たが、なおしていただけませんでした」。

17イエスは答えて言われた、「ああ、なん

という不信仰な、曲った時代であろう。い

つまで、わたしはあなたがたと一緒におら

れようか。いつまであなたがたに我慢がで

きようか。その子をここに、わたしのとこ

ろに連れてきなさい」。 18イエスがおしか

りになると、悪霊はその子から出て行った

。そして子はその時いやされた。 19それか

ら、弟子たちがひそかにイエスのもとにき

て言った、「わたしたちは、どうして霊を

追い出せなかったのですか」。 20するとイ

エスは言われた、「あなたがたの信仰が足

りないからである。よく言い聞かせておく

が、もし、からし種一粒ほどの信仰がある

なら、この山にむかって『ここからあそこ

に移れ』と言えば、移るであろう。このよ

うに、あなたがたにできない事は、何もな

いであろう。〔 21しかし、このたぐいは、

祈と断食とによらなければ、追い出すこと

はできない〕」。 22彼らがガリラヤで集ま

っていた時、イエスは言われた、「人の子

は人々の手にわたされ、 23彼らに殺され、

そして三日目によみがえるであろう」。弟

子たちは非常に心をいためた。 24彼らがカ

ペナウムにきたとき、宮の納入金を集める

人たちがペテロのところにきて言った、「

あなたがたの先生は宮の納入金を納めない

のか」。 25ペテロは「納めておられます」

と言った。そして彼が家にはいると、イエ

スから先に話しかけて言われた、「シモン

、あなたはどう思うか。この世の王たちは

税や貢をだれから取るのか。自分の子から

か、それとも、ほかの人たちからか」。 26

ペテロが「ほかの人たちからです」と答え

ると、イエスは言われた、「それでは、子

は納めなくてもよいわけである。 27しかし

、彼らをつまずかせないために、海に行っ

て、つり針をたれなさい。そして最初につ

れた魚をとって、その口をあけると、銀貨

一枚が見つかるであろう。それをとり出し

て、わたしとあなたのために納めなさい」

。

18そのとき、弟子たちがイエスのもとに
きて言った、「いったい、天国ではだ

れがいちばん偉いのですか」。 2すると、

イエスは幼な子を呼び寄せ、彼らのまん中

に立たせて言われた、 3「よく聞きなさい

。心をいれかえて幼な子のようにならなけ

れば、天国にはいることはできないであろ

う。 4この幼な子のように自分を低くする

者が、天国でいちばん偉いのである。 5ま

た、だれでも、このようなひとりの幼な子

を、わたしの名のゆえに受けいれる者は、

わたしを受けいれるのである。 6しかし、

わたしを信ずるこれらの小さい者のひとり

をつまずかせる者は、大きなひきうすを首

にかけられて海の深みに沈められる方が、

その人の益になる。 7この世は、罪の誘惑

があるから、わざわいである。罪の誘惑は



マタイの福音書 20

必ず来る。しかし、それをきたらせる人は

、わざわいである。 8もしあなたの片手ま

たは片足が、罪を犯させるなら、それを切

って捨てなさい。両手、両足がそろったま

まで、永遠の火に投げ込まれるよりは、片

手、片足になって命に入る方がよい。

(aiōnios g166) 9もしあなたの片目が罪を犯させ

るなら、それを抜き出して捨てなさい。両

眼がそろったままで地獄の火に投げ入れら

れるよりは、片目になって命に入る方がよ

い。 (Geenna g1067) 10あなたがたは、これらの

小さい者のひとりをも軽んじないように、

気をつけなさい。あなたがたに言うが、彼

らの御使たちは天にあって、天にいますわ

たしの父のみ顔をいつも仰いでいるのであ

る。〔 11人の子は、滅びる者を救うために

きたのである。〕 12あなたがたはどう思う

か。ある人に百匹の羊があり、その中の一

匹が迷い出たとすれば、九十九匹を山に残

しておいて、その迷い出ている羊を捜しに

出かけないであろうか。 13もしそれを見つ

けたなら、よく聞きなさい、迷わないでい

る九十九匹のためよりも、むしろその一匹

のために喜ぶであろう。 14そのように、こ

れらの小さい者のひとりが滅びることは、

天にいますあなたがたの父のみこころでは

ない。 15もしあなたの兄弟が罪を犯すなら

、行って、彼とふたりだけの所で忠告しな

さい。もし聞いてくれたら、あなたの兄弟

を得たことになる。 16もし聞いてくれない

なら、ほかにひとりふたりを、一緒に連れ

て行きなさい。それは、ふたりまたは三人

の証人の口によって、すべてのことがらが

確かめられるためである。 17もし彼らの言

うことを聞かないなら、教会に申し出なさ

い。もし教会の言うことも聞かないなら、

その人を異邦人または取税人同様に扱いな

さい。 18よく言っておく。あなたがたが地

上でつなぐことは、天でも皆つながれ、あ

なたがたが地上で解くことは、天でもみな

解かれるであろう。 19また、よく言ってお

く。もしあなたがたのうちのふたりが、ど

んな願い事についても地上で心を合わせる

なら、天にいますわたしの父はそれをかな

えて下さるであろう。 20ふたりまたは三人

が、わたしの名によって集まっている所に

は、わたしもその中にいるのである」。 21

そのとき、ペテロがイエスのもとにきて言

った、「主よ、兄弟がわたしに対して罪を

犯した場合、幾たびゆるさねばなりません

か。七たびまでですか」。 22イエスは彼に

言われた、「わたしは七たびまでとは言わ

ない。七たびを七十倍するまでにしなさい

。 23それだから、天国は王が僕たちと決算

をするようなものだ。 24決算が始まると、

一万タラントの負債のある者が、王のとこ

ろに連れられてきた。 25しかし、返せなか

ったので、主人は、その人自身とその妻子

と持ち物全部とを売って返すように命じた

。 26そこで、この僕はひれ伏して哀願した

、『どうぞお待ちください。全部お返しい

たしますから』。 27僕の主人はあわれに思

って、彼をゆるし、その負債を免じてやっ

た。 28その僕が出て行くと、百デナリを貸

しているひとりの仲間に出会い、彼をつか

まえ、首をしめて『借金を返せ』と言った

。 29そこでこの仲間はひれ伏し、『どうか

待ってくれ。返すから』と言って頼んだ。

30しかし承知せずに、その人をひっぱって

行って、借金を返すまで獄に入れた。 31そ

の人の仲間たちは、この様子を見て、非常

に心をいため、行ってそのことをのこらず

主人に話した。 32そこでこの主人は彼を呼

びつけて言った、『悪い僕、わたしに願っ

たからこそ、あの負債を全部ゆるしてやっ

たのだ。 33わたしがあわれんでやったよう

に、あの仲間をあわれんでやるべきではな

かったか』。 34そして主人は立腹して、負

債全部を返してしまうまで、彼を獄吏に引

きわたした。 35あなたがためいめいも、も

し心から兄弟をゆるさないならば、わたし

の天の父もまたあなたがたに対して、その

ようになさるであろう」。

19イエスはこれらのことを語り終えられ
てから、ガリラヤを去ってヨルダンの

向こうのユダヤの地方へ行かれた。 2する

と大ぜいの群衆がついてきたので、彼らを

そこでおいやしになった。 3さてパリサイ
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人たちが近づいてきて、イエスを試みよう

として言った、「何かの理由で、夫がその

妻を出すのは、さしつかえないでしょうか

」。 4イエスは答えて言われた、「あなた

がたはまだ読んだことがないのか。『創造

者は初めから人を男と女とに造られ、 5そ

して言われた、それゆえに、人は父母を離

れ、その妻と結ばれ、ふたりの者は一体と

なるべきである』。 6彼らはもはや、ふた

りではなく一体である。だから、神が合わ

せられたものを、人は離してはならない」

。 7彼らはイエスに言った、「それでは、

なぜモーセは、妻を出す場合には離縁状を

渡せ、と定めたのですか」。 8イエスが言

われた、「モーセはあなたがたの心が、か

たくななので、妻を出すことを許したのだ

が、初めからそうではなかった。 9そこで

わたしはあなたがたに言う。不品行のゆえ

でなくて、自分の妻を出して他の女をめと

る者は、姦淫を行うのである」。 10弟子た

ちは言った、「もし妻に対する夫の立場が

そうだとすれば、結婚しない方がましです

」。 11するとイエスは彼らに言われた、「

その言葉を受けいれることができるのはす

べての人ではなく、ただそれを授けられて

いる人々だけである。 12というのは、母の

胎内から独身者に生れついているものがあ

り、また他から独身者にされたものもあり

、また天国のために、みずから進んで独身

者となったものもある。この言葉を受けら

れる者は、受けいれるがよい」。 13そのと

き、イエスに手をおいて祈っていただくた

めに、人々が幼な子らをみもとに連れてき

た。ところが、弟子たちは彼らをたしなめ

た。 14するとイエスは言われた、「幼な子

らをそのままにしておきなさい。わたしの

ところに来るのをとめてはならない。天国

はこのような者の国である」。 15そして手

を彼らの上においてから、そこを去って行

かれた。 16すると、ひとりの人がイエスに

近寄ってきて言った、「先生、永遠の生命

を得るためには、どんなよいことをしたら

いいでしょうか」。 (aiōnios g166) 17イエスは

言われた、「なぜよい事についてわたしに

尋ねるのか。よいかたはただひとりだけで

ある。もし命に入りたいと思うなら、いま

しめを守りなさい」。 18彼は言った、「ど

のいましめですか」。イエスは言われた、

「『殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証を

立てるな。 19父と母とを敬え』。また『自

分を愛するように、あなたの隣り人を愛せ

よ』」。 20この青年はイエスに言った、「

それはみな守ってきました。ほかに何が足

りないのでしょう」。 21イエスは彼に言わ

れた、「もしあなたが完全になりたいと思

うなら、帰ってあなたの持ち物を売り払い

、貧しい人々に施しなさい。そうすれば、

天に宝を持つようになろう。そして、わた

しに従ってきなさい」。 22この言葉を聞い

て、青年は悲しみながら立ち去った。たく

さんの資産を持っていたからである。 23そ

れからイエスは弟子たちに言われた、「よ

く聞きなさい。富んでいる者が天国にはい

るのは、むずかしいものである。 24また、

あなたがたに言うが、富んでいる者が神の

国にはいるよりは、らくだが針の穴を通る

方が、もっとやさしい」。 25弟子たちはこ

れを聞いて非常に驚いて言った、「では、

だれが救われることができるのだろう」。

26イエスは彼らを見つめて言われた、「人

にはそれはできないが、神にはなんでもで

きない事はない」。 27そのとき、ペテロが

イエスに答えて言った、「ごらんなさい、

わたしたちはいっさいを捨てて、あなたに

従いました。ついては、何がいただけるで

しょうか」。 28イエスは彼らに言われた、

「よく聞いておくがよい。世が改まって、

人の子がその栄光の座につく時には、わた

しに従ってきたあなたがたもまた、十二の

位に座してイスラエルの十二の部族をさば

くであろう。 29おおよそ、わたしの名のた

めに、家、兄弟、姉妹、父、母、子、もし

くは畑を捨てた者は、その幾倍もを受け、

また永遠の生命を受けつぐであろう。

(aiōnios g166) 30しかし、多くの先の者はあと

になり、あとの者は先になるであろう。

20天国は、ある家の主人が、自分のぶど
う園に労働者を雇うために、夜が明け
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ると同時に、出かけて行くようなものであ

る。 2彼は労働者たちと、一日一デナリの

約束をして、彼らをぶどう園に送った。 3

それから九時ごろに出て行って、他の人々

が市場で何もせずに立っているのを見た。

4そして、その人たちに言った、『あなたが

たも、ぶどう園に行きなさい。相当な賃銀

を払うから』。 5そこで、彼らは出かけて

行った。主人はまた、十二時ごろと三時ご

ろとに出て行って、同じようにした。 6五

時ごろまた出て行くと、まだ立っている人

々を見たので、彼らに言った、『なぜ、何

もしないで、一日中ここに立っていたのか

』。 7彼らが『だれもわたしたちを雇って

くれませんから』と答えたので、その人々

に言った、『あなたがたも、ぶどう園に行

きなさい』。 8さて、夕方になって、ぶど

う園の主人は管理人に言った、『労働者た

ちを呼びなさい。そして、最後にきた人々

からはじめて順々に最初にきた人々にわた

るように、賃銀を払ってやりなさい』。 9

そこで、五時ごろに雇われた人々がきて、

それぞれ一デナリずつもらった。 10ところ

が、最初の人々がきて、もっと多くもらえ

るだろうと思っていたのに、彼らも一デナ

リずつもらっただけであった。 11もらった

とき、家の主人にむかって不平をもらして

12言った、『この最後の者たちは一時間し

か働かなかったのに、あなたは一日じゅう

、労苦と暑さを辛抱したわたしたちと同じ

扱いをなさいました』。 13そこで彼はその

ひとりに答えて言った、『友よ、わたしは

あなたに対して不正をしてはいない。あな

たはわたしと一デナリの約束をしたではな

いか。 14自分の賃銀をもらって行きなさい

。わたしは、この最後の者にもあなたと同

様に払ってやりたいのだ。 15自分の物を自

分がしたいようにするのは、当りまえでは

ないか。それともわたしが気前よくしてい

るので、ねたましく思うのか』。 16このよ

うに、あとの者は先になり、先の者はあと

になるであろう」。 17さて、イエスはエル

サレムへ上るとき、十二弟子をひそかに呼

びよせ、その途中で彼らに言われた、 18「

見よ、わたしたちはエルサレムへ上って行

くが、人の子は祭司長、律法学者たちの手

に渡されるであろう。彼らは彼に死刑を宣

告し、 19そして彼をあざけり、むち打ち、

十字架につけさせるために、異邦人に引き

わたすであろう。そして彼は三日目によみ

がえるであろう」。 20そのとき、ゼベダイ

の子らの母が、その子らと一緒にイエスの

もとにきてひざまずき、何事かをお願いし

た。 21そこでイエスは彼女に言われた、「

何をしてほしいのか」。彼女は言った、「

わたしのこのふたりのむすこが、あなたの

御国で、ひとりはあなたの右に、ひとりは

左にすわれるように、お言葉をください」

。 22イエスは答えて言われた、「あなたが

たは、自分が何を求めているのか、わかっ

ていない。わたしの飲もうとしている杯を

飲むことができるか」。彼らは「できます

」と答えた。 23イエスは彼らに言われた、

「確かに、あなたがたはわたしの杯を飲む

ことになろう。しかし、わたしの右、左に

すわらせることは、わたしのすることでは

なく、わたしの父によって備えられている

人々だけに許されることである」。 24十人

の者はこれを聞いて、このふたりの兄弟た

ちのことで憤慨した。 25そこで、イエスは

彼らを呼び寄せて言われた、「あなたがた

の知っているとおり、異邦人の支配者たち

はその民を治め、また偉い人たちは、その

民の上に権力をふるっている。 26あなたが

たの間ではそうであってはならない。かえ

って、あなたがたの間で偉くなりたいと思

う者は、仕える人となり、 27あなたがたの

間でかしらになりたいと思う者は、僕とな

らねばならない。 28それは、人の子がきた

のも、仕えられるためではなく、仕えるた

めであり、また多くの人のあがないとして

、自分の命を与えるためであるのと、ちょ

うど同じである」。 29それから、彼らがエ

リコを出て行ったとき、大ぜいの群衆がイ

エスに従ってきた。 30すると、ふたりの盲

人が道ばたにすわっていたが、イエスがと

おって行かれると聞いて、叫んで言った、

「主よ、ダビデの子よ、わたしたちをあわ
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れんで下さい」。 31群衆は彼らをしかって

黙らせようとしたが、彼らはますます叫び

つづけて言った、「主よ、ダビデの子よ、

わたしたちをあわれんで下さい」。 32イエ

スは立ちどまり、彼らを呼んで言われた、

「わたしに何をしてほしいのか」。 33彼ら

は言った、「主よ、目をあけていただくこ

とです」。 34イエスは深くあわれんで、彼

らの目にさわられた。すると彼らは、たち

まち見えるようになり、イエスに従って行

った。

21さて、彼らがエルサレムに近づき、オ
リブ山沿いのベテパゲに着いたとき、

イエスはふたりの弟子をつかわして言われ

た、 2「向こうの村へ行きなさい。すると

すぐ、ろばがつながれていて、子ろばがそ

ばにいるのを見るであろう。それを解いて

わたしのところに引いてきなさい。 3もし

だれかが、あなたがたに何か言ったなら、

主がお入り用なのです、と言いなさい。そ

う言えば、すぐ渡してくれるであろう」。

4こうしたのは、預言者によって言われたこ

とが、成就するためである。 5すなわち、

「シオンの娘に告げよ、見よ、あなたの王

がおいでになる、柔和なおかたで、ろばに

乗って、くびきを負うろばの子に乗って」

。 6弟子たちは出て行って、イエスがお命

じになったとおりにし、 7ろばと子ろばと

を引いてきた。そしてその上に自分たちの

上着をかけると、イエスはそれにお乗りに

なった。 8群衆のうち多くの者は自分たち

の上着を道に敷き、また、ほかの者たちは

木の枝を切ってきて道に敷いた。 9そして

群衆は、前に行く者も、あとに従う者も、

共に叫びつづけた、「ダビデの子に、ホサ

ナ。主の御名によってきたる者に、祝福あ

れ。いと高き所に、ホサナ」。 10イエスが

エルサレムにはいって行かれたとき、町中

がこぞって騒ぎ立ち、「これは、いったい

、どなただろう」と言った。 11そこで群衆

は、「この人はガリラヤのナザレから出た

預言者イエスである」と言った。 12それか

ら、イエスは宮にはいられた。そして、宮

の庭で売り買いしていた人々をみな追い出

し、また両替人の台や、はとを売る者の腰

掛をくつがえされた。 13そして彼らに言わ

れた、「『わたしの家は、祈の家ととなえ

らるべきである』と書いてある。それだの

に、あなたがたはそれを強盗の巣にしてい

る」。 14そのとき宮の庭で、盲人や足なえ

がみもとにきたので、彼らをおいやしにな

った。 15しかし、祭司長、律法学者たちは

、イエスがなされた不思議なわざを見、ま

た宮の庭で「ダビデの子に、ホサナ」と叫

んでいる子供たちを見て立腹し、 16イエス

に言った、「あの子たちが何を言っている

のか、お聞きですか」。イエスは彼らに言

われた、「そうだ、聞いている。あなたが

たは『幼な子、乳のみ子たちの口にさんび

を備えられた』とあるのを読んだことがな

いのか」。 17それから、イエスは彼らをあ

とに残し、都を出てベタニヤに行き、そこ

で夜を過ごされた。 18朝はやく都に帰ると

き、イエスは空腹をおぼえられた。 19そし

て、道のかたわらに一本のいちじくの木が

あるのを見て、そこに行かれたが、ただ葉

のほかは何も見当らなかった。そこでその

木にむかって、「今から後いつまでも、お

まえには実がならないように」と言われた

。すると、いちじくの木はたちまち枯れた

。 (aiōn g165) 20弟子たちはこれを見て、驚い

て言った、「いちじくがどうして、こうす

ぐに枯れたのでしょう」。 21イエスは答え

て言われた、「よく聞いておくがよい。も

しあなたがたが信じて疑わないならば、こ

のいちじくにあったようなことが、できる

ばかりでなく、この山にむかって、動き出

して海の中にはいれと言っても、そのとお

りになるであろう。 22また、祈のとき、信

じて求めるものは、みな与えられるであろ

う」。 23イエスが宮にはいられたとき、祭

司長たちや民の長老たちが、その教えてお

られる所にきて言った、「何の権威によっ

て、これらの事をするのですか。だれが、

そうする権威を授けたのですか」。 24そこ

でイエスは彼らに言われた、「わたしも一

つだけ尋ねよう。あなたがたがそれに答え

てくれたなら、わたしも、何の権威によっ
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てこれらの事をするのか、あなたがたに言

おう。 25ヨハネのバプテスマはどこからき

たのであったか。天からであったか、人か

らであったか」。すると、彼らは互に論じ

て言った、「もし天からだと言えば、では

、なぜ彼を信じなかったのか、とイエスは

言うだろう。 26しかし、もし人からだと言

えば、群衆が恐ろしい。人々がみなヨハネ

を預言者と思っているのだから」。 27そこ

で彼らは、「わたしたちにはわかりません

」と答えた。すると、イエスが言われた、

「わたしも何の権威によってこれらの事を

するのか、あなたがたに言うまい。 28あな

たがたはどう思うか。ある人にふたりの子

があったが、兄のところに行って言った、

『子よ、きょう、ぶどう園へ行って働いて

くれ』。 29すると彼は『おとうさん、参り

ます』と答えたが、行かなかった。 30また

弟のところにきて同じように言った。彼は

『いやです』と答えたが、あとから心を変

えて、出かけた。 31このふたりのうち、ど

ちらが父の望みどおりにしたのか」。彼ら

は言った、「あとの者です」。イエスは言

われた、「よく聞きなさい。取税人や遊女

は、あなたがたより先に神の国にはいる。

32というのは、ヨハネがあなたがたのとこ

ろにきて、義の道を説いたのに、あなたが

たは彼を信じなかった。ところが、取税人

や遊女は彼を信じた。あなたがたはそれを

見たのに、あとになっても、心をいれ変え

て彼を信じようとしなかった。 33もう一つ

の譬を聞きなさい。ある所に、ひとりの家

の主人がいたが、ぶどう園を造り、かきを

めぐらし、その中に酒ぶねの穴を掘り、や

ぐらを立て、それを農夫たちに貸して、旅

に出かけた。 34収穫の季節がきたので、そ

の分け前を受け取ろうとして、僕たちを農

夫のところへ送った。 35すると、農夫たち

は、その僕たちをつかまえて、ひとりを袋

だたきにし、ひとりを殺し、もうひとりを

石で打ち殺した。 36また別に、前よりも多

くの僕たちを送ったが、彼らをも同じよう

にあしらった。 37しかし、最後に、わたし

の子は敬ってくれるだろうと思って、主人

はその子を彼らの所につかわした。 38する

と農夫たちは、その子を見て互に言った、

『あれはあと取りだ。さあ、これを殺して

、その財産を手に入れよう』。 39そして彼

をつかまえて、ぶどう園の外に引き出して

殺した。 40このぶどう園の主人が帰ってき

たら、この農夫たちをどうするだろうか」

。 41彼らはイエスに言った、「悪人どもを

、皆殺しにして、季節ごとに収穫を納める

ほかの農夫たちに、そのぶどう園を貸し与

えるでしょう」。 42イエスは彼らに言われ

た、「あなたがたは、聖書でまだ読んだこ

とがないのか、『家造りらの捨てた石が隅

のかしら石になった。これは主がなされた

ことで、わたしたちの目には不思議に見え

る』。 43それだから、あなたがたに言うが

、神の国はあなたがたから取り上げられて

、御国にふさわしい実を結ぶような異邦人

に与えられるであろう。 44またその石の上

に落ちる者は打ち砕かれ、それがだれかの

上に落ちかかるなら、その人はこなみじん

にされるであろう」。 45祭司長たちやパリ

サイ人たちがこの譬を聞いたとき、自分た

ちのことをさして言っておられることを悟

ったので、 46イエスを捕えようとしたが、

群衆を恐れた。群衆はイエスを預言者だと

思っていたからである。

22イエスはまた、譬で彼らに語って言わ
れた、 2「天国は、ひとりの王がその

王子のために、婚宴を催すようなものであ

る。 3王はその僕たちをつかわして、この

婚宴に招かれていた人たちを呼ばせたが、

その人たちはこようとはしなかった。 4そ

こでまた、ほかの僕たちをつかわして言っ

た、『招かれた人たちに言いなさい。食事

の用意ができました。牛も肥えた獣もほふ

られて、すべての用意ができました。さあ

、婚宴においでください』。 5しかし、彼

らは知らぬ顔をして、ひとりは自分の畑に

、ひとりは自分の商売に出て行き、 6また

ほかの人々は、この僕たちをつかまえて侮

辱を加えた上、殺してしまった。 7そこで

王は立腹し、軍隊を送ってそれらの人殺し

どもを滅ぼし、その町を焼き払った。 8そ
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れから僕たちに言った、『婚宴の用意はで

きているが、招かれていたのは、ふさわし

くない人々であった。 9だから、町の大通

りに出て行って、出会った人はだれでも婚

宴に連れてきなさい』。 10そこで、僕たち

は道に出て行って、出会う人は、悪人でも

善人でもみな集めてきたので、婚宴の席は

客でいっぱいになった。 11王は客を迎えよ

うとしてはいってきたが、そこに礼服をつ

けていないひとりの人を見て、 12彼に言っ

た、『友よ、どうしてあなたは礼服をつけ

ないで、ここにはいってきたのですか』。

しかし、彼は黙っていた。 13そこで、王は

そばの者たちに言った、『この者の手足を

しばって、外の暗やみにほうり出せ。そこ

で泣き叫んだり、歯がみをしたりするであ

ろう』。 14招かれる者は多いが、選ばれる

者は少ない」。 15そのときパリサイ人たち

がきて、どうかしてイエスを言葉のわなに

かけようと、相談をした。 16そして、彼ら

の弟子を、ヘロデ党の者たちと共に、イエ

スのもとにつかわして言わせた、「先生、

わたしたちはあなたが真実なかたであって

、真理に基いて神の道を教え、また、人に

分け隔てをしないで、だれをもはばかられ

ないことを知っています。 17それで、あな

たはどう思われますか、答えてください。

カイザルに税金を納めてよいでしょうか、

いけないでしょうか」。 18イエスは彼らの

悪意を知って言われた、「偽善者たちよ、

なぜわたしをためそうとするのか。 19税に

納める貨幣を見せなさい」。彼らはデナリ

一つを持ってきた。 20そこでイエスは言わ

れた、「これは、だれの肖像、だれの記号

か」。 21彼らは「カイザルのです」と答え

た。するとイエスは言われた、「それでは

、カイザルのものはカイザルに、神のもの

は神に返しなさい」。 22彼らはこれを聞い

て驚嘆し、イエスを残して立ち去った。 23

復活ということはないと主張していたサド

カイ人たちが、その日、イエスのもとにき

て質問した、 24「先生、モーセはこう言っ

ています、『もし、ある人が子がなくて死

んだなら、その弟は兄の妻をめとって、兄

のために子をもうけねばならない』。 25さ

て、わたしたちのところに七人の兄弟があ

りました。長男は妻をめとったが死んでし

まい、そして子がなかったので、その妻を

弟に残しました。 26次男も三男も、ついに

七人とも同じことになりました。 27最後に

、その女も死にました。 28すると復活の時

には、この女は、七人のうちだれの妻なの

でしょうか。みんながこの女を妻にしたの

ですが」。 29イエスは答えて言われた、「

あなたがたは聖書も神の力も知らないから

、思い違いをしている。 30復活の時には、

彼らはめとったり、とついだりすることは

ない。彼らは天にいる御使のようなもので

ある。 31また、死人の復活については、神

があなたがたに言われた言葉を読んだこと

がないのか。 32『わたしはアブラハムの神

、イサクの神、ヤコブの神である』と書い

てある。神は死んだ者の神ではなく、生き

ている者の神である」。 33群衆はこれを聞

いて、イエスの教に驚いた。 34さて、パリ

サイ人たちは、イエスがサドカイ人たちを

言いこめられたと聞いて、一緒に集まった

。 35そして彼らの中のひとりの律法学者が

、イエスをためそうとして質問した、 36「

先生、律法の中で、どのいましめがいちば

ん大切なのですか」。 37イエスは言われた

、「『心をつくし、精神をつくし、思いを

つくして、主なるあなたの神を愛せよ』。

38これがいちばん大切な、第一のいましめ

である。 39第二もこれと同様である、『自

分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ

』。 40これらの二つのいましめに、律法全

体と預言者とが、かかっている」。 41パリ

サイ人たちが集まっていたとき、イエスは

彼らにお尋ねになった、 42「あなたがたは

キリストをどう思うか。だれの子なのか」

。彼らは「ダビデの子です」と答えた。 43

イエスは言われた、「それではどうして、

ダビデが御霊に感じてキリストを主と呼ん

でいるのか。 44すなわち『主はわが主に仰

せになった、あなたの敵をあなたの足もと

に置くときまでは、わたしの右に座してい

なさい』。 45このように、ダビデ自身がキ
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リストを主と呼んでいるなら、キリストは

どうしてダビデの子であろうか」。 46イエ

スにひと言でも答えうる者は、なかったし

、その日からもはや、進んでイエスに質問

する者も、いなくなった。

23そのときイエスは、群衆と弟子たちと
に語って言われた、 2「律法学者とパ

リサイ人とは、モーセの座にすわっている

。 3だから、彼らがあなたがたに言うこと

は、みな守って実行しなさい。しかし、彼

らのすることには、ならうな。彼らは言う

だけで、実行しないから。 4また、重い荷

物をくくって人々の肩にのせるが、それを

動かすために、自分では指一本も貸そうと

はしない。 5そのすることは、すべて人に

見せるためである。すなわち、彼らは経札

を幅広くつくり、その衣のふさを大きくし

、 6また、宴会の上座、会堂の上席を好み

、 7広場であいさつされることや、人々か

ら先生と呼ばれることを好んでいる。 8し

かし、あなたがたは先生と呼ばれてはなら

ない。あなたがたの先生は、ただひとりで

あって、あなたがたはみな兄弟なのだから

。 9また、地上のだれをも、父と呼んでは

ならない。あなたがたの父はただひとり、

すなわち、天にいます父である。 10また、

あなたがたは教師と呼ばれてはならない。

あなたがたの教師はただひとり、すなわち

、キリストである。 11そこで、あなたがた

のうちでいちばん偉い者は、仕える人でな

ければならない。 12だれでも自分を高くす

る者は低くされ、自分を低くする者は高く

されるであろう。 13偽善な律法学者、パリ

サイ人たちよ。あなたがたは、わざわいで

ある。あなたがたは、天国を閉ざして人々

をはいらせない。自分もはいらないし、は

いろうとする人をはいらせもしない。〔 14

偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あな

たがたは、わざわいである。あなたがたは

、やもめたちの家を食い倒し、見えのため

に長い祈をする。だから、もっときびしい

さばきを受けるに違いない。〕 15偽善な律

法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは

、わざわいである。あなたがたはひとりの

改宗者をつくるために、海と陸とを巡り歩

く。そして、つくったなら、彼を自分より

倍もひどい地獄の子にする。 (Geenna g1067) 16

盲目な案内者たちよ。あなたがたは、わざ

わいである。あなたがたは言う、『神殿を

さして誓うなら、そのままでよいが、神殿

の黄金をさして誓うなら、果す責任がある

』と。 17愚かな盲目な人たちよ。黄金と、

黄金を神聖にする神殿と、どちらが大事な

のか。 18また、あなたがたは言う、『祭壇

をさして誓うなら、そのままでよいが、そ

の上の供え物をさして誓うなら、果す責任

がある』と。 19盲目な人たちよ。供え物と

供え物を神聖にする祭壇とどちらが大事な

のか。 20祭壇をさして誓う者は、祭壇と、

その上にあるすべての物とをさして誓うの

である。 21神殿をさして誓う者は、神殿と

その中に住んでおられるかたとをさして誓

うのである。 22また、天をさして誓う者は

、神の御座とその上にすわっておられるか

たとをさして誓うのである。 23偽善な律法

学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、

わざわいである。はっか、いのんど、クミ

ンなどの薬味の十分の一を宮に納めており

ながら、律法の中でもっと重要な、公平と

あわれみと忠実とを見のがしている。それ

もしなければならないが、これも見のがし

てはならない。 24盲目な案内者たちよ。あ

なたがたは、ぶよはこしているが、らくだ

はのみこんでいる。 25偽善な律法学者、パ

リサイ人たちよ。あなたがたは、わざわい

である。杯と皿との外側はきよめるが、内

側は貪欲と放縦とで満ちている。 26盲目な

パリサイ人よ。まず、杯の内側をきよめる

がよい。そうすれば、外側も清くなるであ

ろう。 27偽善な律法学者、パリサイ人たち

よ。あなたがたは、わざわいである。あな

たがたは白く塗った墓に似ている。外側は

美しく見えるが、内側は死人の骨や、あら

ゆる不潔なものでいっぱいである。 28この

ようにあなたがたも、外側は人に正しく見

えるが、内側は偽善と不法とでいっぱいで

ある。 29偽善な律法学者、パリサイ人たち

よ。あなたがたは、わざわいである。あな
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たがたは預言者の墓を建て、義人の碑を飾

り立てて、こう言っている、 30『もしわた

したちが先祖の時代に生きていたなら、預

言者の血を流すことに加わってはいなかっ

ただろう』と。 31このようにして、あなた

がたは預言者を殺した者の子孫であること

を、自分で証明している。 32あなたがたも

また先祖たちがした悪の枡目を満たすがよ

い。 33へびよ、まむしの子らよ、どうして

地獄の刑罰をのがれることができようか。

(Geenna g1067) 34それだから、わたしは、預言

者、知者、律法学者たちをあなたがたにつ

かわすが、そのうちのある者を殺し、また

十字架につけ、そのある者を会堂でむち打

ち、また町から町へと迫害して行くであろ

う。 35こうして義人アベルの血から、聖所

と祭壇との間であなたがたが殺したバラキ

ヤの子ザカリヤの血に至るまで、地上に流

された義人の血の報いが、ことごとくあな

たがたに及ぶであろう。 36よく言っておく

。これらのことの報いは、みな今の時代に

及ぶであろう。 37ああ、エルサレム、エル

サレム、預言者たちを殺し、おまえにつか

わされた人たちを石で打ち殺す者よ。ちょ

うど、めんどりが翼の下にそのひなを集め

るように、わたしはおまえの子らを幾たび

集めようとしたことであろう。それだのに

、おまえたちは応じようとしなかった。 38

見よ、おまえたちの家は見捨てられてしま

う。 39わたしは言っておく、『主の御名に

よってきたる者に、祝福あれ』とおまえた

ちが言う時までは、今後ふたたび、わたし

に会うことはないであろう」。

24イエスが宮から出て行こうとしておら
れると、弟子たちは近寄ってきて、宮

の建物にイエスの注意を促した。 2そこで

イエスは彼らにむかって言われた、「あな

たがたは、これらすべてのものを見ないか

。よく言っておく。その石一つでもくずさ

れずに、そこに他の石の上に残ることもな

くなるであろう」。 3またオリブ山ですわ

っておられると、弟子たちが、ひそかにみ

もとにきて言った、「どうぞお話しくださ

い。いつ、そんなことが起るのでしょうか

。あなたがまたおいでになる時や、世の終

りには、どんな前兆がありますか」。 (aiōn

g165) 4そこでイエスは答えて言われた、「

人に惑わされないように気をつけなさい。

5多くの者がわたしの名を名のって現れ、自

分がキリストだと言って、多くの人を惑わ

すであろう。 6また、戦争と戦争のうわさ

とを聞くであろう。注意していなさい、あ

わててはいけない。それは起らねばならな

いが、まだ終りではない。 7民は民に、国

は国に敵対して立ち上がるであろう。また

あちこちに、ききんが起り、また地震があ

るであろう。 8しかし、すべてこれらは産

みの苦しみの初めである。 9そのとき人々

は、あなたがたを苦しみにあわせ、また殺

すであろう。またあなたがたは、わたしの

名のゆえにすべての民に憎まれるであろう

。 10そのとき、多くの人がつまずき、また

互に裏切り、憎み合うであろう。 11また多

くのにせ預言者が起って、多くの人を惑わ

すであろう。 12また不法がはびこるので、

多くの人の愛が冷えるであろう。 13しかし

、最後まで耐え忍ぶ者は救われる。 14そし

てこの御国の福音は、すべての民に対して

あかしをするために、全世界に宣べ伝えら

れるであろう。そしてそれから最後が来る

のである。 15預言者ダニエルによって言わ

れた荒らす憎むべき者が、聖なる場所に立

つのを見たならば（読者よ、悟れ）、 16そ

のとき、ユダヤにいる人々は山へ逃げよ。

17屋上にいる者は、家からものを取り出そ

うとして下におりるな。 18畑にいる者は、

上着を取りにあとへもどるな。 19その日に

は、身重の女と乳飲み子をもつ女とは、不

幸である。 20あなたがたの逃げるのが、冬

または安息日にならないように祈れ。 21そ

の時には、世の初めから現在に至るまで、

かつてなく今後もないような大きな患難が

起るからである。 22もしその期間が縮めら

れないなら、救われる者はひとりもないで

あろう。しかし、選民のためには、その期

間が縮められるであろう。 23そのとき、だ

れかがあなたがたに『見よ、ここにキリス
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トがいる』、また、『あそこにいる』と言

っても、それを信じるな。 24にせキリスト

たちや、にせ預言者たちが起って、大いな

るしるしと奇跡とを行い、できれば、選民

をも惑わそうとするであろう。 25見よ、あ

なたがたに前もって言っておく。 26だから

、人々が『見よ、彼は荒野にいる』と言っ

ても、出て行くな。また『見よ、へやの中

にいる』と言っても、信じるな。 27ちょう

ど、いなずまが東から西にひらめき渡るよ

うに、人の子も現れるであろう。 28死体の

あるところには、はげたかが集まるもので

ある。 29しかし、その時に起る患難の後、

たちまち日は暗くなり、月はその光を放つ

ことをやめ、星は空から落ち、天体は揺り

動かされるであろう。 30そのとき、人の子

のしるしが天に現れるであろう。またその

とき、地のすべての民族は嘆き、そして力

と大いなる栄光とをもって、人の子が天の

雲に乗って来るのを、人々は見るであろう

。 31また、彼は大いなるラッパの音と共に

御使たちをつかわして、天のはてからはて

に至るまで、四方からその選民を呼び集め

るであろう。 32いちじくの木からこの譬を

学びなさい。その枝が柔らかになり、葉が

出るようになると、夏の近いことがわかる

。 33そのように、すべてこれらのことを見

たならば、人の子が戸口まで近づいている

と知りなさい。 34よく聞いておきなさい。

これらの事が、ことごとく起るまでは、こ

の時代は滅びることがない。 35天地は滅び

るであろう。しかしわたしの言葉は滅びる

ことがない。 36その日、その時は、だれも

知らない。天の御使たちも、また子も知ら

ない、ただ父だけが知っておられる。 37人

の子の現れるのも、ちょうどノアの時のよ

うであろう。 38すなわち、洪水の出る前、

ノアが箱舟にはいる日まで、人々は食い、

飲み、めとり、とつぎなどしていた。 39そ

して洪水が襲ってきて、いっさいのものを

さらって行くまで、彼らは気がつかなかっ

た。人の子の現れるのも、そのようであろ

う。 40そのとき、ふたりの者が畑にいると

、ひとりは取り去られ、ひとりは取り残さ

れるであろう。 41ふたりの女がうすをひい

ていると、ひとりは取り去られ、ひとりは

残されるであろう。 42だから、目をさまし

ていなさい。いつの日にあなたがたの主が

こられるのか、あなたがたには、わからな

いからである。 43このことをわきまえてい

るがよい。家の主人は、盗賊がいつごろ来

るかわかっているなら、目をさましていて

、自分の家に押し入ることを許さないであ

ろう。 44だから、あなたがたも用意をして

いなさい。思いがけない時に人の子が来る

からである。 45主人がその家の僕たちの上

に立てて、時に応じて食物をそなえさせる

忠実な思慮深い僕は、いったい、だれであ

ろう。 46主人が帰ってきたとき、そのよう

につとめているのを見られる僕は、さいわ

いである。 47よく言っておくが、主人は彼

を立てて自分の全財産を管理させるであろ

う。 48もしそれが悪い僕であって、自分の

主人は帰りがおそいと心の中で思い、 49そ

の僕仲間をたたきはじめ、また酒飲み仲間

と一緒に食べたり飲んだりしているなら、

50その僕の主人は思いがけない日、気がつ

かない時に帰ってきて、 51彼を厳罰に処し

、偽善者たちと同じ目にあわせるであろう

。彼はそこで泣き叫んだり、歯がみをした

りするであろう。

25このとき天國は、燈火を執りて新郎を
迎へに出づる、十人の處女に比ふべし

。 2その中の五人は愚にして五人は慧し。

3愚なる者は燈火をとりて油を携へず、 4慧

きものは油を器に入れて燈火とともに携へ

たり。 5新郎遲かりしかば、皆まどろみて

寢ぬ。 6夜半に「やよ、新郎なるぞ、出で

迎へよ」と呼はる聲す。 7ここに處女みな

起きてその燈火を整へたるに、 8愚なる者

は慧きものに言ふ「なんぢらの油を分けあ

たへよ、我らの燈火きゆるなり」 9慧きも

の答へて言ふ「恐らくは我らと汝らとに足

るまじ、寧ろ賣るものに往きて己がために

買へ」 10彼ら買はんとて往きたる間に新郎

きたりたれば、備へをりし者どもは彼とと

もに婚筵にいり、而して門は閉されたり。

11その後かの他の處女ども來りて「主よ、
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主よ、われらの爲にひらき給へ」と言ひし

に、 12答へて「まことに汝らに告ぐ、我は

汝らを知らず」と言へり。 13されば目を覺

しをれ、汝らは其の日その時を知らざるな

り。 14また或人とほく旅立せんとして、其

の僕どもを呼び、之に己が所有を預くるが

如し。 15各人の能力に應じて、或者には五

タラント、或者には二タラント、或者には

一タラントを與へ置きて旅立せり。 16五タ

ラントを受けし者は、直ちに往き、之をは

たらかせて他に五タラントを贏け、 17二タ

ラントを受けし者も同じく他に二タラント

を贏く。 18然るに一タラントを受けし者は

、往きて地を掘り、その主人の銀をかくし

置けり。 19久しうして後この僕どもの主人

きたりて彼らと計算したるに、 20五タラン

トを受けし者は他に五タラントを持ちきた

りて言ふ「主よ、なんぢ我に五タラントを

預けたりしが、視よ、他に五タラントを贏

けたり」 21主人いふ「宜いかな、善かつ忠

なる僕、なんぢは僅なる物に忠なりき。我

なんぢに多くの物を掌どらせん、汝の主人

の勸喜に入れ」 22二タラントを受けし者も

來りて言ふ「主よ、なんぢ我に二タラント

を預けたりしが、視よ、他に二タラントを

贏けたり」 23主人いふ「宜いかな、善かつ

忠なる僕、なんぢは僅なる物に忠なりき。

我なんぢに多くの物を掌どらせん、汝の主

人の勸喜にいれ」 24また一タラントを受け

し者もきたりて言ふ「主よ、我はなんぢの

嚴しき人にて、播かぬ處より刈り、散らさ

ぬ處より斂むることを知るゆゑに、 25懼れ

てゆき、汝のタラントを地に藏しおけり。

視よ、汝はなんぢの物を得たり」 26主人こ

たへて言ふ「惡しくかつ惰れる僕、わが播

かぬ處より刈り、散さぬ處より斂むること

を知るか。 27さらば我が銀を銀行にあづけ

置くべかりしなり、我きたりて利子ととも

に我が物をうけ取りしものを。 28されば彼

のタラントを取りて十タラントを有てる人

に與へよ。 29すべて有てる人は、與へられ

て愈々豐ならん。されど有たぬ者は、その

有てる物をも取らるべし。 30而して此の無

益なる僕を外の暗黒に逐ひいだせ、其處に

て哀哭・切齒することあらん」 31人の子そ

の榮光をもて、もろもろの御使を率ゐきた

る時、その榮光の座位に坐せん。 32かくて

その前にもろもろの國人あつめられん、之

を別つこと牧羊者が羊と山羊とを別つ如く

して、 33羊をその右に、山羊をその左にお

かん。 34ここに王その右にをる者どもに言

はん「わが父に祝せられたる者よ、來りて

世の創より汝等のために備へられたる國を

嗣げ。 35なんぢら我が飢ゑしときに食はせ

、渇きしときに飮ませ、旅人なりし時に宿

らせ、 36裸なりしときに衣せ、病みしとき

に訪ひ、獄に在りしときに來りたればなり

」 37ここに、正しき者ら答へて言はん「主

よ、何時なんぢの飢ゑしを見て食はせ、渇

きしを見て飮ませし。 38何時なんぢの旅人

なりしを見て宿らせ、裸なりしを見て衣せ

し。 39何時なんぢの病みまた獄に在りしを

見て、汝にいたりし」 40王こたへて言はん

「まことに汝らに告ぐ、わが兄弟なる此等

のいと小き者の一人になしたるは、即ち我

に爲したるなり」 41かくてまた左にをる者

どもに言はん「詛はれたる者よ、我を離れ

て惡魔とその使らとのために備へられたる

永遠の火に入れ。 (aiōnios g166) 42なんぢら我

が飢ゑしときに食はせず、渇きしときに飮

ませず、 43旅人なりしときに宿らせず、裸

なりしときに衣せず、病みまた獄にありし

ときに訪はざればなり」 44ここに彼らも答

へて言はん「主よ、いつ汝の飢ゑ、或は渇

き、或は旅人、あるひは裸、あるひは病み

、或は獄に在りしを見て事へざりし」 45こ

こに王こたへて言はん「誠になんぢらに告

ぐ、此等のいと小きものの一人に爲さざり

しは、即ち我になさざりしなり」と。 46か

くて、これらの者は去りて永遠の刑罰に

いり、正しき者は永遠の生命に入らん』

(aiōnios g166)

26イエスこれらの言をみな語りをへて、
弟子たちに言ひ給ふ 2『なんぢらの知

るごとく、二日の後は過越の祭なり、人の

子は十字架につけられん爲に賣らるべし』

3そのとき祭司長・民の長老ら、カヤパとい

ふ大祭司の中庭に集り、 4詭計をもてイエ



マタイの福音書 30

スを捕へ、かつ殺さんと相議りたれど、 5

又いふ『まつりの間は爲すべからず、恐ら

くは民の中に亂起らん』 6イエス、ベタニ

ヤにて癩病人シモンの家に居給ふ時、 7あ

る女、石膏の壺に入りたる貴き香油を持ち

て、近づき來り、食事の席に就き居給ふイ

エスの首に注げり。 8弟子たち之を見て憤

ほり言ふ『何故かく濫なる費をなすか。 9

之を多くの金に賣りて、貧しき者に施すこ

とを得たりしものを』 10イエス之を知りて

言ひたまふ『何ぞこの女を惱すか、我に善

き事をなせるなり。 11貧しき者は常に汝ら

と偕にをれど、我は常に偕に居らず。 12こ

の女の我が體に香油を注ぎしは、わが葬り

の備をなせるなり。 13まことに汝らに告ぐ

、全世界いずこにても、この福音の宣傅へ

らるる處には、この女のなしし事も記念と

して語らるべし』 14ここに十二弟子の一人

イスカリオテのユダといふ者、祭司長らの

許にゆきて言ふ 15『なんぢらに彼を付さば

、何ほど我に與へんとするか』彼ら銀三十

を量り出せり。 16ユダこの時よりイエスを

付さんと好き機を窺ふ。 17除酵祭の初の日

、弟子たちイエスに來りて言ふ『過越の食

をなし給ふために、何處に我らが備ふる事

を望み給ふか』 18イエス言ひたまふ『都に

ゆき、某のもとに到りて「師いふ、わが時

近づけり。われ弟子たちと共に過越を汝の

家にて守らん」と言へ』 19弟子たちイエス

の命じ給ひし如くして、過越の備をなせり

。 20日暮れて十二弟子とともに席に就き

て、 21食するとき言ひ給ふ『まことに汝ら

に告ぐ、汝らの中の一人われを賣らん』 22

弟子たち甚く憂ひて、おのおの『主よ、我

なるか』と言ひいでしに、 23答へて言ひた

まふ『我とともに手を鉢に入るる者われを

賣らん。 24人の子は己に就きて録されたる

如く逝くなり。されど人の子を賣る者は禍

害なるかな、その人は生れざりし方よかり

しものを』 25イエスを賣るユダ答へて言ふ

『ラビ、我なるか』イエス言ひ給ふ『なん

ぢの言へる如し』 26彼ら食しをる時、イエ

ス、パンをとり、祝してさき、弟子たちに

與へて言ひ給ふ『取りて食へ、これは我が

體なり』 27また酒杯をとりて謝し、彼らに

與へて言ひ給ふ『なんぢら皆この酒杯より

飮め。 28これは契約のわが血なり、多くの

人のために、罪の赦を得させんとて流す所

のものなり。 29われ汝らに告ぐ、わが父の

國にて新しきものを汝らと共に飮む日まで

は、われ今より後この葡萄の果より成るも

のを飮まじ』 30彼ら讃美を歌ひて後オリブ

山に出でゆく。 31ここにイエス弟子たちに

言ひ給ふ『今宵なんぢら皆われに就きて躓

かん「われ牧羊者を打たん、さらば群の羊

散るべし」と録されたるなり。 32されど我

よみがへりて後、なんぢらに先だちてガリ

ラヤに往かん』 33ペテロ答へて言ふ『假令

みな汝に就きて躓くとも我はいつまでも躓

かじ』 34イエス言ひ給ふ『まことに汝に告

ぐ、こよひ鷄鳴く前に、なんぢ三たび我を

否むべし』 35ペテロ言ふ『我なんぢと共に

死ぬべき事ありとも汝を否まず』弟子たち

皆かく言へり。 36ここにイエス彼らと共に

ゲツセマネといふ處にいたりて、弟子たち

に言ひ給ふ『わが彼處にゆきて祈る間、な

んぢら此處に坐せよ』 37かくてペテロとゼ

ベダイの子二人とを伴ひゆき、憂ひ悲しみ

出でて言ひ給ふ、 38『わが心いたく憂ひて

死ぬばかりなり。汝ら此處に止りて我と共

に目を覺しをれ』 39少し進みゆきて、平伏

し祈りて言ひ給ふ『わが父よ、もし得べく

ば此の酒杯を我より過ぎ去らせ給へ。され

ど我が意の儘にとにはあらず、御意のまま

に爲し給へ』 40弟子たちの許にきたり、そ

の眠れるを見てペテロに言ひ給ふ『なんぢ

ら斯く一時も我と共に目を覺し居ること能

はぬか。 41誘惑に陷らぬやう、目を覺しか

つ祈れ。實に心は熱すれども肉體よわきな

り』 42また二度ゆき祈りて言ひ給ふ『わが

父よ、この酒杯もし我飮までは過ぎ去りが

たくば、御意のままに成し給へ』 43復きた

りて彼らの眠れるを見たまふ、是その目疲

れたるなり。 44また離れゆきて、三たび同

じ言にて祈り給ふ。 45而して弟子たちの許

に來りて言ひ給ふ『今は眠りて休め。視よ

、時近づけり、人の子は罪人らの手に付さ

るるなり。 46起きよ、我ら往くべし。視よ
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、我を賣るもの近づけり』 47なほ語り給ふ

ほどに、視よ、十二弟子の一人なるユダ來

る、祭司長・民の長老らより遣されたる大

なる群衆、劍と棒とをもちて之に伴ふ。 48

イエスを賣る者あらかじめ合圖を示して言

ふ『わが接吻する者はそれなり、之を捕へ

よ』 49かくて直ちにイエスに近づき『ラビ

、安かれ』といひて接吻したれば、 50イエ

ス言ひたまふ『友よ、何とて來る』このと

き人々すすみてイエスに手をかけて捕ふ。

51視よ、イエスと偕にありし者のひとり、

手をのべ劍を拔きて、大祭司の僕をうちて

、その耳を切り落せり。 52ここにイエス彼

に言ひ給ふ『なんぢの劍をもとに收めよ、

すべて劍をとる者は劍にて亡ぶるなり。 53

我わが父に請ひて、十二軍に餘る御使を今

あたへらるること能はずと思ふか。 54もし

然せば、斯くあるべく録したる聖書はいか

で成就すべき』 55この時イエス群衆に言ひ

給ふ『なんぢら強盜に向ふごとく劍と棒と

をもち、我を捕へんとて出で來るか。我は

日々宮に坐して教へたりしに、汝ら我を捕

へざりき。 56されどかくの如くなるは、み

な預言者たちの書の成就せん爲なり』ここ

に弟子たち皆イエスを棄てて逃げさりぬ。

57イエスを捕へたる者ども、學者・長老ら

の集り居る大祭司カヤパの許に曳きゆく。

58ペテロ遠く離れ、イエスに從ひて大祭司

の中庭まで到り、その成行を見んとて、そ

こに入り下役どもと共に坐せり。 59祭司長

らと全議會と、イエスを死に定めんとて、

いつはりの證據を求めたるに、 60多くの僞

證者いでたれども得ず。後に二人の者いで

て言ふ 61『この人は「われ神の宮を毀ち三

日にて建て得べし」と云へり』 62大祭司た

ちてイエスに言ふ『この人々が汝に對して

立つる證據に何をも答へぬか』 63されどイ

エス默し居給ひたれば、大祭司いふ『われ

汝に命ず、活ける神に誓ひて我らに告げよ

、汝はキリスト、神の子なるか』 64イエス

言ひ給ふ『なんぢの言へる如し。かつ我な

んぢらに告ぐ、今より後、なんぢら人の子

の全能者の右に坐し、天の雲に乘りて來る

を見ん』 65ここに大祭司おのが衣を裂きて

言ふ『かれ瀆言をいへり、何ぞ他に證人を

求めん。視よ、なんぢら今この瀆言をきけ

り。 66いかに思ふか』答へて言ふ『かれは

死に當れり』 67ここに彼等その御顏に唾し

、拳にて搏ち、或者どもは手掌にて批きて

言ふ 68『キリストよ、我らに預言せよ、汝

をうちし者は誰なるか』 69ペテロ外にて中

庭に坐しゐたるに、一人の婢女きたりて言

ふ『なんぢもガリラヤ人イエスと偕にゐた

り』 70かれ凡ての人の前に肯はずして言ふ

『われは汝の言ふことを知らず』 71かくて

門まで出で往きたるとき、他の婢女かれを

見て、其處にをる者どもに向ひて『この人

はナザレ人イエスと偕にゐたり』と言へる

に、 72重ねて肯はず、契ひて『我はその人

を知らず』といふ。 73暫くして其處に立つ

者ども近づきてペテロに言ふ『なんぢも慥

にかの黨與なり、汝の國訛なんぢを表せり

』 74ここにペテロ盟ひかつ契ひて『我その

人を知らず』と言ひ出づるをりしも、鷄鳴

きぬ。 75ペテロ『にはとり鳴く前に、なん

ぢ三度われを否まん』と、イエスの言ひ給

ひし御言を思ひだし、外に出でて甚く泣け

り。

27夜明けになりて、凡ての祭司長・民の
長老ら、イエスを殺さんと相議り、 2

遂に之を縛り、曳きゆきて總督ピラトに付

せり。 3ここにイエスを賣りしユダ、その

死に定められ給ひしを見て悔い、祭司長・

長老らに、かの三十の銀をかへして言ふ、

4『われ罪なきの血を賣りて罪を犯したり』

彼らいふ『われら何ぞ干らん、汝みづから

當るべし』 5彼その銀を聖所に投げすてて

去り、ゆきて自ら縊れたり。 6祭司長らそ

の銀をとりて言ふ『これは血の價なれば、

宮の庫に納むるは可からず』 7かくて相議

り、その銀をもて陶工の畑を買ひ、旅人ら

の墓地とせり。 8之によりて其の畑は、今

に至るまで血の畑と稱へらる。 9ここに預

言者エレミヤによりて云はれたる言は成就

したり。曰く『かくて彼ら値積られしもの

、即ちイスラエルの子らが値積りし者の價

の銀三十をとりて、 10陶工の畑の代に之を

與へたり。主の我に命じ給ひし如し』 11さ
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てイエス、總督の前に立ち給ひしに、總督

問ひて言ふ『なんぢはユダヤ人の王なるか

』イエス言ひ給ふ『なんぢの言ふが如し』

12祭司長・長老ら訴ふれども、何をも答へ

給はず。 13ここにピラト彼に言ふ『聞かぬ

か、彼らが汝に對して如何におほくの證據

を立つるを』 14されど總督の甚く怪しむま

で、一言をも答へ給はず。 15祭の時には、

總督群衆の望にまかせて、囚人一人を之に

赦す例あり。 16ここにバラバといふ隱れな

き囚人あり。 17されば人々の集れる時、ピ

ラト言ふ『なんぢら我が誰を赦さんことを

願ふか。バラバなるか、キリストと稱ふる

イエスなるか』 18これピラト彼らのイエス

を付ししは嫉に因ると知る故なり。 19彼な

ほ審判の座にをる時、その妻、人を遣して

言はしむ『かの義人に係ることを爲な、我

けふ夢の中にて彼の故にさまざま苦しめり

』 20祭司長・長老ら、群衆にバラバの赦さ

れん事を請はしめ、イエスを亡さんことを

勸む。 21總督こたへて彼らに言ふ『二人の

中いづれを我が赦さん事を願ふか』彼らい

ふ『バラバなり』 22ピラト言ふ『さらばキ

リストと稱ふるイエスを我いかにすべきか

』皆いふ『十字架につくべし』 23ピラト言

ふ『かれ何の惡事をなしたるか』彼ら烈し

く叫びていふ『十字架につくべし』 24ピラ

トは何の效なく反つて亂にならんとするを

見て、水をとり群衆のまへに手を洗ひて言

ふ『この人の血につきて我は罪なし、汝等

みづから當れ』 25民みな答へて言ふ『其の

血は、我らと我らの子孫とに歸すべし』 26

ここにピラト、バラバを彼らに赦し、イエ

スを鞭うちて、十字架につくる爲に付せり

。 27ここに總督の兵卒ども、イエスを官邸

につれゆき、全隊を御許に集め、 28その衣

をはぎて、緋色の上衣をきせ、 29茨の冠冕

を編みて、その首に冠らせ、葦を右の手に

もたせ、且その前に跪づき、嘲弄して言ふ

『ユダヤ人の王、安かれ』 30また之に唾し

、かの葦をとりて其の首を叩く。 31かく嘲

弄してのち、上衣を剥ぎて、故の衣をきせ

、十字架につけんとて曳きゆく。 32その出

づる時、シモンといふクレネ人にあひしか

ば、強ひて之にイエスの十字架をおはしむ

。 33かくてゴルゴタといふ處、即ち髑髏の

地にいたり、 34苦味を混ぜたる葡萄酒を飮

ませんとしたるに、嘗めて、飮まんとし給

はず。 35彼らイエスを十字架につけてのち

、籤をひきて其の衣をわかち、 36且そこに

坐して、イエスを守る。 37その首の上に『

これはユダヤ人の王イエスなり』と記した

る罪標を置きたり。 38ここにイエスととも

に二人の強盜、十字架につけられ、一人は

その右に、一人はその左におかる。 39往來

の者どもイエスを譏り、首を振りていふ、

40『宮を毀ちて三日のうちに建つる者よ、

もし神の子ならば己を救へ、十字架より下

りよ』 41祭司長らもまた同じく、學者・長

老らとともに嘲弄して言ふ、 42『人を救ひ

て己を救ふこと能はず。彼はイスラエルの

王なり、いま十字架より下りよかし、さら

ば我ら彼を信ぜん。 43彼は神に依り頼めり

、神かれを愛しまば今すくひ給ふべし「我

は神の子なり」と云へり』 44ともに十字架

につけられたる強盜どもも、同じ事をもて

イエスを罵れり。 45晝の十二時より地の上

あまねく暗くなりて、三時に及ぶ。 46三時

ごろイエス大聲に叫びて『エリ、エリ、レ

マ、サバクタニ』と言ひ給ふ。わが神、わ

が神、なんぞ我を見棄て給ひしとの意なり

。 47そこに立つ者のうち或人々これを聞き

て『彼はエリヤを呼ぶなり』と言ふ。 48直

ちにその中の一人はしりゆきて海綿をとり

、酸き葡萄酒を含ませ、葦につけてイエス

に飮ましむ。 49その他の者ども言ふ『まて

、エリヤ來りて彼を救ふや否や、我ら之を

見ん』 50イエス再び大聲に呼はりて息絶え

たまふ。 51視よ、聖所の幕、上より下まで

裂けて二つとなり、また地震ひ、磐さけ、

52墓ひらけて、眠りたる聖徒の屍體おほく

活きかへり、 53イエスの復活ののち墓をい

で、聖なる都に入りて、多くの人に現れた

り。 54百卒長および之と共にイエスを守り

ゐたる者ども、地震とその有りし事とを見

て甚く懼れ『實に彼は神の子なりき』と言

へり。 55その處にて遙に望みゐたる多くの

女あり、イエスに事へてガリラヤより從ひ
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來りし者どもなり。 56その中には、マグダ

ラのマリヤ、ヤコブとヨセフとの母マリヤ

、及びゼベダイの子らの母などもゐたり。

57日暮れて、ヨセフと云ふアリマタヤの富

める人きたる。彼もイエスの弟子なるが、

58ピラトに往きてイエスの屍體を請ふ。こ

こにピラト之を付すことを命ず。 59ヨセフ

屍體をとりて淨き亞麻布につつみ、 60岩に

ほりたる己が新しき墓に納め、墓の入口に

大なる石を轉しおきて去りぬ。 61其處には

マグダラのマリヤと他のマリヤと墓に向ひ

て坐しゐたり。 62あくる日、即ち準備日の

翌日、祭司長らとパリサイ人らとピラトの

許に集りて言ふ、 63『主よ、かの惑すもの

生き居りし時「われ三日の後に甦へらん」

と言ひしを、我ら思ひいだせり。 64されば

命じて三日に至るまで墓を固めしめ給へ、

恐らくはその弟子ら來りて之を盜み、「彼

は死人の中より甦へれり」と民に言はん。

然らば後の惑は前のよりも甚だしからん』

65ピラト言ふ『なんぢらに番兵あり、往き

て力限り固めよ』 66乃ち彼らゆきて石に封

印し、番兵を置きて墓を固めたり。

28さて安息日をはりて、一週の初の日の
ほの明き頃、マグダラのマリヤと他の

マリヤと墓を見んとて來りしに、 2視よ、

大なる地震あり、これ主の使、天より降り

來りて、かの石を轉し退け、その上に坐し

たるなり。 3その状は電光のごとく輝き、

その衣は雪のごとく白し。 4守の者ども彼

を懼れたれば、戰きて死人の如くなりぬ。

5御使こたへて女たちに言ふ『なんぢら懼る

な、我なんぢらが十字架につけられ給ひし

イエスを尋ぬるを知る。 6此處には在さず

、その言へる如く甦へり給へり。來りてそ

の置かれ給ひし處を見よ。 7かつ速かに往

きて、その弟子たちに「彼は死人の中より

甦へり給へり。視よ、汝らに先だちてガリ

ラヤに往き給ふ、彼處にて謁ゆるを得ん」

と告げよ。視よ、汝らに之を告げたり』 8

女たち懼と大なる歡喜とをもて、速かに墓

を去り、弟子たちに知らせんとて走りゆく

。 9視よ、イエス彼らに遇ひて『安かれ』

と言ひ給ひたれば、進みゆき、御足を抱き

て拜す。 10ここにイエス言ひたまふ『懼る

な、往きて我が兄弟たちに、ガリラヤにゆ

き、彼處にて我を見るべきことを知らせよ

』 11女たちの往きたるとき、視よ、番兵の

うちの數人、都にいたり、凡て有りし事ど

もを祭司長らに告ぐ。 12祭司長ら、長老ら

と共に集りて相議り、兵卒どもに多くの銀

を與へて言ふ、 13『なんぢら言へ「その弟

子ら夜きたりて、我らの眠れる間に彼を盜

めり」と。 14この事もし總督に聞えなば、

我ら彼を宥めて汝らに憂なからしめん』 15

彼ら銀をとりて言ひ含められたる如くした

れば、此の話ユダヤ人の中にひろまりて、

今日に至れり。 16十一弟子たちガリラヤ

に往きて、イエスの命じ給ひし山にのぼり

、 17遂に謁えて拜せり。されど疑ふ者もあ

りき。 18イエス進みきたり、彼らに語りて

言ひたまふ『我は天にても地にても一切の

權を與へられたり。 19されば汝ら往きて、

もろもろの國人を弟子となし、父と子と聖

靈との名によりてバプテスマを施し、 20わ

が汝らに命ぜし凡ての事を守るべきを教へ

よ。視よ、我は世の終まで常に汝らと偕に

在るなり』 (aiōn g165)
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マルコの福音書

1神の子イエス・キリストの福音のはじめ
。 2預言者イザヤの書に、「見よ、わた

しは使をあなたの先につかわし、あなたの

道を整えさせるであろう。 3荒野で呼ばわ

る者の声がする、『主の道を備えよ、その

道筋をまっすぐにせよ』」と書いてあるよ

うに、 4バプテスマのヨハネが荒野に現れ

て、罪のゆるしを得させる悔改めのバプテ

スマを宣べ伝えていた。 5そこで、ユダヤ

全土とエルサレムの全住民とが、彼のもと

にぞくぞくと出て行って、自分の罪を告白

し、ヨルダン川でヨハネからバプテスマを

受けた。 6このヨハネは、らくだの毛ごろ

もを身にまとい、腰に皮の帯をしめ、いな

ごと野蜜とを食物としていた。 7彼は宣べ

伝えて言った、「わたしよりも力のあるか

たが、あとからおいでになる。わたしはか

がんで、そのくつのひもを解く値うちもな

い。 8わたしは水でバプテスマを授けたが

、このかたは、聖霊によってバプテスマを

お授けになるであろう」。 9そのころ、イ

エスはガリラヤのナザレから出てきて、ヨ

ルダン川で、ヨハネからバプテスマをお受

けになった。 10そして、水の中から上がら

れるとすぐ、天が裂けて、聖霊がはとのよ

うに自分に下って来るのを、ごらんになっ

た。 11すると天から声があった、「あなた

はわたしの愛する子、わたしの心にかなう

者である」。 12それからすぐに、御霊がイ

エスを荒野に追いやった。 13イエスは四十

日のあいだ荒野にいて、サタンの試みにあ

われた。そして獣もそこにいたが、御使た

ちはイエスに仕えていた。 14ヨハネが捕え

られた後、イエスはガリラヤに行き、神の

福音を宣べ伝えて言われた、 15「時は満ち

た、神の国は近づいた。悔い改めて福音を

信ぜよ」。 16さて、イエスはガリラヤの海

べを歩いて行かれ、シモンとシモンの兄弟

アンデレとが、海で網を打っているのをご

らんになった。彼らは漁師であった。 17イ

エスは彼らに言われた、「わたしについて

きなさい。あなたがたを、人間をとる漁師

にしてあげよう」。 18すると、彼らはすぐ

に網を捨てて、イエスに従った。 19また少

し進んで行かれると、ゼベダイの子ヤコブ

とその兄弟ヨハネとが、舟の中で網を繕っ

ているのをごらんになった。 20そこで、す

ぐ彼らをお招きになると、父ゼベダイを雇

人たちと一緒に舟において、イエスのあと

について行った。 21それから、彼らはカペ

ナウムに行った。そして安息日にすぐ、イ

エスは会堂にはいって教えられた。 22人々

は、その教に驚いた。律法学者たちのよう

にではなく、権威ある者のように、教えら

れたからである。 23ちょうどその時、けが

れた霊につかれた者が会堂にいて、叫んで

言った、 24「ナザレのイエスよ、あなたは

わたしたちとなんの係わりがあるのです。

わたしたちを滅ぼしにこられたのですか。

あなたがどなたであるか、わかっています

。神の聖者です」。 25イエスはこれをしか

って、「黙れ、この人から出て行け」と言

われた。 26すると、けがれた霊は彼をひき

つけさせ、大声をあげて、その人から出て

行った。 27人々はみな驚きのあまり、互に

論じて言った、「これは、いったい何事か

。権威ある新しい教だ。けがれた霊にさえ

命じられると、彼らは従うのだ」。 28こう

してイエスのうわさは、たちまちガリラヤ

の全地方、いたる所にひろまった。 29それ

から会堂を出るとすぐ、ヤコブとヨハネと

を連れて、シモンとアンデレとの家にはい

って行かれた。 30ところが、シモンのしゅ

うとめが熱病で床についていたので、人々

はさっそく、そのことをイエスに知らせた

。 31イエスは近寄り、その手をとって起さ

れると、熱が引き、女は彼らをもてなした

。 32夕暮になり日が沈むと、人々は病人や

悪霊につかれた者をみな、イエスのところ

に連れてきた。 33こうして、町中の者が戸

口に集まった。 34イエスは、さまざまの病

をわずらっている多くの人々をいやし、ま

た多くの悪霊を追い出された。また、悪霊

どもに、物言うことをお許しにならなかっ

た。彼らがイエスを知っていたからである

。 35朝はやく、夜の明けるよほど前に、イ
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エスは起きて寂しい所へ出て行き、そこで

祈っておられた。 36すると、シモンとその

仲間とが、あとを追ってきた。 37そしてイ

エスを見つけて、「みんなが、あなたを捜

しています」と言った。 38イエスは彼らに

言われた、「ほかの、附近の町々にみんな

で行って、そこでも教を宣べ伝えよう。わ

たしはこのために出てきたのだから」。 39

そして、ガリラヤ全地を巡りあるいて、諸

会堂で教を宣べ伝え、また悪霊を追い出さ

れた。 40ひとりのらい病人が、イエスのと

ころに願いにきて、ひざまずいて言った、

「みこころでしたら、きよめていただける

のですが」。 41イエスは深くあわれみ、手

を伸ばして彼にさわり、「そうしてあげよ

う、きよくなれ」と言われた。 42すると、

らい病が直ちに去って、その人はきよくな

った。 43イエスは彼をきびしく戒めて、す

ぐにそこを去らせ、こう言い聞かせられた

、 44「何も人に話さないように、注意しな

さい。ただ行って、自分のからだを祭司に

見せ、それから、モーセが命じた物をあな

たのきよめのためにささげて、人々に証明

しなさい」。 45しかし、彼は出て行って、

自分の身に起ったことを盛んに語り、また

言いひろめはじめたので、イエスはもはや

表立っては町に、はいることができなくな

り、外の寂しい所にとどまっておられた。

しかし、人々は方々から、イエスのところ

にぞくぞくと集まってきた。

2幾日かたって、イエスがまたカペナウム
にお帰りになったとき、家におられると

いううわさが立ったので、 2多くの人々が

集まってきて、もはや戸口のあたりまでも

、すきまが無いほどになった。そして、イ

エスは御言を彼らに語っておられた。 3す

ると、人々がひとりの中風の者を四人の人

に運ばせて、イエスのところに連れてきた

。 4ところが、群衆のために近寄ることが

できないので、イエスのおられるあたりの

屋根をはぎ、穴をあけて、中風の者を寝か

せたまま、床をつりおろした。 5イエスは

彼らの信仰を見て、中風の者に、「子よ、

あなたの罪はゆるされた」と言われた。 6

ところが、そこに幾人かの律法学者がすわ

っていて、心の中で論じた、 7「この人は

、なぜあんなことを言うのか。それは神を

けがすことだ。神ひとりのほかに、だれが

罪をゆるすことができるか」。 8イエスは

、彼らが内心このように論じているのを、

自分の心ですぐ見ぬいて、「なぜ、あなた

がたは心の中でそんなことを論じているの

か。 9中風の者に、あなたの罪はゆるされ

た、と言うのと、起きよ、床を取りあげて

歩け、と言うのと、どちらがたやすいか。

10しかし、人の子は地上で罪をゆるす権威

をもっていることが、あなたがたにわかる

ために」と彼らに言い、中風の者にむかっ

て、 11「あなたに命じる。起きよ、床を取

りあげて家に帰れ」と言われた。 12すると

彼は起きあがり、すぐに床を取りあげて、

みんなの前を出て行ったので、一同は大い

に驚き、神をあがめて、「こんな事は、ま

だ一度も見たことがない」と言った。 13イ

エスはまた海べに出て行かれると、多くの

人々がみもとに集まってきたので、彼らを

教えられた。 14また途中で、アルパヨの子

レビが収税所にすわっているのをごらんに

なって、「わたしに従ってきなさい」と言

われた。すると彼は立ちあがって、イエス

に従った。 15それから彼の家で、食事の席

についておられたときのことである。多く

の取税人や罪人たちも、イエスや弟子たち

と共にその席に着いていた。こんな人たち

が大ぜいいて、イエスに従ってきたのであ

る。 16パリサイ派の律法学者たちは、イエ

スが罪人や取税人たちと食事を共にしてお

られるのを見て、弟子たちに言った、「な

ぜ、彼は取税人や罪人などと食事を共にす

るのか」。 17イエスはこれを聞いて言われ

た、「丈夫な人には医者はいらない。いる

のは病人である。わたしがきたのは、義人

を招くためではなく、罪人を招くためであ

る」。 18ヨハネの弟子とパリサイ人とは、

断食をしていた。そこで人々がきて、イエ

スに言った、「ヨハネの弟子たちとパリサ

イ人の弟子たちとが断食をしているのに、

あなたの弟子たちは、なぜ断食をしないの
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ですか」。 19するとイエスは言われた、「

婚礼の客は、花婿が一緒にいるのに、断食

ができるであろうか。花婿と一緒にいる間

は、断食はできない。 20しかし、花婿が奪

い去られる日が来る。その日には断食をす

るであろう。 21だれも、真新しい布ぎれを

、古い着物に縫いつけはしない。もしそう

すれば、新しいつぎは古い着物を引き破り

、そして、破れがもっとひどくなる。 22ま

ただれも、新しいぶどう酒を古い皮袋に入

れはしない。もしそうすれば、ぶどう酒は

皮袋をはり裂き、そして、ぶどう酒も皮袋

もむだになってしまう。〔だから、新しい

ぶどう酒は新しい皮袋に入れるべきである

〕」。 23ある安息日に、イエスは麦畑の中

をとおって行かれた。そのとき弟子たちが

、歩きながら穂をつみはじめた。 24すると

、パリサイ人たちがイエスに言った、「い

ったい、彼らはなぜ、安息日にしてはなら

ぬことをするのですか」。 25そこで彼らに

言われた、「あなたがたは、ダビデとその

供の者たちとが食物がなくて飢えたとき、

ダビデが何をしたか、まだ読んだことがな

いのか。 26すなわち、大祭司アビアタルの

時、神の家にはいって、祭司たちのほか食

べてはならぬ供えのパンを、自分も食べ、

また供の者たちにも与えたではないか」。

27また彼らに言われた、「安息日は人のた

めにあるもので、人が安息日のためにある

のではない。 28それだから、人の子は、安

息日にもまた主なのである」。

3イエスがまた会堂にはいられると、そこ
に片手のなえた人がいた。 2人々はイエ

スを訴えようと思って、安息日にその人を

いやされるかどうかをうかがっていた。 3

すると、イエスは片手のなえたその人に、

「立って、中へ出てきなさい」と言い、 4

人々にむかって、「安息日に善を行うのと

悪を行うのと、命を救うのと殺すのと、ど

ちらがよいか」と言われた。彼らは黙って

いた。 5イエスは怒りを含んで彼らを見ま

わし、その心のかたくななのを嘆いて、そ

の人に「手を伸ばしなさい」と言われた。

そこで手を伸ばすと、その手は元どおりに

なった。 6パリサイ人たちは出て行って、

すぐにヘロデ党の者たちと、なんとかして

イエスを殺そうと相談しはじめた。 7それ

から、イエスは弟子たちと共に海べに退か

れたが、ガリラヤからきたおびただしい群

衆がついて行った。またユダヤから、 8エ

ルサレムから、イドマヤから、更にヨルダ

ンの向こうから、ツロ、シドンのあたりか

らも、おびただしい群衆が、そのなさって

いることを聞いて、みもとにきた。 9イエ

スは群衆が自分に押し迫るのを避けるため

に、小舟を用意しておけと、弟子たちに命

じられた。 10それは、多くの人をいやされ

たので、病苦に悩む者は皆イエスにさわろ

うとして、押し寄せてきたからである。 11

また、けがれた霊どもはイエスを見るごと

に、みまえにひれ伏し、叫んで、「あなた

こそ神の子です」と言った。 12イエスは御

自身のことを人にあらわさないようにと、

彼らをきびしく戒められた。 13さてイエス

は山に登り、みこころにかなった者たちを

呼び寄せられたので、彼らはみもとにきた

。 14そこで十二人をお立てになった。彼ら

を自分のそばに置くためであり、さらに宣

教につかわし、 15また悪霊を追い出す権威

を持たせるためであった。 16こうして、こ

の十二人をお立てになった。そしてシモン

にペテロという名をつけ、 17またゼベダイ

の子ヤコブと、ヤコブの兄弟ヨハネ、彼ら

にはボアネルゲ、すなわち、雷の子という

名をつけられた。 18つぎにアンデレ、ピリ

ポ、バルトロマイ、マタイ、トマス、アル

パヨの子ヤコブ、タダイ、熱心党のシモン

、 19それからイスカリオテのユダ。このユ

ダがイエスを裏切ったのである。イエスが

家にはいられると、 20群衆がまた集まって

きたので、一同は食事をする暇もないほど

であった。 21身内の者たちはこの事を聞い

て、イエスを取押えに出てきた。気が狂っ

たと思ったからである。 22また、エルサレ

ムから下ってきた律法学者たちも、「彼は

ベルゼブルにとりつかれている」と言い、

「悪霊どものかしらによって、悪霊どもを

追い出しているのだ」とも言った。 23そこ
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でイエスは彼らを呼び寄せ、譬をもって言

われた、「どうして、サタンがサタンを追

い出すことができようか。 24もし国が内部

で分れ争うなら、その国は立ち行かない。

25また、もし家が内わで分れ争うなら、そ

の家は立ち行かないであろう。 26もしサタ

ンが内部で対立し分争するなら、彼は立ち

行けず、滅んでしまう。 27だれでも、まず

強い人を縛りあげなければ、その人の家に

押し入って家財を奪い取ることはできない

。縛ってからはじめて、その家を略奪する

ことができる。 28よく言い聞かせておくが

、人の子らには、その犯すすべての罪も神

をけがす言葉も、ゆるされる。 29しかし、

聖霊をけがす者は、いつまでもゆるされず

、永遠の罪に定められる」。 (aiōn g165, aiōnios

g166) 30そう言われたのは、彼らが「イエス

はけがれた霊につかれている」と言ってい

たからである。 31さて、イエスの母と兄弟

たちとがきて、外に立ち、人をやってイエ

スを呼ばせた。 32ときに、群衆はイエスを

囲んですわっていたが、「ごらんなさい。

あなたの母上と兄弟、姉妹たちが、外であ

なたを尋ねておられます」と言った。 33す

ると、イエスは彼らに答えて言われた、「

わたしの母、わたしの兄弟とは、だれのこ

とか」。 34そして、自分をとりかこんで、

すわっている人々を見まわして、言われた

、「ごらんなさい、ここにわたしの母、わ

たしの兄弟がいる。 35神のみこころを行う

者はだれでも、わたしの兄弟、また姉妹、

また母なのである」。

4イエスはまたも、海べで教えはじめられ
た。おびただしい群衆がみもとに集まっ

たので、イエスは舟に乗ってすわったまま

、海上におられ、群衆はみな海に沿って陸

地にいた。 2イエスは譬で多くの事を教え

られたが、その教の中で彼らにこう言われ

た、 3「聞きなさい、種まきが種をまきに

出て行った。 4まいているうちに、道ばた

に落ちた種があった。すると、鳥がきて食

べてしまった。 5ほかの種は土の薄い石地

に落ちた。そこは土が深くないので、すぐ

芽を出したが、 6日が上ると焼けて、根が

ないために枯れてしまった。 7ほかの種は

いばらの中に落ちた。すると、いばらが伸

びて、ふさいでしまったので、実を結ばな

かった。 8ほかの種は良い地に落ちた。そ

してはえて、育って、ますます実を結び、

三十倍、六十倍、百倍にもなった」。 9そ

して言われた、「聞く耳のある者は聞くが

よい」。 10イエスがひとりになられた時、

そばにいた者たちが、十二弟子と共に、こ

れらの譬について尋ねた。 11そこでイエス

は言われた、「あなたがたには神の国の奥

義が授けられているが、ほかの者たちには

、すべてが譬で語られる。 12それは『彼ら

は見るには見るが、認めず、聞くには聞く

が、悟らず、悔い改めてゆるされることが

ない』ためである」。 13また彼らに言われ

た、「あなたがたはこの譬がわからないの

か。それでは、どうしてすべての譬がわか

るだろうか。 14種まきは御言をまくのであ

る。 15道ばたに御言がまかれたとは、こう

いう人たちのことである。すなわち、御言

を聞くと、すぐにサタンがきて、彼らの中

にまかれた御言を、奪って行くのである。

16同じように、石地にまかれたものとは、

こういう人たちのことである。御言を聞く

と、すぐに喜んで受けるが、 17自分の中に

根がないので、しばらく続くだけである。

そののち、御言のために困難や迫害が起っ

てくると、すぐつまずいてしまう。 18また

、いばらの中にまかれたものとは、こうい

う人たちのことである。御言を聞くが、 19

世の心づかいと、富の惑わしと、その他い

ろいろな欲とがはいってきて、御言をふさ

ぐので、実を結ばなくなる。 (aiōn g165) 20ま

た、良い地にまかれたものとは、こういう

人たちのことである。御言を聞いて受けい

れ、三十倍、六十倍、百倍の実を結ぶので

ある」。 21また彼らに言われた、「ますの

下や寝台の下に置くために、あかりを持っ

てくることがあろうか。燭台の上に置くた

めではないか。 22なんでも、隠されている

もので、現れないものはなく、秘密にされ

ているもので、明るみに出ないものはない

。 23聞く耳のある者は聞くがよい」。 24



マルコの福音書 38

また彼らに言われた、「聞くことがらに注

意しなさい。あなたがたの量るそのはかり

で、自分にも量り与えられ、その上になお

増し加えられるであろう。 25だれでも、持

っている人は更に与えられ、持っていない

人は、持っているものまでも取り上げられ

るであろう」。 26また言われた、「神の国

は、ある人が地に種をまくようなものであ

る。 27夜昼、寝起きしている間に、種は芽

を出して育って行くが、どうしてそうなる

のか、その人は知らない。 28地はおのずか

ら実を結ばせるもので、初めに芽、つぎに

穂、つぎに穂の中に豊かな実ができる。 29

実がいると、すぐにかまを入れる。刈入れ

時がきたからである」。 30また言われた、

「神の国を何に比べようか。また、どんな

譬で言いあらわそうか。 31それは一粒のか

らし種のようなものである。地にまかれる

時には、地上のどんな種よりも小さいが、

32まかれると、成長してどんな野菜よりも

大きくなり、大きな枝を張り、その陰に空

の鳥が宿るほどになる」。 33イエスはこの

ような多くの譬で、人々の聞く力にしたが

って、御言を語られた。 34譬によらないで

は語られなかったが、自分の弟子たちには

、ひそかにすべてのことを解き明かされた

。 35さてその日、夕方になると、イエスは

弟子たちに、「向こう岸へ渡ろう」と言わ

れた。 36そこで、彼らは群衆をあとに残し

、イエスが舟に乗っておられるまま、乗り

出した。ほかの舟も一緒に行った。 37する

と、激しい突風が起り、波が舟の中に打ち

込んできて、舟に満ちそうになった。 38と

ころがイエス自身は、舳の方でまくらをし

て、眠っておられた。そこで、弟子たちは

イエスをおこして、「先生、わたしどもが

おぼれ死んでも、おかまいにならないので

すか」と言った。 39イエスは起きあがって

風をしかり、海にむかって、「静まれ、黙

れ」と言われると、風はやんで、大なぎに

なった。 40イエスは彼らに言われた、「な

ぜ、そんなにこわがるのか。どうして信仰

がないのか」。 41彼らは恐れおののいて、

互に言った、「いったい、この方はだれだ

ろう。風も海も従わせるとは」。

5こうして彼らは海の向こう岸、ゲラサ人
の地に着いた。 2それから、イエスが舟

からあがられるとすぐに、けがれた霊につ

かれた人が墓場から出てきて、イエスに出

会った。 3この人は墓場をすみかとしてお

り、もはやだれも、鎖でさえも彼をつなぎ

とめて置けなかった。 4彼はたびたび足か

せや鎖でつながれたが、鎖を引きちぎり、

足かせを砕くので、だれも彼を押えつける

ことができなかったからである。 5そして

、夜昼たえまなく墓場や山で叫びつづけて

、石で自分のからだを傷つけていた。 6と

ころが、この人がイエスを遠くから見て、

走り寄って拝し、 7大声で叫んで言った、

「いと高き神の子イエスよ、あなたはわた

しとなんの係わりがあるのです。神に誓っ

てお願いします。どうぞ、わたしを苦しめ

ないでください」。 8それは、イエスが、

「けがれた霊よ、この人から出て行け」と

言われたからである。 9また彼に、「なん

という名前か」と尋ねられると、「レギオ

ンと言います。大ぜいなのですから」と答

えた。 10そして、自分たちをこの土地から

追い出さないようにと、しきりに願いつづ

けた。 11さて、そこの山の中腹に、豚の大

群が飼ってあった。 12霊はイエスに願って

言った、「わたしどもを、豚にはいらせて

ください。その中へ送ってください」。 13

イエスがお許しになったので、けがれた霊

どもは出て行って、豚の中へはいり込んだ

。すると、その群れは二千匹ばかりであっ

たが、がけから海へなだれを打って駆け下

り、海の中でおぼれ死んでしまった。 14豚

を飼う者たちが逃げ出して、町や村にふれ

まわったので、人々は何事が起ったのかと

見にきた。 15そして、イエスのところにき

て、悪霊につかれた人が着物を着て、正気

になってすわっており、それがレギオンを

宿していた者であるのを見て、恐れた。 16

また、それを見た人たちは、悪霊につかれ

た人の身に起った事と豚のこととを、彼ら

に話して聞かせた。 17そこで、人々はイエ
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スに、この地方から出て行っていただきた

いと、頼みはじめた。 18イエスが舟に乗ろ

うとされると、悪霊につかれていた人がお

供をしたいと願い出た。 19しかし、イエス

はお許しにならないで、彼に言われた、「

あなたの家族のもとに帰って、主がどんな

に大きなことをしてくださったか、またど

んなにあわれんでくださったか、それを知

らせなさい」。 20そこで、彼は立ち去り、

そして自分にイエスがしてくださったこと

を、ことごとくデカポリスの地方に言いひ

ろめ出したので、人々はみな驚き怪しんだ

。 21イエスがまた舟で向こう岸へ渡られる

と、大ぜいの群衆がみもとに集まってきた

。イエスは海べにおられた。 22そこへ、会

堂司のひとりであるヤイロという者がきて

、イエスを見かけるとその足もとにひれ伏

し、 23しきりに願って言った、「わたしの

幼い娘が死にかかっています。どうぞ、そ

の子がなおって助かりますように、おいで

になって、手をおいてやってください」。

24そこで、イエスは彼と一緒に出かけられ

た。大ぜいの群衆もイエスに押し迫りなが

ら、ついて行った。 25さてここに、十二年

間も長血をわずらっている女がいた。 26多

くの医者にかかって、さんざん苦しめられ

、その持ち物をみな費してしまったが、な

んのかいもないばかりか、かえってますま

す悪くなる一方であった。 27この女がイエ

スのことを聞いて、群衆の中にまぎれ込み

、うしろから、み衣にさわった。 28それは

、せめて、み衣にでもさわれば、なおして

いただけるだろうと、思っていたからであ

る。 29すると、血の元がすぐにかわき、女

は病気がなおったことを、その身に感じた

。 30イエスはすぐ、自分の内から力が出て

行ったことに気づかれて、群衆の中で振り

向き、「わたしの着物にさわったのはだれ

か」と言われた。 31そこで弟子たちが言っ

た、「ごらんのとおり、群衆があなたに押

し迫っていますのに、だれがさわったかと

、おっしゃるのですか」。 32しかし、イエ

スはさわった者を見つけようとして、見ま

わしておられた。 33その女は自分の身に起

ったことを知って、恐れおののきながら進

み出て、みまえにひれ伏して、すべてあり

のままを申し上げた。 34イエスはその女に

言われた、「娘よ、あなたの信仰があなた

を救ったのです。安心して行きなさい。す

っかりなおって、達者でいなさい」。 35イ

エスが、まだ話しておられるうちに、会堂

司の家から人々がきて言った、「あなたの

娘はなくなりました。このうえ、先生を煩

わすには及びますまい」。 36イエスはその

話している言葉を聞き流して、会堂司に言

われた、「恐れることはない。ただ信じな

さい」。 37そしてペテロ、ヤコブ、ヤコブ

の兄弟ヨハネのほかは、ついて来ることを

、だれにもお許しにならなかった。 38彼ら

が会堂司の家に着くと、イエスは人々が大

声で泣いたり、叫んだりして、騒いでいる

のをごらんになり、 39内にはいって、彼ら

に言われた、「なぜ泣き騒いでいるのか。

子供は死んだのではない。眠っているだけ

である」。 40人々はイエスをあざ笑った。

しかし、イエスはみんなの者を外に出し、

子供の父母と供の者たちだけを連れて、子

供のいる所にはいって行かれた。 41そして

子供の手を取って、「タリタ、クミ」と言

われた。それは、「少女よ、さあ、起きな

さい」という意味である。 42すると、少女

はすぐに起き上がって、歩き出した。十二

歳にもなっていたからである。彼らはたち

まち非常な驚きに打たれた。 43イエスは、

だれにもこの事を知らすなと、きびしく彼

らに命じ、また、少女に食物を与えるよう

にと言われた。

6イエスはそこを去って、郷里に行かれた
が、弟子たちも従って行った。 2そして

、安息日になったので、会堂で教えはじめ

られた。それを聞いた多くの人々は、驚い

て言った、「この人は、これらのことをど

こで習ってきたのか。また、この人の授か

った知恵はどうだろう。このような力ある

わざがその手で行われているのは、どうし

てか。 3この人は大工ではないか。マリヤ

のむすこで、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモン
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の兄弟ではないか。またその姉妹たちも、

ここにわたしたちと一緒にいるではないか

」。こうして彼らはイエスにつまずいた。

4イエスは言われた、「預言者は、自分の郷

里、親族、家以外では、どこででも敬われ

ないことはない」。 5そして、そこでは力

あるわざを一つもすることができず、ただ

少数の病人に手をおいていやされただけで

あった。 6そして、彼らの不信仰を驚き怪

しまれた。それからイエスは、附近の村々

を巡りあるいて教えられた。 7また十二弟

子を呼び寄せ、ふたりずつつかわすことに

して、彼らにけがれた霊を制する権威を与

え、 8また旅のために、つえ一本のほかに

は何も持たないように、パンも、袋も、帯

の中に銭も持たず、 9ただわらじをはくだ

けで、下着も二枚は着ないように命じられ

た。 10そして彼らに言われた、「どこへ行

っても、家にはいったなら、その土地を去

るまでは、そこにとどまっていなさい。 11

また、あなたがたを迎えず、あなたがたの

話を聞きもしない所があったなら、そこか

ら出て行くとき、彼らに対する抗議のしる

しに、足の裏のちりを払い落しなさい」。

12そこで、彼らは出て行って、悔改めを宣

べ伝え、 13多くの悪霊を追い出し、大ぜい

の病人に油をぬっていやした。 14さて、イ

エスの名が知れわたって、ヘロデ王の耳に

はいった。ある人々は「バプテスマのヨハ

ネが、死人の中からよみがえってきたのだ

。それで、あのような力が彼のうちに働い

ているのだ」と言い、 15他の人々は「彼は

エリヤだ」と言い、また他の人々は「昔の

預言者のような預言者だ」と言った。 16と

ころが、ヘロデはこれを聞いて、「わたし

が首を切ったあのヨハネがよみがえったの

だ」と言った。 17このヘロデは、自分の兄

弟ピリポの妻ヘロデヤをめとったが、その

ことで、人をつかわし、ヨハネを捕えて獄

につないだ。 18それは、ヨハネがヘロデに

、「兄弟の妻をめとるのは、よろしくない

」と言ったからである。 19そこで、ヘロデ

ヤはヨハネを恨み、彼を殺そうと思ってい

たが、できないでいた。 20それはヘロデが

、ヨハネは正しくて聖なる人であることを

知って、彼を恐れ、彼に保護を加え、また

その教を聞いて非常に悩みながらも、なお

喜んで聞いていたからである。 21ところが

、よい機会がきた。ヘロデは自分の誕生日

の祝に、高官や将校やガリラヤの重立った

人たちを招いて宴会を催したが、 22そこへ

、このヘロデヤの娘がはいってきて舞をま

い、ヘロデをはじめ列座の人たちを喜ばせ

た。そこで王はこの少女に「ほしいものは

なんでも言いなさい。あなたにあげるから

」と言い、 23さらに「ほしければ、この国

の半分でもあげよう」と誓って言った。 24

そこで少女は座をはずして、母に「何をお

願いしましょうか」と尋ねると、母は「バ

プテスマのヨハネの首を」と答えた。 25す

るとすぐ、少女は急いで王のところに行っ

て願った、「今すぐに、バプテスマのヨハ

ネの首を盆にのせて、それをいただきとう

ございます」。 26王は非常に困ったが、い

ったん誓ったのと、また列座の人たちの手

前、少女の願いを退けることを好まなかっ

た。 27そこで、王はすぐに衛兵をつかわし

、ヨハネの首を持って来るように命じた。

衛兵は出て行き、獄中でヨハネの首を切り

、 28盆にのせて持ってきて少女に与え、少

女はそれを母にわたした。 29ヨハネの弟子

たちはこのことを聞き、その死体を引き取

りにきて、墓に納めた。 30さて、使徒たち

はイエスのもとに集まってきて、自分たち

がしたことや教えたことを、みな報告した

。 31するとイエスは彼らに言われた、「さ

あ、あなたがたは、人を避けて寂しい所へ

行って、しばらく休むがよい」。それは、

出入りする人が多くて、食事をする暇もな

かったからである。 32そこで彼らは人を避

け、舟に乗って寂しい所へ行った。 33とこ

ろが、多くの人々は彼らが出かけて行くの

を見、それと気づいて、方々の町々からそ

こへ、一せいに駆けつけ、彼らより先に着

いた。 34イエスは舟から上がって大ぜいの

群衆をごらんになり、飼う者のない羊のよ

うなその有様を深くあわれんで、いろいろ

と教えはじめられた。 35ところが、はや時
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もおそくなったので、弟子たちはイエスの

もとにきて言った、「ここは寂しい所でも

あり、もう時もおそくなりました。 36みん

なを解散させ、めいめいで何か食べる物を

買いに、まわりの部落や村々へ行かせてく

ださい」。 37イエスは答えて言われた、「

あなたがたの手で食物をやりなさい」。弟

子たちは言った、「わたしたちが二百デナ

リものパンを買ってきて、みんなに食べさ

せるのですか」。 38するとイエスは言われ

た、「パンは幾つあるか。見てきなさい」

。彼らは確かめてきて、「五つあります。

それに魚が二ひき」と言った。 39そこでイ

エスは、みんなを組々に分けて、青草の上

にすわらせるように命じられた。 40人々は

、あるいは百人ずつ、あるいは五十人ずつ

、列をつくってすわった。 41それから、イ

エスは五つのパンと二ひきの魚とを手に取

り、天を仰いでそれを祝福し、パンをさき

、弟子たちにわたして配らせ、また、二ひ

きの魚もみんなにお分けになった。 42みん

なの者は食べて満腹した。 43そこで、パン

くずや魚の残りを集めると、十二のかごに

いっぱいになった。 44パンを食べた者は男

五千人であった。 45それからすぐ、イエス

は自分で群衆を解散させておられる間に、

しいて弟子たちを舟に乗り込ませ、向こう

岸のベツサイダへ先におやりになった。 46

そして群衆に別れてから、祈るために山へ

退かれた。 47夕方になったとき、舟は海の

まん中に出ており、イエスだけが陸地にお

られた。 48ところが逆風が吹いていたため

に、弟子たちがこぎ悩んでいるのをごらん

になって、夜明けの四時ごろ、海の上を歩

いて彼らに近づき、そのそばを通り過ぎよ

うとされた。 49彼らはイエスが海の上を歩

いておられるのを見て、幽霊だと思い、大

声で叫んだ。 50みんなの者がそれを見て、

おじ恐れたからである。しかし、イエスは

すぐ彼らに声をかけ、「しっかりするのだ

。わたしである。恐れることはない」と言

われた。 51そして、彼らの舟に乗り込まれ

ると、風はやんだ。彼らは心の中で、非常

に驚いた。 52先のパンのことを悟らず、そ

の心が鈍くなっていたからである。 53彼ら

は海を渡り、ゲネサレの地に着いて舟をつ

ないだ。 54そして舟からあがると、人々は

すぐイエスと知って、 55その地方をあまね

く駆けめぐり、イエスがおられると聞けば

、どこへでも病人を床にのせて運びはじめ

た。 56そして、村でも町でも部落でも、イ

エスがはいって行かれる所では、病人たち

をその広場におき、せめてその上着のふさ

にでも、さわらせてやっていただきたいと

、お願いした。そしてさわった者は皆いや

された。

7さて、パリサイ人と、ある律法学者たち
とが、エルサレムからきて、イエスのも

とに集まった。 2そして弟子たちのうちに

、不浄な手、すなわち洗わない手で、パン

を食べている者があるのを見た。 3もとも

と、パリサイ人をはじめユダヤ人はみな、

昔の人の言伝えをかたく守って、念入りに

手を洗ってからでないと、食事をしない。

4また市場から帰ったときには、身を清めて

からでないと、食事をせず、なおそのほか

にも、杯、鉢、銅器を洗うことなど、昔か

ら受けついでかたく守っている事が、たく

さんあった。 5そこで、パリサイ人と律法

学者たちとは、イエスに尋ねた、「なぜ、

あなたの弟子たちは、昔の人の言伝えに従

って歩まないで、不浄な手でパンを食べる

のですか」。 6イエスは言われた、「イザ

ヤは、あなたがた偽善者について、こう書

いているが、それは適切な預言である、『

この民は、口さきではわたしを敬うが、そ

の心はわたしから遠く離れている。 7人間

のいましめを教として教え、無意味にわた

しを拝んでいる』。 8あなたがたは、神の

いましめをさしおいて、人間の言伝えを固

執している」。 9また、言われた、「あな

たがたは、自分たちの言伝えを守るために

、よくも神のいましめを捨てたものだ。 10

モーセは言ったではないか、『父と母とを

敬え』、また『父または母をののしる者は

、必ず死に定められる』と。 11それだのに

、あなたがたは、もし人が父または母にむ

かって、あなたに差上げるはずのこのもの
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はコルバン、すなわち、供え物ですと言え

ば、それでよいとして、 12その人は父母に

対して、もう何もしないで済むのだと言っ

ている。 13こうしてあなたがたは、自分た

ちが受けついだ言伝えによって、神の言を

無にしている。また、このような事をしば

しばおこなっている」。 14それから、イエ

スは再び群衆を呼び寄せて言われた、「あ

なたがたはみんな、わたしの言うことを聞

いて悟るがよい。 15すべて外から人の中に

はいって、人をけがしうるものはない。か

えって、人の中から出てくるものが、人を

けがすのである。〔 16聞く耳のある者は聞

くがよい〕」。 17イエスが群衆を離れて家

にはいられると、弟子たちはこの譬につい

て尋ねた。 18すると、言われた、「あなた

がたも、そんなに鈍いのか。すべて、外か

ら人の中にはいって来るものは、人を汚し

得ないことが、わからないのか。 19それは

人の心の中にはいるのではなく、腹の中に

はいり、そして、外に出て行くだけである

」。イエスはこのように、どんな食物でも

きよいものとされた。 20さらに言われた、

「人から出て来るもの、それが人をけがす

のである。 21すなわち内部から、人の心の

中から、悪い思いが出て来る。不品行、盗

み、殺人、 22姦淫、貪欲、邪悪、欺き、好

色、妬み、誹り、高慢、愚痴。 23これらの

悪はすべて内部から出てきて、人をけがす

のである」。 24さて、イエスは、そこを立

ち去って、ツロの地方に行かれた。そして

、だれにも知れないように、家の中にはい

られたが、隠れていることができなかった

。 25そして、けがれた霊につかれた幼い娘

をもつ女が、イエスのことをすぐ聞きつけ

てきて、その足もとにひれ伏した。 26この

女はギリシヤ人で、スロ・フェニキヤの生

れであった。そして、娘から悪霊を追い出

してくださいとお願いした。 27イエスは女

に言われた、「まず子供たちに十分食べさ

すべきである。子供たちのパンを取って小

犬に投げてやるのは、よろしくない」。 28

すると、女は答えて言った、「主よ、お言

葉どおりです。でも、食卓の下にいる小犬

も、子供たちのパンくずは、いただきます

」。 29そこでイエスは言われた、「その言

葉で、じゅうぶんである。お帰りなさい。

悪霊は娘から出てしまった」。 30そこで、

女が家に帰ってみると、その子は床の上に

寝ており、悪霊は出てしまっていた。 31そ

れから、イエスはまたツロの地方を去り、

シドンを経てデカポリス地方を通りぬけ、

ガリラヤの海べにこられた。 32すると人々

は、耳が聞えず口のきけない人を、みもと

に連れてきて、手を置いてやっていただき

たいとお願いした。 33そこで、イエスは彼

ひとりを群衆の中から連れ出し、その両耳

に指をさし入れ、それから、つばきでその

舌を潤し、 34天を仰いでため息をつき、そ

の人に「エパタ」と言われた。これは「開

けよ」という意味である。 35すると彼の耳

が開け、その舌のもつれもすぐ解けて、は

っきりと話すようになった。 36イエスは、

この事をだれにも言ってはならぬと、人々

に口止めをされたが、口止めをすればする

ほど、かえって、ますます言いひろめた。

37彼らは、ひとかたならず驚いて言った、

「このかたのなさった事は、何もかも、す

ばらしい。耳の聞えない者を聞えるように

してやり、口のきけない者をきけるように

しておやりになった」。

8そのころ、また大ぜいの群衆が集まって
いたが、何も食べるものがなかったので

、イエスは弟子たちを呼び寄せて言われた

、 2「この群衆がかわいそうである。もう

三日間もわたしと一緒にいるのに、何も食

べるものがない。 3もし、彼らを空腹のま

ま家に帰らせるなら、途中で弱り切ってし

まうであろう。それに、なかには遠くから

きている者もある」。 4弟子たちは答えた

、「こんな荒野で、どこからパンを手に入

れて、これらの人々にじゅうぶん食べさせ

ることができましょうか」。 5イエスが弟

子たちに、「パンはいくつあるか」と尋ね

られると、「七つあります」と答えた。 6

そこでイエスは群衆に地にすわるように命

じられた。そして七つのパンを取り、感謝

してこれをさき、人々に配るように弟子た
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ちに渡されると、弟子たちはそれを群衆に

配った。 7また小さい魚が少しばかりあっ

たので、祝福して、それをも人々に配るよ

うにと言われた。 8彼らは食べて満腹した

。そして残ったパンくずを集めると、七か

ごになった。 9人々の数はおよそ四千人で

あった。それからイエスは彼らを解散させ

、 10すぐ弟子たちと共に舟に乗って、ダル

マヌタの地方へ行かれた。 11パリサイ人た

ちが出てきて、イエスを試みようとして議

論をしかけ、天からのしるしを求めた。 12

イエスは、心の中で深く嘆息して言われた

、「なぜ、今の時代はしるしを求めるのだ

ろう。よく言い聞かせておくが、しるしは

今の時代には決して与えられない」。 13そ

して、イエスは彼らをあとに残し、また舟

に乗って向こう岸へ行かれた。 14弟子たち

はパンを持って来るのを忘れていたので、

舟の中にはパン一つしか持ち合わせがなか

った。 15そのとき、イエスは彼らを戒めて

、「パリサイ人のパン種とヘロデのパン種

とを、よくよく警戒せよ」と言われた。 16

弟子たちは、これは自分たちがパンを持っ

ていないためであろうと、互に論じ合った

。 17イエスはそれと知って、彼らに言われ

た、「なぜ、パンがないからだと論じ合っ

ているのか。まだわからないのか、悟らな

いのか。あなたがたの心は鈍くなっている

のか。 18目があっても見えないのか。耳が

あっても聞えないのか。まだ思い出さない

のか。 19五つのパンをさいて五千人に分け

たとき、拾い集めたパンくずは、幾つのか

ごになったか」。弟子たちは答えた、「十

二かごです」。 20「七つのパンを四千人に

分けたときには、パンくずを幾つのかごに

拾い集めたか」。「七かごです」と答えた

。 21そこでイエスは彼らに言われた、「ま

だ悟らないのか」。 22そのうちに、彼らは

ベツサイダに着いた。すると人々が、ひと

りの盲人を連れてきて、さわってやってい

ただきたいとお願いした。 23イエスはこの

盲人の手をとって、村の外に連れ出し、そ

の両方の目につばきをつけ、両手を彼に当

てて、「何か見えるか」と尋ねられた。 24

すると彼は顔を上げて言った、「人が見え

ます。木のように見えます。歩いているよ

うです」。 25それから、イエスが再び目の

上に両手を当てられると、盲人は見つめて

いるうちに、なおってきて、すべてのもの

がはっきりと見えだした。 26そこでイエス

は、「村にはいってはいけない」と言って

、彼を家に帰された。 27さて、イエスは弟

子たちとピリポ・カイザリヤの村々へ出か

けられたが、その途中で、弟子たちに尋ね

て言われた、「人々は、わたしをだれと言

っているか」。 28彼らは答えて言った、「

バプテスマのヨハネだと、言っています。

また、エリヤだと言い、また、預言者のひ

とりだと言っている者もあります」。 29そ

こでイエスは彼らに尋ねられた、「それで

は、あなたがたはわたしをだれと言うか」

。ペテロが答えて言った、「あなたこそキ

リストです」。 30するとイエスは、自分の

ことをだれにも言ってはいけないと、彼ら

を戒められた。 31それから、人の子は必ず

多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法

学者たちに捨てられ、また殺され、そして

三日の後によみがえるべきことを、彼らに

教えはじめ、 32しかもあからさまに、この

事を話された。すると、ペテロはイエスを

わきへ引き寄せて、いさめはじめたので、

33イエスは振り返って、弟子たちを見なが

ら、ペテロをしかって言われた、「サタン

よ、引きさがれ。あなたは神のことを思わ

ないで、人のことを思っている」。 34それ

から群衆を弟子たちと一緒に呼び寄せて、

彼らに言われた、「だれでもわたしについ

てきたいと思うなら、自分を捨て、自分の

十字架を負うて、わたしに従ってきなさい

。 35自分の命を救おうと思う者はそれを失

い、わたしのため、また福音のために、自

分の命を失う者は、それを救うであろう。

36人が全世界をもうけても、自分の命を損

したら、なんの得になろうか。 37また、人

はどんな代価を払って、その命を買いもど

すことができようか。 38邪悪で罪深いこの

時代にあって、わたしとわたしの言葉とを

恥じる者に対しては、人の子もまた、父の
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栄光のうちに聖なる御使たちと共に来ると

きに、その者を恥じるであろう」。

9また、彼らに言われた、「よく聞いてお
くがよい。神の国が力をもって来るのを

見るまでは、決して死を味わわない者が、

ここに立っている者の中にいる」。 2六日

の後、イエスは、ただペテロ、ヤコブ、ヨ

ハネだけを連れて、高い山に登られた。と

ころが、彼らの目の前でイエスの姿が変り

、 3その衣は真白く輝き、どんな布さらし

でも、それほどに白くすることはできない

くらいになった。 4すると、エリヤがモー

セと共に彼らに現れて、イエスと語り合っ

ていた。 5ペテロはイエスにむかって言っ

た、「先生、わたしたちがここにいるのは

、すばらしいことです。それで、わたした

ちは小屋を三つ建てましょう。一つはあな

たのために、一つはモーセのために、一つ

はエリヤのために」。 6そう言ったのは、

みんなの者が非常に恐れていたので、ペテ

ロは何を言ってよいか、わからなかったか

らである。 7すると、雲がわき起って彼ら

をおおった。そして、その雲の中から声が

あった、「これはわたしの愛する子である

。これに聞け」。 8彼らは急いで見まわし

たが、もはやだれも見えず、ただイエスだ

けが、自分たちと一緒におられた。 9一同

が山を下って来るとき、イエスは「人の子

が死人の中からよみがえるまでは、いま見

たことをだれにも話してはならない」と、

彼らに命じられた。 10彼らはこの言葉を心

にとめ、死人の中からよみがえるとはどう

いうことかと、互に論じ合った。 11そして

イエスに尋ねた、「なぜ、律法学者たちは

、エリヤが先に来るはずだと言っているの

ですか」。 12イエスは言われた、「確かに

、エリヤが先にきて、万事を元どおりに改

める。しかし、人の子について、彼が多く

の苦しみを受け、かつ恥ずかしめられると

、書いてあるのはなぜか。 13しかしあなた

がたに言っておく、エリヤはすでにきたの

だ。そして彼について書いてあるように、

人々は自分かってに彼をあしらった」。 14

さて、彼らがほかの弟子たちの所にきて見

ると、大ぜいの群衆が弟子たちを取り囲み

、そして律法学者たちが彼らと論じ合って

いた。 15群衆はみな、すぐイエスを見つけ

て、非常に驚き、駆け寄ってきて、あいさ

つをした。 16イエスが彼らに、「あなたが

たは彼らと何を論じているのか」と尋ねら

れると、 17群衆のひとりが答えた、「先生

、おしの霊につかれているわたしのむすこ

を、こちらに連れて参りました。 18霊がこ

のむすこにとりつきますと、どこででも彼

を引き倒し、それから彼はあわを吹き、歯

をくいしばり、からだをこわばらせてしま

います。それでお弟子たちに、この霊を追

い出してくださるように願いましたが、で

きませんでした」。 19イエスは答えて言わ

れた、「ああ、なんという不信仰な時代で

あろう。いつまで、わたしはあなたがたと

一緒におられようか。いつまで、あなたが

たに我慢ができようか。その子をわたしの

所に連れてきなさい」。 20そこで人々は、

その子をみもとに連れてきた。霊がイエス

を見るや否や、その子をひきつけさせたの

で、子は地に倒れ、あわを吹きながらころ

げまわった。 21そこで、イエスが父親に「

いつごろから、こんなになったのか」と尋

ねられると、父親は答えた、「幼い時から

です。 22霊はたびたび、この子を火の中、

水の中に投げ入れて、殺そうとしました。

しかしできますれば、わたしどもをあわれ

んでお助けください」。 23イエスは彼に言

われた、「もしできれば、と言うのか。信

ずる者には、どんな事でもできる」。 24そ

の子の父親はすぐ叫んで言った、「信じま

す。不信仰なわたしを、お助けください」

。 25イエスは群衆が駆け寄って来るのをご

らんになって、けがれた霊をしかって言わ

れた、「おしとつんぼの霊よ、わたしがお

まえに命じる。この子から出て行け。二度

と、はいって来るな」。 26すると霊は叫び

声をあげ、激しく引きつけさせて出て行っ

た。その子は死人のようになったので、多

くの人は、死んだのだと言った。 27しかし

、イエスが手を取って起されると、その子

は立ち上がった。 28家にはいられたとき、
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弟子たちはひそかにお尋ねした、「わたし

たちは、どうして霊を追い出せなかったの

ですか」。 29すると、イエスは言われた、

「このたぐいは、祈によらなければ、どう

しても追い出すことはできない」。 30それ

から彼らはそこを立ち去り、ガリラヤをと

おって行ったが、イエスは人に気づかれる

のを好まれなかった。 31それは、イエスが

弟子たちに教えて、「人の子は人々の手に

わたされ、彼らに殺され、殺されてから三

日の後によみがえるであろう」と言ってお

られたからである。 32しかし、彼らはイエ

スの言われたことを悟らず、また尋ねるの

を恐れていた。 33それから彼らはカペナウ

ムにきた。そして家におられるとき、イエ

スは弟子たちに尋ねられた、「あなたがた

は途中で何を論じていたのか」。 34彼らは

黙っていた。それは途中で、だれが一ばん

偉いかと、互に論じ合っていたからである

。 35そこで、イエスはすわって十二弟子を

呼び、そして言われた、「だれでも一ばん

先になろうと思うならば、一ばんあとにな

り、みんなに仕える者とならねばならない

」。 36そして、ひとりの幼な子をとりあげ

て、彼らのまん中に立たせ、それを抱いて

言われた。 37「だれでも、このような幼な

子のひとりを、わたしの名のゆえに受けい

れる者は、わたしを受けいれるのである。

そして、わたしを受けいれる者は、わたし

を受けいれるのではなく、わたしをおつか

わしになったかたを受けいれるのである」

。 38ヨハネがイエスに言った、「先生、わ

たしたちについてこない者が、あなたの名

を使って悪霊を追い出しているのを見まし

たが、その人はわたしたちについてこなか

ったので、やめさせました」。 39イエスは

言われた、「やめさせないがよい。だれで

もわたしの名で力あるわざを行いながら、

すぐそのあとで、わたしをそしることはで

きない。 40わたしたちに反対しない者は、

わたしたちの味方である。 41だれでも、キ

リストについている者だというので、あな

たがたに水一杯でも飲ませてくれるものは

、よく言っておくが、決してその報いから

もれることはないであろう。 42また、わた

しを信じるこれらの小さい者のひとりをつ

まずかせる者は、大きなひきうすを首にか

けられて海に投げ込まれた方が、はるかに

よい。 43もし、あなたの片手が罪を犯させ

るなら、それを切り捨てなさい。両手がそ

ろったままで地獄の消えない火の中に落ち

込むよりは、かたわになって命に入る方が

よい。〔 (Geenna g1067) 44地獄では、うじがつ

きず、火も消えることがない。〕 (questioned)

45もし、あなたの片足が罪を犯させるなら

、それを切り捨てなさい。両足がそろった

ままで地獄に投げ入れられるよりは、片足

で命に入る方がよい。〔 (Geenna g1067) 46地獄

では、うじがつきず、火も消えることがな

い。〕 (questioned) 47もし、あなたの片目が罪

を犯させるなら、それを抜き出しなさい。

両眼がそろったままで地獄に投げ入れられ

るよりは、片目になって神の国に入る方が

よい。 (Geenna g1067) 48地獄では、うじがつき

ず、火も消えることがない。 (questioned) 49人

はすべて火で塩づけられねばならない。 50

塩はよいものである。しかし、もしその塩

の味がぬけたら、何によってその味が取り

もどされようか。あなたがた自身の内に塩

を持ちなさい。そして、互に和らぎなさい

」。

10それから、イエスはそこを去って、ユ
ダヤの地方とヨルダンの向こう側へ行

かれたが、群衆がまた寄り集まったので、

いつものように、また教えておられた。 2

そのとき、パリサイ人たちが近づいてきて

、イエスを試みようとして質問した、「夫

はその妻を出しても差しつかえないでしょ

うか」。 3イエスは答えて言われた、「モ

ーセはあなたがたになんと命じたか」。 4

彼らは言った、「モーセは、離縁状を書い

て妻を出すことを許しました」。 5そこで

イエスは言われた、「モーセはあなたがた

の心が、かたくななので、あなたがたのた

めにこの定めを書いたのである。 6しかし

、天地創造の初めから、『神は人を男と女

とに造られた。 7それゆえに、人はその父

母を離れ、 8ふたりの者は一体となるべき
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である』。彼らはもはや、ふたりではなく

一体である。 9だから、神が合わせられた

ものを、人は離してはならない」。 10家に

はいってから、弟子たちはまたこのことに

ついて尋ねた。 11そこで、イエスは言われ

た、「だれでも、自分の妻を出して他の女

をめとる者は、その妻に対して姦淫を行う

のである。 12また妻が、その夫と別れて他

の男にとつぐならば、姦淫を行うのである

」。 13イエスにさわっていただくために、

人々が幼な子らをみもとに連れてきた。と

ころが、弟子たちは彼らをたしなめた。 14

それを見てイエスは憤り、彼らに言われた

、「幼な子らをわたしの所に来るままにし

ておきなさい。止めてはならない。神の国

はこのような者の国である。 15よく聞いて

おくがよい。だれでも幼な子のように神の

国を受けいれる者でなければ、そこにはい

ることは決してできない」。 16そして彼ら

を抱き、手をその上において祝福された。

17イエスが道に出て行かれると、ひとりの

人が走り寄り、みまえにひざまずいて尋ね

た、「よき師よ、永遠の生命を受けるため

に、何をしたらよいでしょうか」。 (aiōnios

g166) 18イエスは言われた、「なぜわたしを

よき者と言うのか。神ひとりのほかによい

者はいない。 19いましめはあなたの知って

いるとおりである。『殺すな、姦淫するな

、盗むな、偽証を立てるな。欺き取るな。

父と母とを敬え』」。 20すると、彼は言っ

た、「先生、それらの事はみな、小さい時

から守っております」。 21イエスは彼に目

をとめ、いつくしんで言われた、「あなた

に足りないことが一つある。帰って、持っ

ているものをみな売り払って、貧しい人々

に施しなさい。そうすれば、天に宝を持つ

ようになろう。そして、わたしに従ってき

なさい」。 22すると、彼はこの言葉を聞い

て、顔を曇らせ、悲しみながら立ち去った

。たくさんの資産を持っていたからである

。 23それから、イエスは見まわして、弟子

たちに言われた、「財産のある者が神の国

にはいるのは、なんとむずかしいことであ

ろう」。 24弟子たちはこの言葉に驚き怪し

んだ。イエスは更に言われた、「子たちよ

、神の国にはいるのは、なんとむずかしい

ことであろう。 25富んでいる者が神の国に

はいるよりは、らくだが針の穴を通る方が

、もっとやさしい」。 26すると彼らはます

ます驚いて、互に言った、「それでは、だ

れが救われることができるのだろう」。 27

イエスは彼らを見つめて言われた、「人に

はできないが、神にはできる。神はなんで

もできるからである」。 28ペテロがイエス

に言い出した、「ごらんなさい、わたした

ちはいっさいを捨てて、あなたに従って参

りました」。 29イエスは言われた、「よく

聞いておくがよい。だれでもわたしのため

に、また福音のために、家、兄弟、姉妹、

母、父、子、もしくは畑を捨てた者は、 30

必ずその百倍を受ける。すなわち、今この

時代では家、兄弟、姉妹、母、子および畑

を迫害と共に受け、また、きたるべき世で

は永遠の生命を受ける。 (aiōn g165, aiōnios g166)

31しかし、多くの先の者はあとになり、あ

との者は先になるであろう」。 32さて、一

同はエルサレムへ上る途上にあったが、イ

エスが先頭に立って行かれたので、彼らは

驚き怪しみ、従う者たちは恐れた。すると

イエスはまた十二弟子を呼び寄せて、自分

の身に起ろうとすることについて語りはじ

められた、 33「見よ、わたしたちはエルサ

レムへ上って行くが、人の子は祭司長、律

法学者たちの手に引きわたされる。そして

彼らは死刑を宣告した上、彼を異邦人に引

きわたすであろう。 34また彼をあざけり、

つばきをかけ、むち打ち、ついに殺してし

まう。そして彼は三日の後によみがえるで

あろう」。 35さて、ゼベダイの子のヤコブ

とヨハネとがイエスのもとにきて言った、

「先生、わたしたちがお頼みすることは、

なんでもかなえてくださるようにお願いし

ます」。 36イエスは彼らに「何をしてほし

いと、願うのか」と言われた。 37すると彼

らは言った、「栄光をお受けになるとき、

ひとりをあなたの右に、ひとりを左にすわ

るようにしてください」。 38イエスは言わ

れた、「あなたがたは自分が何を求めてい
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るのか、わかっていない。あなたがたは、

わたしが飲む杯を飲み、わたしが受けるバ

プテスマを受けることができるか」。 39彼

らは「できます」と答えた。するとイエス

は言われた、「あなたがたは、わたしが飲

む杯を飲み、わたしが受けるバプテスマを

受けるであろう。 40しかし、わたしの右、

左にすわらせることは、わたしのすること

ではなく、ただ備えられている人々だけに

許されることである」。 41十人の者はこれ

を聞いて、ヤコブとヨハネとのことで憤慨

し出した。 42そこで、イエスは彼らを呼び

寄せて言われた、「あなたがたの知ってい

るとおり、異邦人の支配者と見られている

人々は、その民を治め、また偉い人たちは

、その民の上に権力をふるっている。 43し

かし、あなたがたの間では、そうであって

はならない。かえって、あなたがたの間で

偉くなりたいと思う者は、仕える人となり

、 44あなたがたの間でかしらになりたいと

思う者は、すべての人の僕とならねばなら

ない。 45人の子がきたのも、仕えられるた

めではなく、仕えるためであり、また多く

の人のあがないとして、自分の命を与える

ためである」。 46それから、彼らはエリコ

にきた。そして、イエスが弟子たちや大ぜ

いの群衆と共にエリコから出かけられたと

き、テマイの子、バルテマイという盲人の

こじきが、道ばたにすわっていた。 47とこ

ろが、ナザレのイエスだと聞いて、彼は「

ダビデの子イエスよ、わたしをあわれんで

ください」と叫び出した。 48多くの人々は

彼をしかって黙らせようとしたが、彼はま

すます激しく叫びつづけた、「ダビデの子

イエスよ、わたしをあわれんでください」

。 49イエスは立ちどまって「彼を呼べ」と

命じられた。そこで、人々はその盲人を呼

んで言った、「喜べ、立て、おまえを呼ん

でおられる」。 50そこで彼は上着を脱ぎ捨

て、踊りあがってイエスのもとにきた。 51

イエスは彼にむかって言われた、「わたし

に何をしてほしいのか」。その盲人は言っ

た、「先生、見えるようになることです」

。 52そこでイエスは言われた、「行け、あ

なたの信仰があなたを救った」。すると彼

は、たちまち見えるようになり、イエスに

従って行った。

11さて、彼らがエルサレムに近づき、オ
リブの山に沿ったベテパゲ、ベタニヤ

の附近にきた時、イエスはふたりの弟子を

つかわして言われた、 2「むこうの村へ行

きなさい。そこにはいるとすぐ、まだだれ

も乗ったことのないろばの子が、つないで

あるのを見るであろう。それを解いて引い

てきなさい。 3もし、だれかがあなたがた

に、なぜそんな事をするのかと言ったなら

、主がお入り用なのです。またすぐ、ここ

へ返してくださいますと、言いなさい」。

4そこで、彼らは出かけて行き、そして表通

りの戸口に、ろばの子がつないであるのを

見たので、それを解いた。 5すると、そこ

に立っていた人々が言った、「そのろばの

子を解いて、どうするのか」。 6弟子たち

は、イエスが言われたとおり彼らに話した

ので、ゆるしてくれた。 7そこで、弟子た

ちは、そのろばの子をイエスのところに引

いてきて、自分たちの上着をそれに投げか

けると、イエスはその上にお乗りになった

。 8すると多くの人々は自分たちの上着を

道に敷き、また他の人々は葉のついた枝を

野原から切ってきて敷いた。 9そして、前

に行く者も、あとに従う者も共に叫びつづ

けた、「ホサナ、主の御名によってきたる

者に、祝福あれ。 10今きたる、われらの父

ダビデの国に、祝福あれ。いと高き所に、

ホサナ」。 11こうしてイエスはエルサレム

に着き、宮にはいられた。そして、すべて

のものを見まわった後、もはや時もおそく

なっていたので、十二弟子と共にベタニヤ

に出て行かれた。 12翌日、彼らがベタニヤ

から出かけてきたとき、イエスは空腹をお

ぼえられた。 13そして、葉の茂ったいちじ

くの木を遠くからごらんになって、その木

に何かありはしないかと近寄られたが、葉

のほかは何も見当らなかった。いちじくの

季節でなかったからである。 14そこで、イ

エスはその木にむかって、「今から後いつ

までも、おまえの実を食べる者がないよう



マルコの福音書 48

に」と言われた。弟子たちはこれを聞いて

いた。 (aiōn g165) 15それから、彼らはエルサ

レムにきた。イエスは宮に入り、宮の庭で

売り買いしていた人々を追い出しはじめ、

両替人の台や、はとを売る者の腰掛をくつ

がえし、 16また器ものを持って宮の庭を通

り抜けるのをお許しにならなかった。 17そ

して、彼らに教えて言われた、「『わたし

の家は、すべての国民の祈の家ととなえら

るべきである』と書いてあるではないか。

それだのに、あなたがたはそれを強盗の巣

にしてしまった」。 18祭司長、律法学者た

ちはこれを聞いて、どうかしてイエスを殺

そうと計った。彼らは、群衆がみなその教

に感動していたので、イエスを恐れていた

からである。 19夕方になると、イエスと弟

子たちとは、いつものように都の外に出て

行った。 20朝はやく道をとおっていると、

彼らは先のいちじくが根元から枯れている

のを見た。 21そこで、ペテロは思い出して

イエスに言った、「先生、ごらんなさい。

あなたがのろわれたいちじくが、枯れてい

ます」。 22イエスは答えて言われた、「神

を信じなさい。 23よく聞いておくがよい。

だれでもこの山に、動き出して、海の中に

はいれと言い、その言ったことは必ず成る

と、心に疑わないで信じるなら、そのとお

りに成るであろう。 24そこで、あなたがた

に言うが、なんでも祈り求めることは、す

でにかなえられたと信じなさい。そうすれ

ば、そのとおりになるであろう。 25また立

って祈るとき、だれかに対して、何か恨み

事があるならば、ゆるしてやりなさい。そ

うすれば、天にいますあなたがたの父も、

あなたがたのあやまちを、ゆるしてくださ

るであろう。〔 26もしゆるさないならば、

天にいますあなたがたの父も、あなたがた

のあやまちを、ゆるしてくださらないであ

ろう〕」。 27彼らはまたエルサレムにきた

。そして、イエスが宮の内を歩いておられ

ると、祭司長、律法学者、長老たちが、み

もとにきて言った、 28「何の権威によって

これらの事をするのですか。だれが、そう

する権威を授けたのですか」。 29そこで、

イエスは彼らに言われた、「一つだけ尋ね

よう。それに答えてほしい。そうしたら、

何の権威によって、わたしがこれらの事を

するのか、あなたがたに言おう。 30ヨハネ

のバプテスマは天からであったか、人から

であったか、答えなさい」。 31すると、彼

らは互に論じて言った、「もし天からだと

言えば、では、なぜ彼を信じなかったのか

、とイエスは言うだろう。 32しかし、人か

らだと言えば……」。彼らは群衆を恐れて

いた。人々が皆、ヨハネを預言者だとほん

とうに思っていたからである。 33それで彼

らは「わたしたちにはわかりません」と答

えた。するとイエスは言われた、「わたし

も何の権威によってこれらの事をするのか

、あなたがたに言うまい」。

12そこでイエスは譬で彼らに語り出され
た、「ある人がぶどう園を造り、垣を

めぐらし、また酒ぶねの穴を掘り、やぐら

を立て、それを農夫たちに貸して、旅に出

かけた。 2季節になったので、農夫たちの

ところへ、ひとりの僕を送って、ぶどう園

の収穫の分け前を取り立てさせようとした

。 3すると、彼らはその僕をつかまえて、

袋だたきにし、から手で帰らせた。 4また

他の僕を送ったが、その頭をなぐって侮辱

した。 5そこでまた他の者を送ったが、今

度はそれを殺してしまった。そのほか、な

お大ぜいの者を送ったが、彼らを打ったり

、殺したりした。 6ここに、もうひとりの

者がいた。それは彼の愛子であった。自分

の子は敬ってくれるだろうと思って、最後

に彼をつかわした。 7すると、農夫たちは

『あれはあと取りだ。さあ、これを殺して

しまおう。そうしたら、その財産はわれわ

れのものになるのだ』と話し合い、 8彼を

つかまえて殺し、ぶどう園の外に投げ捨て

た。 9このぶどう園の主人は、どうするだ

ろうか。彼は出てきて、農夫たちを殺し、

ぶどう園を他の人々に与えるであろう。 10

あなたがたは、この聖書の句を読んだこと

がないのか。『家造りらの捨てた石が隅の

かしら石になった。 11これは主がなされた

ことで、わたしたちの目には不思議に見え



マルコの福音書49

る』」。 12彼らはいまの譬が、自分たちに

当てて語られたことを悟ったので、イエス

を捕えようとしたが、群衆を恐れた。そし

てイエスをそこに残して立ち去った。 13さ

て、人々はパリサイ人やヘロデ党の者を数

人、イエスのもとにつかわして、その言葉

じりを捕えようとした。 14彼らはきてイエ

スに言った、「先生、わたしたちはあなた

が真実なかたで、だれをも、はばかられな

いことを知っています。あなたは人に分け

隔てをなさらないで、真理に基いて神の道

を教えてくださいます。ところで、カイザ

ルに税金を納めてよいでしょうか、いけな

いでしょうか。納めるべきでしょうか、納

めてはならないのでしょうか」。 15イエス

は彼らの偽善を見抜いて言われた、「なぜ

わたしをためそうとするのか。デナリを持

ってきて見せなさい」。 16彼らはそれを持

ってきた。そこでイエスは言われた、「こ

れは、だれの肖像、だれの記号か」。彼ら

は「カイザルのです」と答えた。 17すると

イエスは言われた、「カイザルのものはカ

イザルに、神のものは神に返しなさい」。

彼らはイエスに驚嘆した。 18復活というこ

とはないと主張していたサドカイ人たちが

、イエスのもとにきて質問した、 19「先生

、モーセは、わたしたちのためにこう書い

ています、『もし、ある人の兄が死んで、

その残された妻に、子がない場合には、弟

はこの女をめとって、兄のために子をもう

けねばならない』。 20ここに、七人の兄弟

がいました。長男は妻をめとりましたが、

子がなくて死に、 21次男がその女をめとっ

て、また子をもうけずに死に、三男も同様

でした。 22こうして、七人ともみな子孫を

残しませんでした。最後にその女も死にま

した。 23復活のとき、彼らが皆よみがえっ

た場合、この女はだれの妻なのでしょうか

。七人とも彼女を妻にしたのですが」。 24

イエスは言われた、「あなたがたがそんな

思い違いをしているのは、聖書も神の力も

知らないからではないか。 25彼らが死人の

中からよみがえるときには、めとったり、

とついだりすることはない。彼らは天にい

る御使のようなものである。 26死人がよみ

がえることについては、モーセの書の柴の

篇で、神がモーセに仰せられた言葉を読ん

だことがないのか。『わたしはアブラハム

の神、イサクの神、ヤコブの神である』と

あるではないか。 27神は死んだ者の神では

なく、生きている者の神である。あなたが

たは非常な思い違いをしている」。 28ひと

りの律法学者がきて、彼らが互に論じ合っ

ているのを聞き、またイエスが巧みに答え

られたのを認めて、イエスに質問した、「

すべてのいましめの中で、どれが第一のも

のですか」。 29イエスは答えられた、「第

一のいましめはこれである、『イスラエル

よ、聞け。主なるわたしたちの神は、ただ

ひとりの主である。 30心をつくし、精神を

つくし、思いをつくし、力をつくして、主

なるあなたの神を愛せよ』。 31第二はこれ

である、『自分を愛するようにあなたの隣

り人を愛せよ』。これより大事ないましめ

は、ほかにない」。 32そこで、この律法学

者はイエスに言った、「先生、仰せのとお

りです、『神はひとりであって、そのほか

に神はない』と言われたのは、ほんとうで

す。 33また『心をつくし、知恵をつくし、

力をつくして神を愛し、また自分を愛する

ように隣り人を愛する』ということは、す

べての燔祭や犠牲よりも、はるかに大事な

ことです」。 34イエスは、彼が適切な答を

したのを見て言われた、「あなたは神の国

から遠くない」。それから後は、イエスに

あえて問う者はなかった。 35イエスが宮で

教えておられたとき、こう言われた、「律

法学者たちは、どうしてキリストをダビデ

の子だと言うのか。 36ダビデ自身が聖霊に

感じて言った、『主はわが主に仰せになっ

た、あなたの敵をあなたの足もとに置くと

きまでは、わたしの右に座していなさい』

。 37このように、ダビデ自身がキリストを

主と呼んでいる。それなら、どうしてキリ

ストはダビデの子であろうか」。大ぜいの

群衆は、喜んでイエスに耳を傾けていた。

38イエスはその教の中で言われた、「律法

学者に気をつけなさい。彼らは長い衣を着
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て歩くことや、広場であいさつされること

や、 39また会堂の上席、宴会の上座を好ん

でいる。 40また、やもめたちの家を食い倒

し、見えのために長い祈をする。彼らはも

っときびしいさばきを受けるであろう」。

41イエスは、さいせん箱にむかってすわり

、群衆がその箱に金を投げ入れる様子を見

ておられた。多くの金持は、たくさんの金

を投げ入れていた。 42ところが、ひとりの

貧しいやもめがきて、レプタ二つを入れた

。それは一コドラントに当る。 43そこで、

イエスは弟子たちを呼び寄せて言われた、

「よく聞きなさい。あの貧しいやもめは、

さいせん箱に投げ入れている人たちの中で

、だれよりもたくさん入れたのだ。 44みん

なの者はありあまる中から投げ入れたが、

あの婦人はその乏しい中から、あらゆる持

ち物、その生活費全部を入れたからである

」。

13イエスが宮から出て行かれるとき、弟
子のひとりが言った、「先生、ごらん

なさい。なんという見事な石、なんという

立派な建物でしょう」。 2イエスは言われ

た、「あなたは、これらの大きな建物をな

がめているのか。その石一つでもくずされ

ないままで、他の石の上に残ることもなく

なるであろう」。 3またオリブ山で、宮に

むかってすわっておられると、ペテロ、ヤ

コブ、ヨハネ、アンデレが、ひそかにお尋

ねした。 4「わたしたちにお話しください

。いつ、そんなことが起るのでしょうか。

またそんなことがことごとく成就するよう

な場合には、どんな前兆がありますか」。

5そこで、イエスは話しはじめられた、「人

に惑わされないように気をつけなさい。 6

多くの者がわたしの名を名のって現れ、自

分がそれだと言って、多くの人を惑わすで

あろう。 7また、戦争と戦争のうわさとを

聞くときにも、あわてるな。それは起らね

ばならないが、まだ終りではない。 8民は

民に、国は国に敵対して立ち上がるであろ

う。またあちこちに地震があり、またきき

んが起るであろう。これらは産みの苦しみ

の初めである。 9あなたがたは自分で気を

つけていなさい。あなたがたは、わたしの

ために、衆議所に引きわたされ、会堂で打

たれ、長官たちや王たちの前に立たされ、

彼らに対してあかしをさせられるであろう

。 10こうして、福音はまずすべての民に宣

べ伝えられねばならない。 11そして、人々

があなたがたを連れて行って引きわたすと

き、何を言おうかと、前もって心配するな

。その場合、自分に示されることを語るが

よい。語る者はあなたがた自身ではなくて

、聖霊である。 12また兄弟は兄弟を、父は

子を殺すために渡し、子は両親に逆らって

立ち、彼らを殺させるであろう。 13また、

あなたがたはわたしの名のゆえに、すべて

の人に憎まれるであろう。しかし、最後ま

で耐え忍ぶ者は救われる。 14荒らす憎むべ

きものが、立ってはならぬ所に立つのを見

たならば（読者よ、悟れ）、そのとき、ユ

ダヤにいる人々は山へ逃げよ。 15屋上にい

る者は、下におりるな。また家から物を取

り出そうとして内にはいるな。 16畑にいる

者は、上着を取りにあとへもどるな。 17そ

の日には、身重の女と乳飲み子をもつ女と

は、不幸である。 18この事が冬おこらぬよ

うに祈れ。 19その日には、神が万物を造ら

れた創造の初めから現在に至るまで、かつ

てなく今後もないような患難が起るからで

ある。 20もし主がその期間を縮めてくださ

らないなら、救われる者はひとりもないで

あろう。しかし、選ばれた選民のために、

その期間を縮めてくださったのである。 21

そのとき、だれかがあなたがたに『見よ、

ここにキリストがいる』、『見よ、あそこ

にいる』と言っても、それを信じるな。 22

にせキリストたちや、にせ預言者たちが起

って、しるしと奇跡とを行い、できれば、

選民をも惑わそうとするであろう。 23だか

ら、気をつけていなさい。いっさいの事を

、あなたがたに前もって言っておく。 24そ

の日には、この患難の後、日は暗くなり、

月はその光を放つことをやめ、 25星は空か

ら落ち、天体は揺り動かされるであろう。

26そのとき、大いなる力と栄光とをもって

、人の子が雲に乗って来るのを、人々は見
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るであろう。 27そのとき、彼は御使たちを

つかわして、地のはてから天のはてまで、

四方からその選民を呼び集めるであろう。

28いちじくの木からこの譬を学びなさい。

その枝が柔らかになり、葉が出るようにな

ると、夏の近いことがわかる。 29そのよう

に、これらの事が起るのを見たならば、人

の子が戸口まで近づいていると知りなさい

。 30よく聞いておきなさい。これらの事が

、ことごとく起るまでは、この時代は滅び

ることがない。 31天地は滅びるであろう。

しかしわたしの言葉は滅びることがない。

32その日、その時は、だれも知らない。天

にいる御使たちも、また子も知らない、た

だ父だけが知っておられる。 33気をつけて

、目をさましていなさい。その時がいつで

あるか、あなたがたにはわからないからで

ある。 34それはちょうど、旅に立つ人が家

を出るに当り、その僕たちに、それぞれ仕

事を割り当てて責任をもたせ、門番には目

をさましておれと、命じるようなものであ

る。 35だから、目をさましていなさい。い

つ、家の主人が帰って来るのか、夕方か、

夜中か、にわとりの鳴くころか、明け方か

、わからないからである。 36あるいは急に

帰ってきて、あなたがたの眠っているとこ

ろを見つけるかも知れない。 37目をさまし

ていなさい。わたしがあなたがたに言うこ

の言葉は、すべての人々に言うのである」

。

14さて、過越と除酵との祭の二日前にな
った。祭司長たちや律法学者たちは、

策略をもってイエスを捕えたうえ、なんと

かして殺そうと計っていた。 2彼らは、「

祭の間はいけない。民衆が騒ぎを起すかも

知れない」と言っていた。 3イエスがベタ

ニヤで、らい病人シモンの家にいて、食卓

についておられたとき、ひとりの女が、非

常に高価で純粋なナルドの香油が入れてあ

る石膏のつぼを持ってきて、それをこわし

、香油をイエスの頭に注ぎかけた。 4する

と、ある人々が憤って互に言った、「なん

のために香油をこんなにむだにするのか。

5この香油を三百デナリ以上にでも売って、

貧しい人たちに施すことができたのに」。

そして女をきびしくとがめた。 6するとイ

エスは言われた、「するままにさせておき

なさい。なぜ女を困らせるのか。わたしに

よい事をしてくれたのだ。 7貧しい人たち

はいつもあなたがたと一緒にいるから、し

たいときにはいつでも、よい事をしてやれ

る。しかし、わたしはあなたがたといつも

一緒にいるわけではない。 8この女はでき

る限りの事をしたのだ。すなわち、わたし

のからだに油を注いで、あらかじめ葬りの

用意をしてくれたのである。 9よく聞きな

さい。全世界のどこででも、福音が宣べ伝

えられる所では、この女のした事も記念と

して語られるであろう」。 10ときに、十二

弟子のひとりイスカリオテのユダは、イエ

スを祭司長たちに引きわたそうとして、彼

らの所へ行った。 11彼らはこれを聞いて喜

び、金を与えることを約束した。そこでユ

ダは、どうかしてイエスを引きわたそうと

、機会をねらっていた。 12除酵祭の第一日

、すなわち過越の小羊をほふる日に、弟子

たちがイエスに尋ねた、「わたしたちは、

過越の食事をなさる用意を、どこへ行って

したらよいでしょうか」。 13そこで、イエ

スはふたりの弟子を使いに出して言われた

、「市内に行くと、水がめを持っている男

に出会うであろう。その人について行きな

さい。 14そして、その人がはいって行く家

の主人に言いなさい、『弟子たちと一緒に

過越の食事をする座敷はどこか、と先生が

言っておられます』。 15するとその主人は

、席を整えて用意された二階の広間を見せ

てくれるから、そこにわたしたちのために

用意をしなさい」。 16弟子たちは出かけて

市内に行って見ると、イエスが言われたと

おりであったので、過越の食事の用意をし

た。 17夕方になって、イエスは十二弟子と

一緒にそこに行かれた。 18そして、一同が

席について食事をしているとき言われた、

「特にあなたがたに言っておくが、あなた

がたの中のひとりで、わたしと一緒に食事

をしている者が、わたしを裏切ろうとして

いる」。 19弟子たちは心配して、ひとりび
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とり「まさか、わたしではないでしょう」

と言い出した。 20イエスは言われた、「十

二人の中のひとりで、わたしと一緒に同じ

鉢にパンをひたしている者が、それである

。 21たしかに人の子は、自分について書い

てあるとおりに去って行く。しかし、人の

子を裏切るその人は、わざわいである。そ

の人は生れなかった方が、彼のためによか

ったであろう」。 22一同が食事をしている

とき、イエスはパンを取り、祝福してこれ

をさき、弟子たちに与えて言われた、「取

れ、これはわたしのからだである」。 23ま

た杯を取り、感謝して彼らに与えられると

、一同はその杯から飲んだ。 24イエスはま

た言われた、「これは、多くの人のために

流すわたしの契約の血である。 25あなたが

たによく言っておく。神の国で新しく飲む

その日までは、わたしは決して二度と、ぶ

どうの実から造ったものを飲むことをしな

い」。 26彼らは、さんびを歌った後、オリ

ブ山へ出かけて行った。 27そのとき、イエ

スは弟子たちに言われた、「あなたがたは

皆、わたしにつまずくであろう。『わたし

は羊飼を打つ。そして、羊は散らされるで

あろう』と書いてあるからである。 28しか

しわたしは、よみがえってから、あなたが

たより先にガリラヤへ行くであろう」。 29

するとペテロはイエスに言った、「たとい

、みんなの者がつまずいても、わたしはつ

まずきません」。 30イエスは言われた、「

あなたによく言っておく。きょう、今夜、

にわとりが二度鳴く前に、そう言うあなた

が、三度わたしを知らないと言うだろう」

。 31ペテロは力をこめて言った、「たとい

あなたと一緒に死なねばならなくなっても

、あなたを知らないなどとは、決して申し

ません」。みんなの者もまた、同じような

ことを言った。 32さて、一同はゲツセマネ

という所にきた。そしてイエスは弟子たち

に言われた、「わたしが祈っている間、こ

こにすわっていなさい」。 33そしてペテロ

、ヤコブ、ヨハネを一緒に連れて行かれた

が、恐れおののき、また悩みはじめて、彼

らに言われた、 34「わたしは悲しみのあま

り死ぬほどである。ここに待っていて、目

をさましていなさい」。 35そして少し進ん

で行き、地にひれ伏し、もしできることな

ら、この時を過ぎ去らせてくださるように

と祈りつづけ、そして言われた、 36「アバ

、父よ、あなたには、できないことはあり

ません。どうか、この杯をわたしから取り

のけてください。しかし、わたしの思いで

はなく、みこころのままになさってくださ

い」。 37それから、きてごらんになると、

弟子たちが眠っていたので、ペテロに言わ

れた、「シモンよ、眠っているのか、ひと

時も目をさましていることができなかった

のか。 38誘惑に陥らないように、目をさま

して祈っていなさい。心は熱しているが、

肉体が弱いのである」。 39また離れて行っ

て同じ言葉で祈られた。 40またきてごらん

になると、彼らはまだ眠っていた。その目

が重くなっていたのである。そして、彼ら

はどうお答えしてよいか、わからなかった

。 41三度目にきて言われた、「まだ眠って

いるのか、休んでいるのか。もうそれでよ

かろう。時がきた。見よ、人の子は罪人ら

の手に渡されるのだ。 42立て、さあ行こう

。見よ、わたしを裏切る者が近づいてきた

」。 43そしてすぐ、イエスがまだ話してお

られるうちに、十二弟子のひとりのユダが

進みよってきた。また祭司長、律法学者、

長老たちから送られた群衆も、剣と棒とを

持って彼についてきた。 44イエスを裏切る

者は、あらかじめ彼らに合図をしておいた

、「わたしの接吻する者が、その人だ。そ

の人をつかまえて、まちがいなく引ひっぱ

って行け」。 45彼は来るとすぐ、イエスに

近寄り、「先生」と言って接吻した。 46人

々はイエスに手をかけてつかまえた。 47す

ると、イエスのそばに立っていた者のひと

りが、剣を抜いて大祭司の僕に切りかかり

、その片耳を切り落した。 48イエスは彼ら

にむかって言われた、「あなたがたは強盗

にむかうように、剣や棒を持ってわたしを

捕えにきたのか。 49わたしは毎日あなたが

たと一緒に宮にいて教えていたのに、わた

しをつかまえはしなかった。しかし聖書の
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言葉は成就されねばならない」。 50弟子た

ちは皆イエスを見捨てて逃げ去った。 51と

きに、ある若者が身に亜麻布をまとって、

イエスのあとについて行ったが、人々が彼

をつかまえようとしたので、 52その亜麻布

を捨てて、裸で逃げて行った。 53それから

、イエスを大祭司のところに連れて行くと

、祭司長、長老、律法学者たちがみな集ま

ってきた。 54ペテロは遠くからイエスにつ

いて行って、大祭司の中庭まではいり込み

、その下役どもにまじってすわり、火にあ

たっていた。 55さて、祭司長たちと全議会

とは、イエスを死刑にするために、イエス

に不利な証拠を見つけようとしたが、得ら

れなかった。 56多くの者がイエスに対して

偽証を立てたが、その証言が合わなかった

からである。 57ついに、ある人々が立ちあ

がり、イエスに対して偽証を立てて言った

、 58「わたしたちはこの人が『わたしは手

で造ったこの神殿を打ちこわし、三日の後

に手で造られない別の神殿を建てるのだ』

と言うのを聞きました」。 59しかし、この

ような証言も互に合わなかった。 60そこで

大祭司が立ちあがって、まん中に進み、イ

エスに聞きただして言った、「何も答えな

いのか。これらの人々があなたに対して不

利な証言を申し立てているが、どうなのか

」。 61しかし、イエスは黙っていて、何も

お答えにならなかった。大祭司は再び聞き

ただして言った、「あなたは、ほむべき者

の子、キリストであるか」。 62イエスは言

われた、「わたしがそれである。あなたが

たは人の子が力ある者の右に座し、天の雲

に乗って来るのを見るであろう」。 63する

と、大祭司はその衣を引き裂いて言った、

「どうして、これ以上、証人の必要があろ

う。 64あなたがたはこのけがし言を聞いた

。あなたがたの意見はどうか」。すると、

彼らは皆、イエスを死に当るものと断定し

た。 65そして、ある者はイエスにつばきを

かけ、目隠しをし、こぶしでたたいて、「

言いあててみよ」と言いはじめた。また下

役どもはイエスを引きとって、手のひらで

たたいた。 66ペテロは下で中庭にいたが、

大祭司の女中のひとりがきて、 67ペテロが

火にあたっているのを見ると、彼を見つめ

て、「あなたもあのナザレ人イエスと一緒

だった」と言った。 68するとペテロはそれ

を打ち消して、「わたしは知らない。あな

たの言うことがなんの事か、わからない」

と言って、庭口の方に出て行った。 69とこ

ろが、先の女中が彼を見て、そばに立って

いた人々に、またもや「この人はあの仲間

のひとりです」と言いだした。 70ペテロは

再びそれを打ち消した。しばらくして、そ

ばに立っていた人たちがまたペテロに言っ

た、「確かにあなたは彼らの仲間だ。あな

たもガリラヤ人だから」。 71しかし、彼は

、「あなたがたの話しているその人のこと

は何も知らない」と言い張って、激しく誓

いはじめた。 72するとすぐ、にわとりが二

度目に鳴いた。ペテロは、「にわとりが二

度鳴く前に、三度わたしを知らないと言う

であろう」と言われたイエスの言葉を思い

出し、そして思いかえして泣きつづけた。

15夜が明けるとすぐ、祭司長たちは長老
、律法学者たち、および全議会と協議

をこらした末、イエスを縛って引き出し、

ピラトに渡した。 2ピラトはイエスに尋ね

た、「あなたがユダヤ人の王であるか」。

イエスは、「そのとおりである」とお答え

になった。 3そこで祭司長たちは、イエス

のことをいろいろと訴えた。 4ピラトはも

う一度イエスに尋ねた、「何も答えないの

か。見よ、あなたに対してあんなにまで次

々に訴えているではないか」。 5しかし、

イエスはピラトが不思議に思うほどに、も

う何もお答えにならなかった。 6さて、祭

のたびごとに、ピラトは人々が願い出る囚

人ひとりを、ゆるしてやることにしていた

。 7ここに、暴動を起し人殺しをしてつな

がれていた暴徒の中に、バラバという者が

いた。 8群衆が押しかけてきて、いつもの

とおりにしてほしいと要求しはじめたので

、 9ピラトは彼らにむかって、「おまえた

ちはユダヤ人の王をゆるしてもらいたいの

か」と言った。 10それは、祭司長たちがイ
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エスを引きわたしたのは、ねたみのためで

あることが、ピラトにわかっていたからで

ある。 11しかし祭司長たちは、バラバの方

をゆるしてもらうように、群衆を煽動した

。 12そこでピラトはまた彼らに言った、「

それでは、おまえたちがユダヤ人の王と呼

んでいるあの人は、どうしたらよいか」。

13彼らは、また叫んだ、「十字架につけよ

」。 14ピラトは言った、「あの人は、いっ

たい、どんな悪事をしたのか」。すると、

彼らは一そう激しく叫んで、「十字架につ

けよ」と言った。 15それで、ピラトは群衆

を満足させようと思って、バラバをゆるし

てやり、イエスをむち打ったのち、十字架

につけるために引きわたした。 16兵士たち

はイエスを、邸宅、すなわち総督官邸の内

に連れて行き、全部隊を呼び集めた。 17そ

してイエスに紫の衣を着せ、いばらの冠を

編んでかぶらせ、 18「ユダヤ人の王、ばん

ざい」と言って敬礼をしはじめた。 19また

、葦の棒でその頭をたたき、つばきをかけ

、ひざまずいて拝んだりした。 20こうして

、イエスを嘲弄したあげく、紫の衣をはぎ

とり、元の上着を着せた。それから、彼ら

はイエスを十字架につけるために引き出し

た。 21そこへ、アレキサンデルとルポスと

の父シモンというクレネ人が、郊外からき

て通りかかったので、人々はイエスの十字

架を無理に負わせた。 22そしてイエスをゴ

ルゴタ、その意味は、されこうべ、という

所に連れて行った。 23そしてイエスに、没

薬をまぜたぶどう酒をさし出したが、お受

けにならなかった。 24それから、イエスを

十字架につけた。そしてくじを引いて、だ

れが何を取るかを定めたうえ、イエスの着

物を分けた。 25イエスを十字架につけたの

は、朝の九時ごろであった。 26イエスの罪

状書きには「ユダヤ人の王」と、しるして

あった。 27また、イエスと共にふたりの強

盗を、ひとりを右に、ひとりを左に、十字

架につけた。〔 28こうして「彼は罪人たち

のひとりに数えられた」と書いてある言葉

が成就したのである。〕 29そこを通りかか

った者たちは、頭を振りながら、イエスを

ののしって言った、「ああ、神殿を打ちこ

わして三日のうちに建てる者よ、 30十字架

からおりてきて自分を救え」。 31祭司長た

ちも同じように、律法学者たちと一緒にな

って、かわるがわる嘲弄して言った、「他

人を救ったが、自分自身を救うことができ

ない。 32イスラエルの王キリスト、いま十

字架からおりてみるがよい。それを見たら

信じよう」。また、一緒に十字架につけら

れた者たちも、イエスをののしった。 33昼

の十二時になると、全地は暗くなって、三

時に及んだ。 34そして三時に、イエスは大

声で、「エロイ、エロイ、ラマ、サバクタ

ニ」と叫ばれた。それは「わが神、わが神

、どうしてわたしをお見捨てになったので

すか」という意味である。 35すると、そば

に立っていたある人々が、これを聞いて言

った、「そら、エリヤを呼んでいる」。 36

ひとりの人が走って行き、海綿に酢いぶど

う酒を含ませて葦の棒につけ、イエスに飲

ませようとして言った、「待て、エリヤが

彼をおろしに来るかどうか、見ていよう」

。 37イエスは声高く叫んで、ついに息をひ

きとられた。 38そのとき、神殿の幕が上か

ら下まで真二つに裂けた。 39イエスにむか

って立っていた百卒長は、このようにして

息をひきとられたのを見て言った、「まこ

とに、この人は神の子であった」。 40また

、遠くの方から見ている女たちもいた。そ

の中には、マグダラのマリヤ、小ヤコブと

ヨセとの母マリヤ、またサロメがいた。 41

彼らはイエスがガリラヤにおられたとき、

そのあとに従って仕えた女たちであった。

なおそのほか、イエスと共にエルサレムに

上ってきた多くの女たちもいた。 42さて、

すでに夕がたになったが、その日は準備の

日、すなわち安息日の前日であったので、

43アリマタヤのヨセフが大胆にもピラトの

所へ行き、イエスのからだの引取りかたを

願った。彼は地位の高い議員であって、彼

自身、神の国を待ち望んでいる人であった

。 44ピラトは、イエスがもはや死んでしま

ったのかと不審に思い、百卒長を呼んで、

もう死んだのかと尋ねた。 45そして、百卒
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長から確かめた上、死体をヨセフに渡した

。 46そこで、ヨセフは亜麻布を買い求め、

イエスをとりおろして、その亜麻布に包み

、岩を掘って造った墓に納め、墓の入口に

石をころがしておいた。 47マグダラのマリ

ヤとヨセの母マリヤとは、イエスが納めら

れた場所を見とどけた。

16さて、安息日が終ったので、マグダラ
のマリヤとヤコブの母マリヤとサロメ

とが、行ってイエスに塗るために、香料を

買い求めた。 2そして週の初めの日に、早

朝、日の出のころ墓に行った。 3そして、

彼らは「だれが、わたしたちのために、墓

の入口から石をころがしてくれるのでしょ

うか」と話し合っていた。 4ところが、目

をあげて見ると、石はすでにころがしてあ

った。この石は非常に大きかった。 5墓の

中にはいると、右手に真白な長い衣を着た

若者がすわっているのを見て、非常に驚い

た。 6するとこの若者は言った、「驚くこ

とはない。あなたがたは十字架につけられ

たナザレ人イエスを捜しているのであろう

が、イエスはよみがえって、ここにはおら

れない。ごらんなさい、ここがお納めした

場所である。 7今から弟子たちとペテロと

の所へ行って、こう伝えなさい。イエスは

あなたがたより先にガリラヤへ行かれる。

かねて、あなたがたに言われたとおり、そ

こでお会いできるであろう、と」。 8女た

ちはおののき恐れながら、墓から出て逃げ

去った。そして、人には何も言わなかった

。恐ろしかったからである。〔 9 (note: The

most reliable and earliest manuscripts do not include Mark 16:9-

20.)週の初めの日の朝早く、イエスはよみが

えって、まずマグダラのマリヤに御自身を

あらわされた。イエスは以前に、この女か

ら七つの悪霊を追い出されたことがある。

10マリヤは、イエスと一緒にいた人々が泣

き悲しんでいる所に行って、それを知らせ

た。 11彼らは、イエスが生きておられる事

と、彼女に御自身をあらわされた事とを聞

いたが、信じなかった。 12この後、そのう

ちのふたりが、いなかの方へ歩いていると

、イエスはちがった姿で御自身をあらわさ

れた。 13このふたりも、ほかの人々の所に

行って話したが、彼らはその話を信じなか

った。 14その後、イエスは十一弟子が食卓

についているところに現れ、彼らの不信仰

と、心のかたくななことをお責めになった

。彼らは、よみがえられたイエスを見た人

々の言うことを、信じなかったからである

。 15そして彼らに言われた、「全世界に出

て行って、すべての造られたものに福音を

宣べ伝えよ。 16信じてバプテスマを受ける

者は救われる。しかし、不信仰の者は罪に

定められる。 17信じる者には、このような

しるしが伴う。すなわち、彼らはわたしの

名で悪霊を追い出し、新しい言葉を語り、

18へびをつかむであろう。また、毒を飲ん

でも、決して害を受けない。病人に手をお

けば、いやされる」。 19主イエスは彼らに

語り終ってから、天にあげられ、神の右に

すわられた。 20弟子たちは出て行って、至

る所で福音を宣べ伝えた。主も彼らと共に

働き、御言に伴うしるしをもって、その確

かなことをお示しになった。〕
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ルカの福音書

1わたしたちの間に成就された出来事を、
最初から親しく見た人々であって、 2御

言に仕えた人々が伝えたとおり物語に書き

連ねようと、多くの人が手を着けましたが

、 3テオピロ閣下よ、わたしもすべての事

を初めから詳しく調べていますので、ここ

に、それを順序正しく書きつづって、閣下

に献じることにしました。 4すでにお聞き

になっている事が確実であることを、これ

によって十分に知っていただきたいためで

あります。 5ユダヤの王ヘロデの世に、ア

ビヤの組の祭司で名をザカリヤという者が

いた。その妻はアロン家の娘のひとりで、

名をエリサベツといった。 6ふたりとも神

のみまえに正しい人であって、主の戒めと

定めとを、みな落度なく行っていた。 7と

ころが、エリサベツは不妊の女であったた

め、彼らには子がなく、そしてふたりとも

すでに年老いていた。 8さてザカリヤは、

その組が当番になり神のみまえに祭司の務

をしていたとき、 9祭司職の慣例に従って

くじを引いたところ、主の聖所にはいって

香をたくことになった。 10香をたいている

間、多くの民衆はみな外で祈っていた。 11

すると主の御使が現れて、香壇の右に立っ

た。 12ザカリヤはこれを見て、おじ惑い、

恐怖の念に襲われた。 13そこで御使が彼に

言った、「恐れるな、ザカリヤよ、あなた

の祈が聞きいれられたのだ。あなたの妻エ

リサベツは男の子を産むであろう。その子

をヨハネと名づけなさい。 14彼はあなたに

喜びと楽しみとをもたらし、多くの人々も

その誕生を喜ぶであろう。 15彼は主のみま

えに大いなる者となり、ぶどう酒や強い酒

をいっさい飲まず、母の胎内にいる時から

すでに聖霊に満たされており、 16そして、

イスラエルの多くの子らを、主なる彼らの

神に立ち帰らせるであろう。 17彼はエリヤ

の霊と力とをもって、みまえに先立って行

き、父の心を子に向けさせ、逆らう者に義

人の思いを持たせて、整えられた民を主に

備えるであろう」。 18するとザカリヤは御

使に言った、「どうしてそんな事が、わた

しにわかるでしょうか。わたしは老人です

し、妻も年をとっています」。 19御使が答

えて言った、「わたしは神のみまえに立つ

ガブリエルであって、この喜ばしい知らせ

をあなたに語り伝えるために、つかわされ

たものである。 20時が来れば成就するわた

しの言葉を信じなかったから、あなたはお

しになり、この事の起る日まで、ものが言

えなくなる」。 21民衆はザカリヤを待って

いたので、彼が聖所内で暇どっているのを

不思議に思っていた。 22ついに彼は出てき

たが、物が言えなかったので、人々は彼が

聖所内でまぼろしを見たのだと悟った。彼

は彼らに合図をするだけで、引きつづき、

おしのままでいた。 23それから務の期日が

終ったので、家に帰った。 24そののち、妻

エリサベツはみごもり、五か月のあいだ引

きこもっていたが、 25「主は、今わたしを

心にかけてくださって、人々の間からわた

しの恥を取り除くために、こうしてくださ

いました」と言った。 26六か月目に、御使

ガブリエルが、神からつかわされて、ナザ

レというガリラヤの町の一処女のもとにき

た。 27この処女はダビデ家の出であるヨセ

フという人のいいなづけになっていて、名

をマリヤといった。 28御使がマリヤのとこ

ろにきて言った、「恵まれた女よ、おめで

とう、主があなたと共におられます」。 29

この言葉にマリヤはひどく胸騒ぎがして、

このあいさつはなんの事であろうかと、思

いめぐらしていた。 30すると御使が言った

、「恐れるな、マリヤよ、あなたは神から

恵みをいただいているのです。 31見よ、あ

なたはみごもって男の子を産むでしょう。

その子をイエスと名づけなさい。 32彼は大

いなる者となり、いと高き者の子と、とな

えられるでしょう。そして、主なる神は彼

に父ダビデの王座をお与えになり、 33彼は

とこしえにヤコブの家を支配し、その支配

は限りなく続くでしょう」。 (aiōn g165) 34そ

こでマリヤは御使に言った、「どうして、

そんな事があり得ましょうか。わたしには

まだ夫がありませんのに」。 35御使が答え
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て言った、「聖霊があなたに臨み、いと高

き者の力があなたをおおうでしょう。それ

ゆえに、生れ出る子は聖なるものであり、

神の子と、となえられるでしょう。 36あな

たの親族エリサベツも老年ながら子を宿し

ています。不妊の女といわれていたのに、

はや六か月になっています。 37神には、な

んでもできないことはありません」。 38そ

こでマリヤが言った、「わたしは主のはし

ためです。お言葉どおりこの身に成ります

ように」。そして御使は彼女から離れて行

った。 39そのころ、マリヤは立って、大急

ぎで山里へむかいユダの町に行き、 40ザカ

リヤの家にはいってエリサベツにあいさつ

した。 41エリサベツがマリヤのあいさつを

聞いたとき、その子が胎内でおどった。エ

リサベツは聖霊に満たされ、 42声高く叫ん

で言った、「あなたは女の中で祝福された

かた、あなたの胎の実も祝福されています

。 43主の母上がわたしのところにきてくだ

さるとは、なんという光栄でしょう。 44ご

らんなさい。あなたのあいさつの声がわた

しの耳にはいったとき、子供が胎内で喜び

おどりました。 45主のお語りになったこと

が必ず成就すると信じた女は、なんとさい

わいなことでしょう」。 46するとマリヤは

言った、「わたしの魂は主をあがめ、 47わ

たしの霊は救主なる神をたたえます。 48こ

の卑しい女をさえ、心にかけてくださいま

した。今からのち代々の人々は、わたしを

さいわいな女と言うでしょう、 49力あるか

たが、わたしに大きな事をしてくださった

からです。そのみ名はきよく、 50そのあわ

れみは、代々限りなく主をかしこみ恐れる

者に及びます。 51主はみ腕をもって力をふ

るい、心の思いのおごり高ぶる者を追い散

らし、 52権力ある者を王座から引きおろし

、卑しい者を引き上げ、 53飢えている者を

良いもので飽かせ、富んでいる者を空腹の

まま帰らせなさいます。 54主は、あわれみ

をお忘れにならず、その僕イスラエルを助

けてくださいました、 55わたしたちの父祖

アブラハムとその子孫とをとこしえにあわ

れむと約束なさったとおりに」。 (aiōn g165)

56マリヤは、エリサベツのところに三か月

ほど滞在してから、家に帰った。 57さてエ

リサベツは月が満ちて、男の子を産んだ。

58近所の人々や親族は、主が大きなあわれ

みを彼女におかけになったことを聞いて、

共どもに喜んだ。 59八日目になったので、

幼な子に割礼をするために人々がきて、父

の名にちなんでザカリヤという名にしよう

とした。 60ところが、母親は、「いいえ、

ヨハネという名にしなくてはいけません」

と言った。 61人々は、「あなたの親族の中

には、そういう名のついた者は、ひとりも

いません」と彼女に言った。 62そして父親

に、どんな名にしたいのですかと、合図で

尋ねた。 63ザカリヤは書板を持ってこさせ

て、それに「その名はヨハネ」と書いたの

で、みんなの者は不思議に思った。 64する

と、立ちどころにザカリヤの口が開けて舌

がゆるみ、語り出して神をほめたたえた。

65近所の人々はみな恐れをいだき、またユ

ダヤの山里の至るところに、これらの事が

ことごとく語り伝えられたので、 66聞く者

たちは皆それを心に留めて、「この子は、

いったい、どんな者になるだろう」と語り

合った。主のみ手が彼と共にあった。 67父

ザカリヤは聖霊に満たされ、預言して言っ

た、 68「主なるイスラエルの神は、ほむべ

きかな。神はその民を顧みてこれをあがな

い、 69わたしたちのために救の角を僕ダビ

デの家にお立てになった。 70古くから、聖

なる預言者たちの口によってお語りになっ

たように、 (aiōn g165) 71わたしたちを敵から

、またすべてわたしたちを憎む者の手から

、救い出すためである。 72こうして、神は

わたしたちの父祖たちにあわれみをかけ、

その聖なる契約、 73すなわち、父祖アブラ

ハムにお立てになった誓いをおぼえて、 74

わたしたちを敵の手から救い出し、 75生き

ている限り、きよく正しく、みまえに恐れ

なく仕えさせてくださるのである。 76幼な

子よ、あなたは、いと高き者の預言者と呼

ばれるであろう。主のみまえに先立って行

き、その道を備え、 77罪のゆるしによる救

をその民に知らせるのであるから。 78これ
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はわたしたちの神のあわれみ深いみこころ

による。また、そのあわれみによって、日

の光が上からわたしたちに臨み、 79暗黒と

死の陰とに住む者を照し、わたしたちの足

を平和の道へ導くであろう」。 80幼な子は

成長し、その霊も強くなり、そしてイスラ

エルに現れる日まで、荒野にいた。

2そのころ、全世界の人口調査をせよとの
勅令が、皇帝アウグストから出た。 2こ

れは、クレニオがシリヤの総督であった時

に行われた最初の人口調査であった。 3人

々はみな登録をするために、それぞれ自分

の町へ帰って行った。 4ヨセフもダビデの

家系であり、またその血統であったので、

ガリラヤの町ナザレを出て、ユダヤのベツ

レヘムというダビデの町へ上って行った。

5それは、すでに身重になっていたいいなづ

けの妻マリヤと共に、登録をするためであ

った。 6ところが、彼らがベツレヘムに滞

在している間に、マリヤは月が満ちて、 7

初子を産み、布にくるんで、飼葉おけの中

に寝かせた。客間には彼らのいる余地がな

かったからである。 8さて、この地方で羊

飼たちが夜、野宿しながら羊の群れの番を

していた。 9すると主の御使が現れ、主の

栄光が彼らをめぐり照したので、彼らは非

常に恐れた。 10御使は言った、「恐れるな

。見よ、すべての民に与えられる大きな喜

びを、あなたがたに伝える。 11きょうダビ

デの町に、あなたがたのために救主がお生

れになった。このかたこそ主なるキリスト

である。 12あなたがたは、幼な子が布にく

るまって飼葉おけの中に寝かしてあるのを

見るであろう。それが、あなたがたに与え

られるしるしである」。 13するとたちまち

、おびただしい天の軍勢が現れ、御使と一

緒になって神をさんびして言った、 14「い

と高きところでは、神に栄光があるように

、地の上では、み心にかなう人々に平和が

あるように」。 15御使たちが彼らを離れて

天に帰ったとき、羊飼たちは「さあ、ベツ

レヘムへ行って、主がお知らせ下さったそ

の出来事を見てこようではないか」と、互

に語り合った。 16そして急いで行って、マ

リヤとヨセフ、また飼葉おけに寝かしてあ

る幼な子を捜しあてた。 17彼らに会った上

で、この子について自分たちに告げ知らさ

れた事を、人々に伝えた。 18人々はみな、

羊飼たちが話してくれたことを聞いて、不

思議に思った。 19しかし、マリヤはこれら

の事をことごとく心に留めて、思いめぐら

していた。 20羊飼たちは、見聞きしたこと

が何もかも自分たちに語られたとおりであ

ったので、神をあがめ、またさんびしなが

ら帰って行った。 21八日が過ぎ、割礼をほ

どこす時となったので、受胎のまえに御使

が告げたとおり、幼な子をイエスと名づけ

た。 22それから、モーセの律法による彼ら

のきよめの期間が過ぎたとき、両親は幼な

子を連れてエルサレムへ上った。 23それは

主の律法に「母の胎を初めて開く男の子は

みな、主に聖別された者と、となえられね

ばならない」と書いてあるとおり、幼な子

を主にささげるためであり、 24また同じ主

の律法に、「山ばと一つがい、または、家

ばとのひな二羽」と定めてあるのに従って

、犠牲をささげるためであった。 25その時

、エルサレムにシメオンという名の人がい

た。この人は正しい信仰深い人で、イスラ

エルの慰められるのを待ち望んでいた。ま

た聖霊が彼に宿っていた。 26そして主のつ

かわす救主に会うまでは死ぬことはないと

、聖霊の示しを受けていた。 27この人が御

霊に感じて宮にはいった。すると律法に定

めてあることを行うため、両親もその子イ

エスを連れてはいってきたので、 28シメオ

ンは幼な子を腕に抱き、神をほめたたえて

言った、 29「主よ、今こそ、あなたはみ言

葉のとおりにこの僕を安らかに去らせてく

ださいます、 30わたしの目が今あなたの救

を見たのですから。 31この救はあなたが万

民のまえにお備えになったもので、 32異邦

人を照す啓示の光、み民イスラエルの栄光

であります」。 33父と母とは幼な子につい

てこのように語られたことを、不思議に思

った。 34するとシメオンは彼らを祝し、そ

して母マリヤに言った、「ごらんなさい、

この幼な子は、イスラエルの多くの人を倒
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れさせたり立ちあがらせたりするために、

また反対を受けるしるしとして、定められ

ています。 35そして、あなた自身もつるぎ

で胸を刺し貫かれるでしょう。それは多く

の人の心にある思いが、現れるようになる

ためです」。 36また、アセル族のパヌエル

の娘で、アンナという女預言者がいた。彼

女は非常に年をとっていた。むすめ時代に

とついで、七年間だけ夫と共に住み、 37そ

の後やもめぐらしをし、八十四歳になって

いた。そして宮を離れずに夜も昼も断食と

祈とをもって神に仕えていた。 38この老女

も、ちょうどそのとき近寄ってきて、神に

感謝をささげ、そしてこの幼な子のことを

、エルサレムの救を待ち望んでいるすべて

の人々に語りきかせた。 39両親は主の律法

どおりすべての事をすませたので、ガリラ

ヤへむかい、自分の町ナザレに帰った。 40

幼な子は、ますます成長して強くなり、知

恵に満ち、そして神の恵みがその上にあっ

た。 41さて、イエスの両親は、過越の祭に

は毎年エルサレムへ上っていた。 42イエス

が十二歳になった時も、慣例に従って祭の

ために上京した。 43ところが、祭が終って

帰るとき、少年イエスはエルサレムに居残

っておられたが、両親はそれに気づかなか

った。 44そして道連れの中にいることと思

いこんで、一日路を行ってしまい、それか

ら、親族や知人の中を捜しはじめたが、 45

見つからないので、捜しまわりながらエル

サレムへ引返した。 46そして三日の後に、

イエスが宮の中で教師たちのまん中にすわ

って、彼らの話を聞いたり質問したりして

おられるのを見つけた。 47聞く人々はみな

、イエスの賢さやその答に驚嘆していた。

48両親はこれを見て驚き、そして母が彼に

言った、「どうしてこんな事をしてくれた

のです。ごらんなさい、おとう様もわたし

も心配して、あなたを捜していたのです」

。 49するとイエスは言われた、「どうして

お捜しになったのですか。わたしが自分の

父の家にいるはずのことを、ご存じなかっ

たのですか」。 50しかし、両親はその語ら

れた言葉を悟ることができなかった。 51そ

れからイエスは両親と一緒にナザレに下っ

て行き、彼らにお仕えになった。母はこれ

らの事をみな心に留めていた。 52イエスは

ますます知恵が加わり、背たけも伸び、そ

して神と人から愛された。

3皇帝テベリオ在位の第十五年、ポンテオ
・ピラトがユダヤの総督、ヘロデがガリ

ラヤの領主、その兄弟ピリポがイツリヤ・

テラコニテ地方の領主、ルサニヤがアビレ

ネの領主、 2アンナスとカヤパとが大祭司

であったとき、神の言が荒野でザカリヤの

子ヨハネに臨んだ。 3彼はヨルダンのほと

りの全地方に行って、罪のゆるしを得させ

る悔改めのバプテスマを宣べ伝えた。 4そ

れは、預言者イザヤの言葉の書に書いてあ

るとおりである。すなわち「荒野で呼ばわ

る者の声がする、『主の道を備えよ、その

道筋をまっすぐにせよ』。 5すべての谷は

埋められ、すべての山と丘とは、平らにさ

れ、曲ったところはまっすぐに、わるい道

はならされ、 6人はみな神の救を見るであ

ろう」。 7さて、ヨハネは、彼からバプテ

スマを受けようとして出てきた群衆にむか

って言った、「まむしの子らよ、迫ってき

ている神の怒りから、のがれられると、お

まえたちにだれが教えたのか。 8だから、

悔改めにふさわしい実を結べ。自分たちの

父にはアブラハムがあるなどと、心の中で

思ってもみるな。おまえたちに言っておく

。神はこれらの石ころからでも、アブラハ

ムの子を起すことができるのだ。 9斧がす

でに木の根もとに置かれている。だから、

良い実を結ばない木はことごとく切られて

、火の中に投げ込まれるのだ」。 10そこで

群衆が彼に、「それでは、わたしたちは何

をすればよいのですか」と尋ねた。 11彼は

答えて言った、「下着を二枚もっている者

は、持たない者に分けてやりなさい。食物

を持っている者も同様にしなさい」。 12取

税人もバプテスマを受けにきて、彼に言っ

た、「先生、わたしたちは何をすればよい

のですか」。 13彼らに言った、「きまって

いるもの以上に取り立ててはいけない」。

14兵卒たちもたずねて言った、「では、わ
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たしたちは何をすればよいのですか」。彼

は言った、「人をおどかしたり、だまし取

ったりしてはいけない。自分の給与で満足

していなさい」。 15民衆は救主を待ち望ん

でいたので、みな心の中でヨハネのことを

、もしかしたらこの人がそれではなかろう

かと考えていた。 16そこでヨハネはみんな

の者にむかって言った、「わたしは水でお

まえたちにバプテスマを授けるが、わたし

よりも力のあるかたが、おいでになる。わ

たしには、そのくつのひもを解く値うちも

ない。このかたは、聖霊と火とによってお

まえたちにバプテスマをお授けになるであ

ろう。 17また、箕を手に持って、打ち場の

麦をふるい分け、麦は倉に納め、からは消

えない火で焼き捨てるであろう」。 18こう

してヨハネはほかにもなお、さまざまの勧

めをして、民衆に教を説いた。 19ところが

領主ヘロデは、兄弟の妻ヘロデヤのことで

、また自分がしたあらゆる悪事について、

ヨハネから非難されていたので、 20彼を獄

に閉じ込めて、いろいろな悪事の上に、も

う一つこの悪事を重ねた。 21さて、民衆が

みなバプテスマを受けたとき、イエスもバ

プテスマを受けて祈っておられると、天が

開けて、 22聖霊がはとのような姿をとって

イエスの上に下り、そして天から声がした

、「あなたはわたしの愛する子、わたしの

心にかなう者である」。 23イエスが宣教を

はじめられたのは、年およそ三十歳の時で

あって、人々の考えによれば、ヨセフの子

であった。ヨセフはヘリの子、 24それから

、さかのぼって、マタテ、レビ、メルキ、

ヤンナイ、ヨセフ、 25マタテヤ、アモス、

ナホム、エスリ、ナンガイ、 26マハテ、マ

タテヤ、シメイ、ヨセク、ヨダ、 27ヨハナ

ン、レサ、ゾロバベル、サラテル、ネリ、

28メルキ、アデイ、コサム、エルマダム、

エル、 29ヨシュア、エリエゼル、ヨリム、

マタテ、レビ、 30シメオン、ユダ、ヨセフ

、ヨナム、エリヤキム、 31メレヤ、メナ、

マタタ、ナタン、ダビデ、 32エッサイ、オ

ベデ、ボアズ、サラ、ナアソン、 33アミナ

ダブ、アデミン、アルニ、エスロン、パレ

ス、ユダ、 34ヤコブ、イサク、アブラハム

、テラ、ナホル、 35セルグ、レウ、ペレグ

、エベル、サラ、 36カイナン、アルパクサ

デ、セム、ノア、ラメク、 37メトセラ、エ

ノク、ヤレデ、マハラレル、カイナン、 38

エノス、セツ、アダム、そして神にいたる

。

4さて、イエスは聖霊に満ちてヨルダン川
から帰り、 2荒野を四十日のあいだ御霊

にひきまわされて、悪魔の試みにあわれた

。そのあいだ何も食べず、その日数がつき

ると、空腹になられた。 3そこで悪魔が言

った、「もしあなたが神の子であるなら、

この石に、パンになれと命じてごらんなさ

い」。 4イエスは答えて言われた、「『人

はパンだけで生きるものではない』と書い

てある」。 5それから、悪魔はイエスを高

い所へ連れて行き、またたくまに世界のす

べての国々を見せて 6言った、「これらの

国々の権威と栄華とをみんな、あなたにあ

げましょう。それらはわたしに任せられて

いて、だれでも好きな人にあげてよいので

すから。 7それで、もしあなたがわたしの

前にひざまずくなら、これを全部あなたの

ものにしてあげましょう」。 8イエスは答

えて言われた、「『主なるあなたの神を拝

し、ただ神にのみ仕えよ』と書いてある」

。 9それから悪魔はイエスをエルサレムに

連れて行き、宮の頂上に立たせて言った、

「もしあなたが神の子であるなら、ここか

ら下へ飛びおりてごらんなさい。 10『神は

あなたのために、御使たちに命じてあなた

を守らせるであろう』とあり、 11また、『

あなたの足が石に打ちつけられないように

、彼らはあなたを手でささえるであろう』

とも書いてあります」。 12イエスは答えて

言われた、「『主なるあなたの神を試みて

はならない』と言われている」。 13悪魔は

あらゆる試みをしつくして、一時イエスを

離れた。 14それからイエスは御霊の力に満

ちあふれてガリラヤへ帰られると、そのう

わさがその地方全体にひろまった。 15イエ

スは諸会堂で教え、みんなの者から尊敬を

お受けになった。 16それからお育ちになっ
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たナザレに行き、安息日にいつものように

会堂にはいり、聖書を朗読しようとして立

たれた。 17すると預言者イザヤの書が手渡

されたので、その書を開いて、こう書いて

ある所を出された、 18「主の御霊がわたし

に宿っている。貧しい人々に福音を宣べ伝

えさせるために、わたしを聖別してくださ

ったからである。主はわたしをつかわして

、囚人が解放され、盲人の目が開かれるこ

とを告げ知らせ、打ちひしがれている者に

自由を得させ、 19主のめぐみの年を告げ知

らせるのである」。 20イエスは聖書を巻い

て係りの者に返し、席に着かれると、会堂

にいるみんなの者の目がイエスに注がれた

。 21そこでイエスは、「この聖句は、あな

たがたが耳にしたこの日に成就した」と説

きはじめられた。 22すると、彼らはみなイ

エスをほめ、またその口から出て来るめぐ

みの言葉に感嘆して言った、「この人はヨ

セフの子ではないか」。 23そこで彼らに言

われた、「あなたがたは、きっと『医者よ

、自分自身をいやせ』ということわざを引

いて、カペナウムで行われたと聞いていた

事を、あなたの郷里のこの地でもしてくれ

、と言うであろう」。 24それから言われた

、「よく言っておく。預言者は、自分の郷

里では歓迎されないものである。 25よく聞

いておきなさい。エリヤの時代に、三年六

か月にわたって天が閉じ、イスラエル全土

に大ききんがあった際、そこには多くのや

もめがいたのに、 26エリヤはそのうちのだ

れにもつかわされないで、ただシドンのサ

レプタにいるひとりのやもめにだけつかわ

された。 27また預言者エリシャの時代に、

イスラエルには多くのらい病人がいたのに

、そのうちのひとりもきよめられないで、

ただシリヤのナアマンだけがきよめられた

」。 28会堂にいた者たちはこれを聞いて、

みな憤りに満ち、 29立ち上がってイエスを

町の外へ追い出し、その町が建っている丘

のがけまでひっぱって行って、突き落そう

とした。 30しかし、イエスは彼らのまん中

を通り抜けて、去って行かれた。 31それか

ら、イエスはガリラヤの町カペナウムに下

って行かれた。そして安息日になると、人

々をお教えになったが、 32その言葉に権威

があったので、彼らはその教に驚いた。 33

すると、汚れた悪霊につかれた人が会堂に

いて、大声で叫び出した、 34「ああ、ナザ

レのイエスよ、あなたはわたしたちとなん

の係わりがあるのです。わたしたちを滅ぼ

しにこられたのですか。あなたがどなたで

あるか、わかっています。神の聖者です」

。 35イエスはこれをしかって、「黙れ、こ

の人から出て行け」と言われた。すると悪

霊は彼を人なかに投げ倒し、傷は負わせず

に、その人から出て行った。 36みんなの者

は驚いて、互に語り合って言った、「これ

は、いったい、なんという言葉だろう。権

威と力とをもって汚れた霊に命じられると

、彼らは出て行くのだ」。 37こうしてイエ

スの評判が、その地方のいたる所にひろま

っていった。 38イエスは会堂を出てシモン

の家におはいりになった。ところがシモン

のしゅうとめが高い熱を病んでいたので、

人々は彼女のためにイエスにお願いした。

39そこで、イエスはそのまくらもとに立っ

て、熱が引くように命じられると、熱は引

き、女はすぐに起き上がって、彼らをもて

なした。 40日が暮れると、いろいろな病気

になやむ者をかかえている人々が、皆それ

をイエスのところに連れてきたので、その

ひとりびとりに手を置いて、おいやしにな

った。 41悪霊も「あなたこそ神の子です」

と叫びながら多くの人々から出ていった。

しかし、イエスは彼らを戒めて、物を言う

ことをお許しにならなかった。彼らがイエ

スはキリストだと知っていたからである。

42夜が明けると、イエスは寂しい所へ出て

行かれたが、群衆が捜しまわって、みもと

に集まり、自分たちから離れて行かれない

ようにと、引き止めた。 43しかしイエスは

、「わたしは、ほかの町々にも神の国の福

音を宣べ伝えねばならない。自分はそのた

めにつかわされたのである」と言われた。

44そして、ユダヤの諸会堂で教を説かれた

。
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5さて、群衆が神の言を聞こうとして押し
寄せてきたとき、イエスはゲネサレ湖畔

に立っておられたが、 2そこに二そうの小

舟が寄せてあるのをごらんになった。漁師

たちは、舟からおりて網を洗っていた。 3

その一そうはシモンの舟であったが、イエ

スはそれに乗り込み、シモンに頼んで岸か

ら少しこぎ出させ、そしてすわって、舟の

中から群衆にお教えになった。 4話がすむ

と、シモンに「沖へこぎ出し、網をおろし

て漁をしてみなさい」と言われた。 5シモ

ンは答えて言った、「先生、わたしたちは

夜通し働きましたが、何も取れませんでし

た。しかし、お言葉ですから、網をおろし

てみましょう」。 6そしてそのとおりにし

たところ、おびただしい魚の群れがはいっ

て、網が破れそうになった。 7そこで、も

う一そうの舟にいた仲間に、加勢に来るよ

う合図をしたので、彼らがきて魚を両方の

舟いっぱいに入れた。そのために、舟が沈

みそうになった。 8これを見てシモン・ペ

テロは、イエスのひざもとにひれ伏して言

った、「主よ、わたしから離れてください

。わたしは罪深い者です」。 9彼も一緒に

いた者たちもみな、取れた魚がおびただし

いのに驚いたからである。 10シモンの仲間

であったゼベダイの子ヤコブとヨハネも、

同様であった。すると、イエスがシモンに

言われた、「恐れることはない。今からあ

なたは人間をとる漁師になるのだ」。 11そ

こで彼らは舟を陸に引き上げ、いっさいを

捨ててイエスに従った。 12イエスがある町

におられた時、全身らい病になっている人

がそこにいた。イエスを見ると、顔を地に

伏せて願って言った、「主よ、みこころで

したら、きよめていただけるのですが」。

13イエスは手を伸ばして彼にさわり、「そ

うしてあげよう、きよくなれ」と言われた

。すると、らい病がただちに去ってしまっ

た。 14イエスは、だれにも話さないように

と彼に言い聞かせ、「ただ行って自分のか

らだを祭司に見せ、それからあなたのきよ

めのため、モーセが命じたとおりのささげ

物をして、人々に証明しなさい」とお命じ

になった。 15しかし、イエスの評判はます

ますひろまって行き、おびただしい群衆が

、教を聞いたり、病気をなおしてもらった

りするために、集まってきた。 16しかしイ

エスは、寂しい所に退いて祈っておられた

。 17ある日のこと、イエスが教えておられ

ると、ガリラヤやユダヤの方々の村から、

またエルサレムからきたパリサイ人や律法

学者たちが、そこにすわっていた。主の力

が働いて、イエスは人々をいやされた。 18

その時、ある人々が、ひとりの中風をわず

らっている人を床にのせたまま連れてきて

、家の中に運び入れ、イエスの前に置こう

とした。 19ところが、群衆のためにどうし

ても運び入れる方法がなかったので、屋根

にのぼり、瓦をはいで、病人を床ごと群衆

のまん中につりおろして、イエスの前にお

いた。 20イエスは彼らの信仰を見て、「人

よ、あなたの罪はゆるされた」と言われた

。 21すると律法学者とパリサイ人たちとは

、「神を汚すことを言うこの人は、いった

い、何者だ。神おひとりのほかに、だれが

罪をゆるすことができるか」と言って論じ

はじめた。 22イエスは彼らの論議を見ぬい

て、「あなたがたは心の中で何を論じてい

るのか。 23あなたの罪はゆるされたと言う

のと、起きて歩けと言うのと、どちらがた

やすいか。 24しかし、人の子は地上で罪を

ゆるす権威を持っていることが、あなたが

たにわかるために」と彼らに対して言い、

中風の者にむかって、「あなたに命じる。

起きよ、床を取り上げて家に帰れ」と言わ

れた。 25すると病人は即座にみんなの前で

起きあがり、寝ていた床を取りあげて、神

をあがめながら家に帰って行った。 26みん

なの者は驚嘆してしまった。そして神をあ

がめ、おそれに満たされて、「きょうは驚

くべきことを見た」と言った。 27そののち

、イエスが出て行かれると、レビという名

の取税人が収税所にすわっているのを見て

、「わたしに従ってきなさい」と言われた

。 28すると、彼はいっさいを捨てて立ちあ

がり、イエスに従ってきた。 29それから、

レビは自分の家で、イエスのために盛大な
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宴会を催したが、取税人やそのほか大ぜい

の人々が、共に食卓に着いていた。 30とこ

ろが、パリサイ人やその律法学者たちが、

イエスの弟子たちに対してつぶやいて言っ

た、「どうしてあなたがたは、取税人や罪

人などと飲食を共にするのか」。 31イエス

は答えて言われた、「健康な人には医者は

いらない。いるのは病人である。 32わたし

がきたのは、義人を招くためではなく、罪

人を招いて悔い改めさせるためである」。

33また彼らはイエスに言った、「ヨハネの

弟子たちは、しばしば断食をし、また祈を

しており、パリサイ人の弟子たちもそうし

ているのに、あなたの弟子たちは食べたり

飲んだりしています」。 34するとイエスは

言われた、「あなたがたは、花婿が一緒に

いるのに、婚礼の客に断食をさせることが

できるであろうか。 35しかし、花婿が奪い

去られる日が来る。その日には断食をする

であろう」。 36それからイエスはまた一つ

の譬を語られた、「だれも、新しい着物か

ら布ぎれを切り取って、古い着物につぎを

当てるものはない。もしそんなことをした

ら、新しい着物を裂くことになるし、新し

いのから取った布ぎれも古いのに合わない

であろう。 37まただれも、新しいぶどう酒

を古い皮袋に入れはしない。もしそんなこ

とをしたら、新しいぶどう酒は皮袋をはり

裂き、そしてぶどう酒は流れ出るし、皮袋

もむだになるであろう。 38新しいぶどう酒

は新しい皮袋に入れるべきである。 39また

だれも、古い酒を飲んでから、新しいのを

ほしがりはしない。『古いのが良い』と考

えているからである」。

6ある安息日にイエスが麦畑の中をとおっ
て行かれたとき、弟子たちが穂をつみ、

手でもみながら食べていた。 2すると、あ

るパリサイ人たちが言った、「あなたがた

はなぜ、安息日にしてはならぬことをする

のか」。 3そこでイエスが答えて言われた

、「あなたがたは、ダビデとその供の者た

ちとが飢えていたとき、ダビデのしたこと

について、読んだことがないのか。 4すな

わち、神の家にはいって、祭司たちのほか

だれも食べてはならぬ供えのパンを取って

食べ、また供の者たちにも与えたではない

か」。 5また彼らに言われた、「人の子は

安息日の主である」。 6また、ほかの安息

日に会堂にはいって教えておられたところ

、そこに右手のなえた人がいた。 7律法学

者やパリサイ人たちは、イエスを訴える口

実を見付けようと思って、安息日にいやさ

れるかどうかをうかがっていた。 8イエス

は彼らの思っていることを知って、その手

のなえた人に、「起きて、まん中に立ちな

さい」と言われると、起き上がって立った

。 9そこでイエスは彼らにむかって言われ

た、「あなたがたに聞くが、安息日に善を

行うのと悪を行うのと、命を救うのと殺す

のと、どちらがよいか」。 10そして彼ら一

同を見まわして、その人に「手を伸ばしな

さい」と言われた。そのとおりにすると、

その手は元どおりになった。 11そこで彼ら

は激しく怒って、イエスをどうかしてやろ

うと、互に話合いをはじめた。 12このころ

、イエスは祈るために山へ行き、夜を徹し

て神に祈られた。 13夜が明けると、弟子た

ちを呼び寄せ、その中から十二人を選び出

し、これに使徒という名をお与えになった

。 14すなわち、ペテロとも呼ばれたシモン

とその兄弟アンデレ、ヤコブとヨハネ、ピ

リポとバルトロマイ、 15マタイとトマス、

アルパヨの子ヤコブと、熱心党と呼ばれた

シモン、 16ヤコブの子ユダ、それからイス

カリオテのユダ。このユダが裏切者となっ

たのである。 17そして、イエスは彼らと一

緒に山を下って平地に立たれたが、大ぜい

の弟子たちや、ユダヤ全土、エルサレム、

ツロとシドンの海岸地方などからの大群衆

が、 18教を聞こうとし、また病気をなおし

てもらおうとして、そこにきていた。そし

て汚れた霊に悩まされている者たちも、い

やされた。 19また群衆はイエスにさわろう

と努めた。それは力がイエスの内から出て

、みんなの者を次々にいやしたからである

。 20そのとき、イエスは目をあげ、弟子た

ちを見て言われた、「あなたがた貧しい人
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たちは、さいわいだ。神の国はあなたがた

のものである。 21あなたがたいま飢えてい

る人たちは、さいわいだ。飽き足りるよう

になるからである。あなたがたいま泣いて

いる人たちは、さいわいだ。笑うようにな

るからである。 22人々があなたがたを憎む

とき、また人の子のためにあなたがたを排

斥し、ののしり、汚名を着せるときは、あ

なたがたはさいわいだ。 23その日には喜び

おどれ。見よ、天においてあなたがたの受

ける報いは大きいのだから。彼らの祖先も

、預言者たちに対して同じことをしたので

ある。 24しかしあなたがた富んでいる人た

ちは、わざわいだ。慰めを受けてしまって

いるからである。 25あなたがた今満腹して

いる人たちは、わざわいだ。飢えるように

なるからである。あなたがた今笑っている

人たちは、わざわいだ。悲しみ泣くように

なるからである。 26人が皆あなたがたをほ

めるときは、あなたがたはわざわいだ。彼

らの祖先も、にせ預言者たちに対して同じ

ことをしたのである。 27しかし、聞いてい

るあなたがたに言う。敵を愛し、憎む者に

親切にせよ。 28のろう者を祝福し、はずか

しめる者のために祈れ。 29あなたの頬を打

つ者にはほかの頬をも向けてやり、あなた

の上着を奪い取る者には下着をも拒むな。

30あなたに求める者には与えてやり、あな

たの持ち物を奪う者からは取りもどそうと

するな。 31人々にしてほしいと、あなたが

たの望むことを、人々にもそのとおりにせ

よ。 32自分を愛してくれる者を愛したから

とて、どれほどの手柄になろうか。罪人で

さえ、自分を愛してくれる者を愛している

。 33自分によくしてくれる者によくしたと

て、どれほどの手柄になろうか。罪人でさ

え、それくらいの事はしている。 34また返

してもらうつもりで貸したとて、どれほど

の手柄になろうか。罪人でも、同じだけの

ものを返してもらおうとして、仲間に貸す

のである。 35しかし、あなたがたは、敵を

愛し、人によくしてやり、また何も当てに

しないで貸してやれ。そうすれば受ける報

いは大きく、あなたがたはいと高き者の子

となるであろう。いと高き者は、恩を知ら

ぬ者にも悪人にも、なさけ深いからである

。 36あなたがたの父なる神が慈悲深いよう

に、あなたがたも慈悲深い者となれ。 37人

をさばくな。そうすれば、自分もさばかれ

ることがないであろう。また人を罪に定め

るな。そうすれば、自分も罪に定められる

ことがないであろう。ゆるしてやれ。そう

すれば、自分もゆるされるであろう。 38与

えよ。そうすれば、自分にも与えられるで

あろう。人々はおし入れ、ゆすり入れ、あ

ふれ出るまでに量をよくして、あなたがた

のふところに入れてくれるであろう。あな

たがたの量るその量りで、自分にも量りか

えされるであろうから」。 39イエスはまた

一つの譬を語られた、「盲人は盲人の手引

ができようか。ふたりとも穴に落ち込まな

いだろうか。 40弟子はその師以上のもので

はないが、修業をつめば、みなその師のよ

うになろう。 41なぜ、兄弟の目にあるちり

を見ながら、自分の目にある梁を認めない

のか。 42自分の目にある梁は見ないでいて

、どうして兄弟にむかって、兄弟よ、あな

たの目にあるちりを取らせてください、と

言えようか。偽善者よ、まず自分の目から

梁を取りのけるがよい、そうすれば、はっ

きり見えるようになって、兄弟の目にある

ちりを取りのけることができるだろう。 43

悪い実のなる良い木はないし、また良い実

のなる悪い木もない。 44木はそれぞれ、そ

の実でわかる。いばらからいちじくを取る

ことはないし、野ばらからぶどうを摘むこ

ともない。 45善人は良い心の倉から良い物

を取り出し、悪人は悪い倉から悪い物を取

り出す。心からあふれ出ることを、口が語

るものである。 46わたしを主よ、主よ、と

呼びながら、なぜわたしの言うことを行わ

ないのか。 47わたしのもとにきて、わたし

の言葉を聞いて行う者が、何に似ているか

、あなたがたに教えよう。 48それは、地を

深く掘り、岩の上に土台をすえて家を建て

る人に似ている。洪水が出て激流がその家

に押し寄せてきても、それを揺り動かすこ

とはできない。よく建ててあるからである
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。 49しかし聞いても行わない人は、土台な

しで、土の上に家を建てた人に似ている。

激流がその家に押し寄せてきたら、たちま

ち倒れてしまい、その被害は大きいのであ

る」。

7イエスはこれらの言葉をことごとく人々
に聞かせてしまったのち、カペナウムに

帰ってこられた。 2ところが、ある百卒長

の頼みにしていた僕が、病気になって死に

かかっていた。 3この百卒長はイエスのこ

とを聞いて、ユダヤ人の長老たちをイエス

のところにつかわし、自分の僕を助けにき

てくださるようにと、お願いした。 4彼ら

はイエスのところにきて、熱心に願って言

った、「あの人はそうしていただくねうち

がございます。 5わたしたちの国民を愛し

、わたしたちのために会堂を建ててくれた

のです」。 6そこで、イエスは彼らと連れ

だってお出かけになった。ところが、その

家からほど遠くないあたりまでこられたと

き、百卒長は友だちを送ってイエスに言わ

せた、「主よ、どうぞ、ご足労くださいま

せんように。わたしの屋根の下にあなたを

お入れする資格は、わたしにはございませ

ん。 7それですから、自分でお迎えにあが

るねうちさえないと思っていたのです。た

だ、お言葉を下さい。そして、わたしの僕

をなおしてください。 8わたしも権威の下

に服している者ですが、わたしの下にも兵

卒がいまして、ひとりの者に『行け』と言

えば行き、ほかの者に『こい』と言えばき

ますし、また、僕に『これをせよ』と言え

ば、してくれるのです」。 9イエスはこれ

を聞いて非常に感心され、ついてきた群衆

の方に振り向いて言われた、「あなたがた

に言っておくが、これほどの信仰は、イス

ラエルの中でも見たことがない」。 10使に

きた者たちが家に帰ってみると、僕は元気

になっていた。 11そののち、間もなく、ナ

インという町へおいでになったが、弟子た

ちや大ぜいの群衆も一緒に行った。 12町の

門に近づかれると、ちょうど、あるやもめ

にとってひとりむすこであった者が死んだ

ので、葬りに出すところであった。大ぜい

の町の人たちが、その母につきそっていた

。 13主はこの婦人を見て深い同情を寄せら

れ、「泣かないでいなさい」と言われた。

14そして近寄って棺に手をかけられると、

かついでいる者たちが立ち止まったので、

「若者よ、さあ、起きなさい」と言われた

。 15すると、死人が起き上がって物を言い

出した。イエスは彼をその母にお渡しにな

った。 16人々はみな恐れをいだき、「大預

言者がわたしたちの間に現れた」、また、

「神はその民を顧みてくださった」と言っ

て、神をほめたたえた。 17イエスについて

のこの話は、ユダヤ全土およびその附近の

いたる所にひろまった。 18ヨハネの弟子た

ちは、これらのことを全部彼に報告した。

するとヨハネは弟子の中からふたりの者を

呼んで、 19主のもとに送り、「『きたるべ

きかた』はあなたなのですか。それとも、

ほかにだれかを待つべきでしょうか」と尋

ねさせた。 20そこで、この人たちがイエス

のもとにきて言った、「わたしたちはバプ

テスマのヨハネからの使ですが、『きたる

べきかた』はあなたなのですか、それとも

、ほかにだれかを待つべきでしょうか、と

ヨハネが尋ねています」。 21そのとき、イ

エスはさまざまの病苦と悪霊とに悩む人々

をいやし、また多くの盲人を見えるように

しておられたが、 22答えて言われた、「行

って、あなたがたが見聞きしたことを、ヨ

ハネに報告しなさい。盲人は見え、足なえ

は歩き、らい病人はきよまり、耳しいは聞

え、死人は生きかえり、貧しい人々は福音

を聞かされている。 23わたしにつまずかな

い者は、さいわいである」。 24ヨハネの使

が行ってしまうと、イエスはヨハネのこと

を群衆に語りはじめられた、「あなたがた

は、何を見に荒野に出てきたのか。風に揺

らぐ葦であるか。 25では、何を見に出てき

たのか。柔らかい着物をまとった人か。き

らびやかに着かざって、ぜいたくに暮して

いる人々なら、宮殿にいる。 26では、何を

見に出てきたのか。預言者か。そうだ、あ

なたがたに言うが、預言者以上の者である

。 27『見よ、わたしは使をあなたの先につ



ルカの福音書 66

かわし、あなたの前に、道を整えさせるで

あろう』と書いてあるのは、この人のこと

である。 28あなたがたに言っておく。女の

産んだ者の中で、ヨハネより大きい人物は

いない。しかし、神の国で最も小さい者も

、彼よりは大きい。 29（これを聞いた民衆

は皆、また取税人たちも、ヨハネのバプテ

スマを受けて神の正しいことを認めた。 30

しかし、パリサイ人と律法学者たちとは彼

からバプテスマを受けないで、自分たちに

対する神のみこころを無にした。） 31だか

ら今の時代の人々を何に比べようか。彼ら

は何に似ているか。 32それは子供たちが広

場にすわって、互に呼びかけ、『わたした

ちが笛を吹いたのに、あなたたちは踊って

くれなかった。弔いの歌を歌ったのに、泣

いてくれなかった』と言うのに似ている。

33なぜなら、バプテスマのヨハネがきて、

パンを食べることも、ぶどう酒を飲むこと

もしないと、あなたがたは、あれは悪霊に

つかれているのだ、と言い、 34また人の子

がきて食べたり飲んだりしていると、見よ

、あれは食をむさぼる者、大酒を飲む者、

また取税人、罪人の仲間だ、と言う。 35し

かし、知恵の正しいことは、そのすべての

子が証明する」。 36あるパリサイ人がイエ

スに、食事を共にしたいと申し出たので、

そのパリサイ人の家にはいって食卓に着か

れた。 37するとそのとき、その町で罪の女

であったものが、パリサイ人の家で食卓に

着いておられることを聞いて、香油が入れ

てある石膏のつぼを持ってきて、 38泣きな

がら、イエスのうしろでその足もとに寄り

、まず涙でイエスの足をぬらし、自分の髪

の毛でぬぐい、そして、その足に接吻して

、香油を塗った。 39イエスを招いたパリサ

イ人がそれを見て、心の中で言った、「も

しこの人が預言者であるなら、自分にさわ

っている女がだれだか、どんな女かわかる

はずだ。それは罪の女なのだから」。 40そ

こでイエスは彼にむかって言われた、「シ

モン、あなたに言うことがある」。彼は「

先生、おっしゃってください」と言った。

41イエスが言われた、「ある金貸しに金を

かりた人がふたりいたが、ひとりは五百デ

ナリ、もうひとりは五十デナリを借りてい

た。 42ところが、返すことができなかった

ので、彼はふたり共ゆるしてやった。この

ふたりのうちで、どちらが彼を多く愛する

だろうか」。 43シモンが答えて言った、「

多くゆるしてもらったほうだと思います」

。イエスが言われた、「あなたの判断は正

しい」。 44それから女の方に振り向いて、

シモンに言われた、「この女を見ないか。

わたしがあなたの家にはいってきた時に、

あなたは足を洗う水をくれなかった。とこ

ろが、この女は涙でわたしの足をぬらし、

髪の毛でふいてくれた。 45あなたはわたし

に接吻をしてくれなかったが、彼女はわた

しが家にはいった時から、わたしの足に接

吻をしてやまなかった。 46あなたはわたし

の頭に油を塗ってくれなかったが、彼女は

わたしの足に香油を塗ってくれた。 47それ

であなたに言うが、この女は多く愛したか

ら、その多くの罪はゆるされているのであ

る。少しだけゆるされた者は、少しだけし

か愛さない」。 48そして女に、「あなたの

罪はゆるされた」と言われた。 49すると同

席の者たちが心の中で言いはじめた、「罪

をゆるすことさえするこの人は、いったい

、何者だろう」。 50しかし、イエスは女に

むかって言われた、「あなたの信仰があな

たを救ったのです。安心して行きなさい」

。

8そののちイエスは、神の国の福音を説き
また伝えながら、町々村々を巡回し続け

られたが、十二弟子もお供をした。 2また

悪霊を追い出され病気をいやされた数名の

婦人たち、すなわち、七つの悪霊を追い出

してもらったマグダラと呼ばれるマリヤ、

3ヘロデの家令クーザの妻ヨハンナ、スザン

ナ、そのほか多くの婦人たちも一緒にいて

、自分たちの持ち物をもって一行に奉仕し

た。 4さて、大ぜいの群衆が集まり、その

上、町々からの人たちがイエスのところに

、ぞくぞくと押し寄せてきたので、一つの

譬で話をされた、 5「種まきが種をまきに

出て行った。まいているうちに、ある種は
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道ばたに落ち、踏みつけられ、そして空の

鳥に食べられてしまった。 6ほかの種は岩

の上に落ち、はえはしたが水気がないので

枯れてしまった。 7ほかの種は、いばらの

間に落ちたので、いばらも一緒に茂ってき

て、それをふさいでしまった。 8ところが

、ほかの種は良い地に落ちたので、はえ育

って百倍もの実を結んだ」。こう語られた

のち、声をあげて「聞く耳のある者は聞く

がよい」と言われた。 9弟子たちは、この

譬はどういう意味でしょうか、とイエスに

質問した。 10そこで言われた、「あなたが

たには、神の国の奥義を知ることが許され

ているが、ほかの人たちには、見ても見え

ず、聞いても悟られないために、譬で話す

のである。 11この譬はこういう意味である

。種は神の言である。 12道ばたに落ちたの

は、聞いたのち、信じることも救われるこ

ともないように、悪魔によってその心から

御言が奪い取られる人たちのことである。

13岩の上に落ちたのは、御言を聞いた時に

は喜んで受けいれるが、根が無いので、し

ばらくは信じていても、試錬の時が来ると

、信仰を捨てる人たちのことである。 14い

ばらの中に落ちたのは、聞いてから日を過

ごすうちに、生活の心づかいや富や快楽に

ふさがれて、実の熟するまでにならない人

たちのことである。 15良い地に落ちたのは

、御言を聞いたのち、これを正しい良い心

でしっかりと守り、耐え忍んで実を結ぶに

至る人たちのことである。 16だれもあかり

をともして、それを何かの器でおおいかぶ

せたり、寝台の下に置いたりはしない。燭

台の上に置いて、はいって来る人たちに光

が見えるようにするのである。 17隠されて

いるもので、あらわにならないものはなく

、秘密にされているもので、ついには知ら

れ、明るみに出されないものはない。 18だ

から、どう聞くかに注意するがよい。持っ

ている人は更に与えられ、持っていない人

は、持っていると思っているものまでも、

取り上げられるであろう」。 19さて、イエ

スの母と兄弟たちとがイエスのところにき

たが、群衆のためそば近くに行くことがで

きなかった。 20それで、だれかが「あなた

の母上と兄弟がたが、お目にかかろうと思

って、外に立っておられます」と取次いだ

。 21するとイエスは人々にむかって言われ

た、「神の御言を聞いて行う者こそ、わた

しの母、わたしの兄弟なのである」。 22あ

る日のこと、イエスは弟子たちと舟に乗り

込み、「湖の向こう岸へ渡ろう」と言われ

たので、一同が船出した。 23渡って行く間

に、イエスは眠ってしまわれた。すると突

風が湖に吹きおろしてきたので、彼らは水

をかぶって危険になった。 24そこで、みそ

ばに寄ってきてイエスを起し、「先生、先

生、わたしたちは死にそうです」と言った

。イエスは起き上がって、風と荒浪とをお

しかりになると、止んでなぎになった。 25

イエスは彼らに言われた、「あなたがたの

信仰は、どこにあるのか」。彼らは恐れ驚

いて互に言い合った、「いったい、このか

たはだれだろう。お命じになると、風も水

も従うとは」。 26それから、彼らはガリラ

ヤの対岸、ゲラサ人の地に渡った。 27陸に

あがられると、その町の人で、悪霊につか

れて長いあいだ着物も着ず、家に居つかな

いで墓場にばかりいた人に、出会われた。

28この人がイエスを見て叫び出し、みまえ

にひれ伏して大声で言った、「いと高き神

の子イエスよ、あなたはわたしとなんの係

わりがあるのです。お願いです、わたしを

苦しめないでください」。 29それは、イエ

スが汚れた霊に、その人から出て行け、と

お命じになったからである。というのは、

悪霊が何度も彼をひき捕えたので、彼は鎖

と足かせとでつながれて看視されていたが

、それを断ち切っては悪霊によって荒野へ

追いやられていたのである。 30イエスは彼

に「なんという名前か」とお尋ねになると

、「レギオンと言います」と答えた。彼の

中にたくさんの悪霊がはいり込んでいたか

らである。 31悪霊どもは、底知れぬ所に落

ちて行くことを自分たちにお命じにならぬ

ようにと、イエスに願いつづけた。 (Abyssos

g12) 32ところが、そこの山べにおびただし

い豚の群れが飼ってあったので、その豚の
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中へはいることを許していただきたいと、

悪霊どもが願い出た。イエスはそれをお許

しになった。 33そこで悪霊どもは、その人

から出て豚の中へはいり込んだ。するとそ

の群れは、がけから湖へなだれを打って駆

け下り、おぼれ死んでしまった。 34飼う者

たちは、この出来事を見て逃げ出して、町

や村里にふれまわった。 35人々はこの出来

事を見に出てきた。そして、イエスのとこ

ろにきて、悪霊を追い出してもらった人が

着物を着て、正気になってイエスの足もと

にすわっているのを見て、恐れた。 36それ

を見た人たちは、この悪霊につかれていた

者が救われた次第を、彼らに語り聞かせた

。 37それから、ゲラサの地方の民衆はこぞ

って、自分たちの所から立ち去ってくださ

るようにとイエスに頼んだ。彼らが非常な

恐怖に襲われていたからである。そこで、

イエスは舟に乗って帰りかけられた。 38悪

霊を追い出してもらった人は、お供をした

いと、しきりに願ったが、イエスはこう言

って彼をお帰しになった。 39「家へ帰って

、神があなたにどんなに大きなことをして

くださったか、語り聞かせなさい」。そこ

で彼は立ち去って、自分にイエスがして下

さったことを、ことごとく町中に言いひろ

めた。 40イエスが帰ってこられると、群衆

は喜び迎えた。みんながイエスを待ちうけ

ていたのである。 41するとそこに、ヤイロ

という名の人がきた。この人は会堂司であ

った。イエスの足もとにひれ伏して、自分

の家においでくださるようにと、しきりに

願った。 42彼に十二歳ばかりになるひとり

娘があったが、死にかけていた。ところが

、イエスが出て行かれる途中、群衆が押し

迫ってきた。 43ここに、十二年間も長血を

わずらっていて、医者のために自分の身代

をみな使い果してしまったが、だれにもな

おしてもらえなかった女がいた。 44この女

がうしろから近寄ってみ衣のふさにさわっ

たところ、その長血がたちまち止まってし

まった。 45イエスは言われた、「わたしに

さわったのは、だれか」。人々はみな自分

ではないと言ったので、ペテロが「先生、

群衆があなたを取り囲んで、ひしめき合っ

ているのです」と答えた。 46しかしイエス

は言われた、「だれかがわたしにさわった

。力がわたしから出て行ったのを感じたの

だ」。 47女は隠しきれないのを知って、震

えながら進み出て、みまえにひれ伏し、イ

エスにさわった訳と、さわるとたちまちな

おったこととを、みんなの前で話した。 48

そこでイエスが女に言われた、「娘よ、あ

なたの信仰があなたを救ったのです。安心

して行きなさい」。 49イエスがまだ話して

おられるうちに、会堂司の家から人がきて

、「お嬢さんはなくなられました。この上

、先生を煩わすには及びません」と言った

。 50しかしイエスはこれを聞いて会堂司に

むかって言われた、「恐れることはない。

ただ信じなさい。娘は助かるのだ」。 51そ

れから家にはいられるとき、ペテロ、ヨハ

ネ、ヤコブおよびその子の父母のほかは、

だれも一緒にはいって来ることをお許しに

ならなかった。 52人々はみな、娘のために

泣き悲しんでいた。イエスは言われた、「

泣くな、娘は死んだのではない。眠ってい

るだけである」。 53人々は娘が死んだこと

を知っていたので、イエスをあざ笑った。

54イエスは娘の手を取って、呼びかけて言

われた、「娘よ、起きなさい」。 55すると

その霊がもどってきて、娘は即座に立ち上

がった。イエスは何か食べ物を与えるよう

に、さしずをされた。 56両親は驚いてしま

った。イエスはこの出来事をだれにも話さ

ないようにと、彼らに命じられた。

9それからイエスは十二弟子を呼び集めて
、彼らにすべての悪霊を制し、病気をい

やす力と権威とをお授けになった。 2また

神の国を宣べ伝え、かつ病気をなおすため

につかわして 3言われた、「旅のために何

も携えるな。つえも袋もパンも銭も持たず

、また下着も二枚は持つな。 4また、どこ

かの家にはいったら、そこに留まっておれ

。そしてそこから出かけることにしなさい

。 5だれもあなたがたを迎えるものがいな

かったら、その町を出て行くとき、彼らに

対する抗議のしるしに、足からちりを払い
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落しなさい」。 6弟子たちは出て行って、

村々を巡り歩き、いたる所で福音を宣べ伝

え、また病気をいやした。 7さて、領主ヘ

ロデはいろいろな出来事を耳にして、あわ

て惑っていた。それは、ある人たちは、ヨ

ハネが死人の中からよみがえったと言い、

8またある人たちは、エリヤが現れたと言い

、またほかの人たちは、昔の預言者のひと

りが復活したのだと言っていたからである

。 9そこでヘロデが言った、「ヨハネはわ

たしがすでに首を切ったのだが、こうして

うわさされているこの人は、いったい、だ

れなのだろう」。そしてイエスに会ってみ

ようと思っていた。 10使徒たちは帰ってき

て、自分たちのしたことをすべてイエスに

話した。それからイエスは彼らを連れて、

ベツサイダという町へひそかに退かれた。

11ところが群衆がそれと知って、ついてき

たので、これを迎えて神の国のことを語り

聞かせ、また治療を要する人たちをいやさ

れた。 12それから日が傾きかけたので、十

二弟子がイエスのもとにきて言った、「群

衆を解散して、まわりの村々や部落へ行っ

て宿を取り、食物を手にいれるようにさせ

てください。わたしたちはこんな寂しい所

にきているのですから」。 13しかしイエス

は言われた、「あなたがたの手で食物をや

りなさい」。彼らは言った、「わたしたち

にはパン五つと魚二ひきしかありません、

この大ぜいの人のために食物を買いに行く

かしなければ」。 14というのは、男が五千

人ばかりもいたからである。しかしイエス

は弟子たちに言われた、「人々をおおよそ

五十人ずつの組にして、すわらせなさい」

。 15彼らはそのとおりにして、みんなをす

わらせた。 16イエスは五つのパンと二ひき

の魚とを手に取り、天を仰いでそれを祝福

してさき、弟子たちにわたして群衆に配ら

せた。 17みんなの者は食べて満腹した。そ

して、その余りくずを集めたら、十二かご

あった。 18イエスがひとりで祈っておられ

たとき、弟子たちが近くにいたので、彼ら

に尋ねて言われた、「群衆はわたしをだれ

と言っているか」。 19彼らは答えて言った

、「バプテスマのヨハネだと、言っていま

す。しかしほかの人たちは、エリヤだと言

い、また昔の預言者のひとりが復活したの

だと、言っている者もあります」。 20彼ら

に言われた、「それでは、あなたがたはわ

たしをだれと言うか」。ペテロが答えて言

った、「神のキリストです」。 21イエスは

彼らを戒め、この事をだれにも言うなと命

じ、そして言われた、 22「人の子は必ず多

くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学

者たちに捨てられ、また殺され、そして三

日目によみがえる」。 23それから、みんな

の者に言われた、「だれでもわたしについ

てきたいと思うなら、自分を捨て、日々自

分の十字架を負うて、わたしに従ってきな

さい。 24自分の命を救おうと思う者はそれ

を失い、わたしのために自分の命を失う者

は、それを救うであろう。 25人が全世界を

もうけても、自分自身を失いまたは損した

ら、なんの得になろうか。 26わたしとわた

しの言葉とを恥じる者に対しては、人の子

もまた、自分の栄光と、父と聖なる御使と

の栄光のうちに現れて来るとき、その者を

恥じるであろう。 27よく聞いておくがよい

、神の国を見るまでは、死を味わわない者

が、ここに立っている者の中にいる」。 28

これらのことを話された後、八日ほどたっ

てから、イエスはペテロ、ヨハネ、ヤコブ

を連れて、祈るために山に登られた。 29祈

っておられる間に、み顔の様が変り、み衣

がまばゆいほどに白く輝いた。 30すると見

よ、ふたりの人がイエスと語り合っていた

。それはモーセとエリヤであったが、 31栄

光の中に現れて、イエスがエルサレムで遂

げようとする最後のことについて話してい

たのである。 32ペテロとその仲間の者たち

とは熟睡していたが、目をさますと、イエ

スの栄光の姿と、共に立っているふたりの

人とを見た。 33このふたりがイエスを離れ

去ろうとしたとき、ペテロは自分が何を言

っているのかわからないで、イエスに言っ

た、「先生、わたしたちがここにいるのは

、すばらしいことです。それで、わたした

ちは小屋を三つ建てましょう。一つはあな
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たのために、一つはモーセのために、一つ

はエリヤのために」。 34彼がこう言ってい

る間に、雲がわき起って彼らをおおいはじ

めた。そしてその雲に囲まれたとき、彼ら

は恐れた。 35すると雲の中から声があった

、「これはわたしの子、わたしの選んだ者

である。これに聞け」。 36そして声が止ん

だとき、イエスがひとりだけになっておら

れた。弟子たちは沈黙を守って、自分たち

が見たことについては、そのころだれにも

話さなかった。 37翌日、一同が山を降りて

来ると、大ぜいの群衆がイエスを出迎えた

。 38すると突然、ある人が群衆の中から大

声をあげて言った、「先生、お願いです。

わたしのむすこを見てやってください。こ

の子はわたしのひとりむすこですが、 39霊

が取りつきますと、彼は急に叫び出すので

す。それから、霊は彼をひきつけさせて、

あわを吹かせ、彼を弱り果てさせて、なか

なか出て行かないのです。 40それで、お弟

子たちに、この霊を追い出してくださるよ

うに願いましたが、できませんでした」。

41イエスは答えて言われた、「ああ、なん

という不信仰な、曲った時代であろう。い

つまで、わたしはあなたがたと一緒におら

れようか、またあなたがたに我慢ができよ

うか。あなたの子をここに連れてきなさい

」。 42ところが、その子がイエスのところ

に来る時にも、悪霊が彼を引き倒して、引

きつけさせた。イエスはこの汚れた霊をし

かりつけ、その子供をいやして、父親にお

渡しになった。 43人々はみな、神の偉大な

力に非常に驚いた。みんなの者がイエスの

しておられた数々の事を不思議に思ってい

ると、弟子たちに言われた、 44「あなたが

たはこの言葉を耳におさめて置きなさい。

人の子は人々の手に渡されようとしている

」。 45しかし、彼らはなんのことかわから

なかった。それが彼らに隠されていて、悟

ることができなかったのである。また彼ら

はそのことについて尋ねるのを恐れていた

。 46弟子たちの間に、彼らのうちでだれが

いちばん偉いだろうかということで、議論

がはじまった。 47イエスは彼らの心の思い

を見抜き、ひとりの幼な子を取りあげて自

分のそばに立たせ、彼らに言われた、 48「

だれでもこの幼な子をわたしの名のゆえに

受けいれる者は、わたしを受けいれるので

ある。そしてわたしを受けいれる者は、わ

たしをおつかわしになったかたを受けいれ

るのである。あなたがたみんなの中でいち

ばん小さい者こそ、大きいのである」。 49

するとヨハネが答えて言った、「先生、わ

たしたちはある人があなたの名を使って悪

霊を追い出しているのを見ましたが、その

人はわたしたちの仲間でないので、やめさ

せました」。 50イエスは彼に言われた、「

やめさせないがよい。あなたがたに反対し

ない者は、あなたがたの味方なのである」

。 51さて、イエスが天に上げられる日が近

づいたので、エルサレムへ行こうと決意し

て、その方へ顔をむけられ、 52自分に先立

って使者たちをおつかわしになった。そし

て彼らがサマリヤ人の村へはいって行き、

イエスのために準備をしようとしたところ

、 53村人は、エルサレムへむかって進んで

行かれるというので、イエスを歓迎しよう

とはしなかった。 54弟子のヤコブとヨハネ

とはそれを見て言った、「主よ、いかがで

しょう。彼らを焼き払ってしまうように、

天から火をよび求めましょうか」。 55イエ

スは振りかえって、彼らをおしかりになっ

た。 56そして一同はほかの村へ行った。 57

道を進んで行くと、ある人がイエスに言っ

た、「あなたがおいでになる所ならどこへ

でも従ってまいります」。 58イエスはその

人に言われた、「きつねには穴があり、空

の鳥には巣がある。しかし、人の子にはま

くらする所がない」。 59またほかの人に、

「わたしに従ってきなさい」と言われた。

するとその人が言った、「まず、父を葬り

に行かせてください」。 60彼に言われた、

「その死人を葬ることは、死人に任せてお

くがよい。あなたは、出て行って神の国を

告げひろめなさい」。 61またほかの人が言

った、「主よ、従ってまいりますが、まず

家の者に別れを言いに行かせてください」

。 62イエスは言われた、「手をすきにかけ
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てから、うしろを見る者は、神の国にふさ

わしくないものである」。

10その後、主は別に七十二人を選び、行
こうとしておられたすべての町や村へ

、ふたりずつ先におつかわしになった。 2

そのとき、彼らに言われた、「収穫は多い

が、働き人が少ない。だから、収穫の主に

願って、その収穫のために働き人を送り出

すようにしてもらいなさい。 3さあ、行き

なさい。わたしがあなたがたをつかわすの

は、小羊をおおかみの中に送るようなもの

である。 4財布も袋もくつも持って行くな

。だれにも道であいさつするな。 5どこか

の家にはいったら、まず『平安がこの家に

あるように』と言いなさい。 6もし平安の

子がそこにおれば、あなたがたの祈る平安

はその人の上にとどまるであろう。もしそ

うでなかったら、それはあなたがたの上に

帰って来るであろう。 7それで、その同じ

家に留まっていて、家の人が出してくれる

ものを飲み食いしなさい。働き人がその報

いを得るのは当然である。家から家へと渡

り歩くな。 8どの町へはいっても、人々が

あなたがたを迎えてくれるなら、前に出さ

れるものを食べなさい。 9そして、その町

にいる病人をいやしてやり、『神の国はあ

なたがたに近づいた』と言いなさい。 10し

かし、どの町へはいっても、人々があなた

がたを迎えない場合には、大通りに出て行

って言いなさい、 11『わたしたちの足につ

いているこの町のちりも、ぬぐい捨てて行

く。しかし、神の国が近づいたことは、承

知しているがよい』。 12あなたがたに言っ

ておく。その日には、この町よりもソドム

の方が耐えやすいであろう。 13わざわいだ

、コラジンよ。わざわいだ、ベツサイダよ

。おまえたちの中でなされた力あるわざが

、もしツロとシドンでなされたなら、彼ら

はとうの昔に、荒布をまとい灰の中にすわ

って、悔い改めたであろう。 14しかし、さ

ばきの日には、ツロとシドンの方がおまえ

たちよりも、耐えやすいであろう。 15ああ

、カペナウムよ、おまえは天にまで上げら

れようとでもいうのか。黄泉にまで落され

るであろう。 (Hadēs g86) 16あなたがたに聞き

従う者は、わたしに聞き従うのであり、あ

なたがたを拒む者は、わたしを拒むのであ

る。そしてわたしを拒む者は、わたしをお

つかわしになったかたを拒むのである」。

17七十二人が喜んで帰ってきて言った、「

主よ、あなたの名によっていたしますと、

悪霊までがわたしたちに服従します」。 18

彼らに言われた、「わたしはサタンが電光

のように天から落ちるのを見た。 19わたし

はあなたがたに、へびやさそりを踏みつけ

、敵のあらゆる力に打ち勝つ権威を授けた

。だから、あなたがたに害をおよぼす者は

まったく無いであろう。 20しかし、霊があ

なたがたに服従することを喜ぶな。むしろ

、あなたがたの名が天にしるされているこ

とを喜びなさい」。 21そのとき、イエスは

聖霊によって喜びあふれて言われた、「天

地の主なる父よ。あなたをほめたたえます

。これらの事を知恵のある者や賢い者に隠

して、幼な子にあらわしてくださいました

。父よ、これはまことに、みこころにかな

った事でした。 22すべての事は父からわた

しに任せられています。そして、子がだれ

であるかは、父のほか知っている者はあり

ません。また父がだれであるかは、子と、

父をあらわそうとして子が選んだ者とのほ

か、だれも知っている者はいません」。 23

それから弟子たちの方に振りむいて、ひそ

かに言われた、「あなたがたが見ているこ

とを見る目は、さいわいである。 24あなた

がたに言っておく。多くの預言者や王たち

も、あなたがたの見ていることを見ようと

したが、見ることができず、あなたがたの

聞いていることを聞こうとしたが、聞けな

かったのである」。 25するとそこへ、ある

律法学者が現れ、イエスを試みようとして

言った、「先生、何をしたら永遠の生命が

受けられましょうか」。 (aiōnios g166) 26彼に

言われた、「律法にはなんと書いてあるか

。あなたはどう読むか」。 27彼は答えて言

った、「『心をつくし、精神をつくし、力

をつくし、思いをつくして、主なるあなた

の神を愛せよ』。また、『自分を愛するよ
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うに、あなたの隣り人を愛せよ』とありま

す」。 28彼に言われた、「あなたの答は正

しい。そのとおり行いなさい。そうすれば

、いのちが得られる」。 29すると彼は自分

の立場を弁護しようと思って、イエスに言

った、「では、わたしの隣り人とはだれの

ことですか」。 30イエスが答えて言われた

、「ある人がエルサレムからエリコに下っ

て行く途中、強盗どもが彼を襲い、その着

物をはぎ取り、傷を負わせ、半殺しにした

まま、逃げ去った。 31するとたまたま、ひ

とりの祭司がその道を下ってきたが、この

人を見ると、向こう側を通って行った。 32

同様に、レビ人もこの場所にさしかかって

きたが、彼を見ると向こう側を通って行っ

た。 33ところが、あるサマリヤ人が旅をし

てこの人のところを通りかかり、彼を見て

気の毒に思い、 34近寄ってきてその傷にオ

リブ油とぶどう酒とを注いでほうたいをし

てやり、自分の家畜に乗せ、宿屋に連れて

行って介抱した。 35翌日、デナリ二つを取

り出して宿屋の主人に手渡し、『この人を

見てやってください。費用がよけいにかか

ったら、帰りがけに、わたしが支払います

』と言った。 36この三人のうち、だれが強

盗に襲われた人の隣り人になったと思うか

」。 37彼が言った、「その人に慈悲深い行

いをした人です」。そこでイエスは言われ

た、「あなたも行って同じようにしなさい

」。 38一同が旅を続けているうちに、イエ

スがある村へはいられた。するとマルタと

いう名の女がイエスを家に迎え入れた。 39

この女にマリヤという妹がいたが、主の足

もとにすわって、御言に聞き入っていた。

40ところが、マルタは接待のことで忙がし

くて心をとりみだし、イエスのところにき

て言った、「主よ、妹がわたしだけに接待

をさせているのを、なんともお思いになり

ませんか。わたしの手伝いをするように妹

におっしゃってください」。 41主は答えて

言われた、「マルタよ、マルタよ、あなた

は多くのことに心を配って思いわずらって

いる。 42しかし、無くてならぬものは多く

はない。いや、一つだけである。マリヤは

その良い方を選んだのだ。そしてそれは、

彼女から取り去ってはならないものである

」。

11また、イエスはある所で祈っておられ
たが、それが終ったとき、弟子のひと

りが言った、「主よ、ヨハネがその弟子た

ちに教えたように、わたしたちにも祈るこ

とを教えてください」。 2そこで彼らに言

われた、「祈るときには、こう言いなさい

、『父よ、御名があがめられますように。

御国がきますように。 3わたしたちの日ご

との食物を、日々お与えください。 4わた

したちに負債のある者を皆ゆるしますから

、わたしたちの罪をもおゆるしください。

わたしたちを試みに会わせないでください

』」。 5そして彼らに言われた、「あなた

がたのうちのだれかに、友人があるとして

、その人のところへ真夜中に行き、『友よ

、パンを三つ貸してください。 6友だちが

旅先からわたしのところに着いたのですが

、何も出すものがありませんから』と言っ

た場合、 7彼は内から、『面倒をかけない

でくれ。もう戸は締めてしまったし、子供

たちもわたしと一緒に床にはいっているの

で、いま起きて何もあげるわけにはいかな

い』と言うであろう。 8しかし、よく聞き

なさい、友人だからというのでは起きて与

えないが、しきりに願うので、起き上がっ

て必要なものを出してくれるであろう。 9

そこでわたしはあなたがたに言う。求めよ

、そうすれば、与えられるであろう。捜せ

、そうすれば見いだすであろう。門をたた

け、そうすれば、あけてもらえるであろう

。 10すべて求める者は得、捜す者は見いだ

し、門をたたく者はあけてもらえるからで

ある。 11あなたがたのうちで、父であるも

のは、その子が魚を求めるのに、魚の代り

にへびを与えるだろうか。 12卵を求めるの

に、さそりを与えるだろうか。 13このよう

に、あなたがたは悪い者であっても、自分

の子供には、良い贈り物をすることを知っ

ているとすれば、天の父はなおさら、求め

て来る者に聖霊を下さらないことがあろう

か」。 14さて、イエスが悪霊を追い出して
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おられた。それは、おしの霊であった。悪

霊が出て行くと、おしが物を言うようにな

ったので、群衆は不思議に思った。 15その

中のある人々が、「彼は悪霊のかしらベル

ゼブルによって、悪霊どもを追い出してい

るのだ」と言い、 16またほかの人々は、イ

エスを試みようとして、天からのしるしを

求めた。 17しかしイエスは、彼らの思いを

見抜いて言われた、「おおよそ国が内部で

分裂すれば自滅してしまい、また家が分れ

争えば倒れてしまう。 18そこでサタンも内

部で分裂すれば、その国はどうして立ち行

けよう。あなたがたはわたしがベルゼブル

によって悪霊を追い出していると言うが、

19もしわたしがベルゼブルによって悪霊を

追い出すとすれば、あなたがたの仲間はだ

れによって追い出すのであろうか。だから

、彼らがあなたがたをさばく者となるであ

ろう。 20しかし、わたしが神の指によって

悪霊を追い出しているのなら、神の国はす

でにあなたがたのところにきたのである。

21強い人が十分に武装して自分の邸宅を守

っている限り、その持ち物は安全である。

22しかし、もっと強い者が襲ってきて彼に

打ち勝てば、その頼みにしていた武具を奪

って、その分捕品を分けるのである。 23わ

たしの味方でない者は、わたしに反対する

ものであり、わたしと共に集めない者は、

散らすものである。 24汚れた霊が人から出

ると、休み場を求めて水の無い所を歩きま

わるが、見つからないので、出てきた元の

家に帰ろうと言って、 25帰って見ると、そ

の家はそうじがしてある上、飾りつけがし

てあった。 26そこでまた出て行って、自分

以上に悪い他の七つの霊を引き連れてきて

中にはいり、そこに住み込む。そうすると

、その人の後の状態は初めよりももっと悪

くなるのである」。 27イエスがこう話して

おられるとき、群衆の中からひとりの女が

声を張りあげて言った、「あなたを宿した

胎、あなたが吸われた乳房は、なんとめぐ

まれていることでしょう」。 28しかしイエ

スは言われた、「いや、めぐまれているの

は、むしろ、神の言を聞いてそれを守る人

たちである」。 29さて群衆が群がり集まっ

たので、イエスは語り出された、「この時

代は邪悪な時代である。それはしるしを求

めるが、ヨナのしるしのほかには、なんの

しるしも与えられないであろう。 30という

のは、ニネベの人々に対してヨナがしるし

となったように、人の子もこの時代に対し

てしるしとなるであろう。 31南の女王が、

今の時代の人々と共にさばきの場に立って

、彼らを罪に定めるであろう。なぜなら、

彼女はソロモンの知恵を聞くために、地の

果からはるばるきたからである。しかし見

よ、ソロモンにまさる者がここにいる。 32

ニネベの人々が、今の時代の人々と共にさ

ばきの場に立って、彼らを罪に定めるであ

ろう。なぜなら、ニネベの人々はヨナの宣

教によって悔い改めたからである。しかし

見よ、ヨナにまさる者がここにいる。 33だ

れもあかりをともして、それを穴倉の中や

枡の下に置くことはしない。むしろはいっ

て来る人たちに、そのあかりが見えるよう

に、燭台の上におく。 34あなたの目は、か

らだのあかりである。あなたの目が澄んで

おれば、全身も明るいが、目がわるければ

、からだも暗い。 35だから、あなたの内な

る光が暗くならないように注意しなさい。

36もし、あなたのからだ全体が明るくて、

暗い部分が少しもなければ、ちょうど、あ

かりが輝いてあなたを照す時のように、全

身が明るくなるであろう」。 37イエスが語

っておられた時、あるパリサイ人が、自分

の家で食事をしていただきたいと申し出た

ので、はいって食卓につかれた。 38ところ

が、食前にまず洗うことをなさらなかった

のを見て、そのパリサイ人が不思議に思っ

た。 39そこで主は彼に言われた、「いった

い、あなたがたパリサイ人は、杯や盆の外

側をきよめるが、あなたがたの内側は貪欲

と邪悪とで満ちている。 40愚かな者たちよ

、外側を造ったかたは、また内側も造られ

たではないか。 41ただ、内側にあるものを

きよめなさい。そうすれば、いっさいがあ

なたがたにとって、清いものとなる。 42し

かし、あなた方パリサイ人は、わざわいで
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ある。はっか、うん香、あらゆる野菜など

の十分の一を宮に納めておりながら、義と

神に対する愛とをなおざりにしている。そ

れもなおざりにはできないが、これは行わ

ねばならない。 43あなたがたパリサイ人は

、わざわいである。会堂の上席や広場での

敬礼を好んでいる。 44あなたがたは、わざ

わいである。人目につかない墓のようなも

のである。その上を歩いても人々は気づか

ないでいる」。 45ひとりの律法学者がイエ

スに答えて言った、「先生、そんなことを

言われるのは、わたしたちまでも侮辱する

ことです」。 46そこで言われた、「あなた

がた律法学者も、わざわいである。負い切

れない重荷を人に負わせながら、自分では

その荷に指一本でも触れようとしない。 47

あなたがたは、わざわいである。預言者た

ちの碑を建てるが、しかし彼らを殺したの

は、あなたがたの先祖であったのだ。 48だ

から、あなたがたは、自分の先祖のしわざ

に同意する証人なのだ。先祖が彼らを殺し

、あなたがたがその碑を建てるのだから。

49それゆえに、『神の知恵』も言っている

、『わたしは預言者と使徒とを彼らにつか

わすが、彼らはそのうちのある者を殺した

り、迫害したりするであろう』。 50それで

、アベルの血から祭壇と神殿との間で殺さ

れたザカリヤの血に至るまで、世の初めか

ら流されてきたすべての預言者の血につい

て、この時代がその責任を問われる。 51そ

うだ、あなたがたに言っておく、この時代

がその責任を問われるであろう。 52あなた

がた律法学者は、わざわいである。知識の

かぎを取りあげて、自分がはいらないばか

りか、はいろうとする人たちを妨げてきた

」。 53イエスがそこを出て行かれると、律

法学者やパリサイ人は、激しく詰め寄り、

いろいろな事を問いかけて、 54イエスの口

から何か言いがかりを得ようと、ねらいは

じめた。

12その間に、おびただしい群衆が、互に
踏み合うほどに群がってきたが、イエ

スはまず弟子たちに語りはじめられた、「

パリサイ人のパン種、すなわち彼らの偽善

に気をつけなさい。 2おおいかぶされたも

ので、現れてこないものはなく、隠れてい

るもので、知られてこないものはない。 3

だから、あなたがたが暗やみで言ったこと

は、なんでもみな明るみで聞かれ、密室で

耳にささやいたことは、屋根の上で言いひ

ろめられるであろう。 4そこでわたしの友

であるあなたがたに言うが、からだを殺し

ても、そのあとでそれ以上なにもできない

者どもを恐れるな。 5恐るべき者がだれで

あるか、教えてあげよう。殺したあとで、

更に地獄に投げ込む権威のあるかたを恐れ

なさい。そうだ、あなたがたに言っておく

が、そのかたを恐れなさい。 (Geenna g1067) 6

五羽のすずめは二アサリオンで売られてい

るではないか。しかも、その一羽も神のみ

まえで忘れられてはいない。 7その上、あ

なたがたの頭の毛までも、みな数えられて

いる。恐れることはない。あなたがたは多

くのすずめよりも、まさった者である。 8

そこで、あなたがたに言う。だれでも人の

前でわたしを受けいれる者を、人の子も神

の使たちの前で受けいれるであろう。 9し

かし、人の前でわたしを拒む者は、神の使

たちの前で拒まれるであろう。 10また、人

の子に言い逆らう者はゆるされるであろう

が、聖霊をけがす者は、ゆるされることは

ない。 11あなたがたが会堂や役人や高官の

前へひっぱられて行った場合には、何をど

う弁明しようか、何を言おうかと心配しな

いがよい。 12言うべきことは、聖霊がその

時に教えてくださるからである」。 13群衆

の中のひとりがイエスに言った、「先生、

わたしの兄弟に、遺産を分けてくれるよう

におっしゃってください」。 14彼に言われ

た、「人よ、だれがわたしをあなたがたの

裁判人または分配人に立てたのか」。 15そ

れから人々にむかって言われた、「あらゆ

る貪欲に対してよくよく警戒しなさい。た

といたくさんの物を持っていても、人のい

のちは、持ち物にはよらないのである」。

16そこで一つの譬を語られた、「ある金持

の畑が豊作であった。 17そこで彼は心の中

で、『どうしようか、わたしの作物をしま
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っておく所がないのだが』と思いめぐらし

て 18言った、『こうしよう。わたしの倉を

取りこわし、もっと大きいのを建てて、そ

こに穀物や食糧を全部しまい込もう。 19そ

して自分の魂に言おう。たましいよ、おま

えには長年分の食糧がたくさんたくわえて

ある。さあ安心せよ、食え、飲め、楽しめ

』。 20すると神が彼に言われた、『愚かな

者よ、あなたの魂は今夜のうちにも取り去

られるであろう。そしたら、あなたが用意

した物は、だれのものになるのか』。 21自

分のために宝を積んで神に対して富まない

者は、これと同じである」。 22それから弟

子たちに言われた、「それだから、あなた

がたに言っておく。何を食べようかと、命

のことで思いわずらい、何を着ようかとか

らだのことで思いわずらうな。 23命は食物

にまさり、からだは着物にまさっている。

24からすのことを考えて見よ。まくことも

、刈ることもせず、また、納屋もなく倉も

ない。それだのに、神は彼らを養っていて

下さる。あなたがたは鳥よりも、はるかに

すぐれているではないか。 25あなたがたの

うち、だれが思いわずらったからとて、自

分の寿命をわずかでも延ばすことができよ

うか。 26そんな小さな事さえできないのに

、どうしてほかのことを思いわずらうのか

。 27野の花のことを考えて見るがよい。紡

ぎもせず、織りもしない。しかし、あなた

がたに言うが、栄華をきわめた時のソロモ

ンでさえ、この花の一つほどにも着飾って

はいなかった。 28きょうは野にあって、あ

すは炉に投げ入れられる草でさえ、神はこ

のように装って下さるのなら、あなたがた

に、それ以上よくしてくださらないはずが

あろうか。ああ、信仰の薄い者たちよ。 29

あなたがたも、何を食べ、何を飲もうかと

、あくせくするな、また気を使うな。 30こ

れらのものは皆、この世の異邦人が切に求

めているものである。あなたがたの父は、

これらのものがあなたがたに必要であるこ

とを、ご存じである。 31ただ、御国を求め

なさい。そうすれば、これらのものは添え

て与えられるであろう。 32恐れるな、小さ

い群れよ。御国を下さることは、あなたが

たの父のみこころなのである。 33自分の持

ち物を売って、施しなさい。自分のために

古びることのない財布をつくり、盗人も近

寄らず、虫も食い破らない天に、尽きるこ

とのない宝をたくわえなさい。 34あなたが

たの宝のある所には、心もあるからである

。 35腰に帯をしめ、あかりをともしていな

さい。 36主人が婚宴から帰ってきて戸をた

たくとき、すぐあけてあげようと待ってい

る人のようにしていなさい。 37主人が帰っ

てきたとき、目を覚しているのを見られる

僕たちは、さいわいである。よく言ってお

く。主人が帯をしめて僕たちを食卓につか

せ、進み寄って給仕をしてくれるであろう

。 38主人が夜中ごろ、あるいは夜明けごろ

に帰ってきても、そうしているのを見られ

るなら、その人たちはさいわいである。 39

このことを、わきまえているがよい。家の

主人は、盗賊がいつごろ来るかわかってい

るなら、自分の家に押し入らせはしないで

あろう。 40あなたがたも用意していなさい

。思いがけない時に人の子が来るからであ

る」。 41するとペテロが言った、「主よ、

この譬を話しておられるのはわたしたちの

ためなのですか。それとも、みんなの者の

ためなのですか」。 42そこで主が言われた

、「主人が、召使たちの上に立てて、時に

応じて定めの食事をそなえさせる忠実な思

慮深い家令は、いったいだれであろう。 43

主人が帰ってきたとき、そのようにつとめ

ているのを見られる僕は、さいわいである

。 44よく言っておくが、主人はその僕を立

てて自分の全財産を管理させるであろう。

45しかし、もしその僕が、主人の帰りがお

そいと心の中で思い、男女の召使たちを打

ちたたき、そして食べたり、飲んだりして

酔いはじめるならば、 46その僕の主人は思

いがけない日、気がつかない時に帰って来

るであろう。そして、彼を厳罰に処して、

不忠実なものたちと同じ目にあわせるであ

ろう。 47主人のこころを知っていながら、

それに従って用意もせず勤めもしなかった

僕は、多くむち打たれるであろう。 48しか
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し、知らずに打たれるようなことをした者

は、打たれ方が少ないだろう。多く与えら

れた者からは多く求められ、多く任せられ

た者からは更に多く要求されるのである。

49わたしは、火を地上に投じるためにきた

のだ。火がすでに燃えていたならと、わた

しはどんなに願っていることか。 50しかし

、わたしには受けねばならないバプテスマ

がある。そして、それを受けてしまうまで

は、わたしはどんなにか苦しい思いをする

ことであろう。 51あなたがたは、わたしが

平和をこの地上にもたらすためにきたと思

っているのか。あなたがたに言っておく。

そうではない。むしろ分裂である。 52とい

うのは、今から後は、一家の内で五人が相

分れて、三人はふたりに、ふたりは三人に

対立し、 53また父は子に、子は父に、母は

娘に、娘は母に、しゅうとめは嫁に、嫁は

しゅうとめに、対立するであろう」。 54イ

エスはまた群衆に対しても言われた、「あ

なたがたは、雲が西に起るのを見るとすぐ

、にわか雨がやって来る、と言う。果して

そのとおりになる。 55それから南風が吹く

と、暑つくなるだろう、と言う。果してそ

のとおりになる。 56偽善者よ、あなたがた

は天地の模様を見分けることを知りながら

、どうして今の時代を見分けることができ

ないのか。 57また、あなたがたは、なぜ正

しいことを自分で判断しないのか。 58たと

えば、あなたを訴える人と一緒に役人のと

ころへ行くときには、途中でその人と和解

するように努めるがよい。そうしないと、

その人はあなたを裁判官のところへひっぱ

って行き、裁判官はあなたを獄吏に引き渡

し、獄吏はあなたを獄に投げ込むであろう

。 59わたしは言って置く、最後の一レプタ

までも支払ってしまうまでは、決してそこ

から出て来ることはできない」。

13ちょうどその時、ある人々がきて、ピ
ラトがガリラヤ人たちの血を流し、そ

れを彼らの犠牲の血に混ぜたことを、イエ

スに知らせた。 2そこでイエスは答えて言

われた、「それらのガリラヤ人が、そのよ

うな災難にあったからといって、他のすべ

てのガリラヤ人以上に罪が深かったと思う

のか。 3あなたがたに言うが、そうではな

い。あなたがたも悔い改めなければ、みな

同じように滅びるであろう。 4また、シロ

アムの塔が倒れたためにおし殺されたあの

十八人は、エルサレムの他の全住民以上に

罪の負債があったと思うか。 5あなたがた

に言うが、そうではない。あなたがたも悔

い改めなければ、みな同じように滅びるで

あろう」。 6それから、この譬を語られた

、「ある人が自分のぶどう園にいちじくの

木を植えて置いたので、実を捜しにきたが

見つからなかった。 7そこで園丁に言った

、『わたしは三年間も実を求めて、このい

ちじくの木のところにきたのだが、いまだ

に見あたらない。その木を切り倒してしま

え。なんのために、土地をむだにふさがせ

て置くのか』。 8すると園丁は答えて言っ

た、『ご主人様、ことしも、そのままにし

て置いてください。そのまわりを掘って肥

料をやって見ますから。 9それで来年実が

なりましたら結構です。もしそれでもだめ

でしたら、切り倒してください』」。 10安

息日に、ある会堂で教えておられると、 11

そこに十八年間も病気の霊につかれ、かが

んだままで、からだを伸ばすことの全くで

きない女がいた。 12イエスはこの女を見て

、呼びよせ、「女よ、あなたの病気はなお

った」と言って、 13手をその上に置かれた

。すると立ちどころに、そのからだがまっ

すぐになり、そして神をたたえはじめた。

14ところが会堂司は、イエスが安息日に病

気をいやされたことを憤り、群衆にむかっ

て言った、「働くべき日は六日ある。その

間に、なおしてもらいにきなさい。安息日

にはいけない」。 15主はこれに答えて言わ

れた、「偽善者たちよ、あなたがたはだれ

でも、安息日であっても、自分の牛やろば

を家畜小屋から解いて、水を飲ませに引き

出してやるではないか。 16それなら、十八

年間もサタンに縛られていた、アブラハム

の娘であるこの女を、安息日であっても、

その束縛から解いてやるべきではなかった

か」。 17こう言われたので、イエスに反対
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していた人たちはみな恥じ入った。そして

群衆はこぞって、イエスがなされたすべて

のすばらしいみわざを見て喜んだ。 18そこ

で言われた、「神の国は何に似ているか。

またそれを何にたとえようか。 19一粒のか

らし種のようなものである。ある人がそれ

を取って庭にまくと、育って木となり、空

の鳥もその枝に宿るようになる」。 20また

言われた、「神の国を何にたとえようか。

21パン種のようなものである。女がそれを

取って三斗の粉の中に混ぜると、全体がふ

くらんでくる」。 22さてイエスは教えなが

ら町々村々を通り過ぎ、エルサレムへと旅

を続けられた。 23すると、ある人がイエス

に、「主よ、救われる人は少ないのですか

」と尋ねた。 24そこでイエスは人々にむか

って言われた、「狭い戸口からはいるよう

に努めなさい。事実、はいろうとしても、

はいれない人が多いのだから。 25家の主人

が立って戸を閉じてしまってから、あなた

がたが外に立ち戸をたたき始めて、『ご主

人様、どうぞあけてください』と言っても

、主人はそれに答えて、『あなたがたがど

こからきた人なのか、わたしは知らない』

と言うであろう。 26そのとき、『わたした

ちはあなたとご一緒に飲み食いしました。

また、あなたはわたしたちの大通りで教え

てくださいました』と言い出しても、 27彼

は、『あなたがたがどこからきた人なのか

、わたしは知らない。悪事を働く者どもよ

、みんな行ってしまえ』と言うであろう。

28あなたがたは、アブラハム、イサク、ヤ

コブやすべての預言者たちが、神の国には

いっているのに、自分たちは外に投げ出さ

れることになれば、そこで泣き叫んだり、

歯がみをしたりするであろう。 29それから

人々が、東から西から、また南から北から

きて、神の国で宴会の席につくであろう。

30こうしてあとのもので先になるものがあ

り、また、先のものであとになるものもあ

る」。 31ちょうどその時、あるパリサイ人

たちが、イエスに近寄ってきて言った、「

ここから出て行きなさい。ヘロデがあなた

を殺そうとしています」。 32そこで彼らに

言われた、「あのきつねのところへ行って

こう言え、『見よ、わたしはきょうもあす

も悪霊を追い出し、また、病気をいやし、

そして三日目にわざを終えるであろう。 33

しかし、きょうもあすも、またその次の日

も、わたしは進んで行かねばならない。預

言者がエルサレム以外の地で死ぬことは、

あり得ないからである』。 34ああ、エルサ

レム、エルサレム、預言者たちを殺し、お

まえにつかわされた人々を石で打ち殺す者

よ。ちょうどめんどりが翼の下にひなを集

めるように、わたしはおまえの子らを幾た

び集めようとしたことであろう。それだの

に、おまえたちは応じようとしなかった。

35見よ、おまえたちの家は見捨てられてし

まう。わたしは言って置く、『主の名によ

ってきたるものに、祝福あれ』とおまえた

ちが言う時の来るまでは、再びわたしに会

うことはないであろう」。

14ある安息日のこと、食事をするために
、あるパリサイ派のかしらの家にはい

って行かれたが、人々はイエスの様子をう

かがっていた。 2するとそこに、水腫をわ

ずらっている人が、みまえにいた。 3イエ

スは律法学者やパリサイ人たちにむかって

言われた、「安息日に人をいやすのは、正

しいことかどうか」。 4彼らは黙っていた

。そこでイエスはその人に手を置いていや

してやり、そしてお帰しになった。 5それ

から彼らに言われた、「あなたがたのうち

で、自分のむすこか牛が井戸に落ち込んだ

なら、安息日だからといって、すぐに引き

上げてやらない者がいるだろうか」。 6彼

らはこれに対して返す言葉がなかった。 7

客に招かれた者たちが上座を選んでいる様

子をごらんになって、彼らに一つの譬を語

られた。 8「婚宴に招かれたときには、上

座につくな。あるいは、あなたよりも身分

の高い人が招かれているかも知れない。 9

その場合、あなたとその人とを招いた者が

きて、『このかたに座を譲ってください』

と言うであろう。そのとき、あなたは恥じ

入って末座につくことになるであろう。 10

むしろ、招かれた場合には、末座に行って
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すわりなさい。そうすれば、招いてくれた

人がきて、『友よ、上座の方へお進みくだ

さい』と言うであろう。そのとき、あなた

は席を共にするみんなの前で、面目をほど

こすことになるであろう。 11おおよそ、自

分を高くする者は低くされ、自分を低くす

る者は高くされるであろう」。 12また、イ

エスは自分を招いた人に言われた、「午餐

または晩餐の席を設ける場合には、友人、

兄弟、親族、金持の隣り人などは呼ばぬが

よい。恐らく彼らもあなたを招きかえし、

それであなたは返礼を受けることになるか

ら。 13むしろ、宴会を催す場合には、貧乏

人、不具者、足なえ、盲人などを招くがよ

い。 14そうすれば、彼らは返礼ができない

から、あなたはさいわいになるであろう。

正しい人々の復活の際には、あなたは報い

られるであろう」。 15列席者のひとりがこ

れを聞いてイエスに「神の国で食事をする

人は、さいわいです」と言った。 16そこで

イエスが言われた、「ある人が盛大な晩餐

会を催して、大ぜいの人を招いた。 17晩餐

の時刻になったので、招いておいた人たち

のもとに僕を送って、『さあ、おいでくだ

さい。もう準備ができましたから』と言わ

せた。 18ところが、みんな一様に断りはじ

めた。最初の人は、『わたしは土地を買い

ましたので、行って見なければなりません

。どうぞ、おゆるしください』と言った。

19ほかの人は、『わたしは五対の牛を買い

ましたので、それをしらべに行くところで

す。どうぞ、おゆるしください』、 20もう

ひとりの人は、『わたしは妻をめとりまし

たので、参ることができません』と言った

。 21僕は帰ってきて、以上の事を主人に報

告した。すると家の主人はおこって僕に言

った、『いますぐに、町の大通りや小道へ

行って、貧乏人、不具者、盲人、足なえな

どを、ここへ連れてきなさい』。 22僕は言

った、『ご主人様、仰せのとおりにいたし

ましたが、まだ席がございます』。 23主人

が僕に言った、『道やかきねのあたりに出

て行って、この家がいっぱいになるように

、人々を無理やりにひっぱってきなさい。

24あなたがたに言って置くが、招かれた人

で、わたしの晩餐にあずかる者はひとりも

ないであろう』」。 25大ぜいの群衆がつい

てきたので、イエスは彼らの方に向いて言

われた、 26「だれでも、父、母、妻、子、

兄弟、姉妹、さらに自分の命までも捨てて

、わたしのもとに来るのでなければ、わた

しの弟子となることはできない。 27自分の

十字架を負うてわたしについて来るもので

なければ、わたしの弟子となることはでき

ない。 28あなたがたのうちで、だれかが邸

宅を建てようと思うなら、それを仕上げる

のに足りるだけの金を持っているかどうか

を見るため、まず、すわってその費用を計

算しないだろうか。 29そうしないと、土台

をすえただけで完成することができず、見

ているみんなの人が、 30『あの人は建てか

けたが、仕上げができなかった』と言って

あざ笑うようになろう。 31また、どんな王

でも、ほかの王と戦いを交えるために出て

行く場合には、まず座して、こちらの一万

人をもって、二万人を率いて向かって来る

敵に対抗できるかどうか、考えて見ないだ

ろうか。 32もし自分の力にあまれば、敵が

まだ遠くにいるうちに、使者を送って、和

を求めるであろう。 33それと同じように、

あなたがたのうちで、自分の財産をことご

とく捨て切るものでなくては、わたしの弟

子となることはできない。 34塩は良いもの

だ。しかし、塩もききめがなくなったら、

何によって塩味が取りもどされようか。 35

土にも肥料にも役立たず、外に投げ捨てら

れてしまう。聞く耳のあるものは聞くがよ

い」。

15さて、取税人や罪人たちが皆、イエス
の話を聞こうとして近寄ってきた。 2

するとパリサイ人や律法学者たちがつぶや

いて、「この人は罪人たちを迎えて一緒に

食事をしている」と言った。 3そこでイエ

スは彼らに、この譬をお話しになった、 4

「あなたがたのうちに、百匹の羊を持って

いる者がいたとする。その一匹がいなくな

ったら、九十九匹を野原に残しておいて、
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いなくなった一匹を見つけるまでは捜し歩

かないであろうか。 5そして見つけたら、

喜んでそれを自分の肩に乗せ、 6家に帰っ

てきて友人や隣り人を呼び集め、『わたし

と一緒に喜んでください。いなくなった羊

を見つけましたから』と言うであろう。 7

よく聞きなさい。それと同じように、罪人

がひとりでも悔い改めるなら、悔改めを必

要としない九十九人の正しい人のためにも

まさる大きいよろこびが、天にあるであろ

う。 8また、ある女が銀貨十枚を持ってい

て、もしその一枚をなくしたとすれば、彼

女はあかりをつけて家中を掃き、それを見

つけるまでは注意深く捜さないであろうか

。 9そして、見つけたなら、女友だちや近

所の女たちを呼び集めて、『わたしと一緒

に喜んでください。なくした銀貨が見つか

りましたから』と言うであろう。 10よく聞

きなさい。それと同じように、罪人がひと

りでも悔い改めるなら、神の御使たちの前

でよろこびがあるであろう」。 11また言わ

れた、「ある人に、ふたりのむすこがあっ

た。 12ところが、弟が父親に言った、『父

よ、あなたの財産のうちでわたしがいただ

く分をください』。そこで、父はその身代

をふたりに分けてやった。 13それから幾日

もたたないうちに、弟は自分のものを全部

とりまとめて遠い所へ行き、そこで放蕩に

身を持ちくずして財産を使い果した。 14何

もかも浪費してしまったのち、その地方に

ひどいききんがあったので、彼は食べるこ

とにも窮しはじめた。 15そこで、その地方

のある住民のところに行って身を寄せたと

ころが、その人は彼を畑にやって豚を飼わ

せた。 16彼は、豚の食べるいなご豆で腹を

満たしたいと思うほどであったが、何もく

れる人はなかった。 17そこで彼は本心に立

ちかえって言った、『父のところには食物

のあり余っている雇人が大ぜいいるのに、

わたしはここで飢えて死のうとしている。

18立って、父のところへ帰って、こう言お

う、父よ、わたしは天に対しても、あなた

にむかっても、罪を犯しました。 19もう、

あなたのむすこと呼ばれる資格はありませ

ん。どうぞ、雇人のひとり同様にしてくだ

さい』。 20そこで立って、父のところへ出

かけた。まだ遠く離れていたのに、父は彼

をみとめ、哀れに思って走り寄り、その首

をだいて接吻した。 21むすこは父に言った

、『父よ、わたしは天に対しても、あなた

にむかっても、罪を犯しました。もうあな

たのむすこと呼ばれる資格はありません』

。 22しかし父は僕たちに言いつけた、『さ

あ、早く、最上の着物を出してきてこの子

に着せ、指輪を手にはめ、はきものを足に

はかせなさい。 23また、肥えた子牛を引い

てきてほふりなさい。食べて楽しもうでは

ないか。 24このむすこが死んでいたのに生

き返り、いなくなっていたのに見つかった

のだから』。それから祝宴がはじまった。

25ところが、兄は畑にいたが、帰ってきて

家に近づくと、音楽や踊りの音が聞えたの

で、 26ひとりの僕を呼んで、『いったい、

これは何事なのか』と尋ねた。 27僕は答え

た、『あなたのご兄弟がお帰りになりまし

た。無事に迎えたというので、父上が肥え

た子牛をほふらせなさったのです』。 28兄

はおこって家にはいろうとしなかったので

、父が出てきてなだめると、 29兄は父にむ

かって言った、『わたしは何か年もあなた

に仕えて、一度でもあなたの言いつけにそ

むいたことはなかったのに、友だちと楽し

むために子やぎ一匹も下さったことはあり

ません。 30それだのに、遊女どもと一緒に

なって、あなたの身代を食いつぶしたこの

あなたの子が帰ってくると、そのために肥

えた子牛をほふりなさいました』。 31する

と父は言った、『子よ、あなたはいつもわ

たしと一緒にいるし、またわたしのものは

全部あなたのものだ。 32しかし、このあな

たの弟は、死んでいたのに生き返り、いな

くなっていたのに見つかったのだから、喜

び祝うのはあたりまえである』」。

16イエスはまた、弟子たちに言われた、
「ある金持のところにひとりの家令が

いたが、彼は主人の財産を浪費していると

、告げ口をする者があった。 2そこで主人

は彼を呼んで言った、『あなたについて聞
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いていることがあるが、あれはどうなのか

。あなたの会計報告を出しなさい。もう家

令をさせて置くわけにはいかないから』。

3この家令は心の中で思った、『どうしよう

か。主人がわたしの職を取り上げようとし

ている。土を掘るには力がないし、物ごい

するのは恥ずかしい。 4そうだ、わかった

。こうしておけば、職をやめさせられる場

合、人々がわたしをその家に迎えてくれる

だろう』。 5それから彼は、主人の負債者

をひとりびとり呼び出して、初めの人に、

『あなたは、わたしの主人にどれだけ負債

がありますか』と尋ねた。 6『油百樽です

』と答えた。そこで家令が言った、『ここ

にあなたの証書がある。すぐそこにすわっ

て、五十樽と書き変えなさい』。 7次に、

もうひとりに、『あなたの負債はどれだけ

ですか』と尋ねると、『麦百石です』と答

えた。これに対して、『ここに、あなたの

証書があるが、八十石と書き変えなさい』

と言った。 8ところが主人は、この不正な

家令の利口なやり方をほめた。この世の子

らはその時代に対しては、光の子らよりも

利口である。 (aiōn g165) 9またあなたがたに言

うが、不正の富を用いてでも、自分のため

に友だちをつくるがよい。そうすれば、富

が無くなった場合、あなたがたを永遠のす

まいに迎えてくれるであろう。 (aiōnios g166)

10小事に忠実な人は、大事にも忠実である

。そして、小事に不忠実な人は大事にも不

忠実である。 11だから、もしあなたがたが

不正の富について忠実でなかったら、だれ

が真の富を任せるだろうか。 12また、もし

ほかの人のものについて忠実でなかったら

、だれがあなたがたのものを与えてくれよ

うか。 13どの僕でも、ふたりの主人に兼ね

仕えることはできない。一方を憎んで他方

を愛し、あるいは、一方に親しんで他方を

うとんじるからである。あなたがたは、神

と富とに兼ね仕えることはできない」。 14

欲の深いパリサイ人たちが、すべてこれら

の言葉を聞いて、イエスをあざ笑った。 15

そこで彼らにむかって言われた、「あなた

がたは、人々の前で自分を正しいとする人

たちである。しかし、神はあなたがたの心

をご存じである。人々の間で尊ばれるもの

は、神のみまえでは忌みきらわれる。 16律

法と預言者とはヨハネの時までのものであ

る。それ以来、神の国が宣べ伝えられ、人

々は皆これに突入している。 17しかし、律

法の一画が落ちるよりは、天地の滅びる方

が、もっとたやすい。 18すべて自分の妻を

出して他の女をめとる者は、姦淫を行うも

のであり、また、夫から出された女をめと

る者も、姦淫を行うものである。 19ある金

持がいた。彼は紫の衣や細布を着て、毎日

ぜいたくに遊び暮していた。 20ところが、

ラザロという貧乏人が全身でき物でおおわ

れて、この金持の玄関の前にすわり、 21そ

の食卓から落ちるもので飢えをしのごうと

望んでいた。その上、犬がきて彼のでき物

をなめていた。 22この貧乏人がついに死に

、御使たちに連れられてアブラハムのふと

ころに送られた。金持も死んで葬られた。

23そして黄泉にいて苦しみながら、目をあ

げると、アブラハムとそのふところにいる

ラザロとが、はるかに見えた。 (Hadēs g86) 24

そこで声をあげて言った、『父、アブラハ

ムよ、わたしをあわれんでください。ラザ

ロをおつかわしになって、その指先を水で

ぬらし、わたしの舌を冷やさせてください

。わたしはこの火炎の中で苦しみもだえて

います』。 25アブラハムが言った、『子よ

、思い出すがよい。あなたは生前よいもの

を受け、ラザロの方は悪いものを受けた。

しかし今ここでは、彼は慰められ、あなた

は苦しみもだえている。 26そればかりか、

わたしたちとあなたがたとの間には大きな

淵がおいてあって、こちらからあなたがた

の方へ渡ろうと思ってもできないし、そち

らからわたしたちの方へ越えて来ることも

できない』。 27そこで金持が言った、『父

よ、ではお願いします。わたしの父の家へ

ラザロをつかわしてください。 28わたしに

五人の兄弟がいますので、こんな苦しい所

へ来ることがないように、彼らに警告して

いただきたいのです』。 29アブラハムは言

った、『彼らにはモーセと預言者とがある
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。それに聞くがよかろう』。 30金持が言っ

た、『いえいえ、父アブラハムよ、もし死

人の中からだれかが兄弟たちのところへ行

ってくれましたら、彼らは悔い改めるでし

ょう』。 31アブラハムは言った、『もし彼

らがモーセと預言者とに耳を傾けないなら

、死人の中からよみがえってくる者があっ

ても、彼らはその勧めを聞き入れはしない

であろう』」。

17イエスは弟子たちに言われた、「罪の
誘惑が来ることは避けられない。しか

し、それをきたらせる者は、わざわいであ

る。 2これらの小さい者のひとりを罪に誘

惑するよりは、むしろ、ひきうすを首にか

けられて海に投げ入れられた方が、ましで

ある。 3あなたがたは、自分で注意してい

なさい。もしあなたの兄弟が罪を犯すなら

、彼をいさめなさい。そして悔い改めたら

、ゆるしてやりなさい。 4もしあなたに対

して一日に七度罪を犯し、そして七度『悔

い改めます』と言ってあなたのところへ帰

ってくれば、ゆるしてやるがよい」。 5使

徒たちは主に「わたしたちの信仰を増して

ください」と言った。 6そこで主が言われ

た、「もし、からし種一粒ほどの信仰があ

るなら、この桑の木に、『抜け出して海に

植われ』と言ったとしても、その言葉どお

りになるであろう。 7あなたがたのうちの

だれかに、耕作か牧畜かをする僕があると

する。その僕が畑から帰って来たとき、彼

に『すぐきて、食卓につきなさい』と言う

だろうか。 8かえって、『夕食の用意をし

てくれ。そしてわたしが飲み食いをするあ

いだ、帯をしめて給仕をしなさい。そのあ

とで、飲み食いをするがよい』と、言うで

はないか。 9僕が命じられたことをしたか

らといって、主人は彼に感謝するだろうか

。 10同様にあなたがたも、命じられたこと

を皆してしまったとき、『わたしたちはふ

つつかな僕です。すべき事をしたに過ぎま

せん』と言いなさい」。 11イエスはエルサ

レムへ行かれるとき、サマリヤとガリラヤ

との間を通られた。 12そして、ある村には

いられると、十人のらい病人に出会われた

が、彼らは遠くの方で立ちとどまり、 13声

を張りあげて、「イエスさま、わたしたち

をあわれんでください」と言った。 14イエ

スは彼らをごらんになって、「祭司たちの

ところに行って、からだを見せなさい」と

言われた。そして、行く途中で彼らはきよ

められた。 15そのうちのひとりは、自分が

いやされたことを知り、大声で神をほめた

たえながら帰ってきて、 16イエスの足もと

にひれ伏して感謝した。これはサマリヤ人

であった。 17イエスは彼にむかって言われ

た、「きよめられたのは、十人ではなかっ

たか。ほかの九人は、どこにいるのか。 18

神をほめたたえるために帰ってきたものは

、この他国人のほかにはいないのか」。 19

それから、その人に言われた、「立って行

きなさい。あなたの信仰があなたを救った

のだ」。 20神の国はいつ来るのかと、パリ

サイ人が尋ねたので、イエスは答えて言わ

れた、「神の国は、見られるかたちで来る

ものではない。 21また『見よ、ここにある

』『あそこにある』などとも言えない。神

の国は、実にあなたがたのただ中にあるの

だ」。 22それから弟子たちに言われた、「

あなたがたは、人の子の日を一日でも見た

いと願っても見ることができない時が来る

であろう。 23人々はあなたがたに、『見よ

、あそこに』『見よ、ここに』と言うだろ

う。しかし、そちらへ行くな、彼らのあと

を追うな。 24いなずまが天の端からひかり

出て天の端へとひらめき渡るように、人の

子もその日には同じようであるだろう。 25

しかし、彼はまず多くの苦しみを受け、ま

たこの時代の人々に捨てられねばならない

。 26そして、ノアの時にあったように、人

の子の時にも同様なことが起るであろう。

27ノアが箱舟にはいる日まで、人々は食い

、飲み、めとり、とつぎなどしていたが、

そこへ洪水が襲ってきて、彼らをことごと

く滅ぼした。 28ロトの時にも同じようなこ

とが起った。人々は食い、飲み、買い、売

り、植え、建てなどしていたが、 29ロトが

ソドムから出て行った日に、天から火と硫
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黄とが降ってきて、彼らをことごとく滅ぼ

した。 30人の子が現れる日も、ちょうどそ

れと同様であろう。 31その日には、屋上に

いる者は、自分の持ち物が家の中にあって

も、取りにおりるな。畑にいる者も同じよ

うに、あとへもどるな。 32ロトの妻のこと

を思い出しなさい。 33自分の命を救おうと

するものは、それを失い、それを失うもの

は、保つのである。 34あなたがたに言って

おく。その夜、ふたりの男が一つ寝床にい

るならば、ひとりは取り去られ、他のひと

りは残されるであろう。 35ふたりの女が一

緒にうすをひいているならば、ひとりは取

り去られ、他のひとりは残されるであろう

。〔 36ふたりの男が畑におれば、ひとりは

取り去られ、他のひとりは残されるであろ

う〕」。 37弟子たちは「主よ、それはどこ

であるのですか」と尋ねた。するとイエス

は言われた、「死体のある所には、または

げたかが集まるものである」。

18また、イエスは失望せずに常に祈るべ
きことを、人々に譬で教えられた。 2

「ある町に、神を恐れず、人を人とも思わ

ぬ裁判官がいた。 3ところが、その同じ町

にひとりのやもめがいて、彼のもとにたび

たびきて、『どうぞ、わたしを訴える者を

さばいて、わたしを守ってください』と願

いつづけた。 4彼はしばらくの間きき入れ

ないでいたが、そののち、心のうちで考え

た、『わたしは神をも恐れず、人を人とも

思わないが、 5このやもめがわたしに面倒

をかけるから、彼女のためになる裁判をし

てやろう。そうしたら、絶えずやってきて

わたしを悩ますことがなくなるだろう』」

。 6そこで主は言われた、「この不義な裁

判官の言っていることを聞いたか。 7まし

て神は、日夜叫び求める選民のために、正

しいさばきをしてくださらずに長い間その

ままにしておかれることがあろうか。 8あ

なたがたに言っておくが、神はすみやかに

さばいてくださるであろう。しかし、人の

子が来るとき、地上に信仰が見られるであ

ろうか」。 9自分を義人だと自任して他人

を見下げている人たちに対して、イエスは

またこの譬をお話しになった。 10「ふたり

の人が祈るために宮に上った。そのひとり

はパリサイ人であり、もうひとりは取税人

であった。 11パリサイ人は立って、ひとり

でこう祈った、『神よ、わたしはほかの人

たちのような貪欲な者、不正な者、姦淫を

する者ではなく、また、この取税人のよう

な人間でもないことを感謝します。 12わた

しは一週に二度断食しており、全収入の十

分の一をささげています』。 13ところが、

取税人は遠く離れて立ち、目を天にむけよ

うともしないで、胸を打ちながら言った、

『神様、罪人のわたしをおゆるしください

』と。 14あなたがたに言っておく。神に義

とされて自分の家に帰ったのは、この取税

人であって、あのパリサイ人ではなかった

。おおよそ、自分を高くする者は低くされ

、自分を低くする者は高くされるであろう

」。 15イエスにさわっていただくために、

人々が幼な子らをみもとに連れてきた。と

ころが、弟子たちはそれを見て、彼らをた

しなめた。 16するとイエスは幼な子らを呼

び寄せて言われた、「幼な子らをわたしの

ところに来るままにしておきなさい、止め

てはならない。神の国はこのような者の国

である。 17よく聞いておくがよい。だれで

も幼な子のように神の国を受けいれる者で

なければ、そこにはいることは決してでき

ない」。 18また、ある役人がイエスに尋ね

た、「よき師よ、何をしたら永遠の生命が

受けられましょうか」。 (aiōnios g166) 19イエ

スは言われた、「なぜわたしをよき者と言

うのか。神ひとりのほかによい者はいない

。 20いましめはあなたの知っているとおり

である、『姦淫するな、殺すな、盗むな、

偽証を立てるな、父と母とを敬え』」。 21

すると彼は言った、「それらのことはみな

、小さい時から守っております」。 22イエ

スはこれを聞いて言われた、「あなたのす

る事がまだ一つ残っている。持っているも

のをみな売り払って、貧しい人々に分けて

やりなさい。そうすれば、天に宝を持つよ

うになろう。そして、わたしに従ってきな

さい」。 23彼はこの言葉を聞いて非常に悲
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しんだ。大金持であったからである。 24イ

エスは彼の様子を見て言われた、「財産の

ある者が神の国にはいるのはなんとむずか

しいことであろう。 25富んでいる者が神の

国にはいるよりは、らくだが針の穴を通る

方が、もっとやさしい」。 26これを聞いた

人々が、「それでは、だれが救われること

ができるのですか」と尋ねると、 27イエス

は言われた、「人にはできない事も、神に

はできる」。 28ペテロが言った、「ごらん

なさい、わたしたちは自分のものを捨てて

、あなたに従いました」。 29イエスは言わ

れた、「よく聞いておくがよい。だれでも

神の国のために、家、妻、兄弟、両親、子

を捨てた者は、 30必ずこの時代ではその幾

倍もを受け、また、きたるべき世では永遠

の生命を受けるのである」。 (aiōn g165, aiōnios

g166) 31イエスは十二弟子を呼び寄せて言わ

れた、「見よ、わたしたちはエルサレムへ

上って行くが、人の子について預言者たち

がしるしたことは、すべて成就するであろ

う。 32人の子は異邦人に引きわたされ、あ

ざけられ、はずかしめを受け、つばきをか

けられ、 33また、むち打たれてから、つい

に殺され、そして三日目によみがえるであ

ろう」。 34弟子たちには、これらのことが

何一つわからなかった。この言葉が彼らに

隠されていたので、イエスの言われた事が

理解できなかった。 35イエスがエリコに近

づかれたとき、ある盲人が道ばたにすわっ

て、物ごいをしていた。 36群衆が通り過ぎ

る音を耳にして、彼は何事があるのかと尋

ねた。 37ところが、ナザレのイエスがお通

りなのだと聞かされたので、 38声をあげて

、「ダビデの子イエスよ、わたしをあわれ

んで下さい」と言った。 39先頭に立つ人々

が彼をしかって黙らせようとしたが、彼は

ますます激しく叫びつづけた、「ダビデの

子よ、わたしをあわれんで下さい」。 40そ

こでイエスは立ちどまって、その者を連れ

て来るように、とお命じになった。彼が近

づいたとき、 41「わたしに何をしてほしい

のか」とおたずねになると、「主よ、見え

るようになることです」と答えた。 42そこ

でイエスは言われた、「見えるようになれ

。あなたの信仰があなたを救った」。 43す

ると彼は、たちまち見えるようになった。

そして神をあがめながらイエスに従って行

った。これを見て、人々はみな神をさんび

した。

19さて、イエスはエリコにはいって、そ
の町をお通りになった。 2ところが、

そこにザアカイという名の人がいた。この

人は取税人のかしらで、金持であった。 3

彼は、イエスがどんな人か見たいと思って

いたが、背が低かったので、群衆にさえぎ

られて見ることができなかった。 4それで

イエスを見るために、前の方に走って行っ

て、いちじく桑の木に登った。そこを通ら

れるところだったからである。 5イエスは

、その場所にこられたとき、上を見あげて

言われた、「ザアカイよ、急いで下りてき

なさい。きょう、あなたの家に泊まること

にしているから」。 6そこでザアカイは急

いでおりてきて、よろこんでイエスを迎え

入れた。 7人々はみな、これを見てつぶや

き、「彼は罪人の家にはいって客となった

」と言った。 8ザアカイは立って主に言っ

た、「主よ、わたしは誓って自分の財産の

半分を貧民に施します。また、もしだれか

から不正な取立てをしていましたら、それ

を四倍にして返します」。 9イエスは彼に

言われた、「きょう、救がこの家にきた。

この人もアブラハムの子なのだから。 10人

の子がきたのは、失われたものを尋ね出し

て救うためである」。 11人々がこれらの言

葉を聞いているときに、イエスはなお一つ

の譬をお話しになった。それはエルサレム

に近づいてこられたし、また人々が神の国

はたちまち現れると思っていたためである

。 12それで言われた、「ある身分の高い人

が、王位を受けて帰ってくるために遠い所

へ旅立つことになった。 13そこで十人の僕

を呼び十ミナを渡して言った、『わたしが

帰って来るまで、これで商売をしなさい』

。 14ところが、本国の住民は彼を憎んでい

たので、あとから使者をおくって、『この

人が王になるのをわれわれは望んでいない
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』と言わせた。 15さて、彼が王位を受けて

帰ってきたとき、だれがどんなもうけをし

たかを知ろうとして、金を渡しておいた僕

たちを呼んでこさせた。 16最初の者が進み

出て言った、『ご主人様、あなたの一ミナ

で十ミナをもうけました』。 17主人は言っ

た、『よい僕よ、うまくやった。あなたは

小さい事に忠実であったから、十の町を支

配させる』。 18次の者がきて言った、『ご

主人様、あなたの一ミナで五ミナをつくり

ました』。 19そこでこの者にも、『では、

あなたは五つの町のかしらになれ』と言っ

た。 20それから、もうひとりの者がきて言

った、『ご主人様、さあ、ここにあなたの

一ミナがあります。わたしはそれをふくさ

に包んで、しまっておきました。 21あなた

はきびしい方で、おあずけにならなかった

ものを取りたて、おまきにならなかったも

のを刈る人なので、おそろしかったのです

』。 22彼に言った、『悪い僕よ、わたしは

あなたの言ったその言葉であなたをさばこ

う。わたしがきびしくて、あずけなかった

ものを取りたて、まかなかったものを刈る

人間だと、知っているのか。 23では、なぜ

わたしの金を銀行に入れなかったのか。そ

うすれば、わたしが帰ってきたとき、その

金を利子と一緒に引き出したであろうに』

。 24そして、そばに立っていた人々に、『

その一ミナを彼から取り上げて、十ミナを

持っている者に与えなさい』と言った。 25

彼らは言った、『ご主人様、あの人は既に

十ミナを持っています』。 26『あなたがた

に言うが、おおよそ持っている人には、な

お与えられ、持っていない人からは、持っ

ているものまでも取り上げられるであろう

。 27しかしわたしが王になることを好まな

かったあの敵どもを、ここにひっぱってき

て、わたしの前で打ち殺せ』」。 28イエス

はこれらのことを言ったのち、先頭に立ち

、エルサレムへ上って行かれた。 29そして

オリブという山に沿ったベテパゲとベタニ

ヤに近づかれたとき、ふたりの弟子をつか

わして言われた、 30「向こうの村へ行きな

さい。そこにはいったら、まだだれも乗っ

たことのないろばの子がつないであるのを

見るであろう。それを解いて、引いてきな

さい。 31もしだれかが『なぜ解くのか』と

問うたら、『主がお入り用なのです』と、

そう言いなさい」。 32そこで、つかわされ

た者たちが行って見ると、果して、言われ

たとおりであった。 33彼らが、そのろばの

子を解いていると、その持ち主たちが、「

なぜろばの子を解くのか」と言ったので、

34「主がお入り用なのです」と答えた。 35

そしてそれをイエスのところに引いてきて

、その子ろばの上に自分たちの上着をかけ

てイエスをお乗せした。 36そして進んで行

かれると、人々は自分たちの上着を道に敷

いた。 37いよいよオリブ山の下り道あたり

に近づかれると、大ぜいの弟子たちはみな

喜んで、彼らが見たすべての力あるみわざ

について、声高らかに神をさんびして言い

はじめた、 38「主の御名によってきたる王

に、祝福あれ。天には平和、いと高きとこ

ろには栄光あれ」。 39ところが、群衆の中

にいたあるパリサイ人たちがイエスに言っ

た、「先生、あなたの弟子たちをおしかり

下さい」。 40答えて言われた、「あなたが

たに言うが、もしこの人たちが黙れば、石

が叫ぶであろう」。 41いよいよ都の近くに

きて、それが見えたとき、そのために泣い

て言われた、 42「もしおまえも、この日に

、平和をもたらす道を知ってさえいたら

……しかし、それは今おまえの目に隠され

ている。 43いつかは、敵が周囲に塁を築き

、おまえを取りかこんで、四方から押し迫

り、 44おまえとその内にいる子らとを地に

打ち倒し、城内の一つの石も他の石の上に

残して置かない日が来るであろう。それは

、おまえが神のおとずれの時を知らないで

いたからである」。 45それから宮にはいり

、商売人たちを追い出しはじめて、 46彼ら

に言われた、「『わが家は祈の家であるべ

きだ』と書いてあるのに、あなたがたはそ

れを盗賊の巣にしてしまった」。 47イエス

は毎日、宮で教えておられた。祭司長、律

法学者また民衆の重立った者たちはイエス

を殺そうと思っていたが、 48民衆がみな熱
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心にイエスに耳を傾けていたので、手のく

だしようがなかった。

20ある日、イエスが宮で人々に教え、福
音を宣べておられると、祭司長や律法

学者たちが、長老たちと共に近寄ってきて

、 2イエスに言った、「何の権威によって

これらの事をするのですか。そうする権威

をあなたに与えたのはだれですか、わたし

たちに言ってください」。 3そこで、イエ

スは答えて言われた、「わたしも、ひと言

たずねよう。それに答えてほしい。 4ヨハ

ネのバプテスマは、天からであったか、人

からであったか」。 5彼らは互に論じて言

った、「もし天からだと言えば、では、な

ぜ彼を信じなかったのか、とイエスは言う

だろう。 6しかし、もし人からだと言えば

、民衆はみな、ヨハネを預言者だと信じて

いるから、わたしたちを石で打つだろう」

。 7それで彼らは「どこからか、知りませ

ん」と答えた。 8イエスはこれに対して言

われた、「わたしも何の権威によってこれ

らの事をするのか、あなたがたに言うまい

」。 9そこでイエスは次の譬を民衆に語り

出された、「ある人がぶどう園を造って農

夫たちに貸し、長い旅に出た。 10季節にな

ったので、農夫たちのところへ、ひとりの

僕を送って、ぶどう園の収穫の分け前を出

させようとした。ところが、農夫たちは、

その僕を袋だたきにし、から手で帰らせた

。 11そこで彼はもうひとりの僕を送った。

彼らはその僕も袋だたきにし、侮辱を加え

て、から手で帰らせた。 12そこで更に三人

目の者を送ったが、彼らはこの者も、傷を

負わせて追い出した。 13ぶどう園の主人は

言った、『どうしようか。そうだ、わたし

の愛子をつかわそう。これなら、たぶん敬

ってくれるだろう』。 14ところが、農夫た

ちは彼を見ると、『あれはあと取りだ。あ

れを殺してしまおう。そうしたら、その財

産はわれわれのものになるのだ』と互に話

し合い、 15彼をぶどう園の外に追い出して

殺した。そのさい、ぶどう園の主人は、彼

らをどうするだろうか。 16彼は出てきて、

この農夫たちを殺し、ぶどう園を他の人々

に与えるであろう」。人々はこれを聞いて

、「そんなことがあってはなりません」と

言った。 17そこで、イエスは彼らを見つめ

て言われた、「それでは、『家造りらの捨

てた石が隅のかしら石になった』と書いて

あるのは、どういうことか。 18すべてその

石の上に落ちる者は打ち砕かれ、それがだ

れかの上に落ちかかるなら、その人はこな

みじんにされるであろう」。 19このとき、

律法学者たちや祭司長たちはイエスに手を

かけようと思ったが、民衆を恐れた。いま

の譬が自分たちに当てて語られたのだと、

悟ったからである。 20そこで、彼らは機会

をうかがい、義人を装うまわし者どもを送

って、イエスを総督の支配と権威とに引き

渡すため、その言葉じりを捕えさせようと

した。 21彼らは尋ねて言った、「先生、わ

たしたちは、あなたの語り教えられること

が正しく、また、あなたは分け隔てをなさ

らず、真理に基いて神の道を教えておられ

ることを、承知しています。 22ところで、

カイザルに貢を納めてよいでしょうか、い

けないでしょうか」。 23イエスは彼らの悪

巧みを見破って言われた、 24「デナリを見

せなさい。それにあるのは、だれの肖像、

だれの記号なのか」。「カイザルのです」

と、彼らが答えた。 25するとイエスは彼ら

に言われた、「それなら、カイザルのもの

はカイザルに、神のものは神に返しなさい

」。 26そこで彼らは、民衆の前でイエスの

言葉じりを捕えることができず、その答に

驚嘆して、黙ってしまった。 27復活という

ことはないと言い張っていたサドカイ人の

ある者たちが、イエスに近寄ってきて質問

した、 28「先生、モーセは、わたしたちの

ためにこう書いています、『もしある人の

兄が妻をめとり、子がなくて死んだなら、

弟はこの女をめとって、兄のために子をも

うけねばならない』。 29ところで、ここに

七人の兄弟がいました。長男は妻をめとり

ましたが、子がなくて死に、 30そして次男

、三男と、次々に、その女をめとり、 31七

人とも同様に、子をもうけずに死にました

。 32のちに、その女も死にました。 33さ
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て、復活の時には、この女は七人のうち、

だれの妻になるのですか。七人とも彼女を

妻にしたのですが」。 34イエスは彼らに言

われた、「この世の子らは、めとったり、

とついだりするが、 (aiōn g165) 35かの世には

いって死人からの復活にあずかるにふさわ

しい者たちは、めとったり、とついだりす

ることはない。 (aiōn g165) 36彼らは天使に等

しいものであり、また復活にあずかるゆえ

に、神の子でもあるので、もう死ぬことは

あり得ないからである。 37死人がよみがえ

ることは、モーセも柴の篇で、主を『アブ

ラハムの神、イサクの神、ヤコブの神』と

呼んで、これを示した。 38神は死んだ者の

神ではなく、生きている者の神である。人

はみな神に生きるものだからである」。 39

律法学者のうちのある人々が答えて言った

、「先生、仰せのとおりです」。 40彼らは

それ以上何もあえて問いかけようとしなか

った。 41イエスは彼らに言われた、「どう

して人々はキリストをダビデの子だと言う

のか。 42ダビデ自身が詩篇の中で言ってい

る、『主はわが主に仰せになった、 43あな

たの敵をあなたの足台とする時までは、わ

たしの右に座していなさい』。 44このよう

に、ダビデはキリストを主と呼んでいる。

それなら、どうしてキリストはダビデの子

であろうか」。 45民衆がみな聞いていると

き、イエスは弟子たちに言われた、 46「律

法学者に気をつけなさい。彼らは長い衣を

着て歩くのを好み、広場での敬礼や会堂の

上席や宴会の上座をよろこび、 47やもめた

ちの家を食い倒し、見えのために長い祈を

する。彼らはもっときびしいさばきを受け

るであろう」。

21イエスは目をあげて、金持たちがさい
せん箱に献金を投げ入れるのを見られ

、 2また、ある貧しいやもめが、レプタ二

つを入れるのを見て 3言われた、「よく聞

きなさい。あの貧しいやもめはだれよりも

たくさん入れたのだ。 4これらの人たちは

みな、ありあまる中から献金を投げ入れた

が、あの婦人は、その乏しい中から、持っ

ている生活費全部を入れたからである」。

5ある人々が、見事な石と奉納物とで宮が飾

られていることを話していたので、イエス

は言われた、 6「あなたがたはこれらのも

のをながめているが、その石一つでもくず

されずに、他の石の上に残ることもなくな

る日が、来るであろう」。 7そこで彼らは

たずねた、「先生、では、いつそんなこと

が起るのでしょうか。またそんなことが起

るような場合には、どんな前兆があります

か」。 8イエスが言われた、「あなたがた

は、惑わされないように気をつけなさい。

多くの者がわたしの名を名のって現れ、自

分がそれだとか、時が近づいたとか、言う

であろう。彼らについて行くな。 9戦争と

騒乱とのうわさを聞くときにも、おじ恐れ

るな。こうしたことはまず起らねばならな

いが、終りはすぐにはこない」。 10それか

ら彼らに言われた、「民は民に、国は国に

敵対して立ち上がるであろう。 11また大地

震があり、あちこちに疫病やききんが起り

、いろいろ恐ろしいことや天からの物すご

い前兆があるであろう。 12しかし、これら

のあらゆる出来事のある前に、人々はあな

たがたに手をかけて迫害をし、会堂や獄に

引き渡し、わたしの名のゆえに王や総督の

前にひっぱって行くであろう。 13それは、

あなたがたがあかしをする機会となるであ

ろう。 14だから、どう答弁しようかと、前

もって考えておかないことに心を決めなさ

い。 15あなたの反対者のだれもが抗弁も否

定もできないような言葉と知恵とを、わた

しが授けるから。 16しかし、あなたがたは

両親、兄弟、親族、友人にさえ裏切られる

であろう。また、あなたがたの中で殺され

るものもあろう。 17また、わたしの名のゆ

えにすべての人に憎まれるであろう。 18し

かし、あなたがたの髪の毛一すじでも失わ

れることはない。 19あなたがたは耐え忍ぶ

ことによって、自分の魂をかち取るであろ

う。 20エルサレムが軍隊に包囲されるのを

見たならば、そのときは、その滅亡が近づ

いたとさとりなさい。 21そのとき、ユダヤ

にいる人々は山へ逃げよ。市中にいる者は

、そこから出て行くがよい。また、いなか
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にいる者は市内にはいってはいけない。 22

それは、聖書にしるされたすべての事が実

現する刑罰の日であるからだ。 23その日に

は、身重の女と乳飲み子をもつ女とは、不

幸である。地上には大きな苦難があり、こ

の民にはみ怒りが臨み、 24彼らはつるぎの

刃に倒れ、また捕えられて諸国へ引きゆか

れるであろう。そしてエルサレムは、異邦

人の時期が満ちるまで、彼らに踏みにじら

れているであろう。 25また日と月と星とに

、しるしが現れるであろう。そして、地上

では、諸国民が悩み、海と大波とのとどろ

きにおじ惑い、 26人々は世界に起ろうとす

る事を思い、恐怖と不安で気絶するであろ

う。もろもろの天体が揺り動かされるから

である。 27そのとき、大いなる力と栄光と

をもって、人の子が雲に乗って来るのを、

人々は見るであろう。 28これらの事が起り

はじめたら、身を起し頭をもたげなさい。

あなたがたの救が近づいているのだから」

。 29それから一つの譬を話された、「いち

じくの木を、またすべての木を見なさい。

30はや芽を出せば、あなたがたはそれを見

て、夏がすでに近いと、自分で気づくので

ある。 31このようにあなたがたも、これら

の事が起るのを見たなら、神の国が近いの

だとさとりなさい。 32よく聞いておきなさ

い。これらの事が、ことごとく起るまでは

、この時代は滅びることがない。 33天地は

滅びるであろう。しかしわたしの言葉は決

して滅びることがない。 34あなたがたが放

縦や、泥酔や、世の煩いのために心が鈍っ

ているうちに、思いがけないとき、その日

がわなのようにあなたがたを捕えることが

ないように、よく注意していなさい。 35そ

の日は地の全面に住むすべての人に臨むの

であるから。 36これらの起ろうとしている

すべての事からのがれて、人の子の前に立

つことができるように、絶えず目をさまし

て祈っていなさい」。 37イエスは昼のあい

だは宮で教え、夜には出て行ってオリブと

いう山で夜をすごしておられた。 38民衆は

みな、み教を聞こうとして、いつも朝早く

宮に行き、イエスのもとに集まった。

22さて、過越といわれている除酵祭が近
づいた。 2祭司長たちや律法学者たち

は、どうかしてイエスを殺そうと計ってい

た。民衆を恐れていたからである。 3その

とき、十二弟子のひとりで、イスカリオテ

と呼ばれていたユダに、サタンがはいった

。 4すなわち、彼は祭司長たちや宮守がし

らたちのところへ行って、どうしてイエス

を彼らに渡そうかと、その方法について協

議した。 5彼らは喜んで、ユダに金を与え

る取決めをした。 6ユダはそれを承諾した

。そして、群衆のいないときにイエスを引

き渡そうと、機会をねらっていた。 7さて

、過越の小羊をほふるべき除酵祭の日がき

たので、 8イエスはペテロとヨハネとを使

いに出して言われた、「行って、過越の食

事ができるように準備をしなさい」。 9彼

らは言った、「どこに準備をしたらよいの

ですか」。 10イエスは言われた、「市内に

はいったら、水がめを持っている男に出会

うであろう。その人がはいる家までついて

行って、 11その家の主人に言いなさい、『

弟子たちと一緒に過越の食事をする座敷は

どこか、と先生が言っておられます』。 12

すると、その主人は席の整えられた二階の

広間を見せてくれるから、そこに用意をし

なさい」。 13弟子たちは出て行ってみると

、イエスが言われたとおりであったので、

過越の食事の用意をした。 14時間になった

ので、イエスは食卓につかれ、使徒たちも

共に席についた。 15イエスは彼らに言われ

た、「わたしは苦しみを受ける前に、あな

たがたとこの過越の食事をしようと、切に

望んでいた。 16あなたがたに言って置くが

、神の国で過越が成就する時までは、わた

しは二度と、この過越の食事をすることは

ない」。 17そして杯を取り、感謝して言わ

れた、「これを取って、互に分けて飲め。

18あなたがたに言っておくが、今からのち

神の国が来るまでは、わたしはぶどうの実

から造ったものを、いっさい飲まない」。

19またパンを取り、感謝してこれをさき、

弟子たちに与えて言われた、「これは、あ

なたがたのために与えるわたしのからだで
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ある。わたしを記念するため、このように

行いなさい」。 20食事ののち、杯も同じ様

にして言われた、「この杯は、あなたがた

のために流すわたしの血で立てられる新し

い契約である。 21しかし、そこに、わたし

を裏切る者が、わたしと一緒に食卓に手を

置いている。 22人の子は定められたとおり

に、去って行く。しかし人の子を裏切るそ

の人は、わざわいである」。 23弟子たちは

、自分たちのうちのだれが、そんな事をし

ようとしているのだろうと、互に論じはじ

めた。 24それから、自分たちの中でだれが

いちばん偉いだろうかと言って、争論が彼

らの間に、起った。 25そこでイエスが言わ

れた、「異邦の王たちはその民の上に君臨

し、また、権力をふるっている者たちは恩

人と呼ばれる。 26しかし、あなたがたは、

そうであってはならない。かえって、あな

たがたの中でいちばん偉い人はいちばん若

い者のように、指導する人は仕える者のよ

うになるべきである。 27食卓につく人と給

仕する者と、どちらが偉いのか。食卓につ

く人の方ではないか。しかし、わたしはあ

なたがたの中で、給仕をする者のようにし

ている。 28あなたがたは、わたしの試錬の

あいだ、わたしと一緒に最後まで忍んでく

れた人たちである。 29それで、わたしの父

が国の支配をわたしにゆだねてくださった

ように、わたしもそれをあなたがたにゆだ

ね、 30わたしの国で食卓について飲み食い

をさせ、また位に座してイスラエルの十二

の部族をさばかせるであろう。 31シモン、

シモン、見よ、サタンはあなたがたを麦の

ようにふるいにかけることを願って許され

た。 32しかし、わたしはあなたの信仰がな

くならないように、あなたのために祈った

。それで、あなたが立ち直ったときには、

兄弟たちを力づけてやりなさい」。 33シモ

ンが言った、「主よ、わたしは獄にでも、

また死に至るまでも、あなたとご一緒に行

く覚悟です」。 34するとイエスが言われた

、「ペテロよ、あなたに言っておく。きょ

う、鶏が鳴くまでに、あなたは三度わたし

を知らないと言うだろう」。 35そして彼ら

に言われた、「わたしが財布も袋もくつも

持たせずにあなたがたをつかわしたとき、

何かこまったことがあったか」。彼らは、

「いいえ、何もありませんでした」と答え

た。 36そこで言われた、「しかし今は、財

布のあるものは、それを持って行け。袋も

同様に持って行け。また、つるぎのない者

は、自分の上着を売って、それを買うがよ

い。 37あなたがたに言うが、『彼は罪人の

ひとりに数えられた』としるしてあること

は、わたしの身に成しとげられねばならな

い。そうだ、わたしに係わることは成就し

ている」。 38弟子たちが言った、「主よ、

ごらんなさい、ここにつるぎが二振りござ

います」。イエスは言われた、「それでよ

い」。 39イエスは出て、いつものようにオ

リブ山に行かれると、弟子たちも従って行

った。 40いつもの場所に着いてから、彼ら

に言われた、「誘惑に陥らないように祈り

なさい」。 41そしてご自分は、石を投げて

とどくほど離れたところへ退き、ひざまず

いて、祈って言われた、 42「父よ、みここ

ろならば、どうぞ、この杯をわたしから取

りのけてください。しかし、わたしの思い

ではなく、みこころが成るようにしてくだ

さい」。 43そのとき、御使が天からあらわ

れてイエスを力づけた。 44イエスは苦しみ

もだえて、ますます切に祈られた。そして

、その汗が血のしたたりのように地に落ち

た。 45祈を終えて立ちあがり、弟子たちの

ところへ行かれると、彼らが悲しみのはて

寝入っているのをごらんになって 46言われ

た、「なぜ眠っているのか。誘惑に陥らな

いように、起きて祈っていなさい」。 47イ

エスがまだそう言っておられるうちに、そ

こに群衆が現れ、十二弟子のひとりでユダ

という者が先頭に立って、イエスに接吻し

ようとして近づいてきた。 48そこでイエス

は言われた、「ユダ、あなたは接吻をもっ

て人の子を裏切るのか」。 49イエスのそば

にいた人たちは、事のなりゆきを見て、「

主よ、つるぎで切りつけてやりましょうか

」と言って、 50そのうちのひとりが、祭司

長の僕に切りつけ、その右の耳を切り落し
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た。 51イエスはこれに対して言われた、「

それだけでやめなさい」。そして、その僕

の耳に手を触て、おいやしになった。 52そ

れから、自分にむかって来る祭司長、宮守

がしら、長老たちに対して言われた、「あ

なたがたは、強盗にむかうように剣や棒を

持って出てきたのか。 53毎日あなたがたと

一緒に宮にいた時には、わたしに手をかけ

なかった。だが、今はあなたがたの時、ま

た、やみの支配の時である」。 54それから

人々はイエスを捕え、ひっぱって大祭司の

邸宅へつれて行った。ペテロは遠くからつ

いて行った。 55人々は中庭のまん中に火を

たいて、一緒にすわっていたので、ペテロ

もその中にすわった。 56すると、ある女中

が、彼が火のそばにすわっているのを見、

彼を見つめて、「この人もイエスと一緒に

いました」と言った。 57ペテロはそれを打

ち消して、「わたしはその人を知らない」

と言った。 58しばらくして、ほかの人がペ

テロを見て言った、「あなたもあの仲間の

ひとりだ」。するとペテロは言った、「い

や、それはちがう」。 59約一時間たってか

ら、またほかの者が言い張った、「たしか

にこの人もイエスと一緒だった。この人も

ガリラヤ人なのだから」。 60ペテロは言っ

た、「あなたの言っていることは、わたし

にわからない」。すると、彼がまだ言い終

らぬうちに、たちまち、鶏が鳴いた。 61主

は振りむいてペテロを見つめられた。その

ときペテロは、「きょう、鶏が鳴く前に、

三度わたしを知らないと言うであろう」と

言われた主のお言葉を思い出した。 62そし

て外へ出て、激しく泣いた。 63イエスを監

視していた人たちは、イエスを嘲弄し、打

ちたたき、 64目かくしをして、「言いあて

てみよ。打ったのは、だれか」ときいたり

した。 65そのほか、いろいろな事を言って

、イエスを愚弄した。 66夜が明けたとき、

人民の長老、祭司長たち、律法学者たちが

集まり、イエスを議会に引き出して言った

、 67「あなたがキリストなら、そう言って

もらいたい」。イエスは言われた、「わた

しが言っても、あなたがたは信じないだろ

う。 68また、わたしがたずねても、答えな

いだろう。 69しかし、人の子は今からのち

、全能の神の右に座するであろう」。 70彼

らは言った、「では、あなたは神の子なの

か」。イエスは言われた、「あなたがたの

言うとおりである」。 71すると彼らは言っ

た、「これ以上、なんの証拠がいるか。わ

れわれは直接彼の口から聞いたのだから」

。

23群衆はみな立ちあがって、イエスをピ
ラトのところへ連れて行った。 2そし

て訴え出て言った、「わたしたちは、この

人が国民を惑わし、貢をカイザルに納める

ことを禁じ、また自分こそ王なるキリスト

だと、となえているところを目撃しました

」。 3ピラトはイエスに尋ねた、「あなた

がユダヤ人の王であるか」。イエスは「そ

のとおりである」とお答えになった。 4そ

こでピラトは祭司長たちと群衆とにむかっ

て言った、「わたしはこの人になんの罪も

みとめない」。 5ところが彼らは、ますま

す言いつのってやまなかった、「彼は、ガ

リラヤからはじめてこの所まで、ユダヤ全

国にわたって教え、民衆を煽動しているの

です」。 6ピラトはこれを聞いて、この人

はガリラヤ人かと尋ね、 7そしてヘロデの

支配下のものであることを確かめたので、

ちょうどこのころ、ヘロデがエルサレムに

いたのをさいわい、そちらへイエスを送り

とどけた。 8ヘロデはイエスを見て非常に

喜んだ。それは、かねてイエスのことを聞

いていたので、会って見たいと長いあいだ

思っていたし、またイエスが何か奇跡を行

うのを見たいと望んでいたからである。 9

それで、いろいろと質問を試みたが、イエ

スは何もお答えにならなかった。 10祭司長

たちと律法学者たちとは立って、激しい語

調でイエスを訴えた。 11またヘロデはその

兵卒どもと一緒になって、イエスを侮辱し

たり嘲弄したりしたあげく、はなやかな着

物を着せてピラトへ送りかえした。 12ヘロ

デとピラトとは以前は互に敵視していたが

、この日に親しい仲になった。 13ピラトは
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、祭司長たちと役人たちと民衆とを、呼び

集めて言った、 14「おまえたちは、この人

を民衆を惑わすものとしてわたしのところ

に連れてきたので、おまえたちの面前でし

らべたが、訴え出ているような罪は、この

人に少しもみとめられなかった。 15ヘロデ

もまたみとめなかった。現に彼はイエスを

われわれに送りかえしてきた。この人はな

んら死に当るようなことはしていないので

ある。 16だから、彼をむち打ってから、ゆ

るしてやることにしよう」。〔 17祭ごとに

ピラトがひとりの囚人をゆるしてやること

になっていた。〕 18ところが、彼らはいっ

せいに叫んで言った、「その人を殺せ。バ

ラバをゆるしてくれ」。 19このバラバは、

都で起った暴動と殺人とのかどで、獄に投

ぜられていた者である。 20ピラトはイエス

をゆるしてやりたいと思って、もう一度か

れらに呼びかけた。 21しかし彼らは、わめ

きたてて「十字架につけよ、彼を十字架に

つけよ」と言いつづけた。 22ピラトは三度

目に彼らにむかって言った、「では、この

人は、いったい、どんな悪事をしたのか。

彼には死に当る罪は全くみとめられなかっ

た。だから、むち打ってから彼をゆるして

やることにしよう」。 23ところが、彼らは

大声をあげて詰め寄り、イエスを十字架に

つけるように要求した。そして、その声が

勝った。 24ピラトはついに彼らの願いどお

りにすることに決定した。 25そして、暴動

と殺人とのかどで獄に投ぜられた者の方を

、彼らの要求に応じてゆるしてやり、イエ

スの方は彼らに引き渡して、その意のまま

にまかせた。 26彼らがイエスをひいてゆく

途中、シモンというクレネ人が郊外から出

てきたのを捕えて十字架を負わせ、それを

になってイエスのあとから行かせた。 27大

ぜいの民衆と、悲しみ嘆いてやまない女た

ちの群れとが、イエスに従って行った。 28

イエスは女たちの方に振りむいて言われた

、「エルサレムの娘たちよ、わたしのため

に泣くな。むしろ、あなたがた自身のため

、また自分の子供たちのために泣くがよい

。 29『不妊の女と子を産まなかった胎と、

ふくませなかった乳房とは、さいわいだ』

と言う日が、いまに来る。 30そのとき、人

々は山にむかって、われわれの上に倒れか

かれと言い、また丘にむかって、われわれ

におおいかぶされと言い出すであろう。 31

もし、生木でさえもそうされるなら、枯木

はどうされることであろう」。 32さて、イ

エスと共に刑を受けるために、ほかにふた

りの犯罪人も引かれていった。 33されこう

べと呼ばれている所に着くと、人々はそこ

でイエスを十字架につけ、犯罪人たちも、

ひとりは右に、ひとりは左に、十字架につ

けた。 34そのとき、イエスは言われた、「

父よ、彼らをおゆるしください。彼らは何

をしているのか、わからずにいるのです」

。人々はイエスの着物をくじ引きで分け合

った。 35民衆は立って見ていた。役人たち

もあざ笑って言った、「彼は他人を救った

。もし彼が神のキリスト、選ばれた者であ

るなら、自分自身を救うがよい」。 36兵卒

どももイエスをののしり、近寄ってきて酢

いぶどう酒をさし出して言った、 37「あな

たがユダヤ人の王なら、自分を救いなさい

」。 38イエスの上には、「これはユダヤ人

の王」と書いた札がかけてあった。 39十字

架にかけられた犯罪人のひとりが、「あな

たはキリストではないか。それなら、自分

を救い、またわれわれも救ってみよ」と、

イエスに悪口を言いつづけた。 40もうひと

りは、それをたしなめて言った、「おまえ

は同じ刑を受けていながら、神を恐れない

のか。 41お互は自分のやった事のむくいを

受けているのだから、こうなったのは当然

だ。しかし、このかたは何も悪いことをし

たのではない」。 42そして言った、「イエ

スよ、あなたが御国の権威をもっておいで

になる時には、わたしを思い出してくださ

い」。 43イエスは言われた、「よく言って

おくが、あなたはきょう、わたしと一緒に

パラダイスにいるであろう」。 44時はもう

昼の十二時ごろであったが、太陽は光を失

い、全地は暗くなって、三時に及んだ。 45

そして聖所の幕がまん中から裂けた。 46そ

のとき、イエスは声高く叫んで言われた、
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「父よ、わたしの霊をみ手にゆだねます」

。こう言ってついに息を引きとられた。 47

百卒長はこの有様を見て、神をあがめ、「

ほんとうに、この人は正しい人であった」

と言った。 48この光景を見に集まってきた

群衆も、これらの出来事を見て、みな胸を

打ちながら帰って行った。 49すべてイエス

を知っていた者や、ガリラヤから従ってき

た女たちも、遠い所に立って、これらのこ

とを見ていた。 50ここに、ヨセフという議

員がいたが、善良で正しい人であった。 51

この人はユダヤの町アリマタヤの出身で、

神の国を待ち望んでいた。彼は議会の議決

や行動には賛成していなかった。 52この人

がピラトのところへ行って、イエスのから

だの引取り方を願い出て、 53それを取りお

ろして亜麻布に包み、まだだれも葬ったこ

とのない、岩を掘って造った墓に納めた。

54この日は準備の日であって、安息日が始

まりかけていた。 55イエスと一緒にガリラ

ヤからきた女たちは、あとについてきて、

その墓を見、またイエスのからだが納めら

れる様子を見とどけた。 56そして帰って、

香料と香油とを用意した。それからおきて

に従って安息日を休んだ。

24週の初めの日、夜明け前に、女たちは
用意しておいた香料を携えて、墓に行

った。 2ところが、石が墓からころがして

あるので、 3中にはいってみると、主イエ

スのからだが見当らなかった。 4そのため

途方にくれていると、見よ、輝いた衣を着

たふたりの者が、彼らに現れた。 5女たち

は驚き恐れて、顔を地に伏せていると、こ

のふたりの者が言った、「あなたがたは、

なぜ生きた方を死人の中にたずねているの

か。 6そのかたは、ここにはおられない。

よみがえられたのだ。まだガリラヤにおら

れたとき、あなたがたにお話しになったこ

とを思い出しなさい。 7すなわち、人の子

は必ず罪人らの手に渡され、十字架につけ

られ、そして三日目によみがえる、と仰せ

られたではないか」。 8そこで女たちはそ

の言葉を思い出し、 9墓から帰って、これ

らいっさいのことを、十一弟子や、その他

みんなの人に報告した。 10この女たちとい

うのは、マグダラのマリヤ、ヨハンナ、お

よびヤコブの母マリヤであった。彼女たち

と一緒にいたほかの女たちも、このことを

使徒たちに話した。 11ところが、使徒たち

には、それが愚かな話のように思われて、

それを信じなかった。〔 12ペテロは立って

墓へ走って行き、かがんで中を見ると、亜

麻布だけがそこにあったので、事の次第を

不思議に思いながら帰って行った。〕 13こ

の日、ふたりの弟子が、エルサレムから七

マイルばかり離れたエマオという村へ行き

ながら、 14このいっさいの出来事について

互に語り合っていた。 15語り合い論じ合っ

ていると、イエスご自身が近づいてきて、

彼らと一緒に歩いて行かれた。 16しかし、

彼らの目がさえぎられて、イエスを認める

ことができなかった。 17イエスは彼らに言

われた、「歩きながら互に語り合っている

その話は、なんのことなのか」。彼らは悲

しそうな顔をして立ちどまった。 18そのひ

とりのクレオパという者が、答えて言った

、「あなたはエルサレムに泊まっていなが

ら、あなただけが、この都でこのごろ起っ

たことをご存じないのですか」。 19「それ

は、どんなことか」と言われると、彼らは

言った、「ナザレのイエスのことです。あ

のかたは、神とすべての民衆との前で、わ

ざにも言葉にも力ある預言者でしたが、 20

祭司長たちや役人たちが、死刑に処するた

めに引き渡し、十字架につけたのです。 21

わたしたちは、イスラエルを救うのはこの

人であろうと、望みをかけていました。し

かもその上に、この事が起ってから、きょ

うが三日目なのです。 22ところが、わたし

たちの仲間である数人の女が、わたしたち

を驚かせました。というのは、彼らが朝早

く墓に行きますと、 23イエスのからだが見

当らないので、帰ってきましたが、そのと

き御使が現れて、『イエスは生きておられ

る』と告げたと申すのです。 24それで、わ

たしたちの仲間が数人、墓に行って見ます

と、果して女たちが言ったとおりで、イエ

スは見当りませんでした」。 25そこでイエ
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スが言われた、「ああ、愚かで心のにぶい

ため、預言者たちが説いたすべての事を信

じられない者たちよ。 26キリストは必ず、

これらの苦難を受けて、その栄光に入るは

ずではなかったのか」。 27こう言って、モ

ーセやすべての預言者からはじめて、聖書

全体にわたり、ご自身についてしるしてあ

る事どもを、説きあかされた。 28それから

、彼らは行こうとしていた村に近づいたが

、イエスがなお先へ進み行かれる様子であ

った。 29そこで、しいて引き止めて言った

、「わたしたちと一緒にお泊まり下さい。

もう夕暮になっており、日もはや傾いてい

ます」。イエスは、彼らと共に泊まるため

に、家にはいられた。 30一緒に食卓につか

れたとき、パンを取り、祝福してさき、彼

らに渡しておられるうちに、 31彼らの目が

開けて、それがイエスであることがわかっ

た。すると、み姿が見えなくなった。 32彼

らは互に言った、「道々お話しになったと

き、また聖書を説き明してくださったとき

、お互の心が内に燃えたではないか」。 33

そして、すぐに立ってエルサレムに帰って

見ると、十一弟子とその仲間が集まってい

て、 34「主は、ほんとうによみがえって、

シモンに現れなさった」と言っていた。 35

そこでふたりの者は、途中であったことや

、パンをおさきになる様子でイエスだとわ

かったことなどを話した。 36こう話してい

ると、イエスが彼らの中にお立ちになった

。〔そして「やすかれ」と言われた。〕 37

彼らは恐れ驚いて、霊を見ているのだと思

った。 38そこでイエスが言われた、「なぜ

おじ惑っているのか。どうして心に疑いを

起すのか。 39わたしの手や足を見なさい。

まさしくわたしなのだ。さわって見なさい

。霊には肉や骨はないが、あなたがたが見

るとおり、わたしにはあるのだ」。〔 40こ

う言って、手と足とをお見せになった。〕

41彼らは喜びのあまり、まだ信じられない

で不思議に思っていると、イエスが「ここ

に何か食物があるか」と言われた。 42彼ら

が焼いた魚の一きれをさしあげると、 43イ

エスはそれを取って、みんなの前で食べら

れた。 44それから彼らに対して言われた、

「わたしが以前あなたがたと一緒にいた時

分に話して聞かせた言葉は、こうであった

。すなわち、モーセの律法と預言書と詩篇

とに、わたしについて書いてあることは、

必ずことごとく成就する」。 45そこでイエ

スは、聖書を悟らせるために彼らの心を開

いて 46言われた、「こう、しるしてある。

キリストは苦しみを受けて、三日目に死人

の中からよみがえる。 47そして、その名に

よって罪のゆるしを得させる悔改めが、エ

ルサレムからはじまって、もろもろの国民

に宣べ伝えられる。 48あなたがたは、これ

らの事の証人である。 49見よ、わたしの父

が約束されたものを、あなたがたに贈る。

だから、上から力を授けられるまでは、あ

なたがたは都にとどまっていなさい」。 50

それから、イエスは彼らをベタニヤの近く

まで連れて行き、手をあげて彼らを祝福さ

れた。 51祝福しておられるうちに、彼らを

離れて、〔天にあげられた。〕 52彼らは〔

イエスを拝し、〕非常な喜びをもってエル

サレムに帰り、 53絶えず宮にいて、神をほ

めたたえていた。
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ヨハネの福音書

1初めに言があった。言は神と共にあった
。言は神であった。 2この言は初めに神

と共にあった。 3すべてのものは、これに

よってできた。できたもののうち、一つと

してこれによらないものはなかった。 4こ

の言に命があった。そしてこの命は人の光

であった。 5光はやみの中に輝いている。

そして、やみはこれに勝たなかった。 6こ

こにひとりの人があって、神からつかわさ

れていた。その名をヨハネと言った。 7こ

の人はあかしのためにきた。光についてあ

かしをし、彼によってすべての人が信じる

ためである。 8彼は光ではなく、ただ、光

についてあかしをするためにきたのである

。 9すべての人を照すまことの光があって

、世にきた。 10彼は世にいた。そして、世

は彼によってできたのであるが、世は彼を

知らずにいた。 11彼は自分のところにきた

のに、自分の民は彼を受けいれなかった。

12しかし、彼を受けいれた者、すなわち、

その名を信じた人々には、彼は神の子とな

る力を与えたのである。 13それらの人は、

血すじによらず、肉の欲によらず、また、

人の欲にもよらず、ただ神によって生れた

のである。 14そして言は肉体となり、わた

したちのうちに宿った。わたしたちはその

栄光を見た。それは父のひとり子としての

栄光であって、めぐみとまこととに満ちて

いた。 15ヨハネは彼についてあかしをし、

叫んで言った、「『わたしのあとに来るか

たは、わたしよりもすぐれたかたである。

わたしよりも先におられたからである』と

わたしが言ったのは、この人のことである

」。 16わたしたちすべての者は、その満ち

満ちているものの中から受けて、めぐみに

めぐみを加えられた。 17律法はモーセをと

おして与えられ、めぐみとまこととは、イ

エス・キリストをとおしてきたのである。

18神を見た者はまだひとりもいない。ただ

父のふところにいるひとり子なる神だけが

、神をあらわしたのである。 19さて、ユダ

ヤ人たちが、エルサレムから祭司たちやレ

ビ人たちをヨハネのもとにつかわして、「

あなたはどなたですか」と問わせたが、そ

の時ヨハネが立てたあかしは、こうであっ

た。 20すなわち、彼は告白して否まず、「

わたしはキリストではない」と告白した。

21そこで、彼らは問うた、「それでは、ど

なたなのですか、あなたはエリヤですか」

。彼は「いや、そうではない」と言った。

「では、あの預言者ですか」。彼は「いい

え」と答えた。 22そこで、彼らは言った、

「あなたはどなたですか。わたしたちをつ

かわした人々に、答を持って行けるように

していただきたい。あなた自身をだれだと

考えるのですか」。 23彼は言った、「わた

しは、預言者イザヤが言ったように、『主

の道をまっすぐにせよと荒野で呼ばわる者

の声』である」。 24つかわされた人たちは

、パリサイ人であった。 25彼らはヨハネに

問うて言った、「では、あなたがキリスト

でもエリヤでもまたあの預言者でもないの

なら、なぜバプテスマを授けるのですか」

。 26ヨハネは彼らに答えて言った、「わた

しは水でバプテスマを授けるが、あなたが

たの知らないかたが、あなたがたの中に立

っておられる。 27それがわたしのあとにあ

とにおいでになる方であって、わたしはそ

の人のくつのひもを解く値うちもない」。

28これらのことは、ヨハネがバプテスマを

授けていたヨルダンの向こうのベタニヤで

あったのである。 29その翌日、ヨハネはイ

エスが自分の方にこられるのを見て言った

、「見よ、世の罪を取り除く神の小羊。 30

『わたしのあとに来るかたは、わたしより

もすぐれたかたである。わたしよりも先に

おられたからである』とわたしが言ったの

は、この人のことである。 31わたしはこの

かたを知らなかった。しかし、このかたが

イスラエルに現れてくださるそのことのた

めに、わたしはきて、水でバプテスマを授

けているのである」。 32ヨハネはまたあか

しをして言った、「わたしは、御霊がはと

のように天から下って、彼の上にとどまる

のを見た。 33わたしはこの人を知らなかっ

た。しかし、水でバプテスマを授けるよう
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にと、わたしをおつかわしになったそのか

たが、わたしに言われた、『ある人の上に

、御霊が下ってとどまるのを見たら、その

人こそは、御霊によってバプテスマを授け

るかたである』。 34わたしはそれを見たの

で、このかたこそ神の子であると、あかし

をしたのである」。 35その翌日、ヨハネは

またふたりの弟子たちと一緒に立っていた

が、 36イエスが歩いておられるのに目をと

めて言った、「見よ、神の小羊」。 37その

ふたりの弟子は、ヨハネがそう言うのを聞

いて、イエスについて行った。 38イエスは

ふり向き、彼らがついてくるのを見て言わ

れた、「何か願いがあるのか」。彼らは言

った、「ラビ（訳して言えば、先生）どこ

におとまりなのですか」。 39イエスは彼ら

に言われた、「きてごらんなさい。そうし

たらわかるだろう」。そこで彼らはついて

行って、イエスの泊まっておられる所を見

た。そして、その日はイエスのところに泊

まった。時は午後四時ごろであった。 40ヨ

ハネから聞いて、イエスについて行ったふ

たりのうちのひとりは、シモン・ペテロの

兄弟アンデレであった。 41彼はまず自分の

兄弟シモンに出会って言った、「わたした

ちはメシヤ（訳せば、キリスト）にいま出

会った」。 42そしてシモンをイエスのもと

につれてきた。イエスは彼に目をとめて言

われた、「あなたはヨハネの子シモンであ

る。あなたをケパ（訳せば、ペテロ）と呼

ぶことにする」。 43その翌日、イエスはガ

リラヤに行こうとされたが、ピリポに出会

って言われた、「わたしに従ってきなさい

」。 44ピリポは、アンデレとペテロとの町

ベツサイダの人であった。 45このピリポが

ナタナエルに出会って言った、「わたした

ちは、モーセが律法の中にしるしており、

預言者たちがしるしていた人、ヨセフの子

、ナザレのイエスにいま出会った」。 46ナ

タナエルは彼に言った、「ナザレから、な

んのよいものが出ようか」。ピリポは彼に

言った、「きて見なさい」。 47イエスはナ

タナエルが自分の方に来るのを見て、彼に

ついて言われた、「見よ、あの人こそ、ほ

んとうのイスラエル人である。その心には

偽りがない」。 48ナタナエルは言った、「

どうしてわたしをご存じなのですか」。イ

エスは答えて言われた、「ピリポがあなた

を呼ぶ前に、わたしはあなたが、いちじく

の木の下にいるのを見た」。 49ナタナエル

は答えた、「先生、あなたは神の子です。

あなたはイスラエルの王です」。 50イエス

は答えて言われた、「あなたが、いちじく

の木の下にいるのを見たと、わたしが言っ

たので信じるのか。これよりも、もっと大

きなことを、あなたは見るであろう」。 51

また言われた、「よくよくあなたがたに言

っておく。天が開けて、神の御使たちが人

の子の上に上り下りするのを、あなたがた

は見るであろう」。

2三日目にガリラヤのカナに婚礼があって
、イエスの母がそこにいた。 2イエスも

弟子たちも、その婚礼に招かれた。 3ぶど

う酒がなくなったので、母はイエスに言っ

た、「ぶどう酒がなくなってしまいました

」。 4イエスは母に言われた、「婦人よ、

あなたは、わたしと、なんの係わりがあり

ますか。わたしの時は、まだきていません

」。 5母は僕たちに言った、「このかたが

、あなたがたに言いつけることは、なんで

もして下さい」。 6そこには、ユダヤ人の

きよめのならわしに従って、それぞれ四、

五斗もはいる石の水がめが、六つ置いてあ

った。 7イエスは彼らに「かめに水をいっ

ぱい入れなさい」と言われたので、彼らは

口のところまでいっぱいに入れた。 8そこ

で彼らに言われた、「さあ、くんで、料理

がしらのところに持って行きなさい」。す

ると、彼らは持って行った。 9料理がしら

は、ぶどう酒になった水をなめてみたが、

それがどこからきたのか知らなかったので

、（水をくんだ僕たちは知っていた）花婿

を呼んで 10言った、「どんな人でも、初め

によいぶどう酒を出して、酔いがまわった

ころにわるいのを出すものだ。それだのに

、あなたはよいぶどう酒を今までとってお

かれました」。 11イエスは、この最初のし

るしをガリラヤのカナで行い、その栄光を
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現された。そして弟子たちはイエスを信じ

た。 12そののち、イエスは、その母、兄弟

たち、弟子たちと一緒に、カペナウムに下

って、幾日かそこにとどまられた。 13さて

、ユダヤ人の過越の祭が近づいたので、イ

エスはエルサレムに上られた。 14そして牛

、羊、はとを売る者や両替する者などが宮

の庭にすわり込んでいるのをごらんになっ

て、 15なわでむちを造り、羊も牛もみな宮

から追いだし、両替人の金を散らし、その

台をひっくりかえし、 16はとを売る人々に

は「これらのものを持って、ここから出て

行け。わたしの父の家を商売の家とするな

」と言われた。 17弟子たちは、「あなたの

家を思う熱心が、わたしを食いつくすであ

ろう」と書いてあることを思い出した。 18

そこで、ユダヤ人はイエスに言った、「こ

んなことをするからには、どんなしるしを

わたしたちに見せてくれますか」。 19イエ

スは彼らに答えて言われた、「この神殿を

こわしたら、わたしは三日のうちに、それ

を起すであろう」。 20そこで、ユダヤ人た

ちは言った、「この神殿を建てるのには、

四十六年もかかっています。それだのに、

あなたは三日のうちに、それを建てるので

すか」。 21イエスは自分のからだである神

殿のことを言われたのである。 22それで、

イエスが死人の中からよみがえったとき、

弟子たちはイエスがこう言われたことを思

い出して、聖書とイエスのこの言葉とを信

じた。 23過越の祭の間、イエスがエルサレ

ムに滞在しておられたとき、多くの人々は

、その行われたしるしを見て、イエスの名

を信じた。 24しかしイエスご自身は、彼ら

に自分をお任せにならなかった。それは、

すべての人を知っておられ、 25また人につ

いてあかしする者を、必要とされなかった

からである。それは、ご自身人の心の中に

あることを知っておられたからである。

3パリサイ人のひとりで、その名をニコデ
モというユダヤ人の指導者があった。 2

この人が夜イエスのもとにきて言った、「

先生、わたしたちはあなたが神からこられ

た教師であることを知っています。神がご

一緒でないなら、あなたがなさっておられ

るようなしるしは、だれにもできはしませ

ん」。 3イエスは答えて言われた、「よく

よくあなたに言っておく。だれでも新しく

生れなければ、神の国を見ることはできな

い」。 4ニコデモは言った、「人は年をと

ってから生れることが、どうしてできます

か。もう一度、母の胎にはいって生れるこ

とができましょうか」。 5イエスは答えら

れた、「よくよくあなたに言っておく。だ

れでも、水と霊とから生れなければ、神の

国にはいることはできない。 6肉から生れ

る者は肉であり、霊から生れる者は霊であ

る。 7あなたがたは新しく生れなければな

らないと、わたしが言ったからとて、不思

議に思うには及ばない。 8風は思いのまま

に吹く。あなたはその音を聞くが、それが

どこからきて、どこへ行くかは知らない。

霊から生れる者もみな、それと同じである

」。 9ニコデモはイエスに答えて言った、

「どうして、そんなことがあり得ましょう

か」。 10イエスは彼に答えて言われた、「

あなたはイスラエルの教師でありながら、

これぐらいのことがわからないのか。 11よ

くよく言っておく。わたしたちは自分の知

っていることを語り、また自分の見たこと

をあかししているのに、あなたがたはわた

したちのあかしを受けいれない。 12わたし

が地上のことを語っているのに、あなたが

たが信じないならば、天上のことを語った

場合、どうしてそれを信じるだろうか。 13

天から下ってきた者、すなわち人の子のほ

かには、だれも天に上った者はない。 14そ

して、ちょうどモーセが荒野でへびを上げ

たように、人の子もまた上げられなければ

ならない。 15それは彼を信じる者が、すべ

て永遠の命を得るためである」。 (aiōnios g166)

16神はそのひとり子を賜わったほどに、こ

の世を愛して下さった。それは御子を信じ

る者がひとりも滅びないで、永遠の命を得

るためである。 (aiōnios g166) 17神が御子を世

につかわされたのは、世をさばくためでは

なく、御子によって、この世が救われるた

めである。 18彼を信じる者は、さばかれな
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い。信じない者は、すでにさばかれている

。神のひとり子の名を信じることをしない

からである。 19そのさばきというのは、光

がこの世にきたのに、人々はそのおこない

が悪いために、光よりもやみの方を愛した

ことである。 20悪を行っている者はみな光

を憎む。そして、そのおこないが明るみに

出されるのを恐れて、光にこようとはしな

い。 21しかし、真理を行っている者は光に

来る。その人のおこないの、神にあってな

されたということが、明らかにされるため

である。 22こののち、イエスは弟子たちと

ユダヤの地に行き、彼らと一緒にそこに滞

在して、バプテスマを授けておられた。 23

ヨハネもサリムに近いアイノンで、バプテ

スマを授けていた。そこには水がたくさん

あったからである。人々がぞくぞくとやっ

てきてバプテスマを受けていた。 24そのと

き、ヨハネはまだ獄に入れられてはいなか

った。 25ところが、ヨハネの弟子たちとひ

とりのユダヤ人との間に、きよめのことで

争論が起った。 26そこで彼らはヨハネのと

ころにきて言った、「先生、ごらん下さい

。ヨルダンの向こうであなたと一緒にいた

ことがあり、そして、あなたがあかしをし

ておられたあのかたが、バプテスマを授け

ており、皆の者が、そのかたのところへ出

かけています」。 27ヨハネは答えて言った

、「人は天から与えられなければ、何もの

も受けることはできない。 28『わたしはキ

リストではなく、そのかたよりも先につか

わされた者である』と言ったことをあかし

してくれるのは、あなたがた自身である。

29花嫁をもつ者は花婿である。花婿の友人

は立って彼の声を聞き、その声を聞いて大

いに喜ぶ。こうして、この喜びはわたしに

満ち足りている。 30彼は必ず栄え、わたし

は衰える。 31上から来る者は、すべてのも

のの上にある。地から出る者は、地に属す

る者であって、地のことを語る。天から来

る者は、すべてのものの上にある。 32彼は

その見たところ、聞いたところをあかしし

ているが、だれもそのあかしを受けいれな

い。 33しかし、そのあかしを受けいれる者

は、神がまことであることを、たしかに認

めたのである。 34神がおつかわしになった

かたは、神の言葉を語る。神は聖霊を限り

なく賜うからである。 35父は御子を愛して

、万物をその手にお与えになった。 36御子

を信じる者は永遠の命をもつ。御子に従わ

ない者は、命にあずかることがないばかり

か、神の怒りがその上にとどまるのである

」。 (aiōnios g166)

4イエスが、ヨハネよりも多く弟子をつく
り、またバプテスマを授けておられると

いうことを、パリサイ人たちが聞き、それ

を主が知られたとき、 2（しかし、イエス

みずからが、バプテスマをお授けになった

のではなく、その弟子たちであった） 3ユ

ダヤを去って、またガリラヤへ行かれた。

4しかし、イエスはサマリヤを通過しなけれ

ばならなかった。 5そこで、イエスはサマ

リヤのスカルという町においでになった。

この町は、ヤコブがその子ヨセフに与えた

土地の近くにあったが、 6そこにヤコブの

井戸があった。イエスは旅の疲れを覚えて

、そのまま、この井戸のそばにすわってお

られた。時は昼の十二時ごろであった。 7

ひとりのサマリヤの女が水をくみにきたの

で、イエスはこの女に、「水を飲ませて下

さい」と言われた。 8弟子たちは食物を買

いに町に行っていたのである。 9すると、

サマリヤの女はイエスに言った、「あなた

はユダヤ人でありながら、どうしてサマリ

ヤの女のわたしに、飲ませてくれとおっし

ゃるのですか」。これは、ユダヤ人はサマ

リヤ人と交際していなかったからである。

10イエスは答えて言われた、「もしあなた

が神の賜物のことを知り、また、『水を飲

ませてくれ』と言った者が、だれであるか

知っていたならば、あなたの方から願い出

て、その人から生ける水をもらったことで

あろう」。 11女はイエスに言った、「主よ

、あなたは、くむ物をお持ちにならず、そ

の上、井戸は深いのです。その生ける水を

、どこから手に入れるのですか。 12あなた

は、この井戸を下さったわたしたちの父ヤ
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コブよりも、偉いかたなのですか。ヤコブ

自身も飲み、その子らも、その家畜も、こ

の井戸から飲んだのですが」。 13イエスは

女に答えて言われた、「この水を飲む者は

だれでも、またかわくであろう。 14しかし

、わたしが与える水を飲む者は、いつまで

も、かわくことがないばかりか、わたしが

与える水は、その人のうちで泉となり、永

遠の命に至る水が、わきあがるであろう」

。 (aiōn g165, aiōnios g166) 15女はイエスに言った

、「主よ、わたしがかわくことがなく、ま

た、ここにくみにこなくてもよいように、

その水をわたしに下さい」。 16イエスは女

に言われた、「あなたの夫を呼びに行って

、ここに連れてきなさい」。 17女は答えて

言った、「わたしには夫はありません」。

イエスは女に言われた、「夫がないと言っ

たのは、もっともだ。 18あなたには五人の

夫があったが、今のはあなたの夫ではない

。あなたの言葉のとおりである」。 19女は

イエスに言った、「主よ、わたしはあなた

を預言者と見ます。 20わたしたちの先祖は

、この山で礼拝をしたのですが、あなたが

たは礼拝すべき場所は、エルサレムにある

と言っています」。 21イエスは女に言われ

た、「女よ、わたしの言うことを信じなさ

い。あなたがたが、この山でも、またエル

サレムでもない所で、父を礼拝する時が来

る。 22あなたがたは自分の知らないものを

拝んでいるが、わたしたちは知っているか

たを礼拝している。救はユダヤ人から来る

からである。 23しかし、まことの礼拝をす

る者たちが、霊とまこととをもって父を礼

拝する時が来る。そうだ、今きている。父

は、このような礼拝をする者たちを求めて

おられるからである。 24神は霊であるから

、礼拝をする者も、霊とまこととをもって

礼拝すべきである」。 25女はイエスに言っ

た、「わたしは、キリストと呼ばれるメシ

ヤがこられることを知っています。そのか

たがこられたならば、わたしたちに、いっ

さいのことを知らせて下さるでしょう」。

26イエスは女に言われた、「あなたと話を

しているこのわたしが、それである」。 27

そのとき、弟子たちが帰って来て、イエス

がひとりの女と話しておられるのを見て不

思議に思ったが、しかし、「何を求めてお

られますか」とも、「何を彼女と話してお

られるのですか」とも、尋ねる者はひとり

もなかった。 28この女は水がめをそのまま

そこに置いて町に行き、人々に言った、 29

「わたしのしたことを何もかも、言いあて

た人がいます。さあ、見にきてごらんなさ

い。もしかしたら、この人がキリストかも

知れません」。 30人々は町を出て、ぞくぞ

くとイエスのところへ行った。 31その間に

弟子たちはイエスに、「先生、召しあがっ

てください」とすすめた。 32ところが、イ

エスは言われた、「わたしには、あなたが

たの知らない食物がある」。 33そこで、弟

子たちが互に言った、「だれかが、何か食

べるものを持ってきてさしあげたのであろ

うか」。 34イエスは彼らに言われた、「わ

たしの食物というのは、わたしをつかわさ

れたかたのみこころを行い、そのみわざを

なし遂げることである。 35あなたがたは、

刈入れ時が来るまでには、まだ四か月ある

と、言っているではないか。しかし、わた

しはあなたがたに言う。目をあげて畑を見

なさい。はや色づいて刈入れを待っている

。 36刈る者は報酬を受けて、永遠の命に至

る実を集めている。まく者も刈る者も、共

々に喜ぶためである。 (aiōnios g166) 37そこで

、『ひとりがまき、ひとりが刈る』という

ことわざが、ほんとうのこととなる。 38わ

たしは、あなたがたをつかわして、あなた

がたがそのために労苦しなかったものを刈

りとらせた。ほかの人々が労苦し、あなた

がたは、彼らの労苦の実にあずかっている

のである」。 39さて、この町からきた多く

のサマリヤ人は、「この人は、わたしのし

たことを何もかも言いあてた」とあかしし

た女の言葉によって、イエスを信じた。 40

そこで、サマリヤ人たちはイエスのもとに

きて、自分たちのところに滞在していただ

きたいと願ったので、イエスはそこにふつ

か滞在された。 41そしてなお多くの人々が

、イエスの言葉を聞いて信じた。 42彼らは
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女に言った、「わたしたちが信じるのは、

もうあなたが話してくれたからではない。

自分自身で親しく聞いて、この人こそまこ

とに世の救主であることが、わかったから

である」。 43ふつかの後に、イエスはここ

を去ってガリラヤへ行かれた。 44イエスは

みずからはっきり、「預言者は自分の故郷

では敬われないものだ」と言われたのであ

る。 45ガリラヤに着かれると、ガリラヤの

人たちはイエスを歓迎した。それは、彼ら

も祭に行っていたので、その祭の時、イエ

スがエルサレムでなされたことをことごと

く見ていたからである。 46イエスは、また

ガリラヤのカナに行かれた。そこは、かつ

て水をぶどう酒にかえられた所である。と

ころが、病気をしているむすこを持つある

役人がカペナウムにいた。 47この人が、ユ

ダヤからガリラヤにイエスのきておられる

ことを聞き、みもとにきて、カペナウムに

下って、彼の子をなおしていただきたいと

、願った。その子が死にかかっていたから

である。 48そこで、イエスは彼に言われた

、「あなたがたは、しるしと奇跡とを見な

い限り、決して信じないだろう」。 49この

役人はイエスに言った、「主よ、どうぞ、

子供が死なないうちにきて下さい」。 50イ

エスは彼に言われた、「お帰りなさい。あ

なたのむすこは助かるのだ」。彼は自分に

言われたイエスの言葉を信じて帰って行っ

た。 51その下って行く途中、僕たちが彼に

出会い、その子が助かったことを告げた。

52そこで、彼は僕たちに、そのなおりはじ

めた時刻を尋ねてみたら、「きのうの午後

一時に熱が引きました」と答えた。 53それ

は、イエスが「あなたのむすこは助かるの

だ」と言われたのと同じ時刻であったこと

を、この父は知って、彼自身もその家族一

同も信じた。 54これは、イエスがユダヤか

らガリラヤにきてなされた第二のしるしで

ある。

5こののち、ユダヤ人の祭があったので、
イエスはエルサレムに上られた。 2エル

サレムにある羊の門のそばに、ヘブル語で

ベテスダと呼ばれる池があった。そこには

五つの廊があった。 3その廊の中には、病

人、盲人、足なえ、やせ衰えた者などが、

大ぜいからだを横たえていた。〔彼らは水

の動くのを待っていたのである。 4それは

、時々、主の御使がこの池に降りてきて水

を動かすことがあるが、水が動いた時まっ

先にはいる者は、どんな病気にかかってい

ても、いやされたからである。〕 5さて、

そこに三十八年のあいだ、病気に悩んでい

る人があった。 6イエスはその人が横にな

っているのを見、また長い間わずらってい

たのを知って、その人に「なおりたいのか

」と言われた。 7この病人はイエスに答え

た、「主よ、水が動く時に、わたしを池の

中に入れてくれる人がいません。わたしが

はいりかけると、ほかの人が先に降りて行

くのです」。 8イエスは彼に言われた、「

起きて、あなたの床を取りあげ、そして歩

きなさい」。 9すると、この人はすぐにい

やされ、床をとりあげて歩いて行った。そ

の日は安息日であった。 10そこでユダヤ人

たちは、そのいやされた人に言った、「き

ょうは安息日だ。床を取りあげるのは、よ

ろしくない」。 11彼は答えた、「わたしを

なおして下さったかたが、床を取りあげて

歩けと、わたしに言われました」。 12彼ら

は尋ねた、「取りあげて歩けと言った人は

、だれか」。 13しかし、このいやされた人

は、それがだれであるか知らなかった。群

衆がその場にいたので、イエスはそっと出

て行かれたからである。 14そののち、イエ

スは宮でその人に出会ったので、彼に言わ

れた、「ごらん、あなたはよくなった。も

う罪を犯してはいけない。何かもっと悪い

ことが、あなたの身に起るかも知れないか

ら」。 15彼は出て行って、自分をいやした

のはイエスであったと、ユダヤ人たちに告

げた。 16そのためユダヤ人たちは、安息日

にこのようなことをしたと言って、イエス

を責めた。 17そこで、イエスは彼らに答え

られた、「わたしの父は今に至るまで働い

ておられる。わたしも働くのである」。 18

このためにユダヤ人たちは、ますますイエ

スを殺そうと計るようになった。それは、



ヨハネの福音書99

イエスが安息日を破られたばかりではなく

、神を自分の父と呼んで、自分を神と等し

いものとされたからである。 19さて、イエ

スは彼らに答えて言われた、「よくよくあ

なたがたに言っておく。子は父のなさるこ

とを見てする以外に、自分からは何事もす

ることができない。父のなさることであれ

ばすべて、子もそのとおりにするのである

。 20なぜなら、父は子を愛して、みずから

なさることは、すべて子にお示しになるか

らである。そして、それよりもなお大きな

わざを、お示しになるであろう。あなたが

たが、それによって不思議に思うためであ

る。 21すなわち、父が死人を起して命をお

与えになるように、子もまた、そのこころ

にかなう人々に命を与えるであろう。 22父

はだれをもさばかない。さばきのことはす

べて、子にゆだねられたからである。 23そ

れは、すべての人が父を敬うと同様に、子

を敬うためである。子を敬わない者は、子

をつかわされた父をも敬わない。 24よくよ

くあなたがたに言っておく。わたしの言葉

を聞いて、わたしをつかわされたかたを信

じる者は、永遠の命を受け、またさばかれ

ることがなく、死から命に移っているので

ある。 (aiōnios g166) 25よくよくあなたがたに

言っておく。死んだ人たちが、神の子の声

を聞く時が来る。今すでにきている。そし

て聞く人は生きるであろう。 26それは、父

がご自分のうちに生命をお持ちになってい

ると同様に、子にもまた、自分のうちに生

命を持つことをお許しになったからである

。 27そして子は人の子であるから、子にさ

ばきを行う権威をお与えになった。 28この

ことを驚くには及ばない。墓の中にいる者

たちがみな神の子の声を聞き、 29善をおこ

なった人々は、生命を受けるためによみが

えり、悪をおこなった人々は、さばきを受

けるためによみがえって、それぞれ出てく

る時が来るであろう。 30わたしは、自分か

らは何事もすることができない。ただ聞く

ままにさばくのである。そして、わたしの

このさばきは正しい。それは、わたし自身

の考えでするのではなく、わたしをつかわ

されたかたの、み旨を求めているからであ

る。 31もし、わたしが自分自身についてあ

かしをするならば、わたしのあかしはほん

とうではない。 32わたしについてあかしを

するかたはほかにあり、そして、その人が

するあかしがほんとうであることを、わた

しは知っている。 33あなたがたはヨハネの

もとへ人をつかわしたが、そのとき彼は真

理についてあかしをした。 34わたしは人か

らあかしを受けないが、このことを言うの

は、あなたがたが救われるためである。 35

ヨハネは燃えて輝くあかりであった。あな

たがたは、しばらくの間その光を喜び楽し

もうとした。 36しかし、わたしには、ヨハ

ネのあかしよりも、もっと力あるあかしが

ある。父がわたしに成就させようとしてお

与えになったわざ、すなわち、今わたしが

しているこのわざが、父のわたしをつかわ

されたことをあかししている。 37また、わ

たしをつかわされた父も、ご自分でわたし

についてあかしをされた。あなたがたは、

まだそのみ声を聞いたこともなく、そのみ

姿を見たこともない。 38また、神がつかわ

された者を信じないから、神の御言はあな

たがたのうちにとどまっていない。 39あな

たがたは、聖書の中に永遠の命があると思

って調べているが、この聖書は、わたしに

ついてあかしをするものである。 (aiōnios g166)

40しかも、あなたがたは、命を得るために

わたしのもとにこようともしない。 41わた

しは人からの誉を受けることはしない。 42

しかし、あなたがたのうちには神を愛する

愛がないことを知っている。 43わたしは父

の名によってきたのに、あなたがたはわた

しを受けいれない。もし、ほかの人が彼自

身の名によって来るならば、その人を受け

いれるのであろう。 44互に誉を受けながら

、ただひとりの神からの誉を求めようとし

ないあなたがたは、どうして信じることが

できようか。 45わたしがあなたがたのこと

を父に訴えると、考えてはいけない。あな

たがたを訴える者は、あなたがたが頼みと

しているモーセその人である。 46もし、あ

なたがたがモーセを信じたならば、わたし



ヨハネの福音書 100

をも信じたであろう。モーセは、わたしに

ついて書いたのである。 47しかし、モーセ

の書いたものを信じないならば、どうして

わたしの言葉を信じるだろうか」。

6そののち、イエスはガリラヤの海、すな
わち、テベリヤ湖の向こう岸へ渡られた

。 2すると、大ぜいの群衆がイエスについ

てきた。病人たちになさっていたしるしを

見たからである。 3イエスは山に登って、

弟子たちと一緒にそこで座につかれた。 4

時に、ユダヤ人の祭である過越が間近にな

っていた。 5イエスは目をあげ、大ぜいの

群衆が自分の方に集まって来るのを見て、

ピリポに言われた、「どこからパンを買っ

てきて、この人々に食べさせようか」。 6

これはピリポをためそうとして言われたの

であって、ご自分ではしようとすることを

、よくご承知であった。 7すると、ピリポ

はイエスに答えた、「二百デナリのパンが

あっても、めいめいが少しずついただくに

も足りますまい」。 8弟子のひとり、シモ

ン・ペテロの兄弟アンデレがイエスに言っ

た、 9「ここに、大麦のパン五つと、さか

な二ひきとを持っている子供がいます。し

かし、こんなに大ぜいの人では、それが何

になりましょう」。 10イエスは「人々をす

わらせなさい」と言われた。その場所には

草が多かった。そこにすわった男の数は五

千人ほどであった。 11そこで、イエスはパ

ンを取り、感謝してから、すわっている人

々に分け与え、また、さかなをも同様にし

て、彼らの望むだけ分け与えられた。 12人

々がじゅうぶんに食べたのち、イエスは弟

子たちに言われた、「少しでもむだになら

ないように、パンくずのあまりを集めなさ

い」。 13そこで彼らが集めると、五つの大

麦のパンを食べて残ったパンくずは、十二

のかごにいっぱいになった。 14人々はイエ

スのなさったこのしるしを見て、「ほんと

うに、この人こそ世にきたるべき預言者で

ある」と言った。 15イエスは人々がきて、

自分をとらえて王にしようとしていると知

って、ただひとり、また山に退かれた。 16

夕方になったとき、弟子たちは海べに下り

、 17舟に乗って海を渡り、向こう岸のカペ

ナウムに行きかけた。すでに暗くなってい

たのに、イエスはまだ彼らのところにおい

でにならなかった。 18その上、強い風が吹

いてきて、海は荒れ出した。 19四、五十丁

こぎ出したとき、イエスが海の上を歩いて

舟に近づいてこられるのを見て、彼らは恐

れた。 20すると、イエスは彼らに言われた

、「わたしだ、恐れることはない」。 21そ

こで、彼らは喜んでイエスを舟に迎えよう

とした。すると舟は、すぐ、彼らが行こう

としていた地に着いた。 22その翌日、海の

向こう岸に立っていた群衆は、そこに小舟

が一そうしかなく、またイエスは弟子たち

と一緒に小舟にお乗りにならず、ただ弟子

たちだけが船出したのを見た。 23しかし、

数そうの小舟がテベリヤからきて、主が感

謝されたのちパンを人々に食べさせた場所

に近づいた。 24群衆は、イエスも弟子たち

もそこにいないと知って、それらの小舟に

乗り、イエスをたずねてカペナウムに行っ

た。 25そして、海の向こう岸でイエスに出

会ったので言った、「先生、いつ、ここに

おいでになったのですか」。 26イエスは答

えて言われた、「よくよくあなたがたに言

っておく。あなたがたがわたしを尋ねてき

ているのは、しるしを見たためではなく、

パンを食べて満腹したからである。 27朽ち

る食物のためではなく、永遠の命に至る朽

ちない食物のために働くがよい。これは人

の子があなたがたに与えるものである。父

なる神は、人の子にそれをゆだねられたの

である」。 (aiōnios g166) 28そこで、彼らはイ

エスに言った、「神のわざを行うために、

わたしたちは何をしたらよいでしょうか」

。 29イエスは彼らに答えて言われた、「神

がつかわされた者を信じることが、神のわ

ざである」。 30彼らはイエスに言った、「

わたしたちが見てあなたを信じるために、

どんなしるしを行って下さいますか。どん

なことをして下さいますか。 31わたしたち

の先祖は荒野でマナを食べました。それは

『天よりのパンを彼らに与えて食べさせた

』と書いてあるとおりです」。 32そこでイ
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エスは彼らに言われた、「よくよく言って

おく。天からのパンをあなたがたに与えた

のは、モーセではない。天からのまことの

パンをあなたがたに与えるのは、わたしの

父なのである。 33神のパンは、天から下っ

てきて、この世に命を与えるものである」

。 34彼らはイエスに言った、「主よ、その

パンをいつもわたしたちに下さい」。 35イ

エスは彼らに言われた、「わたしが命のパ

ンである。わたしに来る者は決して飢える

ことがなく、わたしを信じる者は決してか

わくことがない。 36しかし、あなたがたに

言ったが、あなたがたはわたしを見たのに

信じようとはしない。 37父がわたしに与え

て下さる者は皆、わたしに来るであろう。

そして、わたしに来る者を決して拒みはし

ない。 38わたしが天から下ってきたのは、

自分のこころのままを行うためではなく、

わたしをつかわされたかたのみこころを行

うためである。 39わたしをつかわされたか

たのみこころは、わたしに与えて下さった

者を、わたしがひとりも失わずに、終りの

日によみがえらせることである。 40わたし

の父のみこころは、子を見て信じる者が、

ことごとく永遠の命を得ることなのである

。そして、わたしはその人々を終りの日に

よみがえらせるであろう」。 (aiōnios g166) 41

ユダヤ人らは、イエスが「わたしは天から

下ってきたパンである」と言われたので、

イエスについてつぶやき始めた。 42そして

言った、「これはヨセフの子イエスではな

いか。わたしたちはその父母を知っている

ではないか。わたしは天から下ってきたと

、どうして今いうのか」。 43イエスは彼ら

に答えて言われた、「互につぶやいてはい

けない。 44わたしをつかわされた父が引き

よせて下さらなければ、だれもわたしに来

ることはできない。わたしは、その人々を

終りの日によみがえらせるであろう。 45預

言者の書に、『彼らはみな神に教えられる

であろう』と書いてある。父から聞いて学

んだ者は、みなわたしに来るのである。 46

神から出た者のほかに、だれかが父を見た

のではない。その者だけが父を見たのであ

る。 47よくよくあなたがたに言っておく。

信じる者には永遠の命がある。 (aiōnios g166)

48わたしは命のパンである。 49あなたがた

の先祖は荒野でマナを食べたが、死んでし

まった。 50しかし、天から下ってきたパン

を食べる人は、決して死ぬことはない。 51

わたしは天から下ってきた生きたパンであ

る。それを食べる者は、いつまでも生きる

であろう。わたしが与えるパンは、世の命

のために与えるわたしの肉である」。 (aiōn

g165) 52そこで、ユダヤ人らが互に論じて言

った、「この人はどうして、自分の肉をわ

たしたちに与えて食べさせることができよ

うか」。 53イエスは彼らに言われた、「よ

くよく言っておく。人の子の肉を食べず、

また、その血を飲まなければ、あなたがた

の内に命はない。 54わたしの肉を食べ、わ

たしの血を飲む者には、永遠の命があり、

わたしはその人を終りの日によみがえらせ

るであろう。 (aiōnios g166) 55わたしの肉はま

ことの食物、わたしの血はまことの飲み物

である。 56わたしの肉を食べ、わたしの血

を飲む者はわたしにおり、わたしもまたそ

の人におる。 57生ける父がわたしをつかわ

され、また、わたしが父によって生きてい

るように、わたしを食べる者もわたしによ

って生きるであろう。 58天から下ってきた

パンは、先祖たちが食べたが死んでしまっ

たようなものではない。このパンを食べる

者は、いつまでも生きるであろう」。 (aiōn

g165) 59これらのことは、イエスがカペナウ

ムの会堂で教えておられたときに言われた

ものである。 60弟子たちのうちの多くの者

は、これを聞いて言った、「これは、ひど

い言葉だ。だれがそんなことを聞いておら

れようか」。 61しかしイエスは、弟子たち

がそのことでつぶやいているのを見破って

、彼らに言われた、「このことがあなたが

たのつまずきになるのか。 62それでは、も

し人の子が前にいた所に上るのを見たら、

どうなるのか。 63人を生かすものは霊であ

って、肉はなんの役にも立たない。わたし

があなたがたに話した言葉は霊であり、ま

た命である。 64しかし、あなたがたの中に
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は信じない者がいる」。イエスは、初めか

ら、だれが信じないか、また、だれが彼を

裏切るかを知っておられたのである。 65そ

してイエスは言われた、「それだから、父

が与えて下さった者でなければ、わたしに

来ることはできないと、言ったのである」

。 66それ以来、多くの弟子たちは去ってい

って、もはやイエスと行動を共にしなかっ

た。 67そこでイエスは十二弟子に言われた

、「あなたがたも去ろうとするのか」。 68

シモン・ペテロが答えた、「主よ、わたし

たちは、だれのところに行きましょう。永

遠の命の言をもっているのはあなたです。

(aiōnios g166) 69わたしたちは、あなたが神の

聖者であることを信じ、また知っています

」。 70イエスは彼らに答えられた、「あな

たがた十二人を選んだのは、わたしではな

かったか。それだのに、あなたがたのうち

のひとりは悪魔である」。 71これは、イス

カリオテのシモンの子ユダをさして言われ

たのである。このユダは、十二弟子のひと

りでありながら、イエスを裏切ろうとして

いた。

7そののち、イエスはガリラヤを巡回して
おられた。ユダヤ人たちが自分を殺そう

としていたので、ユダヤを巡回しようとは

されなかった。 2時に、ユダヤ人の仮庵の

祭が近づいていた。 3そこで、イエスの兄

弟たちがイエスに言った、「あなたがして

おられるわざを弟子たちにも見せるために

、ここを去りユダヤに行ってはいかがです

。 4自分を公けにあらわそうと思っている

人で、隠れて仕事をするものはありません

。あなたがこれらのことをするからには、

自分をはっきりと世にあらわしなさい」。

5こう言ったのは、兄弟たちもイエスを信じ

ていなかったからである。 6そこでイエス

は彼らに言われた、「わたしの時はまだき

ていない。しかし、あなたがたの時はいつ

も備わっている。 7世はあなたがたを憎み

得ないが、わたしを憎んでいる。わたしが

世のおこないの悪いことを、あかししてい

るからである。 8あなたがたこそ祭に行き

なさい。わたしはこの祭には行かない。わ

たしの時はまだ満ちていないから」。 9彼

らにこう言って、イエスはガリラヤにとど

まっておられた。 10しかし、兄弟たちが祭

に行ったあとで、イエスも人目にたたぬよ

うに、ひそかに行かれた。 11ユダヤ人らは

祭の時に、「あの人はどこにいるのか」と

言って、イエスを捜していた。 12群衆の中

に、イエスについていろいろとうわさが立

った。ある人々は、「あれはよい人だ」と

言い、他の人々は、「いや、あれは群衆を

惑わしている」と言った。 13しかし、ユダ

ヤ人らを恐れて、イエスのことを公然と口

にする者はいなかった。 14祭も半ばになっ

てから、イエスは宮に上って教え始められ

た。 15すると、ユダヤ人たちは驚いて言っ

た、「この人は学問をしたこともないのに

、どうして律法の知識をもっているのだろ

う」。 16そこでイエスは彼らに答えて言わ

れた、「わたしの教はわたし自身の教では

なく、わたしをつかわされたかたの教であ

る。 17神のみこころを行おうと思う者であ

れば、だれでも、わたしの語っているこの

教が神からのものか、それとも、わたし自

身から出たものか、わかるであろう。 18自

分から出たことを語る者は、自分の栄光を

求めるが、自分をつかわされたかたの栄光

を求める者は真実であって、その人の内に

は偽りがない。 19モーセはあなたがたに律

法を与えたではないか。それだのに、あな

たがたのうちには、その律法を行う者がひ

とりもない。あなたがたは、なぜわたしを

殺そうと思っているのか」。 20群衆は答え

た、「あなたは悪霊に取りつかれている。

だれがあなたを殺そうと思っているものか

」。 21イエスは彼らに答えて言われた、「

わたしが一つのわざをしたところ、あなた

がたは皆それを見て驚いている。 22モーセ

はあなたがたに割礼を命じたので、（これ

は、実は、モーセから始まったのではなく

、先祖たちから始まったものである）あな

たがたは安息日にも人に割礼を施している

。 23もし、モーセの律法が破られないよう

に、安息日であっても割礼を受けるのなら

、安息日に人の全身を丈夫にしてやったか
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らといって、どうして、そんなにおこるの

か。 24うわべで人をさばかないで、正しい

さばきをするがよい」。 25さて、エルサレ

ムのある人たちが言った、「この人は人々

が殺そうと思っている者ではないか。 26見

よ、彼は公然と語っているのに、人々はこ

れに対して何も言わない。役人たちは、こ

の人がキリストであることを、ほんとうに

知っているのではなかろうか。 27わたした

ちはこの人がどこからきたのか知っている

。しかし、キリストが現れる時には、どこ

から来るのか知っている者は、ひとりもい

ない」。 28イエスは宮の内で教えながら、

叫んで言われた、「あなたがたは、わたし

を知っており、また、わたしがどこからき

たかも知っている。しかし、わたしは自分

からきたのではない。わたしをつかわされ

たかたは真実であるが、あなたがたは、そ

のかたを知らない。 29わたしは、そのかた

を知っている。わたしはそのかたのもとか

らきた者で、そのかたがわたしをつかわさ

れたのである」。 30そこで人々はイエスを

捕えようと計ったが、だれひとり手をかけ

る者はなかった。イエスの時が、まだきて

いなかったからである。 31しかし、群衆の

中の多くの者が、イエスを信じて言った、

「キリストがきても、この人が行ったより

も多くのしるしを行うだろうか」。 32群衆

がイエスについてこのようなうわさをして

いるのを、パリサイ人たちは耳にした。そ

こで、祭司長たちやパリサイ人たちは、イ

エスを捕えようとして、下役どもをつかわ

した。 33イエスは言われた、「今しばらく

の間、わたしはあなたがたと一緒にいて、

それから、わたしをおつかわしになったか

たのみもとに行く。 34あなたがたはわたし

を捜すであろうが、見つけることはできな

い。そしてわたしのいる所に、あなたがた

は来ることができない」。 35そこでユダヤ

人たちは互に言った、「わたしたちが見つ

けることができないというのは、どこへ行

こうとしているのだろう。ギリシヤ人の中

に離散している人たちのところにでも行っ

て、ギリシヤ人を教えようというのだろう

か。 36また、『わたしを捜すが、見つける

ことはできない。そしてわたしのいる所に

は来ることができないだろう』と言ったそ

の言葉は、どういう意味だろう」。 37祭の

終りの大事な日に、イエスは立って、叫ん

で言われた、「だれでもかわく者は、わた

しのところにきて飲むがよい。 38わたしを

信じる者は、聖書に書いてあるとおり、そ

の腹から生ける水が川となって流れ出るで

あろう」。 39これは、イエスを信じる人々

が受けようとしている御霊をさして言われ

たのである。すなわち、イエスはまだ栄光

を受けておられなかったので、御霊がまだ

下っていなかったのである。 40群衆のある

者がこれらの言葉を聞いて、「このかたは

、ほんとうに、あの預言者である」と言い

、 41ほかの人たちは「このかたはキリスト

である」と言い、また、ある人々は、「キ

リストはまさか、ガリラヤからは出てこな

いだろう。 42キリストは、ダビデの子孫か

ら、またダビデのいたベツレヘムの村から

出ると、聖書に書いてあるではないか」と

言った。 43こうして、群衆の間にイエスの

ことで分争が生じた。 44彼らのうちのある

人々は、イエスを捕えようと思ったが、だ

れひとり手をかける者はなかった。 45さて

、下役どもが祭司長たちやパリサイ人たち

のところに帰ってきたので、彼らはその下

役どもに言った、「なぜ、あの人を連れて

こなかったのか」。 46下役どもは答えた、

「この人の語るように語った者は、これま

でにありませんでした」。 47パリサイ人た

ちが彼らに答えた、「あなたがたまでが、

だまされているのではないか。 48役人たち

やパリサイ人たちの中で、ひとりでも彼を

信じた者があっただろうか。 49律法をわき

まえないこの群衆は、のろわれている」。

50彼らの中のひとりで、以前にイエスに会

いにきたことのあるニコデモが、彼らに言

った、 51「わたしたちの律法によれば、ま

ずその人の言い分を聞き、その人のしたこ

とを知った上でなければ、さばくことをし

ないのではないか」。 52彼らは答えて言っ

た、「あなたもガリラヤ出なのか。よく調
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べてみなさい、ガリラヤからは預言者が出

るものではないことが、わかるだろう」。

〔 53そして、人々はおのおの家に帰って行

った。

8イエスはオリブ山に行かれた。 2朝早く

また宮にはいられると、人々が皆みもと

に集まってきたので、イエスはすわって彼

らを教えておられた。 3すると、律法学者

たちやパリサイ人たちが、姦淫をしている

時につかまえられた女をひっぱってきて、

中に立たせた上、イエスに言った、 4「先

生、この女は姦淫の場でつかまえられまし

た。 5モーセは律法の中で、こういう女を

石で打ち殺せと命じましたが、あなたはど

う思いますか」。 6彼らがそう言ったのは

、イエスをためして、訴える口実を得るた

めであった。しかし、イエスは身をかがめ

て、指で地面に何か書いておられた。 7彼

らが問い続けるので、イエスは身を起して

彼らに言われた、「あなたがたの中で罪の

ない者が、まずこの女に石を投げつけるが

よい」。 8そしてまた身をかがめて、地面

に物を書きつづけられた。 9これを聞くと

、彼らは年寄から始めて、ひとりびとり出

て行き、ついに、イエスだけになり、女は

中にいたまま残された。 10そこでイエスは

身を起して女に言われた、「女よ、みんな

はどこにいるか。あなたを罰する者はなか

ったのか」。 11女は言った、「主よ、だれ

もございません」。イエスは言われた、「

わたしもあなたを罰しない。お帰りなさい

。今後はもう罪を犯さないように」。〕 12

イエスは、また人々に語ってこう言われた

、「わたしは世の光である。わたしに従っ

て来る者は、やみのうちを歩くことがなく

、命の光をもつであろう」。 13するとパリ

サイ人たちがイエスに言った、「あなたは

、自分のことをあかししている。あなたの

あかしは真実ではない」。 14イエスは彼ら

に答えて言われた、「たとい、わたしが自

分のことをあかししても、わたしのあかし

は真実である。それは、わたしがどこから

きたのか、また、どこへ行くのかを知って

いるからである。しかし、あなたがたは、

わたしがどこからきて、どこへ行くのかを

知らない。 15あなたがたは肉によって人を

さばくが、わたしはだれもさばかない。 16

しかし、もしわたしがさばくとすれば、わ

たしのさばきは正しい。なぜなら、わたし

はひとりではなく、わたしをつかわされた

かたが、わたしと一緒だからである。 17あ

なたがたの律法には、ふたりによる証言は

真実だと、書いてある。 18わたし自身のこ

とをあかしするのは、わたしであるし、わ

たしをつかわされた父も、わたしのことを

あかしして下さるのである」。 19すると、

彼らはイエスに言った、「あなたの父はど

こにいるのか」。イエスは答えられた、「

あなたがたは、わたしをもわたしの父をも

知っていない。もし、あなたがたがわたし

を知っていたなら、わたしの父をも知って

いたであろう」。 20イエスが宮の内で教え

ていた時、これらの言葉をさいせん箱のそ

ばで語られたのであるが、イエスの時がま

だきていなかったので、だれも捕える者が

なかった。 21さて、また彼らに言われた、

「わたしは去って行く。あなたがたはわた

しを捜し求めるであろう。そして自分の罪

のうちに死ぬであろう。わたしの行く所に

は、あなたがたは来ることができない」。

22そこでユダヤ人たちは言った、「わたし

の行く所に、あなたがたは来ることができ

ないと、言ったのは、あるいは自殺でもし

ようとするつもりか」。 23イエスは彼らに

言われた、「あなたがたは下から出た者だ

が、わたしは上からきた者である。あなた

がたはこの世の者であるが、わたしはこの

世の者ではない。 24だからわたしは、あな

たがたは自分の罪のうちに死ぬであろうと

、言ったのである。もしわたしがそういう

者であることをあなたがたが信じなければ

、罪のうちに死ぬことになるからである」

。 25そこで彼らはイエスに言った、「あな

たは、いったい、どういうかたですか」。

イエスは彼らに言われた、「わたしがどう

いう者であるかは、初めからあなたがたに

言っているではないか。 26あなたがたにつ

いて、わたしの言うべきこと、さばくべき
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ことが、たくさんある。しかし、わたしを

つかわされたかたは真実なかたである。わ

たしは、そのかたから聞いたままを世にむ

かって語るのである」。 27彼らは、イエス

が父について話しておられたことを悟らな

かった。 28そこでイエスは言われた、「あ

なたがたが人の子を上げてしまった後はじ

めて、わたしがそういう者であること、ま

た、わたしは自分からは何もせず、ただ父

が教えて下さったままを話していたことが

、わかってくるであろう。 29わたしをつか

わされたかたは、わたしと一緒におられる

。わたしは、いつも神のみこころにかなう

ことをしているから、わたしをひとり置き

ざりになさることはない」。 30これらのこ

とを語られたところ、多くの人々がイエス

を信じた。 31イエスは自分を信じたユダヤ

人たちに言われた、「もしわたしの言葉の

うちにとどまっておるなら、あなたがたは

、ほんとうにわたしの弟子なのである。 32

また真理を知るであろう。そして真理は、

あなたがたに自由を得させるであろう」。

33そこで、彼らはイエスに言った、「わた

したちはアブラハムの子孫であって、人の

奴隷になったことなどは、一度もない。ど

うして、あなたがたに自由を得させるであ

ろうと、言われるのか」。 34イエスは彼ら

に答えられた、「よくよくあなたがたに言

っておく。すべて罪を犯す者は罪の奴隷で

ある。 35そして、奴隷はいつまでも家にい

る者ではない。しかし、子はいつまでもい

る。 (aiōn g165) 36だから、もし子があなたが

たに自由を得させるならば、あなたがたは

、ほんとうに自由な者となるのである。 37

わたしは、あなたがたがアブラハムの子孫

であることを知っている。それだのに、あ

なたがたはわたしを殺そうとしている。わ

たしの言葉が、あなたがたのうちに根をお

ろしていないからである。 38わたしはわた

しの父のもとで見たことを語っているが、

あなたがたは自分の父から聞いたことを行

っている」。 39彼らはイエスに答えて言っ

た、「わたしたちの父はアブラハムである

」。イエスは彼らに言われた、「もしアブ

ラハムの子であるなら、アブラハムのわざ

をするがよい。 40ところが今、神から聞い

た真理をあなたがたに語ってきたこのわた

しを、殺そうとしている。そんなことをア

ブラハムはしなかった。 41あなたがたは、

あなたがたの父のわざを行っているのであ

る」。彼らは言った、「わたしたちは、不

品行の結果うまれた者ではない。わたした

ちにはひとりの父がある。それは神である

」。 42イエスは彼らに言われた、「神があ

なたがたの父であるならば、あなたがたは

わたしを愛するはずである。わたしは神か

ら出た者、また神からきている者であるか

らだ。わたしは自分からきたのではなく、

神からつかわされたのである。 43どうして

あなたがたは、わたしの話すことがわから

ないのか。あなたがたが、わたしの言葉を

悟ることができないからである。 44あなた

がたは自分の父、すなわち、悪魔から出て

きた者であって、その父の欲望どおりを行

おうと思っている。彼は初めから、人殺し

であって、真理に立つ者ではない。彼のう

ちには真理がないからである。彼が偽りを

言うとき、いつも自分の本音をはいている

のである。彼は偽り者であり、偽りの父で

あるからだ。 45しかし、わたしが真理を語

っているので、あなたがたはわたしを信じ

ようとしない。 46あなたがたのうち、だれ

がわたしに罪があると責めうるのか。わた

しは真理を語っているのに、なぜあなたが

たは、わたしを信じないのか。 47神からき

た者は神の言葉に聞き従うが、あなたがた

が聞き従わないのは、神からきた者でない

からである」。 48ユダヤ人たちはイエスに

答えて言った、「あなたはサマリヤ人で、

悪霊に取りつかれていると、わたしたちが

言うのは、当然ではないか」。 49イエスは

答えられた、「わたしは、悪霊に取りつか

れているのではなくて、わたしの父を重ん

じているのだが、あなたがたはわたしを軽

んじている。 50わたしは自分の栄光を求め

てはいない。それを求めるかたが別にある

。そのかたは、またさばくかたである。 51

よくよく言っておく。もし人がわたしの言
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葉を守るならば、その人はいつまでも死を

見ることがないであろう」。 (aiōn g165) 52ユ

ダヤ人たちが言った、「あなたが悪霊に取

りつかれていることが、今わかった。アブ

ラハムは死に、預言者たちも死んでいる。

それだのに、あなたは、わたしの言葉を守

る者はいつまでも死を味わうことがないで

あろうと、言われる。 (aiōn g165) 53あなたは

、わたしたちの父アブラハムより偉いのだ

ろうか。彼も死に、預言者たちも死んだで

はないか。あなたは、いったい、自分をだ

れと思っているのか」。 54イエスは答えら

れた、「わたしがもし自分に栄光を帰する

なら、わたしの栄光は、むなしいものであ

る。わたしに栄光を与えるかたは、わたし

の父であって、あなたがたが自分の神だと

言っているのは、そのかたのことである。

55あなたがたはその神を知っていないが、

わたしは知っている。もしわたしが神を知

らないと言うならば、あなたがたと同じよ

うな偽り者であろう。しかし、わたしはそ

のかたを知り、その御言を守っている。 56

あなたがたの父アブラハムは、わたしのこ

の日を見ようとして楽しんでいた。そして

それを見て喜んだ」。 57そこでユダヤ人た

ちはイエスに言った、「あなたはまだ五十

にもならないのに、アブラハムを見たのか

」。 58イエスは彼らに言われた、「よくよ

くあなたがたに言っておく。アブラハムの

生れる前からわたしは、いるのである」。

59そこで彼らは石をとって、イエスに投げ

つけようとした。しかし、イエスは身を隠

して、宮から出て行かれた。

9イエスが道をとおっておられるとき、生
れつきの盲人を見られた。 2弟子たちは

イエスに尋ねて言った、「先生、この人が

生れつき盲人なのは、だれが罪を犯したた

めですか。本人ですか、それともその両親

ですか」。 3イエスは答えられた、「本人

が罪を犯したのでもなく、また、その両親

が犯したのでもない。ただ神のみわざが、

彼の上に現れるためである。 4わたしたち

は、わたしをつかわされたかたのわざを、

昼の間にしなければならない。夜が来る。

すると、だれも働けなくなる。 5わたしは

、この世にいる間は、世の光である」。 6

イエスはそう言って、地につばきをし、そ

のつばきで、どろをつくり、そのどろを盲

人の目に塗って言われた、 7「シロアム（

つかわされた者、の意）の池に行って洗い

なさい」。そこで彼は行って洗った。そし

て見えるようになって、帰って行った。 8

近所の人々や、彼がもと、こじきであった

のを見知っていた人々が言った、「この人

は、すわってこじきをしていた者ではない

か」。 9ある人々は「その人だ」と言い、

他の人々は「いや、ただあの人に似ている

だけだ」と言った。しかし、本人は「わた

しがそれだ」と言った。 10そこで人々は彼

に言った、「では、おまえの目はどうして

あいたのか」。 11彼は答えた、「イエスと

いうかたが、どろをつくって、わたしの目

に塗り、『シロアムに行って洗え』と言わ

れました。それで、行って洗うと、見える

ようになりました」。 12人々は彼に言った

、「その人はどこにいるのか」。彼は「知

りません」と答えた。 13人々は、もと盲人

であったこの人を、パリサイ人たちのとこ

ろにつれて行った。 14イエスがどろをつく

って彼の目をあけたのは、安息日であった

。 15パリサイ人たちもまた、「どうして見

えるようになったのか」、と彼に尋ねた。

彼は答えた、「あのかたがわたしの目にど

ろを塗り、わたしがそれを洗い、そして見

えるようになりました」。 16そこで、ある

パリサイ人たちが言った、「その人は神か

らきた人ではない。安息日を守っていない

のだから」。しかし、ほかの人々は言った

、「罪のある人が、どうしてそのようなし

るしを行うことができようか」。そして彼

らの間に分争が生じた。 17そこで彼らは、

もう一度この盲人に聞いた、「おまえの目

をあけてくれたその人を、どう思うか」。

「預言者だと思います」と彼は言った。 18

ユダヤ人たちは、彼がもと盲人であったが

見えるようになったことを、まだ信じなか

った。ついに彼らは、目が見えるようにな
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ったこの人の両親を呼んで、 19尋ねて言っ

た、「これが、生れつき盲人であったと、

おまえたちの言っているむすこか。それで

はどうして、いま目が見えるのか」。 20両

親は答えて言った、「これがわたしどもの

むすこであること、また生れつき盲人であ

ったことは存じています。 21しかし、どう

していま見えるようになったのか、それは

知りません。また、だれがその目をあけて

下さったのかも知りません。あれに聞いて

下さい。あれはもうおとなですから、自分

のことは自分で話せるでしょう」。 22両親

はユダヤ人たちを恐れていたので、こう答

えたのである。それは、もしイエスをキリ

ストと告白する者があれば、会堂から追い

出すことに、ユダヤ人たちが既に決めてい

たからである。 23彼の両親が「おとなです

から、あれに聞いて下さい」と言ったのは

、そのためであった。 24そこで彼らは、盲

人であった人をもう一度呼んで言った、「

神に栄光を帰するがよい。あの人が罪人で

あることは、わたしたちにはわかっている

」。 25すると彼は言った、「あのかたが罪

人であるかどうか、わたしは知りません。

ただ一つのことだけ知っています。わたし

は盲であったが、今は見えるということで

す」。 26そこで彼らは言った、「その人は

おまえに何をしたのか。どんなにしておま

えの目をあけたのか」。 27彼は答えた、「

そのことはもう話してあげたのに、聞いて

くれませんでした。なぜまた聞こうとする

のですか。あなたがたも、あの人の弟子に

なりたいのですか」。 28そこで彼らは彼を

ののしって言った、「おまえはあれの弟子

だが、わたしたちはモーセの弟子だ。 29モ

ーセに神が語られたということは知ってい

る。だが、あの人がどこからきた者か、わ

たしたちは知らぬ」。 30そこで彼が答えて

言った、「わたしの目をあけて下さったの

に、そのかたがどこからきたか、ご存じな

いとは、不思議千万です。 31わたしたちは

このことを知っています。神は罪人の言う

ことはお聞きいれになりませんが、神を敬

い、そのみこころを行う人の言うことは、

聞きいれて下さいます。 32生れつき盲であ

った者の目をあけた人があるということは

、世界が始まって以来、聞いたことがあり

ません。 (aiōn g165) 33もしあのかたが神から

きた人でなかったら、何一つできなかった

はずです」。 34これを聞いて彼らは言った

、「おまえは全く罪の中に生れていながら

、わたしたちを教えようとするのか」。そ

して彼を外へ追い出した。 35イエスは、そ

の人が外へ追い出されたことを聞かれた。

そして彼に会って言われた、「あなたは人

の子を信じるか」。 36彼は答えて言った、

「主よ、それはどなたですか。そのかたを

信じたいのですが」。 37イエスは彼に言わ

れた、「あなたは、もうその人に会ってい

る。今あなたと話しているのが、その人で

ある」。 38すると彼は、「主よ、信じます

」と言って、イエスを拝した。 39そこでイ

エスは言われた、「わたしがこの世にきた

のは、さばくためである。すなわち、見え

ない人たちが見えるようになり、見える人

たちが見えないようになるためである」。

40そこにイエスと一緒にいたあるパリサイ

人たちが、それを聞いてイエスに言った、

「それでは、わたしたちも盲なのでしょう

か」。 41イエスは彼らに言われた、「もし

あなたがたが盲人であったなら、罪はなか

ったであろう。しかし、今あなたがたが『

見える』と言い張るところに、あなたがた

の罪がある。

10よくよくあなたがたに言っておく。羊
の囲いにはいるのに、門からでなく、

ほかの所からのりこえて来る者は、盗人で

あり、強盗である。 2門からはいる者は、

羊の羊飼である。 3門番は彼のために門を

開き、羊は彼の声を聞く。そして彼は自分

の羊の名をよんで連れ出す。 4自分の羊を

みな出してしまうと、彼は羊の先頭に立っ

て行く。羊はその声を知っているので、彼

について行くのである。 5ほかの人には、

ついて行かないで逃げ去る。その人の声を

知らないからである」。 6イエスは彼らに

この比喩を話されたが、彼らは自分たちに

お話しになっているのが何のことだか、わ
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からなかった。 7そこで、イエスはまた言

われた、「よくよくあなたがたに言ってお

く。わたしは羊の門である。 8わたしより

も前にきた人は、みな盗人であり、強盗で

ある。羊は彼らに聞き従わなかった。 9わ

たしは門である。わたしをとおってはいる

者は救われ、また出入りし、牧草にありつ

くであろう。 10盗人が来るのは、盗んだり

、殺したり、滅ぼしたりするためにほかな

らない。わたしがきたのは、羊に命を得さ

せ、豊かに得させるためである。 11わたし

はよい羊飼である。よい羊飼は、羊のため

に命を捨てる。 12羊飼ではなく、羊が自分

のものでもない雇人は、おおかみが来るの

を見ると、羊をすてて逃げ去る。そして、

おおかみは羊を奪い、また追い散らす。 13

彼は雇人であって、羊のことを心にかけて

いないからである。 14わたしはよい羊飼で

あって、わたしの羊を知り、わたしの羊は

また、わたしを知っている。 15それはちょ

うど、父がわたしを知っておられ、わたし

が父を知っているのと同じである。そして

、わたしは羊のために命を捨てるのである

。 16わたしにはまた、この囲いにいない他

の羊がある。わたしは彼らをも導かねばな

らない。彼らも、わたしの声に聞き従うで

あろう。そして、ついに一つの群れ、ひと

りの羊飼となるであろう。 17父は、わたし

が自分の命を捨てるから、わたしを愛して

下さるのである。命を捨てるのは、それを

再び得るためである。 18だれかが、わたし

からそれを取り去るのではない。わたしが

、自分からそれを捨てるのである。わたし

には、それを捨てる力があり、またそれを

受ける力もある。これはわたしの父から授

かった定めである」。 19これらの言葉を語

られたため、ユダヤ人の間にまたも分争が

生じた。 20そのうちの多くの者が言った、

「彼は悪霊に取りつかれて、気が狂ってい

る。どうして、あなたがたはその言うこと

を聞くのか」。 21他の人々は言った、「そ

れは悪霊に取りつかれた者の言葉ではない

。悪霊は盲人の目をあけることができよう

か」。 22そのころ、エルサレムで宮きよめ

の祭が行われた。時は冬であった。 23イエ

スは、宮の中にあるソロモンの廊を歩いて

おられた。 24するとユダヤ人たちが、イエ

スを取り囲んで言った、「いつまでわたし

たちを不安のままにしておくのか。あなた

がキリストであるなら、そうとはっきり言

っていただきたい」。 25イエスは彼らに答

えられた、「わたしは話したのだが、あな

たがたは信じようとしない。わたしの父の

名によってしているすべてのわざが、わた

しのことをあかししている。 26あなたがた

が信じないのは、わたしの羊でないからで

ある。 27わたしの羊はわたしの声に聞き従

う。わたしは彼らを知っており、彼らはわ

たしについて来る。 28わたしは、彼らに永

遠の命を与える。だから、彼らはいつまで

も滅びることがなく、また、彼らをわたし

の手から奪い去る者はない。 (aiōn g165, aiōnios

g166) 29わたしの父がわたしに下さったもの

は、すべてにまさるものである。そしてだ

れも父のみ手から、それを奪い取ることは

できない。 30わたしと父とは一つである」

。 31そこでユダヤ人たちは、イエスを打ち

殺そうとして、また石を取りあげた。 32す

るとイエスは彼らに答えられた、「わたし

は、父による多くのよいわざを、あなたが

たに示した。その中のどのわざのために、

わたしを石で打ち殺そうとするのか」。 33

ユダヤ人たちは答えた、「あなたを石で殺

そうとするのは、よいわざをしたからでは

なく、神を汚したからである。また、あな

たは人間であるのに、自分を神としている

からである」。 34イエスは彼らに答えられ

た、「あなたがたの律法に、『わたしは言

う、あなたがたは神々である』と書いてあ

るではないか。 35神の言を託された人々が

、神々といわれておるとすれば、（そして

聖書の言は、すたることがあり得ない） 36

父が聖別して、世につかわされた者が、『

わたしは神の子である』と言ったからとて

、どうして『あなたは神を汚す者だ』と言

うのか。 37もしわたしが父のわざを行わな

いとすれば、わたしを信じなくてもよい。

38しかし、もし行っているなら、たといわ
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たしを信じなくても、わたしのわざを信じ

るがよい。そうすれば、父がわたしにおり

、また、わたしが父におることを知って悟

るであろう」。 39そこで、彼らはまたイエ

スを捕えようとしたが、イエスは彼らの手

をのがれて、去って行かれた。 40さて、イ

エスはまたヨルダンの向こう岸、すなわち

、ヨハネが初めにバプテスマを授けていた

所に行き、そこに滞在しておられた。 41多

くの人々がイエスのところにきて、互に言

った、「ヨハネはなんのしるしも行わなか

ったが、ヨハネがこのかたについて言った

ことは、皆ほんとうであった」。 42そして

、そこで多くの者がイエスを信じた。

11さて、ひとりの病人がいた。ラザロと
いい、マリヤとその姉妹マルタの村ベ

タニヤの人であった。 2このマリヤは主に

香油をぬり、自分の髪の毛で、主の足をふ

いた女であって、病気であったのは、彼女

の兄弟ラザロであった。 3姉妹たちは人を

イエスのもとにつかわして、「主よ、ただ

今、あなたが愛しておられる者が病気をし

ています」と言わせた。 4イエスはそれを

聞いて言われた、「この病気は死ぬほどの

ものではない。それは神の栄光のため、ま

た、神の子がそれによって栄光を受けるた

めのものである」。 5イエスは、マルタと

その姉妹とラザロとを愛しておられた。 6

ラザロが病気であることを聞いてから、な

おふつか、そのおられた所に滞在された。

7それから弟子たちに、「もう一度ユダヤに

行こう」と言われた。 8弟子たちは言った

、「先生、ユダヤ人らが、さきほどもあな

たを石で殺そうとしていましたのに、また

そこに行かれるのですか」。 9イエスは答

えられた、「一日には十二時間あるではな

いか。昼間あるけば、人はつまずくことは

ない。この世の光を見ているからである。

10しかし、夜あるけば、つまずく。その人

のうちに、光がないからである」。 11そう

言われたが、それからまた、彼らに言われ

た、「わたしたちの友ラザロが眠っている

。わたしは彼を起しに行く」。 12すると弟

子たちは言った、「主よ、眠っているので

したら、助かるでしょう」。 13イエスはラ

ザロが死んだことを言われたのであるが、

弟子たちは、眠って休んでいることをさし

て言われたのだと思った。 14するとイエス

は、あからさまに彼らに言われた、「ラザ

ロは死んだのだ。 15そして、わたしがそこ

にいあわせなかったことを、あなたがたの

ために喜ぶ。それは、あなたがたが信じる

ようになるためである。では、彼のところ

に行こう」。 16するとデドモと呼ばれてい

るトマスが、仲間の弟子たちに言った、「

わたしたちも行って、先生と一緒に死のう

ではないか」。 17さて、イエスが行ってご

らんになると、ラザロはすでに四日間も墓

の中に置かれていた。 18ベタニヤはエルサ

レムに近く、二十五丁ばかり離れたところ

にあった。 19大ぜいのユダヤ人が、その兄

弟のことで、マルタとマリヤとを慰めよう

としてきていた。 20マルタはイエスがこら

れたと聞いて、出迎えに行ったが、マリヤ

は家ですわっていた。 21マルタはイエスに

言った、「主よ、もしあなたがここにいて

下さったなら、わたしの兄弟は死ななかっ

たでしょう。 22しかし、あなたがどんなこ

とをお願いになっても、神はかなえて下さ

ることを、わたしは今でも存じています」

。 23イエスはマルタに言われた、「あなた

の兄弟はよみがえるであろう」。 24マルタ

は言った、「終りの日のよみがえりの時よ

みがえることは、存じています」。 25イエ

スは彼女に言われた、「わたしはよみがえ

りであり、命である。わたしを信じる者は

、たとい死んでも生きる。 26また、生きて

いて、わたしを信じる者は、いつまでも死

なない。あなたはこれを信じるか」。 (aiōn

g165) 27マルタはイエスに言った、「主よ、

信じます。あなたがこの世にきたるべきキ

リスト、神の御子であると信じております

」。 28マルタはこう言ってから、帰って姉

妹のマリヤを呼び、「先生がおいでになっ

て、あなたを呼んでおられます」と小声で

言った。 29これを聞いたマリヤはすぐ立ち

上がって、イエスのもとに行った。 30イエ

スはまだ村に、はいってこられず、マルタ
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がお迎えしたその場所におられた。 31マリ

ヤと一緒に家にいて彼女を慰めていたユダ

ヤ人たちは、マリヤが急いで立ち上がって

出て行くのを見て、彼女は墓に泣きに行く

のであろうと思い、そのあとからついて行

った。 32マリヤは、イエスのおられる所に

行ってお目にかかり、その足もとにひれ伏

して言った、「主よ、もしあなたがここに

いて下さったなら、わたしの兄弟は死なな

かったでしょう」。 33イエスは、彼女が泣

き、また、彼女と一緒にきたユダヤ人たち

も泣いているのをごらんになり、激しく感

動し、また心を騒がせ、そして言われた、

34「彼をどこに置いたのか」。彼らはイエ

スに言った、「主よ、きて、ごらん下さい

」。 35イエスは涙を流された。 36すると

ユダヤ人たちは言った、「ああ、なんと彼

を愛しておられたことか」。 37しかし、彼

らのある人たちは言った、「あの盲人の目

をあけたこの人でも、ラザロを死なせない

ようには、できなかったのか」。 38イエス

はまた激しく感動して、墓にはいられた。

それは洞穴であって、そこに石がはめてあ

った。 39イエスは言われた、「石を取りの

けなさい」。死んだラザロの姉妹マルタが

言った、「主よ、もう臭くなっております

。四日もたっていますから」。 40イエスは

彼女に言われた、「もし信じるなら神の栄

光を見るであろうと、あなたに言ったでは

ないか」。 41人々は石を取りのけた。する

と、イエスは目を天にむけて言われた、「

父よ、わたしの願いをお聞き下さったこと

を感謝します。 42あなたがいつでもわたし

の願いを聞きいれて下さることを、よく知

っています。しかし、こう申しますのは、

そばに立っている人々に、あなたがわたし

をつかわされたことを、信じさせるためで

あります」。 43こう言いながら、大声で「

ラザロよ、出てきなさい」と呼ばわれた。

44すると、死人は手足を布でまかれ、顔も

顔おおいで包まれたまま、出てきた。イエ

スは人々に言われた、「彼をほどいてやっ

て、帰らせなさい」。 45マリヤのところに

きて、イエスのなさったことを見た多くの

ユダヤ人たちは、イエスを信じた。 46しか

し、そのうちの数人がパリサイ人たちのと

ころに行って、イエスのされたことを告げ

た。 47そこで、祭司長たちとパリサイ人た

ちとは、議会を召集して言った、「この人

が多くのしるしを行っているのに、お互は

何をしているのだ。 48もしこのままにして

おけば、みんなが彼を信じるようになるだ

ろう。そのうえ、ローマ人がやってきて、

わたしたちの土地も人民も奪ってしまうで

あろう」。 49彼らのうちのひとりで、その

年の大祭司であったカヤパが、彼らに言っ

た、「あなたがたは、何もわかっていない

し、 50ひとりの人が人民に代って死んで、

全国民が滅びないようになるのがわたした

ちにとって得だということを、考えてもい

ない」。 51このことは彼が自分から言った

のではない。彼はこの年の大祭司であった

ので、預言をして、イエスが国民のために

、 52ただ国民のためだけではなく、また散

在している神の子らを一つに集めるために

、死ぬことになっていると、言ったのであ

る。 53彼らはこの日からイエスを殺そうと

相談した。 54そのためイエスは、もはや公

然とユダヤ人の間を歩かないで、そこを出

て、荒野に近い地方のエフライムという町

に行かれ、そこに弟子たちと一緒に滞在し

ておられた。 55さて、ユダヤ人の過越の祭

が近づいたので、多くの人々は身をきよめ

るために、祭の前に、地方からエルサレム

へ上った。 56人々はイエスを捜し求め、宮

の庭に立って互に言った、「あなたがたは

どう思うか。イエスはこの祭にこないのだ

ろうか」。 57祭司長たちとパリサイ人たち

とは、イエスを捕えようとして、そのいど

ころを知っている者があれば申し出よ、と

いう指令を出していた。

12過越の祭の六日まえに、イエスはベタ
ニヤに行かれた。そこは、イエスが死

人の中からよみがえらせたラザロのいた所

である。 2イエスのためにそこで夕食の用

意がされ、マルタは給仕をしていた。イエ

スと一緒に食卓についていた者のうちに、

ラザロも加わっていた。 3その時、マリヤ
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は高価で純粋なナルドの香油一斤を持って

きて、イエスの足にぬり、自分の髪の毛で

それをふいた。すると、香油のかおりが家

にいっぱいになった。 4弟子のひとりで、

イエスを裏切ろうとしていたイスカリオテ

のユダが言った、 5「なぜこの香油を三百

デナリに売って、貧しい人たちに、施さな

かったのか」。 6彼がこう言ったのは、貧

しい人たちに対する思いやりがあったから

ではなく、自分が盗人であり、財布を預か

っていて、その中身をごまかしていたから

であった。 7イエスは言われた、「この女

のするままにさせておきなさい。わたしの

葬りの日のために、それをとっておいたの

だから。 8貧しい人たちはいつもあなたが

たと共にいるが、わたしはいつも共にいる

わけではない」。 9大ぜいのユダヤ人たち

が、そこにイエスのおられるのを知って、

押しよせてきた。それはイエスに会うため

だけではなく、イエスが死人のなかから、

よみがえらせたラザロを見るためでもあっ

た。 10そこで祭司長たちは、ラザロも殺そ

うと相談した。 11それは、ラザロのことで

、多くのユダヤ人が彼らを離れ去って、イ

エスを信じるに至ったからである。 12その

翌日、祭にきていた大ぜいの群衆は、イエ

スがエルサレムにこられると聞いて、 13し

ゅろの枝を手にとり、迎えに出て行った。

そして叫んだ、「ホサナ、主の御名によっ

てきたる者に祝福あれ、イスラエルの王に

」。 14イエスは、ろばの子を見つけて、そ

の上に乗られた。それは 15「シオンの娘よ

、恐れるな。見よ、あなたの王がろばの子

に乗っておいでになる」と書いてあるとお

りであった。 16弟子たちは初めにはこのこ

とを悟らなかったが、イエスが栄光を受け

られた時に、このことがイエスについて書

かれてあり、またそのとおりに、人々がイ

エスに対してしたのだということを、思い

起した。 17また、イエスがラザロを墓から

呼び出して、死人の中からよみがえらせた

とき、イエスと一緒にいた群衆が、そのあ

かしをした。 18群衆がイエスを迎えに出た

のは、イエスがこのようなしるしを行われ

たことを、聞いていたからである。 19そこ

で、パリサイ人たちは互に言った、「何を

してもむだだった。世をあげて彼のあとを

追って行ったではないか」。 20祭で礼拝す

るために上ってきた人々のうちに、数人の

ギリシヤ人がいた。 21彼らはガリラヤのベ

ツサイダ出であるピリポのところにきて、

「君よ、イエスにお目にかかりたいのです

が」と言って頼んだ。 22ピリポはアンデレ

のところに行ってそのことを話し、アンデ

レとピリポは、イエスのもとに行って伝え

た。 23すると、イエスは答えて言われた、

「人の子が栄光を受ける時がきた。 24よく

よくあなたがたに言っておく。一粒の麦が

地に落ちて死ななければ、それはただ一粒

のままである。しかし、もし死んだなら、

豊かに実を結ぶようになる。 25自分の命を

愛する者はそれを失い、この世で自分の命

を憎む者は、それを保って永遠の命に至る

であろう。 (aiōnios g166) 26もしわたしに仕え

ようとする人があれば、その人はわたしに

従って来るがよい。そうすれば、わたしの

おる所に、わたしに仕える者もまた、おる

であろう。もしわたしに仕えようとする人

があれば、その人を父は重んじて下さるで

あろう。 27今わたしは心が騒いでいる。わ

たしはなんと言おうか。父よ、この時から

わたしをお救い下さい。しかし、わたしは

このために、この時に至ったのです。 28父

よ、み名があがめられますように」。する

と天から声があった、「わたしはすでに栄

光をあらわした。そして、更にそれをあら

わすであろう」。 29すると、そこに立って

いた群衆がこれを聞いて、「雷がなったの

だ」と言い、ほかの人たちは、「御使が彼

に話しかけたのだ」と言った。 30イエスは

答えて言われた、「この声があったのは、

わたしのためではなく、あなたがたのため

である。 31今はこの世がさばかれる時であ

る。今こそこの世の君は追い出されるであ

ろう。 32そして、わたしがこの地から上げ

られる時には、すべての人をわたしのとこ

ろに引きよせるであろう」。 33イエスはこ

う言って、自分がどんな死に方で死のうと
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していたかを、お示しになったのである。

34すると群衆はイエスにむかって言った、

「わたしたちは律法によって、キリストは

いつまでも生きておいでになるのだ、と聞

いていました。それだのに、どうして人の

子は上げられねばならないと、言われるの

ですか。その人の子とは、だれのことです

か」。 (aiōn g165) 35そこでイエスは彼らに言

われた、「もうしばらくの間、光はあなた

がたと一緒にここにある。光がある間に歩

いて、やみに追いつかれないようにしなさ

い。やみの中を歩く者は、自分がどこへ行

くのかわかっていない。 36光のある間に、

光の子となるために、光を信じなさい」。

イエスはこれらのことを話してから、そこ

を立ち去って、彼らから身をお隠しになっ

た。 37このように多くのしるしを彼らの前

でなさったが、彼らはイエスを信じなかっ

た。 38それは、預言者イザヤの次の言葉が

成就するためである、「主よ、わたしたち

の説くところを、だれが信じたでしょうか

。また、主のみ腕はだれに示されたでしょ

うか」。 39こういうわけで、彼らは信じる

ことができなかった。イザヤはまた、こう

も言った、 40「神は彼らの目をくらまし、

心をかたくなになさった。それは、彼らが

目で見ず、心で悟らず、悔い改めていやさ

れることがないためである」。 41イザヤが

こう言ったのは、イエスの栄光を見たから

であって、イエスのことを語ったのである

。 42しかし、役人たちの中にも、イエスを

信じた者が多かったが、パリサイ人をはば

かって、告白はしなかった。会堂から追い

出されるのを恐れていたのである。 43彼ら

は神のほまれよりも、人のほまれを好んだ

からである。 44イエスは大声で言われた、

「わたしを信じる者は、わたしを信じるの

ではなく、わたしをつかわされたかたを信

じるのであり、 45また、わたしを見る者は

、わたしをつかわされたかたを見るのであ

る。 46わたしは光としてこの世にきた。そ

れは、わたしを信じる者が、やみのうちに

とどまらないようになるためである。 47た

とい、わたしの言うことを聞いてそれを守

らない人があっても、わたしはその人をさ

ばかない。わたしがきたのは、この世をさ

ばくためではなく、この世を救うためであ

る。 48わたしを捨てて、わたしの言葉を受

けいれない人には、その人をさばくものが

ある。わたしの語ったその言葉が、終りの

日にその人をさばくであろう。 49わたしは

自分から語ったのではなく、わたしをつか

わされた父ご自身が、わたしの言うべきこ

と、語るべきことをお命じになったのであ

る。 50わたしは、この命令が永遠の命であ

ることを知っている。それゆえに、わたし

が語っていることは、わたしの父がわたし

に仰せになったことを、そのまま語ってい

るのである」。 (aiōnios g166)

13過越の祭の前に、イエスは、この世を
去って父のみもとに行くべき自分の時

がきたことを知り、世にいる自分の者たち

を愛して、彼らを最後まで愛し通された。

2夕食のとき、悪魔はすでにシモンの子イス

カリオテのユダの心に、イエスを裏切ろう

とする思いを入れていたが、 3イエスは、

父がすべてのものを自分の手にお与えにな

ったこと、また、自分は神から出てきて、

神にかえろうとしていることを思い、 4夕

食の席から立ち上がって、上着を脱ぎ、手

ぬぐいをとって腰に巻き、 5それから水を

たらいに入れて、弟子たちの足を洗い、腰

に巻いた手ぬぐいでふき始められた。 6こ

うして、シモン・ペテロの番になった。す

ると彼はイエスに、「主よ、あなたがわた

しの足をお洗いになるのですか」と言った

。 7イエスは彼に答えて言われた、「わた

しのしていることは今あなたにはわからな

いが、あとでわかるようになるだろう」。

8ペテロはイエスに言った、「わたしの足を

決して洗わないで下さい」。イエスは彼に

答えられた、「もしわたしがあなたの足を

洗わないなら、あなたはわたしとなんの係

わりもなくなる」。 (aiōn g165) 9シモン・ペテ

ロはイエスに言った、「主よ、では、足だ

けではなく、どうぞ、手も頭も」。 10イエ

スは彼に言われた、「すでにからだを洗っ

た者は、足のほかは洗う必要がない。全身
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がきれいなのだから。あなたがたはきれい

なのだ。しかし、みんながそうなのではな

い」。 11イエスは自分を裏切る者を知って

おられた。それで、「みんながきれいなの

ではない」と言われたのである。 12こうし

て彼らの足を洗ってから、上着をつけ、ふ

たたび席にもどって、彼らに言われた、「

わたしがあなたがたにしたことがわかるか

。 13あなたがたはわたしを教師、また主と

呼んでいる。そう言うのは正しい。わたし

はそのとおりである。 14しかし、主であり

、また教師であるわたしが、あなたがたの

足を洗ったからには、あなたがたもまた、

互に足を洗い合うべきである。 15わたしが

あなたがたにしたとおりに、あなたがたも

するように、わたしは手本を示したのだ。

16よくよくあなたがたに言っておく。僕は

その主人にまさるものではなく、つかわさ

れた者はつかわした者にまさるものではな

い。 17もしこれらのことがわかっていて、

それを行うなら、あなたがたはさいわいで

ある。 18あなたがた全部の者について、こ

う言っているのではない。わたしは自分が

選んだ人たちを知っている。しかし、『わ

たしのパンを食べている者が、わたしにむ

かってそのかかとをあげた』とある聖書は

成就されなければならない。 19そのことが

まだ起らない今のうちに、あなたがたに言

っておく。いよいよ事が起ったとき、わた

しがそれであることを、あなたがたが信じ

るためである。 20よくよくあなたがたに言

っておく。わたしがつかわす者を受けいれ

る者は、わたしを受けいれるのである。わ

たしを受けいれる者は、わたしをつかわさ

れたかたを、受けいれるのである」。 21イ

エスがこれらのことを言われた後、その心

が騒ぎ、おごそかに言われた、「よくよく

あなたがたに言っておく。あなたがたのう

ちのひとりが、わたしを裏切ろうとしてい

る」。 22弟子たちはだれのことを言われた

のか察しかねて、互に顔を見合わせた。 23

弟子たちのひとりで、イエスの愛しておら

れた者が、み胸に近く席についていた。 24

そこで、シモン・ペテロは彼に合図をして

言った、「だれのことをおっしゃったのか

、知らせてくれ」。 25その弟子はそのまま

イエスの胸によりかかって、「主よ、だれ

のことですか」と尋ねると、 26イエスは答

えられた、「わたしが一きれの食物をひた

して与える者が、それである」。そして、

一きれの食物をひたしてとり上げ、シモン

の子イスカリオテのユダにお与えになった

。 27この一きれの食物を受けるやいなや、

サタンがユダにはいった。そこでイエスは

彼に言われた、「しようとしていることを

、今すぐするがよい」。 28席を共にしてい

た者のうち、なぜユダにこう言われたのか

、わかっていた者はひとりもなかった。 29

ある人々は、ユダが金入れをあずかってい

たので、イエスが彼に、「祭のために必要

なものを買え」と言われたか、あるいは、

貧しい者に何か施させようとされたのだと

思っていた。 30ユダは一きれの食物を受け

ると、すぐに出て行った。時は夜であった

。 31さて、彼が出て行くと、イエスは言わ

れた、「今や人の子は栄光を受けた。神も

また彼によって栄光をお受けになった。 32

彼によって栄光をお受けになったのなら、

神ご自身も彼に栄光をお授けになるであろ

う。すぐにもお授けになるであろう。 33子

たちよ、わたしはまだしばらく、あなたが

たと一緒にいる。あなたがたはわたしを捜

すだろうが、すでにユダヤ人たちに言った

とおり、今あなたがたにも言う、『あなた

がたはわたしの行く所に来ることはできな

い』。 34わたしは、新しいいましめをあな

たがたに与える、互に愛し合いなさい。わ

たしがあなたがたを愛したように、あなた

がたも互に愛し合いなさい。 35互に愛し合

うならば、それによって、あなたがたがわ

たしの弟子であることを、すべての者が認

めるであろう」。 36シモン・ペテロがイエ

スに言った、「主よ、どこへおいでになる

のですか」。イエスは答えられた、「あな

たはわたしの行くところに、今はついて来

ることはできない。しかし、あとになって

から、ついて来ることになろう」。 37ペテ

ロはイエスに言った、「主よ、なぜ、今あ
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なたについて行くことができないのですか

。あなたのためには、命も捨てます」。 38

イエスは答えられた、「わたしのために命

を捨てると言うのか。よくよくあなたに言

っておく。鶏が鳴く前に、あなたはわたし

を三度知らないと言うであろう」。

14「あなたがたは、心を騒がせないがよ
い。神を信じ、またわたしを信じなさ

い。 2わたしの父の家には、すまいがたく

さんある。もしなかったならば、わたしは

そう言っておいたであろう。あなたがたの

ために、場所を用意しに行くのだから。 3

そして、行って、場所の用意ができたなら

ば、またきて、あなたがたをわたしのとこ

ろに迎えよう。わたしのおる所にあなたが

たもおらせるためである。 4わたしがどこ

へ行くのか、その道はあなたがたにわかっ

ている」。 5トマスはイエスに言った、「

主よ、どこへおいでになるのか、わたした

ちにはわかりません。どうしてその道がわ

かるでしょう」。 6イエスは彼に言われた

、「わたしは道であり、真理であり、命で

ある。だれでもわたしによらないでは、父

のみもとに行くことはできない。 7もしあ

なたがたがわたしを知っていたならば、わ

たしの父をも知ったであろう。しかし、今

は父を知っており、またすでに父を見たの

である」。 8ピリポはイエスに言った、「

主よ、わたしたちに父を示して下さい。そ

うして下されば、わたしたちは満足します

」。 9イエスは彼に言われた、「ピリポよ

、こんなに長くあなたがたと一緒にいるの

に、わたしがわかっていないのか。わたし

を見た者は、父を見たのである。どうして

、わたしたちに父を示してほしいと、言う

のか。 10わたしが父におり、父がわたしに

おられることをあなたは信じないのか。わ

たしがあなたがたに話している言葉は、自

分から話しているのではない。父がわたし

のうちにおられて、みわざをなさっている

のである。 11わたしが父におり、父がわた

しにおられることを信じなさい。もしそれ

が信じられないならば、わざそのものによ

って信じなさい。 12よくよくあなたがたに

言っておく。わたしを信じる者は、またわ

たしのしているわざをするであろう。それ

ばかりか、もっと大きいわざをするであろ

う。わたしが父のみもとに行くからである

。 13わたしの名によって願うことは、なん

でもかなえてあげよう。父が子によって栄

光をお受けになるためである。 14何事でも

わたしの名によって願うならば、わたしは

それをかなえてあげよう。 15もしあなたが

たがわたしを愛するならば、わたしのいま

しめを守るべきである。 16わたしは父にお

願いしよう。そうすれば、父は別に助け主

を送って、いつまでもあなたがたと共にお

らせて下さるであろう。 (aiōn g165) 17それは

真理の御霊である。この世はそれを見よう

ともせず、知ろうともしないので、それを

受けることができない。あなたがたはそれ

を知っている。なぜなら、それはあなたが

たと共におり、またあなたがたのうちにい

るからである。 18わたしはあなたがたを捨

てて孤児とはしない。あなたがたのところ

に帰って来る。 19もうしばらくしたら、世

はもはやわたしを見なくなるだろう。しか

し、あなたがたはわたしを見る。わたしが

生きるので、あなたがたも生きるからであ

る。 20その日には、わたしはわたしの父に

おり、あなたがたはわたしにおり、また、

わたしがあなたがたにおることが、わかる

であろう。 21わたしのいましめを心にいだ

いてこれを守る者は、わたしを愛する者で

ある。わたしを愛する者は、わたしの父に

愛されるであろう。わたしもその人を愛し

、その人にわたし自身をあらわすであろう

」。 22イスカリオテでない方のユダがイエ

スに言った、「主よ、あなたご自身をわた

したちにあらわそうとして、世にはあらわ

そうとされないのはなぜですか」。 23イエ

スは彼に答えて言われた、「もしだれでも

わたしを愛するならば、わたしの言葉を守

るであろう。そして、わたしの父はその人

を愛し、また、わたしたちはその人のとこ

ろに行って、その人と一緒に住むであろう

。 24わたしを愛さない者はわたしの言葉を

守らない。あなたがたが聞いている言葉は
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、わたしの言葉ではなく、わたしをつかわ

された父の言葉である。 25これらのことは

、あなたがたと一緒にいた時、すでに語っ

たことである。 26しかし、助け主、すなわ

ち、父がわたしの名によってつかわされる

聖霊は、あなたがたにすべてのことを教え

、またわたしが話しておいたことを、こと

ごとく思い起させるであろう。 27わたしは

平安をあなたがたに残して行く。わたしの

平安をあなたがたに与える。わたしが与え

るのは、世が与えるようなものとは異なる

。あなたがたは心を騒がせるな、またおじ

けるな。 28『わたしは去って行くが、また

あなたがたのところに帰って来る』と、わ

たしが言ったのを、あなたがたは聞いてい

る。もしわたしを愛しているなら、わたし

が父のもとに行くのを喜んでくれるであろ

う。父がわたしより大きいかたであるから

である。 29今わたしは、そのことが起らな

い先にあなたがたに語った。それは、事が

起った時にあなたがたが信じるためである

。 30わたしはもはや、あなたがたに、多く

を語るまい。この世の君が来るからである

。だが、彼はわたしに対して、なんの力も

ない。 31しかし、わたしが父を愛している

ことを世が知るように、わたしは父がお命

じになったとおりのことを行うのである。

立て。さあ、ここから出かけて行こう。

15わたしはまことのぶどうの木、わたし
の父は農夫である。 2わたしにつなが

っている枝で実を結ばないものは、父がす

べてこれをとりのぞき、実を結ぶものは、

もっと豊かに実らせるために、手入れして

これをきれいになさるのである。 3あなた

がたは、わたしが語った言葉によって既に

きよくされている。 4わたしにつながって

いなさい。そうすれば、わたしはあなたが

たとつながっていよう。枝がぶどうの木に

つながっていなければ、自分だけでは実を

結ぶことができないように、あなたがたも

わたしにつながっていなければ実を結ぶこ

とができない。 5わたしはぶどうの木、あ

なたがたはその枝である。もし人がわたし

につながっており、またわたしがその人と

つながっておれば、その人は実を豊かに結

ぶようになる。わたしから離れては、あな

たがたは何一つできないからである。 6人

がわたしにつながっていないならば、枝の

ように外に投げすてられて枯れる。人々は

それをかき集め、火に投げ入れて、焼いて

しまうのである。 7あなたがたがわたしに

つながっており、わたしの言葉があなたが

たにとどまっているならば、なんでも望む

ものを求めるがよい。そうすれば、与えら

れるであろう。 8あなたがたが実を豊かに

結び、そしてわたしの弟子となるならば、

それによって、わたしの父は栄光をお受け

になるであろう。 9父がわたしを愛された

ように、わたしもあなたがたを愛したので

ある。わたしの愛のうちにいなさい。 10も

しわたしのいましめを守るならば、あなた

がたはわたしの愛のうちにおるのである。

それはわたしがわたしの父のいましめを守

ったので、その愛のうちにおるのと同じで

ある。 11わたしがこれらのことを話したの

は、わたしの喜びがあなたがたのうちにも

宿るため、また、あなたがたの喜びが満ち

あふれるためである。 12わたしのいましめ

は、これである。わたしがあなたがたを愛

したように、あなたがたも互に愛し合いな

さい。 13人がその友のために自分の命を捨

てること、これよりも大きな愛はない。 14

あなたがたにわたしが命じることを行うな

らば、あなたがたはわたしの友である。 15

わたしはもう、あなたがたを僕とは呼ばな

い。僕は主人のしていることを知らないか

らである。わたしはあなたがたを友と呼ん

だ。わたしの父から聞いたことを皆、あな

たがたに知らせたからである。 16あなたが

たがわたしを選んだのではない。わたしが

あなたがたを選んだのである。そして、あ

なたがたを立てた。それは、あなたがたが

行って実をむすび、その実がいつまでも残

るためであり、また、あなたがたがわたし

の名によって父に求めるものはなんでも、

父が与えて下さるためである。 17これらの

ことを命じるのは、あなたがたが互に愛し

合うためである。 18もしこの世があなたが
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たを憎むならば、あなたがたよりも先にわ

たしを憎んだことを、知っておくがよい。

19もしあなたがたがこの世から出たもので

あったなら、この世は、あなたがたを自分

のものとして愛したであろう。しかし、あ

なたがたはこの世のものではない。かえっ

て、わたしがあなたがたをこの世から選び

出したのである。だから、この世はあなた

がたを憎むのである。 20わたしがあなたが

たに『僕はその主人にまさるものではない

』と言ったことを、おぼえていなさい。も

し人々がわたしを迫害したなら、あなたが

たをも迫害するであろう。また、もし彼ら

がわたしの言葉を守っていたなら、あなた

がたの言葉をも守るであろう。 21彼らはわ

たしの名のゆえに、あなたがたに対してす

べてそれらのことをするであろう。それは

、わたしをつかわされたかたを彼らが知ら

ないからである。 22もしわたしがきて彼ら

に語らなかったならば、彼らは罪を犯さな

いですんだであろう。しかし今となっては

、彼らには、その罪について言いのがれる

道がない。 23わたしを憎む者は、わたしの

父をも憎む。 24もし、ほかのだれもがしな

かったようなわざを、わたしが彼らの間で

しなかったならば、彼らは罪を犯さないで

すんだであろう。しかし事実、彼らはわた

しとわたしの父とを見て、憎んだのである

。 25それは、『彼らは理由なしにわたしを

憎んだ』と書いてある彼らの律法の言葉が

成就するためである。 26わたしが父のみも

とからあなたがたにつかわそうとしている

助け主、すなわち、父のみもとから来る真

理の御霊が下る時、それはわたしについて

あかしをするであろう。 27あなたがたも、

初めからわたしと一緒にいたのであるから

、あかしをするのである。

16わたしがこれらのことを語ったのは、
あなたがたがつまずくことのないため

である。 2人々はあなたがたを会堂から追

い出すであろう。更にあなたがたを殺す者

がみな、それによって自分たちは神に仕え

ているのだと思う時が来るであろう。 3彼

らがそのようなことをするのは、父をもわ

たしをも知らないからである。 4わたしが

あなたがたにこれらのことを言ったのは、

彼らの時がきた場合、わたしが彼らについ

て言ったことを、思い起させるためである

。これらのことを初めから言わなかったの

は、わたしがあなたがたと一緒にいたから

である。 5けれども今わたしは、わたしを

つかわされたかたのところに行こうとして

いる。しかし、あなたがたのうち、だれも

『どこへ行くのか』と尋ねる者はない。 6

かえって、わたしがこれらのことを言った

ために、あなたがたの心は憂いで満たされ

ている。 7しかし、わたしはほんとうのこ

とをあなたがたに言うが、わたしが去って

行くことは、あなたがたの益になるのだ。

わたしが去って行かなければ、あなたがた

のところに助け主はこないであろう。もし

行けば、それをあなたがたにつかわそう。

8それがきたら、罪と義とさばきとについて

、世の人の目を開くであろう。 9罪につい

てと言ったのは、彼らがわたしを信じない

からである。 10義についてと言ったのは、

わたしが父のみもとに行き、あなたがたは

、もはやわたしを見なくなるからである。

11さばきについてと言ったのは、この世の

君がさばかれるからである。 12わたしには

、あなたがたに言うべきことがまだ多くあ

るが、あなたがたは今はそれに堪えられな

い。 13けれども真理の御霊が来る時には、

あなたがたをあらゆる真理に導いてくれる

であろう。それは自分から語るのではなく

、その聞くところを語り、きたるべき事を

あなたがたに知らせるであろう。 14御霊は

わたしに栄光を得させるであろう。わたし

のものを受けて、それをあなたがたに知ら

せるからである。 15父がお持ちになってい

るものはみな、わたしのものである。御霊

はわたしのものを受けて、それをあなたが

たに知らせるのだと、わたしが言ったのは

、そのためである。 16しばらくすれば、あ

なたがたはもうわたしを見なくなる。しか

し、またしばらくすれば、わたしに会える

であろう」。 17そこで、弟子たちのうちの

ある者は互に言い合った、「『しばらくす
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れば、わたしを見なくなる。またしばらく

すれば、わたしに会えるであろう』と言わ

れ、『わたしの父のところに行く』と言わ

れたのは、いったい、どういうことなので

あろう」。 18彼らはまた言った、「『しば

らくすれば』と言われるのは、どういうこ

とか。わたしたちには、その言葉の意味が

わからない」。 19イエスは、彼らが尋ねた

がっていることに気がついて、彼らに言わ

れた、「しばらくすればわたしを見なくな

る、またしばらくすればわたしに会えるで

あろうと、わたしが言ったことで、互に論

じ合っているのか。 20よくよくあなたがた

に言っておく。あなたがたは泣き悲しむが

、この世は喜ぶであろう。あなたがたは憂

えているが、その憂いは喜びに変るであろ

う。 21女が子を産む場合には、その時がき

たというので、不安を感じる。しかし、子

を産んでしまえば、もはやその苦しみをお

ぼえてはいない。ひとりの人がこの世に生

れた、という喜びがあるためである。 22こ

のように、あなたがたにも今は不安がある

。しかし、わたしは再びあなたがたと会う

であろう。そして、あなたがたの心は喜び

に満たされるであろう。その喜びをあなた

がたから取り去る者はいない。 23その日に

は、あなたがたがわたしに問うことは、何

もないであろう。よくよくあなたがたに言

っておく。あなたがたが父に求めるものは

なんでも、わたしの名によって下さるであ

ろう。 24今までは、あなたがたはわたしの

名によって求めたことはなかった。求めな

さい、そうすれば、与えられるであろう。

そして、あなたがたの喜びが満ちあふれる

であろう。 25わたしはこれらのことを比喩

で話したが、もはや比喩では話さないで、

あからさまに、父のことをあなたがたに話

してきかせる時が来るであろう。 26その日

には、あなたがたは、わたしの名によって

求めるであろう。わたしは、あなたがたの

ために父に願ってあげようとは言うまい。

27父ご自身があなたがたを愛しておいでに

なるからである。それは、あなたがたがわ

たしを愛したため、また、わたしが神のみ

もとからきたことを信じたためである。 28

わたしは父から出てこの世にきたが、また

この世を去って、父のみもとに行くのであ

る」。 29弟子たちは言った、「今はあから

さまにお話しになって、少しも比喩ではお

話しになりません。 30あなたはすべてのこ

とをご存じであり、だれもあなたにお尋ね

する必要のないことが、今わかりました。

このことによって、わたしたちはあなたが

神からこられたかたであると信じます」。

31イエスは答えられた、「あなたがたは今

信じているのか。 32見よ、あなたがたは散

らされて、それぞれ自分の家に帰り、わた

しをひとりだけ残す時が来るであろう。い

や、すでにきている。しかし、わたしはひ

とりでいるのではない。父がわたしと一緒

におられるのである。 33これらのことをあ

なたがたに話したのは、わたしにあって平

安を得るためである。あなたがたは、この

世ではなやみがある。しかし、勇気を出し

なさい。わたしはすでに世に勝っている」

。

17これらのことを語り終えると、イエス
は天を見あげて言われた、「父よ、時

がきました。あなたの子があなたの栄光を

あらわすように、子の栄光をあらわして下

さい。 2あなたは、子に賜わったすべての

者に、永遠の命を授けさせるため、万民を

支配する権威を子にお与えになったのです

から。 (aiōnios g166) 3永遠の命とは、唯一の、

まことの神でいますあなたと、また、あな

たがつかわされたイエス・キリストとを知

ることであります。 (aiōnios g166) 4わたしは、

わたしにさせるためにお授けになったわざ

をなし遂げて、地上であなたの栄光をあら

わしました。 5父よ、世が造られる前に、

わたしがみそばで持っていた栄光で、今み

前にわたしを輝かせて下さい。 6わたしは

、あなたが世から選んでわたしに賜わった

人々に、み名をあらわしました。彼らはあ

なたのものでありましたが、わたしに下さ

いました。そして、彼らはあなたの言葉を

守りました。 7いま彼らは、わたしに賜わ
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ったものはすべて、あなたから出たもので

あることを知りました。 8なぜなら、わた

しはあなたからいただいた言葉を彼らに与

え、そして彼らはそれを受け、わたしがあ

なたから出たものであることをほんとうに

知り、また、あなたがわたしをつかわされ

たことを信じるに至ったからです。 9わた

しは彼らのためにお願いします。わたしが

お願いするのは、この世のためにではなく

、あなたがわたしに賜わった者たちのため

です。彼らはあなたのものなのです。 10わ

たしのものは皆あなたのもの、あなたのも

のはわたしのものです。そして、わたしは

彼らによって栄光を受けました。 11わたし

はもうこの世にはいなくなりますが、彼ら

はこの世に残っており、わたしはみもとに

参ります。聖なる父よ、わたしに賜わった

御名によって彼らを守って下さい。それは

わたしたちが一つであるように、彼らも一

つになるためであります。 12わたしが彼ら

と一緒にいた間は、あなたからいただいた

御名によって彼らを守り、また保護してま

いりました。彼らのうち、だれも滅びず、

ただ滅びの子だけが滅びました。それは聖

書が成就するためでした。 13今わたしはみ

もとに参ります。そして世にいる間にこれ

らのことを語るのは、わたしの喜びが彼ら

のうちに満ちあふれるためであります。 14

わたしは彼らに御言を与えましたが、世は

彼らを憎みました。わたしが世のものでな

いように、彼らも世のものではないからで

す。 15わたしがお願いするのは、彼らを世

から取り去ることではなく、彼らを悪しき

者から守って下さることであります。 16わ

たしが世のものでないように、彼らも世の

ものではありません。 17真理によって彼ら

を聖別して下さい。あなたの御言は真理で

あります。 18あなたがわたしを世につかわ

されたように、わたしも彼らを世につかわ

しました。 19また彼らが真理によって聖別

されるように、彼らのためわたし自身を聖

別いたします。 20わたしは彼らのためばか

りではなく、彼らの言葉を聞いてわたしを

信じている人々のためにも、お願いいたし

ます。 21父よ、それは、あなたがわたしの

うちにおられ、わたしがあなたのうちにい

るように、みんなの者が一つとなるためで

あります。すなわち、彼らをもわたしたち

のうちにおらせるためであり、それによっ

て、あなたがわたしをおつかわしになった

ことを、世が信じるようになるためであり

ます。 22わたしは、あなたからいただいた

栄光を彼らにも与えました。それは、わた

したちが一つであるように、彼らも一つに

なるためであります。 23わたしが彼らにお

り、あなたがわたしにいますのは、彼らが

完全に一つとなるためであり、また、あな

たがわたしをつかわし、わたしを愛された

ように、彼らをお愛しになったことを、世

が知るためであります。 24父よ、あなたが

わたしに賜わった人々が、わたしのいる所

に一緒にいるようにして下さい。天地が造

られる前からわたしを愛して下さって、わ

たしに賜わった栄光を、彼らに見させて下

さい。 25正しい父よ、この世はあなたを知

っていません。しかし、わたしはあなたを

知り、また彼らも、あなたがわたしをおつ

かわしになったことを知っています。 26そ

してわたしは彼らに御名を知らせました。

またこれからも知らせましょう。それは、

あなたがわたしを愛して下さったその愛が

彼らのうちにあり、またわたしも彼らのう

ちにおるためであります」。

18イエスはこれらのことを語り終えて、
弟子たちと一緒にケデロンの谷の向こ

うへ行かれた。そこには園があって、イエ

スは弟子たちと一緒にその中にはいられた

。 2イエスを裏切ったユダは、その所をよ

く知っていた。イエスと弟子たちとがたび

たびそこで集まったことがあるからである

。 3さてユダは、一隊の兵卒と祭司長やパ

リサイ人たちの送った下役どもを引き連れ

、たいまつやあかりや武器を持って、そこ

へやってきた。 4しかしイエスは、自分の

身に起ろうとすることをことごとく承知し

ておられ、進み出て彼らに言われた、「だ

れを捜しているのか」。 5彼らは「ナザレ

のイエスを」と答えた。イエスは彼らに言
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われた、「わたしが、それである」。イエ

スを裏切ったユダも、彼らと一緒に立って

いた。 6イエスが彼らに「わたしが、それ

である」と言われたとき、彼らはうしろに

引きさがって地に倒れた。 7そこでまた彼

らに、「だれを捜しているのか」とお尋ね

になると、彼らは「ナザレのイエスを」と

言った。 8イエスは答えられた、「わたし

がそれであると、言ったではないか。わた

しを捜しているのなら、この人たちを去ら

せてもらいたい」。 9それは、「あなたが

与えて下さった人たちの中のひとりも、わ

たしは失わなかった」とイエスの言われた

言葉が、成就するためである。 10シモン・

ペテロは剣を持っていたが、それを抜いて

、大祭司の僕に切りかかり、その右の耳を

切り落した。その僕の名はマルコスであっ

た。 11すると、イエスはペテロに言われた

、「剣をさやに納めなさい。父がわたしに

下さった杯は、飲むべきではないか」。 12

それから一隊の兵卒やその千卒長やユダヤ

人の下役どもが、イエスを捕え、縛りあげ

て、 13まずアンナスのところに引き連れて

行った。彼はその年の大祭司カヤパのしゅ

うとであった。 14カヤパは前に、ひとりの

人が民のために死ぬのはよいことだと、ユ

ダヤ人に助言した者であった。 15シモン・

ペテロともうひとりの弟子とが、イエスに

ついて行った。この弟子は大祭司の知り合

いであったので、イエスと一緒に大祭司の

中庭にはいった。 16しかし、ペテロは外で

戸口に立っていた。すると大祭司の知り合

いであるその弟子が、外に出て行って門番

の女に話し、ペテロを内に入れてやった。

17すると、この門番の女がペテロに言った

、「あなたも、あの人の弟子のひとりでは

ありませんか」。ペテロは「いや、そうで

はない」と答えた。 18僕や下役どもは、寒

い時であったので、炭火をおこし、そこに

立ってあたっていた。ペテロもまた彼らに

交じり、立ってあたっていた。 19大祭司は

イエスに、弟子たちのことやイエスの教の

ことを尋ねた。 20イエスは答えられた、「

わたしはこの世に対して公然と語ってきた

。すべてのユダヤ人が集まる会堂や宮で、

いつも教えていた。何事も隠れて語ったこ

とはない。 21なぜ、わたしに尋ねるのか。

わたしが彼らに語ったことは、それを聞い

た人々に尋ねるがよい。わたしの言ったこ

とは、彼らが知っているのだから」。 22イ

エスがこう言われると、そこに立っていた

下役のひとりが、「大祭司にむかって、そ

のような答をするのか」と言って、平手で

イエスを打った。 23イエスは答えられた、

「もしわたしが何か悪いことを言ったのな

ら、その悪い理由を言いなさい。しかし、

正しいことを言ったのなら、なぜわたしを

打つのか」。 24それからアンナスは、イエ

スを縛ったまま大祭司カヤパのところへ送

った。 25シモン・ペテロは、立って火にあ

たっていた。すると人々が彼に言った、「

あなたも、あの人の弟子のひとりではない

か」。彼はそれをうち消して、「いや、そ

うではない」と言った。 26大祭司の僕のひ

とりで、ペテロに耳を切りおとされた人の

親族の者が言った、「あなたが園であの人

と一緒にいるのを、わたしは見たではない

か」。 27ペテロはまたそれを打ち消した。

するとすぐに、鶏が鳴いた。 28それから人

々は、イエスをカヤパのところから官邸に

つれて行った。時は夜明けであった。彼ら

は、けがれを受けないで過越の食事ができ

るように、官邸にはいらなかった。 29そこ

で、ピラトは彼らのところに出てきて言っ

た、「あなたがたは、この人に対してどん

な訴えを起すのか」。 30彼らはピラトに答

えて言った、「もしこの人が悪事をはたら

かなかったなら、あなたに引き渡すような

ことはしなかったでしょう」。 31そこでピ

ラトは彼らに言った、「あなたがたは彼を

引き取って、自分たちの律法でさばくがよ

い」。ユダヤ人らは彼に言った、「わたし

たちには、人を死刑にする権限がありませ

ん」。 32これは、ご自身がどんな死にかた

をしようとしているかを示すために言われ

たイエスの言葉が、成就するためである。

33さて、ピラトはまた官邸にはいり、イエ

スを呼び出して言った、「あなたは、ユダ
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ヤ人の王であるか」。 34イエスは答えられ

た、「あなたがそう言うのは、自分の考え

からか。それともほかの人々が、わたしの

ことをあなたにそう言ったのか」。 35ピラ

トは答えた、「わたしはユダヤ人なのか。

あなたの同族や祭司長たちが、あなたをわ

たしに引き渡したのだ。あなたは、いった

い、何をしたのか」。 36イエスは答えられ

た、「わたしの国はこの世のものではない

。もしわたしの国がこの世のものであれば

、わたしに従っている者たちは、わたしを

ユダヤ人に渡さないように戦ったであろう

。しかし事実、わたしの国はこの世のもの

ではない」。 37そこでピラトはイエスに言

った、「それでは、あなたは王なのだな」

。イエスは答えられた、「あなたの言うと

おり、わたしは王である。わたしは真理に

ついてあかしをするために生れ、また、そ

のためにこの世にきたのである。だれでも

真理につく者は、わたしの声に耳を傾ける

」。 38ピラトはイエスに言った、「真理と

は何か」。こう言って、彼はまたユダヤ人

の所に出て行き、彼らに言った、「わたし

には、この人になんの罪も見いだせない。

39過越の時には、わたしがあなたがたのた

めに、ひとりの人を許してやるのが、あな

たがたのしきたりになっている。ついては

、あなたがたは、このユダヤ人の王を許し

てもらいたいのか」。 40すると彼らは、ま

た叫んで「その人ではなく、バラバを」と

言った。このバラバは強盗であった。

19ここにピラト、イエスをとりて鞭うつ
。 2兵卒ども茨にて冠冕をあみ、その

首にかむらせ、紫色の上衣をきせ、 3御許

に進みて言ふ『ユダヤ人の王やすかれ』而

して手掌にて打てり。 4ピラト再び出でて

人々にいふ『視よ、この人を汝らに引出す

、これは何の罪あるをも我が見ぬことを汝

らの知らん爲なり』 5ここにイエス茨の冠

冕をかむり、紫色の上衣をきて出で給へば

、ピラト言ふ『視よ、この人なり』 6祭司

長・下役どもイエスを見て叫びいふ『十字

架につけよ、十字架につけよ』ピラト言ふ

『なんぢら自らとりて十字架につけよ、我

は彼に罪あるを見ず』 7ユダヤ人こたふ『

我らに律法あり、その律法によれば死に當

るべき者なり、彼はおのれを神の子となせ

り』 8ピラトこの言をききて増々おそれ、

9再び官邸に入りてイエスに言ふ『なんぢは

何處よりぞ』イエス答をなし給はず。 10ピ

ラト言ふ『われに語らぬか、我になんぢを

赦す權威あり、また十字架につくる權威あ

るを知らぬか』 11イエス答へ給ふ『なんぢ

上より賜はらずば、我に對して何の權威も

なし。この故に我をなんぢに付しし者の罪

は更に大なり』 12ここにおいてピラト、イ

エスを赦さんことを力む。されどユダヤ人

さけびて言ふ『なんぢ若しこの人を赦さば

、カイザルの忠臣にあらず、凡そおのれを

王となす者はカイザルに叛くなり』 13ピラ

トこれらの言をききて、イエスを外にひき

ゆき、敷石（ヘブル語にてガバタ）といふ

處にて審判の座につく。 14この日は過越の

準備日にて、時は第六時ごろなりき。ピラ

ト、ユダヤ人にいふ『視よ、なんぢらの王

なり』 15かれら叫びていふ『除け、除け、

十字架につけよ』ピラト言ふ『われ汝らの

王を十字架につくべけんや』祭司長ら答ふ

『カイザルの他われらに王なし』 16ここに

ピラト、イエスを十字架に釘くるために彼

らに付せり。彼らイエスを受取りたれば、

17イエス己に十字架を負ひて、髑髏（ヘブ

ル語にてゴルゴダ）といふ處に出でゆき給

ふ。 18其處にて彼らイエスを十字架につく

。又ほかに二人の者をともに十字架につけ

、一人を右に、一人を左に、イエスを眞中

に置けり。 19ピラト罪標を書きて十字架の

上に掲ぐ『ユダヤ人の王、ナザレのイエス

』と記したり。 20イエスを十字架につけし

處は都に近ければ、多くのユダヤ人この標

を讀む、標はヘブル、ロマ、ギリシヤの語

にて記したり。 21ここにユダヤ人の祭司長

らピラトに言ふ『ユダヤ人の王と記さず、

我はユダヤ人の王なりと自稱せりと記せ』

22ピラト答ふ『わが記したることは記した

るままに』 23兵卒どもイエスを十字架につ

けし後、その衣をとりて四つに分け、おの

おの其の一つを得たり。また下衣を取りし
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が、下衣は縫目なく、上より惣て織りたる

物なれば、 24兵卒ども互にいふ『これを裂

くな、誰がうるか鬮にすべし』これは聖書

の成就せん爲なり。曰く『かれら互にわが

衣をわけ、わが衣を鬮にせり』兵卒ども斯

くなしたり。 25さてイエスの十字架の傍ら

には、その母と母の姉妹と、クロパの妻マ

リヤとマグダラのマリヤと立てり。 26イエ

スその母とその愛する弟子との近く立てる

を見て、母に言ひ給ふ『をんなよ、視よ、

なんぢの子なり』 27また弟子に言ひたまふ

『視よ、なんぢの母なり』この時より、そ

の弟子かれを己が家に接けたり。 28この後

イエス萬の事の終りたるを知りて、――聖

書の全うせられん爲に――『われ渇く』と

言ひ給ふ。 29ここに酸き葡萄酒の滿ちたる

器あり、その葡萄酒のふくみたる海綿をヒ

ソプに著けてイエスの口に差附く。 30イエ

スその葡萄酒をうけて後いひ給ふ『事畢り

ぬ』遂に首をたれて靈をわたし給ふ。 31こ

の日は準備日なれば、ユダヤ人、安息日に

屍體を十字架のうへに留めおかじとて（殊

にこの度の安息日は大なる日なるにより）

ピラトに、彼らの脛ををりて屍體を取除か

んことを請ふ。 32ここに兵卒ども來りて、

イエスとともに十字架に釘けられたる第一

の者と他のものとの脛を折り、 33而してイ

エスに來りしに、はや死に給ふを見て、そ

の脛を折らず。 34然るに一人の兵卒、鎗に

てその脅をつきたれば、直ちに血と水と流

れいづ。 35之を見しもの證をなす、其の證

は眞なり、彼はその言ふことの眞なるを知

る、これ汝等にも信ぜしめん爲なり。 36此

等のことの成りたるは『その骨くだかれず

』とある聖句の成就せん爲なり。 37また他

に『かれら己が刺したる者を見るべし』と

云へる聖句あり。 38この後、アリマタヤの

ヨセフとて、ユダヤ人を懼れ密にイエスの

弟子たりし者、イエスの屍體を引取らんこ

とをピラトに請ひたれば、ピラト許せり、

乃ち往きてその屍體を引取る。 39また曾て

夜御許に來りしニコデモも、沒藥・沈香の

混和物を百斤ばかり携へて來る。 40ここに

彼らイエスの屍體をとり、ユダヤ人の葬り

の習慣にしたがひて、香料とともに布にて

卷けり。 41イエスの十字架につけられ給ひ

し處に園あり、園の中にいまだ人を葬りし

ことなき新しき墓あり。 42ユダヤ人の準備

日なれば、この墓の近きままに其處にイエ

スを納めたり。

20さて、一週の初めの日に、朝早くまだ
暗いうちに、マグダラのマリヤが墓に

行くと、墓から石がとりのけてあるのを見

た。 2そこで走って、シモン・ペテロとイ

エスが愛しておられた、もうひとりの弟子

のところへ行って、彼らに言った、「だれ

かが、主を墓から取り去りました。どこへ

置いたのか、わかりません」。 3そこでペ

テロともうひとりの弟子は出かけて、墓へ

むかって行った。 4ふたりは一緒に走り出

したが、そのもうひとりの弟子の方が、ペ

テロよりも早く走って先に墓に着き、 5そ

して身をかがめてみると、亜麻布がそこに

置いてあるのを見たが、中へははいらなか

った。 6シモン・ペテロも続いてきて、墓

の中にはいった。彼は亜麻布がそこに置い

てあるのを見たが、 7イエスの頭に巻いて

あった布は亜麻布のそばにはなくて、はな

れた別の場所にくるめてあった。 8すると

、先に墓に着いたもうひとりの弟子もはい

ってきて、これを見て信じた。 9しかし、

彼らは死人のうちからイエスがよみがえる

べきことをしるした聖句を、まだ悟ってい

なかった。 10それから、ふたりの弟子たち

は自分の家に帰って行った。 11しかし、マ

リヤは墓の外に立って泣いていた。そして

泣きながら、身をかがめて墓の中をのぞく

と、 12白い衣を着たふたりの御使が、イエ

スの死体のおかれていた場所に、ひとりは

頭の方に、ひとりは足の方に、すわってい

るのを見た。 13すると、彼らはマリヤに、

「女よ、なぜ泣いているのか」と言った。

マリヤは彼らに言った、「だれかが、わた

しの主を取り去りました。そして、どこに

置いたのか、わからないのです」。 14そう

言って、うしろをふり向くと、そこにイエ

スが立っておられるのを見た。しかし、そ

れがイエスであることに気がつかなかった
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。 15イエスは女に言われた、「女よ、なぜ

泣いているのか。だれを捜しているのか」

。マリヤは、その人が園の番人だと思って

言った、「もしあなたが、あのかたを移し

たのでしたら、どこへ置いたのか、どうぞ

、おっしゃって下さい。わたしがそのかた

を引き取ります」。 16イエスは彼女に「マ

リヤよ」と言われた。マリヤはふり返って

、イエスにむかってヘブル語で「ラボニ」

と言った。それは、先生という意味である

。 17イエスは彼女に言われた、「わたしに

さわってはいけない。わたしは、まだ父の

みもとに上っていないのだから。ただ、わ

たしの兄弟たちの所に行って、『わたしは

、わたしの父またあなたがたの父であって

、わたしの神またあなたがたの神であられ

るかたのみもとへ上って行く』と、彼らに

伝えなさい」。 18マグダラのマリヤは弟子

たちのところに行って、自分が主に会った

こと、またイエスがこれこれのことを自分

に仰せになったことを、報告した。 19その

日、すなわち、一週の初めの日の夕方、弟

子たちはユダヤ人をおそれて、自分たちの

おる所の戸をみなしめていると、イエスが

はいってきて、彼らの中に立ち、「安かれ

」と言われた。 20そう言って、手とわきと

を、彼らにお見せになった。弟子たちは主

を見て喜んだ。 21イエスはまた彼らに言わ

れた、「安かれ。父がわたしをおつかわし

になったように、わたしもまたあなたがた

をつかわす」。 22そう言って、彼らに息を

吹きかけて仰せになった、「聖霊を受けよ

。 23あなたがたがゆるす罪は、だれの罪で

もゆるされ、あなたがたがゆるさずにおく

罪は、そのまま残るであろう」。 24十二弟

子のひとりで、デドモと呼ばれているトマ

スは、イエスがこられたとき、彼らと一緒

にいなかった。 25ほかの弟子たちが、彼に

「わたしたちは主にお目にかかった」と言

うと、トマスは彼らに言った、「わたしは

、その手に釘あとを見、わたしの指をその

釘あとにさし入れ、また、わたしの手をそ

のわきにさし入れてみなければ、決して信

じない」。 26八日ののち、イエスの弟子た

ちはまた家の内におり、トマスも一緒にい

た。戸はみな閉ざされていたが、イエスが

はいってこられ、中に立って「安かれ」と

言われた。 27それからトマスに言われた、

「あなたの指をここにつけて、わたしの手

を見なさい。手をのばしてわたしのわきに

さし入れてみなさい。信じない者にならな

いで、信じる者になりなさい」。 28トマス

はイエスに答えて言った、「わが主よ、わ

が神よ」。 29イエスは彼に言われた、「あ

なたはわたしを見たので信じたのか。見な

いで信ずる者は、さいわいである」。 30イ

エスは、この書に書かれていないしるしを

、ほかにも多く、弟子たちの前で行われた

。 31しかし、これらのことを書いたのは、

あなたがたがイエスは神の子キリストであ

ると信じるためであり、また、そう信じて

、イエスの名によって命を得るためである

。

21そののち、イエスはテベリヤの海べで
、ご自身をまた弟子たちにあらわされ

た。そのあらわされた次第は、こうである

。 2シモン・ペテロが、デドモと呼ばれて

いるトマス、ガリラヤのカナのナタナエル

、ゼベダイの子らや、ほかのふたりの弟子

たちと一緒にいた時のことである。 3シモ

ン・ペテロは彼らに「わたしは漁に行くの

だ」と言うと、彼らは「わたしたちも一緒

に行こう」と言った。彼らは出て行って舟

に乗った。しかし、その夜はなんの獲物も

なかった。 4夜が明けたころ、イエスが岸

に立っておられた。しかし弟子たちはそれ

がイエスだとは知らなかった。 5イエスは

彼らに言われた、「子たちよ、何か食べる

ものがあるか」。彼らは「ありません」と

答えた。 6すると、イエスは彼らに言われ

た、「舟の右の方に網をおろして見なさい

。そうすれば、何かとれるだろう」。彼ら

は網をおろすと、魚が多くとれたので、そ

れを引き上げることができなかった。 7イ

エスの愛しておられた弟子が、ペテロに「

あれは主だ」と言った。シモン・ペテロは

主であると聞いて、裸になっていたため、

上着をまとって海にとびこんだ。 8しかし
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、ほかの弟子たちは舟に乗ったまま、魚の

はいっている網を引きながら帰って行った

。陸からはあまり遠くない五十間ほどの所

にいたからである。 9彼らが陸に上って見

ると、炭火がおこしてあって、その上に魚

がのせてあり、またそこにパンがあった。

10イエスは彼らに言われた、「今とった魚

を少し持ってきなさい」。 11シモン・ペテ

ロが行って、網を陸へ引き上げると、百五

十三びきの大きな魚でいっぱいになってい

た。そんなに多かったが、網はさけないで

いた。 12イエスは彼らに言われた、「さあ

、朝の食事をしなさい」。弟子たちは、主

であることがわかっていたので、だれも「

あなたはどなたですか」と進んで尋ねる者

がなかった。 13イエスはそこにきて、パン

をとり彼らに与え、また魚も同じようにさ

れた。 14イエスが死人の中からよみがえっ

たのち、弟子たちにあらわれたのは、これ

で既に三度目である。 15彼らが食事をすま

せると、イエスはシモン・ペテロに言われ

た、「ヨハネの子シモンよ、あなたはこの

人たちが愛する以上に、わたしを愛するか

」。ペテロは言った、「主よ、そうです。

わたしがあなたを愛することは、あなたが

ご存じです」。イエスは彼に「わたしの小

羊を養いなさい」と言われた。 16またもう

一度彼に言われた、「ヨハネの子シモンよ

、わたしを愛するか」。彼はイエスに言っ

た、「主よ、そうです。わたしがあなたを

愛することは、あなたがご存じです」。イ

エスは彼に言われた、「わたしの羊を飼い

なさい」。 17イエスは三度目に言われた、

「ヨハネの子シモンよ、わたしを愛するか

」。ペテロは「わたしを愛するか」とイエ

スが三度も言われたので、心をいためてイ

エスに言った、「主よ、あなたはすべてを

ご存じです。わたしがあなたを愛している

ことは、おわかりになっています」。イエ

スは彼に言われた、「わたしの羊を養いな

さい。 18よくよくあなたに言っておく。あ

なたが若かった時には、自分で帯をしめて

、思いのままに歩きまわっていた。しかし

年をとってからは、自分の手をのばすこと

になろう。そして、ほかの人があなたに帯

を結びつけ、行きたくない所へ連れて行く

であろう」。 19これは、ペテロがどんな死

に方で、神の栄光をあらわすかを示すため

に、お話しになったのである。こう話して

から、「わたしに従ってきなさい」と言わ

れた。 20ペテロはふり返ると、イエスの愛

しておられた弟子がついて来るのを見た。

この弟子は、あの夕食のときイエスの胸近

くに寄りかかって、「主よ、あなたを裏切

る者は、だれなのですか」と尋ねた人であ

る。 21ペテロはこの弟子を見て、イエスに

言った、「主よ、この人はどうなのですか

」。 22イエスは彼に言われた、「たとい、

わたしの来る時まで彼が生き残っているこ

とを、わたしが望んだとしても、あなたに

はなんの係わりがあるか。あなたは、わた

しに従ってきなさい」。 23こういうわけで

、この弟子は死ぬことがないといううわさ

が、兄弟たちの間にひろまった。しかし、

イエスは彼が死ぬことはないと言われたの

ではなく、ただ「たとい、わたしの来る時

まで彼が生き残っていることを、わたしが

望んだとしても、あなたにはなんの係わり

があるか」と言われただけである。 24これ

らの事についてあかしをし、またこれらの

事を書いたのは、この弟子である。そして

彼のあかしが真実であることを、わたした

ちは知っている。 25イエスのなさったこと

は、このほかにまだ数多くある。もしいち

いち書きつけるならば、世界もその書かれ

た文書を収めきれないであろうと思う。
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使徒の働き

1テオピロよ、わたしは先に第一巻を著わ
して、イエスが行い、また教えはじめて

から、 2お選びになった使徒たちに、聖霊

によって命じたのち、天に上げられた日ま

でのことを、ことごとくしるした。 3イエ

スは苦難を受けたのち、自分の生きている

ことを数々の確かな証拠によって示し、四

十日にわたってたびたび彼らに現れて、神

の国のことを語られた。 4そして食事を共

にしているとき、彼らにお命じになった、

「エルサレムから離れないで、かねてわた

しから聞いていた父の約束を待っているが

よい。 5すなわち、ヨハネは水でバプテス

マを授けたが、あなたがたは間もなく聖霊

によって、バプテスマを授けられるであろ

う」。 6さて、弟子たちが一緒に集まった

とき、イエスに問うて言った、「主よ、イ

スラエルのために国を復興なさるのは、こ

の時なのですか」。 7彼らに言われた、「

時期や場合は、父がご自分の権威によって

定めておられるのであって、あなたがたの

知る限りではない。 8ただ、聖霊があなた

がたにくだる時、あなたがたは力を受けて

、エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、

さらに地のはてまで、わたしの証人となる

であろう」。 9こう言い終ると、イエスは

彼らの見ている前で天に上げられ、雲に迎

えられて、その姿が見えなくなった。 10イ

エスの上って行かれるとき、彼らが天を見

つめていると、見よ、白い衣を着たふたり

の人が、彼らのそばに立っていて 11言った

、「ガリラヤの人たちよ、なぜ天を仰いで

立っているのか。あなたがたを離れて天に

上げられたこのイエスは、天に上って行か

れるのをあなたがたが見たのと同じ有様で

、またおいでになるであろう」。 12それか

ら彼らは、オリブという山を下ってエルサ

レムに帰った。この山はエルサレムに近く

、安息日に許されている距離のところにあ

る。 13彼らは、市内に行って、その泊まっ

ていた屋上の間にあがった。その人たちは

、ペテロ、ヨハネ、ヤコブ、アンデレ、ピ

リポとトマス、バルトロマイとマタイ、ア

ルパヨの子ヤコブと熱心党のシモンとヤコ

ブの子ユダとであった。 14彼らはみな、婦

人たち、特にイエスの母マリヤ、およびイ

エスの兄弟たちと共に、心を合わせて、ひ

たすら祈をしていた。 15そのころ、百二十

名ばかりの人々が、一団となって集まって

いたが、ペテロはこれらの兄弟たちの中に

立って言った、 16「兄弟たちよ、イエスを

捕えた者たちの手びきになったユダについ

ては、聖霊がダビデの口をとおして預言し

たその言葉は、成就しなければならなかっ

た。 17彼はわたしたちの仲間に加えられ、

この務を授かっていた者であった。（ 18彼

は不義の報酬で、ある地所を手に入れたが

、そこへまっさかさまに落ちて、腹がまん

中から引き裂け、はらわたがみな流れ出て

しまった。 19そして、この事はエルサレム

の全住民に知れわたり、そこで、この地所

が彼らの国語でアケルダマと呼ばれるよう

になった。「血の地所」との意である。）

20詩篇に、『その屋敷は荒れ果てよ、そこ

にはひとりも住む者がいなくなれ』と書い

てあり、また『その職は、ほかの者に取ら

せよ』とあるとおりである。 21そういうわ

けで、主イエスがわたしたちの間にゆきき

された期間中、 22すなわち、ヨハネのバプ

テスマの時から始まって、わたしたちを離

れて天に上げられた日に至るまで、始終わ

たしたちと行動を共にした人たちのうち、

だれかひとりが、わたしたちに加わって主

の復活の証人にならねばならない」。 23そ

こで一同は、バルサバと呼ばれ、またの名

をユストというヨセフと、マッテヤとのふ

たりを立て、 24祈って言った、「すべての

人の心をご存じである主よ。このふたりの

うちのどちらを選んで、 25ユダがこの使徒

の職務から落ちて、自分の行くべきところ

へ行ったそのあとを継がせなさいますか、

お示し下さい」。 26それから、ふたりのた

めにくじを引いたところ、マッテヤに当っ

たので、この人が十一人の使徒たちに加え

られることになった。
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2五旬節の日がきて、みんなの者が一緒に
集まっていると、 2突然、激しい風が吹

いてきたような音が天から起ってきて、一

同がすわっていた家いっぱいに響きわたっ

た。 3また、舌のようなものが、炎のよう

に分れて現れ、ひとりびとりの上にとどま

った。 4すると、一同は聖霊に満たされ、

御霊が語らせるままに、いろいろの他国の

言葉で語り出した。 5さて、エルサレムに

は、天下のあらゆる国々から、信仰深いユ

ダヤ人たちがきて住んでいたが、 6この物

音に大ぜいの人が集まってきて、彼らの生

れ故郷の国語で、使徒たちが話しているの

を、だれもかれも聞いてあっけに取られた

。 7そして驚き怪しんで言った、「見よ、

いま話しているこの人たちは、皆ガリラヤ

人ではないか。 8それだのに、わたしたち

がそれぞれ、生れ故郷の国語を彼らから聞

かされるとは、いったい、どうしたことか

。 9わたしたちの中には、パルテヤ人、メ

ジヤ人、エラム人もおれば、メソポタミヤ

、ユダヤ、カパドキヤ、ポントとアジヤ、

10フルギヤとパンフリヤ、エジプトとクレ

ネに近いリビヤ地方などに住む者もいるし

、またローマ人で旅にきている者、 11ユダ

ヤ人と改宗者、クレテ人とアラビヤ人もい

るのだが、あの人々がわたしたちの国語で

、神の大きな働きを述べるのを聞くとは、

どうしたことか」。 12みんなの者は驚き惑

って、互に言い合った、「これは、いった

い、どういうわけなのだろう」。 13しかし

、ほかの人たちはあざ笑って、「あの人た

ちは新しい酒で酔っているのだ」と言った

。 14そこで、ペテロが十一人の者と共に立

ちあがり、声をあげて人々に語りかけた。

「ユダヤの人たち、ならびにエルサレムに

住むすべてのかたがた、どうか、この事を

知っていただきたい。わたしの言うことに

耳を傾けていただきたい。 15今は朝の九時

であるから、この人たちは、あなたがたが

思っているように、酒に酔っているのでは

ない。 16そうではなく、これは預言者ヨエ

ルが預言していたことに外ならないのであ

る。すなわち、 17『神がこう仰せになる。

終りの時には、わたしの霊をすべての人に

注ごう。そして、あなたがたのむすこ娘は

預言をし、若者たちは幻を見、老人たちは

夢を見るであろう。 18その時には、わたし

の男女の僕たちにもわたしの霊を注ごう。

そして彼らも預言をするであろう。 19また

、上では、天に奇跡を見せ、下では、地に

しるしを、すなわち、血と火と立ちこめる

煙とを、見せるであろう。 20主の大いなる

輝かしい日が来る前に、日はやみに月は血

に変るであろう。 21そのとき、主の名を呼

び求める者は、みな救われるであろう』。

22イスラエルの人たちよ、今わたしの語る

ことを聞きなさい。あなたがたがよく知っ

ているとおり、ナザレ人イエスは、神が彼

をとおして、あなたがたの中で行われた数

々の力あるわざと奇跡としるしとにより、

神からつかわされた者であることを、あな

たがたに示されたかたであった。 23このイ

エスが渡されたのは神の定めた計画と予知

とによるのであるが、あなたがたは彼を不

法の人々の手で十字架につけて殺した。 24

神はこのイエスを死の苦しみから解き放っ

て、よみがえらせたのである。イエスが死

に支配されているはずはなかったからであ

る。 25ダビデはイエスについてこう言って

いる、『わたしは常に目の前に主を見た。

主は、わたしが動かされないため、わたし

の右にいて下さるからである。 26それゆえ

、わたしの心は楽しみ、わたしの舌はよろ

こび歌った。わたしの肉体もまた、望みに

生きるであろう。 27あなたは、わたしの魂

を黄泉に捨ておくことをせず、あなたの聖

者が朽ち果てるのを、お許しにならないで

あろう。 (Hadēs g86) 28あなたは、いのちの道

をわたしに示し、み前にあって、わたしを

喜びで満たして下さるであろう』。 29兄弟

たちよ、族長ダビデについては、わたしは

あなたがたにむかって大胆に言うことがで

きる。彼は死んで葬られ、現にその墓が今

日に至るまで、わたしたちの間に残ってい

る。 30彼は預言者であって、『その子孫の

ひとりを王位につかせよう』と、神が堅く

彼に誓われたことを認めていたので、 31キ
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リストの復活をあらかじめ知って、『彼は

黄泉に捨ておかれることがなく、またその

肉体が朽ち果てることもない』と語ったの

である。 (Hadēs g86) 32このイエスを、神はよ

みがえらせた。そして、わたしたちは皆そ

の証人なのである。 33それで、イエスは神

の右に上げられ、父から約束の聖霊を受け

て、それをわたしたちに注がれたのである

。このことは、あなたがたが現に見聞きし

ているとおりである。 34ダビデが天に上っ

たのではない。彼自身こう言っている、『

主はわが主に仰せになった、 35あなたの敵

をあなたの足台にするまでは、わたしの右

に座していなさい』。 36だから、イスラエ

ルの全家は、この事をしかと知っておくが

よい。あなたがたが十字架につけたこのイ

エスを、神は、主またキリストとしてお立

てになったのである」。 37人々はこれを聞

いて、強く心を刺され、ペテロやほかの使

徒たちに、「兄弟たちよ、わたしたちは、

どうしたらよいのでしょうか」と言った。

38すると、ペテロが答えた、「悔い改めな

さい。そして、あなたがたひとりびとりが

罪のゆるしを得るために、イエス・キリス

トの名によって、バプテスマを受けなさい

。そうすれば、あなたがたは聖霊の賜物を

受けるであろう。 39この約束は、われらの

主なる神の召しにあずかるすべての者、す

なわちあなたがたと、あなたがたの子らと

、遠くの者一同とに、与えられているもの

である」。 40ペテロは、ほかになお多くの

言葉であかしをなし、人々に「この曲った

時代から救われよ」と言って勧めた。 41そ

こで、彼の勧めの言葉を受けいれた者たち

は、バプテスマを受けたが、その日、仲間

に加わったものが三千人ほどあった。 42そ

して一同はひたすら、使徒たちの教を守り

、信徒の交わりをなし、共にパンをさき、

祈をしていた。 43みんなの者におそれの念

が生じ、多くの奇跡としるしとが、使徒た

ちによって、次々に行われた。 44信者たち

はみな一緒にいて、いっさいの物を共有に

し、 45資産や持ち物を売っては、必要に応

じてみんなの者に分け与えた。 46そして日

々心を一つにして、絶えず宮もうでをなし

、家ではパンをさき、よろこびと、まごこ

ろとをもって、食事を共にし、 47神をさん

びし、すべての人に好意を持たれていた。

そして主は、救われる者を日々仲間に加え

て下さったのである。

3さて、ペテロとヨハネとが、午後三時の
祈のときに宮に上ろうとしていると、 2

生れながら足のきかない男が、かかえられ

てきた。この男は、宮もうでに来る人々に

施しをこうため、毎日、「美しの門」と呼

ばれる宮の門のところに、置かれていた者

である。 3彼は、ペテロとヨハネとが、宮

にはいって行こうとしているのを見て、施

しをこうた。 4ペテロとヨハネとは彼をじ

っと見て、「わたしたちを見なさい」と言

った。 5彼は何かもらえるのだろうと期待

して、ふたりに注目していると、 6ペテロ

が言った、「金銀はわたしには無い。しか

し、わたしにあるものをあげよう。ナザレ

人イエス・キリストの名によって歩きなさ

い」。 7こう言って彼の右手を取って起し

てやると、足と、くるぶしとが、立ちどこ

ろに強くなって、 8踊りあがって立ち、歩

き出した。そして、歩き回ったり踊ったり

して神をさんびしながら、彼らと共に宮に

はいって行った。 9民衆はみな、彼が歩き

回り、また神をさんびしているのを見、 10

これが宮の「美しの門」のそばにすわって

、施しをこうていた者であると知り、彼の

身に起ったことについて、驚き怪しんだ。

11彼がなおもペテロとヨハネとにつきまと

っているとき、人々は皆ひどく驚いて、「

ソロモンの廊」と呼ばれる柱廊にいた彼ら

のところに駆け集まってきた。 12ペテロは

これを見て、人々にむかって言った、「イ

スラエルの人たちよ、なぜこの事を不思議

に思うのか。また、わたしたちが自分の力

や信心で、あの人を歩かせたかのように、

なぜわたしたちを見つめているのか。 13ア

ブラハム、イサク、ヤコブの神、わたした

ちの先祖の神は、その僕イエスに栄光を賜

わったのであるが、あなたがたは、このイ

エスを引き渡し、ピラトがゆるすことに決
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めていたのに、それを彼の面前で拒んだ。

14あなたがたは、この聖なる正しいかたを

拒んで、人殺しの男をゆるすように要求し

、 15いのちの君を殺してしまった。しかし

、神はこのイエスを死人の中から、よみが

えらせた。わたしたちは、その事の証人で

ある。 16そして、イエスの名が、それを信

じる信仰のゆえに、あなたがたのいま見て

知っているこの人を、強くしたのであり、

イエスによる信仰が、彼をあなたがた一同

の前で、このとおり完全にいやしたのであ

る。 17さて、兄弟たちよ、あなたがたは知

らずにあのような事をしたのであり、あな

たがたの指導者たちとても同様であったこ

とは、わたしにわかっている。 18神はあら

ゆる預言者の口をとおして、キリストの受

難を予告しておられたが、それをこのよう

に成就なさったのである。 19だから、自分

の罪をぬぐい去っていただくために、悔い

改めて本心に立ちかえりなさい。 20それは

、主のみ前から慰めの時がきて、あなたが

たのためにあらかじめ定めてあったキリス

トなるイエスを、神がつかわして下さるた

めである。 21このイエスは、神が聖なる預

言者たちの口をとおして、昔から預言して

おられた万物更新の時まで、天にとどめて

おかれねばならなかった。 (aiōn g165) 22モー

セは言った、『主なる神は、わたしをお立

てになったように、あなたがたの兄弟の中

から、ひとりの預言者をお立てになるであ

ろう。その預言者があなたがたに語ること

には、ことごとく聞きしたがいなさい。 23

彼に聞きしたがわない者は、みな民の中か

ら滅ぼし去られるであろう』。 24サムエル

をはじめ、その後つづいて語ったほどの預

言者はみな、この時のことを予告した。 25

あなたがたは預言者の子であり、神があな

たがたの先祖たちと結ばれた契約の子であ

る。神はアブラハムに対して、『地上の諸

民族は、あなたの子孫によって祝福を受け

るであろう』と仰せられた。 26神がまずあ

なたがたのために、その僕を立てて、おつ

かわしになったのは、あなたがたひとりび

とりを、悪から立ちかえらせて、祝福にあ

ずからせるためなのである」。

4彼らが人々にこのように語っているあい
だに、祭司たち、宮守がしら、サドカイ

人たちが近寄ってきて、 2彼らが人々に教

を説き、イエス自身に起った死人の復活を

宣伝しているのに気をいら立て、 3彼らに

手をかけて捕え、はや日が暮れていたので

、翌朝まで留置しておいた。 4しかし、彼

らの話を聞いた多くの人たちは信じた。そ

して、その男の数が五千人ほどになった。

5明くる日、役人、長老、律法学者たちが、

エルサレムに召集された。 6大祭司アンナ

スをはじめ、カヤパ、ヨハネ、アレキサン

デル、そのほか大祭司の一族もみな集まっ

た。 7そして、そのまん中に使徒たちを立

たせて尋問した、「あなたがたは、いった

い、なんの権威、また、だれの名によって

、このことをしたのか」。 8その時、ペテ

ロが聖霊に満たされて言った、「民の役人

たち、ならびに長老たちよ、 9わたしたち

が、きょう、取調べを受けているのは、病

人に対してした良いわざについてであり、

この人がどうしていやされたかについてで

あるなら、 10あなたがたご一同も、またイ

スラエルの人々全体も、知っていてもらい

たい。この人が元気になってみんなの前に

立っているのは、ひとえに、あなたがたが

十字架につけて殺したのを、神が死人の中

からよみがえらせたナザレ人イエス・キリ

ストの御名によるのである。 11このイエス

こそは『あなたがた家造りらに捨てられた

が、隅のかしら石となった石』なのである

。 12この人による以外に救はない。わたし

たちを救いうる名は、これを別にしては、

天下のだれにも与えられていないからであ

る」。 13人々はペテロとヨハネとの大胆な

話しぶりを見、また同時に、ふたりが無学

な、ただの人たちであることを知って、不

思議に思った。そして彼らがイエスと共に

いた者であることを認め、 14かつ、彼らに

いやされた者がそのそばに立っているのを

見ては、まったく返す言葉がなかった。 15

そこで、ふたりに議会から退場するように
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命じてから、互に協議をつづけて 16言った

、「あの人たちを、どうしたらよかろうか

。彼らによって著しいしるしが行われたこ

とは、エルサレムの住民全体に知れわたっ

ているので、否定しようもない。 17ただ、

これ以上このことが民衆の間にひろまらな

いように、今後はこの名によって、いっさ

いだれにも語ってはいけないと、おどして

やろうではないか」。 18そこで、ふたりを

呼び入れて、イエスの名によって語ること

も説くことも、いっさい相成らぬと言いわ

たした。 19ペテロとヨハネとは、これに対

して言った、「神に聞き従うよりも、あな

たがたに聞き従う方が、神の前に正しいか

どうか、判断してもらいたい。 20わたした

ちとしては、自分の見たこと聞いたことを

、語らないわけにはいかない」。 21そこで

、彼らはふたりを更におどしたうえ、ゆる

してやった。みんなの者が、この出来事の

ために、神をあがめていたので、その人々

の手前、ふたりを罰するすべがなかったか

らである。 22そのしるしによっていやされ

たのは、四十歳あまりの人であった。 23ふ

たりはゆるされてから、仲間の者たちのと

ころに帰って、祭司長たちや長老たちが言

ったいっさいのことを報告した。 24一同は

これを聞くと、口をそろえて、神にむかい

声をあげて言った、「天と地と海と、その

中のすべてのものとの造りぬしなる主よ。

25あなたは、わたしたちの先祖、あなたの

僕ダビデの口をとおして、聖霊によって、

こう仰せになりました、『なぜ、異邦人ら

は、騒ぎ立ち、もろもろの民は、むなしい

ことを図り、 26地上の王たちは、立ちかま

え、支配者たちは、党を組んで、主とその

キリストとに逆らったのか』。 27まことに

、ヘロデとポンテオ・ピラトとは、異邦人

らやイスラエルの民と一緒になって、この

都に集まり、あなたから油を注がれた聖な

る僕イエスに逆らい、 28み手とみ旨とによ

って、あらかじめ定められていたことを、

なし遂げたのです。 29主よ、いま、彼らの

脅迫に目をとめ、僕たちに、思い切って大

胆に御言葉を語らせて下さい。 30そしてみ

手を伸ばしていやしをなし、聖なる僕イエ

スの名によって、しるしと奇跡とを行わせ

て下さい」。 31彼らが祈り終えると、その

集まっていた場所が揺れ動き、一同は聖霊

に満たされて、大胆に神の言を語り出した

。 32信じた者の群れは、心を一つにし思い

を一つにして、だれひとりその持ち物を自

分のものだと主張する者がなく、いっさい

の物を共有にしていた。 33使徒たちは主イ

エスの復活について、非常に力強くあかし

をした。そして大きなめぐみが、彼ら一同

に注がれた。 34彼らの中に乏しい者は、ひ

とりもいなかった。地所や家屋を持ってい

る人たちは、それを売り、売った物の代金

をもってきて、 35使徒たちの足もとに置い

た。そしてそれぞれの必要に応じて、だれ

にでも分け与えられた。 36クプロ生れのレ

ビ人で、使徒たちにバルナバ（「慰めの子

」との意）と呼ばれていたヨセフは、 37自

分の所有する畑を売り、その代金をもって

きて、使徒たちの足もとに置いた。

5ところが、アナニヤという人とその妻サ
ッピラとは共に資産を売ったが、 2共謀

して、その代金をごまかし、一部だけを持

ってきて、使徒たちの足もとに置いた。 3

そこで、ペテロが言った、「アナニヤよ、

どうしてあなたは、自分の心をサタンに奪

われて、聖霊を欺き、地所の代金をごまか

したのか。 4売らずに残しておけば、あな

たのものであり、売ってしまっても、あな

たの自由になったはずではないか。どうし

て、こんなことをする気になったのか。あ

なたは人を欺いたのではなくて、神を欺い

たのだ」。 5アナニヤはこの言葉を聞いて

いるうちに、倒れて息が絶えた。このこと

を伝え聞いた人々は、みな非常なおそれを

感じた。 6それから、若者たちが立って、

その死体を包み、運び出して葬った。 7三

時間ばかりたってから、たまたま彼の妻が

、この出来事を知らずに、はいってきた。

8そこで、ペテロが彼女にむかって言った、

「あの地所は、これこれの値段で売ったの

か。そのとおりか」。彼女は「そうです、
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その値段です」と答えた。 9ペテロは言っ

た、「あなたがたふたりが、心を合わせて

主の御霊を試みるとは、何事であるか。見

よ、あなたの夫を葬った人たちの足が、そ

この門口にきている。あなたも運び出され

るであろう」。 10すると女は、たちまち彼

の足もとに倒れて、息が絶えた。そこに若

者たちがはいってきて、女が死んでしまっ

ているのを見、それを運び出してその夫の

そばに葬った。 11教会全体ならびにこれを

伝え聞いた人たちは、みな非常なおそれを

感じた。 12そのころ、多くのしるしと奇跡

とが、次々に使徒たちの手により人々の中

で行われた。そして、一同は心を一つにし

て、ソロモンの廊に集まっていた。 13ほか

の者たちは、だれひとり、その交わりに入

ろうとはしなかったが、民衆は彼らを尊敬

していた。 14しかし、主を信じて仲間に加

わる者が、男女とも、ますます多くなって

きた。 15ついには、病人を大通りに運び出

し、寝台や寝床の上に置いて、ペテロが通

るとき、彼の影なりと、そのうちのだれか

にかかるようにしたほどであった。 16また

エルサレム附近の町々からも、大ぜいの人

が、病人や汚れた霊に苦しめられている人

たちを引き連れて、集まってきたが、その

全部の者が、ひとり残らずいやされた。 17

そこで、大祭司とその仲間の者、すなわち

、サドカイ派の人たちが、みな嫉妬の念に

満たされて立ちあがり、 18使徒たちに手を

かけて捕え、公共の留置場に入れた。 19と

ころが夜、主の使が獄の戸を開き、彼らを

連れ出して言った、 20「さあ行きなさい。

そして、宮の庭に立ち、この命の言葉を漏

れなく、人々に語りなさい」。 21彼らはこ

れを聞き、夜明けごろ宮にはいって教えは

じめた。一方では、大祭司とその仲間の者

とが、集まってきて、議会とイスラエル人

の長老一同とを召集し、使徒たちを引き出

してこさせるために、人を獄につかわした

。 22そこで、下役どもが行って見ると、使

徒たちが獄にいないので、引き返して報告

した、 23「獄には、しっかりと錠がかけて

あり、戸口には、番人が立っていました。

ところが、あけて見たら、中にはだれもい

ませんでした」。 24宮守がしらと祭司長た

ちとは、この報告を聞いて、これは、いっ

たい、どんな事になるのだろうと、あわて

惑っていた。 25そこへ、ある人がきて知ら

せた、「行ってごらんなさい。あなたがた

が獄に入れたあの人たちが、宮の庭に立っ

て、民衆を教えています」。 26そこで宮守

がしらが、下役どもと一緒に出かけて行っ

て、使徒たちを連れてきた。しかし、人々

に石で打ち殺されるのを恐れて、手荒なこ

とはせず、 27彼らを連れてきて、議会の中

に立たせた。すると、大祭司が問うて 28言

った、「あの名を使って教えてはならない

と、きびしく命じておいたではないか。そ

れだのに、なんという事だ。エルサレム中

にあなたがたの教を、はんらんさせている

。あなたがたは確かに、あの人の血の責任

をわたしたちに負わせようと、たくらんで

いるのだ」。 29これに対して、ペテロをは

じめ使徒たちは言った、「人間に従うより

は、神に従うべきである。 30わたしたちの

先祖の神は、あなたがたが木にかけて殺し

たイエスをよみがえらせ、 31そして、イス

ラエルを悔い改めさせてこれに罪のゆるし

を与えるために、このイエスを導き手とし

救主として、ご自身の右に上げられたので

ある。 32わたしたちはこれらの事の証人で

ある。神がご自身に従う者に賜わった聖霊

もまた、その証人である」。 33これを聞い

た者たちは、激しい怒りのあまり、使徒た

ちを殺そうと思った。 34ところが、国民全

体に尊敬されていた律法学者ガマリエルと

いうパリサイ人が、議会で立って、使徒た

ちをしばらくのあいだ外に出すように要求

してから、 35一同にむかって言った、「イ

スラエルの諸君、あの人たちをどう扱うか

、よく気をつけるがよい。 36先ごろ、チゥ

ダが起って、自分を何か偉い者のように言

いふらしたため、彼に従った男の数が、四

百人ほどもあったが、結局、彼は殺されて

しまい、従った者もみな四散して、全く跡

方もなくなっている。 37そののち、人口調

査の時に、ガリラヤ人ユダが民衆を率いて
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反乱を起したが、この人も滅び、従った者

もみな散らされてしまった。 38そこで、こ

の際、諸君に申し上げる。あの人たちから

手を引いて、そのなすままにしておきなさ

い。その企てや、しわざが、人間から出た

ものなら、自滅するだろう。 39しかし、も

し神から出たものなら、あの人たちを滅ぼ

すことはできまい。まかり違えば、諸君は

神を敵にまわすことになるかも知れない」

。そこで彼らはその勧告にしたがい、 40使

徒たちを呼び入れて、むち打ったのち、今

後イエスの名によって語ることは相成らぬ

と言いわたして、ゆるしてやった。 41使徒

たちは、御名のために恥を加えられるに足

る者とされたことを喜びながら、議会から

出てきた。 42そして、毎日、宮や家で、イ

エスがキリストであることを、引きつづき

教えたり宣べ伝えたりした。

6そのころ、弟子の数がふえてくるにつれ
て、ギリシヤ語を使うユダヤ人たちから

、ヘブル語を使うユダヤ人たちに対して、

自分たちのやもめらが、日々の配給で、お

ろそかにされがちだと、苦情を申し立てた

。 2そこで、十二使徒は弟子全体を呼び集

めて言った、「わたしたちが神の言をさし

おいて、食卓のことに携わるのはおもしろ

くない。 3そこで、兄弟たちよ、あなたが

たの中から、御霊と知恵とに満ちた、評判

のよい人たち七人を捜し出してほしい。そ

の人たちにこの仕事をまかせ、 4わたした

ちは、もっぱら祈と御言のご用に当ること

にしよう」。 5この提案は会衆一同の賛成

するところとなった。そして信仰と聖霊と

に満ちた人ステパノ、それからピリポ、プ

ロコロ、ニカノル、テモン、パルメナ、お

よびアンテオケの改宗者ニコラオを選び出

して、 6使徒たちの前に立たせた。すると

、使徒たちは祈って手を彼らの上においた

。 7こうして神の言は、ますますひろまり

、エルサレムにおける弟子の数が、非常に

ふえていき、祭司たちも多数、信仰を受け

いれるようになった。 8さて、ステパノは

恵みと力とに満ちて、民衆の中で、めざま

しい奇跡としるしとを行っていた。 9する

と、いわゆる「リベルテン」の会堂に属す

る人々、クレネ人、アレキサンドリヤ人、

キリキヤやアジヤからきた人々などが立っ

て、ステパノと議論したが、 10彼は知恵と

御霊とで語っていたので、それに対抗でき

なかった。 11そこで、彼らは人々をそその

かして、「わたしたちは、彼がモーセと神

とを汚す言葉を吐くのを聞いた」と言わせ

た。 12その上、民衆や長老たちや律法学者

たちを煽動し、彼を襲って捕えさせ、議会

にひっぱってこさせた。 13それから、偽り

の証人たちを立てて言わせた、「この人は

、この聖所と律法とに逆らう言葉を吐いて

、どうしても、やめようとはしません。 14

『あのナザレ人イエスは、この聖所を打ち

こわし、モーセがわたしたちに伝えた慣例

を変えてしまうだろう』などと、彼が言う

のを、わたしたちは聞きました」。 15議会

で席についていた人たちは皆、ステパノに

目を注いだが、彼の顔は、ちょうど天使の

顔のように見えた。

7大祭司は「そのとおりか」と尋ねた。 2

そこで、ステパノが言った、「兄弟たち

、父たちよ、お聞き下さい。わたしたちの

父祖アブラハムが、カランに住む前、まだ

メソポタミヤにいたとき、栄光の神が彼に

現れて 3仰せになった、『あなたの土地と

親族から離れて、あなたにさし示す地に行

きなさい』。 4そこで、アブラハムはカル

デヤ人の地を出て、カランに住んだ。そし

て、彼の父が死んだのち、神は彼をそこか

ら、今あなたがたの住んでいるこの地に移

住させたが、 5そこでは、遺産となるもの

は何一つ、一歩の幅の土地すらも、与えら

れなかった。ただ、その地を所領として授

けようとの約束を、彼と、そして彼にはま

だ子がなかったのに、その子孫とに与えら

れたのである。 6神はこう仰せになった、

『彼の子孫は他国に身を寄せるであろう。

そして、そこで四百年のあいだ、奴隷にさ

れて虐待を受けるであろう』。 7それから

、さらに仰せになった、『彼らを奴隷にす

る国民を、わたしはさばくであろう。その
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後、彼らはそこからのがれ出て、この場所

でわたしを礼拝するであろう』。 8そして

、神はアブラハムに、割礼の契約をお与え

になった。こうして、彼はイサクの父とな

り、これに八日目に割礼を施し、それから

、イサクはヤコブの父となり、ヤコブは十

二人の族長たちの父となった。 9族長たち

は、ヨセフをねたんで、エジプトに売りと

ばした。しかし、神は彼と共にいまして、

10あらゆる苦難から彼を救い出し、エジプ

ト王パロの前で恵みを与え、知恵をあらわ

させた。そこで、パロは彼を宰相の任につ

かせ、エジプトならびに王家全体の支配に

当らせた。 11時に、エジプトとカナンとの

全土にわたって、ききんが起り、大きな苦

難が襲ってきて、わたしたちの先祖たちは

、食物が得られなくなった。 12ヤコブは、

エジプトには食糧があると聞いて、初めに

先祖たちをつかわしたが、 13二回目の時に

、ヨセフが兄弟たちに、自分の身の上を打

ち明けたので、彼の親族関係がパロに知れ

てきた。 14ヨセフは使をやって、父ヤコブ

と七十五人にのぼる親族一同とを招いた。

15こうして、ヤコブはエジプトに下り、彼

自身も先祖たちもそこで死に、 16それから

彼らは、シケムに移されて、かねてアブラ

ハムがいくらかの金を出してこの地のハモ

ルの子らから買っておいた墓に、葬られた

。 17神がアブラハムに対して立てられた約

束の時期が近づくにつれ、民はふえてエジ

プト全土にひろがった。 18やがて、ヨセフ

のことを知らない別な王が、エジプトに起

った。 19この王は、わたしたちの同族に対

し策略をめぐらして、先祖たちを虐待し、

その幼な子らを生かしておかないように捨

てさせた。 20モーセが生れたのは、ちょう

どこのころのことである。彼はまれに見る

美しい子であった。三か月の間は、父の家

で育てられたが、 21そののち捨てられたの

を、パロの娘が拾いあげて、自分の子とし

て育てた。 22モーセはエジプト人のあらゆ

る学問を教え込まれ、言葉にもわざにも、

力があった。 23四十歳になった時、モーセ

は自分の兄弟であるイスラエル人たちのた

めに尽すことを、思い立った。 24ところが

、そのひとりがいじめられているのを見て

、これをかばい、虐待されているその人の

ために、相手のエジプト人を撃って仕返し

をした。 25彼は、自分の手によって神が兄

弟たちを救って下さることを、みんなが悟

るものと思っていたが、実際はそれを悟ら

なかったのである。 26翌日モーセは、彼ら

が争い合っているところに現れ、仲裁しよ

うとして言った、『まて、君たちは兄弟同

志ではないか。どうして互に傷つけ合って

いるのか』。 27すると、仲間をいじめてい

た者が、モーセを突き飛ばして言った、『

だれが、君をわれわれの支配者や裁判人に

したのか。 28君は、きのう、エジプト人を

殺したように、わたしも殺そうと思ってい

るのか』。 29モーセは、この言葉を聞いて

逃げ、ミデアンの地に身を寄せ、そこで男

の子ふたりをもうけた。 30四十年たった時

、シナイ山の荒野において、御使が柴の燃

える炎の中でモーセに現れた。 31彼はこの

光景を見て不思議に思い、それを見きわめ

るために近寄ったところ、主の声が聞えて

きた、 32『わたしは、あなたの先祖たちの

神、アブラハム、イサク、ヤコブの神であ

る』。モーセは恐れおののいて、もうそれ

を見る勇気もなくなった。 33すると、主が

彼に言われた、『あなたの足から、くつを

脱ぎなさい。あなたの立っているこの場所

は、聖なる地である。 34わたしは、エジプ

トにいるわたしの民が虐待されている有様

を確かに見とどけ、その苦悩のうめき声を

聞いたので、彼らを救い出すために下って

きたのである。さあ、今あなたをエジプト

につかわそう』。 35こうして、『だれが、

君を支配者や裁判人にしたのか』と言って

排斥されたこのモーセを、神は、柴の中で

彼に現れた御使の手によって、支配者、解

放者として、おつかわしになったのである

。 36この人が、人々を導き出して、エジプ

トの地においても、紅海においても、また

四十年のあいだ荒野においても、奇跡とし

るしとを行ったのである。 37この人が、イ

スラエル人たちに、『神はわたしをお立て
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になったように、あなたがたの兄弟たちの

中から、ひとりの預言者をお立てになるで

あろう』と言ったモーセである。 38この人

が、シナイ山で、彼に語りかけた御使や先

祖たちと共に、荒野における集会にいて、

生ける御言葉を授かり、それをあなたがた

に伝えたのである。 39ところが、先祖たち

は彼に従おうとはせず、かえって彼を退け

、心の中でエジプトにあこがれて、 40『わ

たしたちを導いてくれる神々を造って下さ

い。わたしたちをエジプトの地から導いて

きたあのモーセがどうなったのか、わかり

ませんから』とアロンに言った。 41そのこ

ろ、彼らは子牛の像を造り、その偶像に供

え物をささげ、自分たちの手で造ったもの

を祭ってうち興じていた。 42そこで、神は

顔をそむけ、彼らを天の星を拝むままに任

せられた。預言者の書にこう書いてあると

おりである、『イスラエルの家よ、四十年

のあいだ荒野にいた時に、いけにえと供え

物とを、わたしにささげたことがあったか

。 43あなたがたは、モロクの幕屋やロンパ

の星の神を、かつぎ回った。それらは、拝

むために自分で造った偶像に過ぎぬ。だか

らわたしは、あなたがたをバビロンのかな

たへ、移してしまうであろう』。 44わたし

たちの先祖には、荒野にあかしの幕屋があ

った。それは、見たままの型にしたがって

造るようにと、モーセに語ったかたのご命

令どおりに造ったものである。 45この幕屋

は、わたしたちの先祖が、ヨシュアに率い

られ、神によって諸民族を彼らの前から追

い払い、その所領をのり取ったときに、そ

こに持ち込まれ、次々に受け継がれて、ダ

ビデの時代に及んだものである。 46ダビデ

は、神の恵みをこうむり、そして、ヤコブ

の神のために宮を造営したいと願った。 47

けれども、じっさいにその宮を建てたのは

、ソロモンであった。 48しかし、いと高き

者は、手で造った家の内にはお住みになら

ない。預言者が言っているとおりである、

49『主が仰せられる、どんな家をわたしの

ために建てるのか。わたしのいこいの場所

は、どれか。天はわたしの王座、地はわた

しの足台である。 50これは皆わたしの手が

造ったものではないか』。 51ああ、強情で

、心にも耳にも割礼のない人たちよ。あな

たがたは、いつも聖霊に逆らっている。そ

れは、あなたがたの先祖たちと同じである

。 52いったい、あなたがたの先祖が迫害し

なかった預言者が、ひとりでもいたか。彼

らは正しいかたの来ることを予告した人た

ちを殺し、今やあなたがたは、その正しい

かたを裏切る者、また殺す者となった。 53

あなたがたは、御使たちによって伝えられ

た律法を受けたのに、それを守ることをし

なかった」。 54人々はこれを聞いて、心の

底から激しく怒り、ステパノにむかって、

歯ぎしりをした。 55しかし、彼は聖霊に満

たされて、天を見つめていると、神の栄光

が現れ、イエスが神の右に立っておられる

のが見えた。 56そこで、彼は「ああ、天が

開けて、人の子が神の右に立っておいでに

なるのが見える」と言った。 57人々は大声

で叫びながら、耳をおおい、ステパノを目

がけて、いっせいに殺到し、 58彼を市外に

引き出して、石で打った。これに立ち合っ

た人たちは、自分の上着を脱いで、サウロ

という若者の足もとに置いた。 59こうして

、彼らがステパノに石を投げつけている間

、ステパノは祈りつづけて言った、「主イ

エスよ、わたしの霊をお受け下さい」。 60

そして、ひざまずいて、大声で叫んだ、「

主よ、どうぞ、この罪を彼らに負わせない

で下さい」。こう言って、彼は眠りについ

た。

8サウロは、ステパノを殺すことに賛成し
ていた。その日、エルサレムの教会に対

して大迫害が起り、使徒以外の者はことご

とく、ユダヤとサマリヤとの地方に散らさ

れて行った。 2信仰深い人たちはステパノ

を葬り、彼のために胸を打って、非常に悲

しんだ。 3ところが、サウロは家々に押し

入って、男や女を引きずり出し、次々に獄

に渡して、教会を荒し回った。 4さて、散

らされて行った人たちは、御言を宣べ伝え

ながら、めぐり歩いた。 5ピリポはサマリ

ヤの町に下って行き、人々にキリストを宣
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べはじめた。 6群衆はピリポの話を聞き、

その行っていたしるしを見て、こぞって彼

の語ることに耳を傾けた。 7汚れた霊につ

かれた多くの人々からは、その霊が大声で

わめきながら出て行くし、また、多くの中

風をわずらっている者や、足のきかない者

がいやされたからである。 8それで、この

町では人々が、大変なよろこびかたであっ

た。 9さて、この町に以前からシモンとい

う人がいた。彼は魔術を行ってサマリヤの

人たちを驚かし、自分をさも偉い者のよう

に言いふらしていた。 10それで、小さい者

から大きい者にいたるまで皆、彼について

行き、「この人こそは『大能』と呼ばれる

神の力である」と言っていた。 11彼らがこ

の人について行ったのは、ながい間その魔

術に驚かされていたためであった。 12とこ

ろが、ピリポが神の国とイエス・キリスト

の名について宣べ伝えるに及んで、男も女

も信じて、ぞくぞくとバプテスマを受けた

。 13シモン自身も信じて、バプテスマを受

け、それから、引きつづきピリポについて

行った。そして、数々のしるしやめざまし

い奇跡が行われるのを見て、驚いていた。

14エルサレムにいる使徒たちは、サマリヤ

の人々が、神の言を受け入れたと聞いて、

ペテロとヨハネとを、そこにつかわした。

15ふたりはサマリヤに下って行って、みん

なが聖霊を受けるようにと、彼らのために

祈った。 16それは、彼らはただ主イエスの

名によってバプテスマを受けていただけで

、聖霊はまだだれにも下っていなかったか

らである。 17そこで、ふたりが手を彼らの

上においたところ、彼らは聖霊を受けた。

18シモンは、使徒たちが手をおいたために

、御霊が人々に授けられたのを見て、金を

さし出し、 19「わたしが手をおけばだれに

でも聖霊が授けられるように、その力をわ

たしにも下さい」と言った。 20そこで、ペ

テロが彼に言った、「おまえの金は、おま

えもろとも、うせてしまえ。神の賜物が、

金で得られるなどと思っているのか。 21お

まえの心が神の前に正しくないから、おま

えは、とうてい、この事にあずかることが

できない。 22だから、この悪事を悔いて、

主に祈れ。そうすればあるいはそんな思い

を心にいだいたことが、ゆるされるかも知

れない。 23おまえには、まだ苦い胆汁があ

り、不義のなわ目がからみついている。そ

れが、わたしにわかっている」。 24シモン

はこれを聞いて言った、「仰せのような事

が、わたしの身に起らないように、どうぞ

、わたしのために主に祈って下さい」。 25

使徒たちは力強くあかしをなし、また主の

言を語った後、サマリヤ人の多くの村々に

福音を宣べ伝えて、エルサレムに帰った。

26しかし、主の使がピリポにむかって言っ

た、「立って南方に行き、エルサレムから

ガザへ下る道に出なさい」（このガザは、

今は荒れはてている）。 27そこで、彼は立

って出かけた。すると、ちょうど、エチオ

ピヤ人の女王カンダケの高官で、女王の財

宝全部を管理していた宦官であるエチオピ

ヤ人が、礼拝のためエルサレムに上り、 28

その帰途についていたところであった。彼

は自分の馬車に乗って、預言者イザヤの書

を読んでいた。 29御霊がピリポに「進み寄

って、あの馬車に並んで行きなさい」と言

った。 30そこでピリポが駆けて行くと、預

言者イザヤの書を読んでいるその人の声が

聞えたので、「あなたは、読んでいること

が、おわかりですか」と尋ねた。 31彼は「

だれかが、手びきをしてくれなければ、ど

うしてわかりましょう」と答えた。そして

、馬車に乗って一緒にすわるようにと、ピ

リポにすすめた。 32彼が読んでいた聖書の

箇所は、これであった、「彼は、ほふり場

に引かれて行く羊のように、また、黙々と

して、毛を刈る者の前に立つ小羊のように

、口を開かない。 33彼は、いやしめられて

、そのさばきも行われなかった。だれが、

彼の子孫のことを語ることができようか、

彼の命が地上から取り去られているからに

は」。 34宦官はピリポにむかって言った、

「お尋ねしますが、ここで預言者はだれの

ことを言っているのですか。自分のことで

すか、それとも、だれかほかの人のことで

すか」。 35そこでピリポは口を開き、この
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聖句から説き起して、イエスのことを宣べ

伝えた。 36道を進んで行くうちに、水のあ

る所にきたので、宦官が言った、「ここに

水があります。わたしがバプテスマを受け

るのに、なんのさしつかえがありますか」

。〔 37これに対して、ピリポは、「あなた

がまごころから信じるなら、受けてさしつ

かえはありません」と言った。すると、彼

は「わたしは、イエス・キリストを神の子

と信じます」と答えた。〕 38そこで車をと

めさせ、ピリポと宦官と、ふたりとも、水

の中に降りて行き、ピリポが宦官にバプテ

スマを授けた。 39ふたりが水から上がると

、主の霊がピリポをさらって行ったので、

宦官はもう彼を見ることができなかった。

宦官はよろこびながら旅をつづけた。 40そ

の後、ピリポはアゾトに姿をあらわして、

町々をめぐり歩き、いたるところで福音を

宣べ伝えて、ついにカイザリヤに着いた。

9さてサウロは、なおも主の弟子たちに対
する脅迫、殺害の息をはずませながら、

大祭司のところに行って、 2ダマスコの諸

会堂あての添書を求めた。それは、この道

の者を見つけ次第、男女の別なく縛りあげ

て、エルサレムにひっぱって来るためであ

った。 3ところが、道を急いでダマスコの

近くにきたとき、突然、天から光がさして

、彼をめぐり照した。 4彼は地に倒れたが

、その時「サウロ、サウロ、なぜわたしを

迫害するのか」と呼びかける声を聞いた。

5そこで彼は「主よ、あなたは、どなたです

か」と尋ねた。すると答があった、「わた

しは、あなたが迫害しているイエスである

。 6さあ立って、町にはいって行きなさい

。そうすれば、そこであなたのなすべき事

が告げられるであろう」。 7サウロの同行

者たちは物も言えずに立っていて、声だけ

は聞えたが、だれも見えなかった。 8サウ

ロは地から起き上がって目を開いてみたが

、何も見えなかった。そこで人々は、彼の

手を引いてダマスコへ連れて行った。 9彼

は三日間、目が見えず、また食べることも

飲むこともしなかった。 10さて、ダマスコ

にアナニヤというひとりの弟子がいた。こ

の人に主が幻の中に現れて、「アナニヤよ

」とお呼びになった。彼は「主よ、わたし

でございます」と答えた。 11そこで主が彼

に言われた、「立って、『真すぐ』という

名の路地に行き、ユダの家でサウロという

タルソ人を尋ねなさい。彼はいま祈ってい

る。 12彼はアナニヤという人がはいってき

て、手を自分の上において再び見えるよう

にしてくれるのを、幻で見たのである」。

13アナニヤは答えた、「主よ、あの人がエ

ルサレムで、どんなにひどい事をあなたの

聖徒たちにしたかについては、多くの人た

ちから聞いています。 14そして彼はここで

も、御名をとなえる者たちをみな捕縛する

権を、祭司長たちから得てきているのです

」。 15しかし、主は仰せになった、「さあ

、行きなさい。あの人は、異邦人たち、王

たち、またイスラエルの子らにも、わたし

の名を伝える器として、わたしが選んだ者

である。 16わたしの名のために彼がどんな

に苦しまなければならないかを、彼に知ら

せよう」。 17そこでアナニヤは、出かけて

行ってその家にはいり、手をサウロの上に

おいて言った、「兄弟サウロよ、あなたが

来る途中で現れた主イエスは、あなたが再

び見えるようになるため、そして聖霊に満

たされるために、わたしをここにおつかわ

しになったのです」。 18するとたちどころ

に、サウロの目から、うろこのようなもの

が落ちて、元どおり見えるようになった。

そこで彼は立ってバプテスマを受け、 19ま

た食事をとって元気を取りもどした。サウ

ロは、ダマスコにいる弟子たちと共に数日

間を過ごしてから、 20ただちに諸会堂でイ

エスのことを宣べ伝え、このイエスこそ神

の子であると説きはじめた。 21これを聞い

た人たちはみな非常に驚いて言った、「あ

れは、エルサレムでこの名をとなえる者た

ちを苦しめた男ではないか。その上ここに

やってきたのも、彼らを縛りあげて、祭司

長たちのところへひっぱって行くためでは

なかったか」。 22しかし、サウロはますま

す力が加わり、このイエスがキリストであ

ることを論証して、ダマスコに住むユダヤ
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人たちを言い伏せた。 23相当の日数がたっ

たころ、ユダヤ人たちはサウロを殺す相談

をした。 24ところが、その陰謀が彼の知る

ところとなった。彼らはサウロを殺そうと

して、夜昼、町の門を見守っていたのであ

る。 25そこで彼の弟子たちが、夜の間に彼

をかごに乗せて、町の城壁づたいにつりお

ろした。 26サウロはエルサレムに着いて、

弟子たちの仲間に加わろうと努めたが、み

んなの者は彼を弟子だとは信じないで、恐

れていた。 27ところが、バルナバは彼の世

話をして使徒たちのところへ連れて行き、

途中で主が彼に現れて語りかけたことや、

彼がダマスコでイエスの名で大胆に宣べ伝

えた次第を、彼らに説明して聞かせた。 28

それ以来、彼は使徒たちの仲間に加わり、

エルサレムに出入りし、主の名によって大

胆に語り、 29ギリシヤ語を使うユダヤ人た

ちとしばしば語り合い、また論じ合った。

しかし、彼らは彼を殺そうとねらっていた

。 30兄弟たちはそれと知って、彼をカイザ

リヤに連れてくだり、タルソへ送り出した

。 31こうして教会は、ユダヤ、ガリラヤ、

サマリヤ全地方にわたって平安を保ち、基

礎がかたまり、主をおそれ聖霊にはげまさ

れて歩み、次第に信徒の数を増して行った

。 32ペテロは方々をめぐり歩いたが、ルダ

に住む聖徒たちのところへも下って行った

。 33そして、そこで、八年間も床について

いるアイネヤという人に会った。この人は

中風であった。 34ペテロが彼に言った、「

アイネヤよ、イエス・キリストがあなたを

いやして下さるのだ。起きなさい。そして

床を取りあげなさい」。すると、彼はただ

ちに起きあがった。 35ルダとサロンに住む

人たちは、みなそれを見て、主に帰依した

。 36ヨッパにタビタ（これを訳すと、ドル

カス、すなわち、かもしか）という女弟子

がいた。数々のよい働きや施しをしていた

婦人であった。 37ところが、そのころ病気

になって死んだので、人々はそのからだを

洗って、屋上の間に安置した。 38ルダはヨ

ッパに近かったので、弟子たちはペテロが

ルダにきていると聞き、ふたりの者を彼の

もとにやって、「どうぞ、早くこちらにお

いで下さい」と頼んだ。 39そこでペテロは

立って、ふたりの者に連れられてきた。彼

が着くとすぐ、屋上の間に案内された。す

ると、やもめたちがみんな彼のそばに寄っ

てきて、ドルカスが生前つくった下着や上

着の数々を、泣きながら見せるのであった

。 40ペテロはみんなの者を外に出し、ひざ

まずいて祈った。それから死体の方に向い

て、「タビタよ、起きなさい」と言った。

すると彼女は目をあけ、ペテロを見て起き

なおった。 41ペテロは彼女に手をかして立

たせた。それから、聖徒たちや、やもめた

ちを呼び入れて、彼女が生きかえっている

のを見せた。 42このことがヨッパ中に知れ

わたり、多くの人々が主を信じた。 43ペテ

ロは、皮なめしシモンという人の家に泊ま

り、しばらくの間ヨッパに滞在した。

10さて、カイザリヤにコルネリオという
名の人がいた。イタリヤ隊と呼ばれた

部隊の百卒長で、 2信心深く、家族一同と

共に神を敬い、民に数々の施しをなし、絶

えず神に祈をしていた。 3ある日の午後三

時ごろ、神の使が彼のところにきて、「コ

ルネリオよ」と呼ぶのを、幻ではっきり見

た。 4彼は御使を見つめていたが、恐ろし

くなって、「主よ、なんでございますか」

と言った。すると御使が言った、「あなた

の祈や施しは神のみ前にとどいて、おぼえ

られている。 5ついては今、ヨッパに人を

やって、ペテロと呼ばれるシモンという人

を招きなさい。 6この人は、海べに家をも

つ皮なめしシモンという者の客となってい

る」。 7このお告げをした御使が立ち去っ

たのち、コルネリオは、僕ふたりと、部下

の中で信心深い兵卒ひとりとを呼び、 8い

っさいの事を説明して聞かせ、ヨッパへ送

り出した。 9翌日、この三人が旅をつづけ

て町の近くにきたころ、ペテロは祈をする

ため屋上にのぼった。時は昼の十二時ごろ

であった。 10彼は空腹をおぼえて、何か食

べたいと思った。そして、人々が食事の用

意をしている間に、夢心地になった。 11す

ると、天が開け、大きな布のような入れ物
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が、四すみをつるされて、地上に降りて来

るのを見た。 12その中には、地上の四つ足

や這うもの、また空の鳥など、各種の生き

ものがはいっていた。 13そして声が彼に聞

えてきた、「ペテロよ。立って、それらを

ほふって食べなさい」。 14ペテロは言った

、「主よ、それはできません。わたしは今

までに、清くないもの、汚れたものは、何

一つ食べたことがありません」。 15すると

、声が二度目にかかってきた、「神がきよ

めたものを、清くないなどと言ってはなら

ない」。 16こんなことが三度もあってから

、その入れ物はすぐ天に引き上げられた。

17ペテロが、いま見た幻はなんの事だろう

かと、ひとり思案にくれていると、ちょう

どその時、コルネリオから送られた人たち

が、シモンの家を尋ね当てて、その門口に

立っていた。 18そして声をかけて、「ペテ

ロと呼ばれるシモンというかたが、こちら

にお泊まりではございませんか」と尋ねた

。 19ペテロはなおも幻について、思いめぐ

らしていると、御霊が言った、「ごらんな

さい、三人の人たちが、あなたを尋ねてき

ている。 20さあ、立って下に降り、ためら

わないで、彼らと一緒に出かけるがよい。

わたしが彼らをよこしたのである」。 21そ

こでペテロは、その人たちのところに降り

て行って言った、「わたしがお尋ねのペテ

ロです。どんなご用でおいでになったので

すか」。 22彼らは答えた、「正しい人で、

神を敬い、ユダヤの全国民に好感を持たれ

ている百卒長コルネリオが、あなたを家に

招いてお話を伺うようにとのお告げを、聖

なる御使から受けましたので、参りました

」。 23そこで、ペテロは、彼らを迎えて泊

まらせた。翌日、ペテロは立って、彼らと

連れだって出発した。ヨッパの兄弟たち数

人も一緒に行った。 24その次の日に、一行

はカイザリヤに着いた。コルネリオは親族

や親しい友人たちを呼び集めて、待ってい

た。 25ペテロがいよいよ到着すると、コル

ネリオは出迎えて、彼の足もとにひれ伏し

て拝した。 26するとペテロは、彼を引き起

して言った、「お立ちなさい。わたしも同

じ人間です」。 27それから共に話しながら

、へやにはいって行くと、そこには、すで

に大ぜいの人が集まっていた。 28ペテロは

彼らに言った、「あなたがたが知っている

とおり、ユダヤ人が他国の人と交際したり

、出入りしたりすることは、禁じられてい

ます。ところが、神は、どんな人間をも清

くないとか、汚れているとか言ってはなら

ないと、わたしにお示しになりました。 29

お招きにあずかった時、少しもためらわず

に参ったのは、そのためなのです。そこで

伺いますが、どういうわけで、わたしを招

いてくださったのですか」。 30これに対し

てコルネリオが答えた、「四日前、ちょう

どこの時刻に、わたしが自宅で午後三時の

祈をしていますと、突然、輝いた衣を着た

人が、前に立って申しました、 31『コルネ

リオよ、あなたの祈は聞きいれられ、あな

たの施しは神のみ前におぼえられている。

32そこでヨッパに人を送ってペテロと呼ば

れるシモンを招きなさい。その人は皮なめ

しシモンの海沿いの家に泊まっている』。

33それで、早速あなたをお呼びしたのです

。ようこそおいで下さいました。今わたし

たちは、主があなたにお告げになったこと

を残らず伺おうとして、みな神のみ前にま

かり出ているのです」。 34そこでペテロは

口を開いて言った、「神は人をかたよりみ

ないかたで、 35神を敬い義を行う者はどの

国民でも受けいれて下さることが、ほんと

うによくわかってきました。 36あなたがた

は、神がすべての者の主なるイエス・キリ

ストによって平和の福音を宣べ伝えて、イ

スラエルの子らにお送り下さった御言をご

存じでしょう。 37それは、ヨハネがバプテ

スマを説いた後、ガリラヤから始まってユ

ダヤ全土にひろまった福音を述べたもので

す。 38神はナザレのイエスに聖霊と力とを

注がれました。このイエスは、神が共にお

られるので、よい働きをしながら、また悪

魔に押えつけられている人々をことごとく

いやしながら、巡回されました。 39わたし

たちは、イエスがこうしてユダヤ人の地や

エルサレムでなさったすべてのことの証人



使徒の働き137

であります。人々はこのイエスを木にかけ

て殺したのです。 40しかし神はイエスを三

日目によみがえらせ、 41全部の人々にでは

なかったが、わたしたち証人としてあらか

じめ選ばれた者たちに現れるようにして下

さいました。わたしたちは、イエスが死人

の中から復活された後、共に飲食しました

。 42それから、イエスご自身が生者と死者

との審判者として神に定められたかたであ

ることを、人々に宣べ伝え、またあかしす

るようにと、神はわたしたちにお命じにな

ったのです。 43預言者たちもみな、イエス

を信じる者はことごとく、その名によって

罪のゆるしが受けられると、あかしをして

います」。 44ペテロがこれらの言葉をまだ

語り終えないうちに、それを聞いていたみ

んなの人たちに、聖霊がくだった。 45割礼

を受けている信者で、ペテロについてきた

人たちは、異邦人たちにも聖霊の賜物が注

がれたのを見て、驚いた。 46それは、彼ら

が異言を語って神をさんびしているのを聞

いたからである。そこで、ペテロが言い出

した、 47「この人たちがわたしたちと同じ

ように聖霊を受けたからには、彼らに水で

バプテスマを授けるのを、だれがこばみ得

ようか」。 48こう言って、ペテロはその人

々に命じて、イエス・キリストの名によっ

てバプテスマを受けさせた。それから、彼

らはペテロに願って、なお数日のあいだ滞

在してもらった。

11さて、異邦人たちも神の言を受けいれ
たということが、使徒たちやユダヤに

いる兄弟たちに聞えてきた。 2そこでペテ

ロがエルサレムに上ったとき、割礼を重ん

じる者たちが彼をとがめて言った、 3「あ

なたは、割礼のない人たちのところに行っ

て、食事を共にしたということだが」。 4

そこでペテロは口を開いて、順序正しく説

明して言った、 5「わたしがヨッパの町で

祈っていると、夢心地になって幻を見た。

大きな布のような入れ物が、四すみをつる

されて、天から降りてきて、わたしのとこ

ろにとどいた。 6注意して見つめていると

、地上の四つ足、野の獣、這うもの、空の

鳥などが、はいっていた。 7それから声が

して、『ペテロよ、立って、それらをほふ

って食べなさい』と、わたしに言うのが聞

えた。 8わたしは言った、『主よ、それは

できません。わたしは今までに、清くない

ものや汚れたものを口に入れたことが一度

もございません』。 9すると、二度目に天

から声がかかってきた、『神がきよめたも

のを、清くないなどと言ってはならない』

。 10こんなことが三度もあってから、全部

のものがまた天に引き上げられてしまった

。 11ちょうどその時、カイザリヤからつか

わされてきた三人の人が、わたしたちの泊

まっていた家に着いた。 12御霊がわたしに

、ためらわずに彼らと共に行けと言ったの

で、ここにいる六人の兄弟たちも、わたし

と一緒に出かけて行き、一同がその人の家

にはいった。 13すると彼はわたしたちに、

御使が彼の家に現れて、『ヨッパに人をや

って、ペテロと呼ばれるシモンを招きなさ

い。 14この人は、あなたとあなたの全家族

とが救われる言葉を語って下さるであろう

』と告げた次第を、話してくれた。 15そこ

でわたしが語り出したところ、聖霊が、ち

ょうど最初わたしたちの上にくだったと同

じように、彼らの上にくだった。 16その時

わたしは、主が『ヨハネは水でバプテスマ

を授けたが、あなたがたは聖霊によってバ

プテスマを受けるであろう』と仰せになっ

た言葉を思い出した。 17このように、わた

したちが主イエス・キリストを信じた時に

下さったのと同じ賜物を、神が彼らにもお

与えになったとすれば、わたしのような者

が、どうして神を妨げることができようか

」。 18人々はこれを聞いて黙ってしまった

。それから神をさんびして、「それでは神

は、異邦人にも命にいたる悔改めをお与え

になったのだ」と言った。 19さて、ステパ

ノのことで起った迫害のために散らされた

人々は、ピニケ、クプロ、アンテオケまで

も進んで行ったが、ユダヤ人以外の者には

、だれにも御言を語っていなかった。 20と

ころが、その中に数人のクプロ人とクレネ

人がいて、アンテオケに行ってからギリシ
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ヤ人にも呼びかけ、主イエスを宣べ伝えて

いた。 21そして、主のみ手が彼らと共にあ

ったため、信じて主に帰依するものの数が

多かった。 22このうわさがエルサレムにあ

る教会に伝わってきたので、教会はバルナ

バをアンテオケにつかわした。 23彼は、そ

こに着いて、神のめぐみを見てよろこび、

主に対する信仰を揺るがない心で持ちつづ

けるようにと、みんなの者を励ました。 24

彼は聖霊と信仰とに満ちた立派な人であっ

たからである。こうして主に加わる人々が

、大ぜいになった。 25そこでバルナバはサ

ウロを捜しにタルソへ出かけて行き、 26彼

を見つけたうえ、アンテオケに連れて帰っ

た。ふたりは、まる一年、ともどもに教会

で集まりをし、大ぜいの人々を教えた。こ

のアンテオケで初めて、弟子たちがクリス

チャンと呼ばれるようになった。 27そのこ

ろ、預言者たちがエルサレムからアンテオ

ケにくだってきた。 28その中のひとりであ

るアガボという者が立って、世界中に大き

きんが起るだろうと、御霊によって預言し

たところ、果してそれがクラウデオ帝の時

に起った。 29そこで弟子たちは、それぞれ

の力に応じて、ユダヤに住んでいる兄弟た

ちに援助を送ることに決めた。 30そして、

それをバルナバとサウロとの手に託して、

長老たちに送りとどけた。

12そのころ、ヘロデ王は教会のある者た
ちに圧迫の手をのばし、 2ヨハネの兄

弟ヤコブをつるぎで切り殺した。 3そして

、それがユダヤ人たちの意にかなったのを

見て、さらにペテロをも捕えにかかった。

それは除酵祭の時のことであった。 4ヘロ

デはペテロを捕えて獄に投じ、四人一組の

兵卒四組に引き渡して、見張りをさせてお

いた。過越の祭のあとで、彼を民衆の前に

引き出すつもりであったのである。 5こう

して、ペテロは獄に入れられていた。教会

では、彼のために熱心な祈が神にささげら

れた。 6ヘロデが彼を引き出そうとしてい

たその夜、ペテロは二重の鎖につながれ、

ふたりの兵卒の間に置かれて眠っていた。

番兵たちは戸口で獄を見張っていた。 7す

ると、突然、主の使がそばに立ち、光が獄

内を照した。そして御使はペテロのわき腹

をつついて起し、「早く起きあがりなさい

」と言った。すると鎖が彼の両手から、は

ずれ落ちた。 8御使が「帯をしめ、くつを

はきなさい」と言ったので、彼はそのとお

りにした。それから「上着を着て、ついて

きなさい」と言われたので、 9ペテロはつ

いて出て行った。彼には御使のしわざが現

実のこととは考えられず、ただ幻を見てい

るように思われた。 10彼らは第一、第二の

衛所を通りすぎて、町に抜ける鉄門のとこ

ろに来ると、それがひとりでに開いたので

、そこを出て一つの通路に進んだとたんに

、御使は彼を離れ去った。 11その時ペテロ

はわれにかえって言った、「今はじめて、

ほんとうのことがわかった。主が御使をつ

かわして、ヘロデの手から、またユダヤ人

たちの待ちもうけていたあらゆる災から、

わたしを救い出して下さったのだ」。 12ペ

テロはこうとわかってから、マルコと呼ば

れているヨハネの母マリヤの家に行った。

その家には大ぜいの人が集まって祈ってい

た。 13彼が門の戸をたたいたところ、ロダ

という女中が取次ぎに出てきたが、 14ペテ

ロの声だとわかると、喜びのあまり、門を

あけもしないで家に駆け込み、ペテロが門

口に立っていると報告した。 15人々は「あ

なたは気が狂っている」と言ったが、彼女

は自分の言うことに間違いはないと、言い

張った。そこで彼らは「それでは、ペテロ

の御使だろう」と言った。 16しかし、ペテ

ロが門をたたきつづけるので、彼らがあけ

ると、そこにペテロがいたのを見て驚いた

。 17ペテロは手を振って彼らを静め、主が

獄から彼を連れ出して下さった次第を説明

し、「このことを、ヤコブやほかの兄弟た

ちに伝えて下さい」と言い残して、どこか

ほかの所へ出て行った。 18夜が明けると、

兵卒たちの間に、ペテロはいったいどうな

ったのだろうと、大へんな騒ぎが起った。

19ヘロデはペテロを捜しても見つからない

ので、番兵たちを取り調べたうえ、彼らを

死刑に処するように命じ、そして、ユダヤ
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からカイザリヤにくだって行って、そこに

滞在した。 20さて、ツロとシドンとの人々

は、ヘロデの怒りに触ていたので、一同う

ちそろって王をおとずれ、王の侍従官ブラ

ストに取りいって、和解かたを依頼した。

彼らの地方が、王の国から食糧を得ていた

からである。 21定められた日に、ヘロデは

王服をまとって王座にすわり、彼らにむか

って演説をした。 22集まった人々は、「こ

れは神の声だ、人間の声ではない」と叫び

つづけた。 23するとたちまち、主の使が彼

を打った。神に栄光を帰することをしなか

ったからである。彼は虫にかまれて息が絶

えてしまった。 24こうして、主の言はます

ます盛んにひろまって行った。 25バルナバ

とサウロとは、その任務を果したのち、マ

ルコと呼ばれていたヨハネを連れて、エル

サレムから帰ってきた。

13さて、アンテオケにある教会には、バ
ルナバ、ニゲルと呼ばれるシメオン、

クレネ人ルキオ、領主ヘロデの乳兄弟マナ

エン、およびサウロなどの預言者や教師が

いた。 2一同が主に礼拝をささげ、断食を

していると、聖霊が「さあ、バルナバとサ

ウロとを、わたしのために聖別して、彼ら

に授けておいた仕事に当らせなさい」と告

げた。 3そこで一同は、断食と祈とをして

、手をふたりの上においた後、出発させた

。 4ふたりは聖霊に送り出されて、セルキ

ヤにくだり、そこから舟でクプロに渡った

。 5そしてサラミスに着くと、ユダヤ人の

諸会堂で神の言を宣べはじめた。彼らはヨ

ハネを助け手として連れていた。 6島全体

を巡回して、パポスまで行ったところ、そ

こでユダヤ人の魔術師、バルイエスという

にせ預言者に出会った。 7彼は地方総督セ

ルギオ・パウロのところに出入りをしてい

た。この総督は賢明な人であって、バルナ

バとサウロとを招いて、神の言を聞こうと

した。 8ところが魔術師エルマ（彼の名は

「魔術師」との意）は、総督を信仰からそ

らそうとして、しきりにふたりの邪魔をし

た。 9サウロ、またの名はパウロ、は聖霊

に満たされ、彼をにらみつけて 10言った、

「ああ、あらゆる偽りと邪悪とでかたまっ

ている悪魔の子よ、すべて正しいものの敵

よ。主のまっすぐな道を曲げることを止め

ないのか。 11見よ、主のみ手がおまえの上

に及んでいる。おまえは盲になって、当分

、日の光が見えなくなるのだ」。たちまち

、かすみとやみとが彼にかかったため、彼

は手さぐりしながら、手を引いてくれる人

を捜しまわった。 12総督はこの出来事を見

て、主の教にすっかり驚き、そして信じた

。 13パウロとその一行は、パポスから船出

して、パンフリヤのペルガに渡った。ここ

でヨハネは一行から身を引いて、エルサレ

ムに帰ってしまった。 14しかしふたりは、

ペルガからさらに進んで、ピシデヤのアン

テオケに行き、安息日に会堂にはいって席

に着いた。 15律法と預言書の朗読があった

のち、会堂司たちが彼らのところに人をつ

かわして、「兄弟たちよ、もしあなたがた

のうち、どなたか、この人々に何か奨励の

言葉がありましたら、どうぞお話し下さい

」と言わせた。 16そこでパウロが立ちあが

り、手を振りながら言った。「イスラエル

の人たち、ならびに神を敬うかたがたよ、

お聞き下さい。 17この民イスラエルの神は

、わたしたちの先祖を選び、エジプトの地

に滞在中、この民を大いなるものとし、み

腕を高くさし上げて、彼らをその地から導

き出された。 18そして約四十年にわたって

、荒野で彼らをはぐくみ、 19カナンの地で

は七つの異民族を打ち滅ぼし、その地を彼

らに譲り与えられた。 20それらのことが約

四百五十年の年月にわたった。その後、神

はさばき人たちをおつかわしになり、預言

者サムエルの時に及んだ。 21その時、人々

が王を要求したので、神はベニヤミン族の

人、キスの子サウロを四十年間、彼らにお

つかわしになった。 22それから神はサウロ

を退け、ダビデを立てて王とされたが、彼

についてあかしをして、『わたしはエッサ

イの子ダビデを見つけた。彼はわたしの心

にかなった人で、わたしの思うところを、

ことごとく実行してくれるであろう』と言

われた。 23神は約束にしたがって、このダ
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ビデの子孫の中から救主イエスをイスラエ

ルに送られたが、 24そのこられる前に、ヨ

ハネがイスラエルのすべての民に悔改めの

バプテスマを、あらかじめ宣べ伝えていた

。 25ヨハネはその一生の行程を終ろうとす

るに当って言った、『わたしは、あなたが

たが考えているような者ではない。しかし

、わたしのあとから来るかたがいる。わた

しはそのくつを脱がせてあげる値うちもな

い』。 26兄弟たち、アブラハムの子孫のか

たがた、ならびに皆さんの中の神を敬う人

たちよ。この救の言葉はわたしたちに送ら

れたのである。 27エルサレムに住む人々や

その指導者たちは、イエスを認めずに刑に

処し、それによって、安息日ごとに読む預

言者の言葉が成就した。 28また、なんら死

に当る理由が見いだせなかったのに、ピラ

トに強要してイエスを殺してしまった。 29

そして、イエスについて書いてあることを

、皆なし遂げてから、人々はイエスを木か

ら取りおろして墓に葬った。 30しかし、神

はイエスを死人の中から、よみがえらせた

のである。 31イエスは、ガリラヤからエル

サレムへ一緒に上った人たちに、幾日もの

あいだ現れ、そして、彼らは今や、人々に

対してイエスの証人となっている。 32わた

したちは、神が先祖たちに対してなされた

約束を、ここに宣べ伝えているのである。

33神は、イエスをよみがえらせて、わたし

たち子孫にこの約束を、お果しになった。

それは詩篇の第二篇にも、『あなたこそは

、わたしの子。きょう、わたしはあなたを

生んだ』と書いてあるとおりである。 34ま

た、神がイエスを死人の中からよみがえら

せて、いつまでも朽ち果てることのないも

のとされたことについては、『わたしは、

ダビデに約束した確かな聖なる祝福を、あ

なたがたに授けよう』と言われた。 35だか

ら、ほかの箇所でもこう言っておられる、

『あなたの聖者が朽ち果てるようなことは

、お許しにならないであろう』。 36事実、

ダビデは、その時代の人々に神のみ旨にし

たがって仕えたが、やがて眠りにつき、先

祖たちの中に加えられて、ついに朽ち果て

てしまった。 37しかし、神がよみがえらせ

たかたは、朽ち果てることがなかったので

ある。 38だから、兄弟たちよ、この事を承

知しておくがよい。すなわち、このイエス

による罪のゆるしの福音が、今やあなたが

たに宣べ伝えられている。そして、モーセ

の律法では義とされることができなかった

すべての事についても、 39信じる者はもれ

なく、イエスによって義とされるのである

。 40だから預言者たちの書にかいてある次

のようなことが、あなたがたの身に起らな

いように気をつけなさい。 41『見よ、侮る

者たちよ。驚け、そして滅び去れ。わたし

は、あなたがたの時代に一つの事をする。

それは、人がどんなに説明して聞かせても

、あなたがたのとうてい信じないような事

なのである』」。 42ふたりが会堂を出る時

、人々は次の安息日にも、これと同じ話を

してくれるようにと、しきりに願った。 43

そして集会が終ってからも、大ぜいのユダ

ヤ人や信心深い改宗者たちが、パウロとバ

ルナバとについてきたので、ふたりは、彼

らが引きつづき神のめぐみにとどまってい

るようにと、説きすすめた。 44次の安息日

には、ほとんど全市をあげて、神の言を聞

きに集まってきた。 45するとユダヤ人たち

は、その群衆を見てねたましく思い、パウ

ロの語ることに口ぎたなく反対した。 46パ

ウロとバルナバとは大胆に語った、「神の

言は、まず、あなたがたに語り伝えられな

ければならなかった。しかし、あなたがた

はそれを退け、自分自身を永遠の命にふさ

わしからぬ者にしてしまったから、さあ、

わたしたちはこれから方向をかえて、異邦

人たちの方に行くのだ。 (aiōnios g166) 47主は

わたしたちに、こう命じておられる、『わ

たしは、あなたを立てて異邦人の光とした

。あなたが地の果までも救をもたらすため

である』」。 48異邦人たちはこれを聞いて

よろこび、主の御言をほめたたえてやまな

かった。そして、永遠の命にあずかるよう

に定められていた者は、みな信じた。

(aiōnios g166) 49こうして、主の御言はこの地

方全体にひろまって行った。 50ところが、



使徒の働き141

ユダヤ人たちは、信心深い貴婦人たちや町

の有力者たちを煽動して、パウロとバルナ

バを迫害させ、ふたりをその地方から追い

出させた。 51ふたりは、彼らに向けて足の

ちりを払い落して、イコニオムへ行った。

52弟子たちは、ますます喜びと聖霊とに満

たされていた。

14ふたりは、イコニオムでも同じように
ユダヤ人の会堂にはいって語った結果

、ユダヤ人やギリシヤ人が大ぜい信じた。

2ところが、信じなかったユダヤ人たちは異

邦人たちをそそのかして、兄弟たちに対し

て悪意をいだかせた。 3それにもかかわら

ず、ふたりは長い期間をそこで過ごして、

大胆に主のことを語った。主は、彼らの手

によってしるしと奇跡とを行わせ、そのめ

ぐみの言葉をあかしされた。 4そこで町の

人々が二派に分れ、ある人たちはユダヤ人

の側につき、ある人たちは使徒の側につい

た。 5その時、異邦人やユダヤ人が役人た

ちと一緒になって反対運動を起し、使徒た

ちをはずかしめ、石で打とうとしたので、

6ふたりはそれと気づいて、ルカオニヤの町

々、ルステラ、デルベおよびその附近の地

へのがれ、 7そこで引きつづき福音を伝え

た。 8ところが、ルステラに足のきかない

人が、すわっていた。彼は生れながらの足

なえで、歩いた経験が全くなかった。 9こ

の人がパウロの語るのを聞いていたが、パ

ウロは彼をじっと見て、いやされるほどの

信仰が彼にあるのを認め、 10大声で「自分

の足で、まっすぐに立ちなさい」と言った

。すると彼は踊り上がって歩き出した。 11

群衆はパウロのしたことを見て、声を張り

あげ、ルカオニヤの地方語で、「神々が人

間の姿をとって、わたしたちのところにお

下りになったのだ」と叫んだ。 12彼らはバ

ルナバをゼウスと呼び、パウロはおもに語

る人なので、彼をヘルメスと呼んだ。 13そ

して、郊外にあるゼウス神殿の祭司が、群

衆と共に、ふたりに犠牲をささげようと思

って、雄牛数頭と花輪とを門前に持ってき

た。 14ふたりの使徒バルナバとパウロとは

、これを聞いて自分の上着を引き裂き、群

衆の中に飛び込んで行き、叫んで 15言った

、「皆さん、なぜこんな事をするのか。わ

たしたちとても、あなたがたと同じような

人間である。そして、あなたがたがこのよ

うな愚にもつかぬものを捨てて、天と地と

海と、その中のすべてのものをお造りにな

った生ける神に立ち帰るようにと、福音を

説いているものである。 16神は過ぎ去った

時代には、すべての国々の人が、それぞれ

の道を行くままにしておかれたが、 17それ

でも、ご自分のことをあかししないでおら

れたわけではない。すなわち、あなたがた

のために天から雨を降らせ、実りの季節を

与え、食物と喜びとで、あなたがたの心を

満たすなど、いろいろのめぐみをお与えに

なっているのである」。 18こう言って、ふ

たりは、やっとのことで、群衆が自分たち

に犠牲をささげるのを、思い止まらせた。

19ところが、あるユダヤ人たちはアンテオ

ケやイコニオムから押しかけてきて、群衆

を仲間に引き入れたうえ、パウロを石で打

ち、死んでしまったと思って、彼を町の外

に引きずり出した。 20しかし、弟子たちが

パウロを取り囲んでいる間に、彼は起きあ

がって町にはいって行った。そして翌日に

は、バルナバと一緒にデルベにむかって出

かけた。 21その町で福音を伝えて、大ぜい

の人を弟子とした後、ルステラ、イコニオ

ム、アンテオケの町々に帰って行き、 22弟

子たちを力づけ、信仰を持ちつづけるよう

にと奨励し、「わたしたちが神の国にはい

るのには、多くの苦難を経なければならな

い」と語った。 23また教会ごとに彼らのた

めに長老たちを任命し、断食をして祈り、

彼らをその信じている主にゆだねた。 24そ

れから、ふたりはピシデヤを通過してパン

フリヤにきたが、 25ペルガで御言を語った

後、アタリヤにくだり、 26そこから舟でア

ンテオケに帰った。彼らが今なし終った働

きのために、神の祝福を受けて送り出され

たのは、このアンテオケからであった。 27

彼らは到着早々、教会の人々を呼び集めて

、神が彼らと共にいてして下さった数々の

こと、また信仰の門を異邦人に開いて下さ
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ったことなどを、報告した。 28そして、ふ

たりはしばらくの間、弟子たちと一緒に過

ごした。

15さて、ある人たちがユダヤから下って
きて、兄弟たちに「あなたがたも、モ

ーセの慣例にしたがって割礼を受けなけれ

ば、救われない」と、説いていた。 2そこ

で、パウロやバルナバと彼らとの間に、少

なからぬ紛糾と争論とが生じたので、パウ

ロ、バルナバそのほか数人の者がエルサレ

ムに上り、使徒たちや長老たちと、この問

題について協議することになった。 3彼ら

は教会の人々に見送られ、ピニケ、サマリ

ヤをとおって、道すがら、異邦人たちの改

宗の模様をくわしく説明し、すべての兄弟

たちを大いに喜ばせた。 4エルサレムに着

くと、彼らは教会と使徒たち、長老たちに

迎えられて、神が彼らと共にいてなされた

ことを、ことごとく報告した。 5ところが

、パリサイ派から信仰にはいってきた人た

ちが立って、「異邦人にも割礼を施し、ま

たモーセの律法を守らせるべきである」と

主張した。 6そこで、使徒たちや長老たち

が、この問題について審議するために集ま

った。 7激しい争論があった後、ペテロが

立って言った、「兄弟たちよ、ご承知のと

おり、異邦人がわたしの口から福音の言葉

を聞いて信じるようにと、神は初めのころ

に、諸君の中からわたしをお選びになった

のである。 8そして、人の心をご存じであ

る神は、聖霊をわれわれに賜わったと同様

に彼らにも賜わって、彼らに対してあかし

をなし、 9また、その信仰によって彼らの

心をきよめ、われわれと彼らとの間に、な

んの分けへだてもなさらなかった。 10しか

るに、諸君はなぜ、今われわれの先祖もわ

れわれ自身も、負いきれなかったくびきを

あの弟子たちの首にかけて、神を試みるの

か。 11確かに、主イエスのめぐみによって

、われわれは救われるのだと信じるが、彼

らとても同様である」。 12すると、全会衆

は黙ってしまった。それから、バルナバと

パウロとが、彼らをとおして異邦人の間に

神が行われた数々のしるしと奇跡のことを

、説明するのを聞いた。 13ふたりが語り終

えた後、ヤコブはそれに応じて述べた、「

兄弟たちよ、わたしの意見を聞いていただ

きたい。 14神が初めに異邦人たちを顧みて

、その中から御名を負う民を選び出された

次第は、シメオンがすでに説明した。 15預

言者たちの言葉も、それと一致している。

すなわち、こう書いてある、 16『その後、

わたしは帰ってきて、倒れたダビデの幕屋

を建てかえ、くずれた箇所を修理し、それ

を立て直そう。 17残っている人々も、わた

しの名を唱えているすべての異邦人も、主

を尋ね求めるようになるためである。 18世

の初めからこれらの事を知らせておられる

主が、こう仰せになった』。 (aiōn g165) 19そ

こで、わたしの意見では、異邦人の中から

神に帰依している人たちに、わずらいをか

けてはいけない。 20ただ、偶像に供えて汚

れた物と、不品行と、絞め殺したものと、

血とを、避けるようにと、彼らに書き送る

ことにしたい。 21古い時代から、どの町に

もモーセの律法を宣べ伝える者がいて、安

息日ごとにそれを諸会堂で朗読するならわ

しであるから」。 22そこで、使徒たちや長

老たちは、全教会と協議した末、お互の中

から人々を選んで、パウロやバルナバと共

に、アンテオケに派遣することに決めた。

選ばれたのは、バルサバというユダとシラ

スとであったが、いずれも兄弟たちの間で

重んじられていた人たちであった。 23この

人たちに託された書面はこうである。「あ

なたがたの兄弟である使徒および長老たち

から、アンテオケ、シリヤ、キリキヤにい

る異邦人の兄弟がたに、あいさつを送る。

24こちらから行ったある者たちが、わたし

たちからの指示もないのに、いろいろなこ

とを言って、あなたがたを騒がせ、あなた

がたの心を乱したと伝え聞いた。 25そこで

、わたしたちは人々を選んで、愛するバル

ナバおよびパウロと共に、あなたがたのも

とに派遣することに、衆議一決した。 26こ

のふたりは、われらの主イエス・キリスト

の名のために、その命を投げ出した人々で

あるが、 27彼らと共に、ユダとシラスとを
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派遣する次第である。この人たちは、あな

たがたに、同じ趣旨のことを、口頭でも伝

えるであろう。 28すなわち、聖霊とわたし

たちとは、次の必要事項のほかは、どんな

負担をも、あなたがたに負わせないことに

決めた。 29それは、偶像に供えたものと、

血と、絞め殺したものと、不品行とを、避

けるということである。これらのものから

遠ざかっておれば、それでよろしい。以上

」。 30さて、一行は人々に見送られて、ア

ンテオケに下って行き、会衆を集めて、そ

の書面を手渡した。 31人々はそれを読んで

、その勧めの言葉をよろこんだ。 32ユダと

シラスとは共に預言者であったので、多く

の言葉をもって兄弟たちを励まし、また力

づけた。 33ふたりは、しばらくの時を、そ

こで過ごした後、兄弟たちから、旅の平安

を祈られて、見送りを受け、自分らを派遣

した人々のところに帰って行った。〔 34し

かし、シラスだけは、引きつづきとどまる

ことにした。〕 35パウロとバルナバとはア

ンテオケに滞在をつづけて、ほかの多くの

人たちと共に、主の言葉を教えかつ宣べ伝

えた。 36幾日かの後、パウロはバルナバに

言った、「さあ、前に主の言葉を伝えたす

べての町々にいる兄弟たちを、また訪問し

て、みんながどうしているかを見てこよう

ではないか」。 37そこで、バルナバはマル

コというヨハネも一緒に連れて行くつもり

でいた。 38しかし、パウロは、前にパンフ

リヤで一行から離れて、働きを共にしなか

ったような者は、連れて行かないがよいと

考えた。 39こうして激論が起り、その結果

ふたりは互に別れ別れになり、バルナバは

マルコを連れてクプロに渡って行き、 40パ

ウロはシラスを選び、兄弟たちから主の恵

みにゆだねられて、出発した。 41そしてパ

ウロは、シリヤ、キリキヤの地方をとおっ

て、諸教会を力づけた。

16それから、彼はデルベに行き、次にル
ステラに行った。そこにテモテという

名の弟子がいた。信者のユダヤ婦人を母と

し、ギリシヤ人を父としており、 2ルステ

ラとイコニオムの兄弟たちの間で、評判の

よい人物であった。 3パウロはこのテモテ

を連れて行きたかったので、その地方にい

るユダヤ人の手前、まず彼に割礼を受けさ

せた。彼の父がギリシヤ人であることは、

みんな知っていたからである。 4それから

彼らは通る町々で、エルサレムの使徒たち

や長老たちの取り決めた事項を守るように

と、人々にそれを渡した。 5こうして、諸

教会はその信仰を強められ、日ごとに数を

増していった。 6それから彼らは、アジヤ

で御言を語ることを聖霊に禁じられたので

、フルギヤ・ガラテヤ地方をとおって行っ

た。 7そして、ムシヤのあたりにきてから

、ビテニヤに進んで行こうとしたところ、

イエスの御霊がこれを許さなかった。 8そ

れで、ムシヤを通過して、トロアスに下っ

て行った。 9ここで夜、パウロは一つの幻

を見た。ひとりのマケドニヤ人が立って、

「マケドニヤに渡ってきて、わたしたちを

助けて下さい」と、彼に懇願するのであっ

た。 10パウロがこの幻を見た時、これは彼

らに福音を伝えるために、神がわたしたち

をお招きになったのだと確信して、わたし

たちは、ただちにマケドニヤに渡って行く

ことにした。 11そこで、わたしたちはトロ

アスから船出して、サモトラケに直航し、

翌日ネアポリスに着いた。 12そこからピリ

ピへ行った。これはマケドニヤのこの地方

第一の町で、植民都市であった。わたした

ちは、この町に数日間滞在した。 13ある安

息日に、わたしたちは町の門を出て、祈り

場があると思って、川のほとりに行った。

そして、そこにすわり、集まってきた婦人

たちに話をした。 14ところが、テアテラ市

の紫布の商人で、神を敬うルデヤという婦

人が聞いていた。主は彼女の心を開いて、

パウロの語ることに耳を傾けさせた。 15そ

して、この婦人もその家族も、共にバプテ

スマを受けたが、その時、彼女は「もし、

わたしを主を信じる者とお思いでしたら、

どうぞ、わたしの家にきて泊まって下さい

」と懇望し、しいてわたしたちをつれて行

った。 16ある時、わたしたちが、祈り場に

行く途中、占いの霊につかれた女奴隷に出
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会った。彼女は占いをして、その主人たち

に多くの利益を得させていた者である。 17

この女が、パウロやわたしたちのあとを追

ってきては、「この人たちは、いと高き神

の僕たちで、あなたがたに救の道を伝える

かただ」と、叫び出すのであった。 18そし

て、そんなことを幾日間もつづけていた。

パウロは困りはてて、その霊にむかい「イ

エス・キリストの名によって命じる。その

女から出て行け」と言った。すると、その

瞬間に霊が女から出て行った。 19彼女の主

人たちは、自分らの利益を得る望みが絶え

たのを見て、パウロとシラスとを捕え、役

人に引き渡すため広場に引きずって行った

。 20それから、ふたりを長官たちの前に引

き出して訴えた、「この人たちはユダヤ人

でありまして、わたしたちの町をかき乱し

、 21わたしたちローマ人が、採用も実行も

してはならない風習を宣伝しているのです

」。 22群衆もいっせいに立って、ふたりを

責めたてたので、長官たちはふたりの上着

をはぎ取り、むちで打つことを命じた。 23

それで、ふたりに何度もむちを加えさせた

のち、獄に入れ、獄吏にしっかり番をする

ようにと命じた。 24獄吏はこの厳命を受け

たので、ふたりを奥の獄屋に入れ、その足

に足かせをしっかとかけておいた。 25真夜

中ごろ、パウロとシラスとは、神に祈り、

さんびを歌いつづけたが、囚人たちは耳を

すまして聞きいっていた。 26ところが突然

、大地震が起って、獄の土台が揺れ動き、

戸は全部たちまち開いて、みんなの者の鎖

が解けてしまった。 27獄吏は目をさまし、

獄の戸が開いてしまっているのを見て、囚

人たちが逃げ出したものと思い、つるぎを

抜いて自殺しかけた。 28そこでパウロは大

声をあげて言った、「自害してはいけない

。われわれは皆ひとり残らず、ここにいる

」。 29すると、獄吏は、あかりを手に入れ

た上、獄に駆け込んできて、おののきなが

らパウロとシラスの前にひれ伏した。 30そ

れから、ふたりを外に連れ出して言った、

「先生がた、わたしは救われるために、何

をすべきでしょうか」。 31ふたりが言った

、「主イエスを信じなさい。そうしたら、

あなたもあなたの家族も救われます」。 32

それから、彼とその家族一同とに、神の言

を語って聞かせた。 33彼は真夜中にもかか

わらず、ふたりを引き取って、その打ち傷

を洗ってやった。そして、その場で自分も

家族も、ひとり残らずバプテスマを受け、

34さらに、ふたりを自分の家に案内して食

事のもてなしをし、神を信じる者となった

ことを、全家族と共に心から喜んだ。 35夜

が明けると、長官たちは警吏らをつかわし

て、「あの人たちを釈放せよ」と言わせた

。 36そこで、獄吏はこの言葉をパウロに伝

えて言った、「長官たちが、あなたがたを

釈放させるようにと、使をよこしました。

さあ、出てきて、無事にお帰りなさい」。

37ところが、パウロは警吏らに言った、「

彼らは、ローマ人であるわれわれを、裁判

にかけもせずに、公衆の前でむち打ったあ

げく、獄に入れてしまった。しかるに今に

なって、ひそかに、われわれを出そうとす

るのか。それは、いけない。彼ら自身がこ

こにきて、われわれを連れ出すべきである

」。 38警吏らはこの言葉を長官たちに報告

した。すると長官たちは、ふたりがローマ

人だと聞いて恐れ、 39自分でやってきてわ

びた上、ふたりを獄から連れ出し、町から

立ち去るようにと頼んだ。 40ふたりは獄を

出て、ルデヤの家に行った。そして、兄弟

たちに会って勧めをなし、それから出かけ

た。

17一行は、アムピポリスとアポロニヤと
をとおって、テサロニケに行った。こ

こにはユダヤ人の会堂があった。 2パウロ

は例によって、その会堂にはいって行って

、三つの安息日にわたり、聖書に基いて彼

らと論じ、 3キリストは必ず苦難を受け、

そして死人の中からよみがえるべきこと、

また「わたしがあなたがたに伝えているこ

のイエスこそは、キリストである」とのこ

とを、説明もし論証もした。 4ある人たち

は納得がいって、パウロとシラスにしたが

った。その中には、信心深いギリシヤ人が

多数あり、貴婦人たちも少なくなかった。
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5ところが、ユダヤ人たちは、それをねたん

で、町をぶらついているならず者らを集め

て暴動を起し、町を騒がせた。それからヤ

ソンの家を襲い、ふたりを民衆の前にひっ

ぱり出そうと、しきりに捜した。 6しかし

、ふたりが見つからないので、ヤソンと兄

弟たち数人を、市の当局者のところに引き

ずって行き、叫んで言った、「天下をかき

回してきたこの人たちが、ここにもはいり

込んでいます。 7その人たちをヤソンが自

分の家に迎え入れました。この連中は、み

なカイザルの詔勅にそむいて行動し、イエ

スという別の王がいるなどと言っています

」。 8これを聞いて、群衆と市の当局者は

不安に感じた。 9そして、ヤソンやほかの

者たちから、保証金を取った上、彼らを釈

放した。 10そこで、兄弟たちはただちに、

パウロとシラスとを、夜の間にベレヤへ送

り出した。ふたりはベレヤに到着すると、

ユダヤ人の会堂に行った。 11ここにいるユ

ダヤ人はテサロニケの者たちよりも素直で

あって、心から教を受けいれ、果してその

とおりかどうかを知ろうとして、日々聖書

を調べていた。 12そういうわけで、彼らの

うちの多くの者が信者になった。また、ギ

リシヤの貴婦人や男子で信じた者も、少な

くなかった。 13テサロニケのユダヤ人たち

は、パウロがベレヤでも神の言を伝えてい

ることを知り、そこにも押しかけてきて、

群衆を煽動して騒がせた。 14そこで、兄弟

たちは、ただちにパウロを送り出して、海

べまで行かせ、シラスとテモテとはベレヤ

に居残った。 15パウロを案内した人たちは

、彼をアテネまで連れて行き、テモテとシ

ラスとになるべく早く来るようにとのパウ

ロの伝言を受けて、帰った。 16さて、パウ

ロはアテネで彼らを待っている間に、市内

に偶像がおびただしくあるのを見て、心に

憤りを感じた。 17そこで彼は、会堂ではユ

ダヤ人や信心深い人たちと論じ、広場では

毎日そこで出会う人々を相手に論じた。 18

また、エピクロス派やストア派の哲学者数

人も、パウロと議論を戦わせていたが、そ

の中のある者たちが言った、「このおしゃ

べりは、いったい、何を言おうとしている

のか」。また、ほかの者たちは、「あれは

、異国の神々を伝えようとしているらしい

」と言った。パウロが、イエスと復活とを

、宣べ伝えていたからであった。 19そこで

、彼らはパウロをアレオパゴスの評議所に

連れて行って、「君の語っている新しい教

がどんなものか、知らせてもらえまいか。

20君がなんだか珍らしいことをわれわれに

聞かせているので、それがなんの事なのか

知りたいと思うのだ」と言った。 21いった

い、アテネ人もそこに滞在している外国人

もみな、何か耳新しいことを話したり聞い

たりすることのみに、時を過ごしていたの

である。 22そこでパウロは、アレオパゴス

の評議所のまん中に立って言った。「アテ

ネの人たちよ、あなたがたは、あらゆる点

において、すこぶる宗教心に富んでおられ

ると、わたしは見ている。 23実は、わたし

が道を通りながら、あなたがたの拝むいろ

いろなものを、よく見ているうちに、『知

られない神に』と刻まれた祭壇もあるのに

気がついた。そこで、あなたがたが知らず

に拝んでいるものを、いま知らせてあげよ

う。 24この世界と、その中にある万物とを

造った神は、天地の主であるのだから、手

で造った宮などにはお住みにならない。 25

また、何か不足でもしておるかのように、

人の手によって仕えられる必要もない。神

は、すべての人々に命と息と万物とを与え

、 26また、ひとりの人から、あらゆる民族

を造り出して、地の全面に住まわせ、それ

ぞれに時代を区分し、国土の境界を定めて

下さったのである。 27こうして、人々が熱

心に追い求めて捜しさえすれば、神を見い

だせるようにして下さった。事実、神はわ

れわれひとりびとりから遠く離れておいで

になるのではない。 28われわれは神のうち

に生き、動き、存在しているからである。

あなたがたのある詩人たちも言ったように

、『われわれも、確かにその子孫である』

。 29このように、われわれは神の子孫なの

であるから、神たる者を、人間の技巧や空

想で金や銀や石などに彫り付けたものと同
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じと、見なすべきではない。 30神は、この

ような無知の時代を、これまでは見過ごし

にされていたが、今はどこにおる人でも、

みな悔い改めなければならないことを命じ

ておられる。 31神は、義をもってこの世界

をさばくためその日を定め、お選びになっ

たかたによってそれをなし遂げようとされ

ている。すなわち、このかたを死人の中か

らよみがえらせ、その確証をすべての人に

示されたのである」。 32死人のよみがえり

のことを聞くと、ある者たちはあざ笑い、

またある者たちは、「この事については、

いずれまた聞くことにする」と言った。 33

こうして、パウロは彼らの中から出て行っ

た。 34しかし、彼にしたがって信じた者も

、幾人かあった。その中には、アレオパゴ

スの裁判人デオヌシオとダマリスという女

、また、その他の人々もいた。

18その後、パウロはアテネを去ってコリ
ントへ行った。 2そこで、アクラとい

うポント生れのユダヤ人と、その妻プリス

キラとに出会った。クラウデオ帝が、すべ

てのユダヤ人をローマから退去させるよう

にと、命令したため、彼らは近ごろイタリ

ヤから出てきたのである。 3パウロは彼ら

のところに行ったが、互に同業であったの

で、その家に住み込んで、一緒に仕事をし

た。天幕造りがその職業であった。 4パウ

ロは安息日ごとに会堂で論じては、ユダヤ

人やギリシヤ人の説得に努めた。 5シラス

とテモテが、マケドニヤから下ってきてか

らは、パウロは御言を伝えることに専念し

、イエスがキリストであることを、ユダヤ

人たちに力強くあかしした。 6しかし、彼

らがこれに反抗してののしり続けたので、

パウロは自分の上着を振りはらって、彼ら

に言った、「あなたがたの血は、あなたが

た自身にかえれ。わたしには責任がない。

今からわたしは異邦人の方に行く」。 7こ

う言って、彼はそこを去り、テテオ・ユス

トという神を敬う人の家に行った。その家

は会堂と隣り合っていた。 8会堂司クリス

ポは、その家族一同と共に主を信じた。ま

た多くのコリント人も、パウロの話を聞い

て信じ、ぞくぞくとバプテスマを受けた。

9すると、ある夜、幻のうちに主がパウロに

言われた、「恐れるな。語りつづけよ、黙

っているな。 10あなたには、わたしがつい

ている。だれもあなたを襲って、危害を加

えるようなことはない。この町には、わた

しの民が大ぜいいる」。 11パウロは一年六

か月の間ここに腰をすえて、神の言を彼ら

の間に教えつづけた。 12ところが、ガリオ

がアカヤの総督であった時、ユダヤ人たち

は一緒になってパウロを襲い、彼を法廷に

ひっぱって行って訴えた、 13「この人は、

律法にそむいて神を拝むように、人々をそ

そのかしています」。 14パウロが口を開こ

うとすると、ガリオはユダヤ人たちに言っ

た、「ユダヤ人諸君、何か不法行為とか、

悪質の犯罪とかのことなら、わたしは当然

、諸君の訴えを取り上げもしようが、 15こ

れは諸君の言葉や名称や律法に関する問題

なのだから、諸君みずから始末するがよか

ろう。わたしはそんな事の裁判人にはなり

たくない」。 16こう言って、彼らを法廷か

ら追いはらった。 17そこで、みんなの者は

、会堂司ソステネを引き捕え、法廷の前で

打ちたたいた。ガリオはそれに対して、そ

知らぬ顔をしていた。 18さてパウロは、な

お幾日ものあいだ滞在した後、兄弟たちに

別れを告げて、シリヤへ向け出帆した。プ

リスキラとアクラも同行した。パウロは、

かねてから、ある誓願を立てていたので、

ケンクレヤで頭をそった。 19一行がエペソ

に着くと、パウロはふたりをそこに残して

おき、自分だけ会堂にはいって、ユダヤ人

たちと論じた。 20人々は、パウロにもっと

長いあいだ滞在するように願ったが、彼は

聞きいれないで、 21「神のみこころなら、

またあなたがたのところに帰ってこよう」

と言って、別れを告げ、エペソから船出し

た。 22それから、カイザリヤで上陸してエ

ルサレムに上り、教会にあいさつしてから

、アンテオケに下って行った。 23そこにし

ばらくいてから、彼はまた出かけ、ガラテ

ヤおよびフルギヤの地方を歴訪して、すべ

ての弟子たちを力づけた。 24さて、アレキ
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サンデリヤ生れで、聖書に精通し、しかも

、雄弁なアポロというユダヤ人が、エペソ

にきた。 25この人は主の道に通じており、

また、霊に燃えてイエスのことを詳しく語

ったり教えたりしていたが、ただヨハネの

バプテスマしか知っていなかった。 26彼は

会堂で大胆に語り始めた。それをプリスキ

ラとアクラとが聞いて、彼を招きいれ、さ

らに詳しく神の道を解き聞かせた。 27それ

から、アポロがアカヤに渡りたいと思って

いたので、兄弟たちは彼を励まし、先方の

弟子たちに、彼をよく迎えるようにと、手

紙を書き送った。彼は到着して、すでにめ

ぐみによって信者になっていた人たちに、

大いに力になった。 28彼はイエスがキリス

トであることを、聖書に基いて示し、公然

と、ユダヤ人たちを激しい語調で論破した

からである。

19アポロがコリントにいた時、パウロは
奥地をとおってエペソにきた。そして

、ある弟子たちに出会って、 2彼らに「あ

なたがたは、信仰にはいった時に、聖霊を

受けたのか」と尋ねたところ、「いいえ、

聖霊なるものがあることさえ、聞いたこと

がありません」と答えた。 3「では、だれ

の名によってバプテスマを受けたのか」と

彼がきくと、彼らは「ヨハネの名によるバ

プテスマを受けました」と答えた。 4そこ

で、パウロが言った、「ヨハネは悔改めの

バプテスマを授けたが、それによって、自

分のあとに来るかた、すなわち、イエスを

信じるように、人々に勧めたのである」。

5人々はこれを聞いて、主イエスの名による

バプテスマを受けた。 6そして、パウロが

彼らの上に手をおくと、聖霊が彼らにくだ

り、それから彼らは異言を語ったり、預言

をしたりし出した。 7その人たちはみんな

で十二人ほどであった。 8それから、パウ

ロは会堂にはいって、三か月のあいだ、大

胆に神の国について論じ、また勧めをした

。 9ところが、ある人たちは心をかたくな

にして、信じようとせず、会衆の前でこの

道をあしざまに言ったので、彼は弟子たち

を引き連れて、その人たちから離れ、ツラ

ノの講堂で毎日論じた。 10それが二年間も

続いたので、アジヤに住んでいる者は、ユ

ダヤ人もギリシヤ人も皆、主の言を聞いた

。 11神は、パウロの手によって、異常な力

あるわざを次々になされた。 12たとえば、

人々が、彼の身につけている手ぬぐいや前

掛けを取って病人にあてると、その病気が

除かれ、悪霊が出て行くのであった。 13そ

こで、ユダヤ人のまじない師で、遍歴して

いる者たちが、悪霊につかれている者にむ

かって、主イエスの名をとなえ、「パウロ

の宣べ伝えているイエスによって命じる。

出て行け」と、ためしに言ってみた。 14ユ

ダヤの祭司長スケワという者の七人のむす

こたちも、そんなことをしていた。 15する

と悪霊がこれに対して言った、「イエスな

ら自分は知っている。パウロもわかってい

る。だが、おまえたちは、いったい何者だ

」。 16そして、悪霊につかれている人が、

彼らに飛びかかり、みんなを押えつけて負

かしたので、彼らは傷を負ったまま裸にな

って、その家を逃げ出した。 17このことが

エペソに住むすべてのユダヤ人やギリシヤ

人に知れわたって、みんな恐怖に襲われ、

そして、主イエスの名があがめられた。 18

また信者になった者が大ぜいきて、自分の

行為を打ちあけて告白した。 19それから、

魔術を行っていた多くの者が、魔術の本を

持ち出してきては、みんなの前で焼き捨て

た。その値段を総計したところ、銀五万に

も上ることがわかった。 20このようにして

、主の言はますます盛んにひろまり、また

力を増し加えていった。 21これらの事があ

った後、パウロは御霊に感じて、マケドニ

ヤ、アカヤをとおって、エルサレムへ行く

決心をした。そして言った、「わたしは、

そこに行ったのち、ぜひローマをも見なけ

ればならない」。 22そこで、自分に仕えて

いる者の中から、テモテとエラストとのふ

たりを、まずマケドニヤに送り出し、パウ

ロ自身は、なおしばらくアジヤにとどまっ

た。 23そのころ、この道について容易なら

ぬ騒動が起った。 24そのいきさつは、こう

である。デメテリオという銀細工人が、銀
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でアルテミス神殿の模型を造って、職人た

ちに少なからぬ利益を得させていた。 25こ

の男がその職人たちや、同類の仕事をして

いた者たちを集めて言った、「諸君、われ

われがこの仕事で、金もうけをしているこ

とは、ご承知のとおりだ。 26しかるに、諸

君の見聞きしているように、あのパウロが

、手で造られたものは神様ではないなどと

言って、エペソばかりか、ほとんどアジヤ

全体にわたって、大ぜいの人々を説きつけ

て誤らせた。 27これでは、お互の仕事に悪

評が立つおそれがあるばかりか、大女神ア

ルテミスの宮も軽んじられ、ひいては全ア

ジヤ、いや全世界が拝んでいるこの大女神

のご威光さえも、消えてしまいそうである

」。 28これを聞くと、人々は怒りに燃え、

大声で「大いなるかな、エペソ人のアルテ

ミス」と叫びつづけた。 29そして、町中が

大混乱に陥り、人々はパウロの道連れであ

るマケドニヤ人ガイオとアリスタルコとを

捕えて、いっせいに劇場へなだれ込んだ。

30パウロは群衆の中にはいって行こうとし

たが、弟子たちがそれをさせなかった。 31

アジヤ州の議員で、パウロの友人であった

人たちも、彼に使をよこして、劇場にはい

って行かないようにと、しきりに頼んだ。

32中では、集会が混乱に陥ってしまって、

ある者はこのことを、ほかの者はあのこと

を、どなりつづけていたので、大多数の者

は、なんのために集まったのかも、わから

ないでいた。 33そこで、ユダヤ人たちが、

前に押し出したアレキサンデルなる者を、

群衆の中のある人たちが促したため、彼は

手を振って、人々に弁明を試みようとした

。 34ところが、彼がユダヤ人だとわかると

、みんなの者がいっせいに「大いなるかな

、エペソ人のアルテミス」と二時間ばかり

も叫びつづけた。 35ついに、市の書記役が

群衆を押し静めて言った、「エペソの諸君

、エペソ市が大女神アルテミスと、天くだ

ったご神体との守護役であることを知らな

い者が、ひとりでもいるだろうか。 36これ

は否定のできない事実であるから、諸君は

よろしく静かにしているべきで、乱暴な行

動は、いっさいしてはならない。 37諸君は

この人たちをここにひっぱってきたが、彼

らは宮を荒す者でも、われわれの女神をそ

しる者でもない。 38だから、もしデメテリ

オなりその職人仲間なりが、だれかに対し

て訴え事があるなら、裁判の日はあるし、

総督もいるのだから、それぞれ訴え出るが

よい。 39しかし、何かもっと要求したい事

があれば、それは正式の議会で解決しても

らうべきだ。 40きょうの事件については、

この騒ぎを弁護できるような理由が全くな

いのだから、われわれは治安をみだす罪に

問われるおそれがある」。 41こう言って、

彼はこの集会を解散させた。

20騒ぎがやんだ後、パウロは弟子たちを
呼び集めて激励を与えた上、別れのあ

いさつを述べ、マケドニヤへ向かって出発

した。 2そして、その地方をとおり、多く

の言葉で人々を励ましたのち、ギリシヤに

きた。 3彼はそこで三か月を過ごした。そ

れからシリヤへ向かって、船出しようとし

ていた矢先、彼に対するユダヤ人の陰謀が

起ったので、マケドニヤを経由して帰るこ

とに決した。 4プロの子であるエペソ人ソ

パテロ、テサロニケ人アリスタルコとセク

ンド、デルベ人ガイオ、それからテモテ、

またアジヤ人テキコとトロピモがパウロの

同行者であった。 5この人たちは先発して

、トロアスでわたしたちを待っていた。 6

わたしたちは、除酵祭が終ったのちに、ピ

リピから出帆し、五日かかってトロアスに

到着して、彼らと落ち合い、そこに七日間

滞在した。 7週の初めの日に、わたしたち

がパンをさくために集まった時、パウロは

翌日出発することにしていたので、しきり

に人々と語り合い、夜中まで語りつづけた

。 8わたしたちが集まっていた屋上の間に

は、あかりがたくさんともしてあった。 9

ユテコという若者が窓に腰をかけていたと

ころ、パウロの話がながながと続くので、

ひどく眠けがさしてきて、とうとうぐっす

り寝入ってしまい、三階から下に落ちた。

抱き起してみたら、もう死んでいた。 10そ

こでパウロは降りてきて、若者の上に身を
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かがめ、彼を抱きあげて、「騒ぐことはな

い。まだ命がある」と言った。 11そして、

また上がって行って、パンをさいて食べて

から、明けがたまで長いあいだ人々と語り

合って、ついに出発した。 12人々は生きか

えった若者を連れかえり、ひとかたならず

慰められた。 13さて、わたしたちは先に舟

に乗り込み、アソスへ向かって出帆した。

そこからパウロを舟に乗せて行くことにし

ていた。彼だけは陸路をとることに決めて

いたからである。 14パウロがアソスで、わ

たしたちと落ち合った時、わたしたちは彼

を舟に乗せてミテレネに行った。 15そこか

ら出帆して、翌日キヨスの沖合にいたり、

次の日にサモスに寄り、その翌日ミレトに

着いた。 16それは、パウロがアジヤで時間

をとられないため、エペソには寄らないで

続航することに決めていたからである。彼

は、できればペンテコステの日には、エル

サレムに着いていたかったので、旅を急い

だわけである。 17そこでパウロは、ミレト

からエペソに使をやって、教会の長老たち

を呼び寄せた。 18そして、彼のところに寄

り集まってきた時、彼らに言った。「わた

しが、アジヤの地に足を踏み入れた最初の

日以来、いつもあなたがたとどんなふうに

過ごしてきたか、よくご存じである。 19す

なわち、謙遜の限りをつくし、涙を流し、

ユダヤ人の陰謀によってわたしの身に及ん

だ数々の試練の中にあって、主に仕えてき

た。 20また、あなたがたの益になることは

、公衆の前でも、また家々でも、すべてあ

ますところなく話して聞かせ、また教え、

21ユダヤ人にもギリシヤ人にも、神に対す

る悔改めと、わたしたちの主イエスに対す

る信仰とを、強く勧めてきたのである。 22

今や、わたしは御霊に迫られてエルサレム

へ行く。あの都で、どんな事がわたしの身

にふりかかって来るか、わたしにはわから

ない。 23ただ、聖霊が至るところの町々で

、わたしにはっきり告げているのは、投獄

と患難とが、わたしを待ちうけているとい

うことだ。 24しかし、わたしは自分の行程

を走り終え、主イエスから賜わった、神の

めぐみの福音をあかしする任務を果し得さ

えしたら、このいのちは自分にとって、少

しも惜しいとは思わない。 25わたしはいま

信じている、あなたがたの間を歩き回って

御国を宣べ伝えたこのわたしの顔を、みん

なが今後二度と見ることはあるまい。 26だ

から、きょう、この日にあなたがたに断言

しておく。わたしは、すべての人の血につ

いて、なんら責任がない。 27神のみ旨を皆

あますところなく、あなたがたに伝えてお

いたからである。 28どうか、あなたがた自

身に気をつけ、また、すべての群れに気を

くばっていただきたい。聖霊は、神が御子

の血であがない取られた神の教会を牧させ

るために、あなたがたをその群れの監督者

にお立てになったのである。 29わたしが去

った後、狂暴なおおかみが、あなたがたの

中にはいり込んできて、容赦なく群れを荒

すようになることを、わたしは知っている

。 30また、あなたがた自身の中からも、い

ろいろ曲ったことを言って、弟子たちを自

分の方に、ひっぱり込もうとする者らが起

るであろう。 31だから、目をさましていな

さい。そして、わたしが三年の間、夜も昼

も涙をもって、あなたがたひとりびとりを

絶えずさとしてきたことを、忘れないでほ

しい。 32今わたしは、主とその恵みの言と

に、あなたがたをゆだねる。御言には、あ

なたがたの徳をたて、聖別されたすべての

人々と共に、御国をつがせる力がある。 33

わたしは、人の金や銀や衣服をほしがった

ことはない。 34あなたがた自身が知ってい

るとおり、わたしのこの両手は、自分の生

活のためにも、また一緒にいた人たちのた

めにも、働いてきたのだ。 35わたしは、あ

なたがたもこのように働いて、弱い者を助

けなければならないこと、また『受けるよ

りは与える方が、さいわいである』と言わ

れた主イエスの言葉を記憶しているべきこ

とを、万事について教え示したのである」

。 36こう言って、パウロは一同と共にひざ

まずいて祈った。 37みんなの者は、はげし

く泣き悲しみ、パウロの首を抱いて、幾度

も接吻し、 38もう二度と自分の顔を見るこ
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とはあるまいと彼が言ったので、特に心を

痛めた。それから彼を舟まで見送った。

21さて、わたしたちは人々と別れて船出
してから、コスに直航し、次の日はロ

ドスに、そこからパタラに着いた。 2ここ

でピニケ行きの舟を見つけたので、それに

乗り込んで出帆した。 3やがてクプロが見

えてきたが、それを左手にして通りすぎ、

シリヤへ航行をつづけ、ツロに入港した。

ここで積荷が陸上げされることになってい

たからである。 4わたしたちは、弟子たち

を捜し出して、そこに七日間泊まった。と

ころが彼らは、御霊の示しを受けて、エル

サレムには上って行かないようにと、しき

りにパウロに注意した。 5しかし、滞在期

間が終った時、わたしたちはまた旅立つこ

とにしたので、みんなの者は、妻や子供を

引き連れて、町はずれまで、わたしたちを

見送りにきてくれた。そこで、共に海岸に

ひざまずいて祈り、 6互に別れを告げた。

それから、わたしたちは舟に乗り込み、彼

らはそれぞれ自分の家に帰った。 7わたし

たちは、ツロからの航行を終ってトレマイ

に着き、そこの兄弟たちにあいさつをし、

彼らのところに一日滞在した。 8翌日そこ

をたって、カイザリヤに着き、かの七人の

ひとりである伝道者ピリポの家に行き、そ

こに泊まった。 9この人に四人の娘があっ

たが、いずれも処女であって、預言をして

いた。 10幾日か滞在している間に、アガボ

という預言者がユダヤから下ってきた。 11

そして、わたしたちのところにきて、パウ

ロの帯を取り、それで自分の手足を縛って

言った、「聖霊がこうお告げになっている

、『この帯の持ち主を、ユダヤ人たちがエ

ルサレムでこのように縛って、異邦人の手

に渡すであろう』」。 12わたしたちはこれ

を聞いて、土地の人たちと一緒になって、

エルサレムには上って行かないようにと、

パウロに願い続けた。 13その時パウロは答

えた、「あなたがたは、泣いたり、わたし

の心をくじいたりして、いったい、どうし

ようとするのか。わたしは、主イエスの名

のためなら、エルサレムで縛られるだけで

なく、死ぬことをも覚悟しているのだ」。

14こうして、パウロが勧告を聞きいれてく

れないので、わたしたちは「主のみこころ

が行われますように」と言っただけで、そ

れ以上、何も言わなかった。 15数日後、わ

たしたちは旅装を整えてエルサレムへ上っ

て行った。 16カイザリヤの弟子たちも数人

、わたしたちと同行して、古くからの弟子

であるクプロ人マナソンの家に案内してく

れた。わたしたちはその家に泊まることに

なっていたのである。 17わたしたちがエル

サレムに到着すると、兄弟たちは喜んで迎

えてくれた。 18翌日パウロはわたしたちを

連れて、ヤコブを訪問しに行った。そこに

長老たちがみな集まっていた。 19パウロは

彼らにあいさつをした後、神が自分の働き

をとおして、異邦人の間になさった事ども

を一々説明した。 20一同はこれを聞いて神

をほめたたえ、そして彼に言った、「兄弟

よ、ご承知のように、ユダヤ人の中で信者

になった者が、数万にものぼっているが、

みんな律法に熱心な人たちである。 21とこ

ろが、彼らが伝え聞いているところによれ

ば、あなたは異邦人の中にいるユダヤ人一

同に対して、子供に割礼を施すな、またユ

ダヤの慣例にしたがうなと言って、モーセ

にそむくことを教えている、ということで

ある。 22どうしたらよいか。あなたがここ

にきていることは、彼らもきっと聞き込む

に違いない。 23ついては、今わたしたちが

言うとおりのことをしなさい。わたしたち

の中に、誓願を立てている者が四人いる。

24この人たちを連れて行って、彼らと共に

きよめを行い、また彼らの頭をそる費用を

引き受けてやりなさい。そうすれば、あな

たについて、うわさされていることは、根

も葉もないことで、あなたは律法を守って

、正しい生活をしていることが、みんなに

わかるであろう。 25異邦人で信者になった

人たちには、すでに手紙で、偶像に供えた

ものと、血と、絞め殺したものと、不品行

とを、慎むようにとの決議が、わたしたち

から知らせてある」。 26そこでパウロは、

その次の日に四人の者を連れて、彼らと共



使徒の働き151

にきよめを受けてから宮にはいった。そし

てきよめの期間が終って、ひとりびとりの

ために供え物をささげる時を報告しておい

た。 27七日の期間が終ろうとしていた時、

アジヤからきたユダヤ人たちが、宮の内で

パウロを見かけて、群衆全体を煽動しはじ

め、パウロに手をかけて叫び立てた、 28「

イスラエルの人々よ、加勢にきてくれ。こ

の人は、いたるところで民と律法とこの場

所にそむくことを、みんなに教えている。

その上に、ギリシヤ人を宮の内に連れ込ん

で、この神聖な場所を汚したのだ」。 29彼

らは、前にエペソ人トロピモが、パウロと

一緒に町を歩いていたのを見かけて、その

人をパウロが宮の内に連れ込んだのだと思

ったのである。 30そこで、市全体が騒ぎ出

し、民衆が駆け集まってきて、パウロを捕

え、宮の外に引きずり出した。そして、す

ぐそのあとに宮の門が閉ざされた。 31彼ら

がパウロを殺そうとしていた時に、エルサ

レム全体が混乱状態に陥っているとの情報

が、守備隊の千卒長にとどいた。 32そこで

、彼はさっそく、兵卒や百卒長たちを率い

て、その場に駆けつけた。人々は千卒長や

兵卒たちを見て、パウロを打ちたたくのを

やめた。 33千卒長は近寄ってきてパウロを

捕え、彼を二重の鎖で縛っておくように命

じた上、パウロは何者か、また何をしたの

か、と尋ねた。 34しかし、群衆がそれぞれ

違ったことを叫びつづけるため、騒がしく

て、確かなことがわからないので、彼はパ

ウロを兵営に連れて行くように命じた。 35

パウロが階段にさしかかった時には、群衆

の暴行を避けるため、兵卒たちにかつがれ

て行くという始末であった。 36大ぜいの民

衆が「あれをやっつけてしまえ」と叫びな

がら、ついてきたからである。 37パウロが

兵営の中に連れて行かれようとした時、千

卒長に、「ひと言あなたにお話してもよろ

しいですか」と尋ねると、千卒長が言った

、「おまえはギリシヤ語が話せるのか。 38

では、もしかおまえは、先ごろ反乱を起し

た後、四千人の刺客を引き連れて荒野へ逃

げて行ったあのエジプト人ではないのか」

。 39パウロは答えた、「わたしはタルソ生

れのユダヤ人で、キリキヤのれっきとした

都市の市民です。お願いですが、民衆に話

をさせて下さい」。 40千卒長が許してくれ

たので、パウロは階段の上に立ち、民衆に

むかって手を振った。すると、一同がすっ

かり静粛になったので、パウロはヘブル語

で話し出した。

22「兄弟たち、父たちよ、いま申し上げ
るわたしの弁明を聞いていただきたい

」。 2パウロが、ヘブル語でこう語りかけ

るのを聞いて、人々はますます静粛になっ

た。 3そこで彼は言葉をついで言った、「

わたしはキリキヤのタルソで生れたユダヤ

人であるが、この都で育てられ、ガマリエ

ルのひざもとで先祖伝来の律法について、

きびしい薫陶を受け、今日の皆さんと同じ

く神に対して熱心な者であった。 4そして

、この道を迫害し、男であれ女であれ、縛

りあげて獄に投じ、彼らを死に至らせた。

5このことは、大祭司も長老たち一同も、証

明するところである。さらにわたしは、こ

の人たちからダマスコの同志たちへあてた

手紙をもらって、その地にいる者たちを縛

りあげ、エルサレムにひっぱってきて、処

罰するため、出かけて行った。 6旅をつづ

けてダマスコの近くにきた時に、真昼ごろ

、突然、つよい光が天からわたしをめぐり

照した。 7わたしは地に倒れた。そして、

『サウロ、サウロ、なぜわたしを迫害する

のか』と、呼びかける声を聞いた。 8これ

に対してわたしは、『主よ、あなたはどな

たですか』と言った。すると、その声が、

『わたしは、あなたが迫害しているナザレ

人イエスである』と答えた。 9わたしと一

緒にいた者たちは、その光は見たが、わた

しに語りかけたかたの声は聞かなかった。

10わたしが『主よ、わたしは何をしたらよ

いでしょうか』と尋ねたところ、主は言わ

れた、『起きあがってダマスコに行きなさ

い。そうすれば、あなたがするように決め

てある事が、すべてそこで告げられるであ

ろう』。 11わたしは、光の輝きで目がくら

み、何も見えなくなっていたので、連れの
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者たちに手を引かれながら、ダマスコに行

った。 12すると、律法に忠実で、ダマスコ

在住のユダヤ人全体に評判のよいアナニヤ

という人が、 13わたしのところにきて、そ

ばに立ち、『兄弟サウロよ、見えるように

なりなさい』と言った。するとその瞬間に

、わたしの目が開いて、彼の姿が見えた。

14彼は言った、『わたしたちの先祖の神が

、あなたを選んでみ旨を知らせ、かの義人

を見させ、その口から声をお聞かせになっ

た。 15それはあなたが、その見聞きした事

につき、すべての人に対して、彼の証人に

なるためである。 16そこで今、なんのため

らうことがあろうか。すぐ立って、み名を

となえてバプテスマを受け、あなたの罪を

洗い落しなさい』。 17それからわたしは、

エルサレムに帰って宮で祈っているうちに

、夢うつつになり、 18主にまみえたが、主

は言われた、『急いで、すぐにエルサレム

を出て行きなさい。わたしについてのあな

たのあかしを、人々が受けいれないから』

。 19そこで、わたしが言った、『主よ、彼

らは、わたしがいたるところの会堂で、あ

なたを信じる人々を獄に投じたり、むち打

ったりしていたことを、知っています。 20

また、あなたの証人ステパノの血が流され

た時も、わたしは立ち合っていてそれに賛

成し、また彼を殺した人たちの上着の番を

していたのです』。 21すると、主がわたし

に言われた、『行きなさい。わたしが、あ

なたを遠く異邦の民へつかわすのだ』」。

22彼の言葉をここまで聞いていた人々は、

このとき、声を張りあげて言った、「こん

な男は地上から取り除いてしまえ。生かし

おくべきではない」。 23人々がこうわめき

立てて、空中に上着を投げ、ちりをまき散

らす始末であったので、 24千卒長はパウロ

を兵営に引き入れるように命じ、どういう

わけで、彼に対してこんなにわめき立てて

いるのかを確かめるため、彼をむちの拷問

にかけて、取り調べるように言いわたした

。 25彼らがむちを当てるため、彼を縛りつ

けていた時、パウロはそばに立っている百

卒長に言った、「ローマの市民たる者を、

裁判にかけもしないで、むち打ってよいの

か」。 26百卒長はこれを聞き、千卒長のと

ころに行って報告し、そして言った、「ど

うなさいますか。あの人はローマの市民な

のです」。 27そこで、千卒長がパウロのと

ころにきて言った、「わたしに言ってくれ

。あなたはローマの市民なのか」。パウロ

は「そうです」と言った。 28これに対して

千卒長が言った、「わたしはこの市民権を

、多額の金で買い取ったのだ」。するとパ

ウロは言った、「わたしは生れながらの市

民です」。 29そこで、パウロを取り調べよ

うとしていた人たちは、ただちに彼から身

を引いた。千卒長も、パウロがローマの市

民であること、また、そういう人を縛って

いたことがわかって、恐れた。 30翌日、彼

は、ユダヤ人がなぜパウロを訴え出たのか

、その真相を知ろうと思って彼を解いてや

り、同時に祭司長たちと全議会とを召集さ

せ、そこに彼を引き出して、彼らの前に立

たせた。

23パウロは議会を見つめて言った、「兄
弟たちよ、わたしは今日まで、神の前

に、ひたすら明らかな良心にしたがって行

動してきた」。 2すると、大祭司アナニヤ

が、パウロのそばに立っている者たちに、

彼の口を打てと命じた。 3そのとき、パウ

ロはアナニヤにむかって言った、「白く塗

られた壁よ、神があなたを打つであろう。

あなたは、律法にしたがって、わたしをさ

ばくために座についているのに、律法にそ

むいて、わたしを打つことを命じるのか」

。 4すると、そばに立っている者たちが言

った、「神の大祭司に対して無礼なことを

言うのか」。 5パウロは言った、「兄弟た

ちよ、彼が大祭司だとは知らなかった。聖

書に『民のかしらを悪く言ってはいけない

』と、書いてあるのだった」。 6パウロは

、議員の一部がサドカイ人であり、一部は

パリサイ人であるのを見て、議会の中で声

を高めて言った、「兄弟たちよ、わたしは

パリサイ人であり、パリサイ人の子である

。わたしは、死人の復活の望みをいだいて
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いることで、裁判を受けているのである」

。 7彼がこう言ったところ、パリサイ人と

サドカイ人との間に争論が生じ、会衆が相

分れた。 8元来、サドカイ人は、復活とか

天使とか霊とかは、いっさい存在しないと

言い、パリサイ人は、それらは、みな存在

すると主張している。 9そこで、大騒ぎと

なった。パリサイ派のある律法学者たちが

立って、強く主張して言った、「われわれ

は、この人には何も悪いことがないと思う

。あるいは、霊か天使かが、彼に告げたの

かも知れない」。 10こうして、争論が激し

くなったので、千卒長は、パウロが彼らに

引き裂かれるのを気づかって、兵卒どもに

、降りて行ってパウロを彼らの中から力づ

くで引き出し、兵営に連れて来るように、

命じた。 11その夜、主がパウロに臨んで言

われた、「しっかりせよ。あなたは、エル

サレムでわたしのことをあかししたように

、ローマでもあかしをしなくてはならない

」。 12夜が明けると、ユダヤ人らは申し合

わせをして、パウロを殺すまでは飲食をい

っさい断つと、誓い合った。 13この陰謀に

加わった者は、四十人あまりであった。 14

彼らは、祭司長たちや長老たちのところに

行って、こう言った。「われわれは、パウ

ロを殺すまでは何も食べないと、堅く誓い

合いました。 15ついては、あなたがたは議

会と組んで、彼のことでなお詳しく取調べ

をするように見せかけ、パウロをあなたが

たのところに連れ出すように、千卒長に頼

んで下さい。われわれとしては、パウロが

そこにこないうちに殺してしまう手はずを

しています」。 16ところが、パウロの姉妹

の子が、この待伏せのことを耳にし、兵営

にはいって行って、パウロにそれを知らせ

た。 17そこでパウロは、百卒長のひとりを

呼んで言った、「この若者を千卒長のとこ

ろに連れて行ってください。何か報告する

ことがあるようですから」。 18この百卒長

は若者を連れて行き、千卒長に引きあわせ

て言った、「囚人のパウロが、この若者が

あなたに話したいことがあるので、あなた

のところに連れて行ってくれるようにと、

わたしを呼んで頼みました」。 19そこで千

卒長は、若者の手を取り、人のいないとこ

ろへ連れて行って尋ねた、「わたしに話し

たいことというのは、何か」。 20若者が言

った、「ユダヤ人たちが、パウロのことを

もっと詳しく取調べをすると見せかけて、

あす議会に彼を連れ出すように、あなたに

頼むことに決めています。 21どうぞ、彼ら

の頼みを取り上げないで下さい。四十人あ

まりの者が、パウロを待伏せしているので

す。彼らは、パウロを殺すまでは飲食をい

っさい断つと、堅く誓い合っています。そ

して、いま手はずをととのえて、あなたの

許可を待っているところなのです」。 22そ

こで千卒長は、「このことをわたしに知ら

せたことは、だれにも口外するな」と命じ

て、若者を帰した。 23それから彼は、百卒

長ふたりを呼んで言った、「歩兵二百名、

騎兵七十名、槍兵二百名を、カイザリヤに

向け出発できるように、今夜九時までに用

意せよ。 24また、パウロを乗せるために馬

を用意して、彼を総督ペリクスのもとへ無

事に連れて行け」。 25さらに彼は、次のよ

うな文面の手紙を書いた。 26「クラウデオ

・ルシヤ、つつしんで総督ペリクス閣下の

平安を祈ります。 27本人のパウロが、ユダ

ヤ人らに捕えられ、まさに殺されようとし

ていたのを、彼のローマ市民であることを

知ったので、わたしは兵卒たちを率いて行

って、彼を救い出しました。 28それから、

彼が訴えられた理由を知ろうと思い、彼を

議会に連れて行きました。 29ところが、彼

はユダヤ人の律法の問題で訴えられたもの

であり、なんら死刑または投獄に当る罪の

ないことがわかりました。 30しかし、この

人に対して陰謀がめぐらされているとの報

告がありましたので、わたしは取りあえず

、彼を閣下のもとにお送りすることにし、

訴える者たちには、閣下の前で、彼に対す

る申立てをするようにと、命じておきまし

た」。 31そこで歩兵たちは、命じられたと

おりパウロを引き取って、夜の間にアンテ

パトリスまで連れて行き、 32翌日は、騎兵

たちにパウロを護送させることにして、兵
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営に帰って行った。 33騎兵たちは、カイザ

リヤに着くと、手紙を総督に手渡し、さら

にパウロを彼に引きあわせた。 34総督は手

紙を読んでから、パウロに、どの州の者か

と尋ね、キリキヤの出だと知って、 35「訴

え人たちがきた時に、おまえを調べること

にする」と言った。そして、ヘロデの官邸

に彼を守っておくように命じた。

24五日の後、大祭司アナニヤは、長老数
名と、テルトロという弁護人とを連れ

て下り、総督にパウロを訴え出た。 2パウ

ロが呼び出されたので、テルトロは論告を

始めた。「ペリクス閣下、わたしたちが、

閣下のお陰でじゅうぶんに平和を楽しみ、

またこの国が、ご配慮によって、 3あらゆ

る方面に、またいたるところで改善されて

いることは、わたしたちの感謝してやまな

いところであります。 4しかし、ご迷惑を

かけないように、くどくどと述べずに、手

短かに申し上げますから、どうぞ、忍んで

お聞き取りのほど、お願いいたします。 5

さて、この男は、疫病のような人間で、世

界中のすべてのユダヤ人の中に騒ぎを起し

ている者であり、また、ナザレ人らの異端

のかしらであります。 6この者が宮までも

汚そうとしていたので、わたしたちは彼を

捕縛したのです。〔そして、律法にしたが

って、さばこうとしていたところ、 7千卒

長ルシヤが干渉して、彼を無理にわたした

ちの手から引き離してしまい、 8彼を訴え

た人たちには、閣下のところに来るように

と命じました。〕それで、閣下ご自身でお

調べになれば、わたしたちが彼を訴え出た

理由が、全部おわかりになるでしょう」。

9ユダヤ人たちも、この訴えに同調して、全

くそのとおりだと言った。 10そこで、総督

が合図をして発言を促したので、パウロは

答弁して言った。「閣下が、多年にわたり

、この国民の裁判をつかさどっておられる

ことを、よく承知していますので、わたし

は喜んで、自分のことを弁明いたします。

11お調べになればわかるはずですが、わた

しが礼拝をしにエルサレムに上ってから、

まだ十二日そこそこにしかなりません。 12

そして、宮の内でも、会堂内でも、あるい

は市内でも、わたしがだれかと争論したり

、群衆を煽動したりするのを見たものはあ

りませんし、 13今わたしを訴え出ているこ

とについて、閣下の前に、その証拠をあげ

うるものはありません。 14ただ、わたしは

この事は認めます。わたしは、彼らが異端

だとしている道にしたがって、わたしたち

の先祖の神に仕え、律法の教えるところ、

また預言者の書に書いてあることを、こと

ごとく信じ、 15また、正しい者も正しくな

い者も、やがてよみがえるとの希望を、神

を仰いでいだいているものです。この希望

は、彼ら自身も持っているのです。 16わた

しはまた、神に対しまた人に対して、良心

に責められることのないように、常に努め

ています。 17さてわたしは、幾年ぶりかに

帰ってきて、同胞に施しをし、また、供え

物をしていました。 18そのとき、彼らはわ

たしが宮できよめを行っているのを見ただ

けであって、群衆もいず、騒動もなかった

のです。 19ところが、アジヤからきた数人

のユダヤ人が彼らが、わたしに対して、何

かとがめ立てをすることがあったなら、よ

ろしく閣下の前にきて、訴えるべきでした

。 20あるいは、何かわたしに不正なことが

あったなら、わたしが議会の前に立ってい

た時、彼らみずから、それを指摘すべきで

した。 21ただ、わたしは、彼らの中に立っ

て、『わたしは、死人のよみがえりのこと

で、きょう、あなたがたの前でさばきを受

けているのだ』と叫んだだけのことです」

。 22ここでペリクスは、この道のことを相

当わきまえていたので、「千卒長ルシヤが

下って来るのを待って、おまえたちの事件

を判決することにする」と言って、裁判を

延期した。 23そして百卒長に、パウロを監

禁するように、しかし彼を寛大に取り扱い

、友人らが世話をするのを止めないように

と、命じた。 24数日たってから、ペリクス

は、ユダヤ人である妻ドルシラと一緒にき

て、パウロを呼び出し、キリスト・イエス

に対する信仰のことを、彼から聞いた。 25

そこで、パウロが、正義、節制、未来の審
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判などについて論じていると、ペリクスは

不安を感じてきて、言った、「きょうはこ

れで帰るがよい。また、よい機会を得たら

、呼び出すことにする」。 26彼は、それと

同時に、パウロから金をもらいたい下ごこ

ろがあったので、たびたびパウロを呼び出

しては語り合った。 27さて、二か年たった

時、ポルキオ・フェストが、ペリクスと交

代して任についた。ペリクスは、ユダヤ人

の歓心を買おうと思って、パウロを監禁し

たままにしておいた。

25さて、フェストは、任地に着いてから
三日の後、カイザリヤからエルサレム

に上ったところ、 2祭司長たちやユダヤ人

の重立った者たちが、パウロを訴え出て、

3彼をエルサレムに呼び出すよう取り計らっ

ていただきたいと、しきりに願った。彼ら

は途中で待ち伏せして、彼を殺す考えであ

った。 4ところがフェストは、パウロがカ

イザリヤに監禁してあり、自分もすぐそこ

へ帰ることになっていると答え、 5そして

言った、「では、もしあの男に何か不都合

なことがあるなら、おまえたちのうちの有

力者らが、わたしと一緒に下って行って、

訴えるがよかろう」。 6フェストは、彼ら

のあいだに八日か十日ほど滞在した後、カ

イザリヤに下って行き、その翌日、裁判の

席について、パウロを引き出すように命じ

た。 7パウロが姿をあらわすと、エルサレ

ムから下ってきたユダヤ人たちが、彼を取

りかこみ、彼に対してさまざまの重い罪状

を申し立てたが、いずれもその証拠をあげ

ることはできなかった。 8パウロは「わた

しは、ユダヤ人の律法に対しても、宮に対

しても、またカイザルに対しても、なんら

罪を犯したことはない」と弁明した。 9と

ころが、フェストはユダヤ人の歓心を買お

うと思って、パウロにむかって言った、「

おまえはエルサレムに上り、この事件に関

し、わたしからそこで裁判を受けることを

承知するか」。 10パウロは言った、「わた

しは今、カイザルの法廷に立っています。

わたしはこの法廷で裁判されるべきです。

よくご承知のとおり、わたしはユダヤ人た

ちに、何も悪いことをしてはいません。 11

もしわたしが悪いことをし、死に当るよう

なことをしているのなら、死を免れようと

はしません。しかし、もし彼らの訴えるこ

とに、なんの根拠もないとすれば、だれも

わたしを彼らに引き渡す権利はありません

。わたしはカイザルに上訴します」。 12そ

こでフェストは、陪席の者たちと協議した

うえ答えた、「おまえはカイザルに上訴を

申し出た。カイザルのところに行くがよい

」。 13数日たった後、アグリッパ王とベル

ニケとが、フェストに敬意を表するため、

カイザリヤにきた。 14ふたりは、そこに何

日間も滞在していたので、フェストは、パ

ウロのことを王に話して言った、「ここに

、ペリクスが囚人として残して行ったひと

りの男がいる。 15わたしがエルサレムに行

った時、この男のことを、祭司長たちやユ

ダヤ人の長老たちが、わたしに報告し、彼

を罪に定めるようにと要求した。 16そこで

わたしは、彼らに答えた、『訴えられた者

が、訴えた者の前に立って、告訴に対し弁

明する機会を与えられない前に、その人を

見放してしまうのは、ローマ人の慣例には

ないことである』。 17それで、彼らがここ

に集まってきた時、わたしは時をうつさず

、次の日に裁判の席について、その男を引

き出させた。 18訴えた者たちは立ち上がっ

たが、わたしが推測していたような悪事は

、彼について何一つ申し立てはしなかった

。 19ただ、彼と争い合っているのは、彼ら

自身の宗教に関し、また、死んでしまった

のに生きているとパウロが主張しているイ

エスなる者に関する問題に過ぎない。 20こ

れらの問題を、どう取り扱ってよいかわか

らなかったので、わたしは彼に、『エルサ

レムに行って、これらの問題について、そ

こでさばいてもらいたくはないか』と尋ね

てみた。 21ところがパウロは、皇帝の判決

を受ける時まで、このまま自分をとどめて

おいてほしいと言うので、カイザルに彼を

送りとどける時までとどめておくようにと

、命じておいた」。 22そこで、アグリッパ

がフェストに「わたしも、その人の言い分
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を聞いて見たい」と言ったので、フェスト

は、「では、あす彼から聞きとるようにし

てあげよう」と答えた。 23翌日、アグリッ

パとベルニケとは、大いに威儀をととのえ

て、千卒長たちや市の重立った人たちと共

に、引見所にはいってきた。すると、フェ

ストの命によって、パウロがそこに引き出

された。 24そこで、フェストが言った、「

アグリッパ王、ならびにご臨席の諸君。ご

らんになっているこの人物は、ユダヤ人た

ちがこぞって、エルサレムにおいても、ま

た、この地においても、これ以上、生かし

ておくべきでないと叫んで、わたしに訴え

出ている者である。 25しかし、彼は死に当

ることは何もしていないと、わたしは見て

いるのだが、彼自身が皇帝に上訴すると言

い出したので、彼をそちらへ送ることに決

めた。 26ところが、彼について、主君に書

きおくる確かなものが何もないので、わた

しは、彼を諸君の前に、特に、アグリッパ

王よ、あなたの前に引き出して、取調べを

したのち、上書すべき材料を得ようと思う

。 27囚人を送るのに、その告訴の理由を示

さないということは、不合理だと思えるか

らである」。

26アグリッパはパウロに、「おまえ自身
のことを話してもよい」と言った。そ

こでパウロは、手をさし伸べて、弁明をし

始めた。 2「アグリッパ王よ、ユダヤ人た

ちから訴えられているすべての事に関して

、きょう、あなたの前で弁明することにな

ったのは、わたしのしあわせに思うところ

であります。 3あなたは、ユダヤ人のあら

ゆる慣例や問題を、よく知り抜いておられ

るかたですから、わたしの申すことを、寛

大なお心で聞いていただきたいのです。 4

さて、わたしは若い時代には、初めから自

国民の中で、またエルサレムで過ごしたの

ですが、そのころのわたしの生活ぶりは、

ユダヤ人がみんなよく知っているところで

す。 5彼らはわたしを初めから知っている

ので、証言しようと思えばできるのですが

、わたしは、わたしたちの宗教の最も厳格

な派にしたがって、パリサイ人としての生

活をしていたのです。 6今わたしは、神が

わたしたちの先祖に約束なさった希望をい

だいているために、裁判を受けているので

あります。 7わたしたちの十二の部族は、

夜昼、熱心に神に仕えて、その約束を得よ

うと望んでいるのです。王よ、この希望の

ために、わたしはユダヤ人から訴えられて

います。 8神が死人をよみがえらせるとい

うことが、あなたがたには、どうして信じ

られないことと思えるのでしょうか。 9わ

たし自身も、以前には、ナザレ人イエスの

名に逆らって反対の行動をすべきだと、思

っていました。 10そしてわたしは、それを

エルサレムで敢行し、祭司長たちから権限

を与えられて、多くの聖徒たちを獄に閉じ

込め、彼らが殺される時には、それに賛成

の意を表しました。 11それから、いたると

ころの会堂で、しばしば彼らを罰して、無

理やりに神をけがす言葉を言わせようとし

、彼らに対してひどく荒れ狂い、ついに外

国の町々にまで、迫害の手をのばすに至り

ました。 12こうして、わたしは、祭司長た

ちから権限と委任とを受けて、ダマスコに

行ったのですが、 13王よ、その途中、真昼

に、光が天からさして来るのを見ました。

それは、太陽よりも、もっと光り輝いて、

わたしと同行者たちとをめぐり照しました

。 14わたしたちはみな地に倒れましたが、

その時ヘブル語でわたしにこう呼びかける

声を聞きました、『サウロ、サウロ、なぜ

わたしを迫害するのか。とげのあるむちを

ければ、傷を負うだけである』。 15そこで

、わたしが『主よ、あなたはどなたですか

』と尋ねると、主は言われた、『わたしは

、あなたが迫害しているイエスである。 16

さあ、起きあがって、自分の足で立ちなさ

い。わたしがあなたに現れたのは、あなた

がわたしに会った事と、あなたに現れて示

そうとしている事とをあかしし、これを伝

える務に、あなたを任じるためである。 17

わたしは、この国民と異邦人との中から、

あなたを救い出し、あらためてあなたを彼

らにつかわすが、 18それは、彼らの目を開

き、彼らをやみから光へ、悪魔の支配から
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神のみもとへ帰らせ、また、彼らが罪のゆ

るしを得、わたしを信じる信仰によって、

聖別された人々に加わるためである』。 19

それですから、アグリッパ王よ、わたしは

天よりの啓示にそむかず、 20まず初めにダ

マスコにいる人々に、それからエルサレム

にいる人々、さらにユダヤ全土、ならびに

異邦人たちに、悔い改めて神に立ち帰り、

悔改めにふさわしいわざを行うようにと、

説き勧めました。 21そのために、ユダヤ人

は、わたしを宮で引き捕えて殺そうとした

のです。 22しかし、わたしは今日に至るま

で神の加護を受け、このように立って、小

さい者にも大きい者にもあかしをなし、預

言者たちやモーセが、今後起るべきだと語

ったことを、そのまま述べてきました。 23

すなわち、キリストが苦難を受けること、

また、死人の中から最初によみがえって、

この国民と異邦人とに、光を宣べ伝えるに

至ることを、あかししたのです」。 24パウ

ロがこのように弁明をしていると、フェス

トは大声で言った、「パウロよ、おまえは

気が狂っている。博学が、おまえを狂わせ

ている」。 25パウロが言った、「フェスト

閣下よ、わたしは気が狂ってはいません。

わたしは、まじめな真実の言葉を語ってい

るだけです。 26王はこれらのことをよく知

っておられるので、王に対しても、率直に

申し上げているのです。それは、片すみで

行われたのではないのですから、一つとし

て、王が見のがされたことはないと信じま

す。 27アグリッパ王よ、あなたは預言者を

信じますか。信じておられると思います」

。 28アグリッパがパウロに言った、「おま

えは少し説いただけで、わたしをクリスチ

ャンにしようとしている」。 29パウロが言

った、「説くことが少しであろうと、多く

であろうと、わたしが神に祈るのは、ただ

あなただけでなく、きょう、わたしの言葉

を聞いた人もみな、わたしのようになって

下さることです。このような鎖は別ですが

」。 30それから、王も総督もベルニケも、

また列席の人々も、みな立ちあがった。 31

退場してから、互に語り合って言った、「

あの人は、死や投獄に当るようなことをし

てはいない」。 32そして、アグリッパがフ

ェストに言った、「あの人は、カイザルに

上訴していなかったら、ゆるされたであろ

うに」。

27さて、わたしたちが、舟でイタリヤに
行くことが決まった時、パウロとその

ほか数人の囚人とは、近衛隊の百卒長ユリ

アスに託された。 2そしてわたしたちは、

アジヤ沿岸の各所に寄港することになって

いるアドラミテオの舟に乗り込んで、出帆

した。テサロニケのマケドニヤ人アリスタ

ルコも同行した。 3次の日、シドンに入港

したが、ユリアスは、パウロを親切に取り

扱い、友人をおとずれてかんたいを受ける

ことを、許した。 4それからわたしたちは

、ここから船出したが、逆風にあったので

、クプロの島かげを航行し、 5キリキヤと

パンフリヤの沖を過ぎて、ルキヤのミラに

入港した。 6そこに、イタリヤ行きのアレ

キサンドリヤの舟があったので、百卒長は

、わたしたちをその舟に乗り込ませた。 7

幾日ものあいだ、舟の進みがおそくて、わ

たしたちは、かろうじてクニドの沖合にき

たが、風がわたしたちの行く手をはばむの

で、サルモネの沖、クレテの島かげを航行

し、 8その岸に沿って進み、かろうじて「

良き港」と呼ばれる所に着いた。その近く

にラサヤの町があった。 9長い時が経過し

、断食期も過ぎてしまい、すでに航海が危

険な季節になったので、パウロは人々に警

告して言った、 10「皆さん、わたしの見る

ところでは、この航海では、積荷や船体ば

かりでなく、われわれの生命にも、危害と

大きな損失が及ぶであろう」。 11しかし百

卒長は、パウロの意見よりも、船長や船主

の方を信頼した。 12なお、この港は冬を過

ごすのに適しないので、大多数の者は、こ

こから出て、できればなんとかして、南西

と北西とに面しているクレテのピニクス港

に行って、そこで冬を過ごしたいと主張し

た。 13時に、南風が静かに吹いてきたので

、彼らは、この時とばかりにいかりを上げ

て、クレテの岸に沿って航行した。 14する
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と間もなく、ユーラクロンと呼ばれる暴風

が、島から吹きおろしてきた。 15そのため

に、舟が流されて風に逆らうことができな

いので、わたしたちは吹き流されるままに

任せた。 16それから、クラウダという小島

の陰に、はいり込んだので、わたしたちは

、やっとのことで小舟を処置することがで

き、 17それを舟に引き上げてから、綱で船

体を巻きつけた。また、スルテスの洲に乗

り上げるのを恐れ、帆をおろして流れるま

まにした。 18わたしたちは、暴風にひどく

悩まされつづけたので、次の日に、人々は

積荷を捨てはじめ、 19三日目には、船具ま

でも、てずから投げすてた。 20幾日ものあ

いだ、太陽も星も見えず、暴風は激しく吹

きすさぶので、わたしたちの助かる最後の

望みもなくなった。 21みんなの者は、長い

あいだ食事もしないでいたが、その時、パ

ウロが彼らの中に立って言った、「皆さん

、あなたがたが、わたしの忠告を聞きいれ

て、クレテから出なかったら、このような

危害や損失を被らなくてすんだはずであっ

た。 22だが、この際、お勧めする。元気を

出しなさい。舟が失われるだけで、あなた

がたの中で生命を失うものは、ひとりもい

ないであろう。 23昨夜、わたしが仕え、ま

た拝んでいる神からの御使が、わたしのそ

ばに立って言った、 24『パウロよ、恐れる

な。あなたは必ずカイザルの前に立たなけ

ればならない。たしかに神は、あなたと同

船の者を、ことごとくあなたに賜わってい

る』。 25だから、皆さん、元気を出しなさ

い。万事はわたしに告げられたとおりに成

って行くと、わたしは、神かけて信じてい

る。 26われわれは、どこかの島に打ちあげ

られるに相違ない」。 27わたしたちがアド

リヤ海に漂ってから十四日目の夜になった

時、真夜中ごろ、水夫らはどこかの陸地に

近づいたように感じた。 28そこで、水の深

さを測ってみたところ、二十ひろであるこ

とがわかった。それから少し進んで、もう

一度測ってみたら、十五ひろであった。 29

わたしたちが、万一暗礁に乗り上げては大

変だと、人々は気づかって、ともから四つ

のいかりを投げおろし、夜の明けるのを待

ちわびていた。 30その時、水夫らが舟から

逃げ出そうと思って、へさきからいかりを

投げおろすと見せかけ、小舟を海におろし

ていたので、 31パウロは、百卒長や兵卒た

ちに言った、「あの人たちが、舟に残って

いなければ、あなたがたは助からない」。

32そこで兵卒たちは、小舟の綱を断ち切っ

て、その流れて行くままに任せた。 33夜が

明けかけたころ、パウロは一同の者に、食

事をするように勧めて言った、「あなたが

たが食事もせずに、見張りを続けてから、

何も食べないで、きょうが十四日目に当る

。 34だから、いま食事を取ることをお勧め

する。それが、あなたがたを救うことにな

るのだから。たしかに髪の毛ひとすじでも

、あなたがたの頭から失われることはない

であろう」。 35彼はこう言って、パンを取

り、みんなの前で神に感謝し、それをさい

て食べはじめた。 36そこで、みんなの者も

元気づいて食事をした。 37舟にいたわたし

たちは、合わせて二百七十六人であった。

38みんなの者は、じゅうぶんに食事をした

後、穀物を海に投げすてて舟を軽くした。

39夜が明けて、どこの土地かよくわからな

かったが、砂浜のある入江が見えたので、

できれば、それに舟を乗り入れようという

ことになった。 40そこで、いかりを切り離

して海に捨て、同時にかじの綱をゆるめ、

風に前の帆をあげて、砂浜にむかって進ん

だ。 41ところが、潮流の流れ合う所に突き

進んだため、舟を浅瀬に乗りあげてしまっ

て、へさきがめり込んで動かなくなり、と

もの方は激浪のためにこわされた。 42兵卒

たちは、囚人らが泳いで逃げるおそれがあ

るので、殺してしまおうと図ったが、 43百

卒長は、パウロを救いたいと思うところか

ら、その意図をしりぞけ、泳げる者はまず

海に飛び込んで陸に行き、 44その他の者は

、板や舟の破片に乗って行くように命じた

。こうして、全部の者が上陸して救われた

のであった。

28わたしたちが、こうして救われてから
わかったが、これはマルタと呼ばれる
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島であった。 2土地の人々は、わたしたち

に並々ならぬ親切をあらわしてくれた。す

なわち、降りしきる雨や寒さをしのぐため

に、火をたいてわたしたち一同をねぎらっ

てくれたのである。 3そのとき、パウロは

ひとかかえの柴をたばねて火にくべたとこ

ろ、熱気のためにまむしが出てきて、彼の

手にかみついた。 4土地の人々は、この生

きものがパウロの手からぶら下がっている

のを見て、互に言った、「この人は、きっ

と人殺しに違いない。海からはのがれたが

、ディケーの神様が彼を生かしてはおかな

いのだ」。 5ところがパウロは、まむしを

火の中に振り落して、なんの害も被らなか

った。 6彼らは、彼が間もなくはれ上がる

か、あるいは、たちまち倒れて死ぬだろう

と、様子をうかがっていた。しかし、長い

間うかがっていても、彼の身になんの変っ

たことも起らないのを見て、彼らは考えを

変えて、「この人は神様だ」と言い出した

。 7さて、その場所の近くに、島の首長、

ポプリオという人の所有地があった。彼は

、そこにわたしたちを招待して、三日のあ

いだ親切にもてなしてくれた。 8たまたま

、ポプリオの父が赤痢をわずらい、高熱で

床についていた。そこでパウロは、その人

のところにはいって行って祈り、手を彼の

上においていやしてやった。 9このことが

あってから、ほかに病気をしている島の人

たちが、ぞくぞくとやってきて、みないや

された。 10彼らはわたしたちを非常に尊敬

し、出帆の時には、必要な品々を持ってき

てくれた。 11三か月たった後、わたしたち

は、この島に冬ごもりをしていたデオスク

リの船飾りのあるアレキサンドリヤの舟で

、出帆した。 12そして、シラクサに寄港し

て三日のあいだ停泊し、 13そこから進んで

レギオンに行った。それから一日おいて、

南風が吹いてきたのに乗じ、ふつか目にポ

テオリに着いた。 14そこで兄弟たちに会い

、勧められるまま、彼らのところに七日間

も滞在した。それからわたしたちは、つい

にローマに到着した。 15ところが、兄弟た

ちは、わたしたちのことを聞いて、アピオ

・ポロおよびトレス・タベルネまで出迎え

てくれた。パウロは彼らに会って、神に感

謝し勇み立った。 16わたしたちがローマに

着いた後、パウロは、ひとりの番兵をつけ

られ、ひとりで住むことを許された。 17三

日たってから、パウロは、重立ったユダヤ

人たちを招いた。みんなの者が集まったと

き、彼らに言った、「兄弟たちよ、わたし

は、わが国民に対しても、あるいは先祖伝

来の慣例に対しても、何一つそむく行為が

なかったのに、エルサレムで囚人としてロ

ーマ人たちの手に引き渡された。 18彼らは

わたしを取り調べた結果、なんら死に当る

罪状もないので、わたしを釈放しようと思

ったのであるが、 19ユダヤ人たちがこれに

反対したため、わたしはやむを得ず、カイ

ザルに上訴するに至ったのである。しかし

わたしは、わが同胞を訴えようなどとして

いるのではない。 20こういうわけで、あな

たがたに会って語り合いたいと願っていた

。事実、わたしは、イスラエルのいだいて

いる希望のゆえに、この鎖につながれてい

るのである」。 21そこで彼らは、パウロに

言った、「わたしたちは、ユダヤ人たちか

ら、あなたについて、なんの文書も受け取

っていないし、また、兄弟たちの中からこ

こにきて、あなたについて不利な報告をし

たり、悪口を言ったりした者もなかった。

22わたしたちは、あなたの考えていること

を、直接あなたから聞くのが、正しいこと

だと思っている。実は、この宗派について

は、いたるところで反対のあることが、わ

たしたちの耳にもはいっている」。 23そこ

で、日を定めて、大ぜいの人が、パウロの

宿につめかけてきたので、朝から晩まで、

パウロは語り続け、神の国のことをあかし

し、またモーセの律法や預言者の書を引い

て、イエスについて彼らの説得につとめた

。 24ある者はパウロの言うことを受けいれ

、ある者は信じようともしなかった。 25互

に意見が合わなくて、みんなの者が帰ろう

としていた時、パウロはひとこと述べて言

った、「聖霊はよくも預言者イザヤによっ

て、あなたがたの先祖に語ったものである
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。 26『この民に行って言え、あなたがたは

聞くには聞くが、決して悟らない。見るに

は見るが、決して認めない。 27この民の心

は鈍くなり、その耳は聞えにくく、その目

は閉じている。それは、彼らが目で見ず、

耳で聞かず、心で悟らず、悔い改めていや

されることがないためである』。 28そこで

、あなたがたは知っておくがよい。神のこ

の救の言葉は、異邦人に送られたのだ。彼

らは、これに聞きしたがうであろう」。〔

29パウロがこれらのことを述べ終ると、ユ

ダヤ人らは、互に論じ合いながら帰って行

った。〕 30パウロは、自分の借りた家に満

二年のあいだ住んで、たずねて来る人々を

みな迎え入れ、 31はばからず、また妨げら

れることもなく、神の国を宣べ伝え、主イ

エス・キリストのことを教えつづけた。
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ローマ人への手紙

1キリスト・イエスの僕、神の福音のため
に選び別たれ、召されて使徒となったパ

ウロから 2この福音は、神が、預言者たち

により、聖書の中で、あらかじめ約束され

たものであって、 3御子に関するものであ

る。御子は、肉によればダビデの子孫から

生れ、 4聖なる霊によれば、死人からの復

活により、御力をもって神の御子と定めら

れた。これがわたしたちの主イエス・キリ

ストである。 5わたしたちは、その御名の

ために、すべての異邦人を信仰の従順に至

らせるようにと、彼によって恵みと使徒の

務とを受けたのであり、 6あなたがたもま

た、彼らの中にあって、召されてイエス・

キリストに属する者となったのである 7ロ

ーマにいる、神に愛され、召された聖徒一

同へ。わたしたちの父なる神および主イエ

ス・キリストから、恵みと平安とが、あな

たがたにあるように。 8まず第一に、わた

しは、あなたがたの信仰が全世界に言い伝

えられていることを、イエス・キリストに

よって、あなたがた一同のために、わたし

の神に感謝する。 10わたしは、祈のたびご

とに、絶えずあなたがたを覚え、いつかは

御旨にかなって道が開かれ、どうにかして

、あなたがたの所に行けるようにと願って

いる。このことについて、わたしのために

あかしをして下さるのは、わたしが霊によ

り、御子の福音を宣べ伝えて仕えている神

である。 11わたしは、あなたがたに会うこ

とを熱望している。あなたがたに霊の賜物

を幾分でも分け与えて、力づけたいからで

ある。 12それは、あなたがたの中にいて、

あなたがたとわたしとのお互の信仰によっ

て、共に励まし合うためにほかならない。

13兄弟たちよ。このことを知らずにいても

らいたくない。わたしはほかの異邦人の間

で得たように、あなたがたの間でも幾分か

の実を得るために、あなたがたの所に行こ

うとしばしば企てたが、今まで妨げられて

きた。 14わたしには、ギリシヤ人にも未開

の人にも、賢い者にも無知な者にも、果す

べき責任がある。 15そこで、わたしとして

の切なる願いは、ローマにいるあなたがた

にも、福音を宣べ伝えることなのである。

16わたしは福音を恥としない。それは、ユ

ダヤ人をはじめ、ギリシヤ人にも、すべて

信じる者に、救を得させる神の力である。

17神の義は、その福音の中に啓示され、信

仰に始まり信仰に至らせる。これは、「信

仰による義人は生きる」と書いてあるとお

りである。 18神の怒りは、不義をもって真

理をはばもうとする人間のあらゆる不信心

と不義とに対して、天から啓示される。 19

なぜなら、神について知りうる事がらは、

彼らには明らかであり、神がそれを彼らに

明らかにされたのである。 20神の見えない

性質、すなわち、神の永遠の力と神性とは

、天地創造このかた、被造物において知ら

れていて、明らかに認められるからである

。したがって、彼らには弁解の余地がない

。 (aïdios g126) 21なぜなら、彼らは神を知って

いながら、神としてあがめず、感謝もせず

、かえってその思いはむなしくなり、その

無知な心は暗くなったからである。 22彼ら

は自ら知者と称しながら、愚かになり、 23

不朽の神の栄光を変えて、朽ちる人間や鳥

や獣や這うものの像に似せたのである。 24

ゆえに、神は、彼らが心の欲情にかられ、

自分のからだを互にはずかしめて、汚すま

まに任せられた。 25彼らは神の真理を変え

て虚偽とし、創造者の代りに被造物を拝み

、これに仕えたのである。創造者こそ永遠

にほむべきものである、アァメン。 (aiōn g165)

26それゆえ、神は彼らを恥ずべき情欲に任

せられた。すなわち、彼らの中の女は、そ

の自然の関係を不自然なものに代え、 27男

もまた同じように女との自然の関係を捨て

て、互にその情欲の炎を燃やし、男は男に

対して恥ずべきことをなし、そしてその乱

行の当然の報いを、身に受けたのである。

28そして、彼らは神を認めることを正しい

としなかったので、神は彼らを正しからぬ

思いにわたし、なすべからざる事をなすに

任せられた。 29すなわち、彼らは、あらゆ

る不義と悪と貪欲と悪意とにあふれ、ねた
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みと殺意と争いと詐欺と悪念とに満ち、ま

た、ざん言する者、 30そしる者、神を憎む

者、不遜な者、高慢な者、大言壮語する者

、悪事をたくらむ者、親に逆らう者となり

、 31無知、不誠実、無情、無慈悲な者とな

っている。 32彼らは、こうした事を行う者

どもが死に価するという神の定めをよく知

りながら、自らそれを行うばかりではなく

、それを行う者どもを是認さえしている。

2だから、ああ、すべて人をさばく者よ。
あなたには弁解の余地がない。あなたは

、他人をさばくことによって、自分自身を

罪に定めている。さばくあなたも、同じこ

とを行っているからである。 2わたしたち

は、神のさばきが、このような事を行う者

どもの上に正しく下ることを、知っている

。 3ああ、このような事を行う者どもをさ

ばきながら、しかも自ら同じことを行う人

よ。あなたは、神のさばきをのがれうると

思うのか。 4それとも、神の慈愛があなた

を悔改めに導くことも知らないで、その慈

愛と忍耐と寛容との富を軽んじるのか。 5

あなたのかたくなな、悔改めのない心のゆ

えに、あなたは、神の正しいさばきの現れ

る怒りの日のために神の怒りを、自分の身

に積んでいるのである。 6神は、おのおの

に、そのわざにしたがって報いられる。 7

すなわち、一方では、耐え忍んで善を行っ

て、光栄とほまれと朽ちぬものとを求める

人に、永遠のいのちが与えられ、 (aiōnios g166)

8他方では、党派心をいだき、真理に従わな

いで不義に従う人に、怒りと激しい憤りと

が加えられる。 9悪を行うすべての人には

、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、患難

と苦悩とが与えられ、 10善を行うすべての

人には、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも

、光栄とほまれと平安とが与えられる。 11

なぜなら、神には、かたより見ることがな

いからである。 12そのわけは、律法なしに

罪を犯した者は、また律法なしに滅び、律

法のもとで罪を犯した者は、律法によって

さばかれる。 13なぜなら、律法を聞く者が

、神の前に義なるものではなく、律法を行

う者が、義とされるからである。 14すなわ

ち、律法を持たない異邦人が、自然のまま

で、律法の命じる事を行うなら、たとい律

法を持たなくても、彼らにとっては自分自

身が律法なのである。 15彼らは律法の要求

がその心にしるされていることを現し、そ

のことを彼らの良心も共にあかしをして、

その判断が互にあるいは訴え、あるいは弁

明し合うのである。 16そして、これらのこ

とは、わたしの福音によれば、神がキリス

ト・イエスによって人々の隠れた事がらを

さばかれるその日に、明らかにされるであ

ろう。 17もしあなたが、自らユダヤ人と称

し、律法に安んじ、神を誇とし、 18御旨を

知り、律法に教えられて、なすべきことを

わきまえており、 20さらに、知識と真理と

が律法の中に形をとっているとして、自ら

盲人の手引き、やみにおる者の光、愚かな

者の導き手、幼な子の教師をもって任じて

いるのなら、 21なぜ、人を教えて自分を教

えないのか。盗むなと人に説いて、自らは

盗むのか。 22姦淫するなと言って、自らは

姦淫するのか。偶像を忌みきらいながら、

自らは宮の物をかすめるのか。 23律法を誇

としながら、自らは律法に違反して、神を

侮っているのか。 24聖書に書いてあるとお

り、「神の御名は、あなたがたのゆえに、

異邦人の間で汚されている」。 25もし、あ

なたが律法を行うなら、なるほど、割礼は

役に立とう。しかし、もし律法を犯すなら

、あなたの割礼は無割礼となってしまう。

26だから、もし無割礼の者が律法の規定を

守るなら、その無割礼は割礼と見なされる

ではないか。 27かつ、生れながら無割礼の

者であって律法を全うする者は、律法の文

字と割礼とを持ちながら律法を犯している

あなたを、さばくのである。 28というのは

、外見上のユダヤ人がユダヤ人ではなく、

また、外見上の肉における割礼が割礼でも

ない。 29かえって、隠れたユダヤ人がユダ

ヤ人であり、また、文字によらず霊による

心の割礼こそ割礼であって、そのほまれは

人からではなく、神から来るのである。
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3では、ユダヤ人のすぐれている点は何か
。また割礼の益は何か。 2それは、いろ

いろの点で数多くある。まず第一に、神の

言が彼らにゆだねられたことである。 3す

ると、どうなるのか。もし、彼らのうちに

不真実の者があったとしたら、その不真実

によって、神の真実は無になるであろうか

。 4断じてそうではない。あらゆる人を偽

り者としても、神を真実なものとすべきで

ある。それは、「あなたが言葉を述べると

きは、義とせられ、あなたがさばきを受け

るとき、勝利を得るため」と書いてあると

おりである。 5しかし、もしわたしたちの

不義が、神の義を明らかにするとしたら、

なんと言うべきか。怒りを下す神は、不義

であると言うのか（これは人間的な言い方

ではある）。 6断じてそうではない。もし

そうであったら、神はこの世を、どうさば

かれるだろうか。 7しかし、もし神の真実

が、わたしの偽りによりいっそう明らかに

されて、神の栄光となるなら、どうして、

わたしはなおも罪人としてさばかれるのだ

ろうか。 8むしろ、「善をきたらせるため

に、わたしたちは悪をしようではないか」

（わたしたちがそう言っていると、ある人

々はそしっている）。彼らが罰せられるの

は当然である。 9すると、どうなるのか。

わたしたちには何かまさったところがある

のか。絶対にない。ユダヤ人もギリシヤ人

も、ことごとく罪の下にあることを、わた

したちはすでに指摘した。 10次のように書

いてある、「義人はいない、ひとりもいな

い。 11悟りのある人はいない、神を求める

人はいない。 12すべての人は迷い出て、こ

とごとく無益なものになっている。善を行

う者はいない、ひとりもいない。 13彼らの

のどは、開いた墓であり、彼らは、その舌

で人を欺き、彼らのくちびるには、まむし

の毒があり、 14彼らの口は、のろいと苦い

言葉とで満ちている。 15彼らの足は、血を

流すのに速く、 16彼らの道には、破壊と悲

惨とがある。 17そして、彼らは平和の道を

知らない。 18彼らの目の前には、神に対す

る恐れがない」。 19さて、わたしたちが知

っているように、すべて律法の言うところ

は、律法のもとにある者たちに対して語ら

れている。それは、すべての口がふさがれ

、全世界が神のさばきに服するためである

。 20なぜなら、律法を行うことによっては

、すべての人間は神の前に義とせられない

からである。律法によっては、罪の自覚が

生じるのみである。 21しかし今や、神の義

が、律法とは別に、しかも律法と預言者と

によってあかしされて、現された。 22それ

は、イエス・キリストを信じる信仰による

神の義であって、すべて信じる人に与えら

れるものである。そこにはなんらの差別も

ない。 23すなわち、すべての人は罪を犯し

たため、神の栄光を受けられなくなってお

り、 24彼らは、価なしに、神の恵みにより

、キリスト・イエスによるあがないによっ

て義とされるのである。 25神はこのキリス

トを立てて、その血による、信仰をもって

受くべきあがないの供え物とされた。それ

は神の義を示すためであった。すなわち、

今までに犯された罪を、神は忍耐をもって

見のがしておられたが、 26それは、今の時

に、神の義を示すためであった。こうして

、神みずからが義となり、さらに、イエス

を信じる者を義とされるのである。 27する

と、どこにわたしたちの誇があるのか。全

くない。なんの法則によってか。行いの法

則によってか。そうではなく、信仰の法則

によってである。 28わたしたちは、こう思

う。人が義とされるのは、律法の行いによ

るのではなく、信仰によるのである。 29そ

れとも、神はユダヤ人だけの神であろうか

。また、異邦人の神であるのではないか。

確かに、異邦人の神でもある。 30まことに

、神は唯一であって、割礼のある者を信仰

によって義とし、また、無割礼の者をも信

仰のゆえに義とされるのである。 31すると

、信仰のゆえに、わたしたちは律法を無効

にするのであるか。断じてそうではない。

かえって、それによって律法を確立するの

である。

4それでは、肉によるわたしたちの先祖ア
ブラハムの場合については、なんと言っ
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たらよいか。 2もしアブラハムが、その行

いによって義とされたのであれば、彼は誇

ることができよう。しかし、神のみまえで

は、できない。 3なぜなら、聖書はなんと

言っているか、「アブラハムは神を信じた

。それによって、彼は義と認められた」と

ある。 4いったい、働く人に対する報酬は

、恩恵としてではなく、当然の支払いとし

て認められる。 5しかし、働きはなくても

、不信心な者を義とするかたを信じる人は

、その信仰が義と認められるのである。 6

ダビデもまた、行いがなくても神に義と認

められた人の幸福について、次のように言

っている、 7「不法をゆるされ、罪をおお

われた人たちは、さいわいである。 8罪を

主に認められない人は、さいわいである」

。 9さて、この幸福は、割礼の者だけが受

けるのか。それとも、無割礼の者にも及ぶ

のか。わたしたちは言う、「アブラハムに

は、その信仰が義と認められた」のである

。 10それでは、どういう場合にそう認めら

れたのか。割礼を受けてからか、それとも

受ける前か。割礼を受けてからではなく、

無割礼の時であった。 11そして、アブラハ

ムは割礼というしるしを受けたが、それは

、無割礼のままで信仰によって受けた義の

証印であって、彼が、無割礼のままで信じ

て義とされるに至るすべての人の父となり

、 12かつ、割礼の者の父となるためなので

ある。割礼の者というのは、割礼を受けた

者ばかりではなく、われらの父アブラハム

が無割礼の時に持っていた信仰の足跡を踏

む人々をもさすのである。 13なぜなら、世

界を相続させるとの約束が、アブラハムと

その子孫とに対してなされたのは、律法に

よるのではなく、信仰の義によるからであ

る。 14もし、律法に立つ人々が相続人であ

るとすれば、信仰はむなしくなり、約束も

また無効になってしまう。 15いったい、律

法は怒りを招くものであって、律法のない

ところには違反なるものはない。 16このよ

うなわけで、すべては信仰によるのである

。それは恵みによるのであって、すべての

子孫に、すなわち、律法に立つ者だけにで

はなく、アブラハムの信仰に従う者にも、

この約束が保証されるのである。アブラハ

ムは、神の前で、わたしたちすべての者の

父であって、 17「わたしは、あなたを立て

て多くの国民の父とした」と書いてあると

おりである。彼はこの神、すなわち、死人

を生かし、無から有を呼び出される神を信

じたのである。 18彼は望み得ないのに、な

おも望みつつ信じた。そのために、「あな

たの子孫はこうなるであろう」と言われて

いるとおり、多くの国民の父となったので

ある。 19すなわち、およそ百歳となって、

彼自身のからだが死んだ状態であり、また

、サラの胎が不妊であるのを認めながらも

、なお彼の信仰は弱らなかった。 20彼は、

神の約束を不信仰のゆえに疑うようなこと

はせず、かえって信仰によって強められ、

栄光を神に帰し、 21神はその約束されたこ

とを、また成就することができると確信し

た。 22だから、彼は義と認められたのであ

る。 23しかし「義と認められた」と書いて

あるのは、アブラハムのためだけではなく

、 24わたしたちのためでもあって、わたし

たちの主イエスを死人の中からよみがえら

せたかたを信じるわたしたちも、義と認め

られるのである。 25主は、わたしたちの罪

過のために死に渡され、わたしたちが義と

されるために、よみがえらされたのである

。

5このように、わたしたちは、信仰によっ
て義とされたのだから、わたしたちの主

イエス・キリストにより、神に対して平和

を得ている。 2わたしたちは、さらに彼に

より、いま立っているこの恵みに信仰によ

って導き入れられ、そして、神の栄光にあ

ずかる希望をもって喜んでいる。 3それだ

けではなく、患難をも喜んでいる。なぜな

ら、患難は忍耐を生み出し、 4忍耐は錬達

を生み出し、錬達は希望を生み出すことを

、知っているからである。 5そして、希望

は失望に終ることはない。なぜなら、わた

したちに賜わっている聖霊によって、神の

愛がわたしたちの心に注がれているからで

ある。 6わたしたちがまだ弱かったころ、
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キリストは、時いたって、不信心な者たち

のために死んで下さったのである。 7正し

い人のために死ぬ者は、ほとんどいないで

あろう。善人のためには、進んで死ぬ者も

あるいはいるであろう。 8しかし、まだ罪

人であった時、わたしたちのためにキリス

トが死んで下さったことによって、神はわ

たしたちに対する愛を示されたのである。

9わたしたちは、キリストの血によって今は

義とされているのだから、なおさら、彼に

よって神の怒りから救われるであろう。 10

もし、わたしたちが敵であった時でさえ、

御子の死によって神との和解を受けたとす

れば、和解を受けている今は、なおさら、

彼のいのちによって救われるであろう。 11

そればかりではなく、わたしたちは、今や

和解を得させて下さったわたしたちの主イ

エス・キリストによって、神を喜ぶのであ

る。 12このようなわけで、ひとりの人によ

って、罪がこの世にはいり、また罪によっ

て死がはいってきたように、こうして、す

べての人が罪を犯したので、死が全人類に

はいり込んだのである。 13というのは、律

法以前にも罪は世にあったが、律法がなけ

れば、罪は罪として認められないのである

。 14しかし、アダムからモーセまでの間に

おいても、アダムの違反と同じような罪を

犯さなかった者も、死の支配を免れなかっ

た。このアダムは、きたるべき者の型であ

る。 15しかし、恵みの賜物は罪過の場合と

は異なっている。すなわち、もしひとりの

罪過のために多くの人が死んだとすれば、

まして、神の恵みと、ひとりの人イエス・

キリストの恵みによる賜物とは、さらに豊

かに多くの人々に満ちあふれたはずではな

いか。 16かつ、この賜物は、ひとりの犯し

た罪の結果とは異なっている。なぜなら、

さばきの場合は、ひとりの罪過から、罪に

定めることになったが、恵みの場合には、

多くの人の罪過から、義とする結果になる

からである。 17もし、ひとりの罪過によっ

て、そのひとりをとおして死が支配するに

至ったとすれば、まして、あふれるばかり

の恵みと義の賜物とを受けている者たちは

、ひとりのイエス・キリストをとおし、い

のちにあって、さらに力強く支配するはず

ではないか。 18このようなわけで、ひとり

の罪過によってすべての人が罪に定められ

たように、ひとりの義なる行為によって、

いのちを得させる義がすべての人に及ぶの

である。 19すなわち、ひとりの人の不従順

によって、多くの人が罪人とされたと同じ

ように、ひとりの従順によって、多くの人

が義人とされるのである。 20律法がはいり

込んできたのは、罪過の増し加わるためで

ある。しかし、罪の増し加わったところに

は、恵みもますます満ちあふれた。 21それ

は、罪が死によって支配するに至ったよう

に、恵みもまた義によって支配し、わたし

たちの主イエス・キリストにより、永遠の

いのちを得させるためである。 (aiōnios g166)

6では、わたしたちは、なんと言おうか。
恵みが増し加わるために、罪にとどまる

べきであろうか。 2断じてそうではない。

罪に対して死んだわたしたちが、どうして

、なお、その中に生きておれるだろうか。

3それとも、あなたがたは知らないのか。キ

リスト・イエスにあずかるバプテスマを受

けたわたしたちは、彼の死にあずかるバプ

テスマを受けたのである。 4すなわち、わ

たしたちは、その死にあずかるバプテスマ

によって、彼と共に葬られたのである。そ

れは、キリストが父の栄光によって、死人

の中からよみがえらされたように、わたし

たちもまた、新しいいのちに生きるためで

ある。 5もしわたしたちが、彼に結びつい

てその死の様にひとしくなるなら、さらに

、彼の復活の様にもひとしくなるであろう

。 6わたしたちは、この事を知っている。

わたしたちの内の古き人はキリストと共に

十字架につけられた。それは、この罪のか

らだが滅び、わたしたちがもはや、罪の奴

隷となることがないためである。 7それは

、すでに死んだ者は、罪から解放されてい

るからである。 8もしわたしたちが、キリ

ストと共に死んだなら、また彼と共に生き

ることを信じる。 9キリストは死人の中か

らよみがえらされて、もはや死ぬことがな
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く、死はもはや彼を支配しないことを、知

っているからである。 10なぜなら、キリス

トが死んだのは、ただ一度罪に対して死ん

だのであり、キリストが生きるのは、神に

生きるのだからである。 11このように、あ

なたがた自身も、罪に対して死んだ者であ

り、キリスト・イエスにあって神に生きて

いる者であることを、認むべきである。 12

だから、あなたがたの死ぬべきからだを罪

の支配にゆだねて、その情欲に従わせるこ

とをせず、 13また、あなたがたの肢体を不

義の武器として罪にささげてはならない。

むしろ、死人の中から生かされた者として

、自分自身を神にささげ、自分の肢体を義

の武器として神にささげるがよい。 14なぜ

なら、あなたがたは律法の下にあるのでは

なく、恵みの下にあるので、罪に支配され

ることはないからである。 15それでは、ど

うなのか。律法の下にではなく、恵みの下

にあるからといって、わたしたちは罪を犯

すべきであろうか。断じてそうではない。

16あなたがたは知らないのか。あなたがた

自身が、だれかの僕になって服従するなら

、あなたがたは自分の服従するその者の僕

であって、死に至る罪の僕ともなり、ある

いは、義にいたる従順の僕ともなるのであ

る。 17しかし、神は感謝すべきかな。あな

たがたは罪の僕であったが、伝えられた教

の基準に心から服従して、 18罪から解放さ

れ、義の僕となった。 19わたしは人間的な

言い方をするが、それは、あなたがたの肉

の弱さのゆえである。あなたがたは、かつ

て自分の肢体を汚れと不法との僕としてさ

さげて不法に陥ったように、今や自分の肢

体を義の僕としてささげて、きよくならね

ばならない。 20あなたがたが罪の僕であっ

た時は、義とは縁のない者であった。 21そ

の時あなたがたは、どんな実を結んだのか

。それは、今では恥とするようなものであ

った。それらのものの終極は、死である。

22しかし今や、あなたがたは罪から解放さ

れて神に仕え、きよきに至る実を結んでい

る。その終極は永遠のいのちである。

(aiōnios g166) 23罪の支払う報酬は死である。

しかし神の賜物は、わたしたちの主キリス

ト・イエスにおける永遠のいのちである。

(aiōnios g166)

7それとも、兄弟たちよ。あなたがたは知
らないのか。わたしは律法を知っている

人々に語るのであるが、律法は人をその生

きている期間だけ支配するものである。 2

すなわち、夫のある女は、夫が生きている

間は、律法によって彼につながれている。

しかし、夫が死ねば、夫の律法から解放さ

れる。 3であるから、夫の生存中に他の男

に行けば、その女は淫婦と呼ばれるが、も

し夫が死ねば、その律法から解かれるので

、他の男に行っても、淫婦とはならない。

4わたしの兄弟たちよ。このように、あなた

がたも、キリストのからだをとおして、律

法に対して死んだのである。それは、あな

たがたが他の人、すなわち、死人の中から

よみがえられたかたのものとなり、こうし

て、わたしたちが神のために実を結ぶに至

るためなのである。 5というのは、わたし

たちが肉にあった時には、律法による罪の

欲情が、死のために実を結ばせようとして

、わたしたちの肢体のうちに働いていた。

6しかし今は、わたしたちをつないでいたも

のに対して死んだので、わたしたちは律法

から解放され、その結果、古い文字によっ

てではなく、新しい霊によって仕えている

のである。 7それでは、わたしたちは、な

んと言おうか。律法は罪なのか。断じてそ

うではない。しかし、律法によらなければ

、わたしは罪を知らなかったであろう。す

なわち、もし律法が「むさぼるな」と言わ

なかったら、わたしはむさぼりなるものを

知らなかったであろう。 8しかるに、罪は

戒めによって機会を捕え、わたしの内に働

いて、あらゆるむさぼりを起させた。すな

わち、律法がなかったら、罪は死んでいる

のである。 9わたしはかつては、律法なし

に生きていたが、戒めが来るに及んで、罪

は生き返り、 10わたしは死んだ。そして、

いのちに導くべき戒めそのものが、かえっ

てわたしを死に導いて行くことがわかった

。 11なぜなら、罪は戒めによって機会を捕
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え、わたしを欺き、戒めによってわたしを

殺したからである。 12このようなわけで、

律法そのものは聖なるものであり、戒めも

聖であって、正しく、かつ善なるものであ

る。 13では、善なるものが、わたしにとっ

て死となったのか。断じてそうではない。

それはむしろ、罪の罪たることが現れるた

めの、罪のしわざである。すなわち、罪は

、戒めによって、はなはだしく悪性なもの

となるために、善なるものによってわたし

を死に至らせたのである。 14わたしたちは

、律法は霊的なものであると知っている。

しかし、わたしは肉につける者であって、

罪の下に売られているのである。 15わたし

は自分のしていることが、わからない。な

ぜなら、わたしは自分の欲する事は行わず

、かえって自分の憎む事をしているからで

ある。 16もし、自分の欲しない事をしてい

るとすれば、わたしは律法が良いものであ

ることを承認していることになる。 17そこ

で、この事をしているのは、もはやわたし

ではなく、わたしの内に宿っている罪であ

る。 18わたしの内に、すなわち、わたしの

肉の内には、善なるものが宿っていないこ

とを、わたしは知っている。なぜなら、善

をしようとする意志は、自分にあるが、そ

れをする力がないからである。 19すなわち

、わたしの欲している善はしないで、欲し

ていない悪は、これを行っている。 20もし

、欲しないことをしているとすれば、それ

をしているのは、もはやわたしではなく、

わたしの内に宿っている罪である。 21そこ

で、善をしようと欲しているわたしに、悪

がはいり込んでいるという法則があるのを

見る。 22すなわち、わたしは、内なる人と

しては神の律法を喜んでいるが、 23わたし

の肢体には別の律法があって、わたしの心

の法則に対して戦いをいどみ、そして、肢

体に存在する罪の法則の中に、わたしをと

りこにしているのを見る。 24わたしは、な

んというみじめな人間なのだろう。だれが

、この死のからだから、わたしを救ってく

れるだろうか。 25わたしたちの主イエス・

キリストによって、神は感謝すべきかな。

このようにして、わたし自身は、心では神

の律法に仕えているが、肉では罪の律法に

仕えているのである。

8こういうわけで、今やキリスト・イエス
にある者は罪に定められることがない。

2なぜなら、キリスト・イエスにあるいのち

の御霊の法則は、罪と死との法則からあな

たを解放したからである。 3律法が肉によ

り無力になっているためになし得なかった

事を、神はなし遂げて下さった。すなわち

、御子を、罪の肉の様で罪のためにつかわ

し、肉において罪を罰せられたのである。

4これは律法の要求が、肉によらず霊によっ

て歩くわたしたちにおいて、満たされるた

めである。 5なぜなら、肉に従う者は肉の

ことを思い、霊に従う者は霊のことを思う

からである。 6肉の思いは死であるが、霊

の思いは、いのちと平安とである。 7なぜ

なら、肉の思いは神に敵するからである。

すなわち、それは神の律法に従わず、否、

従い得ないのである。 8また、肉にある者

は、神を喜ばせることができない。 9しか

し、神の御霊があなたがたの内に宿ってい

るなら、あなたがたは肉におるのではなく

、霊におるのである。もし、キリストの霊

を持たない人がいるなら、その人はキリス

トのものではない。 10もし、キリストがあ

なたがたの内におられるなら、からだは罪

のゆえに死んでいても、霊は義のゆえに生

きているのである。 11もし、イエスを死人

の中からよみがえらせたかたの御霊が、あ

なたがたの内に宿っているなら、キリスト

・イエスを死人の中からよみがえらせたか

たは、あなたがたの内に宿っている御霊に

よって、あなたがたの死ぬべきからだをも

、生かしてくださるであろう。 12それゆえ

に、兄弟たちよ。わたしたちは、果すべき

責任を負っている者であるが、肉に従って

生きる責任を肉に対して負っているのでは

ない。 13なぜなら、もし、肉に従って生き

るなら、あなたがたは死ぬ外はないからで

ある。しかし、霊によってからだの働きを

殺すなら、あなたがたは生きるであろう。

14すべて神の御霊に導かれている者は、す
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なわち、神の子である。 15あなたがたは再

び恐れをいだかせる奴隷の霊を受けたので

はなく、子たる身分を授ける霊を受けたの

である。その霊によって、わたしたちは「

アバ、父よ」と呼ぶのである。 16御霊みず

から、わたしたちの霊と共に、わたしたち

が神の子であることをあかしして下さる。

17もし子であれば、相続人でもある。神の

相続人であって、キリストと栄光を共にす

るために苦難をも共にしている以上、キリ

ストと共同の相続人なのである。 18わたし

は思う。今のこの時の苦しみは、やがてわ

たしたちに現されようとする栄光に比べる

と、言うに足りない。 19被造物は、実に、

切なる思いで神の子たちの出現を待ち望ん

でいる。 20なぜなら、被造物が虚無に服し

たのは、自分の意志によるのではなく、服

従させたかたによるのであり、 21かつ、被

造物自身にも、滅びのなわめから解放され

て、神の子たちの栄光の自由に入る望みが

残されているからである。 22実に、被造物

全体が、今に至るまで、共にうめき共に産

みの苦しみを続けていることを、わたした

ちは知っている。 23それだけではなく、御

霊の最初の実を持っているわたしたち自身

も、心の内でうめきながら、子たる身分を

授けられること、すなわち、からだのあが

なわれることを待ち望んでいる。 24わたし

たちは、この望みによって救われているの

である。しかし、目に見える望みは望みで

はない。なぜなら、現に見ている事を、ど

うして、なお望む人があろうか。 25もし、

わたしたちが見ないことを望むなら、わた

したちは忍耐して、それを待ち望むのであ

る。 26御霊もまた同じように、弱いわたし

たちを助けて下さる。なぜなら、わたした

ちはどう祈ったらよいかわからないが、御

霊みずから、言葉にあらわせない切なるう

めきをもって、わたしたちのためにとりな

して下さるからである。 27そして、人の心

を探り知るかたは、御霊の思うところがな

んであるかを知っておられる。なぜなら、

御霊は、聖徒のために、神の御旨にかなう

とりなしをして下さるからである。 28神は

、神を愛する者たち、すなわち、ご計画に

従って召された者たちと共に働いて、万事

を益となるようにして下さることを、わた

したちは知っている。 29神はあらかじめ知

っておられる者たちを、更に御子のかたち

に似たものとしようとして、あらかじめ定

めて下さった。それは、御子を多くの兄弟

の中で長子とならせるためであった。 30そ

して、あらかじめ定めた者たちを更に召し

、召した者たちを更に義とし、義とした者

たちには、更に栄光を与えて下さったので

ある。 31それでは、これらの事について、

なんと言おうか。もし、神がわたしたちの

味方であるなら、だれがわたしたちに敵し

得ようか。 32ご自身の御子をさえ惜しまな

いで、わたしたちすべての者のために死に

渡されたかたが、どうして、御子のみなら

ず万物をも賜わらないことがあろうか。 33

だれが、神の選ばれた者たちを訴えるのか

。神は彼らを義とされるのである。 34だれ

が、わたしたちを罪に定めるのか。キリス

ト・イエスは、死んで、否、よみがえって

、神の右に座し、また、わたしたちのため

にとりなして下さるのである。 35だれが、

キリストの愛からわたしたちを離れさせる

のか。患難か、苦悩か、迫害か、飢えか、

裸か、危難か、剣か。 36「わたしたちはあ

なたのために終日、死に定められており、

ほふられる羊のように見られている」と書

いてあるとおりである。 37しかし、わたし

たちを愛して下さったかたによって、わた

したちは、これらすべての事において勝ち

得て余りがある。 38わたしは確信する。死

も生も、天使も支配者も、現在のものも将

来のものも、力あるものも、 39高いものも

深いものも、その他どんな被造物も、わた

したちの主キリスト・イエスにおける神の

愛から、わたしたちを引き離すことはでき

ないのである。

9わたしはキリストにあって真実を語る。
偽りは言わない。わたしの良心も聖霊に

よって、わたしにこうあかしをしている。

2すなわち、わたしに大きな悲しみがあり、

わたしの心に絶えざる痛みがある。 3実際
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、わたしの兄弟、肉による同族のためなら

、わたしのこの身がのろわれて、キリスト

から離されてもいとわない。 4彼らはイス

ラエル人であって、子たる身分を授けられ

ることも、栄光も、もろもろの契約も、律

法を授けられることも、礼拝も、数々の約

束も彼らのもの、 5また父祖たちも彼らの

ものであり、肉によればキリストもまた彼

らから出られたのである。万物の上にいま

す神は、永遠にほむべきかな、アァメン。

(aiōn g165) 6しかし、神の言が無効になったと

いうわけではない。なぜなら、イスラエル

から出た者が全部イスラエルなのではなく

、 7また、アブラハムの子孫だからといっ

て、その全部が子であるのではないからで

ある。かえって「イサクから出る者が、あ

なたの子孫と呼ばれるであろう」。 8すな

わち、肉の子がそのまま神の子なのではな

く、むしろ約束の子が子孫として認められ

るのである。 9約束の言葉はこうである。

「来年の今ごろ、わたしはまた来る。そし

て、サラに男子が与えられるであろう」。

10そればかりではなく、ひとりの人、すな

わち、わたしたちの父祖イサクによって受

胎したリベカの場合も、また同様である。

11まだ子供らが生れもせず、善も悪もしな

い先に、神の選びの計画が、 12わざによら

ず、召したかたによって行われるために、

「兄は弟に仕えるであろう」と、彼女に仰

せられたのである。 13「わたしはヤコブを

愛しエサウを憎んだ」と書いてあるとおり

である。 14では、わたしたちはなんと言お

うか。神の側に不正があるのか。断じてそ

うではない。 15神はモーセに言われた、「

わたしは自分のあわれもうとする者をあわ

れみ、いつくしもうとする者を、いつくし

む」。 16ゆえに、それは人間の意志や努力

によるのではなく、ただ神のあわれみによ

るのである。 17聖書はパロにこう言ってい

る、「わたしがあなたを立てたのは、この

事のためである。すなわち、あなたによっ

てわたしの力をあらわし、また、わたしの

名が全世界に言いひろめられるためである

」。 18だから、神はそのあわれもうと思う

者をあわれみ、かたくなにしようと思う者

を、かたくなになさるのである。 19そこで

、あなたは言うであろう、「なぜ神は、な

おも人を責められるのか。だれが、神の意

図に逆らい得ようか」。 20ああ人よ。あな

たは、神に言い逆らうとは、いったい、何

者なのか。造られたものが造った者に向か

って、「なぜ、わたしをこのように造った

のか」と言うことがあろうか。 21陶器を造

る者は、同じ土くれから、一つを尊い器に

、他を卑しい器に造りあげる権能がないの

であろうか。 22もし、神が怒りをあらわし

、かつ、ご自身の力を知らせようと思われ

つつも、滅びることになっている怒りの器

を、大いなる寛容をもって忍ばれたとすれ

ば、 23かつ、栄光にあずからせるために、

あらかじめ用意されたあわれみの器にご自

身の栄光の富を知らせようとされたとすれ

ば、どうであろうか。 24神は、このあわれ

みの器として、またわたしたちをも、ユダ

ヤ人の中からだけではなく、異邦人の中か

らも召されたのである。 25それは、ホセア

の書でも言われているとおりである、「わ

たしは、わたしの民でない者を、わたしの

民と呼び、愛されなかった者を、愛される

者と呼ぶであろう。 26あなたがたはわたし

の民ではないと、彼らに言ったその場所で

、彼らは生ける神の子らであると、呼ばれ

るであろう」。 27また、イザヤはイスラエ

ルについて叫んでいる、「たとい、イスラ

エルの子らの数は、浜の砂のようであって

も、救われるのは、残された者だけであろ

う。 28主は、御言をきびしくまたすみやか

に、地上になしとげられるであろう」。 29

さらに、イザヤは預言した、「もし、万軍

の主がわたしたちに子孫を残されなかった

なら、わたしたちはソドムのようになり、

ゴモラと同じようになったであろう」。 30

では、わたしたちはなんと言おうか。義を

追い求めなかった異邦人は、義、すなわち

、信仰による義を得た。 31しかし、義の律

法を追い求めていたイスラエルは、その律

法に達しなかった。 32なぜであるか。信仰

によらないで、行いによって得られるかの
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ように、追い求めたからである。彼らは、

つまずきの石につまずいたのである。 33「

見よ、わたしはシオンに、つまずきの石、

さまたげの岩を置く。それにより頼む者は

、失望に終ることがない」と書いてあると

おりである。

10兄弟よ、わが心のねがひ、神に對する
祈は、彼らの救はれんことなり。 2わ

れ彼らが神のために熱心なることを證す、

されど其の熱心は知識によらざるなり。 3

それは神の義を知らず、己の義を立てんと

して、神の義に服はざればなり。 4キリス

トは凡て信ずる者の義とせられん爲に律法

の終となり給へり。 5モーセは、律法によ

る義をおこなふ人は之によりて生くべしと

録したり。 6されど信仰による義は斯くい

ふ『なんぢ心に「誰か天に昇らん」と言ふ

なかれ』と。 7これキリストを引下さんと

するなり『また「たれか底なき所に下らん

」と言ふなかれ』と。是キリストを死人の

中より引上げんとするなり。 (Abyssos g12) 8さ

らば何と言ふか『御言はなんぢに近し、な

んぢの口にあり、汝の心にあり』と。これ

我らが宣ぶる信仰の言なり。 9即ち、なん

ぢ口にてイエスを主と言ひあらはし、心に

て神の之を死人の中より甦へらせ給ひしこ

とを信ぜば、救はるべし。 10それ人は心に

信じて義とせられ、口に言ひあらはして救

はるるなり。 11聖書にいふ『すべて彼を信

ずる者は辱しめられじ』と。 12ユダヤ人と

ギリシヤ人との區別なし、同一の主は萬民

の主にましまして、凡て呼び求むる者に對

して豐なり。 13『すべて主の御名を呼び求

むる者は救はるべし』とあればなり。 14然

れど未だ信ぜぬ者を爭で呼び求むることを

せん、未だ聽かぬ者を爭で信ずることをせ

ん、宣傳ふる者なくば爭で聽くことをせん

。 15遣されずば爭で宣傳ふることをせん『

ああ美しきかな、善き事を告ぐる者の足よ

』と録されたる如し。 16されど、みな福音

に從ひしにはあらず、イザヤいふ『主よ、

われらに聞きたる言を誰か信ぜし』 17斯く

信仰は聞くにより、聞くはキリストの言に

よる。 18されど我いふ、彼ら聞えざりしか

、然らず『その聲は全地にゆきわたり、其

の言は世界の極にまで及べり』 19我また言

ふ、イスラエルは知らざりしか、先づモー

セ言ふ『われ民ならぬ者をもて汝らに嫉を

起させ、愚なる民をもて汝らを怒らせん』

20またイザヤ憚らずして言ふ『我を求めざ

る者に、われ見出され、我を尋ねざる者に

我あらはれたり』 21更にイスラエルに就き

ては『われ服はずして言ひさからふ民に、

終日手を伸べたり』と云へり。

11そこで、わたしは問う、「神はその民
を捨てたのであろうか」。断じてそう

ではない。わたしもイスラエル人であり、

アブラハムの子孫、ベニヤミン族の者であ

る。 2神は、あらかじめ知っておられたそ

の民を、捨てることはされなかった。聖書

がエリヤについてなんと言っているか、あ

なたがたは知らないのか。すなわち、彼は

イスラエルを神に訴えてこう言った。 3「

主よ、彼らはあなたの預言者たちを殺し、

あなたの祭壇をこぼち、そして、わたしひ

とりが取り残されたのに、彼らはわたしの

いのちをも求めています」。 4しかし、彼

に対する御告げはなんであったか、「バア

ルにひざをかがめなかった七千人を、わた

しのために残しておいた」。 5それと同じ

ように、今の時にも、恵みの選びによって

残された者がいる。 6しかし、恵みによる

のであれば、もはや行いによるのではない

。そうでないと、恵みはもはや恵みでなく

なるからである。 7では、どうなるのか。

イスラエルはその追い求めているものを得

ないで、ただ選ばれた者が、それを得た。

そして、他の者たちはかたくなになった。

8「神は、彼らに鈍い心と、見えない目と、

聞えない耳とを与えて、きょう、この日に

及んでいる」と書いてあるとおりである。

9ダビデもまた言っている、「彼らの食卓は

、彼らのわなとなれ、網となれ、つまずき

となれ、報復となれ。 10彼らの目は、くら

んで見えなくなれ、彼らの背は、いつまで

も曲っておれ」。 11そこで、わたしは問う

、「彼らがつまずいたのは、倒れるためで
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あったのか」。断じてそうではない。かえ

って、彼らの罪過によって、救が異邦人に

及び、それによってイスラエルを奮起させ

るためである。 12しかし、もし、彼らの罪

過が世の富となり、彼らの失敗が異邦人の

富となったとすれば、まして彼らが全部救

われたなら、どんなにかすばらしいことで

あろう。 13そこでわたしは、あなたがた異

邦人に言う。わたし自身は異邦人の使徒な

のであるから、わたしの務を光栄とし、 14

どうにかしてわたしの骨肉を奮起させ、彼

らの幾人かを救おうと願っている。 15もし

彼らの捨てられたことが世の和解となった

とすれば、彼らの受けいれられることは、

死人の中から生き返ることではないか。 16

もし、麦粉の初穂がきよければ、そのかた

まりもきよい。もし根がきよければ、その

枝もきよい。 17しかし、もしある枝が切り

去られて、野生のオリブであるあなたがそ

れにつがれ、オリブの根の豊かな養分にあ

ずかっているとすれば、 18あなたはその枝

に対して誇ってはならない。たとえ誇ると

しても、あなたが根をささえているのでは

なく、根があなたをささえているのである

。 19すると、あなたは、「枝が切り去られ

たのは、わたしがつがれるためであった」

と言うであろう。 20まさに、そのとおりで

ある。彼らは不信仰のゆえに切り去られ、

あなたは信仰のゆえに立っているのである

。高ぶった思いをいだかないで、むしろ恐

れなさい。 21もし神が元木の枝を惜しまな

かったとすれば、あなたを惜しむようなこ

とはないであろう。 22神の慈愛と峻厳とを

見よ。神の峻厳は倒れた者たちに向けられ

、神の慈愛は、もしあなたがその慈愛にと

どまっているなら、あなたに向けられる。

そうでないと、あなたも切り取られるであ

ろう。 23しかし彼らも、不信仰を続けなけ

れば、つがれるであろう。神には彼らを再

びつぐ力がある。 24なぜなら、もしあなた

が自然のままの野生のオリブから切り取ら

れ、自然の性質に反して良いオリブにつが

れたとすれば、まして、これら自然のまま

の良い枝は、もっとたやすく、元のオリブ

につがれないであろうか。 25兄弟たちよ。

あなたがたが知者だと自負することのない

ために、この奥義を知らないでいてもらい

たくない。一部のイスラエル人がかたくな

になったのは、異邦人が全部救われるに至

る時までのことであって、 26こうして、イ

スラエル人は、すべて救われるであろう。

すなわち、次のように書いてある、「救う

者がシオンからきて、ヤコブから不信心を

追い払うであろう。 27そして、これが、彼

らの罪を除き去る時に、彼らに対して立て

るわたしの契約である」。 28福音について

言えば、彼らは、あなたがたのゆえに、神

の敵とされているが、選びについて言えば

、父祖たちのゆえに、神に愛せられる者で

ある。 29神の賜物と召しとは、変えられる

ことがない。 30あなたがたが、かつては神

に不従順であったが、今は彼らの不従順に

よってあわれみを受けたように、 31彼らも

今は不従順になっているが、それは、あな

たがたの受けたあわれみによって、彼ら自

身も今あわれみを受けるためなのである。

32すなわち、神はすべての人をあわれむた

めに、すべての人を不従順のなかに閉じ込

めたのである。 (eleēsē g1653) 33ああ深いかな

、神の知恵と知識との富は。そのさばきは

窮めがたく、その道は測りがたい。 34「だ

れが、主の心を知っていたか。だれが、主

の計画にあずかったか。 35また、だれが、

まず主に与えて、その報いを受けるであろ

うか」。 36万物は、神からいで、神によっ

て成り、神に帰するのである。栄光がとこ

しえに神にあるように、アァメン。 (aiōn g165)

12兄弟たちよ。そういうわけで、神のあ
われみによってあなたがたに勧める。

あなたがたのからだを、神に喜ばれる、生

きた、聖なる供え物としてささげなさい。

それが、あなたがたのなすべき霊的な礼拝

である。 2あなたがたは、この世と妥協し

てはならない。むしろ、心を新たにするこ

とによって、造りかえられ、何が神の御旨

であるか、何が善であって、神に喜ばれ、

かつ全きことであるかを、わきまえ知るべ
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きである。 (aiōn g165) 3わたしは、自分に与え

られた恵みによって、あなたがたひとりび

とりに言う。思うべき限度を越えて思いあ

がることなく、むしろ、神が各自に分け与

えられた信仰の量りにしたがって、慎み深

く思うべきである。 4なぜなら、一つのか

らだにたくさんの肢体があるが、それらの

肢体がみな同じ働きをしてはいないように

、 5わたしたちも数は多いが、キリストに

あって一つのからだであり、また各自は互

に肢体だからである。 6このように、わた

したちは与えられた恵みによって、それぞ

れ異なった賜物を持っているので、もし、

それが預言であれば、信仰の程度に応じて

預言をし、 7奉仕であれば奉仕をし、また

教える者であれば教え、 8勧めをする者で

あれば勧め、寄附する者は惜しみなく寄附

し、指導する者は熱心に指導し、慈善をす

る者は快く慈善をすべきである。 9愛には

偽りがあってはならない。悪は憎み退け、

善には親しみ結び、 10兄弟の愛をもって互

にいつくしみ、進んで互に尊敬し合いなさ

い。 11熱心で、うむことなく、霊に燃え、

主に仕え、 12望みをいだいて喜び、患難に

耐え、常に祈りなさい。 13貧しい聖徒を助

け、努めて旅人をもてなしなさい。 14あな

たがたを迫害する者を祝福しなさい。祝福

して、のろってはならない。 15喜ぶ者と共

に喜び、泣く者と共に泣きなさい。 16互に

思うことをひとつにし、高ぶった思いをい

だかず、かえって低い者たちと交わるがよ

い。自分が知者だと思いあがってはならな

い。 17だれに対しても悪をもって悪に報い

ず、すべての人に対して善を図りなさい。

18あなたがたは、できる限りすべての人と

平和に過ごしなさい。 19愛する者たちよ。

自分で復讐をしないで、むしろ、神の怒り

に任せなさい。なぜなら、「主が言われる

。復讐はわたしのすることである。わたし

自身が報復する」と書いてあるからである

。 20むしろ、「もしあなたの敵が飢えるな

ら、彼に食わせ、かわくなら、彼に飲ませ

なさい。そうすることによって、あなたは

彼の頭に燃えさかる炭火を積むことになる

のである」。 21悪に負けてはいけない。か

えって、善をもって悪に勝ちなさい。

13すべての人は、上に立つ権威に従うべ
きである。なぜなら、神によらない権

威はなく、おおよそ存在している権威は、

すべて神によって立てられたものだからで

ある。 2したがって、権威に逆らう者は、

神の定めにそむく者である。そむく者は、

自分の身にさばきを招くことになる。 3い

ったい、支配者たちは、善事をする者には

恐怖でなく、悪事をする者にこそ恐怖であ

る。あなたは権威を恐れないことを願うの

か。それでは、善事をするがよい。そうす

れば、彼からほめられるであろう。 4彼は

、あなたに益を与えるための神の僕なので

ある。しかし、もしあなたが悪事をすれば

、恐れなければならない。彼はいたずらに

剣を帯びているのではない。彼は神の僕で

あって、悪事を行う者に対しては、怒りを

もって報いるからである。 5だから、ただ

怒りをのがれるためだけではなく、良心の

ためにも従うべきである。 6あなたがたが

貢を納めるのも、また同じ理由からである

。彼らは神に仕える者として、もっぱらこ

の務に携わっているのである。 7あなたが

たは、彼らすべてに対して、義務を果しな

さい。すなわち、貢を納むべき者には貢を

納め、税を納むべき者には税を納め、恐る

べき者は恐れ、敬うべき者は敬いなさい。

8互に愛し合うことの外は、何人にも借りが

あってはならない。人を愛する者は、律法

を全うするのである。 9「姦淫するな、殺

すな、盗むな、むさぼるな」など、そのほ

かに、どんな戒めがあっても、結局「自分

を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ」

というこの言葉に帰する。 10愛は隣り人に

害を加えることはない。だから、愛は律法

を完成するものである。 11なお、あなたが

たは時を知っているのだから、特に、この

事を励まねばならない。すなわち、あなた

がたの眠りからさめるべき時が、すでにき

ている。なぜなら今は、わたしたちの救が

、初め信じた時よりも、もっと近づいてい

るからである。 12夜はふけ、日が近づいて
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いる。それだから、わたしたちは、やみの

わざを捨てて、光の武具を着けようではな

いか。 13そして、宴楽と泥酔、淫乱と好色

、争いとねたみを捨てて、昼歩くように、

つつましく歩こうではないか。 14あなたが

たは、主イエス・キリストを着なさい。肉

の欲を満たすことに心を向けてはならない

。

14信仰の弱い者を受けいれなさい。ただ
、意見を批評するためであってはなら

ない。 2ある人は、何を食べてもさしつか

えないと信じているが、弱い人は野菜だけ

を食べる。 3食べる者は食べない者を軽ん

じてはならず、食べない者も食べる者をさ

ばいてはならない。神は彼を受けいれて下

さったのであるから。 4他人の僕をさばく

あなたは、いったい、何者であるか。彼が

立つのも倒れるのも、その主人によるので

ある。しかし、彼は立つようになる。主は

彼を立たせることができるからである。 5

また、ある人は、この日がかの日よりも大

事であると考え、ほかの人はどの日も同じ

だと考える。各自はそれぞれ心の中で、確

信を持っておるべきである。 6日を重んじ

る者は、主のために重んじる。また食べる

者も主のために食べる。神に感謝して食べ

るからである。食べない者も主のために食

べない。そして、神に感謝する。 7すなわ

ち、わたしたちのうち、だれひとり自分の

ために生きる者はなく、だれひとり自分の

ために死ぬ者はない。 8わたしたちは、生

きるのも主のために生き、死ぬのも主のた

めに死ぬ。だから、生きるにしても死ぬに

しても、わたしたちは主のものなのである

。 9なぜなら、キリストは、死者と生者と

の主となるために、死んで生き返られたか

らである。 10それだのに、あなたは、なぜ

兄弟をさばくのか。あなたは、なぜ兄弟を

軽んじるのか。わたしたちはみな、神のさ

ばきの座の前に立つのである。 11すなわち

、「主が言われる。わたしは生きている。

すべてのひざは、わたしに対してかがみ、

すべての舌は、神にさんびをささげるであ

ろう」と書いてある。 12だから、わたした

ちひとりびとりは、神に対して自分の言い

ひらきをすべきである。 13それゆえ、今後

わたしたちは、互にさばき合うことをやめ

よう。むしろ、あなたがたは、妨げとなる

物や、つまずきとなる物を兄弟の前に置か

ないことに、決めるがよい。 14わたしは、

主イエスにあって知りかつ確信している。

それ自体、汚れているものは一つもない。

ただ、それが汚れていると考える人にだけ

、汚れているのである。 15もし食物のゆえ

に兄弟を苦しめるなら、あなたは、もはや

愛によって歩いているのではない。あなた

の食物によって、兄弟を滅ぼしてはならな

い。キリストは彼のためにも、死なれたの

である。 16それだから、あなたがたにとっ

て良い事が、そしりの種にならぬようにし

なさい。 17神の国は飲食ではなく、義と、

平和と、聖霊における喜びとである。 18こ

うしてキリストに仕える者は、神に喜ばれ

、かつ、人にも受けいれられるのである。

19こういうわけで、平和に役立つことや、

互の徳を高めることを、追い求めようでは

ないか。 20食物のことで、神のみわざを破

壊してはならない。すべての物はきよい。

ただ、それを食べて人をつまずかせる者に

は、悪となる。 21肉を食わず、酒を飲まず

、そのほか兄弟をつまずかせないのは、良

いことである。 22あなたの持っている信仰

を、神のみまえに、自分自身に持っていな

さい。自ら良いと定めたことについて、や

ましいと思わない人は、さいわいである。

23しかし、疑いながら食べる者は、信仰に

よらないから、罪に定められる。すべて信

仰によらないことは、罪である。

15わたしたち強い者は、強くない者たち
の弱さをになうべきであって、自分だ

けを喜ばせることをしてはならない。 2わ

たしたちひとりびとりは、隣り人の徳を高

めるために、その益を図って彼らを喜ばす

べきである。 3キリストさえ、ご自身を喜

ばせることはなさらなかった。むしろ「あ

なたをそしる者のそしりが、わたしに降り

かかった」と書いてあるとおりであった。
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4これまでに書かれた事がらは、すべてわた

したちの教のために書かれたのであって、

それは聖書の与える忍耐と慰めとによって

、望みをいだかせるためである。 5どうか

、忍耐と慰めとの神が、あなたがたに、キ

リスト・イエスにならって互に同じ思いを

いだかせ、 6こうして、心を一つにし、声

を合わせて、わたしたちの主イエス・キリ

ストの父なる神をあがめさせて下さるよう

に。 7こういうわけで、キリストもわたし

たちを受けいれて下さったように、あなた

がたも互に受けいれて、神の栄光をあらわ

すべきである。 8わたしは言う、キリスト

は神の真実を明らかにするために、割礼の

ある者の僕となられた。それは父祖たちの

受けた約束を保証すると共に、 9異邦人も

あわれみを受けて神をあがめるようになる

ためである、「それゆえ、わたしは、異邦

人の中であなたにさんびをささげ、また、

御名をほめ歌う」と書いてあるとおりであ

る。 10また、こう言っている、「異邦人よ

、主の民と共に喜べ」。 11また、「すべて

の異邦人よ、主をほめまつれ。もろもろの

民よ、主をほめたたえよ」。 12またイザヤ

は言っている、「エッサイの根から芽が出

て、異邦人を治めるために立ち上がる者が

来る。異邦人は彼に望みをおくであろう」

。 13どうか、望みの神が、信仰から来るあ

らゆる喜びと平安とを、あなたがたに満た

し、聖霊の力によって、あなたがたを、望

みにあふれさせて下さるように。 14さて、

わたしの兄弟たちよ。あなたがた自身が、

善意にあふれ、あらゆる知恵に満たされ、

そして互に訓戒し合う力のあることを、わ

たしは堅く信じている。 15しかし、わたし

はあなたがたの記憶を新たにするために、

ところどころ、かなり思いきって書いた。

それは、神からわたしに賜わった恵みによ

って、書いたのである。 16このように恵み

を受けたのは、わたしが異邦人のためにキ

リスト・イエスに仕える者となり、神の福

音のために祭司の役を勤め、こうして異邦

人を、聖霊によってきよめられた、御旨に

かなうささげ物とするためである。 17だか

ら、わたしは神への奉仕については、キリ

スト・イエスにあって誇りうるのである。

18わたしは、異邦人を従順にするために、

キリストがわたしを用いて、言葉とわざ、

19しるしと不思議との力、聖霊の力によっ

て、働かせて下さったことの外には、あえ

て何も語ろうとは思わない。こうして、わ

たしはエルサレムから始まり、巡りめぐっ

てイルリコに至るまで、キリストの福音を

満たしてきた。 20その際、わたしの切に望

んだところは、他人の土台の上に建てるこ

とをしないで、キリストの御名がまだ唱え

られていない所に福音を宣べ伝えることで

あった。 21すなわち、「彼のことを宣べ伝

えられていなかった人々が見、聞いていな

かった人々が悟るであろう」と書いてある

とおりである。 22こういうわけで、わたし

はあなたがたの所に行くことを、たびたび

妨げられてきた。 23しかし今では、この地

方にはもはや働く余地がなく、かつイスパ

ニヤに赴く場合、あなたがたの所に行くこ

とを、多年、熱望していたので、 24その途

中あなたがたに会い、まず幾分でもわたし

の願いがあなたがたによって満たされたら

、あなたがたに送られてそこへ行くことを

、望んでいるのである。 25しかし今の場合

、聖徒たちに仕えるために、わたしはエル

サレムに行こうとしている。 26なぜなら、

マケドニヤとアカヤとの人々は、エルサレ

ムにおる聖徒の中の貧しい人々を援助する

ことに賛成したからである。 27たしかに、

彼らは賛成した。しかし同時に、彼らはか

の人々に負債がある。というのは、もし異

邦人が彼らの霊の物にあずかったとすれば

、肉の物をもって彼らに仕えるのは、当然

だからである。 28そこでわたしは、この仕

事を済ませて彼らにこの実を手渡した後、

あなたがたの所をとおって、イスパニヤに

行こうと思う。 29そしてあなたがたの所に

行く時には、キリストの満ちあふれる祝福

をもって行くことと、信じている。 30兄弟

たちよ。わたしたちの主イエス・キリスト

により、かつ御霊の愛によって、あなたが

たにお願いする。どうか、共に力をつくし
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て、わたしのために神に祈ってほしい。 31

すなわち、わたしがユダヤにおる不信の徒

から救われ、そしてエルサレムに対するわ

たしの奉仕が聖徒たちに受けいれられるも

のとなるように、 32また、神の御旨により

、喜びをもってあなたがたの所に行き、共

になぐさめ合うことができるように祈って

もらいたい。 33どうか、平和の神があなた

がた一同と共にいますように、アァメン。

16ケンクレヤにある教会の執事、わたし
たちの姉妹フィベを、あなたがたに紹

介する。 2どうか、聖徒たるにふさわしく

、主にあって彼女を迎え、そして、彼女が

あなたがたにしてもらいたいことがあれば

、何事でも、助けてあげてほしい。彼女は

多くの人の援助者であり、またわたし自身

の援助者でもあった。 3キリスト・イエス

にあるわたしの同労者プリスカとアクラと

に、よろしく言ってほしい。 4彼らは、わ

たしのいのちを救うために、自分の首をさ

え差し出してくれたのである。彼らに対し

ては、わたしだけではなく、異邦人のすべ

ての教会も、感謝している。 5また、彼ら

の家の教会にも、よろしく。わたしの愛す

るエパネトに、よろしく言ってほしい。彼

は、キリストにささげられたアジヤの初穂

である。 6あなたがたのために一方ならず

労苦したマリヤに、よろしく言ってほしい

。 7わたしの同族であって、わたしと一緒

に投獄されたことのあるアンデロニコとユ

ニアスとに、よろしく。彼らは使徒たちの

間で評判がよく、かつ、わたしよりも先に

キリストを信じた人々である。 8主にあっ

て愛するアムプリアトに、よろしく。 9キ

リストにあるわたしたちの同労者ウルバノ

と、愛するスタキスとに、よろしく。 10キ

リストにあって錬達なアペレに、よろしく

。アリストブロの家の人たちに、よろしく

。 11同族のヘロデオンに、よろしく。ナル

キソの家の、主にある人たちに、よろしく

。 12主にあって労苦しているツルパナとツ

ルポサとに、よろしく。主にあって一方な

らず労苦した愛するペルシスに、よろしく

。 13主にあって選ばれたルポスと、彼の母

とに、よろしく。彼の母は、わたしの母で

もある。 14アスンクリト、フレゴン、ヘル

メス、パトロバ、ヘルマスおよび彼らと一

緒にいる兄弟たちに、よろしく。 15ピロロ

ゴとユリヤとに、またネレオとその姉妹と

に、オルンパに、また彼らと一緒にいるす

べての聖徒たちに、よろしく言ってほしい

。 16きよい接吻をもって、互にあいさつを

かわしなさい。キリストのすべての教会か

ら、あなたがたによろしく。 17さて兄弟た

ちよ。あなたがたに勧告する。あなたがた

が学んだ教にそむいて分裂を引き起し、つ

まずきを与える人々を警戒し、かつ彼らか

ら遠ざかるがよい。 18なぜなら、こうした

人々は、わたしたちの主キリストに仕えな

いで、自分の腹に仕え、そして甘言と美辞

とをもって、純朴な人々の心を欺く者ども

だからである。 19あなたがたの従順は、す

べての人々の耳に達しており、それをあな

たがたのために喜んでいる。しかし、わた

しの願うところは、あなたがたが善にさと

く、悪には、うとくあってほしいことであ

る。 20平和の神は、サタンをすみやかにあ

なたがたの足の下に踏み砕くであろう。ど

うか、わたしたちの主イエスの恵みが、あ

なたがたと共にあるように。 21わたしの同

労者テモテおよび同族のルキオ、ヤソン、

ソシパテロから、あなたがたによろしく。

22（この手紙を筆記したわたしテルテオも

、主にあってあなたがたにあいさつの言葉

をおくる。） 23わたしと全教会との家主ガ

イオから、あなたがたによろしく。市の会

計係エラストと兄弟クワルトから、あなた

がたによろしく。〔 24わたしたちの主イエ

ス・キリストの恵みが、あなたがた一同と

共にあるように、アァメン。〕 25願わくは

、わたしの福音とイエス・キリストの宣教

とにより、かつ、長き世々にわたって、

(aiōnios g166) 26隠されていたが、今やあらわ

され、預言の書をとおして、永遠の神の命

令に従い、信仰の従順に至らせるために、

もろもろの国人に告げ知らされた奥義の啓

示によって、あなたがたを力づけることの
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できるかた、 (aiōnios g166) 27すなわち、唯一

の知恵深き神に、イエス・キリストにより

、栄光が永遠より永遠にあるように、アァ

メン。 (aiōn g165)
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コリント人への手

紙第一

1神の御旨により召されてキリスト・イエ
スの使徒となったパウロと、兄弟ソステ

ネから、 2コリントにある神の教会、すな

わち、わたしたちの主イエス・キリストの

御名を至る所で呼び求めているすべての人

々と共に、キリスト・イエスにあってきよ

められ、聖徒として召されたかたがたへ。

このキリストは、わたしたちの主であり、

また彼らの主であられる。 3わたしたちの

父なる神と主イエス・キリストから、恵み

と平安とが、あなたがたにあるように。 4

わたしは、あなたがたがキリスト・イエス

にあって与えられた神の恵みを思って、い

つも神に感謝している。 5あなたがたはキ

リストにあって、すべてのことに、すなわ

ち、すべての言葉にもすべての知識にも恵

まれ、 6キリストのためのあかしが、あな

たがたのうちに確かなものとされ、 7こう

して、あなたがたは恵みの賜物にいささか

も欠けることがなく、わたしたちの主イエ

ス・キリストの現れるのを待ち望んでいる

。 8主もまた、あなたがたを最後まで堅く

ささえて、わたしたちの主イエス・キリス

トの日に、責められるところのない者にし

て下さるであろう。 9神は真実なかたであ

る。あなたがたは神によって召され、御子

、わたしたちの主イエス・キリストとの交

わりに、はいらせていただいたのである。

10さて兄弟たちよ。わたしたちの主イエス

・キリストの名によって、あなたがたに勧

める。みな語ることを一つにし、お互の間

に分争がないようにし、同じ心、同じ思い

になって、堅く結び合っていてほしい。 11

わたしの兄弟たちよ。実は、クロエの家の

者たちから、あなたがたの間に争いがある

と聞かされている。 12はっきり言うと、あ

なたがたがそれぞれ、「わたしはパウロに

つく」「わたしはアポロに」「わたしはケ

パに」「わたしはキリストに」と言い合っ

ていることである。 13キリストは、いくつ

にも分けられたのか。パウロは、あなたが

たのために十字架につけられたことがある

のか。それとも、あなたがたは、パウロの

名によってバプテスマを受けたのか。 14わ

たしは感謝しているが、クリスポとガイオ

以外には、あなたがたのうちのだれにも、

バプテスマを授けたことがない。 15それは

あなたがたがわたしの名によってバプテス

マを受けたのだと、だれにも言われること

のないためである。 16もっとも、ステパナ

の家の者たちには、バプテスマを授けたこ

とがある。しかし、そのほかには、だれに

も授けた覚えがない。 17いったい、キリス

トがわたしをつかわされたのは、バプテス

マを授けるためではなく、福音を宣べ伝え

るためであり、しかも知恵の言葉を用いず

に宣べ伝えるためであった。それは、キリ

ストの十字架が無力なものになってしまわ

ないためなのである。 18十字架の言は、滅

び行く者には愚かであるが、救にあずかる

わたしたちには、神の力である。 19すなわ

ち、聖書に、「わたしは知者の知恵を滅ぼ

し、賢い者の賢さをむなしいものにする」

と書いてある。 20知者はどこにいるか。学

者はどこにいるか。この世の論者はどこに

いるか。神はこの世の知恵を、愚かにされ

たではないか。 (aiōn g165) 21この世は、自分

の知恵によって神を認めるに至らなかった

。それは、神の知恵にかなっている。そこ

で神は、宣教の愚かさによって、信じる者

を救うこととされたのである。 22ユダヤ人

はしるしを請い、ギリシヤ人は知恵を求め

る。 23しかしわたしたちは、十字架につけ

られたキリストを宣べ伝える。このキリス

トは、ユダヤ人にはつまずかせるもの、異

邦人には愚かなものであるが、 24召された

者自身にとっては、ユダヤ人にもギリシヤ

人にも、神の力、神の知恵たるキリストな

のである。 25神の愚かさは人よりも賢く、

神の弱さは人よりも強いからである。 26兄

弟たちよ。あなたがたが召された時のこと

を考えてみるがよい。人間的には、知恵の

ある者が多くはなく、権力のある者も多く

はなく、身分の高い者も多くはいない。 27
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それだのに神は、知者をはずかしめるため

に、この世の愚かな者を選び、強い者をは

ずかしめるために、この世の弱い者を選び

、 28有力な者を無力な者にするために、こ

の世で身分の低い者や軽んじられている者

、すなわち、無きに等しい者を、あえて選

ばれたのである。 29それは、どんな人間で

も、神のみまえに誇ることがないためであ

る。 30あなたがたがキリスト・イエスにあ

るのは、神によるのである。キリストは神

に立てられて、わたしたちの知恵となり、

義と聖とあがないとになられたのである。

31それは、「誇る者は主を誇れ」と書いて

あるとおりである。

2兄弟たちよ。わたしもまた、あなたがた
の所に行ったとき、神のあかしを宣べ伝

えるのに、すぐれた言葉や知恵を用いなか

った。 2なぜなら、わたしはイエス・キリ

スト、しかも十字架につけられたキリスト

以外のことは、あなたがたの間では何も知

るまいと、決心したからである。 3わたし

があなたがたの所に行った時には、弱くか

つ恐れ、ひどく不安であった。 4そして、

わたしの言葉もわたしの宣教も、巧みな知

恵の言葉によらないで、霊と力との証明に

よったのである。 5それは、あなたがたの

信仰が人の知恵によらないで、神の力によ

るものとなるためであった。 6しかしわた

したちは、円熟している者の間では、知恵

を語る。この知恵は、この世の者の知恵で

はなく、この世の滅び行く支配者たちの知

恵でもない。 (aiōn g165) 7むしろ、わたしたち

が語るのは、隠された奥義としての神の知

恵である。それは神が、わたしたちの受け

る栄光のために、世の始まらぬ先から、あ

らかじめ定めておかれたものである。 (aiōn

g165) 8この世の支配者たちのうちで、この

知恵を知っていた者は、ひとりもいなかっ

た。もし知っていたなら、栄光の主を十字

架につけはしなかったであろう。 (aiōn g165) 9

しかし、聖書に書いてあるとおり、「目が

まだ見ず、耳がまだ聞かず、人の心に思い

浮びもしなかったことを、神は、ご自分を

愛する者たちのために備えられた」のであ

る。 10そして、それを神は、御霊によって

わたしたちに啓示して下さったのである。

御霊はすべてのものをきわめ、神の深みま

でもきわめるのだからである。 11いったい

、人間の思いは、その内にある人間の霊以

外に、だれが知っていようか。それと同じ

ように神の思いも、神の御霊以外には、知

るものはない。 12ところが、わたしたちが

受けたのは、この世の霊ではなく、神から

の霊である。それによって、神から賜わっ

た恵みを悟るためである。 13この賜物につ

いて語るにも、わたしたちは人間の知恵が

教える言葉を用いないで、御霊の教える言

葉を用い、霊によって霊のことを解釈する

のである。 14生れながらの人は、神の御霊

の賜物を受けいれない。それは彼には愚か

なものだからである。また、御霊によって

判断されるべきであるから、彼はそれを理

解することができない。 15しかし、霊の人

は、すべてのものを判断するが、自分自身

はだれからも判断されることはない。 16「

だれが主の思いを知って、彼を教えること

ができようか」。しかし、わたしたちはキ

リストの思いを持っている。

3兄弟たちよ。わたしはあなたがたには、
霊の人に対するように話すことができず

、むしろ、肉に属する者、すなわち、キリ

ストにある幼な子に話すように話した。 2

あなたがたに乳を飲ませて、堅い食物は与

えなかった。食べる力が、まだあなたがた

になかったからである。今になってもその

力がない。 3あなたがたはまだ、肉の人だ

からである。あなたがたの間に、ねたみや

争いがあるのは、あなたがたが肉の人であ

って、普通の人間のように歩いているため

ではないか。 4すなわち、ある人は「わた

しはパウロに」と言い、ほかの人は「わた

しはアポロに」と言っているようでは、あ

なたがたは普通の人間ではないか。 5アポ

ロは、いったい、何者か。また、パウロは

何者か。あなたがたを信仰に導いた人にす

ぎない。しかもそれぞれ、主から与えられ

た分に応じて仕えているのである。 6わた

しは植え、アポロは水をそそいだ。しかし
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成長させて下さるのは、神である。 7だか

ら、植える者も水をそそぐ者も、ともに取

るに足りない。大事なのは、成長させて下

さる神のみである。 8植える者と水をそそ

ぐ者とは一つであって、それぞれその働き

に応じて報酬を得るであろう。 9わたした

ちは神の同労者である。あなたがたは神の

畑であり、神の建物である。 10神から賜わ

った恵みによって、わたしは熟練した建築

師のように、土台をすえた。そして他の人

がその上に家を建てるのである。しかし、

どういうふうに建てるか、それぞれ気をつ

けるがよい。 11なぜなら、すでにすえられ

ている土台以外のものをすえることは、だ

れにもできない。そして、この土台はイエ

ス・キリストである。 12この土台の上に、

だれかが金、銀、宝石、木、草、または、

わらを用いて建てるならば、 13それぞれの

仕事は、はっきりとわかってくる。すなわ

ち、かの日は火の中に現れて、それを明ら

かにし、またその火は、それぞれの仕事が

どんなものであるかを、ためすであろう。

14もしある人の建てた仕事がそのまま残れ

ば、その人は報酬を受けるが、 15その仕事

が焼けてしまえば、損失を被るであろう。

しかし彼自身は、火の中をくぐってきた者

のようにではあるが、救われるであろう。

16あなたがたは神の宮であって、神の御霊

が自分のうちに宿っていることを知らない

のか。 17もし人が、神の宮を破壊するなら

、神はその人を滅ぼすであろう。なぜなら

、神の宮は聖なるものであり、そして、あ

なたがたはその宮なのだからである。 18だ

れも自分を欺いてはならない。もしあなた

がたのうちに、自分がこの世の知者だと思

う人がいるなら、その人は知者になるため

に愚かになるがよい。 (aiōn g165) 19なぜなら

、この世の知恵は、神の前では愚かなもの

だからである。「神は、知者たちをその悪

知恵によって捕える」と書いてあり、 20更

にまた、「主は、知者たちの論議のむなし

いことをご存じである」と書いてある。 21

だから、だれも人間を誇ってはいけない。

すべては、あなたがたのものなのである。

22パウロも、アポロも、ケパも、世界も、

生も、死も、現在のものも、将来のものも

、ことごとく、あなたがたのものである。

23そして、あなたがたはキリストのもの、

キリストは神のものである。

4このようなわけだから、人はわたしたち
を、キリストに仕える者、神の奥義を管

理している者と見るがよい。 2この場合、

管理者に要求されているのは、忠実である

ことである。 3わたしはあなたがたにさば

かれたり、人間の裁判にかけられたりして

も、なんら意に介しない。いや、わたしは

自分をさばくこともしない。 4わたしは自

ら省みて、なんらやましいことはないが、

それで義とされているわけではない。わた

しをさばくかたは、主である。 5だから、

主がこられるまでは、何事についても、先

走りをしてさばいてはいけない。主は暗い

中に隠れていることを明るみに出し、心の

中で企てられていることを、あらわにされ

るであろう。その時には、神からそれぞれ

ほまれを受けるであろう。 6兄弟たちよ。

これらのことをわたし自身とアポロとに当

てはめて言って聞かせたが、それはあなた

がたが、わたしたちを例にとって、「しる

されている定めを越えない」ことを学び、

ひとりの人をあがめ、ほかの人を見さげて

高ぶることのないためである。 7いったい

、あなたを偉くしているのは、だれなのか

。あなたの持っているもので、もらってい

ないものがあるか。もしもらっているなら

、なぜもらっていないもののように誇るの

か。 8あなたがたは、すでに満腹している

のだ。すでに富み栄えているのだ。わたし

たちを差しおいて、王になっているのだ。

ああ、王になっていてくれたらと思う。そ

うであったなら、わたしたちも、あなたが

たと共に王になれたであろう。 9わたしは

こう考える。神はわたしたち使徒を死刑囚

のように、最後に出場する者として引き出

し、こうしてわたしたちは、全世界に、天

使にも人々にも見せ物にされたのだ。 10わ

たしたちはキリストのゆえに愚かな者とな

り、あなたがたはキリストにあって賢い者
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となっている。わたしたちは弱いが、あな

たがたは強い。あなたがたは尊ばれ、わた

したちは卑しめられている。 11今の今まで

、わたしたちは飢え、かわき、裸にされ、

打たれ、宿なしであり、 12苦労して自分の

手で働いている。はずかしめられては祝福

し、迫害されては耐え忍び、 13ののしられ

ては優しい言葉をかけている。わたしたち

は今に至るまで、この世のちりのように、

人間のくずのようにされている。 14わたし

がこのようなことを書くのは、あなたがた

をはずかしめるためではなく、むしろ、わ

たしの愛児としてさとすためである。 15た

といあなたがたに、キリストにある養育掛

が一万人あったとしても、父が多くあるの

ではない。キリスト・イエスにあって、福

音によりあなたがたを生んだのは、わたし

なのである。 16そこで、あなたがたに勧め

る。わたしにならう者となりなさい。 17こ

のことのために、わたしは主にあって愛す

る忠実なわたしの子テモテを、あなたがた

の所につかわした。彼は、キリスト・イエ

スにおけるわたしの生活のしかたを、わた

しが至る所の教会で教えているとおりに、

あなたがたに思い起させてくれるであろう

。 18しかしある人々は、わたしがあなたが

たの所に来ることはあるまいとみて、高ぶ

っているということである。 19しかし主の

みこころであれば、わたしはすぐにでもあ

なたがたの所に行って、高ぶっている者た

ちの言葉ではなく、その力を見せてもらお

う。 20神の国は言葉ではなく、力である。

21あなたがたは、どちらを望むのか。わた

しがむちをもって、あなたがたの所に行く

ことか、それとも、愛と柔和な心とをもっ

て行くことであるか。

5現に聞くところによると、あなたがたの
間に不品行な者があり、しかもその不品

行は、異邦人の間にもないほどのもので、

ある人がその父の妻と一緒に住んでいると

いうことである。 2それだのに、なお、あ

なたがたは高ぶっている。むしろ、そんな

行いをしている者が、あなたがたの中から

除かれねばならないことを思って、悲しむ

べきではないか。 3しかし、わたし自身と

しては、からだは離れていても、霊では一

緒にいて、その場にいる者のように、そん

な行いをした者を、すでにさばいてしまっ

ている。 4すなわち、主イエスの名によっ

て、あなたがたもわたしの霊も共に、わた

したちの主イエスの権威のもとに集まって

、 5彼の肉が滅ぼされても、その霊が主の

さばきの日に救われるように、彼をサタン

に引き渡してしまったのである。 6あなた

がたが誇っているのは、よろしくない。あ

なたがたは、少しのパン種が粉のかたまり

全体をふくらませることを、知らないのか

。 7新しい粉のかたまりになるために、古

いパン種を取り除きなさい。あなたがたは

、事実パン種のない者なのだから。わたし

たちの過越の小羊であるキリストは、すで

にほふられたのだ。 8ゆえに、わたしたち

は、古いパン種や、また悪意と邪悪とのパ

ン種を用いずに、パン種のはいっていない

純粋で真実なパンをもって、祭をしようで

はないか。 9わたしは前の手紙で、不品行

な者たちと交際してはいけないと書いたが

、 10それは、この世の不品行な者、貪欲な

者、略奪をする者、偶像礼拝をする者など

と全然交際してはいけないと、言ったので

はない。もしそうだとしたら、あなたがた

はこの世から出て行かねばならないことに

なる。 11しかし、わたしが実際に書いたの

は、兄弟と呼ばれる人で、不品行な者、貪

欲な者、偶像礼拝をする者、人をそしる者

、酒に酔う者、略奪をする者があれば、そ

んな人と交際をしてはいけない、食事を共

にしてもいけない、ということであった。

12外の人たちをさばくのは、わたしのする

ことであろうか。あなたがたのさばくべき

者は、内の人たちではないか。外の人たち

は、神がさばくのである。 13その悪人を、

あなたがたの中から除いてしまいなさい。

6あなたがたの中のひとりが、仲間の者と
何か争いを起した場合、それを聖徒に訴

えないで、正しくない者に訴え出るような

ことをするのか。 2それとも、聖徒は世を

さばくものであることを、あなたがたは知
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らないのか。そして、世があなたがたによ

ってさばかれるべきであるのに、きわめて

小さい事件でもさばく力がないのか。 3あ

なたがたは知らないのか、わたしたちは御

使をさえさばく者である。ましてこの世の

事件などは、いうまでもないではないか。

4それだのに、この世の事件が起ると、教会

で軽んじられている人たちを、裁判の席に

つかせるのか。 5わたしがこう言うのは、

あなたがたをはずかしめるためである。い

ったい、あなたがたの中には、兄弟の間の

争いを仲裁することができるほどの知者は

、ひとりもいないのか。 6しかるに、兄弟

が兄弟を訴え、しかもそれを不信者の前に

持ち出すのか。 7そもそも、互に訴え合う

こと自体が、すでにあなたがたの敗北なの

だ。なぜ、むしろ不義を受けないのか。な

ぜ、むしろだまされていないのか。 8しか

るに、あなたがたは不義を働き、だまし取

り、しかも兄弟に対してそうしているので

ある。 9それとも、正しくない者が神の国

をつぐことはないのを、知らないのか。ま

ちがってはいけない。不品行な者、偶像を

礼拝する者、姦淫をする者、男娼となる者

、男色をする者、盗む者、 10貪欲な者、酒

に酔う者、そしる者、略奪する者は、いず

れも神の国をつぐことはないのである。 11

あなたがたの中には、以前はそんな人もい

た。しかし、あなたがたは、主イエス・キ

リストの名によって、またわたしたちの神

の霊によって、洗われ、きよめられ、義と

されたのである。 12すべてのことは、わた

しに許されている。しかし、すべてのこと

が益になるわけではない。すべてのことは

、わたしに許されている。しかし、わたし

は何ものにも支配されることはない。 13食

物は腹のため、腹は食物のためである。し

かし神は、それもこれも滅ぼすであろう。

からだは不品行のためではなく、主のため

であり、主はからだのためである。 14そし

て、神は主をよみがえらせたが、その力で

、わたしたちをもよみがえらせて下さるで

あろう。 15あなたがたは自分のからだがキ

リストの肢体であることを、知らないのか

。それだのに、キリストの肢体を取って遊

女の肢体としてよいのか。断じていけない

。 16それとも、遊女につく者はそれと一つ

のからだになることを、知らないのか。「

ふたりの者は一体となるべきである」とあ

るからである。 17しかし主につく者は、主

と一つの霊になるのである。 18不品行を避

けなさい。人の犯すすべての罪は、からだ

の外にある。しかし不品行をする者は、自

分のからだに対して罪を犯すのである。 19

あなたがたは知らないのか。自分のからだ

は、神から受けて自分の内に宿っている聖

霊の宮であって、あなたがたは、もはや自

分自身のものではないのである。 20あなた

がたは、代価を払って買いとられたのだ。

それだから、自分のからだをもって、神の

栄光をあらわしなさい。

7さて、あなたがたが書いてよこした事に
ついて答えると、男子は婦人にふれない

がよい。 2しかし、不品行に陥ることのな

いために、男子はそれぞれ自分の妻を持ち

、婦人もそれぞれ自分の夫を持つがよい。

3夫は妻にその分を果し、妻も同様に夫にそ

の分を果すべきである。 4妻は自分のから

だを自由にすることはできない。それがで

きるのは夫である。夫も同様に自分のから

だを自由にすることはできない。それがで

きるのは妻である。 5互に拒んではいけな

い。ただし、合意の上で祈に専心するため

に、しばらく相別れ、それからまた一緒に

なることは、さしつかえない。そうでない

と、自制力のないのに乗じて、サタンがあ

なたがたを誘惑するかも知れない。 6以上

のことは、譲歩のつもりで言うのであって

、命令するのではない。 7わたしとしては

、みんなの者がわたし自身のようになって

ほしい。しかし、ひとりびとり神からそれ

ぞれの賜物をいただいていて、ある人はこ

うしており、他の人はそうしている。 8次

に、未婚者たちとやもめたちとに言うが、

わたしのように、ひとりでおれば、それが

いちばんよい。 9しかし、もし自制するこ

とができないなら、結婚するがよい。情の

燃えるよりは、結婚する方が、よいからで
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ある。 10更に、結婚している者たちに命じ

る。命じるのは、わたしではなく主である

が、妻は夫から別れてはいけない。 11（し

かし、万一別れているなら、結婚しないで

いるか、それとも夫と和解するかしなさい

）。また夫も妻と離婚してはならない。 12

そのほかの人々に言う。これを言うのは、

主ではなく、わたしである。ある兄弟に不

信者の妻があり、そして共にいることを喜

んでいる場合には、離婚してはいけない。

13また、ある婦人の夫が不信者であり、そ

して共にいることを喜んでいる場合には、

離婚してはいけない。 14なぜなら、不信者

の夫は妻によってきよめられており、また

、不信者の妻も夫によってきよめられてい

るからである。もしそうでなければ、あな

たがたの子は汚れていることになるが、実

際はきよいではないか。 15しかし、もし不

信者の方が離れて行くのなら、離れるまま

にしておくがよい。兄弟も姉妹も、こうし

た場合には、束縛されてはいない。神は、

あなたがたを平和に暮させるために、召さ

れたのである。 16なぜなら、妻よ、あなた

が夫を救いうるかどうか、どうしてわかる

か。また、夫よ、あなたも妻を救いうるか

どうか、どうしてわかるか。 17ただ、各自

は、主から賜わった分に応じ、また神に召

されたままの状態にしたがって、歩むべき

である。これが、すべての教会に対してわ

たしの命じるところである。 18召されたと

き割礼を受けていたら、その跡をなくそう

としないがよい。また、召されたとき割礼

を受けていなかったら、割礼を受けようと

しないがよい。 19割礼があってもなくても

、それは問題ではない。大事なのは、ただ

神の戒めを守ることである。 20各自は、召

されたままの状態にとどまっているべきで

ある。 21召されたとき奴隷であっても、そ

れを気にしないがよい。しかし、もし自由

の身になりうるなら、むしろ自由になりな

さい。 22主にあって召された奴隷は、主に

よって自由人とされた者であり、また、召

された自由人はキリストの奴隷なのである

。 23あなたがたは、代価を払って買いとら

れたのだ。人の奴隷となってはいけない。

24兄弟たちよ。各自は、その召されたまま

の状態で、神のみまえにいるべきである。

25おとめのことについては、わたしは主の

命令を受けてはいないが、主のあわれみに

より信任を受けている者として、意見を述

べよう。 26わたしはこう考える。現在迫っ

ている危機のゆえに、人は現状にとどまっ

ているがよい。 27もし妻に結ばれているな

ら、解こうとするな。妻に結ばれていない

なら、妻を迎えようとするな。 28しかし、

たとい結婚しても、罪を犯すのではない。

また、おとめが結婚しても、罪を犯すので

はない。ただ、それらの人々はその身に苦

難を受けるであろう。わたしは、あなたが

たを、それからのがれさせたいのだ。 29兄

弟たちよ。わたしの言うことを聞いてほし

い。時は縮まっている。今からは妻のある

者はないもののように、 30泣く者は泣かな

いもののように、喜ぶ者は喜ばないものの

ように、買う者は持たないもののように、

31世と交渉のある者は、それに深入りしな

いようにすべきである。なぜなら、この世

の有様は過ぎ去るからである。 32わたしは

あなたがたが、思い煩わないようにしてい

てほしい。未婚の男子は主のことに心をく

ばって、どうかして主を喜ばせようとする

が、 33結婚している男子はこの世のことに

心をくばって、どうかして妻を喜ばせよう

として、その心が分れるのである。 34未婚

の婦人とおとめとは、主のことに心をくば

って、身も魂もきよくなろうとするが、結

婚した婦人はこの世のことに心をくばって

、どうかして夫を喜ばせようとする。 35わ

たしがこう言うのは、あなたがたの利益に

なると思うからであって、あなたがたを束

縛するためではない。そうではなく、正し

い生活を送って、余念なく主に奉仕させた

いからである。 36もしある人が、相手のお

とめに対して、情熱をいだくようになった

場合、それは適当でないと思いつつも、や

むを得なければ、望みどおりにしてもよい

。それは罪を犯すことではない。ふたりは

結婚するがよい。 37しかし、彼が心の内で
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堅く決心していて、無理をしないで自分の

思いを制することができ、その上で、相手

のおとめをそのままにしておこうと、心の

中で決めたなら、そうしてもよい。 38だか

ら、相手のおとめと結婚することはさしつ

かえないが、結婚しない方がもっとよい。

39妻は夫が生きている間は、その夫につな

がれている。夫が死ねば、望む人と結婚し

てもさしつかえないが、それは主にある者

とに限る。 40しかし、わたしの意見では、

そのままでいたなら、もっと幸福である。

わたしも神の霊を受けていると思う。

8偶像への供え物について答えると、「わ
たしたちはみな知識を持っている」こと

は、わかっている。しかし、知識は人を誇

らせ、愛は人の徳を高める。 2もし人が、

自分は何か知っていると思うなら、その人

は、知らなければならないほどの事すら、

まだ知っていない。 3しかし、人が神を愛

するなら、その人は神に知られているので

ある。 4さて、偶像への供え物を食べるこ

とについては、わたしたちは、偶像なるも

のは実際は世に存在しないこと、また、唯

一の神のほかには神がないことを、知って

いる。 5というのは、たとい神々といわれ

るものが、あるいは天に、あるいは地にあ

るとしても、そして、多くの神、多くの主

があるようではあるが、 6わたしたちには

、父なる唯一の神のみがいますのである。

万物はこの神から出て、わたしたちもこの

神に帰する。また、唯一の主イエス・キリ

ストのみがいますのである。万物はこの主

により、わたしたちもこの主によっている

。 7しかし、この知識をすべての人が持っ

ているのではない。ある人々は、偶像につ

いての、これまでの習慣上、偶像への供え

物として、それを食べるが、彼らの良心が

、弱いために汚されるのである。 8食物は

、わたしたちを神に導くものではない。食

べなくても損はないし、食べても益にはな

らない。 9しかし、あなたがたのこの自由

が、弱い者たちのつまずきにならないよう

に、気をつけなさい。 10なぜなら、ある人

が、知識のあるあなたが偶像の宮で食事を

しているのを見た場合、その人の良心が弱

いため、それに「教育されて」、偶像への

供え物を食べるようにならないだろうか。

11するとその弱い人は、あなたの知識によ

って滅びることになる。この弱い兄弟のた

めにも、キリストは死なれたのである。 12

このようにあなたがたが、兄弟たちに対し

て罪を犯し、その弱い良心を痛めるのは、

キリストに対して罪を犯すことなのである

。 13だから、もし食物がわたしの兄弟をつ

まずかせるなら、兄弟をつまずかせないた

めに、わたしは永久に、断じて肉を食べる

ことはしない。 (aiōn g165)

9わたしは自由な者ではないか。使徒では
ないか。わたしたちの主イエスを見たで

はないか。あなたがたは、主にあるわたし

の働きの実ではないか。 2わたしは、ほか

の人に対しては使徒でないとしても、あな

たがたには使徒である。あなたがたが主に

あることは、わたしの使徒職の印なのであ

る。 3わたしの批判者たちに対する弁明は

、これである。 4わたしたちには、飲み食

いをする権利がないのか。 5わたしたちに

は、ほかの使徒たちや主の兄弟たちやケパ

のように、信者である妻を連れて歩く権利

がないのか。 6それとも、わたしとバルナ

バとだけには、労働をせずにいる権利がな

いのか。 7いったい、自分で費用を出して

軍隊に加わる者があろうか。ぶどう畑を作

っていて、その実を食べない者があろうか

。また、羊を飼っていて、その乳を飲まな

い者があろうか。 8わたしは、人間の考え

でこう言うのではない。律法もまた、その

ように言っているではないか。 9すなわち

、モーセの律法に、「穀物をこなしている

牛に、くつこをかけてはならない」と書い

てある。神は、牛のことを心にかけておら

れるのだろうか。 10それとも、もっぱら、

わたしたちのために言っておられるのか。

もちろん、それはわたしたちのためにしる

されたのである。すなわち、耕す者は望み

をもって耕し、穀物をこなす者は、その分

け前をもらう望みをもってこなすのである

。 11もしわたしたちが、あなたがたのため
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に霊のものをまいたのなら、肉のものをあ

なたがたから刈りとるのは、行き過ぎだろ

うか。 12もしほかの人々が、あなたがたに

対するこの権利にあずかっているとすれば

、わたしたちはなおさらのことではないか

。しかしわたしたちは、この権利を利用せ

ず、かえってキリストの福音の妨げになら

ないようにと、すべてのことを忍んでいる

。 13あなたがたは、宮仕えをしている人た

ちは宮から下がる物を食べ、祭壇に奉仕し

ている人たちは祭壇の供え物の分け前にあ

ずかることを、知らないのか。 14それと同

様に、主は、福音を宣べ伝えている者たち

が福音によって生活すべきことを、定めら

れたのである。 15しかしわたしは、これら

の権利を一つも利用しなかった。また、自

分がそうしてもらいたいから、このように

書くのではない。そうされるよりは、死ぬ

方がましである。わたしのこの誇は、何者

にも奪い去られてはならないのだ。 16わた

しが福音を宣べ伝えても、それは誇にはな

らない。なぜなら、わたしは、そうせずに

はおれないからである。もし福音を宣べ伝

えないなら、わたしはわざわいである。 17

進んでそれをすれば、報酬を受けるであろ

う。しかし、進んでしないとしても、それ

は、わたしにゆだねられた務なのである。

18それでは、その報酬はなんであるか。福

音を宣べ伝えるのにそれを無代価で提供し

、わたしが宣教者として持つ権利を利用し

ないことである。 19わたしは、すべての人

に対して自由であるが、できるだけ多くの

人を得るために、自ら進んですべての人の

奴隷になった。 20ユダヤ人には、ユダヤ人

のようになった。ユダヤ人を得るためであ

る。律法の下にある人には、わたし自身は

律法の下にはないが、律法の下にある者の

ようになった。律法の下にある人を得るた

めである。 21律法のない人にはわたしは神

の律法の外にあるのではなく、キリストの

律法の中にあるのだが律法のない人のよう

になった。律法のない人を得るためである

。 22弱い人には弱い者になった。弱い人を

得るためである。すべての人に対しては、

すべての人のようになった。なんとかして

幾人かを救うためである。 23福音のために

、わたしはどんな事でもする。わたしも共

に福音にあずかるためである。 24あなたが

たは知らないのか。競技場で走る者は、み

な走りはするが、賞を得る者はひとりだけ

である。あなたがたも、賞を得るように走

りなさい。 25しかし、すべて競技をする者

は、何ごとにも節制をする。彼らは朽ちる

冠を得るためにそうするが、わたしたちは

朽ちない冠を得るためにそうするのである

。 26そこで、わたしは目標のはっきりしな

いような走り方をせず、空を打つような拳

闘はしない。 27すなわち、自分のからだを

打ちたたいて服従させるのである。そうし

ないと、ほかの人に宣べ伝えておきながら

、自分は失格者になるかも知れない。

10兄弟たちよ。このことを知らずにいて
もらいたくない。わたしたちの先祖は

みな雲の下におり、みな海を通り、 2みな

雲の中、海の中で、モーセにつくバプテス

マを受けた。 3また、みな同じ霊の食物を

食べ、 4みな同じ霊の飲み物を飲んだ。す

なわち、彼らについてきた霊の岩から飲ん

だのであるが、この岩はキリストにほかな

らない。 5しかし、彼らの中の大多数は、

神のみこころにかなわなかったので、荒野

で滅ぼされてしまった。 6これらの出来事

は、わたしたちに対する警告であって、彼

らが悪をむさぼったように、わたしたちも

悪をむさぼることのないためなのである。

7だから、彼らの中のある者たちのように、

偶像礼拝者になってはならない。すなわち

、「民は座して飲み食いをし、また立って

踊り戯れた」と書いてある。 8また、ある

者たちがしたように、わたしたちは不品行

をしてはならない。不品行をしたため倒さ

れた者が、一日に二万三千人もあった。 9

また、ある者たちがしたように、わたした

ちは主を試みてはならない。主を試みた者

は、へびに殺された。 10また、ある者たち

がつぶやいたように、つぶやいてはならな

い。つぶやいた者は、「死の使」に滅ぼさ

れた。 11これらの事が彼らに起ったのは、
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他に対する警告としてであって、それが書

かれたのは、世の終りに臨んでいるわたし

たちに対する訓戒のためである。 (aiōn g165)

12だから、立っていると思う者は、倒れな

いように気をつけるがよい。 13あなたがた

の会った試錬で、世の常でないものはない

。神は真実である。あなたがたを耐えられ

ないような試錬に会わせることはないばか

りか、試錬と同時に、それに耐えられるよ

うに、のがれる道も備えて下さるのである

。 14それだから、愛する者たちよ。偶像礼

拝を避けなさい。 15賢明なあなたがたに訴

える。わたしの言うことを、自ら判断して

みるがよい。 16わたしたちが祝福する祝福

の杯、それはキリストの血にあずかること

ではないか。わたしたちがさくパン、それ

はキリストのからだにあずかることではな

いか。 17パンが一つであるから、わたした

ちは多くいても、一つのからだなのである

。みんなの者が一つのパンを共にいただく

からである。 18肉によるイスラエルを見る

がよい。供え物を食べる人たちは、祭壇に

あずかるのではないか。 19すると、なんと

言ったらよいか。偶像にささげる供え物は

、何か意味があるのか。また、偶像は何か

ほんとうにあるものか。 20そうではない。

人々が供える物は、悪霊ども、すなわち、

神ならぬ者に供えるのである。わたしは、

あなたがたが悪霊の仲間になることを望ま

ない。 21主の杯と悪霊どもの杯とを、同時

に飲むことはできない。主の食卓と悪霊ど

もの食卓とに、同時にあずかることはでき

ない。 22それとも、わたしたちは主のねた

みを起そうとするのか。わたしたちは、主

よりも強いのだろうか。 23すべてのことは

許されている。しかし、すべてのことが益

になるわけではない。すべてのことは許さ

れている。しかし、すべてのことが人の徳

を高めるのではない。 24だれでも、自分の

益を求めないで、ほかの人の益を求めるべ

きである。 25すべて市場で売られている物

は、いちいち良心に問うことをしないで、

食べるがよい。 26地とそれに満ちている物

とは、主のものだからである。 27もしあな

たがたが、不信者のだれかに招かれて、そ

こに行こうと思う場合、自分の前に出され

る物はなんでも、いちいち良心に問うこと

をしないで、食べるがよい。 28しかし、だ

れかがあなたがたに、これはささげ物の肉

だと言ったなら、それを知らせてくれた人

のために、また良心のために、食べないが

よい。 29良心と言ったのは、自分の良心で

はなく、他人の良心のことである。なぜな

ら、わたしの自由が、どうして他人の良心

によって左右されることがあろうか。 30も

しわたしが感謝して食べる場合、その感謝

する物について、どうして人のそしりを受

けるわけがあろうか。 31だから、飲むにも

食べるにも、また何事をするにも、すべて

神の栄光のためにすべきである。 32ユダヤ

人にもギリシヤ人にも神の教会にも、つま

ずきになってはいけない。 33わたしもまた

、何事にもすべての人に喜ばれるように努

め、多くの人が救われるために、自分の益

ではなく彼らの益を求めている。

11わたしがキリストにならう者であるよ
うに、あなたがたもわたしにならう者

になりなさい。 2あなたがたが、何かにつ

けわたしを覚えていて、あなたがたに伝え

たとおりに言伝えを守っているので、わた

しは満足に思う。 3しかし、あなたがたに

知っていてもらいたい。すべての男のかし

らはキリストであり、女のかしらは男であ

り、キリストのかしらは神である。 4祈を

したり預言をしたりする時、かしらに物を

かぶる男は、そのかしらをはずかしめる者

である。 5祈をしたり預言をしたりする時

、かしらにおおいをかけない女は、そのか

しらをはずかしめる者である。それは、髪

をそったのとまったく同じだからである。

6もし女がおおいをかけないなら、髪を切っ

てしまうがよい。髪を切ったりそったりす

るのが、女にとって恥ずべきことであるな

ら、おおいをかけるべきである。 7男は、

神のかたちであり栄光であるから、かしら

に物をかぶるべきではない。女は、また男

の光栄である。 8なぜなら、男が女から出
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たのではなく、女が男から出たのだからで

ある。 9また、男は女のために造られたの

ではなく、女が男のために造られたのであ

る。 10それだから、女は、かしらに権威の

しるしをかぶるべきである。それは天使た

ちのためでもある。 11ただ、主にあっては

、男なしには女はないし、女なしには男は

ない。 12それは、女が男から出たように、

男もまた女から生れたからである。そして

、すべてのものは神から出たのである。 13

あなたがた自身で判断してみるがよい。女

がおおいをかけずに神に祈るのは、ふさわ

しいことだろうか。 14自然そのものが教え

ているではないか。男に長い髪があれば彼

の恥になり、 15女に長い髪があれば彼女の

光栄になるのである。長い髪はおおいの代

りに女に与えられているものだからである

。 16しかし、だれかがそれに反対の意見を

持っていても、そんな風習はわたしたちに

はなく、神の諸教会にもない。 17ところで

、次のことを命じるについては、あなたが

たをほめるわけにはいかない。というのは

、あなたがたの集まりが利益にならないで

、かえって損失になっているからである。

18まず、あなたがたが教会に集まる時、お

互の間に分争があることを、わたしは耳に

しており、そしていくぶんか、それを信じ

ている。 19たしかに、あなたがたの中でほ

んとうの者が明らかにされるためには、分

派もなければなるまい。 20そこで、あなた

がたが一緒に集まるとき、主の晩餐を守る

ことができないでいる。 21というのは、食

事の際、各自が自分の晩餐をかってに先に

食べるので、飢えている人があるかと思え

ば、酔っている人がある始末である。 22あ

なたがたには、飲み食いをする家がないの

か。それとも、神の教会を軽んじ、貧しい

人々をはずかしめるのか。わたしはあなた

がたに対して、なんと言おうか。あなたが

たを、ほめようか。この事では、ほめるわ

けにはいかない。 23わたしは、主から受け

たことを、また、あなたがたに伝えたので

ある。すなわち、主イエスは、渡される夜

、パンをとり、 24感謝してこれをさき、そ

して言われた、「これはあなたがたのため

の、わたしのからだである。わたしを記念

するため、このように行いなさい」。 25食

事ののち、杯をも同じようにして言われた

、「この杯は、わたしの血による新しい契

約である。飲むたびに、わたしの記念とし

て、このように行いなさい」。 26だから、

あなたがたは、このパンを食し、この杯を

飲むごとに、それによって、主がこられる

時に至るまで、主の死を告げ知らせるので

ある。 27だから、ふさわしくないままでパ

ンを食し主の杯を飲む者は、主のからだと

血とを犯すのである。 28だれでもまず自分

を吟味し、それからパンを食べ杯を飲むべ

きである。 29主のからだをわきまえないで

飲み食いする者は、その飲み食いによって

自分にさばきを招くからである。 30あなた

がたの中に、弱い者や病人が大ぜいおり、

また眠った者も少なくないのは、そのため

である。 31しかし、自分をよくわきまえて

おくならば、わたしたちはさばかれること

はないであろう。 32しかし、さばかれると

すれば、それは、この世と共に罪に定めら

れないために、主の懲らしめを受けること

なのである。 33それだから、兄弟たちよ。

食事のために集まる時には、互に待ち合わ

せなさい。 34もし空腹であったら、さばき

を受けに集まることにならないため、家で

食べるがよい。そのほかの事は、わたしが

行った時に、定めることにしよう。

12兄弟たちよ。霊の賜物については、次
のことを知らずにいてもらいたくない

。 2あなたがたがまだ異邦人であった時、

誘われるまま、物の言えない偶像のところ

に引かれて行ったことは、あなたがたの承

知しているとおりである。 3そこで、あな

たがたに言っておくが、神の霊によって語

る者はだれも「イエスはのろわれよ」とは

言わないし、また、聖霊によらなければ、

だれも「イエスは主である」と言うことが

できない。 4霊の賜物は種々あるが、御霊

は同じである。 5務は種々あるが、主は同

じである。 6働きは種々あるが、すべての

ものの中に働いてすべてのことをなさる神
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は、同じである。 7各自が御霊の現れを賜

わっているのは、全体の益になるためであ

る。 8すなわち、ある人には御霊によって

知恵の言葉が与えられ、ほかの人には、同

じ御霊によって知識の言、 9またほかの人

には、同じ御霊によって信仰、またほかの

人には、一つの御霊によっていやしの賜物

、 10またほかの人には力あるわざ、またほ

かの人には預言、またほかの人には霊を見

わける力、またほかの人には種々の異言、

またほかの人には異言を解く力が、与えら

れている。 11すべてこれらのものは、一つ

の同じ御霊の働きであって、御霊は思いの

ままに、それらを各自に分け与えられるの

である。 12からだが一つであっても肢体は

多くあり、また、からだのすべての肢体が

多くあっても、からだは一つであるように

、キリストの場合も同様である。 13なぜな

ら、わたしたちは皆、ユダヤ人もギリシヤ

人も、奴隷も自由人も、一つの御霊によっ

て、一つのからだとなるようにバプテスマ

を受け、そして皆一つの御霊を飲んだから

である。 14実際、からだは一つの肢体だけ

ではなく、多くのものからできている。 15

もし足が、わたしは手ではないから、から

だに属していないと言っても、それで、か

らだに属さないわけではない。 16また、も

し耳が、わたしは目ではないから、からだ

に属していないと言っても、それで、から

だに属さないわけではない。 17もしからだ

全体が目だとすれば、どこで聞くのか。も

し、からだ全体が耳だとすれば、どこでか

ぐのか。 18そこで神は御旨のままに、肢体

をそれぞれ、からだに備えられたのである

。 19もし、すべてのものが一つの肢体なら

、どこにからだがあるのか。 20ところが実

際、肢体は多くあるが、からだは一つなの

である。 21目は手にむかって、「おまえは

いらない」とは言えず、また頭は足にむか

って、「おまえはいらない」とも言えない

。 22そうではなく、むしろ、からだのうち

で他よりも弱く見える肢体が、かえって必

要なのであり、 23からだのうちで、他より

も見劣りがすると思えるところに、ものを

着せていっそう見よくする。麗しくない部

分はいっそう麗しくするが、 24麗しい部分

はそうする必要がない。神は劣っている部

分をいっそう見よくして、からだに調和を

お与えになったのである。 25それは、から

だの中に分裂がなく、それぞれの肢体が互

にいたわり合うためなのである。 26もし一

つの肢体が悩めば、ほかの肢体もみな共に

悩み、一つの肢体が尊ばれると、ほかの肢

体もみな共に喜ぶ。 27あなたがたはキリス

トのからだであり、ひとりびとりはその肢

体である。 28そして、神は教会の中で、人

々を立てて、第一に使徒、第二に預言者、

第三に教師とし、次に力あるわざを行う者

、次にいやしの賜物を持つ者、また補助者

、管理者、種々の異言を語る者をおかれた

。 29みんなが使徒だろうか。みんなが預言

者だろうか。みんなが教師だろうか。みん

なが力あるわざを行う者だろうか。 30みん

ながいやしの賜物を持っているのだろうか

。みんなが異言を語るのだろうか。みんな

が異言を解くのだろうか。 31だが、あなた

がたは、更に大いなる賜物を得ようと熱心

に努めなさい。そこで、わたしは最もすぐ

れた道をあなたがたに示そう。

13たといわたしが、人々の言葉や御使た
ちの言葉を語っても、もし愛がなけれ

ば、わたしは、やかましい鐘や騒がしい鐃

鉢と同じである。 2たといまた、わたしに

預言をする力があり、あらゆる奥義とあら

ゆる知識とに通じていても、また、山を移

すほどの強い信仰があっても、もし愛がな

ければ、わたしは無に等しい。 3たといま

た、わたしが自分の全財産を人に施しても

、また、自分のからだを焼かれるために渡

しても、もし愛がなければ、いっさいは無

益である。 4愛は寛容であり、愛は情深い

。また、ねたむことをしない。愛は高ぶら

ない、誇らない、 5不作法をしない、自分

の利益を求めない、いらだたない、恨みを

いだかない。 6不義を喜ばないで真理を喜

ぶ。 7そして、すべてを忍び、すべてを信

じ、すべてを望み、すべてを耐える。 8愛

はいつまでも絶えることがない。しかし、
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預言はすたれ、異言はやみ、知識はすたれ

るであろう。 9なぜなら、わたしたちの知

るところは一部分であり、預言するところ

も一部分にすぎない。 10全きものが来る時

には、部分的なものはすたれる。 11わたし

たちが幼な子であった時には、幼な子らし

く語り、幼な子らしく感じ、また、幼な子

らしく考えていた。しかし、おとなとなっ

た今は、幼な子らしいことを捨ててしまっ

た。 12わたしたちは、今は、鏡に映して見

るようにおぼろげに見ている。しかしその

時には、顔と顔とを合わせて、見るであろ

う。わたしの知るところは、今は一部分に

すぎない。しかしその時には、わたしが完

全に知られているように、完全に知るであ

ろう。 13このように、いつまでも存続する

ものは、信仰と希望と愛と、この三つであ

る。このうちで最も大いなるものは、愛で

ある。

14愛を追い求めなさい。また、霊の賜物
を、ことに預言することを、熱心に求

めなさい。 2異言を語る者は、人にむかっ

て語るのではなく、神にむかって語るので

ある。それはだれにもわからない。彼はた

だ、霊によって奥義を語っているだけであ

る。 3しかし預言をする者は、人に語って

その徳を高め、彼を励まし、慰めるのであ

る。 4異言を語る者は自分だけの徳を高め

るが、預言をする者は教会の徳を高める。

5わたしは実際、あなたがたがひとり残らず

異言を語ることを望むが、特に預言をして

もらいたい。教会の徳を高めるように異言

を解かない限り、異言を語る者よりも、預

言をする者の方がまさっている。 6だから

、兄弟たちよ。たといわたしがあなたがた

の所に行って異言を語るとしても、啓示か

知識か預言か教かを語らなければ、あなた

がたに、なんの役に立つだろうか。 7また

、笛や立琴のような楽器でも、もしその音

に変化がなければ、何を吹いているのか、

弾いているのか、どうして知ることができ

ようか。 8また、もしラッパがはっきりし

た音を出さないなら、だれが戦闘の準備を

するだろうか。 9それと同様に、もしあな

たがたが異言ではっきりしない言葉を語れ

ば、どうしてその語ることがわかるだろう

か。それでは、空にむかって語っているこ

とになる。 10世には多種多様の言葉がある

だろうが、意味のないものは一つもない。

11もしその言葉の意味がわからないなら、

語っている人にとっては、わたしは異国人

であり、語っている人も、わたしにとって

は異国人である。 12だから、あなたがたも

、霊の賜物を熱心に求めている以上は、教

会の徳を高めるために、それを豊かにいた

だくように励むがよい。 13このようなわけ

であるから、異言を語る者は、自分でそれ

を解くことができるように祈りなさい。 14

もしわたしが異言をもって祈るなら、わた

しの霊は祈るが、知性は実を結ばないから

である。 15すると、どうしたらよいのか。

わたしは霊で祈ると共に、知性でも祈ろう

。霊でさんびを歌うと共に、知性でも歌お

う。 16そうでないと、もしあなたが霊で祝

福の言葉を唱えても、初心者の席にいる者

は、あなたの感謝に対して、どうしてアァ

メンと言えようか。あなたが何を言ってい

るのか、彼には通じない。 17感謝するのは

結構だが、それで、ほかの人の徳を高める

ことにはならない。 18わたしは、あなたが

たのうちのだれよりも多く異言が語れるこ

とを、神に感謝する。 19しかし教会では、

一万の言葉を異言で語るよりも、ほかの人

たちをも教えるために、むしろ五つの言葉

を知性によって語る方が願わしい。 20兄弟

たちよ。物の考えかたでは、子供となって

はいけない。悪事については幼な子となる

のはよいが、考えかたでは、おとなとなり

なさい。 21律法にこう書いてある、「わた

しは、異国の舌と異国のくちびるとで、こ

の民に語るが、それでも、彼らはわたしに

耳を傾けない、と主が仰せになる」。 22こ

のように、異言は信者のためではなく未信

者のためのしるしであるが、預言は未信者

のためではなく信者のためのしるしである

。 23もし全教会が一緒に集まって、全員が

異言を語っているところに、初心者か不信

者かがはいってきたら、彼らはあなたがた
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を気違いだと言うだろう。 24しかし、全員

が預言をしているところに、不信者か初心

者がはいってきたら、彼の良心はみんなの

者に責められ、みんなの者にさばかれ、 25

その心の秘密があばかれ、その結果、ひれ

伏して神を拝み、「まことに、神があなた

がたのうちにいます」と告白するに至るで

あろう。 26すると、兄弟たちよ。どうした

らよいのか。あなたがたが一緒に集まる時

、各自はさんびを歌い、教をなし、啓示を

告げ、異言を語り、それを解くのであるが

、すべては徳を高めるためにすべきである

。 27もし異言を語る者があれば、ふたりか

、多くて三人の者が、順々に語り、そして

、ひとりがそれを解くべきである。 28もし

解く者がいない時には、教会では黙ってい

て、自分に対しまた神に対して語っている

べきである。 29預言をする者の場合にも、

ふたりか三人かが語り、ほかの者はそれを

吟味すべきである。 30しかし、席にいる他

の者が啓示を受けた場合には、初めの者は

黙るがよい。 31あなたがたは、みんなが学

びみんなが勧めを受けるために、ひとりず

つ残らず預言をすることができるのだから

。 32かつ、預言者の霊は預言者に服従する

ものである。 33神は無秩序の神ではなく、

平和の神である。聖徒たちのすべての教会

で行われているように、 34婦人たちは教会

では黙っていなければならない。彼らは語

ることが許されていない。だから、律法も

命じているように、服従すべきである。 35

もし何か学びたいことがあれば、家で自分

の夫に尋ねるがよい。教会で語るのは、婦

人にとっては恥ずべきことである。 36それ

とも、神の言はあなたがたのところから出

たのか。あるいは、あなたがただけにきた

のか。 37もしある人が、自分は預言者か霊

の人であると思っているなら、わたしがあ

なたがたに書いていることは、主の命令だ

と認めるべきである。 38もしそれを無視す

る者があれば、その人もまた無視される。

39わたしの兄弟たちよ。このようなわけだ

から、預言することを熱心に求めなさい。

また、異言を語ることを妨げてはならない

。 40しかし、すべてのことを適宜に、かつ

秩序を正して行うがよい。

15兄弟たちよ。わたしが以前あなたがた
に伝えた福音、あなたがたが受けいれ

、それによって立ってきたあの福音を、思

い起してもらいたい。 2もしあなたがたが

、いたずらに信じないで、わたしの宣べ伝

えたとおりの言葉を固く守っておれば、こ

の福音によって救われるのである。 3わた

しが最も大事なこととしてあなたがたに伝

えたのは、わたし自身も受けたことであっ

た。すなわちキリストが、聖書に書いてあ

るとおり、わたしたちの罪のために死んだ

こと、 4そして葬られたこと、聖書に書い

てあるとおり、三日目によみがえったこと

、 5ケパに現れ、次に、十二人に現れたこ

とである。 6そののち、五百人以上の兄弟

たちに、同時に現れた。その中にはすでに

眠った者たちもいるが、大多数はいまなお

生存している。 7そののち、ヤコブに現れ

、次に、すべての使徒たちに現れ、 8そし

て最後に、いわば、月足らずに生れたよう

なわたしにも、現れたのである。 9実際わ

たしは、神の教会を迫害したのであるから

、使徒たちの中でいちばん小さい者であっ

て、使徒と呼ばれる値うちのない者である

。 10しかし、神の恵みによって、わたしは

今日あるを得ているのである。そして、わ

たしに賜わった神の恵みはむだにならず、

むしろ、わたしは彼らの中のだれよりも多

く働いてきた。しかしそれは、わたし自身

ではなく、わたしと共にあった神の恵みで

ある。 11とにかく、わたしにせよ彼らにせ

よ、そのように、わたしたちは宣べ伝えて

おり、そのように、あなたがたは信じたの

である。 12さて、キリストは死人の中から

よみがえったのだと宣べ伝えられているの

に、あなたがたの中のある者が、死人の復

活などはないと言っているのは、どうした

ことか。 13もし死人の復活がないならば、

キリストもよみがえらなかったであろう。

14もしキリストがよみがえらなかったとし

たら、わたしたちの宣教はむなしく、あな

たがたの信仰もまたむなしい。 15すると、
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わたしたちは神にそむく偽証人にさえなる

わけだ。なぜなら、万一死人がよみがえら

ないとしたら、わたしたちは神が実際よみ

がえらせなかったはずのキリストを、よみ

がえらせたと言って、神に反するあかしを

立てたことになるからである。 16もし死人

がよみがえらないなら、キリストもよみが

えらなかったであろう。 17もしキリストが

よみがえらなかったとすれば、あなたがた

の信仰は空虚なものとなり、あなたがたは

、いまなお罪の中にいることになろう。 18

そうだとすると、キリストにあって眠った

者たちは、滅んでしまったのである。 19も

しわたしたちが、この世の生活でキリスト

にあって単なる望みをいだいているだけだ

とすれば、わたしたちは、すべての人の中

で最もあわれむべき存在となる。 20しかし

事実、キリストは眠っている者の初穂とし

て、死人の中からよみがえったのである。

21それは、死がひとりの人によってきたの

だから、死人の復活もまた、ひとりの人に

よってこなければならない。 22アダムにあ

ってすべての人が死んでいるのと同じよう

に、キリストにあってすべての人が生かさ

れるのである。 23ただ、各自はそれぞれの

順序に従わねばならない。最初はキリスト

、次に、主の来臨に際してキリストに属す

る者たち、 24それから終末となって、その

時に、キリストはすべての君たち、すべて

の権威と権力とを打ち滅ぼして、国を父な

る神に渡されるのである。 25なぜなら、キ

リストはあらゆる敵をその足もとに置く時

までは、支配を続けることになっているか

らである。 26最後の敵として滅ぼされるの

が、死である。 27「神は万物を彼の足もと

に従わせた」からである。ところが、万物

を従わせたと言われる時、万物を従わせた

かたがそれに含まれていないことは、明ら

かである。 28そして、万物が神に従う時に

は、御子自身もまた、万物を従わせたその

かたに従うであろう。それは、神がすべて

の者にあって、すべてとなられるためであ

る。 29そうでないとすれば、死者のために

バプテスマを受ける人々は、なぜそれをす

るのだろうか。もし死者が全くよみがえら

ないとすれば、なぜ人々が死者のためにバ

プテスマを受けるのか。 30また、なんのた

めに、わたしたちはいつも危険を冒してい

るのか。 31兄弟たちよ。わたしたちの主キ

リスト・イエスにあって、わたしがあなた

がたにつき持っている誇にかけて言うが、

わたしは日々死んでいるのである。 32もし

、わたしが人間の考えによってエペソで獣

と戦ったとすれば、それはなんの役に立つ

のか。もし死人がよみがえらないのなら、

「わたしたちは飲み食いしようではないか

。あすもわからぬいのちなのだ」。 33まち

がってはいけない。「悪い交わりは、良い

ならわしをそこなう」。 34目ざめて身を正

し、罪を犯さないようにしなさい。あなた

がたのうちには、神について無知な人々が

いる。あなたがたをはずかしめるために、

わたしはこう言うのだ。 35しかし、ある人

は言うだろう。「どんなふうにして、死人

がよみがえるのか。どんなからだをして来

るのか」。 36おろかな人である。あなたの

まくものは、死ななければ、生かされない

ではないか。 37また、あなたのまくのは、

やがて成るべきからだをまくのではない。

麦であっても、ほかの種であっても、ただ

の種粒にすぎない。 38ところが、神はみこ

ころのままに、これにからだを与え、その

一つ一つの種にそれぞれのからだをお与え

になる。 39すべての肉が、同じ肉なのでは

ない。人の肉があり、獣の肉があり、鳥の

肉があり、魚の肉がある。 40天に属するか

らだもあれば、地に属するからだもある。

天に属するものの栄光は、地に属するもの

の栄光と違っている。 41日の栄光があり、

月の栄光があり、星の栄光がある。また、

この星とあの星との間に、栄光の差がある

。 42死人の復活も、また同様である。朽ち

るものでまかれ、朽ちないものによみがえ

り、 43卑しいものでまかれ、栄光あるもの

によみがえり、弱いものでまかれ、強いも

のによみがえり、 44肉のからだでまかれ、

霊のからだによみがえるのである。肉のか

らだがあるのだから、霊のからだもあるわ
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けである。 45聖書に「最初の人アダムは生

きたものとなった」と書いてあるとおりで

ある。しかし最後のアダムは命を与える霊

となった。 46最初にあったのは、霊のもの

ではなく肉のものであって、その後に霊の

ものが来るのである。 47第一の人は地から

出て土に属し、第二の人は天から来る。 48

この土に属する人に、土に属している人々

は等しく、この天に属する人に、天に属し

ている人々は等しいのである。 49すなわち

、わたしたちは、土に属している形をとっ

ているのと同様に、また天に属している形

をとるであろう。 50兄弟たちよ。わたしは

この事を言っておく。肉と血とは神の国を

継ぐことができないし、朽ちるものは朽ち

ないものを継ぐことがない。 51ここで、あ

なたがたに奥義を告げよう。わたしたちす

べては、眠り続けるのではない。終りのラ

ッパの響きと共に、またたく間に、一瞬に

して変えられる。 52というのは、ラッパが

響いて、死人は朽ちない者によみがえらさ

れ、わたしたちは変えられるのである。 53

なぜなら、この朽ちるものは必ず朽ちない

ものを着、この死ぬものは必ず死なないも

のを着ることになるからである。 54この朽

ちるものが朽ちないものを着、この死ぬも

のが死なないものを着るとき、聖書に書い

てある言葉が成就するのである。 55「死は

勝利にのまれてしまった。死よ、おまえの

勝利は、どこにあるのか。死よ、おまえの

とげは、どこにあるのか」。 (Hadēs g86) 56死

のとげは罪である。罪の力は律法である。

57しかし感謝すべきことには、神はわたし

たちの主イエス・キリストによって、わた

したちに勝利を賜わったのである。 58だか

ら、愛する兄弟たちよ。堅く立って動かさ

れず、いつも全力を注いで主のわざに励み

なさい。主にあっては、あなたがたの労苦

がむだになることはないと、あなたがたは

知っているからである。

16聖徒たちへの献金については、わたし
はガラテヤの諸教会に命じておいたが

、あなたがたもそのとおりにしなさい。 2

一週の初めの日ごとに、あなたがたはそれ

ぞれ、いくらでも収入に応じて手もとにた

くわえておき、わたしが着いた時になって

初めて集めることのないようにしなさい。

3わたしが到着したら、あなたがたが選んだ

人々に手紙をつけ、あなたがたの贈り物を

持たせて、エルサレムに送り出すことにし

よう。 4もしわたしも行く方がよければ、

一緒に行くことになろう。 5わたしは、マ

ケドニヤを通過してから、あなたがたのと

ころに行くことになろう。マケドニヤは通

過するだけだが、 6あなたがたの所では、

たぶん滞在するようになり、あるいは冬を

過ごすかも知れない。そうなれば、わたし

がどこへゆくにしても、あなたがたに送っ

てもらえるだろう。 7わたしは今、あなた

がたに旅のついでに会うことは好まない。

もし主のお許しがあれば、しばらくあなた

がたの所に滞在したいと望んでいる。 8し

かし五旬節までは、エペソに滞在するつも

りだ。というのは、有力な働きの門がわた

しのために大きく開かれているし、 9また

敵対する者も多いからである。 10もしテモ

テが着いたら、あなたがたの所で不安なし

に過ごせるようにしてあげてほしい。彼は

わたしと同様に、主のご用にあたっている

のだから。 11だれも彼を軽んじてはいけな

い。そして、わたしの所に来るように、ど

うか彼を安らかに送り出してほしい。わた

しは彼が兄弟たちと一緒に来るのを待って

いる。 12兄弟アポロについては、兄弟たち

と一緒にあなたがたの所に行くように、た

びたび勧めてみた。しかし彼には、今行く

意志は、全くない。適当な機会があれば、

行くだろう。 13目をさましていなさい。信

仰に立ちなさい。男らしく、強くあってほ

しい。 14いっさいのことを、愛をもって行

いなさい。 15兄弟たちよ。あなたがたに勧

める。あなたがたが知っているように、ス

テパナの家はアカヤの初穂であって、彼ら

は身をもって聖徒に奉仕してくれた。 16ど

うか、このような人々と、またすべて彼ら

と共に働き共に労する人々とに、従ってほ

しい。 17わたしは、ステパナとポルトナト

とアカイコとがきてくれたのを喜んでいる
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。彼らはあなたがたの足りない所を満たし

、 18わたしの心とあなたがたの心とを、安

らかにしてくれた。こうした人々は、重ん

じなければならない。 19アジヤの諸教会か

ら、あなたがたによろしく。アクラとプリ

スカとその家の教会から、主にあって心か

らよろしく。 20すべての兄弟たちから、よ

ろしく。あなたがたも互に、きよい接吻を

もってあいさつをかわしなさい。 21ここで

パウロが、手ずからあいさつをしるす。 22

もし主を愛さない者があれば、のろわれよ

。マラナ・タ（われらの主よ、きたりませ

）。 23主イエスの恵みが、あなたがたと共

にあるように。 24わたしの愛が、キリスト

・イエスにあって、あなたがた一同と共に

あるように。
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コリント人への手

紙第二

1神の御旨によりキリスト・イエスの使徒
となったパウロと、兄弟テモテとから、

コリントにある神の教会、ならびにアカヤ

全土にいるすべての聖徒たちへ。 2わたし

たちの父なる神と主イエス・キリストから

、恵みと平安とが、あなたがたにあるよう

に。 3ほむべきかな、わたしたちの主イエ

ス・キリストの父なる神、あわれみ深き父

、慰めに満ちたる神。 4神は、いかなる患

難の中にいる時でもわたしたちを慰めて下

さり、また、わたしたち自身も、神に慰め

ていただくその慰めをもって、あらゆる患

難の中にある人々を慰めることができるよ

うにして下さるのである。 5それは、キリ

ストの苦難がわたしたちに満ちあふれてい

るように、わたしたちの受ける慰めもまた

、キリストによって満ちあふれているから

である。 6わたしたちが患難に会うなら、

それはあなたがたの慰めと救とのためであ

り、慰めを受けるなら、それはあなたがた

の慰めのためであって、その慰めは、わた

したちが受けているのと同じ苦難に耐えさ

せる力となるのである。 7だから、あなた

がたに対していだいているわたしたちの望

みは、動くことがない。あなたがたが、わ

たしたちと共に苦難にあずかっているよう

に、慰めにも共にあずかっていることを知

っているからである。 8兄弟たちよ。わた

したちがアジヤで会った患難を、知らずに

いてもらいたくない。わたしたちは極度に

、耐えられないほど圧迫されて、生きる望

みをさえ失ってしまい、 9心のうちで死を

覚悟し、自分自身を頼みとしないで、死人

をよみがえらせて下さる神を頼みとするに

至った。 10神はこのような死の危険から、

わたしたちを救い出して下さった、また救

い出して下さるであろう。わたしたちは、

神が今後も救い出して下さることを望んで

いる。 11そして、あなたがたもまた祈をも

って、ともどもに、わたしたちを助けてく

れるであろう。これは多くの人々の願いに

よりわたしたちに賜わった恵みについて、

多くの人が感謝をささげるようになるため

である。 12さて、わたしたちがこの世で、

ことにあなたがたに対し、人間の知恵によ

ってではなく神の恵みによって、神の神聖

と真実とによって行動してきたことは、実

にわたしたちの誇であって、良心のあかし

するところである。 13わたしたちが書いて

いることは、あなたがたが読んで理解でき

ないことではない。それを完全に理解して

くれるように、わたしは希望する。 14すで

にある程度わたしたちを理解してくれてい

るとおり、わたしたちの主イエスの日には

、あなたがたがわたしたちの誇であるよう

に、わたしたちもあなたがたの誇なのであ

る。 15この確信をもって、わたしたちはも

う一度恵みを得させたいので、まずあなた

がたの所に行き、 16それからそちらを通っ

てマケドニヤにおもむき、そして再びマケ

ドニヤからあなたがたの所に帰り、あなた

がたの見送りを受けてユダヤに行く計画を

立てたのである。 17この計画を立てたのは

、軽率なことであったであろうか。それと

も、自分の計画を肉の思いによって計画し

たため、わたしの「しかり、しかり」が同

時に「否、否」であったのだろうか。 18神

の真実にかけて言うが、あなたがたに対す

るわたしの言葉は、「しかり」と同時に「

否」というようなものではない。 19なぜな

ら、わたしたち、すなわち、わたしとシル

ワノとテモテとが、あなたがたに宣べ伝え

た神の子キリスト・イエスは、「しかり」

となると同時に「否」となったのではない

。そうではなく、「しかり」がイエスにお

いて実現されたのである。 20なぜなら、神

の約束はことごとく、彼において「しかり

」となったからである。だから、わたした

ちは、彼によって「アァメン」と唱えて、

神に栄光を帰するのである。 21あなたがた

と共にわたしたちを、キリストのうちに堅

くささえ、油をそそいで下さったのは、神

である。 22神はまた、わたしたちに証印を

おし、その保証として、わたしたちの心に
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御霊を賜わったのである。 23わたしは自分

の魂をかけ、神を証人に呼び求めて言うが

、わたしがコリントに行かないでいるのは

、あなたがたに対して寛大でありたいため

である。 24わたしたちは、あなたがたの信

仰を支配する者ではなく、あなたがたの喜

びのために共に働いている者にすぎない。

あなたがたは、信仰に堅く立っているから

である。

2そこでわたしは、あなたがたの所に再び
悲しみをもって行くことはすまいと、決

心したのである。 2もしあなたがたを悲し

ませるとすれば、わたしが悲しませている

その人以外に、だれがわたしを喜ばせてく

れるのか。 3このような事を書いたのは、

わたしが行く時、わたしを喜ばせてくれる

はずの人々から、悲しい思いをさせられた

くないためである。わたし自身の喜びはあ

なたがた全体の喜びであることを、あなた

がたすべてについて確信しているからであ

る。 4わたしは大きな患難と心の憂いの中

から、多くの涙をもってあなたがたに書き

おくった。それは、あなたがたを悲しませ

るためではなく、あなたがたに対してあふ

れるばかりにいだいているわたしの愛を、

知ってもらうためであった。 5しかし、も

しだれかが人を悲しませたとすれば、それ

はわたしを悲しませたのではなく、控え目

に言うが、ある程度、あなたがた一同を悲

しませたのである。 6その人にとっては、

多数の者から受けたあの処罰でもう十分な

のだから、 7あなたがたはむしろ彼をゆる

し、また慰めてやるべきである。そうしな

いと、その人はますます深い悲しみに沈む

かも知れない。 8そこでわたしは、彼に対

して愛を示すように、あなたがたに勧める

。 9わたしが書きおくったのも、あなたが

たがすべての事について従順であるかどう

かを、ためすためにほかならなかった。 10

もしあなたがたが、何かのことについて人

をゆるすなら、わたしもまたゆるそう。そ

して、もしわたしが何かのことでゆるした

とすれば、それは、あなたがたのためにキ

リストのみまえでゆるしたのである。 11そ

うするのは、サタンに欺かれることのない

ためである。わたしたちは、彼の策略を知

らないわけではない。 12さて、キリストの

福音のためにトロアスに行ったとき、わた

しのために主の門が開かれたにもかかわら

ず、 13兄弟テトスに会えなかったので、わ

たしは気が気でなく、人々に別れて、マケ

ドニヤに出かけて行った。 14しかるに、神

は感謝すべきかな。神はいつもわたしたち

をキリストの凱旋に伴い行き、わたしたち

をとおしてキリストを知る知識のかおりを

、至る所に放って下さるのである。 15わた

したちは、救われる者にとっても滅びる者

にとっても、神に対するキリストのかおり

である。 16後者にとっては、死から死に至

らせるかおりであり、前者にとっては、い

のちからいのちに至らせるかおりである。

いったい、このような任務に、だれが耐え

得ようか。 17しかし、わたしたちは、多く

の人のように神の言を売物にせず、真心を

こめて、神につかわされた者として神のみ

まえで、キリストにあって語るのである。

3わたしたちは、またもや、自己推薦をし
始めているのだろうか。それとも、ある

人々のように、あなたがたにあてた、ある

いは、あなたがたからの推薦状が必要なの

だろうか。 2わたしたちの推薦状は、あな

たがたなのである。それは、わたしたちの

心にしるされていて、すべての人に知られ

、かつ読まれている。 3そして、あなたが

たは自分自身が、わたしたちから送られた

キリストの手紙であって、墨によらず生け

る神の霊によって書かれ、石の板にではな

く人の心の板に書かれたものであることを

、はっきりとあらわしている。 4こうした

確信を、わたしたちはキリストにより神に

対していだいている。 5もちろん、自分自

身で事を定める力が自分にある、と言うの

ではない。わたしたちのこうした力は、神

からきている。 6神はわたしたちに力を与

えて、新しい契約に仕える者とされたので

ある。それは、文字に仕える者ではなく、

霊に仕える者である。文字は人を殺し、霊
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は人を生かす。 7もし石に彫りつけた文字

による死の務が栄光のうちに行われ、その

ためイスラエルの子らは、モーセの顔の消

え去るべき栄光のゆえに、その顔を見つめ

ることができなかったとすれば、 8まして

霊の務は、はるかに栄光あるものではなか

ろうか。 9もし罪を宣告する務が栄光ある

ものだとすれば、義を宣告する務は、はる

かに栄光に満ちたものである。 10そして、

すでに栄光を受けたものも、この場合、は

るかにまさった栄光のまえに、その栄光を

失ったのである。 11もし消え去るべきもの

が栄光をもって現れたのなら、まして永存

すべきものは、もっと栄光のあるべきもの

である。 12こうした望みをいだいているの

で、わたしたちは思いきって大胆に語り、

13そしてモーセが、消え去っていくものの

最後をイスラエルの子らに見られまいとし

て、顔におおいをかけたようなことはしな

い。 14実際、彼らの思いは鈍くなっていた

。今日に至るまで、彼らが古い契約を朗読

する場合、その同じおおいが取り去られな

いままで残っている。それは、キリストに

あってはじめて取り除かれるのである。 15

今日に至るもなお、モーセの書が朗読され

るたびに、おおいが彼らの心にかかってい

る。 16しかし主に向く時には、そのおおい

は取り除かれる。 17主は霊である。そして

、主の霊のあるところには、自由がある。

18わたしたちはみな、顔おおいなしに、主

の栄光を鏡に映すように見つつ、栄光から

栄光へと、主と同じ姿に変えられていく。

これは霊なる主の働きによるのである。

4このようにわたしたちは、あわれみを受
けてこの務についているのだから、落胆

せずに、 2恥ずべき隠れたことを捨て去り

、悪巧みによって歩かず、神の言を曲げず

、真理を明らかにし、神のみまえに、すべ

ての人の良心に自分を推薦するのである。

3もしわたしたちの福音がおおわれているな

ら、滅びる者どもにとっておおわれている

のである。 4彼らの場合、この世の神が不

信の者たちの思いをくらませて、神のかた

ちであるキリストの栄光の福音の輝きを、

見えなくしているのである。 (aiōn g165) 5しか

し、わたしたちは自分自身を宣べ伝えるの

ではなく、主なるキリスト・イエスを宣べ

伝える。わたしたち自身は、ただイエスの

ために働くあなたがたの僕にすぎない。 6

「やみの中から光が照りいでよ」と仰せに

なった神は、キリストの顔に輝く神の栄光

の知識を明らかにするために、わたしたち

の心を照して下さったのである。 7しかし

わたしたちは、この宝を土の器の中に持っ

ている。その測り知れない力は神のもので

あって、わたしたちから出たものでないこ

とが、あらわれるためである。 8わたした

ちは、四方から患難を受けても窮しない。

途方にくれても行き詰まらない。 9迫害に

会っても見捨てられない。倒されても滅び

ない。 10いつもイエスの死をこの身に負う

ている。それはまた、イエスのいのちが、

この身に現れるためである。 11わたしたち

生きている者は、イエスのために絶えず死

に渡されているのである。それはイエスの

いのちが、わたしたちの死ぬべき肉体に現

れるためである。 12こうして、死はわたし

たちのうちに働き、いのちはあなたがたの

うちに働くのである。 13「わたしは信じた

。それゆえに語った」としるしてあるとお

り、それと同じ信仰の霊を持っているので

、わたしたちも信じている。それゆえに語

るのである。 14それは、主イエスをよみが

えらせたかたが、わたしたちをもイエスと

共によみがえらせ、そして、あなたがたと

共にみまえに立たせて下さることを、知っ

ているからである。 15すべてのことは、あ

なたがたの益であって、恵みがますます多

くの人に増し加わるにつれ、感謝が満ちあ

ふれて、神の栄光となるのである。 16だか

ら、わたしたちは落胆しない。たといわた

したちの外なる人は滅びても、内なる人は

日ごとに新しくされていく。 17なぜなら、

このしばらくの軽い患難は働いて、永遠の

重い栄光を、あふれるばかりにわたしたち

に得させるからである。 (aiōnios g166) 18わた

したちは、見えるものにではなく、見えな



コリント人への手紙第二 196

いものに目を注ぐ。見えるものは一時的で

あり、見えないものは永遠につづくのであ

る。 (aiōnios g166)

5わたしたちの住んでいる地上の幕屋がこ
われると、神からいただく建物、すなわ

ち天にある、人の手によらない永遠の家が

備えてあることを、わたしたちは知ってい

る。 (aiōnios g166) 2そして、天から賜わるその

すみかを、上に着ようと切に望みながら、

この幕屋の中で苦しみもだえている。 3そ

れを着たなら、裸のままではいないことに

なろう。 4この幕屋の中にいるわたしたち

は、重荷を負って苦しみもだえている。そ

れを脱ごうと願うからではなく、その上に

着ようと願うからであり、それによって、

死ぬべきものがいのちにのまれてしまうた

めである。 5わたしたちを、この事にかな

う者にして下さったのは、神である。そし

て、神はその保証として御霊をわたしたち

に賜わったのである。 6だから、わたした

ちはいつも心強い。そして、肉体を宿とし

ている間は主から離れていることを、よく

知っている。 7わたしたちは、見えるもの

によらないで、信仰によって歩いているの

である。 8それで、わたしたちは心強い。

そして、むしろ肉体から離れて主と共に住

むことが、願わしいと思っている。 9そう

いうわけだから、肉体を宿としているにし

ても、それから離れているにしても、ただ

主に喜ばれる者となるのが、心からの願い

である。 10なぜなら、わたしたちは皆、キ

リストのさばきの座の前にあらわれ、善で

あれ悪であれ、自分の行ったことに応じて

、それぞれ報いを受けねばならないからで

ある。 11このようにわたしたちは、主の恐

るべきことを知っているので、人々に説き

勧める。わたしたちのことは、神のみまえ

には明らかになっている。さらに、あなた

がたの良心にも明らかになるようにと望む

。 12わたしたちは、あなたがたに対して、

またもや自己推薦をしようとするのではな

い。ただわたしたちを誇る機会を、あなた

がたに持たせ、心を誇るのではなくうわべ

だけを誇る人々に答えうるようにさせたい

のである。 13もしわたしたちが、気が狂っ

ているのなら、それは神のためであり、気

が確かであるのなら、それはあなたがたの

ためである。 14なぜなら、キリストの愛が

わたしたちに強く迫っているからである。

わたしたちはこう考えている。ひとりの人

がすべての人のために死んだ以上、すべて

の人が死んだのである。 15そして、彼がす

べての人のために死んだのは、生きている

者がもはや自分のためにではなく、自分の

ために死んでよみがえったかたのために、

生きるためである。 16それだから、わたし

たちは今後、だれをも肉によって知ること

はすまい。かつてはキリストを肉によって

知っていたとしても、今はもうそのような

知り方をすまい。 17だれでもキリストにあ

るならば、その人は新しく造られた者であ

る。古いものは過ぎ去った、見よ、すべて

が新しくなったのである。 18しかし、すべ

てこれらの事は、神から出ている。神はキ

リストによって、わたしたちをご自分に和

解させ、かつ和解の務をわたしたちに授け

て下さった。 19すなわち、神はキリストに

おいて世をご自分に和解させ、その罪過の

責任をこれに負わせることをしないで、わ

たしたちに和解の福音をゆだねられたので

ある。 20神がわたしたちをとおして勧めを

なさるのであるから、わたしたちはキリス

トの使者なのである。そこで、キリストに

代って願う、神の和解を受けなさい。 21神

はわたしたちの罪のために、罪を知らない

かたを罪とされた。それは、わたしたちが

、彼にあって神の義となるためなのである

。

6わたしたちはまた、神と共に働く者とし
て、あなたがたに勧める。神の恵みをい

たずらに受けてはならない。 2神はこう言

われる、「わたしは、恵みの時にあなたの

願いを聞きいれ、救の日にあなたを助けた

」。見よ、今は恵みの時、見よ、今は救の

日である。 3この務がそしりを招かないた

めに、わたしたちはどんな事にも、人につ

まずきを与えないようにし、 4かえって、
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あらゆる場合に、神の僕として、自分を人

々にあらわしている。すなわち、極度の忍

苦にも、患難にも、危機にも、行き詰まり

にも、 5むち打たれることにも、入獄にも

、騒乱にも、労苦にも、徹夜にも、飢餓に

も、 6真実と知識と寛容と、慈愛と聖霊と

偽りのない愛と、 7真理の言葉と神の力と

により、左右に持っている義の武器により

、 8ほめられても、そしられても、悪評を

受けても、好評を博しても、神の僕として

自分をあらわしている。わたしたちは、人

を惑わしているようであるが、しかも真実

であり、 9人に知られていないようである

が、認められ、死にかかっているようであ

るが、見よ、生きており、懲らしめられて

いるようであるが、殺されず、 10悲しんで

いるようであるが、常に喜んでおり、貧し

いようであるが、多くの人を富ませ、何も

持たないようであるが、すべての物を持っ

ている。 11コリントの人々よ。あなたがた

に向かってわたしたちの口は開かれており

、わたしたちの心は広くなっている。 12あ

なたがたは、わたしたちに心をせばめられ

ていたのではなく、自分で心をせばめてい

たのだ。 13わたしは子供たちに対するよう

に言うが、どうかあなたがたの方でも心を

広くして、わたしに応じてほしい。 14不信

者と、つり合わないくびきを共にするな。

義と不義となんの係わりがあるか。光とや

みとなんの交わりがあるか。 15キリストと

ベリアルとなんの調和があるか。信仰と不

信仰となんの関係があるか。 16神の宮と偶

像となんの一致があるか。わたしたちは、

生ける神の宮である。神がこう仰せになっ

ている、「わたしは彼らの間に住み、かつ

出入りをするであろう。そして、わたしは

彼らの神となり、彼らはわたしの民となる

であろう」。 17だから、「彼らの間から出

て行き、彼らと分離せよ、と主は言われる

。そして、汚れたものに触てはならない。

触なければ、わたしはあなたがたを受けい

れよう。 18そしてわたしは、あなたがたの

父となり、あなたがたは、わたしのむすこ

、むすめとなるであろう。全能の主が、こ

う言われる」。

7愛する者たちよ。わたしたちは、このよ
うな約束を与えられているのだから、肉

と霊とのいっさいの汚れから自分をきよめ

、神をおそれて全く清くなろうではないか

。 2どうか、わたしたちに心を開いてほし

い。わたしたちは、だれにも不義をしたこ

とがなく、だれをも破滅におとしいれたこ

とがなく、だれからもだまし取ったことが

ない。 3わたしは、責めるつもりでこう言

うのではない。前にも言ったように、あな

たがたはわたしの心のうちにいて、わたし

たちと生死を共にしているのである。 4わ

たしはあなたがたを大いに信頼し、大いに

誇っている。また、あふれるばかり慰めを

受け、あらゆる患難の中にあって喜びに満

ちあふれている。 5さて、マケドニヤに着

いたとき、わたしたちの身に少しの休みも

なく、さまざまの患難に会い、外には戦い

、内には恐れがあった。 6しかるに、うち

しおれている者を慰める神は、テトスの到

来によって、わたしたちを慰めて下さった

。 7ただ彼の到来によるばかりではなく、

彼があなたがたから受けたその慰めをもっ

て、慰めて下さった。すなわち、あなたが

たがわたしを慕っていること、嘆いている

こと、またわたしに対して熱心であること

を知らせてくれたので、わたしの喜びはい

よいよ増し加わったのである。 8そこで、

たとい、あの手紙であなたがたを悲しませ

たとしても、わたしはそれを悔いていない

。あの手紙がしばらくの間ではあるが、あ

なたがたを悲しませたのを見て悔いたとし

ても、 9今は喜んでいる。それは、あなた

がたが悲しんだからではなく、悲しんで悔

い改めるに至ったからである。あなたがた

がそのように悲しんだのは、神のみこころ

に添うたことであって、わたしたちからは

なんの損害も受けなかったのである。 10神

のみこころに添うた悲しみは、悔いのない

救を得させる悔改めに導き、この世の悲し

みは死をきたらせる。 11見よ、神のみここ

ろに添うたその悲しみが、どんなにか熱情
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をあなたがたに起させたことか。また、弁

明、義憤、恐れ、愛慕、熱意、それから処

罰に至らせたことか。あなたがたはあの問

題については、すべての点において潔白で

あることを証明したのである。 12だから、

わたしがあなたがたに書きおくったのは、

不義をした人のためでも、不義を受けた人

のためでもなく、わたしたちに対するあな

たがたの熱情が、神の前にあなたがたの間

で明らかになるためである。 13こういうわ

けで、わたしたちは慰められたのである。

これらの慰めの上にテトスの喜びが加わっ

て、わたしたちはなおいっそう喜んだ。彼

があなたがた一同によって安心させられた

からである。 14そして、わたしは彼に対し

てあなたがたのことを少しく誇ったが、そ

れはわたしの恥にならないですんだ。あな

たがたにいっさいのことを真実に語ったよ

うに、テトスに対して誇ったことも真実と

なってきたのである。 15また彼は、あなた

がた一同が従順であって、おそれおののき

つつ自分を迎えてくれたことを思い出して

、ますます心をあなたがたの方に寄せてい

る。 16わたしは、あなたがたに全く信頼す

ることができて、喜んでいる。

8兄弟たちよ。わたしたちはここで、マケ
ドニヤの諸教会に与えられた神の恵みを

、あなたがたに知らせよう。 2すなわち、

彼らは、患難のために激しい試錬をうけた

が、その満ちあふれる喜びは、極度の貧し

さにもかかわらず、あふれ出て惜しみなく

施す富となったのである。 3わたしはあか

しするが、彼らは力に応じて、否、力以上

に施しをした。すなわち、自ら進んで、 4

聖徒たちへの奉仕に加わる恵みにあずかり

たいと、わたしたちに熱心に願い出て、 5

わたしたちの希望どおりにしたばかりか、

自分自身をまず、神のみこころにしたがっ

て、主にささげ、また、わたしたちにもさ

さげたのである。 6そこで、この募金をテ

トスがあなたがたの所で、すでに始めた以

上、またそれを完成するようにと、わたし

たちは彼に勧めたのである。 7さて、あな

たがたがあらゆる事がらについて富んでい

るように、すなわち、信仰にも言葉にも知

識にも、あらゆる熱情にも、また、あなた

がたに対するわたしたちの愛にも富んでい

るように、この恵みのわざにも富んでほし

い。 8こう言っても、わたしは命令するの

ではない。ただ、他の人たちの熱情によっ

て、あなたがたの愛の純真さをためそうと

するのである。 9あなたがたは、わたした

ちの主イエス・キリストの恵みを知ってい

る。すなわち、主は富んでおられたのに、

あなたがたのために貧しくなられた。それ

は、あなたがたが、彼の貧しさによって富

む者になるためである。 10そこで、わたし

は、この恵みのわざについて意見を述べよ

う。それがあなたがたの益になるからであ

る。あなたがたはこの事を、昨年以来、他

に先んじて実行したばかりではなく、それ

を願っていた。 11だから今、それをやりと

げなさい。あなたがたが心から願っている

ように、持っているところに応じて、それ

をやりとげなさい。 12もし心から願ってそ

うするなら、持たないところによらず、持

っているところによって、神に受けいれら

れるのである。 13それは、ほかの人々に楽

をさせて、あなたがたに苦労をさせようと

するのではなく、持ち物を等しくするため

である。 14すなわち、今の場合は、あなた

がたの余裕があの人たちの欠乏を補い、後

には、彼らの余裕があなたがたの欠乏を補

い、こうして等しくなるようにするのであ

る。 15それは「多く得た者も余ることがな

く、少ししか得なかった者も足りないこと

はなかった」と書いてあるとおりである。

16わたしがあなたがたに対して持っている

同じ熱情を、テトスの心にも与えて下さっ

た神に感謝する。 17彼はわたしの勧めを受

けいれ、そして更に熱心になって、自分か

ら進んであなたがたのところに行った。 18

わたしたちはまた、テトスと一緒に、ひと

りの兄弟を送る。この兄弟が福音宣伝の上

で得たほまれは、すべての教会に聞えてい

るが、 19そのうえ、彼は、主ご自身の栄光

があらわれるため、また、わたしたちの好

意を示すために、骨を折って贈り物を集め
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ているわたしたちの同伴者として、諸教会

から選ばれたのである。 20そうしたのは、

わたしたちが集めているこの寄附金のこと

について、人にかれこれ言われるのを避け

るためである。 21わたしたちは、主のみま

えばかりではなく、人の前でも公正である

ように、気を配っているのである。 22また

、もうひとりの兄弟を彼らと一緒に送る。

わたしたちは、多くの事について彼が熱心

であったことを、たびたび認めた。彼は今

、あなたがたを非常に信頼して、ますます

熱心になっている。 23テトスについて言え

ば、彼はわたしの仲間であり、あなたがた

に対するわたしの協力者である。この兄弟

たちについて言えば、彼らは諸教会の使者

、キリストの栄光である。 24だから、あな

たがたの愛と、また、あなたがたについて

わたしたちがいだいている誇とが、真実で

あることを、諸教会の前で彼らにあかしし

ていただきたい。

9聖徒たちに対する援助については、いま
さら、あなたがたに書きおくる必要はな

い。 2わたしは、あなたがたの好意を知っ

ており、そのために、あなたがたのことを

マケドニヤの人々に誇って、アカヤでは昨

年以来、すでに準備をしているのだと言っ

た。そして、あなたがたの熱心は、多くの

人を奮起させたのである。 3わたしが兄弟

たちを送ることにしたのは、あなたがたに

ついてわたしたちの誇ったことが、この場

合むなしくならないで、わたしが言ったと

おり準備していてもらいたいからである。

4そうでないと、万一マケドニヤ人がわたし

と一緒に行って、準備ができていないのを

見たら、あなたがたはもちろん、わたした

ちも、かように信じきっていただけに、恥

をかくことになろう。 5だから、わたしは

兄弟たちを促して、あなたがたの所へ先に

行かせ、以前あなたがたが約束していた贈

り物の準備をさせておくことが必要だと思

った。それをしぶりながらではなく、心を

こめて用意していてほしい。 6わたしの考

えはこうである。少ししかまかない者は、

少ししか刈り取らず、豊かにまく者は、豊

かに刈り取ることになる。 7各自は惜しむ

心からでなく、また、しいられてでもなく

、自ら心で決めたとおりにすべきである。

神は喜んで施す人を愛して下さるのである

。 8神はあなたがたにあらゆる恵みを豊か

に与え、あなたがたを常にすべてのことに

満ち足らせ、すべての良いわざに富ませる

力のあるかたなのである。 9「彼は貧しい

人たちに散らして与えた。その義は永遠に

続くであろう」と書いてあるとおりである

。 (aiōn g165) 10種まく人に種と食べるための

パンとを備えて下さるかたは、あなたがた

にも種を備え、それをふやし、そしてあな

たがたの義の実を増して下さるのである。

11こうして、あなたがたはすべてのことに

豊かになって、惜しみなく施し、その施し

はわたしたちの手によって行われ、神に感

謝するに至るのである。 12なぜなら、この

援助の働きは、聖徒たちの欠乏を補えだけ

ではなく、神に対する多くの感謝によって

ますます豊かになるからである。 13すなわ

ち、この援助を行った結果として、あなた

がたがキリストの福音の告白に対して従順

であることや、彼らにも、すべての人にも

、惜しみなく施しをしていることがわかっ

てきて、彼らは神に栄光を帰し、 14そして

、あなたがたに賜わったきわめて豊かな神

の恵みのゆえに、あなたがたを慕い、あな

たがたのために祈るのである。 15言いつく

せない賜物のゆえに、神に感謝する。

10さて、「あなたがたの間にいて面と向
かってはおとなしいが、離れていると

、気が強くなる」このパウロが、キリスト

の優しさ、寛大さをもって、あなたがたに

勧める。 2わたしたちを肉に従って歩いて

いるかのように思っている人々に対しては

、わたしは勇敢に行動するつもりであるが

、あなたがたの所では、どうか、そのよう

な思いきったことをしないですむようであ

りたい。 3わたしたちは、肉にあって歩い

てはいるが、肉に従って戦っているのでは

ない。 4わたしたちの戦いの武器は、肉の

ものではなく、神のためには要塞をも破壊

するほどの力あるものである。わたしたち
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はさまざまな議論を破り、 5神の知恵に逆

らって立てられたあらゆる障害物を打ちこ

わし、すべての思いをとりこにしてキリス

トに服従させ、 6そして、あなたがたが完

全に服従した時、すべて不従順な者を処罰

しようと、用意しているのである。 7あな

たがたは、うわべの事だけを見ている。も

しある人が、キリストに属する者だと自任

しているなら、その人はもう一度よく反省

すべきである。その人がキリストに属する

者であるように、わたしたちもそうである

。 8たとい、あなたがたを倒すためではな

く高めるために主からわたしたちに賜わっ

た権威について、わたしがやや誇りすぎた

としても、恥にはなるまい。 9ただ、わた

しは、手紙であなたがたをおどしているの

だと、思われたくはない。 10人は言う、「

彼の手紙は重味があって力強いが、会って

見ると外見は弱々しく、話はつまらない」

。 11そういう人は心得ているがよい。わた

したちは、離れていて書きおくる手紙の言

葉どおりに、一緒にいる時でも同じように

ふるまうのである。 12わたしたちは、自己

推薦をするような人々と自分を同列におい

たり比較したりはしない。彼らは仲間同志

で互にはかり合ったり、互に比べ合ったり

しているが、知恵のないしわざである。 13

しかし、わたしたちは限度をこえて誇るよ

うなことはしない。むしろ、神が割り当て

て下さった地域の限度内で誇るにすぎない

。わたしはその限度にしたがって、あなた

がたの所まで行ったのである。 14わたした

ちは、あなたがたの所まで行けない者であ

るかのように、むりに手を延ばしているの

ではない。事実、わたしたちが最初にキリ

ストの福音を携えて、あなたがたの所まで

も行ったのである。 15わたしたちは限度を

こえて、他人の働きを誇るようなことはし

ない。ただ、あなたがたの信仰が成長する

につれて、わたしたちの働きの範囲があな

たがたの中でますます大きくなることを望

んでいる。 16こうして、わたしたちはほか

の人の地域ですでになされていることを誇

ることはせずに、あなたがたを越えたさき

ざきにまで、福音を宣べ伝えたい。 17誇る

者は主を誇るべきである。 18自分で自分を

推薦する人ではなく、主に推薦される人こ

そ、確かな人なのである。

11わたしが少しばかり愚かなことを言う
のを、どうか、忍んでほしい。もちろ

ん忍んでくれるのだ。 2わたしは神の熱情

をもって、あなたがたを熱愛している。あ

なたがたを、きよいおとめとして、ただひ

とりの男子キリストにささげるために、婚

約させたのである。 3ただ恐れるのは、エ

バがへびの悪巧みで誘惑されたように、あ

なたがたの思いが汚されて、キリストに対

する純情と貞操とを失いはしないかという

ことである。 4というのは、もしある人が

きて、わたしたちが宣べ伝えもしなかった

ような異なるイエスを宣べ伝え、あるいは

、あなたがたが受けたことのない違った霊

を受け、あるいは、受けいれたことのない

違った福音を聞く場合に、あなたがたはよ

くもそれを忍んでいる。 5事実、わたしは

、あの大使徒たちにいささかも劣ってはい

ないと思う。 6たとい弁舌はつたなくても

、知識はそうでない。わたしは、事ごとに

、いろいろの場合に、あなたがたに対して

それを明らかにした。 7それとも、あなた

がたを高めるために自分を低くして、神の

福音を価なしにあなたがたに宣べ伝えたこ

とが、罪になるのだろうか。 8わたしは他

の諸教会をかすめたと言われながら得た金

で、あなたがたに奉仕し、 9あなたがたの

所にいて貧乏をした時にも、だれにも負担

をかけたことはなかった。わたしの欠乏は

、マケドニヤからきた兄弟たちが、補って

くれた。こうして、わたしはすべての事に

つき、あなたがたに重荷を負わせまいと努

めてきたし、今後も努めよう。 10わたしの

内にあるキリストの真実にかけて言う、こ

の誇がアカヤ地方で封じられるようなこと

は、決してない。 11なぜであるか。わたし

があなたがたを愛していないからか。それ

は、神がご存じである。 12しかし、わたし

は、現在していることを今後もしていこう

。それは、わたしたちと同じように誇りう
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る立ち場を得ようと機会をねらっている者

どもから、その機会を断ち切ってしまうた

めである。 13こういう人々はにせ使徒、人

をだます働き人であって、キリストの使徒

に擬装しているにすぎないからである。 14

しかし、驚くには及ばない。サタンも光の

天使に擬装するのだから。 15だから、たと

いサタンの手下どもが、義の奉仕者のよう

に擬装したとしても、不思議ではない。彼

らの最期は、そのしわざに合ったものとな

ろう。 16繰り返して言うが、だれも、わた

しを愚か者と思わないでほしい。もしそう

思うなら、愚か者あつかいにされてもよい

から、わたしにも、少し誇らせてほしい。

17いま言うことは、主によって言うのでは

なく、愚か者のように、自分の誇とすると

ころを信じきって言うのである。 18多くの

人が肉によって誇っているから、わたしも

誇ろう。 19あなたがたは賢い人たちなのだ

から、喜んで愚か者を忍んでくれるだろう

。 20実際、あなたがたは奴隷にされても、

食い倒されても、略奪されても、いばられ

ても、顔をたたかれても、それを忍んでい

る。 21言うのも恥ずかしいことだが、わた

したちは弱すぎたのだ。もしある人があえ

て誇るなら、わたしは愚か者になって言う

が、わたしもあえて誇ろう。 22彼らはヘブ

ル人なのか。わたしもそうである。彼らは

イスラエル人なのか。わたしもそうである

。彼らはアブラハムの子孫なのか。わたし

もそうである。 23彼らはキリストの僕なの

か。わたしは気が狂ったようになって言う

、わたしは彼ら以上にそうである。苦労し

たことはもっと多く、投獄されたこともも

っと多く、むち打たれたことは、はるかに

おびただしく、死に面したこともしばしば

あった。 24ユダヤ人から四十に一つ足りな

いむちを受けたことが五度、 25ローマ人に

むちで打たれたことが三度、石で打たれた

ことが一度、難船したことが三度、そして

、一昼夜、海の上を漂ったこともある。 26

幾たびも旅をし、川の難、盗賊の難、同国

民の難、異邦人の難、都会の難、荒野の難

、海上の難、にせ兄弟の難に会い、 27労し

苦しみ、たびたび眠られぬ夜を過ごし、飢

えかわき、しばしば食物がなく、寒さに凍

え、裸でいたこともあった。 28なおいろい

ろの事があった外に、日々わたしに迫って

来る諸教会の心配ごとがある。 29だれかが

弱っているのに、わたしも弱らないでおれ

ようか。だれかが罪を犯しているのに、わ

たしの心が燃えないでおれようか。 30もし

誇らねばならないのなら、わたしは自分の

弱さを誇ろう。 31永遠にほむべき、主イエ

ス・キリストの父なる神は、わたしが偽り

を言っていないことを、ご存じである。

(aiōn g165) 32ダマスコでアレタ王の代官が、

わたしを捕えるためにダマスコ人の町を監

視したことがあったが、 33その時わたしは

窓から町の城壁づたいに、かごでつり降ろ

されて、彼の手からのがれた。

12わたしは誇らざるを得ないので、無益
ではあろうが、主のまぼろしと啓示と

について語ろう。 2わたしはキリストにあ

るひとりの人を知っている。この人は十四

年前に第三の天にまで引き上げられたそれ

が、からだのままであったか、わたしは知

らない。からだを離れてであったか、それ

も知らない。神がご存じである。 3この人

がそれが、からだのままであったか、から

だを離れてであったか、わたしは知らない

。神がご存じである 4パラダイスに引き上

げられ、そして口に言い表わせない、人間

が語ってはならない言葉を聞いたのを、わ

たしは知っている。 5わたしはこういう人

について誇ろう。しかし、わたし自身につ

いては、自分の弱さ以外には誇ることをす

まい。 6もっとも、わたしが誇ろうとすれ

ば、ほんとうの事を言うのだから、愚か者

にはならないだろう。しかし、それはさし

控えよう。わたしがすぐれた啓示を受けて

いるので、わたしについて見たり聞いたり

している以上に、人に買いかぶられるかも

知れないから。 7そこで、高慢にならない

ように、わたしの肉体に一つのとげが与え

られた。それは、高慢にならないように、

わたしを打つサタンの使なのである。 8こ

のことについて、わたしは彼を離れ去らせ
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て下さるようにと、三度も主に祈った。 9

ところが、主が言われた、「わたしの恵み

はあなたに対して十分である。わたしの力

は弱いところに完全にあらわれる」。それ

だから、キリストの力がわたしに宿るよう

に、むしろ、喜んで自分の弱さを誇ろう。

10だから、わたしはキリストのためならば

、弱さと、侮辱と、危機と、迫害と、行き

詰まりとに甘んじよう。なぜなら、わたし

が弱い時にこそ、わたしは強いからである

。 11わたしは愚か者となった。あなたがた

が、むりにわたしをそうしてしまったのだ

。実際は、あなたがたから推薦されるべき

であった。というのは、たといわたしは取

るに足りない者だとしても、あの大使徒た

ちにはなんら劣るところがないからである

。 12わたしは、使徒たるの実を、しるしと

奇跡と力あるわざとにより、忍耐をつくし

て、あなたがたの間であらわしてきた。 13

いったい、あなたがたが他の教会よりも劣

っている点は何か。ただ、このわたしがあ

なたがたに負担をかけなかったことだけで

はないか。この不義は、どうか、ゆるして

もらいたい。 14さて、わたしは今、三度目

にあなたがたの所に行く用意をしている。

しかし、負担はかけないつもりである。わ

たしの求めているのは、あなたがたの持ち

物ではなく、あなたがた自身なのだから。

いったい、子供は親のために財をたくわえ

て置く必要はなく、親が子供のためにたく

わえて置くべきである。 15そこでわたしは

、あなたがたの魂のためには、大いに喜ん

で費用を使い、また、わたし自身をも使い

つくそう。わたしがあなたがたを愛すれば

愛するほど、あなたがたからますます愛さ

れなくなるのであろうか。 16わたしは、あ

なたがたに重荷を負わせなかったとしても

、悪がしこくて、あなたがたからだまし取

ったのだと、人は言う。 17わたしは、あな

たがたにつかわした人たちのうちのだれか

をとおして、あなたがたからむさぼり取っ

ただろうか。 18わたしは、テトスに勧めて

そちらに行かせ、また、かの兄弟を同行さ

せた。テトスは、あなたがたからむさぼり

取ったことがあろうか。わたしたちは、み

な同じ心で歩いたではないか。同じ足並み

で歩いたではないか。 19あなたがたは、わ

たしたちがあなたがたに対して弁明をして

いるのだと、今までずっと思ってきたであ

ろう。しかし、わたしたちは、神のみまえ

でキリストにあって語っているのである。

愛する者たちよ。これらすべてのことは、

あなたがたの徳を高めるためなのである。

20わたしは、こんな心配をしている。わた

しが行ってみると、もしかしたら、あなた

がたがわたしの願っているような者ではな

く、わたしも、あなたがたの願っているよ

うな者でないことになりはすまいか。もし

かしたら、争い、ねたみ、怒り、党派心、

そしり、ざんげん、高慢、騒乱などがあり

はすまいか。 21わたしが再びそちらに行っ

た場合、わたしの神が、あなたがたの前で

わたしに恥をかかせ、その上、多くの人が

前に罪を犯していながら、その汚れと不品

行と好色とを悔い改めていないので、わた

しを悲しませることになりはすまいか。

13わたしは今、三度目にあなたがたの所
に行こうとしている。すべての事がら

は、ふたりか三人の証人の証言によって確

定する。 2わたしは、前に罪を犯した者た

ちやその他のすべての人々に、二度目に滞

在していたとき警告しておいたが、離れて

いる今またあらかじめ言っておく。今度行

った時には、決して容赦はしない。 3なぜ

なら、あなたがたが、キリストのわたしに

あって語っておられるという証拠を求めて

いるからである。キリストは、あなたがた

に対して弱くはなく、あなたがたのうちに

あって強い。 4すなわち、キリストは弱さ

のゆえに十字架につけられたが、神の力に

よって生きておられるのである。このよう

に、わたしたちもキリストにあって弱い者

であるが、あなたがたに対しては、神の力

によって、キリストと共に生きるのである

。 5あなたがたは、はたして信仰があるか

どうか、自分を反省し、自分を吟味するが

よい。それとも、イエス・キリストがあな
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たがたのうちにおられることを、悟らない

のか。もし悟らなければ、あなたがたは、

にせものとして見捨てられる。 6しかしわ

たしは、自分たちが見捨てられた者ではな

いことを、知っていてもらいたい。 7わた

したちは、あなたがたがどんな悪をも行わ

ないようにと、神に祈る。それは、自分た

ちがほんとうの者であることを見せるため

ではなく、たといわたしたちが見捨てられ

た者のようになっても、あなたがたに良い

行いをしてもらいたいためである。 8わた

したちは、真理に逆らっては何をする力も

なく、真理にしたがえば力がある。 9わた

したちは、自分は弱くても、あなたがたが

強ければ、それを喜ぶ。わたしたちが特に

祈るのは、あなたがたが完全に良くなって

くれることである。 10こういうわけで、離

れていて以上のようなことを書いたのは、

わたしがあなたがたの所に行ったとき、倒

すためではなく高めるために主が授けて下

さった権威を用いて、きびしい処置をする

必要がないようにしたいためである。 11最

後に、兄弟たちよ。いつも喜びなさい。全

き者となりなさい。互に励まし合いなさい

。思いを一つにしなさい。平和に過ごしな

さい。そうすれば、愛と平和の神があなた

がたと共にいて下さるであろう。 12きよい

接吻をもって互にあいさつをかわしなさい

。聖徒たち 13一同が、あなたがたによろし

く。 14主イエス・キリストの恵みと、神の

愛と、聖霊の交わりとが、あなたがた一同

と共にあるように。
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ガラテヤ人への手

紙

1人々からでもなく、人によってでもなく
、イエス・キリストと彼を死人の中から

よみがえらせた父なる神とによって立てら

れた使徒パウロ、 2ならびにわたしと共に

いる兄弟たち一同から、ガラテヤの諸教会

へ。 3わたしたちの父なる神と主イエス・

キリストから、恵みと平安とが、あなたが

たにあるように。 4キリストは、わたした

ちの父なる神の御旨に従い、わたしたちを

今の悪の世から救い出そうとして、ご自身

をわたしたちの罪のためにささげられたの

である。 (aiōn g165) 5栄光が世々限りなく神に

あるように、アァメン。 (aiōn g165) 6あなたが

たがこんなにも早く、あなたがたをキリス

トの恵みの内へお招きになったかたから離

れて、違った福音に落ちていくことが、わ

たしには不思議でならない。 7それは福音

というべきものではなく、ただ、ある種の

人々があなたがたをかき乱し、キリストの

福音を曲げようとしているだけのことであ

る。 8しかし、たといわたしたちであろう

と、天からの御使であろうと、わたしたち

が宣べ伝えた福音に反することをあなたが

たに宣べ伝えるなら、その人はのろわるべ

きである。 9わたしたちが前に言っておい

たように、今わたしは重ねて言う。もしあ

る人が、あなたがたの受けいれた福音に反

することを宣べ伝えているなら、その人は

のろわるべきである。 10今わたしは、人に

喜ばれようとしているのか、それとも、神

に喜ばれようとしているのか。あるいは、

人の歓心を買おうと努めているのか。もし

、今もなお人の歓心を買おうとしていると

すれば、わたしはキリストの僕ではあるま

い。 11兄弟たちよ。あなたがたに、はっき

り言っておく。わたしが宣べ伝えた福音は

人間によるものではない。 12わたしは、そ

れを人間から受けたのでも教えられたので

もなく、ただイエス・キリストの啓示によ

ったのである。 13ユダヤ教を信じていたこ

ろのわたしの行動については、あなたがた

はすでによく聞いている。すなわち、わた

しは激しく神の教会を迫害し、また荒しま

わっていた。 14そして、同国人の中でわた

しと同年輩の多くの者にまさってユダヤ教

に精進し、先祖たちの言伝えに対して、だ

れよりもはるかに熱心であった。 15ところ

が、母の胎内にある時からわたしを聖別し

、み恵みをもってわたしをお召しになった

かたが、 16異邦人の間に宣べ伝えさせるた

めに、御子をわたしの内に啓示して下さっ

た時、わたしは直ちに、血肉に相談もせず

、 17また先輩の使徒たちに会うためにエル

サレムにも上らず、アラビヤに出て行った

。それから再びダマスコに帰った。 18その

後三年たってから、わたしはケパをたずね

てエルサレムに上り、彼のもとに十五日間

、滞在した。 19しかし、主の兄弟ヤコブ以

外には、ほかのどの使徒にも会わなかった

。 20ここに書いていることは、神のみまえ

で言うが、決して偽りではない。 21その後

、わたしはシリヤとキリキヤとの地方に行

った。 22しかし、キリストにあるユダヤの

諸教会には、顔を知られていなかった。 23

ただ彼らは、「かつて自分たちを迫害した

者が、以前には撲滅しようとしていたその

信仰を、今は宣べ伝えている」と聞き、 24

わたしのことで、神をほめたたえた。

2その後十四年たってから、わたしはバル
ナバと一緒に、テトスをも連れて、再び

エルサレムに上った。 2そこに上ったのは

、啓示によってである。そして、わたしが

異邦人の間に宣べ伝えている福音を、人々

に示し、「重だった人たち」には個人的に

示した。それは、わたしが現に走っており

、またすでに走ってきたことが、むだにな

らないためである。 3しかし、わたしが連

れていたテトスでさえ、ギリシヤ人であっ

たのに、割礼をしいられなかった。 4それ

は、忍び込んできたにせ兄弟らがいたので

彼らが忍び込んできたのは、キリスト・イ

エスにあって持っているわたしたちの自由

をねらって、わたしたちを奴隷にするため

であった。 5わたしたちは、福音の真理が
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あなたがたのもとに常にとどまっているよ

うに、瞬時も彼らの強要に屈服しなかった

。 6そして、かの「重だった人たち」から

は彼らがどんな人であったにしても、それ

は、わたしには全く問題ではない。神は人

を分け隔てなさらないのだから事実、かの

「重だった人たち」は、わたしに何も加え

ることをしなかった。 7それどころか、彼

らは、ペテロが割礼の者への福音をゆだね

られているように、わたしには無割礼の者

への福音がゆだねられていることを認め、

8（というのは、ペテロに働きかけて割礼の

者への使徒の務につかせたかたは、わたし

にも働きかけて、異邦人につかわして下さ

ったからである）、 9かつ、わたしに賜わ

った恵みを知って、柱として重んじられて

いるヤコブとケパとヨハネとは、わたしと

バルナバとに、交わりの手を差し伸べた。

そこで、わたしたちは異邦人に行き、彼ら

は割礼の者に行くことになったのである。

10ただ一つ、わたしたちが貧しい人々をか

えりみるようにとのことであったが、わた

しはもとより、この事のためにも大いに努

めてきたのである。 11ところが、ケパがア

ンテオケにきたとき、彼に非難すべきこと

があったので、わたしは面とむかって彼を

なじった。 12というのは、ヤコブのもとか

らある人々が来るまでは、彼は異邦人と食

を共にしていたのに、彼らがきてからは、

割礼の者どもを恐れ、しだいに身を引いて

離れて行ったからである。 13そして、ほか

のユダヤ人たちも彼と共に偽善の行為をし

、バルナバまでがそのような偽善に引きず

り込まれた。 14彼らが福音の真理に従って

まっすぐに歩いていないのを見て、わたし

は衆人の面前でケパに言った、「あなたは

、ユダヤ人であるのに、自分自身はユダヤ

人のように生活しないで、異邦人のように

生活していながら、どうして異邦人にユダ

ヤ人のようになることをしいるのか」。 15

わたしたちは生れながらのユダヤ人であっ

て、異邦人なる罪人ではないが、 16人の義

とされるのは律法の行いによるのではなく

、ただキリスト・イエスを信じる信仰によ

ることを認めて、わたしたちもキリスト・

イエスを信じたのである。それは、律法の

行いによるのではなく、キリストを信じる

信仰によって義とされるためである。なぜ

なら、律法の行いによっては、だれひとり

義とされることがないからである。 17しか

し、キリストにあって義とされることを求

めることによって、わたしたち自身が罪人

であるとされるのなら、キリストは罪に仕

える者なのであろうか。断じてそうではな

い。 18もしわたしが、いったん打ちこわし

たものを、再び建てるとすれば、それこそ

、自分が違反者であることを表明すること

になる。 19わたしは、神に生きるために、

律法によって律法に死んだ。わたしはキリ

ストと共に十字架につけられた。 20生きて

いるのは、もはや、わたしではない。キリ

ストが、わたしのうちに生きておられるの

である。しかし、わたしがいま肉にあって

生きているのは、わたしを愛し、わたしの

ためにご自身をささげられた神の御子を信

じる信仰によって、生きているのである。

21わたしは、神の恵みを無にはしない。も

し、義が律法によって得られるとすれば、

キリストの死はむだであったことになる。

3ああ、物わかりのわるいガラテヤ人よ。
十字架につけられたイエス・キリストが

、あなたがたの目の前に描き出されたのに

、いったい、だれがあなたがたを惑わした

のか。 2わたしは、ただこの一つの事を、

あなたがたに聞いてみたい。あなたがたが

御霊を受けたのは、律法を行ったからか、

それとも、聞いて信じたからか。 3あなた

がたは、そんなに物わかりがわるいのか。

御霊で始めたのに、今になって肉で仕上げ

るというのか。 4あれほどの大きな経験を

したことは、むだであったのか。まさか、

むだではあるまい。 5すると、あなたがた

に御霊を賜い、力あるわざをあなたがたの

間でなされたのは、律法を行ったからか、

それとも、聞いて信じたからか。 6このよ

うに、アブラハムは「神を信じた。それに

よって、彼は義と認められた」のである。

7だから、信仰による者こそアブラハムの子
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であることを、知るべきである。 8聖書は

、神が異邦人を信仰によって義とされるこ

とを、あらかじめ知って、アブラハムに、

「あなたによって、すべての国民は祝福さ

れるであろう」との良い知らせを、予告し

たのである。 9このように、信仰による者

は、信仰の人アブラハムと共に、祝福を受

けるのである。 10いったい、律法の行いに

よる者は、皆のろいの下にある。「律法の

書に書いてあるいっさいのことを守らず、

これを行わない者は、皆のろわれる」と書

いてあるからである。 11そこで、律法によ

っては、神のみまえに義とされる者はひと

りもないことが、明らかである。なぜなら

、「信仰による義人は生きる」からである

。 12律法は信仰に基いているものではない

。かえって、「律法を行う者は律法によっ

て生きる」のである。 13キリストは、わた

したちのためにのろいとなって、わたした

ちを律法ののろいからあがない出して下さ

った。聖書に、「木にかけられる者は、す

べてのろわれる」と書いてある。 14それは

、アブラハムの受けた祝福が、イエス・キ

リストにあって異邦人に及ぶためであり、

約束された御霊を、わたしたちが信仰によ

って受けるためである。 15兄弟たちよ。世

のならわしを例にとって言おう。人間の遺

言でさえ、いったん作成されたら、これを

無効にしたり、これに付け加えたりするこ

とは、だれにもできない。 16さて、約束は

、アブラハムと彼の子孫とに対してなされ

たのである。それは、多数をさして「子孫

たちとに」と言わずに、ひとりをさして「

あなたの子孫とに」と言っている。これは

、キリストのことである。 17わたしの言う

意味は、こうである。神によってあらかじ

め立てられた契約が、四百三十年の後にで

きた律法によって破棄されて、その約束が

むなしくなるようなことはない。 18もし相

続が、律法に基いてなされるとすれば、も

はや約束に基いたものではない。ところが

事実、神は約束によって、相続の恵みをア

ブラハムに賜わったのである。 19それでは

、律法はなんであるか。それは違反を促す

ため、あとから加えられたのであって、約

束されていた子孫が来るまで存続するだけ

のものであり、かつ、天使たちをとおし、

仲介者の手によって制定されたものにすぎ

ない。 20仲介者なるものは、一方だけに属

する者ではない。しかし、神はひとりであ

る。 21では、律法は神の約束と相いれない

ものか。断じてそうではない。もし人を生

かす力のある律法が与えられていたとすれ

ば、義はたしかに律法によって実現された

であろう。 22しかし、約束が、信じる人々

にイエス・キリストに対する信仰によって

与えられるために、聖書はすべての人を罪

の下に閉じ込めたのである。 23しかし、信

仰が現れる前には、わたしたちは律法の下

で監視されており、やがて啓示される信仰

の時まで閉じ込められていた。 24このよう

にして律法は、信仰によって義とされるた

めに、わたしたちをキリストに連れて行く

養育掛となったのである。 25しかし、いっ

たん信仰が現れた以上、わたしたちは、も

はや養育掛のもとにはいない。 26あなたが

たはみな、キリスト・イエスにある信仰に

よって、神の子なのである。 27キリストに

合うバプテスマを受けたあなたがたは、皆

キリストを着たのである。 28もはや、ユダ

ヤ人もギリシヤ人もなく、奴隷も自由人も

なく、男も女もない。あなたがたは皆、キ

リスト・イエスにあって一つだからである

。 29もしキリストのものであるなら、あな

たがたはアブラハムの子孫であり、約束に

よる相続人なのである。

4わたしの言う意味は、こうである。相続
人が子供である間は、全財産の持ち主で

ありながら、僕となんの差別もなく、 2父

親の定めた時期までは、管理人や後見人の

監督の下に置かれているのである。 3それ

と同じく、わたしたちも子供であった時に

は、いわゆるこの世のもろもろの霊力の下

に、縛られていた者であった。 4しかし、

時の満ちるに及んで、神は御子を女から生

れさせ、律法の下に生れさせて、おつかわ

しになった。 5それは、律法の下にある者

をあがない出すため、わたしたちに子たる
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身分を授けるためであった。 6このように

、あなたがたは子であるのだから、神はわ

たしたちの心の中に、「アバ、父よ」と呼

ぶ御子の霊を送って下さったのである。 7

したがって、あなたがたはもはや僕ではな

く、子である。子である以上、また神によ

る相続人である。 8神を知らなかった当時

、あなたがたは、本来神ならぬ神々の奴隷

になっていた。 9しかし、今では神を知っ

ているのに、否、むしろ神に知られている

のに、どうして、あの無力で貧弱な、もろ

もろの霊力に逆もどりして、またもや、新

たにその奴隷になろうとするのか。 10あな

たがたは、日や月や季節や年などを守って

いる。 11わたしは、あなたがたのために努

力してきたことが、あるいは、むだになっ

たのではないかと、あなたがたのことが心

配でならない。 12兄弟たちよ。お願いする

。どうか、わたしのようになってほしい。

わたしも、あなたがたのようになったのだ

から。あなたがたは、一度もわたしに対し

て不都合なことをしたことはない。 13あな

たがたも知っているとおり、最初わたしが

あなたがたに福音を伝えたのは、わたしの

肉体が弱っていたためであった。 14そして

、わたしの肉体にはあなたがたにとって試

錬となるものがあったのに、それを卑しめ

もせず、またきらいもせず、かえってわた

しを、神の使かキリスト・イエスかでもあ

るように、迎えてくれた。 15その時のあな

たがたの感激は、今どこにあるのか。はっ

きり言うが、あなたがたは、できることな

ら、自分の目をえぐり出してでも、わたし

にくれたかったのだ。 16それだのに、真理

を語ったために、わたしはあなたがたの敵

になったのか。 17彼らがあなたがたに対し

て熱心なのは、善意からではない。むしろ

、自分らに熱心にならせるために、あなた

がたをわたしから引き離そうとしているの

である。 18わたしがあなたがたの所にいる

時だけでなく、いつも、良いことについて

熱心に慕われるのは、良いことである。 19

ああ、わたしの幼な子たちよ。あなたがた

の内にキリストの形ができるまでは、わた

しは、またもや、あなたがたのために産み

の苦しみをする。 20できることなら、わた

しは今あなたがたの所にいて、語調を変え

て話してみたい。わたしは、あなたがたの

ことで、途方にくれている。 21律法の下に

とどまっていたいと思う人たちよ。わたし

に答えなさい。あなたがたは律法の言うと

ころを聞かないのか。 22そのしるすところ

によると、アブラハムにふたりの子があっ

たが、ひとりは女奴隷から、ひとりは自由

の女から生れた。 23女奴隷の子は肉によっ

て生れたのであり、自由の女の子は約束に

よって生れたのであった。 24さて、この物

語は比喩としてみられる。すなわち、この

女たちは二つの契約をさす。そのひとりは

シナイ山から出て、奴隷となる者を産む。

ハガルがそれである。 25ハガルといえば、

アラビヤではシナイ山のことで、今のエル

サレムに当る。なぜなら、それは子たちと

共に、奴隷となっているからである。 26し

かし、上なるエルサレムは、自由の女であ

って、わたしたちの母をさす。 27すなわち

、こう書いてある、「喜べ、不妊の女よ。

声をあげて喜べ、産みの苦しみを知らない

女よ。ひとり者となっている女は多くの子

を産み、その数は、夫ある女の子らよりも

多い」。 28兄弟たちよ。あなたがたは、イ

サクのように、約束の子である。 29しかし

、その当時、肉によって生れた者が、霊に

よって生れた者を迫害したように、今でも

同様である。 30しかし、聖書はなんと言っ

ているか。「女奴隷とその子とを追い出せ

。女奴隷の子は、自由の女の子と共に相続

をしてはならない」とある。 31だから、兄

弟たちよ。わたしたちは女奴隷の子ではな

く、自由の女の子なのである。

5自由を得させるために、キリストはわた
したちを解放して下さったのである。だ

から、堅く立って、二度と奴隷のくびきに

つながれてはならない。 2見よ、このパウ

ロがあなたがたに言う。もし割礼を受ける

なら、キリストはあなたがたに用のないも

のになろう。 3割礼を受けようとするすべ

ての人たちに、もう一度言っておく。そう
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いう人たちは、律法の全部を行う義務があ

る。 4律法によって義とされようとするあ

なたがたは、キリストから離れてしまって

いる。恵みから落ちている。 5わたしたち

は、御霊の助けにより、信仰によって義と

される望みを強くいだいている。 6キリス

ト・イエスにあっては、割礼があってもな

くても、問題ではない。尊いのは、愛によ

って働く信仰だけである。 7あなたがたは

よく走り続けてきたのに、だれが邪魔をし

て、真理にそむかせたのか。 8そのような

勧誘は、あなたがたを召されたかたから出

たものではない。 9少しのパン種でも、粉

のかたまり全体をふくらませる。 10あなた

がたはいささかもわたしと違った思いをい

だくことはないと、主にあって信頼してい

る。しかし、あなたがたを動揺させている

者は、それがだれであろうと、さばきを受

けるであろう。 11兄弟たちよ。わたしがも

し今でも割礼を宣べ伝えていたら、どうし

て、いまなお迫害されるはずがあろうか。

そうしていたら、十字架のつまずきは、な

くなっているであろう。 12あなたがたの煽

動者どもは、自ら不具になるがよかろう。

13兄弟たちよ。あなたがたが召されたのは

、実に、自由を得るためである。ただ、そ

の自由を、肉の働く機会としないで、愛を

もって互に仕えなさい。 14律法の全体は、

「自分を愛するように、あなたの隣り人を

愛せよ」というこの一句に尽きるからであ

る。 15気をつけるがよい。もし互にかみ合

い、食い合っているなら、あなたがたは互

に滅ぼされてしまうだろう。 16わたしは命

じる、御霊によって歩きなさい。そうすれ

ば、決して肉の欲を満たすことはない。 17

なぜなら、肉の欲するところは御霊に反し

、また御霊の欲するところは肉に反するか

らである。こうして、二つのものは互に相

さからい、その結果、あなたがたは自分で

しようと思うことを、することができない

ようになる。 18もしあなたがたが御霊に導

かれるなら、律法の下にはいない。 19肉の

働きは明白である。すなわち、不品行、汚

れ、好色、 20偶像礼拝、まじない、敵意、

争い、そねみ、怒り、党派心、分裂、分派

、 21ねたみ、泥酔、宴楽、および、そのた

ぐいである。わたしは以前も言ったように

、今も前もって言っておく。このようなこ

とを行う者は、神の国をつぐことがない。

22しかし、御霊の実は、愛、喜び、平和、

寛容、慈愛、善意、忠実、 23柔和、自制で

あって、これらを否定する律法はない。 24

キリスト・イエスに属する者は、自分の肉

を、その情と欲と共に十字架につけてしま

ったのである。 25もしわたしたちが御霊に

よって生きるのなら、また御霊によって進

もうではないか。 26互にいどみ合い、互に

ねたみ合って、虚栄に生きてはならない。

6兄弟たちよ。もしもある人が罪過に陥っ
ていることがわかったなら、霊の人であ

るあなたがたは、柔和な心をもって、その

人を正しなさい。それと同時に、もしか自

分自身も誘惑に陥ることがありはしないか

と、反省しなさい。 2互に重荷を負い合い

なさい。そうすれば、あなたがたはキリス

トの律法を全うするであろう。 3もしある

人が、事実そうでないのに、自分が何か偉

い者であるように思っているとすれば、そ

の人は自分を欺いているのである。 4ひと

りびとり、自分の行いを検討してみるがよ

い。そうすれば、自分だけには誇ることが

できても、ほかの人には誇れなくなるであ

ろう。 5人はそれぞれ、自分自身の重荷を

負うべきである。 6御言を教えてもらう人

は、教える人と、すべて良いものを分け合

いなさい。 7まちがってはいけない、神は

侮られるようなかたではない。人は自分の

まいたものを、刈り取ることになる。 8す

なわち、自分の肉にまく者は、肉から滅び

を刈り取り、霊にまく者は、霊から永遠の

いのちを刈り取るであろう。 (aiōnios g166) 9わ

たしたちは、善を行うことに、うみ疲れて

はならない。たゆまないでいると、時が来

れば刈り取るようになる。 10だから、機会

のあるごとに、だれに対しても、とくに信

仰の仲間に対して、善を行おうではないか

。 11ごらんなさい。わたし自身いま筆をと

って、こんなに大きい字で、あなたがたに
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書いていることを。 12いったい、肉におい

て見えを飾ろうとする者たちは、キリスト

・イエスの十字架のゆえに、迫害を受けた

くないばかりに、あなたがたにしいて割礼

を受けさせようとする。 13事実、割礼のあ

るもの自身が律法を守らず、ただ、あなた

がたの肉について誇りたいために、割礼を

受けさせようとしているのである。 14しか

し、わたし自身には、わたしたちの主イエ

ス・キリストの十字架以外に、誇とするも

のは、断じてあってはならない。この十字

架につけられて、この世はわたしに対して

死に、わたしもこの世に対して死んでしま

ったのである。 15割礼のあるなしは問題で

はなく、ただ、新しく造られることこそ、

重要なのである。 16この法則に従って進む

人々の上に、平和とあわれみとがあるよう

に。また、神のイスラエルの上にあるよう

に。 17だれも今後は、わたしに煩いをかけ

ないでほしい。わたしは、イエスの焼き印

を身に帯びているのだから。 18兄弟たちよ

。わたしたちの主イエス・キリストの恵み

が、あなたがたの霊と共にあるように、ア

ァメン。
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エペソ人への手紙

1神の御旨によるキリスト・イエスの使徒
パウロから、エペソにいる、キリスト・

イエスにあって忠実な聖徒たちへ。 2わた

したちの父なる神と主イエス・キリストか

ら、恵みと平安とが、あなたがたにあるよ

うに。 3ほむべきかな、わたしたちの主イ

エス・キリストの父なる神。神はキリスト

にあって、天上で霊のもろもろの祝福をも

って、わたしたちを祝福し、 4みまえにき

よく傷のない者となるようにと、天地の造

られる前から、キリストにあってわたした

ちを選び、 5わたしたちに、イエス・キリ

ストによって神の子たる身分を授けるよう

にと、御旨のよしとするところに従い、愛

のうちにあらかじめ定めて下さったのであ

る。 6これは、その愛する御子によって賜

わった栄光ある恵みを、わたしたちがほめ

たたえるためである。 7わたしたちは、御

子にあって、神の豊かな恵みのゆえに、そ

の血によるあがない、すなわち、罪過のゆ

るしを受けたのである。 8神はその恵みを

さらに増し加えて、あらゆる知恵と悟りと

をわたしたちに賜わり、 9御旨の奥義を、

自らあらかじめ定められた計画に従って、

わたしたちに示して下さったのである。 10

それは、時の満ちるに及んで実現されるご

計画にほかならない。それによって、神は

天にあるもの地にあるものを、ことごとく

、キリストにあって一つに帰せしめようと

されたのである。 11わたしたちは、御旨の

欲するままにすべての事をなさるかたの目

的の下に、キリストにあってあらかじめ定

められ、神の民として選ばれたのである。

12それは、早くからキリストに望みをおい

ているわたしたちが、神の栄光をほめたた

える者となるためである。 13あなたがたも

また、キリストにあって、真理の言葉、す

なわち、あなたがたの救の福音を聞き、ま

た、彼を信じた結果、約束された聖霊の証

印をおされたのである。 14この聖霊は、わ

たしたちが神の国をつぐことの保証であっ

て、やがて神につける者が全くあがなわれ

、神の栄光をほめたたえるに至るためであ

る。 15こういうわけで、わたしも、主イエ

スに対するあなたがたの信仰と、すべての

聖徒に対する愛とを耳にし、 16わたしの祈

のたびごとにあなたがたを覚えて、絶えず

あなたがたのために感謝している。 17どう

か、わたしたちの主イエス・キリストの神

、栄光の父が、知恵と啓示との霊をあなた

がたに賜わって神を認めさせ、 18あなたが

たの心の目を明らかにして下さるように、

そして、あなたがたが神に召されていだい

ている望みがどんなものであるか、聖徒た

ちがつぐべき神の国がいかに栄光に富んだ

ものであるか、 19また、神の力強い活動に

よって働く力が、わたしたち信じる者にと

っていかに絶大なものであるかを、あなた

がたが知るに至るように、と祈っている。

20神はその力をキリストのうちに働かせて

、彼を死人の中からよみがえらせ、天上に

おいてご自分の右に座せしめ、 21彼を、す

べての支配、権威、権力、権勢の上におき

、また、この世ばかりでなくきたるべき世

においても唱えられる、あらゆる名の上に

おかれたのである。 (aiōn g165) 22そして、万

物をキリストの足の下に従わせ、彼を万物

の上にかしらとして教会に与えられた。 23

この教会はキリストのからだであって、す

べてのものを、すべてのもののうちに満た

しているかたが、満ちみちているものに、

ほかならない。

2さてあなたがたは、先には自分の罪過と
罪とによって死んでいた者であって、 2

かつてはそれらの中で、この世のならわし

に従い、空中の権をもつ君、すなわち、不

従順の子らの中に今も働いている霊に従っ

て、歩いていたのである。 (aiōn g165) 3また、

わたしたちもみな、かつては彼らの中にい

て、肉の欲に従って日を過ごし、肉とその

思いとの欲するままを行い、ほかの人々と

同じく、生れながらの怒りの子であった。

4しかるに、あわれみに富む神は、わたした

ちを愛して下さったその大きな愛をもって

、 5罪過によって死んでいたわたしたちを

、キリストと共に生かしあなたがたの救わ
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れたのは、恵みによるのである 6キリスト

・イエスにあって、共によみがえらせ、共

に天上で座につかせて下さったのである。

7それは、キリスト・イエスにあってわたし

たちに賜わった慈愛による神の恵みの絶大

な富を、きたるべき世々に示すためであっ

た。 (aiōn g165) 8あなたがたの救われたのは、

実に、恵みにより、信仰によるのである。

それは、あなたがた自身から出たものでは

なく、神の賜物である。 9決して行いによ

るのではない。それは、だれも誇ることが

ないためなのである。 10わたしたちは神の

作品であって、良い行いをするように、キ

リスト・イエスにあって造られたのである

。神は、わたしたちが、良い行いをして日

を過ごすようにと、あらかじめ備えて下さ

ったのである。 11だから、記憶しておきな

さい。あなたがたは以前には、肉によれば

異邦人であって、手で行った肉の割礼ある

者と称せられる人々からは、無割礼の者と

呼ばれており、 12またその当時は、キリス

トを知らず、イスラエルの国籍がなく、約

束されたいろいろの契約に縁がなく、この

世の中で希望もなく神もない者であった。

13ところが、あなたがたは、このように以

前は遠く離れていたが、今ではキリスト・

イエスにあって、キリストの血によって近

いものとなったのである。 14キリストはわ

たしたちの平和であって、二つのものを一

つにし、敵意という隔ての中垣を取り除き

、ご自分の肉によって、 15数々の規定から

成っている戒めの律法を廃棄したのである

。それは、彼にあって、二つのものをひと

りの新しい人に造りかえて平和をきたらせ

、 16十字架によって、二つのものを一つの

からだとして神と和解させ、敵意を十字架

にかけて滅ぼしてしまったのである。 17そ

れから彼は、こられた上で、遠く離れてい

るあなたがたに平和を宣べ伝え、また近く

にいる者たちにも平和を宣べ伝えられたの

である。 18というのは、彼によって、わた

したち両方の者が一つの御霊の中にあって

、父のみもとに近づくことができるからで

ある。 19そこであなたがたは、もはや異国

人でも宿り人でもなく、聖徒たちと同じ国

籍の者であり、神の家族なのである。 20ま

たあなたがたは、使徒たちや預言者たちと

いう土台の上に建てられたものであって、

キリスト・イエスご自身が隅のかしら石で

ある。 21このキリストにあって、建物全体

が組み合わされ、主にある聖なる宮に成長

し、 22そしてあなたがたも、主にあって共

に建てられて、霊なる神のすまいとなるの

である。

3こういうわけで、あなたがた異邦人のた
めにキリスト・イエスの囚人となってい

るこのパウロ 2わたしがあなたがたのため

に神から賜わった恵みの務について、あな

たがたはたしかに聞いたであろう。 3すな

わち、すでに簡単に書きおくったように、

わたしは啓示によって奥義を知らされたの

である。 4あなたがたはそれを読めば、キ

リストの奥義をわたしがどう理解している

かがわかる。 5この奥義は、いまは、御霊

によって彼の聖なる使徒たちと預言者たち

とに啓示されているが、前の時代には、人

の子らに対して、そのように知らされては

いなかったのである。 6それは、異邦人が

、福音によりキリスト・イエスにあって、

わたしたちと共に神の国をつぐ者となり、

共に一つのからだとなり、共に約束にあず

かる者となることである。 7わたしは、神

の力がわたしに働いて、自分に与えられた

神の恵みの賜物により、福音の僕とされた

のである。 8すなわち、聖徒たちのうちで

最も小さい者であるわたしにこの恵みが与

えられたが、それは、キリストの無尽蔵の

富を異邦人に宣べ伝え、 9更にまた、万物

の造り主である神の中に世々隠されていた

奥義にあずかる務がどんなものであるかを

、明らかに示すためである。 (aiōn g165) 10そ

れは今、天上にあるもろもろの支配や権威

が、教会をとおして、神の多種多様な知恵

を知るに至るためであって、 11わたしたち

の主キリスト・イエスにあって実現され

た神の永遠の目的にそうものである。 (aiōn

g165) 12この主キリストにあって、わたした
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ちは、彼に対する信仰によって、確信をも

って大胆に神に近づくことができるのであ

る。 13だから、あなたがたのためにわたし

が受けている患難を見て、落胆しないでい

てもらいたい。わたしの患難は、あなたが

たの光栄なのである。 14こういうわけで、

わたしはひざをかがめて、 15天上にあり地

上にあって「父」と呼ばれているあらゆる

ものの源なる父に祈る。 16どうか父が、そ

の栄光の富にしたがい、御霊により、力を

もってあなたがたの内なる人を強くして下

さるように、 17また、信仰によって、キリ

ストがあなたがたの心のうちに住み、あな

たがたが愛に根ざし愛を基として生活する

ことにより、 18すべての聖徒と共に、その

広さ、長さ、高さ、深さを理解することが

でき、 19また人知をはるかに越えたキリス

トの愛を知って、神に満ちているもののす

べてをもって、あなたがたが満たされるよ

うに、と祈る。 20どうか、わたしたちのう

ちに働く力によって、わたしたちが求めま

た思うところのいっさいを、はるかに越え

てかなえて下さることができるかたに、 21

教会により、また、キリスト・イエスによ

って、栄光が世々限りなくあるように、ア

ァメン。 (aiōn g165)

4さて、主にある囚人であるわたしは、あ
なたがたに勧める。あなたがたが召され

たその召しにふさわしく歩き、 2できる限

り謙虚で、かつ柔和であり、寛容を示し、

愛をもって互に忍びあい、 3平和のきずな

で結ばれて、聖霊による一致を守り続ける

ように努めなさい。 4からだは一つ、御霊

も一つである。あなたがたが召されたのは

、一つの望みを目ざして召されたのと同様

である。 5主は一つ、信仰は一つ、バプテ

スマは一つ。 6すべてのものの上にあり、

すべてのものを貫き、すべてのものの内に

います、すべてのものの父なる神は一つで

ある。 7しかし、キリストから賜わる賜物

のはかりに従って、わたしたちひとりびと

りに、恵みが与えられている。 8そこで、

こう言われている、「彼は高いところに上

った時、とりこを捕えて引き行き、人々に

賜物を分け与えた」。 9さて「上った」と

言う以上、また地下の低い底にも降りてこ

られたわけではないか。 10降りてこられた

者自身は、同時に、あらゆるものに満ちる

ために、もろもろの天の上にまで上られた

かたなのである。 11そして彼は、ある人を

使徒とし、ある人を預言者とし、ある人を

伝道者とし、ある人を牧師、教師として、

お立てになった。 12それは、聖徒たちをと

とのえて奉仕のわざをさせ、キリストのか

らだを建てさせ、 13わたしたちすべての者

が、神の子を信じる信仰の一致と彼を知る

知識の一致とに到達し、全き人となり、つ

いに、キリストの満ちみちた徳の高さにま

で至るためである。 14こうして、わたした

ちはもはや子供ではないので、だまし惑わ

す策略により、人々の悪巧みによって起る

様々な教の風に吹きまわされたり、もてあ

そばれたりすることがなく、 15愛にあって

真理を語り、あらゆる点において成長し、

かしらなるキリストに達するのである。 16

また、キリストを基として、全身はすべて

の節々の助けにより、しっかりと組み合わ

され結び合わされ、それぞれの部分は分に

応じて働き、からだを成長させ、愛のうち

に育てられていくのである。 17そこで、わ

たしは主にあっておごそかに勧める。あな

たがたは今後、異邦人がむなしい心で歩い

ているように歩いてはならない。 18彼らの

知力は暗くなり、その内なる無知と心の硬

化とにより、神のいのちから遠く離れ、 19

自ら無感覚になって、ほしいままにあらゆ

る不潔な行いをして、放縦に身をゆだねて

いる。 20しかしあなたがたは、そのように

キリストに学んだのではなかった。 21あな

たがたはたしかに彼に聞き、彼にあって教

えられて、イエスにある真理をそのまま学

んだはずである。 22すなわち、あなたがた

は、以前の生活に属する、情欲に迷って滅

び行く古き人を脱ぎ捨て、 23心の深みまで

新たにされて、 24真の義と聖とをそなえた

神にかたどって造られた新しき人を着るべ

きである。 25こういうわけだから、あなた

がたは偽りを捨てて、おのおの隣り人に対
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して、真実を語りなさい。わたしたちは、

お互に肢体なのであるから。 26怒ることが

あっても、罪を犯してはならない。憤った

ままで、日が暮れるようであってはならな

い。 27また、悪魔に機会を与えてはいけな

い。 28盗んだ者は、今後、盗んではならな

い。むしろ、貧しい人々に分け与えるよう

になるために、自分の手で正当な働きをし

なさい。 29悪い言葉をいっさい、あなたが

たの口から出してはいけない。必要があれ

ば、人の徳を高めるのに役立つような言葉

を語って、聞いている者の益になるように

しなさい。 30神の聖霊を悲しませてはいけ

ない。あなたがたは、あがないの日のため

に、聖霊の証印を受けたのである。 31すべ

ての無慈悲、憤り、怒り、騒ぎ、そしり、

また、いっさいの悪意を捨て去りなさい。

32互に情深く、あわれみ深い者となり、神

がキリストにあってあなたがたをゆるして

下さったように、あなたがたも互にゆるし

合いなさい。

5こうして、あなたがたは、神に愛されて
いる子供として、神にならう者になりな

さい。 2また愛のうちを歩きなさい。キリ

ストもあなたがたを愛して下さって、わた

したちのために、ご自身を、神へのかんば

しいかおりのささげ物、また、いけにえと

してささげられたのである。 3また、不品

行といろいろな汚れや貪欲などを、聖徒に

ふさわしく、あなたがたの間では、口にす

ることさえしてはならない。 4また、卑し

い言葉と愚かな話やみだらな冗談を避けな

さい。これらは、よろしくない事である。

それよりは、むしろ感謝をささげなさい。

5あなたがたは、よく知っておかねばならな

い。すべて不品行な者、汚れたことをする

者、貪欲な者、すなわち、偶像を礼拝する

者は、キリストと神との国をつぐことがで

きない。 6あなたがたは、だれにも不誠実

な言葉でだまされてはいけない。これらの

ことから、神の怒りは不従順の子らに下る

のである。 7だから、彼らの仲間になって

はいけない。 8あなたがたは、以前はやみ

であったが、今は主にあって光となってい

る。光の子らしく歩きなさい 9光はあらゆ

る善意と正義と真実との実を結ばせるもの

である 10主に喜ばれるものがなんであるか

を、わきまえ知りなさい。 11実を結ばない

やみのわざに加わらないで、むしろ、それ

を指摘してやりなさい。 12彼らが隠れて行

っていることは、口にするだけでも恥ずか

しい事である。 13しかし、光にさらされる

時、すべてのものは、明らかになる。 14明

らかにされたものは皆、光となるのである

。だから、こう書いてある、「眠っている

者よ、起きなさい。死人のなかから、立ち

上がりなさい。そうすれば、キリストがあ

なたを照すであろう」。 15そこで、あなた

がたの歩きかたによく注意して、賢くない

者のようにではなく、賢い者のように歩き

、 16今の時を生かして用いなさい。今は悪

い時代なのである。 17だから、愚かな者に

ならないで、主の御旨がなんであるかを悟

りなさい。 18酒に酔ってはいけない。それ

は乱行のもとである。むしろ御霊に満たさ

れて、 19詩とさんびと霊の歌とをもって語

り合い、主にむかって心からさんびの歌を

うたいなさい。 20そしてすべてのことにつ

き、いつも、わたしたちの主イエス・キリ

ストの御名によって、父なる神に感謝し、

21キリストに対する恐れの心をもって、互

に仕え合うべきである。 22妻たる者よ。主

に仕えるように自分の夫に仕えなさい。 23

キリストが教会のかしらであって、自らは

、からだなる教会の救主であられるように

、夫は妻のかしらである。 24そして教会が

キリストに仕えるように、妻もすべてのこ

とにおいて、夫に仕えるべきである。 25夫

たる者よ。キリストが教会を愛してそのた

めにご自身をささげられたように、妻を愛

しなさい。 26キリストがそうなさったのは

、水で洗うことにより、言葉によって、教

会をきよめて聖なるものとするためであり

、 27また、しみも、しわも、そのたぐいの

ものがいっさいなく、清くて傷のない栄光

の姿の教会を、ご自分に迎えるためである

。 28それと同じく、夫も自分の妻を、自分
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のからだのように愛さねばならない。自分

の妻を愛する者は、自分自身を愛するので

ある。 29自分自身を憎んだ者は、いまだか

つて、ひとりもいない。かえって、キリス

トが教会になさったようにして、おのれを

育て養うのが常である。 30わたしたちは、

キリストのからだの肢体なのである。 31「

それゆえに、人は父母を離れてその妻と結

ばれ、ふたりの者は一体となるべきである

」。 32この奥義は大きい。それは、キリス

トと教会とをさしている。 33いずれにして

も、あなたがたは、それぞれ、自分の妻を

自分自身のように愛しなさい。妻もまた夫

を敬いなさい。

6子たる者よ。主にあって両親に従いなさ
い。これは正しいことである。 2「あな

たの父と母とを敬え」。これが第一の戒め

であって、次の約束がそれについている、

3「そうすれば、あなたは幸福になり、地上

でながく生きながらえるであろう」。 4父

たる者よ。子供をおこらせないで、主の薫

陶と訓戒とによって、彼らを育てなさい。

5僕たる者よ。キリストに従うように、恐れ

おののきつつ、真心をこめて、肉による主

人に従いなさい。 6人にへつらおうとして

目先だけの勤めをするのでなく、キリスト

の僕として心から神の御旨を行い、 7人に

ではなく主に仕えるように、快く仕えなさ

い。 8あなたがたが知っているとおり、だ

れでも良いことを行えば、僕であれ、自由

人であれ、それに相当する報いを、それぞ

れ主から受けるであろう。 9主人たる者よ

。僕たちに対して、同様にしなさい。おど

すことを、してはならない。あなたがたが

知っているとおり、彼らとあなたがたとの

主は天にいますのであり、かつ人をかたよ

り見ることをなさらないのである。 10最後

に言う。主にあって、その偉大な力によっ

て、強くなりなさい。 11悪魔の策略に対抗

して立ちうるために、神の武具で身を固め

なさい。 12わたしたちの戦いは、血肉に対

するものではなく、もろもろの支配と、権

威と、やみの世の主権者、また天上にいる

悪の霊に対する戦いである。 (aiōn g165) 13そ

れだから、悪しき日にあたって、よく抵抗

し、完全に勝ち抜いて、堅く立ちうるため

に、神の武具を身につけなさい。 14すなわ

ち、立って真理の帯を腰にしめ、正義の胸

当を胸につけ、 15平和の福音の備えを足に

はき、 16その上に、信仰のたてを手に取り

なさい。それをもって、悪しき者の放つ火

の矢を消すことができるであろう。 17また

、救のかぶとをかぶり、御霊の剣、すなわ

ち、神の言を取りなさい。 18絶えず祈と願

いをし、どんな時でも御霊によって祈り、

そのために目をさましてうむことがなく、

すべての聖徒のために祈りつづけなさい。

19また、わたしが口を開くときに語るべき

言葉を賜わり、大胆に福音の奥義を明らか

に示しうるように、わたしのためにも祈っ

てほしい。 20わたしはこの福音のための使

節であり、そして鎖につながれているので

あるが、つながれていても、語るべき時に

は大胆に語れるように祈ってほしい。 21わ

たしがどういう様子か、何をしているかを

、あなたがたに知ってもらうために、主に

あって忠実に仕えている愛する兄弟テキコ

が、いっさいの事を報告するであろう。 22

彼をあなたがたのもとに送るのは、あなた

がたがわたしたちの様子を知り、また彼に

よって心に励ましを受けるようになるため

なのである。 23父なる神とわたしたちの主

イエス・キリストから平安ならびに信仰に

伴う愛が、兄弟たちにあるように。 24変ら

ない真実をもって、わたしたちの主イエス

・キリストを愛するすべての人々に、恵み

があるように。
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ピリピ人への手紙

1キリスト・イエスの僕たち、パウロとテ
モテから、ピリピにいる、キリスト・イ

エスにあるすべての聖徒たち、ならびに監

督たちと執事たちへ。 2わたしたちの父な

る神と主イエス・キリストから、恵みと平

安とが、あなたがたにあるように。 3わた

しはあなたがたを思うたびごとに、わたし

の神に感謝し、 4あなたがた一同のために

祈るとき、いつも喜びをもって祈り、 5あ

なたがたが最初の日から今日に至るまで、

福音にあずかっていることを感謝している

。 6そして、あなたがたのうちに良いわざ

を始められたかたが、キリスト・イエスの

日までにそれを完成して下さるにちがいな

いと、確信している。 7わたしが、あなた

がた一同のために、そう考えるのは当然で

ある。それは、わたしが獄に捕われている

時にも、福音を弁明し立証する時にも、あ

なたがたをみな、共に恵みにあずかる者と

して、わたしの心に深く留めているからで

ある。 8わたしがキリスト・イエスの熱愛

をもって、どんなに深くあなたがた一同を

思っていることか、それを証明して下さる

かたは神である。 9わたしはこう祈る。あ

なたがたの愛が、深い知識において、する

どい感覚において、いよいよ増し加わり、

10それによって、あなたがたが、何が重要

であるかを判別することができ、キリスト

の日に備えて、純真で責められるところの

ないものとなり、 11イエス・キリストによ

る義の実に満たされて、神の栄光とほまれ

とをあらわすに至るように。 12さて、兄弟

たちよ。わたしの身に起った事が、むしろ

福音の前進に役立つようになったことを、

あなたがたに知ってもらいたい。 13すなわ

ち、わたしが獄に捕われているのはキリス

トのためであることが、兵営全体にもその

ほかのすべての人々にも明らかになり、 14

そして兄弟たちのうち多くの者は、わたし

の入獄によって主にある確信を得、恐れる

ことなく、ますます勇敢に、神の言を語る

ようになった。 15一方では、ねたみや闘争

心からキリストを宣べ伝える者がおり、他

方では善意からそうする者がいる。 16後者

は、わたしが福音を弁明するために立てら

れていることを知り、愛の心でキリストを

伝え、 17前者は、わたしの入獄の苦しみに

更に患難を加えようと思って、純真な心か

らではなく、党派心からそうしている。 18

すると、どうなのか。見えからであるにし

ても、真実からであるにしても、要するに

、伝えられているのはキリストなのだから

、わたしはそれを喜んでいるし、また喜ぶ

であろう。 19なぜなら、あなたがたの祈と

、イエス・キリストの霊の助けとによって

、この事がついには、わたしの救となるこ

とを知っているからである。 20そこで、わ

たしが切実な思いで待ち望むことは、わた

しが、どんなことがあっても恥じることな

く、かえって、いつものように今も、大胆

に語ることによって、生きるにも死ぬにも

、わたしの身によってキリストがあがめら

れることである。 21わたしにとっては、生

きることはキリストであり、死ぬことは益

である。 22しかし、肉体において生きてい

ることが、わたしにとっては実り多い働き

になるのだとすれば、どちらを選んだらよ

いか、わたしにはわからない。 23わたしは

、これら二つのものの間に板ばさみになっ

ている。わたしの願いを言えば、この世を

去ってキリストと共にいることであり、実

は、その方がはるかに望ましい。 24しかし

、肉体にとどまっていることは、あなたが

たのためには、さらに必要である。 25こう

確信しているので、わたしは生きながらえ

て、あなたがた一同のところにとどまり、

あなたがたの信仰を進ませ、その喜びを得

させようと思う。 26そうなれば、わたしが

再びあなたがたのところに行くので、あな

たがたはわたしによってキリスト・イエス

にある誇を増すことになろう。 27ただ、あ

なたがたはキリストの福音にふさわしく生

活しなさい。そして、わたしが行ってあな

たがたに会うにしても、離れているにして

も、あなたがたが一つの霊によって堅く立

ち、一つ心になって福音の信仰のために力



ピリピ人への手紙 216

を合わせて戦い、 28かつ、何事についても

、敵対する者どもにろうばいさせられない

でいる様子を、聞かせてほしい。このこと

は、彼らには滅びのしるし、あなたがたに

は救のしるしであって、それは神から来る

のである。 29あなたがたはキリストのため

に、ただ彼を信じることだけではなく、彼

のために苦しむことをも賜わっている。 30

あなたがたは、さきにわたしについて見、

今またわたしについて聞いているのと同じ

苦闘を、続けているのである。

2そこで、あなたがたに、キリストによる
勧め、愛の励まし、御霊の交わり、熱愛

とあわれみとが、いくらかでもあるなら、

2どうか同じ思いとなり、同じ愛の心を持ち

、心を合わせ、一つ思いになって、わたし

の喜びを満たしてほしい。 3何事も党派心

や虚栄からするのでなく、へりくだった心

をもって互に人を自分よりすぐれた者とし

なさい。 4おのおの、自分のことばかりで

なく、他人のことも考えなさい。 5キリス

ト・イエスにあっていだいているのと同じ

思いを、あなたがたの間でも互に生かしな

さい。 6キリストは、神のかたちであられ

たが、神と等しくあることを固守すべき事

とは思わず、 7かえって、おのれをむなし

うして僕のかたちをとり、人間の姿になら

れた。その有様は人と異ならず、 8おのれ

を低くして、死に至るまで、しかも十字架

の死に至るまで従順であられた。 9それゆ

えに、神は彼を高く引き上げ、すべての名

にまさる名を彼に賜わった。 10それは、イ

エスの御名によって、天上のもの、地上の

もの、地下のものなど、あらゆるものがひ

ざをかがめ、 11また、あらゆる舌が、「イ

エス・キリストは主である」と告白して、

栄光を父なる神に帰するためである。 12わ

たしの愛する者たちよ。そういうわけだか

ら、あなたがたがいつも従順であったよう

に、わたしが一緒にいる時だけでなく、い

ない今は、いっそう従順でいて、恐れおの

のいて自分の救の達成に努めなさい。 13あ

なたがたのうちに働きかけて、その願いを

起させ、かつ実現に至らせるのは神であっ

て、それは神のよしとされるところだから

である。 14すべてのことを、つぶやかず疑

わないでしなさい。 15それは、あなたがた

が責められるところのない純真な者となり

、曲った邪悪な時代のただ中にあって、傷

のない神の子となるためである。あなたが

たは、いのちの言葉を堅く持って、彼らの

間で星のようにこの世に輝いている。 16こ

のようにして、キリストの日に、わたしは

自分の走ったことがむだでなく、労したこ

ともむだではなかったと誇ることができる

。 17そして、たとい、あなたがたの信仰の

供え物をささげる祭壇に、わたしの血をそ

そぐことがあっても、わたしは喜ぼう。あ

なたがた一同と共に喜ぼう。 18同じように

、あなたがたも喜びなさい。わたしと共に

喜びなさい。 19さて、わたしは、まもなく

テモテをあなたがたのところに送りたいと

、主イエスにあって願っている。それは、

あなたがたの様子を知って、わたしも力づ

けられたいからである。 20テモテのような

心で、親身になってあなたがたのことを心

配している者は、ほかにひとりもない。 21

人はみな、自分のことを求めるだけで、キ

リスト・イエスのことは求めていない。 22

しかし、テモテの錬達ぶりは、あなたがた

の知っているとおりである。すなわち、子

が父に対するようにして、わたしと一緒に

福音に仕えてきたのである。 23そこで、こ

の人を、わたしの成行きがわかりしだい、

すぐにでも、そちらへ送りたいと願ってい

る。 24わたし自身もまもなく行けるものと

、主にあって確信している。 25しかし、さ

しあたり、わたしの同労者で戦友である兄

弟、また、あなたがたの使者としてわたし

の窮乏を補ってくれたエパフロデトを、あ

なたがたのもとに送り返すことが必要だと

思っている。 26彼は、あなたがた一同にし

きりに会いたがっているからである。その

上、自分の病気のことがあなたがたに聞え

たので、彼は心苦しく思っている。 27彼は

実に、ひん死の病気にかかったが、神は彼

をあわれんで下さった。彼ばかりではなく

、わたしをもあわれんで下さったので、わ
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たしは悲しみに悲しみを重ねないですんだ

のである。 28そこで、大急ぎで彼を送り返

す。これで、あなたがたは彼と再び会って

喜び、わたしもまた、心配を和らげること

ができよう。 29こういうわけだから、大い

に喜んで、主にあって彼を迎えてほしい。

また、こうした人々は尊重せねばならない

。 30彼は、わたしに対してあなたがたが奉

仕のできなかった分を補おうとして、キリ

ストのわざのために命をかけ、死ぬばかり

になったのである。

3最後に、わたしの兄弟たちよ。主にあっ
て喜びなさい。さきに書いたのと同じこ

とをここで繰り返すが、それは、わたしに

は煩らわしいことではなく、あなたがたに

は安全なことになる。 2あの犬どもを警戒

しなさい。悪い働き人たちを警戒しなさい

。肉に割礼の傷をつけている人たちを警戒

しなさい。 3神の霊によって礼拝をし、キ

リスト・イエスを誇とし、肉を頼みとしな

いわたしたちこそ、割礼の者である。 4も

とより、肉の頼みなら、わたしにも無くは

ない。もし、だれかほかの人が肉を頼みと

していると言うなら、わたしはそれをもっ

と頼みとしている。 5わたしは八日目に割

礼を受けた者、イスラエルの民族に属する

者、ベニヤミン族の出身、ヘブル人の中の

ヘブル人、律法の上ではパリサイ人、 6熱

心の点では教会の迫害者、律法の義につい

ては落ち度のない者である。 7しかし、わ

たしにとって益であったこれらのものを、

キリストのゆえに損と思うようになった。

8わたしは、更に進んで、わたしの主キリス

ト・イエスを知る知識の絶大な価値のゆえ

に、いっさいのものを損と思っている。キ

リストのゆえに、わたしはすべてを失った

が、それらのものを、ふん土のように思っ

ている。それは、わたしがキリストを得る

ためであり、 9律法による自分の義ではな

く、キリストを信じる信仰による義、すな

わち、信仰に基く神からの義を受けて、キ

リストのうちに自分を見いだすようになる

ためである。 10すなわち、キリストとその

復活の力とを知り、その苦難にあずかって

、その死のさまとひとしくなり、 11なんと

かして死人のうちからの復活に達したいの

である。 12わたしがすでにそれを得たとか

、すでに完全な者になっているとか言うの

ではなく、ただ捕えようとして追い求めて

いるのである。そうするのは、キリスト・

イエスによって捕えられているからである

。 13兄弟たちよ。わたしはすでに捕えたと

は思っていない。ただこの一事を努めてい

る。すなわち、後のものを忘れ、前のもの

に向かってからだを伸ばしつつ、 14目標を

目ざして走り、キリスト・イエスにおいて

上に召して下さる神の賞与を得ようと努め

ているのである。 15だから、わたしたちの

中で全き人たちは、そのように考えるべき

である。しかし、あなたがたが違った考え

を持っているなら、神はそのことも示して

下さるであろう。 16ただ、わたしたちは、

達し得たところに従って進むべきである。

17兄弟たちよ。どうか、わたしにならう者

となってほしい。また、あなたがたの模範

にされているわたしたちにならって歩く人

たちに、目をとめなさい。 18わたしがそう

言うのは、キリストの十字架に敵対して歩

いている者が多いからである。わたしは、

彼らのことをしばしばあなたがたに話した

が、今また涙を流して語る。 19彼らの最後

は滅びである。彼らの神はその腹、彼らの

栄光はその恥、彼らの思いは地上のことで

ある。 20しかし、わたしたちの国籍は天に

ある。そこから、救主、主イエス・キリス

トのこられるのを、わたしたちは待ち望ん

でいる。 21彼は、万物をご自身に従わせう

る力の働きによって、わたしたちの卑しい

からだを、ご自身の栄光のからだと同じか

たちに変えて下さるであろう。

4だから、わたしの愛し慕っている兄弟た
ちよ。わたしの喜びであり冠である愛す

る者たちよ。このように、主にあって堅く

立ちなさい。 2わたしはユウオデヤに勧め

、またスントケに勧める。どうか、主にあ

って一つ思いになってほしい。 3ついては

、真実な協力者よ。あなたにお願いする。

このふたりの女を助けてあげなさい。彼ら
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は、「いのちの書」に名を書きとめられて

いるクレメンスや、その他の同労者たちと

協力して、福音のためにわたしと共に戦っ

てくれた女たちである。 4あなたがたは、

主にあっていつも喜びなさい。繰り返して

言うが、喜びなさい。 5あなたがたの寛容

を、みんなの人に示しなさい。主は近い。

6何事も思い煩ってはならない。ただ、事ご

とに、感謝をもって祈と願いとをささげ、

あなたがたの求めるところを神に申し上げ

るがよい。 7そうすれば、人知ではとうて

い測り知ることのできない神の平安が、あ

なたがたの心と思いとを、キリスト・イエ

スにあって守るであろう。 8最後に、兄弟

たちよ。すべて真実なこと、すべて尊ぶべ

きこと、すべて正しいこと、すべて純真な

こと、すべて愛すべきこと、すべてほまれ

あること、また徳といわれるもの、称賛に

値するものがあれば、それらのものを心に

とめなさい。 9あなたがたが、わたしから

学んだこと、受けたこと、聞いたこと、見

たことは、これを実行しなさい。そうすれ

ば、平和の神が、あなたがたと共にいます

であろう。 10さて、わたしが主にあって大

いに喜んでいるのは、わたしを思う心が、

あなたがたに今またついに芽ばえてきたこ

とである。実は、あなたがたは、わたしの

ことを心にかけてくれてはいたが、よい機

会がなかったのである。 11わたしは乏しい

から、こう言うのではない。わたしは、ど

んな境遇にあっても、足ることを学んだ。

12わたしは貧に処する道を知っており、富

におる道も知っている。わたしは、飽くこ

とにも飢えることにも、富むことにも乏し

いことにも、ありとあらゆる境遇に処する

秘けつを心得ている。 13わたしを強くして

下さるかたによって、何事でもすることが

できる。 14しかし、あなたがたは、よくも

わたしと患難を共にしてくれた。 15ピリピ

の人たちよ。あなたがたも知っているとお

り、わたしが福音を宣伝し始めたころ、マ

ケドニヤから出かけて行った時、物のやり

とりをしてわたしの働きに参加した教会は

、あなたがたのほかには全く無かった。 16

またテサロニケでも、一再ならず、物を送

ってわたしの欠乏を補ってくれた。 17わた

しは、贈り物を求めているのではない。わ

たしの求めているのは、あなたがたの勘定

をふやしていく果実なのである。 18わたし

は、すべての物を受けてあり余るほどであ

る。エパフロデトから、あなたがたの贈り

物をいただいて、飽き足りている。それは

、かんばしいかおりであり、神の喜んで受

けて下さる供え物である。 19わたしの神は

、ご自身の栄光の富の中から、あなたがた

のいっさいの必要を、キリスト・イエスに

あって満たして下さるであろう。 20わたし

たちの父なる神に、栄光が世々限りなくあ

るように、アァメン。 (aiōn g165) 21キリスト

・イエスにある聖徒のひとりびとりに、よ

ろしく。わたしと一緒にいる兄弟たちから

、あなたがたによろしく。 22すべての聖徒

たちから、特にカイザルの家の者たちから

、よろしく。 23主イエス・キリストの恵み

が、あなたがたの霊と共にあるように。
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コロサイ人への手

紙

1神の御旨によるキリスト・イエスの使徒
パウロと兄弟テモテから、 2コロサイに

いる、キリストにある聖徒たち、忠実な兄

弟たちへ。わたしたちの父なる神から、恵

みと平安とが、あなたがたにあるように。

3わたしたちは、いつもあなたがたのために

祈り、わたしたちの主イエス・キリストの

父なる神に感謝している。 4これは、キリ

スト・イエスに対するあなたがたの信仰と

、すべての聖徒に対していだいているあな

たがたの愛とを、耳にしたからである。 5

この愛は、あなたがたのために天にたくわ

えられている望みに基くものであり、その

望みについては、あなたがたはすでに、あ

なたがたのところまで伝えられた福音の真

理の言葉によって聞いている。 6そして、

この福音は、世界中いたる所でそうである

ように、あなたがたのところでも、これを

聞いて神の恵みを知ったとき以来、実を結

んで成長しているのである。 7あなたがた

はこの福音を、わたしたちと同じ僕である

、愛するエペフラスから学んだのであった

。彼はあなたがたのためのキリストの忠実

な奉仕者であって、 8あなたがたが御霊に

よっていだいている愛を、わたしたちに知

らせてくれたのである。 9そういうわけで

、これらの事を耳にして以来、わたしたち

も絶えずあなたがたのために祈り求めてい

るのは、あなたがたがあらゆる霊的な知恵

と理解力とをもって、神の御旨を深く知り

、 10主のみこころにかなった生活をして真

に主を喜ばせ、あらゆる良いわざを行って

実を結び、神を知る知識をいよいよ増し加

えるに至ることである。 11更にまた祈るの

は、あなたがたが、神の栄光の勢いにした

がって賜わるすべての力によって強くされ

、何事も喜んで耐えかつ忍び、 12光のうち

にある聖徒たちの特権にあずかるに足る者

とならせて下さった父なる神に、感謝する

ことである。 13神は、わたしたちをやみの

力から救い出して、その愛する御子の支配

下に移して下さった。 14わたしたちは、こ

の御子によってあがない、すなわち、罪の

ゆるしを受けているのである。 15御子は、

見えない神のかたちであって、すべての造

られたものに先だって生れたかたである。

16万物は、天にあるものも地にあるものも

、見えるものも見えないものも、位も主権

も、支配も権威も、みな御子にあって造ら

れたからである。これらいっさいのものは

、御子によって造られ、御子のために造ら

れたのである。 17彼は万物よりも先にあり

、万物は彼にあって成り立っている。 18そ

して自らは、そのからだなる教会のかしら

である。彼は初めの者であり、死人の中か

ら最初に生れたかたである。それは、ご自

身がすべてのことにおいて第一の者となる

ためである。 19神は、御旨によって、御子

のうちにすべての満ちみちた徳を宿らせ、

20そして、その十字架の血によって平和を

つくり、万物、すなわち、地にあるもの、

天にあるものを、ことごとく、彼によって

ご自分と和解させて下さったのである。 21

あなたがたも、かつては悪い行いをして神

から離れ、心の中で神に敵対していた。 22

しかし今では、御子はその肉のからだによ

り、その死をとおして、あなたがたを神と

和解させ、あなたがたを聖なる、傷のない

、責められるところのない者として、みま

えに立たせて下さったのである。 23ただし

、あなたがたは、ゆるぐことがなく、しっ

かりと信仰にふみとどまり、すでに聞いて

いる福音の望みから移り行くことのないよ

うにすべきである。この福音は、天の下に

あるすべての造られたものに対して宣べ伝

えられたものであって、それにこのパウロ

が奉仕しているのである。 24今わたしは、

あなたがたのための苦難を喜んで受けてお

り、キリストのからだなる教会のために、

キリストの苦しみのなお足りないところを

、わたしの肉体をもって補っている。 25わ

たしは、神の言を告げひろめる務を、あな

たがたのために神から与えられているが、

そのために教会に奉仕する者になっている
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のである。 26その言の奥義は、代々にわた

ってこの世から隠されていたが、今や神の

聖徒たちに明らかにされたのである。 (aiōn

g165) 27神は彼らに、異邦人の受くべきこの

奥義が、いかに栄光に富んだものであるか

を、知らせようとされたのである。この奥

義は、あなたがたのうちにいますキリスト

であり、栄光の望みである。 28わたしたち

はこのキリストを宣べ伝え、知恵をつくし

てすべての人を訓戒し、また、すべての人

を教えている。それは、彼らがキリストに

あって全き者として立つようになるためで

ある。 29わたしはこのために、わたしのう

ちに力強く働いておられるかたの力により

、苦闘しながら努力しているのである。

2わたしが、あなたがたとラオデキヤにい
る人たちのため、また、直接にはまだ会

ったことのない人々のために、どんなに苦

闘しているか、わかってもらいたい。 2そ

れは彼らが、心を励まされ、愛によって結

び合わされ、豊かな理解力を十分に与えら

れ、神の奥義なるキリストを知るに至るた

めである。 3キリストのうちには、知恵と

知識との宝が、いっさい隠されている。 4

わたしがこう言うのは、あなたがたが、だ

れにも巧みな言葉で迷わされることのない

ためである。 5たとい、わたしは肉体にお

いては離れていても、霊においてはあなた

がたと一緒にいて、あなたがたの秩序正し

い様子とキリストに対するあなたがたの強

固な信仰とを見て、喜んでいる。 6このよ

うに、あなたがたは主キリスト・イエスを

受けいれたのだから、彼にあって歩きなさ

い。 7また、彼に根ざし、彼にあって建て

られ、そして教えられたように、信仰が確

立されて、あふれるばかり感謝しなさい。

8あなたがたは、むなしいだましごとの哲学

で、人のとりこにされないように、気をつ

けなさい。それはキリストに従わず、世の

もろもろの霊力に従う人間の言伝えに基く

ものにすぎない。 9キリストにこそ、満ち

みちているいっさいの神の徳が、かたちを

とって宿っており、 10そしてあなたがたは

、キリストにあって、それに満たされてい

るのである。彼はすべての支配と権威との

かしらであり、 11あなたがたはまた、彼に

あって、手によらない割礼、すなわち、キ

リストの割礼を受けて、肉のからだを脱ぎ

捨てたのである。 12あなたがたはバプテス

マを受けて彼と共に葬られ、同時に、彼を

死人の中からよみがえらせた神の力を信じ

る信仰によって、彼と共によみがえらされ

たのである。 13あなたがたは、先には罪の

中にあり、かつ肉の割礼がないままで死ん

でいた者であるが、神は、あなたがたをキ

リストと共に生かし、わたしたちのいっさ

いの罪をゆるして下さった。 14神は、わた

したちを責めて不利におとしいれる証書を

、その規定もろともぬり消し、これを取り

除いて、十字架につけてしまわれた。 15そ

して、もろもろの支配と権威との武装を解

除し、キリストにあって凱旋し、彼らをそ

の行列に加えて、さらしものとされたので

ある。 16だから、あなたがたは、食物と飲

み物とにつき、あるいは祭や新月や安息日

などについて、だれにも批評されてはなら

ない。 17これらは、きたるべきものの影で

あって、その本体はキリストにある。 18あ

なたがたは、わざとらしい謙そんと天使礼

拝とにおぼれている人々から、いろいろと

悪評されてはならない。彼らは幻を見たこ

とを重んじ、肉の思いによっていたずらに

誇るだけで、 19キリストなるかしらに、し

っかりと着くことをしない。このかしらか

ら出て、からだ全体は、節と節、筋と筋と

によって強められ結び合わされ、神に育て

られて成長していくのである。 20もしあな

たがたが、キリストと共に死んで世のもろ

もろの霊力から離れたのなら、なぜ、なお

この世に生きているもののように、 21「さ

わるな、味わうな、触れるな」などという

規定に縛られているのか。 22これらは皆、

使えば尽きてしまうもの、人間の規定や教

によっているものである。 23これらのこと

は、ひとりよがりの礼拝とわざとらしい謙

そんと、からだの苦行とをともなうので、

知恵のあるしわざらしく見えるが、実は、
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ほしいままな肉欲を防ぐのに、なんの役に

も立つものではない。

3このように、あなたがたはキリストと共
によみがえらされたのだから、上にある

ものを求めなさい。そこではキリストが神

の右に座しておられるのである。 2あなた

がたは上にあるものを思うべきであって、

地上のものに心を引かれてはならない。 3

あなたがたはすでに死んだものであって、

あなたがたのいのちは、キリストと共に神

のうちに隠されているのである。 4わたし

たちのいのちなるキリストが現れる時には

、あなたがたも、キリストと共に栄光のう

ちに現れるであろう。 5だから、地上の肢

体、すなわち、不品行、汚れ、情欲、悪欲

、また貪欲を殺してしまいなさい。貪欲は

偶像礼拝にほかならない。 6これらのこと

のために、神の怒りが下るのである。 7あ

なたがたも、以前これらのうちに日を過ご

していた時には、これらのことをして歩い

ていた。 8しかし今は、これらいっさいの

ことを捨て、怒り、憤り、悪意、そしり、

口から出る恥ずべき言葉を、捨ててしまい

なさい。 9互にうそを言ってはならない。

あなたがたは、古き人をその行いと一緒に

脱ぎ捨て、 10造り主のかたちに従って新し

くされ、真の知識に至る新しき人を着たの

である。 11そこには、もはやギリシヤ人と

ユダヤ人、割礼と無割礼、未開の人、スク

テヤ人、奴隷、自由人の差別はない。キリ

ストがすべてであり、すべてのもののうち

にいますのである。 12だから、あなたがた

は、神に選ばれた者、聖なる、愛されてい

る者であるから、あわれみの心、慈愛、謙

そん、柔和、寛容を身に着けなさい。 13互

に忍びあい、もし互に責むべきことがあれ

ば、ゆるし合いなさい。主もあなたがたを

ゆるして下さったのだから、そのように、

あなたがたもゆるし合いなさい。 14これら

いっさいのものの上に、愛を加えなさい。

愛は、すべてを完全に結ぶ帯である。 15キ

リストの平和が、あなたがたの心を支配す

るようにしなさい。あなたがたが召されて

一体となったのは、このためでもある。い

つも感謝していなさい。 16キリストの言葉

を、あなたがたのうちに豊かに宿らせなさ

い。そして、知恵をつくして互に教えまた

訓戒し、詩とさんびと霊の歌とによって、

感謝して心から神をほめたたえなさい。 17

そして、あなたのすることはすべて、言葉

によるとわざによるとを問わず、いっさい

主イエスの名によってなし、彼によって父

なる神に感謝しなさい。 18妻たる者よ、夫

に仕えなさい。それが、主にある者にふさ

わしいことである。 19夫たる者よ、妻を愛

しなさい。つらくあたってはいけない。 20

子たる者よ、何事についても両親に従いな

さい。これが主に喜ばれることである。 21

父たる者よ、子供をいらだたせてはいけな

い。心がいじけるかも知れないから。 22僕

たる者よ、何事についても、肉による主人

に従いなさい。人にへつらおうとして、目

先だけの勤めをするのではなく、真心をこ

めて主を恐れつつ、従いなさい。 23何をす

るにも、人に対してではなく、主に対して

するように、心から働きなさい。 24あなた

がたが知っているとおり、あなたがたは御

国をつぐことを、報いとして主から受ける

であろう。あなたがたは、主キリストに仕

えているのである。 25不正を行う者は、自

分の行った不正に対して報いを受けるであ

ろう。それには差別扱いはない。

4主人たる者よ、僕を正しく公平に扱いな
さい。あなたがたにも主が天にいますこ

とが、わかっているのだから。 2目をさま

して、感謝のうちに祈り、ひたすら祈り続

けなさい。 3同時にわたしたちのためにも

、神が御言のために門を開いて下さって、

わたしたちがキリストの奥義を語れるよう

に（わたしは、実は、そのために獄につな

がれているのである）、 4また、わたしが

語るべきことをはっきりと語れるように、

祈ってほしい。 5今の時を生かして用い、

そとの人に対して賢く行動しなさい。 6い

つも、塩で味つけられた、やさしい言葉を

使いなさい。そうすれば、ひとりびとりに

対してどう答えるべきか、わかるであろう

。 7わたしの様子については、主にあって
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共に僕であり、また忠実に仕えている愛す

る兄弟テキコが、あなたがたにいっさいの

ことを報告するであろう。 8わたしが彼を

あなたがたのもとに送るのは、わたしたち

の様子を知り、また彼によって心に励まし

を受けるためなのである。 9あなたがたの

ひとり、忠実な愛する兄弟オネシモをも、

彼と共に送る。彼らはあなたがたに、こち

らのいっさいの事情を知らせるであろう。

10わたしと一緒に捕われの身となっている

アリスタルコと、バルナバのいとこマルコ

とが、あなたがたによろしくと言っている

。このマルコについては、もし彼があなた

がたのもとに行くなら、迎えてやるように

とのさしずを、あなたがたはすでに受けて

いるはずである。 11また、ユストと呼ばれ

ているイエスからもよろしく。割礼の者の

中で、この三人だけが神の国のために働く

同労者であって、わたしの慰めとなった者

である。 12あなたがたのうちのひとり、キ

リスト・イエスの僕エパフラスから、よろ

しく。彼はいつも、祈のうちであなたがた

を覚え、あなたがたが全き人となり、神の

御旨をことごとく確信して立つようにと、

熱心に祈っている。 13わたしは、彼があな

たがたのため、またラオデキヤとヒエラポ

リスの人々のために、ひじょうに心労して

いることを、証言する。 14愛する医者ルカ

とデマスとが、あなたがたによろしく。 15

ラオデキヤの兄弟たちに、またヌンパとそ

の家にある教会とに、よろしく。 16この手

紙があなたがたの所で朗読されたら、ラオ

デキヤの教会でも朗読されるように、取り

計らってほしい。またラオデキヤからまわ

って来る手紙を、あなたがたも朗読してほ

しい。 17アルキポに、「主にあって受けた

務をよく果すように」と伝えてほしい。 18

パウロ自身が、手ずからこのあいさつを書

く。わたしが獄につながれていることを、

覚えていてほしい。恵みが、あなたがたと

共にあるように。
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テサロニケ人への

手紙第一

1パウロとシルワノとテモテから、父なる
神と主イエス・キリストとにあるテサロ

ニケ人たちの教会へ。恵みと平安とが、あ

なたがたにあるように。 2わたしたちは祈

の時にあなたがたを覚え、あなたがた一同

のことを、いつも神に感謝し、 3あなたが

たの信仰の働きと、愛の労苦と、わたした

ちの主イエス・キリストに対する望みの忍

耐とを、わたしたちの父なる神のみまえに

、絶えず思い起している。 4神に愛されて

いる兄弟たちよ。わたしたちは、あなたが

たが神に選ばれていることを知っている。

5なぜなら、わたしたちの福音があなたがた

に伝えられたとき、それは言葉だけによら

ず、力と聖霊と強い確信とによったからで

ある。わたしたちが、あなたがたの間で、

みんなのためにどんなことをしたか、あな

たがたの知っているとおりである。 6そし

てあなたがたは、多くの患難の中で、聖霊

による喜びをもって御言を受けいれ、わた

したちと主とにならう者となり、 7こうし

て、マケドニヤとアカヤとにいる信者全体

の模範になった。 8すなわち、主の言葉は

あなたがたから出て、ただマケドニヤとア

カヤとに響きわたっているばかりではなく

、至るところで、神に対するあなたがたの

信仰のことが言いひろめられたので、これ

については何も述べる必要はないほどであ

る。 9わたしたちが、どんなにしてあなた

がたの所にはいって行ったか、また、あな

たがたが、どんなにして偶像を捨てて神に

立ち帰り、生けるまことの神に仕えるよう

になり、 10そして、死人の中からよみがえ

った神の御子、すなわち、わたしたちをき

たるべき怒りから救い出して下さるイエス

が、天から下ってこられるのを待つように

なったかを、彼ら自身が言いひろめている

のである。

2兄弟たちよ。あなたがた自身が知ってい
るとおり、わたしたちがあなたがたの所

にはいって行ったことは、むだではなかっ

た。 2それどころか、あなたがたが知って

いるように、わたしたちは、先にピリピで

苦しめられ、はずかしめられたにもかかわ

らず、わたしたちの神に勇気を与えられて

、激しい苦闘のうちに神の福音をあなたが

たに語ったのである。 3いったい、わたし

たちの宣教は、迷いや汚れた心から出たも

のでもなく、だましごとでもない。 4かえ

って、わたしたちは神の信任を受けて福音

を託されたので、人間に喜ばれるためでは

なく、わたしたちの心を見分ける神に喜ば

れるように、福音を語るのである。 5わた

したちは、あなたがたが知っているように

、決してへつらいの言葉を用いたこともな

く、口実を設けて、むさぼったこともない

。それは、神があかしして下さる。 6また

、わたしたちは、キリストの使徒として重

んじられることができたのであるが、あな

たがたからにもせよ、ほかの人々からにも

せよ、人間からの栄誉を求めることはしな

かった。 7むしろ、あなたがたの間で、ち

ょうど母がその子供を育てるように、やさ

しくふるまった。 8このように、あなたが

たを慕わしく思っていたので、ただ神の福

音ばかりではなく、自分のいのちまでもあ

なたがたに与えたいと願ったほどに、あな

たがたを愛したのである。 9兄弟たちよ。

あなたがたはわたしたちの労苦と努力とを

記憶していることであろう。すなわち、あ

なたがたのだれにも負担をかけまいと思っ

て、日夜はたらきながら、あなたがたに神

の福音を宣べ伝えた。 10あなたがたもあか

しし、神もあかしして下さるように、わた

したちはあなたがた信者の前で、信心深く

、正しく、責められるところがないように

、生活をしたのである。 11そして、あなた

がたも知っているとおり、父がその子に対

してするように、あなたがたのひとりびと

りに対して、 12御国とその栄光とに召して

下さった神のみこころにかなって歩くよう

にと、勧め、励まし、また、さとしたので

ある。 13これらのことを考えて、わたした

ちがまた絶えず神に感謝しているのは、あ
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なたがたがわたしたちの説いた神の言を聞

いた時に、それを人間の言葉としてではな

く、神の言として事実そのとおりであるが

受けいれてくれたことである。そして、こ

の神の言は、信じるあなたがたのうちに働

いているのである。 14兄弟たちよ。あなた

がたは、ユダヤの、キリスト・イエスにあ

る神の諸教会にならう者となった。すなわ

ち、彼らがユダヤ人たちから苦しめられた

と同じように、あなたがたもまた同国人か

ら苦しめられた。 15ユダヤ人たちは主イエ

スと預言者たちとを殺し、わたしたちを迫

害し、神を喜ばせず、すべての人に逆らい

、 16わたしたちが異邦人に救の言を語るの

を妨げて、絶えず自分の罪を満たしている

。そこで、神の怒りは最も激しく彼らに臨

むに至ったのである。 17兄弟たちよ。わた

したちは、しばらくの間、あなたがたから

引き離されていたので心においてではなく

、からだだけではあるがなおさら、あなた

がたの顔を見たいと切にこいねがった。 18

だから、わたしたちは、あなたがたの所に

行こうとした。ことに、このパウロは、一

再ならず行こうとしたのである。それだの

に、わたしたちはサタンに妨げられた。 19

実際、わたしたちの主イエスの来臨にあた

って、わたしたちの望みと喜びと誇の冠と

なるべき者は、あなたがたを外にして、だ

れがあるだろうか。 20あなたがたこそ、実

にわたしたちのほまれであり、喜びである

。

3そこで、わたしたちはこれ以上耐えられ
なくなって、わたしたちだけがアテネに

留まることに定め、 2わたしたちの兄弟で

、キリストの福音における神の同労者テモ

テをつかわした。それは、あなたがたの信

仰を強め、 3このような患難の中にあって

、動揺する者がひとりもないように励ます

ためであった。あなたがたの知っていると

おり、わたしたちは患難に会うように定め

られているのである。 4そして、あなたが

たの所にいたとき、わたしたちがやがて患

難に会うことをあらかじめ言っておいたが

、あなたがたの知っているように、今その

とおりになったのである。 5そこで、わた

しはこれ以上耐えられなくなって、もしや

「試みる者」があなたがたを試み、そのた

めにわたしたちの労苦がむだになりはしな

いかと気づかって、あなたがたの信仰を知

るために、彼をつかわしたのである。 6と

ころが今テモテが、あなたがたの所からわ

たしたちのもとに帰ってきて、あなたがた

の信仰と愛とについて知らせ、また、あな

たがたがいつもわたしたちのことを覚え、

わたしたちがあなたがたに会いたく思って

いると同じように、わたしたちにしきりに

会いたがっているという吉報をもたらした

。 7兄弟たちよ。それによって、わたした

ちはあらゆる苦難と患難との中にありなが

ら、あなたがたの信仰によって慰められた

。 8なぜなら、あなたがたが主にあって堅

く立ってくれるなら、わたしたちはいま生

きることになるからである。 9ほんとうに

、わたしたちの神のみまえで、あなたがた

のことで喜ぶ大きな喜びのために、どんな

感謝を神にささげたらよいだろうか。 10わ

たしたちは、あなたがたの顔を見、あなた

がたの信仰の足りないところを補いたいと

、日夜しきりに願っているのである。 11ど

うか、わたしたちの父なる神ご自身と、わ

たしたちの主イエスとが、あなたがたのと

ころへ行く道を、わたしたちに開いて下さ

るように。 12どうか、主が、あなたがた相

互の愛とすべての人に対する愛とを、わた

したちがあなたがたを愛する愛と同じよう

に、増し加えて豊かにして下さるように。

13そして、どうか、わたしたちの主イエス

が、そのすべての聖なる者と共にこられる

時、神のみまえに、あなたがたの心を強め

、清く、責められるところのない者にして

下さるように。

4最後に、兄弟たちよ。わたしたちは主イ
エスにあってあなたがたに願いかつ勧め

る。あなたがたが、どのように歩いて神を

喜ばすべきかをわたしたちから学んだよう

に、また、いま歩いているとおりに、ます

ます歩き続けなさい。 2わたしたちがどう

いう教を主イエスによって与えたか、あな
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たがたはよく知っている。 3神のみこころ

は、あなたがたが清くなることである。す

なわち、不品行を慎み、 4各自、気をつけ

て自分のからだを清く尊く保ち、 5神を知

らない異邦人のように情欲をほしいままに

せず、 6また、このようなことで兄弟を踏

みつけたり、だましたりしてはならない。

前にもあなたがたにきびしく警告しておい

たように、主はこれらすべてのことについ

て、報いをなさるからである。 7神がわた

したちを召されたのは、汚れたことをする

ためではなく、清くなるためである。 8こ

ういうわけであるから、これらの警告を拒

む者は、人を拒むのではなく、聖霊をあな

たがたの心に賜わる神を拒むのである。 9

兄弟愛については、今さら書きおくる必要

はない。あなたがたは、互に愛し合うよう

に神に直接教えられており、 10また、事実

マケドニヤ全土にいるすべての兄弟に対し

て、それを実行しているのだから。しかし

、兄弟たちよ。あなたがたに勧める。ます

ます、そうしてほしい。 11そして、あなた

がたに命じておいたように、つとめて落ち

着いた生活をし、自分の仕事に身をいれ、

手ずから働きなさい。 12そうすれば、外部

の人々に対して品位を保ち、まただれの世

話にもならずに、生活できるであろう。 13

兄弟たちよ。眠っている人々については、

無知でいてもらいたくない。望みを持たな

い外の人々のように、あなたがたが悲しむ

ことのないためである。 14わたしたちが信

じているように、イエスが死んで復活され

たからには、同様に神はイエスにあって眠

っている人々をも、イエスと一緒に導き出

して下さるであろう。 15わたしたちは主の

言葉によって言うが、生きながらえて主の

来臨の時まで残るわたしたちが、眠った人

々より先になることは、決してないであろ

う。 16すなわち、主ご自身が天使のかしら

の声と神のラッパの鳴り響くうちに、合図

の声で、天から下ってこられる。その時、

キリストにあって死んだ人々が、まず最初

によみがえり、 17それから生き残っている

わたしたちが、彼らと共に雲に包まれて引

き上げられ、空中で主に会い、こうして、

いつも主と共にいるであろう。 18だから、

あなたがたは、これらの言葉をもって互に

慰め合いなさい。

5兄弟たちよ。その時期と場合とについて
は、書きおくる必要はない。 2あなたが

た自身がよく知っているとおり、主の日は

盗人が夜くるように来る。 3人々が平和だ

無事だと言っているその矢先に、ちょうど

妊婦に産みの苦しみが臨むように、突如と

して滅びが彼らをおそって来る。そして、

それからのがれることは決してできない。

4しかし兄弟たちよ。あなたがたは暗やみの

中にいないのだから、その日が、盗人のよ

うにあなたがたを不意に襲うことはないで

あろう。 5あなたがたはみな光の子であり

、昼の子なのである。わたしたちは、夜の

者でもやみの者でもない。 6だから、ほか

の人々のように眠っていないで、目をさま

して慎んでいよう。 7眠る者は夜眠り、酔

う者は夜酔うのである。 8しかし、わたし

たちは昼の者なのだから、信仰と愛との胸

当を身につけ、救の望みのかぶとをかぶっ

て、慎んでいよう。 9神は、わたしたちを

怒りにあわせるように定められたのではな

く、わたしたちの主イエス・キリストによ

って救を得るように定められたのである。

10キリストがわたしたちのために死なれた

のは、さめていても眠っていても、わたし

たちが主と共に生きるためである。 11だか

ら、あなたがたは、今しているように、互

に慰め合い、相互の徳を高めなさい。 12兄

弟たちよ。わたしたちはお願いする。どう

か、あなたがたの間で労し、主にあってあ

なたがたを指導し、かつ訓戒している人々

を重んじ、 13彼らの働きを思って、特に愛

し敬いなさい。互に平和に過ごしなさい。

14兄弟たちよ。あなたがたにお勧めする。

怠惰な者を戒め、小心な者を励まし、弱い

者を助け、すべての人に対して寛容であり

なさい。 15だれも悪をもって悪に報いない

ように心がけ、お互に、またみんなに対し

て、いつも善を追い求めなさい。 16いつも

喜んでいなさい。 17絶えず祈りなさい。 18
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すべての事について、感謝しなさい。これ

が、キリスト・イエスにあって、神があな

たがたに求めておられることである。 19御

霊を消してはいけない。 20預言を軽んじて

はならない。 21すべてのものを識別して、

良いものを守り、 22あらゆる種類の悪から

遠ざかりなさい。 23どうか、平和の神ご自

身が、あなたがたを全くきよめて下さるよ

うに。また、あなたがたの霊と心とからだ

とを完全に守って、わたしたちの主イエス

・キリストの来臨のときに、責められると

ころのない者にして下さるように。 24あな

たがたを召されたかたは真実であられるか

ら、このことをして下さるであろう。 25兄

弟たちよ。わたしたちのためにも、祈って

ほしい。 26すべての兄弟たちに、きよい接

吻をもって、よろしく伝えてほしい。 27わ

たしは主によって命じる。この手紙を、み

んなの兄弟に読み聞かせなさい。 28わたし

たちの主イエス・キリストの恵みが、あな

たがたと共にあるように。
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テサロニケ人への

手紙第二

1パウロとシルワノとテモテから、わたし
たちの父なる神と主イエス・キリストと

にあるテサロニケ人たちの教会へ。 2父な

る神と主イエス・キリストから、恵みと平

安とが、あなたがたにあるように。 3兄弟

たちよ。わたしたちは、いつもあなたがた

のことを神に感謝せずにはおられない。ま

たそうするのが当然である。それは、あな

たがたの信仰が大いに成長し、あなたがた

ひとりびとりの愛が、お互の間に増し加わ

っているからである。 4そのために、わた

したち自身は、あなたがたがいま受けてい

るあらゆる迫害と患難とのただ中で示して

いる忍耐と信仰とにつき、神の諸教会に対

してあなたがたを誇としている。 5これは

、あなたがたを、神の国にふさわしい者に

しようとする神のさばきが正しいことを、

証拠だてるものである。その神の国のため

に、あなたがたも苦しんでいるのである。

6すなわち、あなたがたを悩ます者には患難

をもって報い、悩まされているあなたがた

には、わたしたちと共に、休息をもって報

いて下さるのが、神にとって正しいことだ

からである。 7それは、主イエスが炎の中

で力ある天使たちを率いて天から現れる時

に実現する。 8その時、主は神を認めない

者たちや、わたしたちの主イエスの福音に

聞き従わない者たちに報復し、 9そして、

彼らは主のみ顔とその力の栄光から退けら

れて、永遠の滅びに至る刑罰を受けるであ

ろう。 (aiōnios g166) 10その日に、イエスは下

ってこられ、聖徒たちの中であがめられ、

すべて信じる者たちの間で驚嘆されるであ

ろうわたしたちのこのあかしは、あなたが

たによって信じられているのである。 11こ

のためにまた、わたしたちは、わたしたち

の神があなたがたを召しにかなう者となし

、善に対するあらゆる願いと信仰の働きと

を力強く満たして下さるようにと、あなた

がたのために絶えず祈っている。 12それは

、わたしたちの神と主イエス・キリストと

の恵みによって、わたしたちの主イエスの

御名があなたがたの間であがめられ、あな

たがたも主にあって栄光を受けるためであ

る。

2さて兄弟たちよ。わたしたちの主イエス
・キリストの来臨と、わたしたちがみも

とに集められることとについて、あなたが

たにお願いすることがある。 2霊により、

あるいは言葉により、あるいはわたしたち

から出たという手紙によって、主の日はす

でにきたとふれまわる者があっても、すぐ

さま心を動かされたり、あわてたりしては

いけない。 3だれがどんな事をしても、そ

れにだまされてはならない。まず背教のこ

とが起り、不法の者、すなわち、滅びの子

が現れるにちがいない。 4彼は、すべて神

と呼ばれたり拝まれたりするものに反抗し

て立ち上がり、自ら神の宮に座して、自分

は神だと宣言する。 5わたしがまだあなた

がたの所にいた時、これらの事をくり返し

て言ったのを思い出さないのか。 6そして

、あなたがたが知っているとおり、彼が自

分に定められた時になってから現れるよう

に、いま彼を阻止しているものがある。 7

不法の秘密の力が、すでに働いているので

ある。ただそれは、いま阻止している者が

取り除かれる時までのことである。 8その

時になると、不法の者が現れる。この者を

、主イエスは口の息をもって殺し、来臨の

輝きによって滅ぼすであろう。 9不法の者

が来るのは、サタンの働きによるのであっ

て、あらゆる偽りの力と、しるしと、不思

議と、 10また、あらゆる不義の惑わしとを

、滅ぶべき者どもに対して行うためである

。彼らが滅びるのは、自分らの救となるべ

き真理に対する愛を受けいれなかった報い

である。 11そこで神は、彼らが偽りを信じ

るように、迷わす力を送り、 12こうして、

真理を信じないで不義を喜んでいたすべて

の人を、さばくのである。 13しかし、主に

愛されている兄弟たちよ。わたしたちはい

つもあなたがたのことを、神に感謝せずに

はおられない。それは、神があなたがたを
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初めから選んで、御霊によるきよめと、真

理に対する信仰とによって、救を得させよ

うとし、 14そのために、わたしたちの福音

によりあなたがたを召して、わたしたちの

主イエス・キリストの栄光にあずからせて

下さるからである。 15そこで、兄弟たちよ

。堅く立って、わたしたちの言葉や手紙で

教えられた言伝えを、しっかりと守り続け

なさい。 16どうか、わたしたちの主イエス

・キリストご自身と、わたしたちを愛し、

恵みをもって永遠の慰めと確かな望みとを

賜わるわたしたちの父なる神とが、 (aiōnios

g166) 17あなたがたの心を励まし、あなたが

たを強めて、すべての良いわざを行い、正

しい言葉を語る者として下さるように。

3最後に、兄弟たちよ。わたしたちのため
に祈ってほしい。どうか主の言葉が、あ

なたがたの所と同じように、ここでも早く

広まり、また、あがめられるように。 2ま

た、どうか、わたしたちが不都合な悪人か

ら救われるように。事実、すべての人が信

仰を持っているわけではない。 3しかし、

主は真実なかたであるから、あなたがたを

強め、悪しき者から守って下さるであろう

。 4わたしたちが命じる事を、あなたがた

は現に実行しており、また、実行するであ

ろうと、わたしたちは、主にあって確信し

ている。 5どうか、主があなたがたの心を

導いて、神の愛とキリストの忍耐とを持た

せて下さるように。 6兄弟たちよ。主イエ

ス・キリストの名によってあなたがたに命

じる。怠惰な生活をして、わたしたちから

受けた言伝えに従わないすべての兄弟たち

から、遠ざかりなさい。 7わたしたちに、

どうならうべきであるかは、あなたがた自

身が知っているはずである。あなたがたの

所にいた時には、わたしたちは怠惰な生活

をしなかったし、 8人からパンをもらって

食べることもしなかった。それどころか、

あなたがたのだれにも負担をかけまいと、

日夜、労苦し努力して働き続けた。 9それ

は、わたしたちにその権利がないからでは

なく、ただわたしたちにあなたがたが見習

うように、身をもって模範を示したのであ

る。 10また、あなたがたの所にいた時に、

「働こうとしない者は、食べることもして

はならない」と命じておいた。 11ところが

、聞くところによると、あなたがたのうち

のある者は怠惰な生活を送り、働かないで

、ただいたずらに動きまわっているとのこ

とである。 12こうした人々に対しては、静

かに働いて自分で得たパンを食べるように

、主イエス・キリストによって命じまた勧

める。 13兄弟たちよ。あなたがたは、たゆ

まずに良い働きをしなさい。 14もしこの手

紙にしるしたわたしたちの言葉に聞き従わ

ない人があれば、そのような人には注意を

して、交際しないがよい。彼が自ら恥じる

ようになるためである。 15しかし、彼を敵

のように思わないで、兄弟として訓戒しな

さい。 16どうか、平和の主ご自身が、いつ

いかなる場合にも、あなたがたに平和を与

えて下さるように。主があなたがた一同と

共におられるように。 17ここでパウロ自身

が、手ずからあいさつを書く。これは、わ

たしのどの手紙にも書く印である。わたし

は、このように書く。 18どうか、わたした

ちの主イエス・キリストの恵みが、あなた

がた一同と共にあるように。
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テモテへの手紙第

一

1わたしたちの救主なる神と、わたしたち
の望みであるキリスト・イエスとの任命

によるキリスト・イエスの使徒パウロから

、 2信仰によるわたしの真実な子テモテへ

。父なる神とわたしたちの主キリスト・イ

エスから、恵みとあわれみと平安とが、あ

なたにあるように。 3わたしがマケドニヤ

に向かって出発する際、頼んでおいたよう

に、あなたはエペソにとどまっていて、あ

る人々に、違った教を説くことをせず、 4

作り話やはてしのない系図などに気をとら

れることもないように、命じなさい。その

ようなことは信仰による神の務を果すもの

ではなく、むしろ論議を引き起させるだけ

のものである。 5わたしのこの命令は、清

い心と正しい良心と偽りのない信仰とから

出てくる愛を目標としている。 6ある人々

はこれらのものからそれて空論に走り、 7

律法の教師たることを志していながら、自

分の言っていることも主張していることも

、わからないでいる。 8わたしたちが知っ

ているとおり、律法なるものは、法に従っ

て用いるなら、良いものである。 9すなわ

ち、律法は正しい人のために定められたの

ではなく、不法な者と法に服さない者、不

信心な者と罪ある者、神聖を汚す者と俗悪

な者、父を殺す者と母を殺す者、人を殺す

者、 10不品行な者、男色をする者、誘かい

する者、偽る者、偽り誓う者、そのほか健

全な教にもとることがあれば、そのために

定められていることを認むべきである。 11

これは、祝福に満ちた神の栄光の福音が示

すところであって、わたしはこの福音をゆ

だねられているのである。 12わたしは、自

分を強くして下さったわたしたちの主キリ

スト・イエスに感謝する。主はわたしを忠

実な者と見て、この務に任じて下さったの

である。 13わたしは以前には、神をそしる

者、迫害する者、不遜な者であった。しか

しわたしは、これらの事を、信仰がなかっ

たとき、無知なためにしたのだから、あわ

れみをこうむったのである。 14その上、わ

たしたちの主の恵みが、キリスト・イエス

にある信仰と愛とに伴い、ますます増し加

わってきた。 15「キリスト・イエスは、罪

人を救うためにこの世にきて下さった」と

いう言葉は、確実で、そのまま受けいれる

に足るものである。わたしは、その罪人の

かしらなのである。 16しかし、わたしがあ

われみをこうむったのは、キリスト・イエ

スが、まずわたしに対して限りない寛容を

示し、そして、わたしが今後、彼を信じて

永遠のいのちを受ける者の模範となるため

である。 (aiōnios g166) 17世々の支配者、不朽

にして見えざる唯一の神に、世々限りなく

、ほまれと栄光とがあるように、アァメン

。 (aiōn g165) 18わたしの子テモテよ。以前あ

なたに対してなされた数々の預言の言葉に

従って、この命令を与える。あなたは、こ

れらの言葉に励まされて、信仰と正しい良

心とを保ちながら、りっぱに戦いぬきなさ

い。 19ある人々は、正しい良心を捨てたた

め、信仰の破船に会った。 20その中に、ヒ

メナオとアレキサンデルとがいる。わたし

は、神を汚さないことを学ばせるため、こ

のふたりをサタンの手に渡したのである。

2そこで、まず第一に勧める。すべての人
のために、王たちと上に立っているすべ

ての人々のために、願いと、祈と、とりな

しと、感謝とをささげなさい。 2それはわ

たしたちが、安らかで静かな一生を、真に

信心深くまた謹厳に過ごすためである。 3

これは、わたしたちの救主である神のみま

えに良いことであり、また、みこころにか

なうことである。 4神は、すべての人が救

われて、真理を悟るに至ることを望んでお

られる。 5神は唯一であり、神と人との間

の仲保者もただひとりであって、それは人

なるキリスト・イエスである。 6彼は、す

べての人のあがないとしてご自身をささげ

られたが、それは、定められた時になされ

たあかしにほかならない。 7そのために、

わたしは立てられて宣教者、使徒となり（

わたしは真実を言っている、偽ってはいな
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い）、また異邦人に信仰と真理とを教える

教師となったのである。 8男は、怒ったり

争ったりしないで、どんな場所でも、きよ

い手をあげて祈ってほしい。 9また、女は

つつましい身なりをし、適度に慎み深く身

を飾るべきであって、髪を編んだり、金や

真珠をつけたり、高価な着物を着たりして

はいけない。 10むしろ、良いわざをもって

飾りとすることが、信仰を言いあらわして

いる女に似つかわしい。 11女は静かにして

いて、万事につけ従順に教を学ぶがよい。

12女が教えたり、男の上に立ったりするこ

とを、わたしは許さない。むしろ、静かに

しているべきである。 13なぜなら、アダム

がさきに造られ、それからエバが造られた

からである。 14またアダムは惑わされなか

ったが、女は惑わされて、あやまちを犯し

た。 15しかし、女が慎み深く、信仰と愛と

清さとを持ち続けるなら、子を産むことに

よって救われるであろう。

3「もし人が監督の職を望むなら、それは
良い仕事を願うことである」とは正しい

言葉である。 2さて、監督は、非難のない

人で、ひとりの妻の夫であり、自らを制し

、慎み深く、礼儀正しく、旅人をもてなし

、よく教えることができ、 3酒を好まず、

乱暴でなく、寛容であって、人と争わず、

金に淡泊で、 4自分の家をよく治め、謹厳

であって、子供たちを従順な者に育ててい

る人でなければならない。 5自分の家を治

めることも心得ていない人が、どうして神

の教会を預かることができようか。 6彼は

また、信者になって間もないものであって

はならない。そうであると、高慢になって

、悪魔と同じ審判を受けるかも知れない。

7さらにまた、教会外の人々にもよく思われ

ている人でなければならない。そうでない

と、そしりを受け、悪魔のわなにかかるで

あろう。 8それと同様に、執事も謹厳であ

って、二枚舌を使わず、大酒を飲まず、利

をむさぼらず、 9きよい良心をもって、信

仰の奥義を保っていなければならない。 10

彼らはまず調べられて、不都合なことがな

かったなら、それから執事の職につかすべ

きである。 11女たちも、同様に謹厳で、他

人をそしらず、自らを制し、すべてのこと

に忠実でなければならない。 12執事はひと

りの妻の夫であって、子供と自分の家とを

よく治める者でなければならない。 13執事

の職をよくつとめた者は、良い地位を得、

さらにキリスト・イエスを信じる信仰によ

る、大いなる確信を得るであろう。 14わた

しは、あなたの所にすぐ行きたいと望みな

がら、この手紙を書いている。 15万一わた

しが遅れる場合には、神の家でいかに生活

すべきかを、あなたに知ってもらいたいか

らである。神の家というのは、生ける神の

教会のことであって、それは真理の柱、真

理の基礎なのである。 16確かに偉大なのは

、この信心の奥義である、「キリストは肉

において現れ、霊において義とせられ、御

使たちに見られ、諸国民の間に伝えられ、

世界の中で信じられ、栄光のうちに天に上

げられた」。

4しかし、御霊は明らかに告げて言う。後
の時になると、ある人々は、惑わす霊と

悪霊の教とに気をとられて、信仰から離れ

去るであろう。 2それは、良心に焼き印を

おされている偽り者の偽善のしわざである

。 3これらの偽り者どもは、結婚を禁じた

り、食物を断つことを命じたりする。しか

し食物は、信仰があり真理を認める者が、

感謝して受けるようにと、神の造られたも

のである。 4神の造られたものは、みな良

いものであって、感謝して受けるなら、何

ひとつ捨てるべきものはない。 5それらは

、神の言と祈とによって、きよめられるか

らである。 6これらのことを兄弟たちに教

えるなら、あなたは、信仰の言葉とあなた

の従ってきた良い教の言葉とに養われて、

キリスト・イエスのよい奉仕者になるであ

ろう。 7しかし、俗悪で愚にもつかない作

り話は避けなさい。信心のために自分を訓

練しなさい。 8からだの訓練は少しは益す

るところがあるが、信心は、今のいのちと

後の世のいのちとが約束されてあるので、

万事に益となる。 9これは確実で、そのま

ま受けいれるに足る言葉である。 10わたし
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たちは、このために労し苦しんでいる。そ

れは、すべての人の救主、特に信じる者た

ちの救主なる生ける神に、望みを置いてき

たからである。 11これらの事を命じ、また

教えなさい。 12あなたは、年が若いために

人に軽んじられてはならない。むしろ、言

葉にも、行状にも、愛にも、信仰にも、純

潔にも、信者の模範になりなさい。 13わた

しがそちらに行く時まで、聖書を朗読する

ことと、勧めをすることと、教えることと

に心を用いなさい。 14長老の按手を受けた

時、預言によってあなたに与えられて内に

持っている恵みの賜物を、軽視してはなら

ない。 15すべての事にあなたの進歩があら

われるため、これらの事を実行し、それを

励みなさい。 16自分のことと教のこととに

気をつけ、それらを常に努めなさい。そう

すれば、あなたは、自分自身とあなたの教

を聞く者たちとを、救うことになる。

5老人をとがめてはいけない。むしろ父親
に対するように、話してあげなさい。若

い男には兄弟に対するように、 2年とった

女には母親に対するように、若い女には、

真に純潔な思いをもって、姉妹に対するよ

うに、勧告しなさい。 3やもめについては

、真にたよりのないやもめたちを、よくし

てあげなさい。 4やもめに子か孫かがある

場合には、これらの者に、まず自分の家で

孝養をつくし、親の恩に報いることを学ば

せるべきである。それが、神のみこころに

かなうことなのである。 5真にたよりのな

い、ひとり暮しのやもめは、望みを神にお

いて、日夜、たえず願いと祈とに専心する

が、 6これに反して、みだらな生活をして

いるやもめは、生けるしかばねにすぎない

。 7これらのことを命じて、彼女たちを非

難のない者としなさい。 8もしある人が、

その親族を、ことに自分の家族をかえりみ

ない場合には、その信仰を捨てたことにな

るのであって、不信者以上にわるい。 9や

もめとして登録さるべき者は、六十歳以下

のものではなくて、ひとりの夫の妻であっ

た者、 10また子女をよく養育し、旅人をも

てなし、聖徒の足を洗い、困っている人を

助け、種々の善行に努めるなど、そのよい

わざでひろく認められている者でなければ

ならない。 11若いやもめは除外すべきであ

る。彼女たちがキリストにそむいて気まま

になると、結婚をしたがるようになり、 12

初めの誓いを無視したという非難を受けね

ばならないからである。 13その上、彼女た

ちはなまけていて、家々を遊び歩くことを

おぼえ、なまけるばかりか、むだごとをし

ゃべって、いたずらに動きまわり、口にし

てはならないことを言う。 14そういうわけ

だから、若いやもめは結婚して子を産み、

家をおさめ、そして、反対者にそしられる

すきを作らないようにしてほしい。 15彼女

たちのうちには、サタンのあとを追って道

を踏みはずした者もある。 16女の信者が家

にやもめを持っている場合には、自分でそ

のやもめの世話をしてあげなさい。教会の

やっかいになってはいけない。教会は、真

にたよりのないやもめの世話をしなければ

ならない。 17よい指導をしている長老、特

に宣教と教とのために労している長老は、

二倍の尊敬を受けるにふさわしい者である

。 18聖書は、「穀物をこなしている牛に、

くつこをかけてはならない」また「働き人

がその報酬を受けるのは当然である」と言

っている。 19長老に対する訴訟は、ふたり

か三人の証人がない場合には、受理しては

ならない。 20罪を犯した者に対しては、ほ

かの人々も恐れをいだくに至るために、す

べての人の前でその罪をとがむべきである

。 21わたしは、神とキリスト・イエスと選

ばれた御使たちとの前で、おごそかにあな

たに命じる。これらのことを偏見なしに守

り、何事についても、不公平な仕方をして

はならない。 22軽々しく人に手をおいては

ならない。また、ほかの人の罪に加わって

はいけない。自分をきよく守りなさい。 23

（これからは、水ばかりを飲まないで、胃

のため、また、たびたびのいたみを和らげ

るために、少量のぶどう酒を用いなさい。

） 24ある人の罪は明白であって、すぐ裁判

にかけられるが、ほかの人の罪は、あとに

なってわかって来る。 25それと同じく、良
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いわざもすぐ明らかになり、そうならない

場合でも、隠れていることはあり得ない。

6くびきの下にある奴隷はすべて、自分の
主人を、真に尊敬すべき者として仰ぐべ

きである。それは、神の御名と教とが、そ

しりを受けないためである。 2信者である

主人を持っている者たちは、その主人が兄

弟であるというので軽視してはならない。

むしろ、ますます励んで仕えるべきである

。その益を受ける主人は、信者であり愛さ

れている人だからである。あなたは、これ

らの事を教えかつ勧めなさい。 3もし違っ

たことを教えて、わたしたちの主イエス・

キリストの健全な言葉、ならびに信心にか

なう教に同意しないような者があれば、 4

彼は高慢であって、何も知らず、ただ論議

と言葉の争いとに病みついている者である

。そこから、ねたみ、争い、そしり、さい

ぎの心が生じ、 5また知性が腐って、真理

にそむき、信心を利得と心得る者どもの間

に、はてしのないいがみ合いが起るのであ

る。 6しかし、信心があって足ることを知

るのは、大きな利得である。 7わたしたち

は、何ひとつ持たないでこの世にきた。ま

た、何ひとつ持たないでこの世を去って行

く。 8ただ衣食があれば、それで足れりと

すべきである。 9富むことを願い求める者

は、誘惑と、わなとに陥り、また、人を滅

びと破壊とに沈ませる、無分別な恐ろしい

さまざまの情欲に陥るのである。 10金銭を

愛することは、すべての悪の根である。あ

る人々は欲ばって金銭を求めたため、信仰

から迷い出て、多くの苦痛をもって自分自

身を刺しとおした。 11しかし、神の人よ。

あなたはこれらの事を避けなさい。そして

、義と信心と信仰と愛と忍耐と柔和とを追

い求めなさい。 12信仰の戦いをりっぱに戦

いぬいて、永遠のいのちを獲得しなさい。

あなたは、そのために召され、多くの証人

の前で、りっぱなあかしをしたのである。

(aiōnios g166) 13わたしはすべてのものを生か

して下さる神のみまえと、またポンテオ・

ピラトの面前でりっぱなあかしをなさった

キリスト・イエスのみまえで、あなたに命

じる。 14わたしたちの主イエス・キリスト

の出現まで、その戒めを汚すことがなく、

また、それを非難のないように守りなさい

。 15時がくれば、祝福に満ちた、ただひと

りの力あるかた、もろもろの王の王、もろ

もろの主の主が、キリストを出現させて下

さるであろう。 16神はただひとり不死を保

ち、近づきがたい光の中に住み、人間の中

でだれも見た者がなく、見ることもできな

いかたである。ほまれと永遠の支配とが、

神にあるように、アァメン。 (aiōnios g166) 17

この世で富んでいる者たちに、命じなさい

。高慢にならず、たよりにならない富に望

みをおかず、むしろ、わたしたちにすべて

の物を豊かに備えて楽しませて下さる神に

、のぞみをおくように、 (aiōn g165) 18また、

良い行いをし、良いわざに富み、惜しみな

く施し、人に分け与えることを喜び、 19こ

うして、真のいのちを得るために、未来に

備えてよい土台を自分のために築き上げる

ように、命じなさい。 20テモテよ。あなた

にゆだねられていることを守りなさい。そ

して、俗悪なむだ話と、偽りの「知識」に

よる反対論とを避けなさい。 21ある人々は

それに熱中して、信仰からそれてしまった

のである。恵みが、あなたがたと共にある

ように。
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テモテへの手紙第

二

1神の御旨により、キリスト・イエスにあ
るいのちの約束によって立てられたキリ

スト・イエスの使徒パウロから、 2愛する

子テモテへ。父なる神とわたしたちの主キ

リスト・イエスから、恵みとあわれみと平

安とが、あなたにあるように。 3わたしは

、日夜、祈の中で、絶えずあなたのことを

思い出しては、きよい良心をもって先祖以

来つかえている神に感謝している。 4わた

しは、あなたの涙をおぼえており、あなた

に会って喜びで満たされたいと、切に願っ

ている。 5また、あなたがいだいている偽

りのない信仰を思い起している。この信仰

は、まずあなたの祖母ロイスとあなたの母

ユニケとに宿ったものであったが、今あな

たにも宿っていると、わたしは確信してい

る。 6こういうわけで、あなたに注意した

い。わたしの按手によって内にいただいた

神の賜物を、再び燃えたたせなさい。 7と

いうのは、神がわたしたちに下さったのは

、臆する霊ではなく、力と愛と慎みとの霊

なのである。 8だから、あなたは、わたし

たちの主のあかしをすることや、わたしが

主の囚人であることを、決して恥ずかしく

思ってはならない。むしろ、神の力にささ

えられて、福音のために、わたしと苦しみ

を共にしてほしい。 9神はわたしたちを救

い、聖なる招きをもって召して下さったの

であるが、それは、わたしたちのわざによ

るのではなく、神ご自身の計画に基き、ま

た、永遠の昔にキリスト・イエスにあって

わたしたちに賜わっていた恵み、 (aiōnios g166)

10そして今や、わたしたちの救主キリスト

・イエスの出現によって明らかにされた恵

みによるのである。キリストは死を滅ぼし

、福音によっていのちと不死とを明らかに

示されたのである。 11わたしは、この福音

のために立てられて、その宣教者、使徒、

教師になった。 12そのためにまた、わたし

はこのような苦しみを受けているが、それ

を恥としない。なぜなら、わたしは自分の

信じてきたかたを知っており、またそのか

たは、わたしにゆだねられているものを、

かの日に至るまで守って下さることができ

ると、確信しているからである。 13あなた

は、キリスト・イエスに対する信仰と愛と

をもって、わたしから聞いた健全な言葉を

模範にしなさい。 14そして、あなたにゆだ

ねられている尊いものを、わたしたちの内

に宿っている聖霊によって守りなさい。 15

あなたの知っているように、アジヤにいる

者たちは、皆わたしから離れて行った。そ

の中には、フゲロとヘルモゲネもいる。 16

どうか、主が、オネシポロの家にあわれみ

をたれて下さるように。彼はたびたび、わ

たしを慰めてくれ、またわたしの鎖を恥と

も思わないで、 17ローマに着いた時には、

熱心にわたしを捜しまわった末、尋ね出し

てくれたのである。 18どうか、主がかの日

に、あわれみを彼に賜わるように。彼がエ

ペソで、どれほどわたしに仕えてくれたか

は、だれよりもあなたがよく知っている。

2そこで、わたしの子よ。あなたはキリス
ト・イエスにある恵みによって、強くな

りなさい。 2そして、あなたが多くの証人

の前でわたしから聞いたことを、さらにほ

かの者たちにも教えることのできるような

忠実な人々に、ゆだねなさい。 3キリスト

・イエスの良い兵卒として、わたしと苦し

みを共にしてほしい。 4兵役に服している

者は、日常生活の事に煩わされてはいない

。ただ、兵を募った司令官を喜ばせようと

努める。 5また、競技をするにしても、規

定に従って競技をしなければ、栄冠は得ら

れない。 6労苦をする農夫が、だれよりも

先に、生産物の分配にあずかるべきである

。 7わたしの言うことを、よく考えてみな

さい。主は、それを十分に理解する力をあ

なたに賜わるであろう。 8ダビデの子孫と

して生れ、死人のうちからよみがえったイ

エス・キリストを、いつも思っていなさい

。これがわたしの福音である。 9この福音

のために、わたしは悪者のように苦しめら
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れ、ついに鎖につながれるに至った。しか

し、神の言はつながれてはいない。 10それ

だから、わたしは選ばれた人たちのために

、いっさいのことを耐え忍ぶのである。そ

れは、彼らもキリスト・イエスによる救を

受け、また、それと共に永遠の栄光を受け

るためである。 (aiōnios g166) 11次の言葉は確

実である。「もしわたしたちが、彼と共に

死んだなら、また彼と共に生きるであろう

。 12もし耐え忍ぶなら、彼と共に支配者と

なるであろう。もし彼を否むなら、彼もわ

たしたちを否むであろう。 13たとい、わた

したちは不真実であっても、彼は常に真実

である。彼は自分を偽ることが、できない

のである」。 14あなたは、これらのことを

彼らに思い出させて、なんの益もなく、聞

いている人々を破滅におとしいれるだけで

ある言葉の争いをしないように、神のみま

えでおごそかに命じなさい。 15あなたは真

理の言葉を正しく教え、恥じるところのな

い錬達した働き人になって、神に自分をさ

さげるように努めはげみなさい。 16俗悪な

むだ話を避けなさい。それによって人々は

、ますます不信心に落ちていき、 17彼らの

言葉は、がんのように腐れひろがるであろ

う。その中にはヒメナオとピレトとがいる

。 18彼らは真理からはずれ、復活はすでに

済んでしまったと言い、そして、ある人々

の信仰をくつがえしている。 19しかし、神

のゆるがない土台はすえられていて、それ

に次の句が証印として、しるされている。

「主は自分の者たちを知る」。また「主の

名を呼ぶ者は、すべて不義から離れよ」。

20大きな家には、金や銀の器ばかりではな

く、木や土の器もあり、そして、あるもの

は尊いことに用いられ、あるものは卑しい

ことに用いられる。 21もし人が卑しいもの

を取り去って自分をきよめるなら、彼は尊

いきよめられた器となって、主人に役立つ

ものとなり、すべての良いわざに間に合う

ようになる。 22そこで、あなたは若い時の

情欲を避けなさい。そして、きよい心をも

って主を呼び求める人々と共に、義と信仰

と愛と平和とを追い求めなさい。 23愚かで

無知な論議をやめなさい。それは、あなた

が知っているとおり、ただ争いに終るだけ

である。 24主の僕たる者は争ってはならな

い。だれに対しても親切であって、よく教

え、よく忍び、 25反対する者を柔和な心で

教え導くべきである。おそらく神は、彼ら

に悔改めの心を与えて、真理を知らせ、 26

一度は悪魔に捕えられてその欲するままに

なっていても、目ざめて彼のわなからのが

れさせて下さるであろう。

3しかし、このことは知っておかねばなら
ない。終りの時には、苦難の時代が来る

。 2その時、人々は自分を愛する者、金を

愛する者、大言壮語する者、高慢な者、神

をそしる者、親に逆らう者、恩を知らぬ者

、神聖を汚す者、 3無情な者、融和しない

者、そしる者、無節制な者、粗暴な者、善

を好まない者、 4裏切り者、乱暴者、高言

をする者、神よりも快楽を愛する者、 5信

心深い様子をしながらその実を捨てる者と

なるであろう。こうした人々を避けなさい

。 6彼らの中には、人の家にもぐり込み、

そして、さまざまの欲に心を奪われて、多

くの罪を積み重ねている愚かな女どもを、

とりこにしている者がある。 7彼女たちは

、常に学んではいるが、いつになっても真

理の知識に達することができない。 8ちょ

うど、ヤンネとヤンブレとがモーセに逆ら

ったように、こうした人々も真理に逆らう

のである。彼らは知性の腐った、信仰の失

格者である。 9しかし、彼らはそのまま進

んでいけるはずがない。彼らの愚かさは、

あのふたりの場合と同じように、多くの人

に知れて来るであろう。 10しかしあなたは

、わたしの教、歩み、こころざし、信仰、

寛容、愛、忍耐、 11それから、わたしがア

ンテオケ、イコニオム、ルステラで受けた

数々の迫害、苦難に、よくも続いてきてく

れた。そのひどい迫害にわたしは耐えてき

たが、主はそれらいっさいのことから、救

い出して下さったのである。 12いったい、

キリスト・イエスにあって信心深く生きよ

うとする者は、みな、迫害を受ける。 13悪
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人と詐欺師とは人を惑わし人に惑わされて

、悪から悪へと落ちていく。 14しかし、あ

なたは、自分が学んで確信しているところ

に、いつもとどまっていなさい。あなたは

、それをだれから学んだか知っており、 15

また幼い時から、聖書に親しみ、それが、

キリスト・イエスに対する信仰によって救

に至る知恵を、あなたに与えうる書物であ

ることを知っている。 16聖書は、すべて神

の霊感を受けて書かれたものであって、人

を教え、戒め、正しくし、義に導くのに有

益である。 17それによって、神の人が、あ

らゆる良いわざに対して十分な準備ができ

て、完全にととのえられた者になるのであ

る。

4神のみまえと、生きている者と死んだ者
とをさばくべきキリスト・イエスのみま

えで、キリストの出現とその御国とを思い

、おごそかに命じる。 2御言を宣べ伝えな

さい。時が良くても悪くても、それを励み

、あくまでも寛容な心でよく教えて、責め

、戒め、勧めなさい。 3人々が健全な教に

耐えられなくなり、耳ざわりのよい話をし

てもらおうとして、自分勝手な好みにまか

せて教師たちを寄せ集め、 4そして、真理

からは耳をそむけて、作り話の方にそれて

いく時が来るであろう。 5しかし、あなた

は、何事にも慎み、苦難を忍び、伝道者の

わざをなし、自分の務を全うしなさい。 6

わたしは、すでに自身を犠牲としてささげ

ている。わたしが世を去るべき時はきた。

7わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべ

き行程を走りつくし、信仰を守りとおした

。 8今や、義の冠がわたしを待っているば

かりである。かの日には、公平な審判者で

ある主が、それを授けて下さるであろう。

わたしばかりではなく、主の出現を心から

待ち望んでいたすべての人にも授けて下さ

るであろう。 9わたしの所に、急いで早く

きてほしい。 10デマスはこの世を愛し、わ

たしを捨ててテサロニケに行ってしまい、

クレスケンスはガラテヤに、テトスはダル

マテヤに行った。 (aiōn g165) 11ただルカだけ

が、わたしのもとにいる。マルコを連れて

、一緒にきなさい。彼はわたしの務のため

に役に立つから。 12わたしはテキコをエペ

ソにつかわした。 13あなたが来るときに、

トロアスのカルポの所に残しておいた上着

を持ってきてほしい。また書物も、特に、

羊皮紙のを持ってきてもらいたい。 14銅細

工人のアレキサンデルが、わたしを大いに

苦しめた。主はそのしわざに対して、彼に

報いなさるだろう。 15あなたも、彼を警戒

しなさい。彼は、わたしたちの言うことに

強く反対したのだから。 16わたしの第一回

の弁明の際には、わたしに味方をする者は

ひとりもなく、みなわたしを捨てて行った

。どうか、彼らが、そのために責められる

ことがないように。 17しかし、わたしが御

言を余すところなく宣べ伝えて、すべての

異邦人に聞かせるように、主はわたしを助

け、力づけて下さった。そして、わたしは

、ししの口から救い出されたのである。 18

主はわたしを、すべての悪のわざから助け

出し、天にある御国に救い入れて下さるで

あろう。栄光が永遠から永遠にわたって主

にあるように、アァメン。 (aiōn g165) 19プリ

スカとアクラとに、またオネシポロの家に

、よろしく伝えてほしい。 20エラストはコ

リントにとどまっており、トロピモは病気

なので、ミレトに残してきた。 21冬になる

前に、急いできてほしい。ユブロ、プデス

、リノス、クラウデヤならびにすべての兄

弟たちから、あなたによろしく。 22主が、

あなたの霊と共にいますように。恵みが、

あなたがたと共にあるように。
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テトスへの手紙

1神の僕、イエス・キリストの使徒パウロ
からわたしが使徒とされたのは、神に選

ばれた者たちの信仰を強め、また、信心に

かなう真理の知識を彼らに得させるためで

あり、 2偽りのない神が永遠の昔に約束さ

れた永遠のいのちの望みに基くのである。

(aiōnios g166) 3神は、定められた時に及んで、

御言を宣教によって明らかにされたが、わ

たしは、わたしたちの救主なる神の任命に

よって、この宣教をゆだねられたのである

4信仰を同じうするわたしの真実の子テトス

へ。父なる神とわたしたちの救主キリスト

・イエスから、恵みと平安とが、あなたに

あるように。 5あなたをクレテにおいてき

たのは、わたしがあなたに命じておいたよ

うに、そこにし残してあることを整理して

もらい、また、町々に長老を立ててもらう

ためにほかならない。 6長老は、責められ

る点がなく、ひとりの妻の夫であって、そ

の子たちも不品行のうわさをたてられず、

親不孝をしない信者でなくてはならない。

7監督たる者は、神に仕える者として、責め

られる点がなく、わがままでなく、軽々し

く怒らず、酒を好まず、乱暴でなく、利を

むさぼらず、 8かえって、旅人をもてなし

、善を愛し、慎み深く、正しく、信仰深く

、自制する者であり、 9教にかなった信頼

すべき言葉を守る人でなければならない。

それは、彼が健全な教によって人をさとし

、また、反対者の誤りを指摘することがで

きるためである。 10実は、法に服さない者

、空論に走る者、人の心を惑わす者が多く

おり、とくに、割礼のある者の中に多い。

11彼らの口を封ずべきである。彼らは恥ず

べき利のために、教えてはならないことを

教えて、数々の家庭を破壊してしまってい

る。 12クレテ人のうちのある預言者が「ク

レテ人は、いつもうそつき、たちの悪いけ

もの、なまけ者の食いしんぼう」と言って

いるが、 13この非難はあたっている。だか

ら、彼らをきびしく責めて、その信仰を健

全なものにし、 14ユダヤ人の作り話や、真

理からそれていった人々の定めなどに、気

をとられることがないようにさせなさい。

15きよい人には、すべてのものがきよい。

しかし、汚れている不信仰な人には、きよ

いものは一つもなく、その知性も良心も汚

れてしまっている。 16彼らは神を知ってい

ると、口では言うが、行いではそれを否定

している。彼らは忌まわしい者、また不従

順な者であって、いっさいの良いわざに関

しては、失格者である。

2しかし、あなたは、健全な教にかなうこ
とを語りなさい。 2老人たちには自らを

制し、謹厳で、慎み深くし、また、信仰と

愛と忍耐とにおいて健全であるように勧め

、 3年老いた女たちにも、同じように、た

ち居ふるまいをうやうやしくし、人をそし

ったり大酒の奴隷になったりせず、良いこ

とを教える者となるように、勧めなさい。

4そうすれば、彼女たちは、若い女たちに、

夫を愛し、子供を愛し、 5慎み深く、純潔

で、家事に努め、善良で、自分の夫に従順

であるように教えることになり、したがっ

て、神の言がそしりを受けないようになる

であろう。 6若い男にも、同じく、万事に

つけ慎み深くあるように、勧めなさい。 7

あなた自身を良いわざの模範として示し、

人を教える場合には、清廉と謹厳とをもっ

てし、 8非難のない健全な言葉を用いなさ

い。そうすれば、反対者も、わたしたちに

ついてなんの悪口も言えなくなり、自ら恥

じいるであろう。 9奴隷には、万事につけ

その主人に服従して、喜ばれるようになり

、反抗をせず、 10盗みをせず、どこまでも

心をこめた真実を示すようにと、勧めなさ

い。そうすれば、彼らは万事につけ、わた

したちの救主なる神の教を飾ることになろ

う。 11すべての人を救う神の恵みが現れた

。 12そして、わたしたちを導き、不信心と

この世の情欲とを捨てて、慎み深く、正し

く、信心深くこの世で生活し、 (aiōn g165) 13

祝福に満ちた望み、すなわち、大いなる神

、わたしたちの救主キリスト・イエスの栄

光の出現を待ち望むようにと、教えている
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。 14このキリストが、わたしたちのために

ご自身をささげられたのは、わたしたちを

すべての不法からあがない出して、良いわ

ざに熱心な選びの民を、ご自身のものとし

て聖別するためにほかならない。 15あなた

は、権威をもってこれらのことを語り、勧

め、また責めなさい。だれにも軽んじられ

てはならない。

3あなたは彼らに勧めて、支配者、権威あ
る者に服し、これに従い、いつでも良い

わざをする用意があり、 2だれをもそしら

ず、争わず、寛容であって、すべての人に

対してどこまでも柔和な態度を示すべきこ

とを、思い出させなさい。 3わたしたちも

以前には、無分別で、不従順な、迷ってい

た者であって、さまざまの情欲と快楽との

奴隷になり、悪意とねたみとで日を過ごし

、人に憎まれ、互に憎み合っていた。 4と

ころが、わたしたちの救主なる神の慈悲と

博愛とが現れたとき、 5わたしたちの行っ

た義のわざによってではなく、ただ神のあ

われみによって、再生の洗いを受け、聖霊

により新たにされて、わたしたちは救われ

たのである。 6この聖霊は、わたしたちの

救主イエス・キリストをとおして、わたし

たちの上に豊かに注がれた。 7これは、わ

たしたちが、キリストの恵みによって義と

され、永遠のいのちを望むことによって、

御国をつぐ者となるためである。 (aiōnios g166)

8この言葉は確実である。わたしは、あなた

がそれらのことを主張するのを願っている

。それは、神を信じている者たちが、努め

て良いわざを励むことを心がけるようにな

るためである。これは良いことであって、

人々の益となる。 9しかし、愚かな議論と

、系図と、争いと、律法についての論争と

を、避けなさい。それらは無益かつ空虚な

ことである。 10異端者は、一、二度、訓戒

を加えた上で退けなさい。 11たしかに、こ

ういう人たちは、邪道に陥り、自ら悪と知

りつつも、罪を犯しているからである。 12

わたしがアルテマスかテキコかをあなたの

ところに送ったなら、急いでニコポリにい

るわたしの所にきなさい。わたしは、そこ

で冬を過ごすことにした。 13法学者ゼナス

と、アポロとを、急いで旅につかせ、不自

由のないようにしてあげなさい。 14わたし

たちの仲間も、さし迫った必要に備えて、

努めて良いわざを励み、実を結ばぬ者とな

らないように、心がけるべきである。 15わ

たしと共にいる一同の者から、あなたによ

ろしく。わたしたちを愛している信徒たち

に、よろしく。恵みが、あなたがた一同と

共にあるように。
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ピレモンへの手紙

1キリスト・イエスの囚人パウロと兄弟テ
モテから、わたしたちの愛する同労者ピ

レモン、 2姉妹アピヤ、わたしたちの戦友

アルキポ、ならびに、あなたの家にある教

会へ。 3わたしたちの父なる神と主イエス

・キリストから、恵みと平安とが、あなた

がたにあるように。 4わたしは、祈の時に

あなたをおぼえて、いつもわたしの神に感

謝している。 5それは、主イエスに対し、

また、すべての聖徒に対するあなたの愛と

信仰とについて、聞いているからである。

6どうか、あなたの信仰の交わりが強められ

て、わたしたちの間でキリストのためにな

されているすべての良いことが、知られて

来るようになってほしい。 7兄弟よ。わた

しは、あなたの愛によって多くの喜びと慰

めとを与えられた。聖徒たちの心が、あな

たによって力づけられたからである。 8こ

ういうわけで、わたしは、キリストにあっ

てあなたのなすべき事を、きわめて率直に

指示してもよいと思うが、 9むしろ、愛の

ゆえにお願いする。すでに老年になり、今

またキリスト・イエスの囚人となっている

このパウロが、 10捕われの身で産んだわた

しの子供オネシモについて、あなたにお願

いする。 11彼は以前は、あなたにとって無

益な者であったが、今は、あなたにも、わ

たしにも、有益な者になった。 12彼をあな

たのもとに送りかえす。彼はわたしの心で

ある。 13わたしは彼を身近に引きとめてお

いて、わたしが福音のために捕われている

間、あなたに代って仕えてもらいたかった

のである。 14しかし、わたしは、あなたの

承諾なしには何もしたくない。あなたが強

制されて良い行いをするのではなく、自発

的にすることを願っている。 15彼がしばら

くの間あなたから離れていたのは、あなた

が彼をいつまでも留めておくためであった

かも知れない。 (aiōnios g166) 16しかも、もは

や奴隷としてではなく、奴隷以上のもの、

愛する兄弟としてである。とりわけ、わた

しにとってそうであるが、ましてあなたに

とっては、肉においても、主にあっても、

それ以上であろう。 17そこで、もしわたし

をあなたの信仰の友と思ってくれるなら、

わたし同様に彼を受けいれてほしい。 18も

し、彼があなたに何か不都合なことをした

か、あるいは、何か負債があれば、それを

わたしの借りにしておいてほしい。 19この

パウロが手ずからしるす、わたしがそれを

返済する。この際、あなたが、あなた自身

をわたしに負うていることについては、何

も言うまい。 20兄弟よ。わたしはあなたか

ら、主にあって何か益を得たいものである

。わたしの心を、主にあって力づけてもら

いたい。 21わたしはあなたの従順を堅く信

じて、この手紙を書く。あなたは、確かに

わたしが言う以上のことをしてくれるだろ

う。 22ついでにお願いするが、わたしのた

めに宿を用意しておいてほしい。あなたが

たの祈によって、あなたがたの所に行かせ

てもらえるように望んでいるのだから。 23

キリスト・イエスにあって、わたしと共に

捕われの身になっているエパフラスから、

あなたによろしく。 24わたしの同労者たち

、マルコ、アリスタルコ、デマス、ルカか

らも、よろしく。 25主イエス・キリストの

恵みが、あなたがたの霊と共にあるように

。
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ヘブル人への手紙

1神は、むかしは、預言者たちにより、い
ろいろな時に、いろいろな方法で、先祖

たちに語られたが、 2この終りの時には、

御子によって、わたしたちに語られたので

ある。神は御子を万物の相続者と定め、ま

た、御子によって、もろもろの世界を造ら

れた。 (aiōn g165) 3御子は神の栄光の輝きであ

り、神の本質の真の姿であって、その力あ

る言葉をもって万物を保っておられる。そ

して罪のきよめのわざをなし終えてから、

いと高き所にいます大能者の右に、座につ

かれたのである。 4御子は、その受け継が

れた名が御使たちの名にまさっているので

、彼らよりもすぐれた者となられた。 5い

ったい、神は御使たちのだれに対して、「

あなたこそは、わたしの子。きょう、わた

しはあなたを生んだ」と言い、さらにまた

、「わたしは彼の父となり、彼はわたしの

子となるであろう」と言われたことがある

か。 6さらにまた、神は、その長子を世界

に導き入れるに当って、「神の御使たちは

ことごとく、彼を拝すべきである」と言わ

れた。 7また、御使たちについては、「神

は、御使たちを風とし、ご自分に仕える者

たちを炎とされる」と言われているが、 8

御子については、「神よ、あなたの御座は

、世々限りなく続き、あなたの支配のつえ

は、公平のつえである。 (aiōn g165) 9あなたは

義を愛し、不法を憎まれた。それゆえに、

神、あなたの神は、喜びのあぶらを、あな

たの友に注ぐよりも多く、あなたに注がれ

た」と言い、 10さらに、「主よ、あなたは

初めに、地の基をおすえになった。もろも

ろの天も、み手のわざである。 11これらの

ものは滅びてしまうが、あなたは、いつま

でもいますかたである。すべてのものは衣

のように古び、 12それらをあなたは、外套

のように巻かれる。これらのものは、衣の

ように変るが、あなたは、いつも変ること

がなく、あなたのよわいは、尽きることが

ない」とも言われている。 13神は、御使た

ちのだれに対して、「あなたの敵を、あな

たの足台とするときまでは、わたしの右に

座していなさい」と言われたことがあるか

。 14御使たちはすべて仕える霊であって、

救を受け継ぐべき人々に奉仕するため、つ

かわされたものではないか。

2こういうわけだから、わたしたちは聞か
されていることを、いっそう強く心に留

めねばならない。そうでないと、おし流さ

れてしまう。 2というのは、御使たちをと

おして語られた御言が効力を持ち、あらゆ

る罪過と不従順とに対して正当な報いが加

えられたとすれば、 3わたしたちは、こん

なに尊い救をなおざりにしては、どうして

報いをのがれることができようか。この救

は、初め主によって語られたものであって

、聞いた人々からわたしたちにあかしされ

、 4さらに神も、しるしと不思議とさまざ

まな力あるわざとにより、また、御旨に従

い聖霊を各自に賜うことによって、あかし

をされたのである。 5いったい、神は、わ

たしたちがここで語っているきたるべき世

界を、御使たちに服従させることは、なさ

らなかった。 6聖書はある箇所で、こうあ

かししている、「人間が何者だから、これ

を御心に留められるのだろうか。人の子が

何者だから、これをかえりみられるのだろ

うか。 7あなたは、しばらくの間、彼を御

使たちよりも低い者となし、栄光とほまれ

とを冠として彼に与え、 8万物をその足の

下に服従させて下さった」。「万物を彼に

服従させて下さった」という以上、服従し

ないものは、何ひとつ残されていないはず

である。しかし、今もなお万物が彼に服従

している事実を、わたしたちは見ていない

。 9ただ、「しばらくの間、御使たちより

も低い者とされた」イエスが、死の苦しみ

のゆえに、栄光とほまれとを冠として与え

られたのを見る。それは、彼が神の恵みに

よって、すべての人のために死を味わわれ

るためであった。 10なぜなら、万物の帰す

べきかた、万物を造られたかたが、多くの

子らを栄光に導くのに、彼らの救の君を、

苦難をとおして全うされたのは、彼にふさ

わしいことであったからである。 11実に、
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きよめるかたも、きよめられる者たちも、

皆ひとりのかたから出ている。それゆえに

主は、彼らを兄弟と呼ぶことを恥とされな

い。 12すなわち、「わたしは、御名をわた

しの兄弟たちに告げ知らせ、教会の中で、

あなたをほめ歌おう」と言い、 13また、「

わたしは、彼により頼む」、また、「見よ

、わたしと、神がわたしに賜わった子らと

は」と言われた。 14このように、子たちは

血と肉とに共にあずかっているので、イエ

スもまた同様に、それらをそなえておられ

る。それは、死の力を持つ者、すなわち悪

魔を、ご自分の死によって滅ぼし、 15死の

恐怖のために一生涯、奴隷となっていた者

たちを、解き放つためである。 16確かに、

彼は天使たちを助けることはしないで、ア

ブラハムの子孫を助けられた。 17そこで、

イエスは、神のみまえにあわれみ深い忠実

な大祭司となって、民の罪をあがなうため

に、あらゆる点において兄弟たちと同じよ

うにならねばならなかった。 18主ご自身、

試錬を受けて苦しまれたからこそ、試錬の

中にある者たちを助けることができるので

ある。

3そこで、天の召しにあずかっている聖な
る兄弟たちよ。あなたがたは、わたした

ちが告白する信仰の使者また大祭司なるイ

エスを、思いみるべきである。 2彼は、モ

ーセが神の家の全体に対して忠実であった

ように、自分を立てたかたに対して忠実で

あられた。 3おおよそ、家を造る者が家そ

のものよりもさらに尊ばれるように、彼は

、モーセ以上に、大いなる光栄を受けるに

ふさわしい者とされたのである。 4家はす

べて、だれかによって造られるものである

が、すべてのものを造られたかたは、神で

ある。 5さて、モーセは、後に語らるべき

事がらについてあかしをするために、仕え

る者として、神の家の全体に対して忠実で

あったが、 6キリストは御子として、神の

家を治めるのに忠実であられたのである。

もしわたしたちが、望みの確信と誇とを最

後までしっかりと持ち続けるなら、わたし

たちは神の家なのである。 7だから、聖霊

が言っているように、「きょう、あなたが

たがみ声を聞いたなら、 8荒野における試

錬の日に、神にそむいた時のように、あな

たがたの心を、かたくなにしてはいけない

。 9あなたがたの先祖たちは、そこでわた

しを試みためし、 10しかも、四十年の間わ

たしのわざを見たのである。だから、わた

しはその時代の人々に対して、いきどおっ

て言った、彼らの心は、いつも迷っており

、彼らは、わたしの道を認めなかった。 11

そこで、わたしは怒って、彼らをわたしの

安息にはいらせることはしない、と誓った

」。 12兄弟たちよ。気をつけなさい。あな

たがたの中には、あるいは、不信仰な悪い

心をいだいて、生ける神から離れ去る者が

あるかも知れない。 13あなたがたの中に、

罪の惑わしに陥って、心をかたくなにする

者がないように、「きょう」といううちに

、日々、互に励まし合いなさい。 14もし最

初の確信を、最後までしっかりと持ち続け

るならば、わたしたちはキリストにあずか

る者となるのである。 15それについて、こ

う言われている、「きょう、み声を聞いた

なら、神にそむいた時のように、あなたが

たの心を、かたくなにしてはいけない」。

16すると、聞いたのにそむいたのは、だれ

であったのか。モーセに率いられて、エジ

プトから出て行ったすべての人々ではなか

ったか。 17また、四十年の間、神がいきど

おられたのはだれに対してであったか。罪

を犯して、その死かばねを荒野にさらした

者たちに対してではなかったか。 18また、

神が、わたしの安息に、はいらせることは

しない、と誓われたのは、だれに向かって

であったか。不従順な者に向かってではな

かったか。 19こうして、彼らがはいること

のできなかったのは、不信仰のゆえである

ことがわかる。

4それだから、神の安息にはいるべき約束
が、まだ存続しているにかかわらず、万

一にも、はいりそこなう者が、あなたがた

の中から出ることがないように、注意しよ

うではないか。 2というのは、彼らと同じ

く、わたしたちにも福音が伝えられている
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のである。しかし、その聞いた御言は、彼

らには無益であった。それが、聞いた者た

ちに、信仰によって結びつけられなかった

からである。 3ところが、わたしたち信じ

ている者は、安息にはいることができる。

それは、「わたしが怒って、彼らをわたし

の安息に、はいらせることはしないと、誓

ったように」と言われているとおりである

。しかも、みわざは世の初めに、でき上が

っていた。 4すなわち、聖書のある箇所で

、七日目のことについて、「神は、七日目

にすべてのわざをやめて休まれた」と言わ

れており、 5またここで、「彼らをわたし

の安息に、はいらせることはしない」と言

われている。 6そこで、その安息にはいる

機会が、人々になお残されているのであり

、しかも、初めに福音を伝えられた人々は

、不従順のゆえに、はいることをしなかっ

たのであるから、 7神は、あらためて、あ

る日を「きょう」として定め、長く時がた

ってから、先に引用したとおり、「きょう

、み声を聞いたなら、あなたがたの心を、

かたくなにしてはいけない」とダビデをと

おして言われたのである。 8もしヨシュア

が彼らを休ませていたとすれば、神はあと

になって、ほかの日のことについて語られ

たはずはない。 9こういうわけで、安息日

の休みが、神の民のためにまだ残されてい

るのである。 10なぜなら、神の安息にはい

った者は、神がみわざをやめて休まれたよ

うに、自分もわざを休んだからである。 11

したがって、わたしたちは、この安息には

いるように努力しようではないか。そうで

ないと、同じような不従順の悪例にならっ

て、落ちて行く者が出るかもしれない。 12

というのは、神の言は生きていて、力があ

り、もろ刃のつるぎよりも鋭くて、精神と

霊魂と、関節と骨髄とを切り離すまでに刺

しとおして、心の思いと志とを見分けるこ

とができる。 13そして、神のみまえには、

あらわでない被造物はひとつもなく、すべ

てのものは、神の目には裸であり、あらわ

にされているのである。この神に対して、

わたしたちは言い開きをしなくてはならな

い。 14さて、わたしたちには、もろもろの

天をとおって行かれた大祭司なる神の子イ

エスがいますのであるから、わたしたちの

告白する信仰をかたく守ろうではないか。

15この大祭司は、わたしたちの弱さを思い

やることのできないようなかたではない。

罪は犯されなかったが、すべてのことにつ

いて、わたしたちと同じように試錬に会わ

れたのである。 16だから、わたしたちは、

あわれみを受け、また、恵みにあずかって

時機を得た助けを受けるために、はばかる

ことなく恵みの御座に近づこうではないか

。

5大祭司なるものはすべて、人間の中から
選ばれて、罪のために供え物といけにえ

とをささげるように、人々のために神に仕

える役に任じられた者である。 2彼は自分

自身、弱さを身に負うているので、無知な

迷っている人々を、思いやることができる

と共に、 3その弱さのゆえに、民のためだ

けではなく自分自身のためにも、罪につい

てささげものをしなければならないのであ

る。 4かつ、だれもこの栄誉ある務を自分

で得るのではなく、アロンの場合のように

、神の召しによって受けるのである。 5同

様に、キリストもまた、大祭司の栄誉を自

分で得たのではなく、「あなたこそは、わ

たしの子。きょう、わたしはあなたを生ん

だ」と言われたかたから、お受けになった

のである。 6また、ほかの箇所でこう言わ

れている、「あなたこそは、永遠に、メル

キゼデクに等しい祭司である」。 (aiōn g165) 7

キリストは、その肉の生活の時には、激し

い叫びと涙とをもって、ご自分を死から救

う力のあるかたに、祈と願いとをささげ、

そして、その深い信仰のゆえに聞きいれら

れたのである。 8彼は御子であられたにも

かかわらず、さまざまの苦しみによって従

順を学び、 9そして、全き者とされたので

、彼に従順であるすべての人に対して、永

遠の救の源となり、 (aiōnios g166) 10神によっ

て、メルキゼデクに等しい大祭司と、とな

えられたのである。 11このことについては

、言いたいことがたくさんあるが、あなた
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がたの耳が鈍くなっているので、それを説

き明かすことはむずかしい。 12あなたがた

は、久しい以前からすでに教師となってい

るはずなのに、もう一度神の言の初歩を、

人から手ほどきしてもらわねばならない始

末である。あなたがたは堅い食物ではなく

、乳を必要としている。 13すべて乳を飲ん

でいる者は、幼な子なのだから、義の言葉

を味わうことができない。 14しかし、堅い

食物は、善悪を見わける感覚を実際に働か

せて訓練された成人のとるべきものである

。

6そういうわけだから、わたしたちは、キ
リストの教の初歩をあとにして、完成を

目ざして進もうではないか。今さら、死ん

だ行いの悔改めと神への信仰、 2洗いごと

についての教と按手、死人の復活と永遠の

さばき、などの基本の教をくりかえし学ぶ

ことをやめようではないか。 (aiōnios g166) 3神

の許しを得て、そうすることにしよう。 4

いったん、光を受けて天よりの賜物を味わ

い、聖霊にあずかる者となり、 5また、神

の良きみ言葉と、きたるべき世の力とを味

わった者たちが、 (aiōn g165) 6そののち堕落し

た場合には、またもや神の御子を、自ら十

字架につけて、さらしものにするわけであ

るから、ふたたび悔改めにたち帰ることは

不可能である。 7たとえば、土地が、その

上にたびたび降る雨を吸い込で、耕す人々

に役立つ作物を育てるなら、神の祝福にあ

ずかる。 8しかし、いばらやあざみをはえ

させるなら、それは無用になり、やがての

ろわれ、ついには焼かれてしまう。 9しか

し、愛する者たちよ。こうは言うものの、

わたしたちは、救にかかわる更に良いこと

があるのを、あなたがたについて確信して

いる。 10神は不義なかたではないから、あ

なたがたの働きや、あなたがたがかつて聖

徒に仕え、今もなお仕えて、御名のために

示してくれた愛を、お忘れになることはな

い。 11わたしたちは、あなたがたがひとり

残らず、最後まで望みを持ちつづけるため

にも、同じ熱意を示し、 12怠ることがなく

、信仰と忍耐とをもって約束のものを受け

継ぐ人々に見習う者となるように、と願っ

てやまない。 13さて、神がアブラハムに対

して約束されたとき、さして誓うのに、ご

自分よりも上のものがないので、ご自分を

さして誓って、 14「わたしは、必ずあなた

を祝福し、必ずあなたの子孫をふやす」と

言われた。 15このようにして、アブラハム

は忍耐強く待ったので、約束のものを得た

のである。 16いったい、人間は自分より上

のものをさして誓うのであり、そして、そ

の誓いはすべての反対論を封じる保証とな

るのである。 17そこで、神は、約束のもの

を受け継ぐ人々に、ご計画の不変であるこ

とを、いっそうはっきり示そうと思われ、

誓いによって保証されたのである。 18それ

は、偽ることのあり得ない神に立てられた

二つの不変の事がらによって、前におかれ

ている望みを捕えようとして世をのがれて

きたわたしたちが、力強い励ましを受ける

ためである。 19この望みは、わたしたちに

とって、いわば、たましいを安全にし不動

にする錨であり、かつ「幕の内」にはいり

行かせるものである。 20その幕の内に、イ

エスは、永遠にメルキゼデクに等しい大祭

司として、わたしたちのためにさきがけと

なって、はいられたのである。 (aiōn g165)

7このメルキゼデクはサレムの王であり、
いと高き神の祭司であったが、王たちを

撃破して帰るアブラハムを迎えて祝福し、

2それに対して、アブラハムは彼にすべての

物の十分の一を分け与えたのである。その

名の意味は、第一に義の王、次にまたサレ

ムの王、すなわち平和の王である。 3彼に

は父がなく、母がなく、系図がなく、生涯

の初めもなく、生命の終りもなく、神の子

のようであって、いつまでも祭司なのであ

る。 4そこで、族長のアブラハムが最もよ

いぶんどり品の十分の一を与えたのだから

、この人がどんなにすぐれた人物であった

かが、あなたがたにわかるであろう。 5さ

て、レビの子のうちで祭司の務をしている

者たちは、兄弟である民から、同じくアブ

ラハムの子孫であるにもかかわらず、十分

の一を取るように、律法によって命じられ
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ている。 6ところが、彼らの血統に属さな

いこの人が、アブラハムから十分の一を受

けとり、約束を受けている者を祝福したの

である。 7言うまでもなく、小なる者が大

なる者から祝福を受けるのである。 8その

上、一方では死ぬべき人間が、十分の一を

受けているが、他方では「彼は生きている

者」とあかしされた人が、それを受けてい

る。 9そこで、十分の一を受けるべきレビ

でさえも、アブラハムを通じて十分の一を

納めた、と言える。 10なぜなら、メルキゼ

デクがアブラハムを迎えた時には、レビは

まだこの父祖の腰の中にいたからである。

11もし全うされることがレビ系の祭司制に

よって可能であったら民は祭司制の下に律

法を与えられたのであるがなんの必要があ

って、なお、「アロンに等しい」と呼ばれ

ない、別な「メルキゼデクに等しい」祭司

が立てられるのであるか。 12祭司制に変更

があれば、律法にも必ず変更があるはずで

ある。 13さて、これらのことは、いまだか

つて祭壇に奉仕したことのない、他の部族

に関して言われているのである。 14という

のは、わたしたちの主がユダ族の中から出

られたことは、明らかであるが、モーセは

、この部族について、祭司に関することで

は、ひとことも言っていない。 15そしてこ

の事は、メルキゼデクと同様な、ほかの祭

司が立てられたことによって、ますます明

白になる。 16彼は、肉につける戒めの律法

によらないで、朽ちることのないいのちの

力によって立てられたのである。 17それに

ついては、聖書に「あなたこそは、永遠に

、メルキゼデクに等しい祭司である」とあ

かしされている。 (aiōn g165) 18このようにし

て、一方では、前の戒めが弱くかつ無益で

あったために無効になると共に、 19（律法

は、何事をも全うし得なかったからである

）、他方では、さらにすぐれた望みが現れ

てきて、わたしたちを神に近づかせるので

ある。 20その上に、このことは誓いをもっ

てなされた。人々は、誓いをしないで祭司

とされるのであるが、 21この人の場合は、

次のような誓いをもってされたのである。

すなわち、彼について、こう言われている

、「主は誓われたが、心を変えることをさ

れなかった。あなたこそは、永遠に祭司で

ある」。 (aiōn g165) 22このようにして、イエ

スは更にすぐれた契約の保証となられたの

である。 23かつ、死ということがあるため

に、務を続けることができないので、多く

の人々が祭司に立てられるのである。 24し

かし彼は、永遠にいますかたであるので、

変らない祭司の務を持ちつづけておられる

のである。 (aiōn g165) 25そこでまた、彼は、

いつも生きていて彼らのためにとりなして

おられるので、彼によって神に来る人々を

、いつも救うことができるのである。 26こ

のように、聖にして、悪も汚れもなく、罪

人とは区別され、かつ、もろもろの天より

も高くされている大祭司こそ、わたしたち

にとってふさわしいかたである。 27彼は、

ほかの大祭司のように、まず自分の罪のた

め、次に民の罪のために、日々、いけにえ

をささげる必要はない。なぜなら、自分を

ささげて、一度だけ、それをされたからで

ある。 28律法は、弱さを身に負う人間を立

てて大祭司とするが、律法の後にきた誓い

の御言は、永遠に全うされた御子を立てて

、大祭司としたのである。 (aiōn g165)

8以上述べたことの要点は、このような大
祭司がわたしたちのためにおられ、天に

あって大能者の御座の右に座し、 2人間に

よらず主によって設けられた真の幕屋なる

聖所で仕えておられる、ということである

。 3おおよそ、大祭司が立てられるのは、

供え物やいけにえをささげるためにほかな

らない。したがって、この大祭司もまた、

何かささぐべき物を持っておられねばなら

ない。 4そこで、もし彼が地上におられた

なら、律法にしたがって供え物をささげる

祭司たちが、現にいるのだから、彼は祭司

ではあり得なかったであろう。 5彼らは、

天にある聖所のひな型と影とに仕えている

者にすぎない。それについては、モーセが

幕屋を建てようとしたとき、御告げを受け

、「山で示された型どおりに、注意してそ

のいっさいを作りなさい」と言われたので
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ある。 6ところがキリストは、はるかにす

ぐれた務を得られたのである。それは、さ

らにまさった約束に基いて立てられた、さ

らにまさった契約の仲保者となられたこと

による。 7もし初めの契約に欠けたところ

がなかったなら、あとのものが立てられる

余地はなかったであろう。 8ところが、神

は彼らを責めて言われた、「主は言われる

、見よ、わたしがイスラエルの家およびユ

ダの家と、新しい契約を結ぶ日が来る。 9

それは、わたしが彼らの先祖たちの手をと

って、エジプトの地から導き出した日に、

彼らと結んだ契約のようなものではない。

彼らがわたしの契約にとどまることをしな

いので、わたしも彼らをかえりみなかった

からであると、主が言われる。 10わたしが

、それらの日の後、イスラエルの家と立て

ようとする契約はこれである、と主が言わ

れる。すなわち、わたしの律法を彼らの思

いの中に入れ、彼らの心に書きつけよう。

こうして、わたしは彼らの神となり、彼ら

はわたしの民となるであろう。 11彼らは、

それぞれ、その同胞に、また、それぞれ、

その兄弟に、主を知れ、と言って教えるこ

とはなくなる。なぜなら、大なる者から小

なる者に至るまで、彼らはことごとく、わ

たしを知るようになるからである。 12わた

しは、彼らの不義をあわれみ、もはや、彼

らの罪を思い出すことはしない」。 13神は

、「新しい」と言われたことによって、初

めの契約を古いとされたのである。年を経

て古びたものは、やがて消えていく。

9さて、初めの契約にも、礼拝についての
さまざまな規定と、地上の聖所とがあっ

た。 2すなわち、まず幕屋が設けられ、そ

の前の場所には燭台と机と供えのパンとが

置かれていた。これが、聖所と呼ばれた。

3また第二の幕の後に、別の場所があり、そ

れは至聖所と呼ばれた。 4そこには金の香

壇と全面金でおおわれた契約の箱とが置か

れ、その中にはマナのはいっている金のつ

ぼと、芽を出したアロンのつえと、契約の

石板とが入れてあり、 5箱の上には栄光に

輝くケルビムがあって、贖罪所をおおって

いた。これらのことについては、今ここで

、いちいち述べることができない。 6これ

らのものが、以上のように整えられた上で

、祭司たちは常に幕屋の前の場所にはいっ

て礼拝をするのであるが、 7幕屋の奥には

大祭司が年に一度だけはいるのであり、し

かも自分自身と民とのあやまちのためにさ

さげる血をたずさえないで行くことはない

。 8それによって聖霊は、前方の幕屋が存

在している限り、聖所にはいる道はまだ開

かれていないことを、明らかに示している

。 9この幕屋というのは今の時代に対する

比喩である。すなわち、供え物やいけにえ

はささげられるが、儀式にたずさわる者の

良心を全うすることはできない。 10それら

は、ただ食物と飲み物と種々の洗いごとに

関する行事であって、改革の時まで課せら

れている肉の規定にすぎない。 11しかしキ

リストがすでに現れた祝福の大祭司として

こられたとき、手で造られず、この世界に

属さない、さらに大きく、完全な幕屋をと

おり、 12かつ、やぎと子牛との血によらず

、ご自身の血によって、一度だけ聖所には

いられ、それによって永遠のあがないを全

うされたのである。 (aiōnios g166) 13もし、や

ぎや雄牛の血や雌牛の灰が、汚れた人たち

の上にまきかけられて、肉体をきよめ聖別

するとすれば、 14永遠の聖霊によって、ご

自身を傷なき者として神にささげられたキ

リストの血は、なおさら、わたしたちの良

心をきよめて死んだわざを取り除き、生

ける神に仕える者としないであろうか。

(aiōnios g166) 15それだから、キリストは新し

い契約の仲保者なのである。それは、彼が

初めの契約のもとで犯した罪過をあがなう

ために死なれた結果、召された者たちが、

約束された永遠の国を受け継ぐためにほか

ならない。 (aiōnios g166) 16いったい、遺言に

は、遺言者の死の証明が必要である。 17遺

言は死によってのみその効力を生じ、遺言

者が生きている間は、効力がない。 18だか

ら、初めの契約も、血を流すことなしに成

立したのではない。 19すなわち、モーセが

、律法に従ってすべての戒めを民全体に宣
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言したとき、水と赤色の羊毛とヒソプとの

外に、子牛とやぎとの血を取って、契約書

と民全体とにふりかけ、 20そして、「これ

は、神があなたがたに対して立てられた契

約の血である」と言った。 21彼はまた、幕

屋と儀式用の器具いっさいにも、同様に血

をふりかけた。 22こうして、ほとんどすべ

ての物が、律法に従い、血によってきよめ

られたのである。血を流すことなしには、

罪のゆるしはあり得ない。 23このように、

天にあるもののひな型は、これらのもので

きよめられる必要があるが、天にあるもの

は、これらより更にすぐれたいけにえで、

きよめられねばならない。 24ところが、キ

リストは、ほんとうのものの模型にすぎな

い、手で造った聖所にはいらないで、上な

る天にはいり、今やわたしたちのために神

のみまえに出て下さったのである。 25大祭

司は、年ごとに、自分以外のものの血をた

ずさえて聖所にはいるが、キリストは、そ

のように、たびたびご自身をささげられる

のではなかった。 26もしそうだとすれば、

世の初めから、たびたび苦難を受けねばな

らなかったであろう。しかし事実、ご自身

をいけにえとしてささげて罪を取り除くた

めに、世の終りに、一度だけ現れたのであ

る。 (aiōn g165) 27そして、一度だけ死ぬこと

と、死んだ後さばきを受けることとが、人

間に定まっているように、 28キリストもま

た、多くの人の罪を負うために、一度だけ

ご自身をささげられた後、彼を待ち望んで

いる人々に、罪を負うためではなしに二度

目に現れて、救を与えられるのである。

10いったい、律法はきたるべき良いこと
の影をやどすにすぎず、そのものの真

のかたちをそなえているものではないから

、年ごとに引きつづきささげられる同じよ

うないけにえによっても、みまえに近づい

て来る者たちを、全うすることはできない

のである。 2もしできたとすれば、儀式に

たずさわる者たちは、一度きよめられた以

上、もはや罪の自覚がなくなるのであるか

ら、ささげ物をすることがやんだはずでは

あるまいか。 3しかし実際は、年ごとに、

いけにえによって罪の思い出がよみがえっ

て来るのである。 4なぜなら、雄牛ややぎ

などの血は、罪を除き去ることができない

からである。 5それだから、キリストがこ

の世にこられたとき、次のように言われた

、「あなたは、いけにえやささげ物を望ま

れないで、わたしのために、からだを備え

て下さった。 6あなたは燔祭や罪祭を好ま

れなかった。 7その時、わたしは言った、

『神よ、わたしにつき、巻物の書物に書い

てあるとおり、見よ、御旨を行うためにま

いりました』」。 8ここで、初めに、「あ

なたは、いけにえとささげ物と燔祭と罪祭

と（すなわち、律法に従ってささげられる

もの）を望まれず、好まれもしなかった」

とあり、 9次に、「見よ、わたしは御旨を

行うためにまいりました」とある。すなわ

ち、彼は、後のものを立てるために、初め

のものを廃止されたのである。 10この御旨

に基きただ一度イエス・キリストのからだ

がささげられたことによって、わたしたち

はきよめられたのである。 11こうして、す

べての祭司は立って日ごとに儀式を行い、

たびたび同じようないけにえをささげるが

、それらは決して罪を除き去ることはでき

ない。 12しかるに、キリストは多くの罪の

ために一つの永遠のいけにえをささげた後

、神の右に座し、 13それから、敵をその足

台とするときまで、待っておられる。 14彼

は一つのささげ物によって、きよめられた

者たちを永遠に全うされたのである。 15聖

霊もまた、わたしたちにあかしをして、 16

「わたしが、それらの日の後、彼らに対し

て立てようとする契約はこれであると、主

が言われる。わたしの律法を彼らの心に与

え、彼らの思いのうちに書きつけよう」と

言い、 17さらに、「もはや、彼らの罪と彼

らの不法とを、思い出すことはしない」と

述べている。 18これらのことに対するゆる

しがある以上、罪のためのささげ物は、も

はやあり得ない。 19兄弟たちよ。こういう

わけで、わたしたちはイエスの血によって

、はばかることなく聖所にはいることがで
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き、 20彼の肉体なる幕をとおり、わたした

ちのために開いて下さった新しい生きた道

をとおって、はいって行くことができるの

であり、 21さらに、神の家を治める大いな

る祭司があるのだから、 22心はすすがれて

良心のとがめを去り、からだは清い水で洗

われ、まごころをもって信仰の確信に満た

されつつ、みまえに近づこうではないか。

23また、約束をして下さったのは忠実なか

たであるから、わたしたちの告白する望み

を、動くことなくしっかりと持ち続け、 24

愛と善行とを励むように互に努め、 25ある

人たちがいつもしているように、集会をや

めることはしないで互に励まし、かの日が

近づいているのを見て、ますます、そうし

ようではないか。 26もしわたしたちが、真

理の知識を受けたのちにもなお、ことさら

に罪を犯しつづけるなら、罪のためのいけ

にえは、もはやあり得ない。 27ただ、さば

きと、逆らう者たちを焼きつくす激しい火

とを、恐れつつ待つことだけがある。 28モ

ーセの律法を無視する者が、あわれみを受

けることなしに、二、三の人の証言に基い

て死刑に処せられるとすれば、 29神の子を

踏みつけ、自分がきよめられた契約の血を

汚れたものとし、さらに恵みの御霊を侮る

者は、どんなにか重い刑罰に価することで

あろう。 30「復讐はわたしのすることであ

る。わたし自身が報復する」と言われ、ま

た「主はその民をさばかれる」と言われた

かたを、わたしたちは知っている。 31生け

る神のみ手のうちに落ちるのは、恐ろしい

ことである。 32あなたがたは、光に照され

たのち、苦しい大きな戦いによく耐えた初

めのころのことを、思い出してほしい。 33

そしられ苦しめられて見せ物にされたこと

もあれば、このようなめに会った人々の仲

間にされたこともあった。 34さらに獄に入

れられた人々を思いやり、また、もっとま

さった永遠の宝を持っていることを知って

、自分の財産が奪われても喜んでそれを忍

んだ。 35だから、あなたがたは自分の持っ

ている確信を放棄してはいけない。その確

信には大きな報いが伴っているのである。

36神の御旨を行って約束のものを受けるた

め、あなたがたに必要なのは、忍耐である

。 37「もうしばらくすれば、きたるべきか

たがお見えになる。遅くなることはない。

38わが義人は、信仰によって生きる。もし

信仰を捨てるなら、わたしのたましいはこ

れを喜ばない」。 39しかしわたしたちは、

信仰を捨てて滅びる者ではなく、信仰に立

って、いのちを得る者である。

11さて、信仰とは、望んでいる事がらを
確信し、まだ見ていない事実を確認す

ることである。 2昔の人たちは、この信仰

のゆえに賞賛された。 3信仰によって、わ

たしたちは、この世界が神の言葉で造られ

たのであり、したがって、見えるものは現

れているものから出てきたのでないことを

、悟るのである。 (aiōn g165) 4信仰によって、

アベルはカインよりもまさったいけにえを

神にささげ、信仰によって義なる者と認め

られた。神が、彼の供え物をよしとされた

からである。彼は死んだが、信仰によって

今もなお語っている。 5信仰によって、エ

ノクは死を見ないように天に移された。神

がお移しになったので、彼は見えなくなっ

た。彼が移される前に、神に喜ばれた者と

、あかしされていたからである。 6信仰が

なくては、神に喜ばれることはできない。

なぜなら、神に来る者は、神のいますこと

と、ご自身を求める者に報いて下さること

とを、必ず信じるはずだからである。 7信

仰によって、ノアはまだ見ていない事がら

について御告げを受け、恐れかしこみつつ

、その家族を救うために箱舟を造り、その

信仰によって世の罪をさばき、そして、信

仰による義を受け継ぐ者となった。 8信仰

によって、アブラハムは、受け継ぐべき地

に出て行けとの召しをこうむった時、それ

に従い、行く先を知らないで出て行った。

9信仰によって、他国にいるようにして約束

の地に宿り、同じ約束を継ぐイサク、ヤコ

ブと共に、幕屋に住んだ。 10彼は、ゆるが

ぬ土台の上に建てられた都を、待ち望んで

いたのである。その都をもくろみ、また建
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てたのは、神である。 11信仰によって、サ

ラもまた、年老いていたが、種を宿す力を

与えられた。約束をなさったかたは真実で

あると、信じていたからである。 12このよ

うにして、ひとりの死んだと同様な人から

、天の星のように、海べの数えがたい砂の

ように、おびただしい人が生れてきたので

ある。 13これらの人はみな、信仰をいだい

て死んだ。まだ約束のものは受けていなか

ったが、はるかにそれを望み見て喜び、そ

して、地上では旅人であり寄留者であるこ

とを、自ら言いあらわした。 14そう言いあ

らわすことによって、彼らがふるさとを求

めていることを示している。 15もしその出

てきた所のことを考えていたなら、帰る機

会はあったであろう。 16しかし実際、彼ら

が望んでいたのは、もっと良い、天にある

ふるさとであった。だから神は、彼らの神

と呼ばれても、それを恥とはされなかった

。事実、神は彼らのために、都を用意され

ていたのである。 17信仰によって、アブラ

ハムは、試錬を受けたとき、イサクをささ

げた。すなわち、約束を受けていた彼が、

そのひとり子をささげたのである。 18この

子については、「イサクから出る者が、あ

なたの子孫と呼ばれるであろう」と言われ

ていたのであった。 19彼は、神が死人の中

から人をよみがえらせる力がある、と信じ

ていたのである。だから彼は、いわば、イ

サクを生きかえして渡されたわけである。

20信仰によって、イサクは、きたるべきこ

とについて、ヤコブとエサウとを祝福した

。 21信仰によって、ヤコブは死のまぎわに

、ヨセフの子らをひとりびとり祝福し、そ

してそのつえのかしらによりかかって礼拝

した。 22信仰によって、ヨセフはその臨終

に、イスラエルの子らの出て行くことを思

い、自分の骨のことについてさしずした。

23信仰によって、モーセの生れたとき、両

親は、三か月のあいだ彼を隠した。それは

、彼らが子供のうるわしいのを見たからで

ある。彼らはまた、王の命令をも恐れなか

った。 24信仰によって、モーセは、成人し

たとき、パロの娘の子と言われることを拒

み、 25罪のはかない歓楽にふけるよりは、

むしろ神の民と共に虐待されることを選び

、 26キリストのゆえに受けるそしりを、エ

ジプトの宝にまさる富と考えた。それは、

彼が報いを望み見ていたからである。 27信

仰によって、彼は王の憤りをも恐れず、エ

ジプトを立ち去った。彼は、見えないかた

を見ているようにして、忍びとおした。 28

信仰によって、滅ぼす者が、長子らに手を

下すことのないように、彼は過越を行い血

を塗った。 29信仰によって、人々は紅海を

かわいた土地をとおるように渡ったが、同

じことを企てたエジプト人はおぼれ死んだ

。 30信仰によって、エリコの城壁は、七日

にわたってまわったために、くずれおちた

。 31信仰によって、遊女ラハブは、探りに

きた者たちをおだやかに迎えたので、不従

順な者どもと一緒に滅びることはなかった

。 32このほか、何を言おうか。もしギデオ

ン、バラク、サムソン、エフタ、ダビデ、

サムエル及び預言者たちについて語り出す

なら、時間が足りないであろう。 33彼らは

信仰によって、国々を征服し、義を行い、

約束のものを受け、ししの口をふさぎ、 34

火の勢いを消し、つるぎの刃をのがれ、弱

いものは強くされ、戦いの勇者となり、他

国の軍を退かせた。 35女たちは、その死者

たちをよみがえらさせてもらった。ほかの

者は、更にまさったいのちによみがえるた

めに、拷問の苦しみに甘んじ、放免される

ことを願わなかった。 36なおほかの者たち

は、あざけられ、むち打たれ、しばり上げ

られ、投獄されるほどのめに会った。 37あ

るいは、石で打たれ、さいなまれ、のこぎ

りで引かれ、つるぎで切り殺され、羊の皮

や、やぎの皮を着て歩きまわり、無一物に

なり、悩まされ、苦しめられ、 38（この世

は彼らの住む所ではなかった）、荒野と山

の中と岩の穴と土の穴とを、さまよい続け

た。 39さて、これらの人々はみな、信仰に

よってあかしされたが、約束のものは受け

なかった。 40神はわたしたちのために、さ

らに良いものをあらかじめ備えて下さって
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いるので、わたしたちをほかにしては彼ら

が全うされることはない。

12こういうわけで、わたしたちは、この
ような多くの証人に雲のように囲まれ

ているのであるから、いっさいの重荷と、

からみつく罪とをかなぐり捨てて、わたし

たちの参加すべき競走を、耐え忍んで走り

ぬこうではないか。 2信仰の導き手であり

、またその完成者であるイエスを仰ぎ見つ

つ、走ろうではないか。彼は、自分の前に

おかれている喜びのゆえに、恥をもいとわ

ないで十字架を忍び、神の御座の右に座す

るに至ったのである。 3あなたがたは、弱

り果てて意気そそうしないために、罪人ら

のこのような反抗を耐え忍んだかたのこと

を、思いみるべきである。 4あなたがたは

、罪と取り組んで戦う時、まだ血を流すほ

どの抵抗をしたことがない。 5また子たち

に対するように、あなたがたに語られたこ

の勧めの言葉を忘れている、「わたしの子

よ、主の訓練を軽んじてはいけない。主に

責められるとき、弱り果ててはならない。

6主は愛する者を訓練し、受けいれるすべて

の子を、むち打たれるのである」。 7あな

たがたは訓練として耐え忍びなさい。神は

あなたがたを、子として取り扱っておられ

るのである。いったい、父に訓練されない

子があるだろうか。 8だれでも受ける訓練

が、あなたがたに与えられないとすれば、

それこそ、あなたがたは私生子であって、

ほんとうの子ではない。 9その上、肉親の

父はわたしたちを訓練するのに、なお彼を

うやまうとすれば、なおさら、わたしたち

は、たましいの父に服従して、真に生きる

べきではないか。 10肉親の父は、しばらく

の間、自分の考えに従って訓練を与えるが

、たましいの父は、わたしたちの益のため

、そのきよさにあずからせるために、そう

されるのである。 11すべての訓練は、当座

は、喜ばしいものとは思われず、むしろ悲

しいものと思われる。しかし後になれば、

それによって鍛えられる者に、平安な義の

実を結ばせるようになる。 12それだから、

あなたがたのなえた手と、弱くなっている

ひざとを、まっすぐにしなさい。 13また、

足のなえている者が踏みはずすことなく、

むしろいやされるように、あなたがたの足

のために、まっすぐな道をつくりなさい。

14すべての人と相和し、また、自らきよく

なるように努めなさい。きよくならなけれ

ば、だれも主を見ることはできない。 15気

をつけて、神の恵みからもれることがない

ように、また、苦い根がはえ出て、あなた

がたを悩まし、それによって多くの人が汚

されることのないようにしなさい。 16また

、一杯の食のために長子の権利を売ったエ

サウのように、不品行な俗悪な者にならな

いようにしなさい。 17あなたがたの知って

いるように、彼はその後、祝福を受け継ご

うと願ったけれども、捨てられてしまい、

涙を流してそれを求めたが、悔改めの機会

を得なかったのである。 18あなたがたが近

づいているのは、手で触れることができ、

火が燃え、黒雲や暗やみやあらしにつつま

れ、 19また、ラッパの響や、聞いた者たち

がそれ以上、耳にしたくないと願ったよう

な言葉がひびいてきた山ではない。 20そこ

では、彼らは、「けものであっても、山に

触たら、石で打ち殺されてしまえ」という

命令の言葉に、耐えることができなかった

のである。 21その光景が恐ろしかったので

モーセさえも、「わたしは恐ろしさのあま

り、おののいている」と言ったほどである

。 22しかしあなたがたが近づいているのは

、シオンの山、生ける神の都、天にあるエ

ルサレム、無数の天使の祝会、 23天に登録

されている長子たちの教会、万民の審判者

なる神、全うされた義人の霊、 24新しい契

約の仲保者イエス、ならびに、アベルの血

よりも力強く語るそそがれた血である。 25

あなたがたは、語っておられるかたを拒む

ことがないように、注意しなさい。もし地

上で御旨を告げた者を拒んだ人々が、罰を

のがれることができなかったなら、天から

告げ示すかたを退けるわたしたちは、なお

さらそうなるのではないか。 26あの時には

、御声が地を震わせた。しかし今は、約束

して言われた、「わたしはもう一度、地ば
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かりでなく天をも震わそう」。 27この「も

う一度」という言葉は、震われないものが

残るために、震われるものが、造られたも

のとして取り除かれることを示している。

28このように、わたしたちは震われない国

を受けているのだから、感謝をしようでは

ないか。そして感謝しつつ、恐れかしこみ

、神に喜ばれるように、仕えていこう。 29

わたしたちの神は、実に、焼きつくす火で

ある。

13兄弟愛を続けなさい。 2旅人をもてな

すことを忘れてはならない。このよう

にして、ある人々は、気づかないで御使た

ちをもてなした。 3獄につながれている人

たちを、自分も一緒につながれている心持

で思いやりなさい。また、自分も同じ肉体

にある者だから、苦しめられている人たち

のことを、心にとめなさい。 4すべての人

は、結婚を重んずべきである。また寝床を

汚してはならない。神は、不品行な者や姦

淫をする者をさばかれる。 5金銭を愛する

ことをしないで、自分の持っているもので

満足しなさい。主は、「わたしは、決して

あなたを離れず、あなたを捨てない」と言

われた。 6だから、わたしたちは、はばか

らずに言おう、「主はわたしの助け主であ

る。わたしには恐れはない。人は、わたし

に何ができようか」。 7神の言をあなたが

たに語った指導者たちのことを、いつも思

い起しなさい。彼らの生活の最後を見て、

その信仰にならいなさい。 8イエス・キリ

ストは、きのうも、きょうも、いつまでも

変ることがない。 (aiōn g165) 9さまざまな違っ

た教によって、迷わされてはならない。食

物によらず、恵みによって、心を強くする

がよい。食物によって歩いた者は、益を得

ることがなかった。 10わたしたちには一つ

の祭壇がある。幕屋で仕えている者たちは

、その祭壇の食物をたべる権利はない。 11

なぜなら、大祭司によって罪のためにささ

げられるけものの血は、聖所のなかに携え

て行かれるが、そのからだは、営所の外で

焼かれてしまうからである。 12だから、イ

エスもまた、ご自分の血で民をきよめるた

めに、門の外で苦難を受けられたのである

。 13したがって、わたしたちも、彼のはず

かしめを身に負い、営所の外に出て、みも

とに行こうではないか。 14この地上には、

永遠の都はない。きたらんとする都こそ、

わたしたちの求めているものである。 15だ

から、わたしたちはイエスによって、さん

びのいけにえ、すなわち、彼の御名をたた

えるくちびるの実を、たえず神にささげよ

うではないか。 16そして、善を行うことと

施しをすることとを、忘れてはいけない。

神は、このようないけにえを喜ばれる。 17

あなたがたの指導者たちの言うことを聞き

いれて、従いなさい。彼らは、神に言いひ

らきをすべき者として、あなたがたのたま

しいのために、目をさましている。彼らが

嘆かないで、喜んでこのことをするように

しなさい。そうでないと、あなたがたの益

にならない。 18わたしたちのために、祈っ

てほしい。わたしたちは明らかな良心を持

っていると信じており、何事についても、

正しく行動しようと願っている。 19わたし

があなたがたの所に早く帰れるため、祈っ

てくれるように、特にお願いする。 20永遠

の契約の血による羊の大牧者、わたしたち

の主イエスを、死人の中から引き上げられ

た平和の神が、 (aiōnios g166) 21イエス・キリ

ストによって、みこころにかなうことをわ

たしたちにして下さり、あなたがたが御旨

を行うために、すべての良きものを備えて

下さるようにこい願う。栄光が、世々限り

なく神にあるように、アァメン。 (aiōn g165)

22兄弟たちよ。どうかわたしの勧めの言葉

を受けいれてほしい。わたしは、ただ手み

じかに書いたのだから。 23わたしたちの兄

弟テモテがゆるされたことを、お知らせす

る。もし彼が早く来れば、彼と一緒にわた

しはあなたがたに会えるだろう。 24あなた

がたの指導者一同と聖徒たち一同に、よろ

しく伝えてほしい。イタリヤからきた人々

から、あなたがたによろしく。 25恵みが、

あなたがた一同にあるように。
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ヤコブの手紙

1神と主イエス・キリストとの僕ヤコブか
ら、離散している十二部族の人々へ、あ

いさつをおくる。 2わたしの兄弟たちよ。

あなたがたが、いろいろな試錬に会った場

合、それをむしろ非常に喜ばしいことと思

いなさい。 3あなたがたの知っているとお

り、信仰がためされることによって、忍耐

が生み出されるからである。 4だから、な

んら欠点のない、完全な、でき上がった人

となるように、その忍耐力を十分に働かせ

るがよい。 5あなたがたのうち、知恵に不

足している者があれば、その人は、とがめ

もせずに惜しみなくすべての人に与える神

に、願い求めるがよい。そうすれば、与え

られるであろう。 6ただ、疑わないで、信

仰をもって願い求めなさい。疑う人は、風

の吹くままに揺れ動く海の波に似ている。

7そういう人は、主から何かをいただけるも

ののように思うべきではない。 8そんな人

間は、二心の者であって、そのすべての行

動に安定がない。 9低い身分の兄弟は、自

分が高くされたことを喜びなさい。 10また

、富んでいる者は、自分が低くされたこと

を喜ぶがよい。富んでいる者は、草花のよ

うに過ぎ去るからである。 11たとえば、太

陽が上って熱風をおくると、草を枯らす。

そしてその花は落ち、その美しい姿は消え

うせてしまう。それと同じように、富んで

いる者も、その一生の旅なかばで没落する

であろう。 12試錬を耐え忍ぶ人は、さいわ

いである。それを忍びとおしたなら、神を

愛する者たちに約束されたいのちの冠を受

けるであろう。 13だれでも誘惑に会う場合

、「この誘惑は、神からきたものだ」と言

ってはならない。神は悪の誘惑に陥るよう

なかたではなく、また自ら進んで人を誘惑

することもなさらない。 14人が誘惑に陥る

のは、それぞれ、欲に引かれ、さそわれる

からである。 15欲がはらんで罪を生み、罪

が熟して死を生み出す。 16愛する兄弟たち

よ。思い違いをしてはいけない。 17あらゆ

る良い贈り物、あらゆる完全な賜物は、上

から、光の父から下って来る。父には、変

化とか回転の影とかいうものはない。 18父

は、わたしたちを、いわば被造物の初穂と

するために、真理の言葉によって御旨のま

まに、生み出して下さったのである。 19愛

する兄弟たちよ。このことを知っておきな

さい。人はすべて、聞くに早く、語るにお

そく、怒るにおそくあるべきである。 20人

の怒りは、神の義を全うするものではない

からである。 21だから、すべての汚れや、

はなはだしい悪を捨て去って、心に植えつ

けられている御言を、すなおに受け入れな

さい。御言には、あなたがたのたましいを

救う力がある。 22そして、御言を行う人に

なりなさい。おのれを欺いて、ただ聞くだ

けの者となってはいけない。 23おおよそ御

言を聞くだけで行わない人は、ちょうど、

自分の生れつきの顔を鏡に映して見る人の

ようである。 24彼は自分を映して見てそこ

から立ち去ると、そのとたんに、自分の姿

がどんなであったかを忘れてしまう。 25こ

れに反して、完全な自由の律法を一心に見

つめてたゆまない人は、聞いて忘れてしま

う人ではなくて、実際に行う人である。こ

ういう人は、その行いによって祝福される

。 26もし人が信心深い者だと自任しながら

、舌を制することをせず、自分の心を欺い

ているならば、その人の信心はむなしいも

のである。 27父なる神のみまえに清く汚れ

のない信心とは、困っている孤児や、やも

めを見舞い、自らは世の汚れに染まずに、

身を清く保つことにほかならない。

2わたしの兄弟たちよ。わたしたちの栄光
の主イエス・キリストへの信仰を守るの

に、分け隔てをしてはならない。 2たとえ

ば、あなたがたの会堂に、金の指輪をはめ

、りっぱな着物を着た人がはいって来ると

同時に、みすぼらしい着物を着た貧しい人

がはいってきたとする。 3その際、りっぱ

な着物を着た人に対しては、うやうやしく

「どうぞ、こちらの良い席にお掛け下さい

」と言い、貧しい人には、「あなたは、そ

こに立っていなさい。それとも、わたしの

足もとにすわっているがよい」と言ったと
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したら、 4あなたがたは、自分たちの間で

差別立てをし、よからぬ考えで人をさばく

者になったわけではないか。 5愛する兄弟

たちよ。よく聞きなさい。神は、この世の

貧しい人たちを選んで信仰に富ませ、神を

愛する者たちに約束された御国の相続者と

されたではないか。 6しかるに、あなたが

たは貧しい人をはずかしめたのである。あ

なたがたをしいたげ、裁判所に引きずり込

むのは、富んでいる者たちではないか。 7

あなたがたに対して唱えられた尊い御名を

汚すのは、実に彼らではないか。 8しかし

、もしあなたがたが、「自分を愛するよう

に、あなたの隣り人を愛せよ」という聖書

の言葉に従って、このきわめて尊い律法を

守るならば、それは良いことである。 9し

かし、もし分け隔てをするならば、あなた

がたは罪を犯すことになり、律法によって

違反者として宣告される。 10なぜなら、律

法をことごとく守ったとしても、その一つ

の点にでも落ち度があれば、全体を犯した

ことになるからである。 11たとえば、「姦

淫するな」と言われたかたは、また「殺す

な」とも仰せになった。そこで、たとい姦

淫はしなくても、人殺しをすれば、律法の

違反者になったことになる。 12だから、自

由の律法によってさばかるべき者らしく語

り、かつ行いなさい。 13あわれみを行わな

かった者に対しては、仮借のないさばきが

下される。あわれみは、さばきにうち勝つ

。 14わたしの兄弟たちよ。ある人が自分に

は信仰があると称していても、もし行いが

なかったら、なんの役に立つか。その信仰

は彼を救うことができるか。 15ある兄弟ま

たは姉妹が裸でいて、その日の食物にもこ

と欠いている場合、 16あなたがたのうち、

だれかが、「安らかに行きなさい。暖まっ

て、食べ飽きなさい」と言うだけで、その

からだに必要なものを何ひとつ与えなかっ

たとしたら、なんの役に立つか。 17信仰も

、それと同様に、行いを伴わなければ、そ

れだけでは死んだものである。 18しかし、

「ある人には信仰があり、またほかの人に

は行いがある」と言う者があろう。それな

ら、行いのないあなたの信仰なるものを見

せてほしい。そうしたら、わたしの行いに

よって信仰を見せてあげよう。 19あなたは

、神はただひとりであると信じているのか

。それは結構である。悪霊どもでさえ、信

じておののいている。 20ああ、愚かな人よ

。行いを伴わない信仰のむなしいことを知

りたいのか。 21わたしたちの父祖アブラハ

ムは、その子イサクを祭壇にささげた時、

行いによって義とされたのではなかったか

。 22あなたが知っているとおり、彼におい

ては、信仰が行いと共に働き、その行いに

よって信仰が全うされ、 23こうして、「ア

ブラハムは神を信じた。それによって、彼

は義と認められた」という聖書の言葉が成

就し、そして、彼は「神の友」と唱えられ

たのである。 24これでわかるように、人が

義とされるのは、行いによるのであって、

信仰だけによるのではない。 25同じように

、かの遊女ラハブでさえも、使者たちをも

てなし、彼らを別な道から送り出した時、

行いによって義とされたではないか。 26霊

魂のないからだが死んだものであると同様

に、行いのない信仰も死んだものなのであ

る。

3わたしの兄弟たちよ。あなたがたのうち
多くの者は、教師にならないがよい。わ

たしたち教師が、他の人たちよりも、もっ

ときびしいさばきを受けることが、よくわ

かっているからである。 2わたしたちは皆

、多くのあやまちを犯すものである。もし

、言葉の上であやまちのない人があれば、

そういう人は、全身をも制御することので

きる完全な人である。 3馬を御するために

、その口にくつわをはめるなら、その全身

を引きまわすことができる。 4また船を見

るがよい。船体が非常に大きく、また激し

い風に吹きまくられても、ごく小さなかじ

一つで、操縦者の思いのままに運転される

。 5それと同じく、舌は小さな器官ではあ

るが、よく大言壮語する。見よ、ごく小さ

な火でも、非常に大きな森を燃やすではな

いか。 6舌は火である。不義の世界である

。舌は、わたしたちの器官の一つとしてそ



ヤコブの手紙 252

なえられたものであるが、全身を汚し、生

存の車輪を燃やし、自らは地獄の火で焼か

れる。 (Geenna g1067) 7あらゆる種類の獣、鳥

、這うもの、海の生物は、すべて人類に制

せられるし、また制せられてきた。 8とこ

ろが、舌を制しうる人は、ひとりもいない

。それは、制しにくい悪であって、死の毒

に満ちている。 9わたしたちは、この舌で

父なる主をさんびし、また、その同じ舌で

、神にかたどって造られた人間をのろって

いる。 10同じ口から、さんびとのろいとが

出て来る。わたしの兄弟たちよ。このよう

な事は、あるべきでない。 11泉が、甘い水

と苦い水とを、同じ穴からふき出すことが

あろうか。 12わたしの兄弟たちよ。いちじ

くの木がオリブの実を結び、ぶどうの木が

いちじくの実を結ぶことができようか。塩

水も、甘い水を出すことはできない。 13あ

なたがたのうちで、知恵があり物わかりの

よい人は、だれであるか。その人は、知恵

にかなう柔和な行いをしていることを、よ

い生活によって示すがよい。 14しかし、も

しあなたがたの心の中に、苦々しいねたみ

や党派心をいだいているのなら、誇り高ぶ

ってはならない。また、真理にそむいて偽

ってはならない。 15そのような知恵は、上

から下ってきたものではなくて、地につく

もの、肉に属するもの、悪魔的なものであ

る。 16ねたみと党派心とのあるところには

、混乱とあらゆる忌むべき行為とがある。

17しかし上からの知恵は、第一に清く、次

に平和、寛容、温順であり、あわれみと良

い実とに満ち、かたより見ず、偽りがない

。 18義の実は、平和を造り出す人たちによ

って、平和のうちにまかれるものである。

4あなたがたの中の戦いや争いは、いった
い、どこから起るのか。それはほかでは

ない。あなたがたの肢体の中で相戦う欲情

からではないか。 2あなたがたは、むさぼ

るが得られない。そこで人殺しをする。熱

望するが手に入れることができない。そこ

で争い戦う。あなたがたは、求めないから

得られないのだ。 3求めても与えられない

のは、快楽のために使おうとして、悪い求

め方をするからだ。 4不貞のやからよ。世

を友とするのは、神への敵対であることを

、知らないか。おおよそ世の友となろうと

思う者は、自らを神の敵とするのである。

5それとも、「神は、わたしたちの内に住ま

わせた霊を、ねたむほどに愛しておられる

」と聖書に書いてあるのは、むなしい言葉

だと思うのか。 6しかし神は、いや増しに

恵みを賜う。であるから、「神は高ぶる者

をしりぞけ、へりくだる者に恵みを賜う」

とある。 7そういうわけだから、神に従い

なさい。そして、悪魔に立ちむかいなさい

。そうすれば、彼はあなたがたから逃げ去

るであろう。 8神に近づきなさい。そうす

れば、神はあなたがたに近づいて下さるで

あろう。罪人どもよ、手をきよめよ。二心

の者どもよ、心を清くせよ。 9苦しめ、悲

しめ、泣け。あなたがたの笑いを悲しみに

、喜びを憂いに変えよ。 10主のみまえにへ

りくだれ。そうすれば、主は、あなたがた

を高くして下さるであろう。 11兄弟たちよ

。互に悪口を言い合ってはならない。兄弟

の悪口を言ったり、自分の兄弟をさばいた

りする者は、律法をそしり、律法をさばく

やからである。もしあなたが律法をさばく

なら、律法の実行者ではなくて、その審判

者なのである。 12しかし、立法者であり審

判者であるかたは、ただひとりであって、

救うことも滅ぼすこともできるのである。

しかるに、隣り人をさばくあなたは、いっ

たい、何者であるか。 13よく聞きなさい。

「きょうか、あす、これこれの町へ行き、

そこに一か年滞在し、商売をして一もうけ

しよう」と言う者たちよ。 14あなたがたは

、あすのこともわからぬ身なのだ。あなた

がたのいのちは、どんなものであるか。あ

なたがたは、しばしの間あらわれて、たち

まち消え行く霧にすぎない。 15むしろ、あ

なたがたは「主のみこころであれば、わた

しは生きながらえもし、あの事この事もし

よう」と言うべきである。 16ところが、あ

なたがたは誇り高ぶっている。このような

高慢は、すべて悪である。 17人が、なすべ
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き善を知りながら行わなければ、それは彼

にとって罪である。

5富んでいる人たちよ。よく聞きなさい。
あなたがたは、自分の身に降りかかろう

としているわざわいを思って、泣き叫ぶが

よい。 2あなたがたの富は朽ち果て、着物

はむしばまれ、 3金銀はさびている。そし

て、そのさびの毒は、あなたがたの罪を責

め、あなたがたの肉を火のように食いつく

すであろう。あなたがたは、終りの時にい

るのに、なお宝をたくわえている。 4見よ

、あなたがたが労働者たちに畑の刈入れを

させながら、支払わずにいる賃銀が、叫ん

でいる。そして、刈入れをした人たちの叫

び声が、すでに万軍の主の耳に達している

。 5あなたがたは、地上でおごり暮し、快

楽にふけり、「ほふらるる日」のために、

おのが心を肥やしている。 6そして、義人

を罪に定め、これを殺した。しかも彼は、

あなたがたに抵抗しない。 7だから、兄弟

たちよ。主の来臨の時まで耐え忍びなさい

。見よ、農夫は、地の尊い実りを、前の雨

と後の雨とがあるまで、耐え忍んで待って

いる。 8あなたがたも、主の来臨が近づい

ているから、耐え忍びなさい。心を強くし

ていなさい。 9兄弟たちよ。互に不平を言

い合ってはならない。さばきを受けるかも

知れないから。見よ、さばき主が、すでに

戸口に立っておられる。 10兄弟たちよ。苦

しみを耐え忍ぶことについては、主の御名

によって語った預言者たちを模範にするが

よい。 11忍び抜いた人たちはさいわいであ

ると、わたしたちは思う。あなたがたは、

ヨブの忍耐のことを聞いている。また、主

が彼になさったことの結末を見て、主がい

かに慈愛とあわれみとに富んだかたである

かが、わかるはずである。 12さて、わたし

の兄弟たちよ。何はともあれ、誓いをして

はならない。天をさしても、地をさしても

、あるいは、そのほかのどんな誓いによっ

ても、いっさい誓ってはならない。むしろ

、「しかり」を「しかり」とし、「否」を

「否」としなさい。そうしないと、あなた

がたは、さばきを受けることになる。 13あ

なたがたの中に、苦しんでいる者があるか

。その人は、祈るがよい。喜んでいる者が

あるか。その人は、さんびするがよい。 14

あなたがたの中に、病んでいる者があるか

。その人は、教会の長老たちを招き、主の

御名によって、オリブ油を注いで祈っても

らうがよい。 15信仰による祈は、病んでい

る人を救い、そして、主はその人を立ちあ

がらせて下さる。かつ、その人が罪を犯し

ていたなら、それもゆるされる。 16だから

、互に罪を告白し合い、また、いやされる

ようにお互のために祈りなさい。義人の祈

は、大いに力があり、効果のあるものであ

る。 17エリヤは、わたしたちと同じ人間で

あったが、雨が降らないようにと祈をささ

げたところ、三年六か月のあいだ、地上に

雨が降らなかった。 18それから、ふたたび

祈ったところ、天は雨を降らせ、地はその

実をみのらせた。 19わたしの兄弟たちよ。

あなたがたのうち、真理の道から踏み迷う

者があり、だれかが彼を引きもどすなら、

20かように罪人を迷いの道から引きもどす

人は、そのたましいを死から救い出し、か

つ、多くの罪をおおうものであることを、

知るべきである。
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ペテロの手紙第一

1イエス・キリストの使徒ペテロから、ポ
ント、ガラテヤ、カパドキヤ、アジヤお

よびビテニヤに離散し寄留している人たち

、 2すなわち、イエス・キリストに従い、

かつ、その血のそそぎを受けるために、父

なる神の予知されたところによって選ばれ

、御霊のきよめにあずかっている人たちへ

。恵みと平安とが、あなたがたに豊かに加

わるように。 3ほむべきかな、わたしたち

の主イエス・キリストの父なる神。神は、

その豊かなあわれみにより、イエス・キリ

ストを死人の中からよみがえらせ、それに

より、わたしたちを新たに生れさせて生け

る望みをいだかせ、 4あなたがたのために

天にたくわえてある、朽ちず汚れず、しぼ

むことのない資産を受け継ぐ者として下さ

ったのである。 5あなたがたは、終りの時

に啓示さるべき救にあずかるために、信仰

により神の御力に守られているのである。

6そのことを思って、今しばらくのあいだは

、さまざまな試錬で悩まねばならないかも

知れないが、あなたがたは大いに喜んでい

る。 7こうして、あなたがたの信仰はため

されて、火で精錬されても朽ちる外はない

金よりもはるかに尊いことが明らかにされ

、イエス・キリストの現れるとき、さんび

と栄光とほまれとに変るであろう。 8あな

たがたは、イエス・キリストを見たことは

ないが、彼を愛している。現在、見てはい

ないけれども、信じて、言葉につくせない

、輝きにみちた喜びにあふれている。 9そ

れは、信仰の結果なるたましいの救を得て

いるからである。 10この救については、あ

なたがたに対する恵みのことを預言した預

言者たちも、たずね求め、かつ、つぶさに

調べた。 11彼らは、自分たちのうちにいま

すキリストの霊が、キリストの苦難とそれ

に続く栄光とを、あらかじめあかしした時

、それは、いつの時、どんな場合をさした

のかを、調べたのである。 12そして、それ

らについて調べたのは、自分たちのためで

はなくて、あなたがたのための奉仕である

ことを示された。それらの事は、天からつ

かわされた聖霊に感じて福音をあなたがた

に宣べ伝えた人々によって、今や、あなた

がたに告げ知らされたのであるが、これは

、御使たちも、うかがい見たいと願ってい

る事である。 13それだから、心の腰に帯を

締め、身を慎み、イエス・キリストの現れ

る時に与えられる恵みを、いささかも疑わ

ずに待ち望んでいなさい。 14従順な子供と

して、無知であった時代の欲情に従わず、

15むしろ、あなたがたを召して下さった聖

なるかたにならって、あなたがた自身も、

あらゆる行いにおいて聖なる者となりなさ

い。 16聖書に、「わたしが聖なる者である

から、あなたがたも聖なる者になるべきで

ある」と書いてあるからである。 17あなた

がたは、人をそれぞれのしわざに応じて、

公平にさばくかたを、父と呼んでいるから

には、地上に宿っている間を、おそれの心

をもって過ごすべきである。 18あなたがた

のよく知っているとおり、あなたがたが先

祖伝来の空疎な生活からあがない出された

のは、銀や金のような朽ちる物によったの

ではなく、 19きずも、しみもない小羊のよ

うなキリストの尊い血によったのである。

20キリストは、天地が造られる前から、あ

らかじめ知られていたのであるが、この終

りの時に至って、あなたがたのために現れ

たのである。 21あなたがたは、このキリス

トによって、彼を死人の中からよみがえら

せて、栄光をお与えになった神を信じる者

となったのであり、したがって、あなたが

たの信仰と望みとは、神にかかっているの

である。 22あなたがたは、真理に従うこと

によって、たましいをきよめ、偽りのない

兄弟愛をいだくに至ったのであるから、互

に心から熱く愛し合いなさい。 23あなたが

たが新たに生れたのは、朽ちる種からでは

なく、朽ちない種から、すなわち、神の変

ることのない生ける御言によったのである

。 (aiōn g165) 24「人はみな草のごとく、その

栄華はみな草の花に似ている。草は枯れ、

花は散る。 25しかし、主の言葉は、とこし
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えに残る」。これが、あなたがたに宣べ伝

えられた御言葉である。 (aiōn g165)

2だから、あらゆる悪意、あらゆる偽り、
偽善、そねみ、いっさいの悪口を捨てて

、 2今生れたばかりの乳飲み子のように、

混じりけのない霊の乳を慕い求めなさい。

それによっておい育ち、救に入るようにな

るためである。 3あなたがたは、主が恵み

深いかたであることを、すでに味わい知っ

たはずである。 4主は、人には捨てられた

が、神にとっては選ばれた尊い生ける石で

ある。 5この主のみもとにきて、あなたが

たも、それぞれ生ける石となって、霊の家

に築き上げられ、聖なる祭司となって、イ

エス・キリストにより、神によろこばれる

霊のいけにえを、ささげなさい。 6聖書に

こう書いてある、「見よ、わたしはシオン

に、選ばれた尊い石、隅のかしら石を置く

。それにより頼む者は、決して、失望に終

ることがない」。 7この石は、より頼んで

いるあなたがたには尊いものであるが、不

信仰な人々には「家造りらの捨てた石で、

隅のかしら石となったもの」、 8また「つ

まずきの石、妨げの岩」である。しかし、

彼らがつまずくのは、御言に従わないから

であって、彼らは、実は、そうなるように

定められていたのである。 9しかし、あな

たがたは、選ばれた種族、祭司の国、聖な

る国民、神につける民である。それによっ

て、暗やみから驚くべきみ光に招き入れて

下さったかたのみわざを、あなたがたが語

り伝えるためである。 10あなたがたは、以

前は神の民でなかったが、いまは神の民で

あり、以前は、あわれみを受けたことのな

い者であったが、いまは、あわれみを受け

た者となっている。 11愛する者たちよ。あ

なたがたに勧める。あなたがたは、この世

の旅人であり寄留者であるから、たましい

に戦いをいどむ肉の欲を避けなさい。 12異

邦人の中にあって、りっぱな行いをしなさ

い。そうすれば、彼らは、あなたがたを悪

人呼ばわりしていても、あなたがたのりっ

ぱなわざを見て、かえって、おとずれの日

に神をあがめるようになろう。 13あなたが

たは、すべて人の立てた制度に、主のゆえ

に従いなさい。主権者としての王であろう

と、 14あるいは、悪を行う者を罰し善を行

う者を賞するために、王からつかわされた

長官であろうと、これに従いなさい。 15善

を行うことによって、愚かな人々の無知な

発言を封じるのは、神の御旨なのである。

16自由人にふさわしく行動しなさい。ただ

し、自由をば悪を行う口実として用いず、

神の僕にふさわしく行動しなさい。 17すべ

ての人をうやまい、兄弟たちを愛し、神を

おそれ、王を尊びなさい。 18僕たる者よ。

心からのおそれをもって、主人に仕えなさ

い。善良で寛容な主人だけにでなく、気む

ずかしい主人にも、そうしなさい。 19もし

だれかが、不当な苦しみを受けても、神を

仰いでその苦痛を耐え忍ぶなら、それはよ

みせられることである。 20悪いことをして

打ちたたかれ、それを忍んだとしても、な

んの手柄になるのか。しかし善を行って苦

しみを受け、しかもそれを耐え忍んでいる

とすれば、これこそ神によみせられること

である。 21あなたがたは、実に、そうする

ようにと召されたのである。キリストも、

あなたがたのために苦しみを受け、御足の

跡を踏み従うようにと、模範を残されたの

である。 22キリストは罪を犯さず、その口

には偽りがなかった。 23ののしられても、

ののしりかえさず、苦しめられても、おび

やかすことをせず、正しいさばきをするか

たに、いっさいをゆだねておられた。 24さ

らに、わたしたちが罪に死に、義に生きる

ために、十字架にかかって、わたしたちの

罪をご自分の身に負われた。その傷によっ

て、あなたがたは、いやされたのである。

25あなたがたは、羊のようにさ迷っていた

が、今は、たましいの牧者であり監督であ

るかたのもとに、たち帰ったのである。

3同じように、妻たる者よ。夫に仕えなさ
い。そうすれば、たとい御言に従わない

夫であっても、 2あなたがたのうやうやし

く清い行いを見て、その妻の無言の行いに

よって、救に入れられるようになるであろ

う。 3あなたがたは、髪を編み、金の飾り
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をつけ、服装をととのえるような外面の飾

りではなく、 4かくれた内なる人、柔和で

、しとやかな霊という朽ちることのない飾

りを、身につけるべきである。これこそ、

神のみまえに、きわめて尊いものである。

5むかし、神を仰ぎ望んでいた聖なる女たち

も、このように身を飾って、その夫に仕え

たのである。 6たとえば、サラはアブラハ

ムに仕えて、彼を主と呼んだ。あなたがた

も、何事にもおびえ臆することなく善を行

えば、サラの娘たちとなるのである。 7夫

たる者よ。あなたがたも同じように、女は

自分よりも弱い器であることを認めて、知

識に従って妻と共に住み、いのちの恵みを

共どもに受け継ぐ者として、尊びなさい。

それは、あなたがたの祈が妨げられないた

めである。 8最後に言う。あなたがたは皆

、心をひとつにし、同情し合い、兄弟愛を

もち、あわれみ深くあり、謙虚でありなさ

い。 9悪をもって悪に報いず、悪口をもっ

て悪口に報いず、かえって、祝福をもって

報いなさい。あなたがたが召されたのは、

祝福を受け継ぐためなのである。 10「いの

ちを愛し、さいわいな日々を過ごそうと願

う人は、舌を制して悪を言わず、くちびる

を閉じて偽りを語らず、 11悪を避けて善を

行い、平和を求めて、これを追え。 12主の

目は義人たちに注がれ、主の耳は彼らの祈

にかたむく。しかし主の御顔は、悪を行う

者に対して向かう」。 13そこで、もしあな

たがたが善に熱心であれば、だれが、あな

たがたに危害を加えようか。 14しかし、万

一義のために苦しむようなことがあっても

、あなたがたはさいわいである。彼らを恐

れたり、心を乱したりしてはならない。 15

ただ、心の中でキリストを主とあがめなさ

い。また、あなたがたのうちにある望みに

ついて説明を求める人には、いつでも弁明

のできる用意をしていなさい。 16しかし、

やさしく、慎み深く、明らかな良心をもっ

て、弁明しなさい。そうすれば、あなたが

たがキリストにあって営んでいる良い生活

をそしる人々も、そのようにののしったこ

とを恥じいるであろう。 17善をおこなって

苦しむことはそれが神の御旨であれば悪を

おこなって苦しむよりも、まさっている。

18キリストも、あなたがたを神に近づけよ

うとして、自らは義なるかたであるのに、

不義なる人々のために、ひとたび罪のゆえ

に死なれた。ただし、肉においては殺され

たが、霊においては生かされたのである。

19こうして、彼は獄に捕われている霊ども

のところに下って行き、宣べ伝えることを

された。 20これらの霊というのは、むかし

ノアの箱舟が造られていた間、神が寛容を

もって待っておられたのに従わなかった者

どものことである。その箱舟に乗り込み、

水を経て救われたのは、わずかに八名だけ

であった。 21この水はバプテスマを象徴す

るものであって、今やあなたがたをも救う

のである。それは、イエス・キリストの復

活によるのであって、からだの汚れを除く

ことではなく、明らかな良心を神に願い求

めることである。 22キリストは天に上って

神の右に座し、天使たちともろもろの権威

、権力を従えておられるのである。

4このように、キリストは肉において苦し
まれたのであるから、あなたがたも同じ

覚悟で心の武装をしなさい。肉において苦

しんだ人は、それによって罪からのがれた

のである。 2それは、肉における残りの生

涯を、もはや人間の欲情によらず、神の御

旨によって過ごすためである。 3過ぎ去っ

た時代には、あなたがたは、異邦人の好み

にまかせて、好色、欲情、酔酒、宴楽、暴

飲、気ままな偶像礼拝などにふけってきた

が、もうそれで十分であろう。 4今はあな

たがたが、そうした度を過ごした乱行に加

わらないので、彼らは驚きあやしみ、かつ

、ののしっている。 5彼らは、やがて生け

る者と死ねる者とをさばくかたに、申し開

きをしなくてはならない。 6死人にさえ福

音が宣べ伝えられたのは、彼らは肉におい

ては人間としてさばきを受けるが、霊にお

いては神に従って生きるようになるためで

ある。 7万物の終りが近づいている。だか

ら、心を確かにし、身を慎んで、努めて祈
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りなさい。 8何よりもまず、互の愛を熱く

保ちなさい。愛は多くの罪をおおうもので

ある。 9不平を言わずに、互にもてなし合

いなさい。 10あなたがたは、それぞれ賜物

をいただいているのだから、神のさまざま

な恵みの良き管理人として、それをお互の

ために役立てるべきである。 11語る者は、

神の御言を語る者にふさわしく語り、奉仕

する者は、神から賜わる力による者にふさ

わしく奉仕すべきである。それは、すべて

のことにおいてイエス・キリストによって

、神があがめられるためである。栄光と力

とが世々限りなく、彼にあるように、アァ

メン。 (aiōn g165) 12愛する者たちよ。あなた

がたを試みるために降りかかって来る火の

ような試錬を、何か思いがけないことが起

ったかのように驚きあやしむことなく、 13

むしろ、キリストの苦しみにあずかればあ

ずかるほど、喜ぶがよい。それは、キリス

トの栄光が現れる際に、よろこびにあふれ

るためである。 14キリストの名のためにそ

しられるなら、あなたがたはさいわいであ

る。その時には、栄光の霊、神の霊が、あ

なたがたに宿るからである。 15あなたがた

のうち、だれも、人殺し、盗人、悪を行う

者、あるいは、他人に干渉する者として苦

しみに会うことのないようにしなさい。 16

しかし、クリスチャンとして苦しみを受け

るのであれば、恥じることはない。かえっ

て、この名によって神をあがめなさい。 17

さばきが神の家から始められる時がきた。

それが、わたしたちからまず始められると

したら、神の福音に従わない人々の行く末

は、どんなであろうか。 18また義人でさえ

、かろうじて救われるのだとすれば、不信

なる者や罪人は、どうなるであろうか。 19

だから、神の御旨に従って苦しみを受ける

人々は、善をおこない、そして、真実であ

られる創造者に、自分のたましいをゆだね

るがよい。

5そこで、あなたがたのうちの長老たちに
勧める。わたしも、長老のひとりで、キ

リストの苦難についての証人であり、また

、やがて現れようとする栄光にあずかる者

である。 2あなたがたにゆだねられている

神の羊の群れを牧しなさい。しいられてす

るのではなく、神に従って自ら進んでなし

、恥ずべき利得のためではなく、本心から

、それをしなさい。 3また、ゆだねられた

者たちの上に権力をふるうことをしないで

、むしろ、群れの模範となるべきである。

4そうすれば、大牧者が現れる時には、しぼ

むことのない栄光の冠を受けるであろう。

5同じように、若い人たちよ。長老たちに従

いなさい。また、みな互に謙遜を身につけ

なさい。神は高ぶる者をしりぞけ、へりく

だる者に恵みを賜うからである。 6だから

、あなたがたは、神の力強い御手の下に、

自らを低くしなさい。時が来れば神はあな

たがたを高くして下さるであろう。 7神は

あなたがたをかえりみていて下さるのであ

るから、自分の思いわずらいを、いっさい

神にゆだねるがよい。 8身を慎み、目をさ

ましていなさい。あなたがたの敵である悪

魔が、ほえたけるししのように、食いつく

すべきものを求めて歩き回っている。 9こ

の悪魔にむかい、信仰にかたく立って、抵

抗しなさい。あなたがたのよく知っている

とおり、全世界にいるあなたがたの兄弟た

ちも、同じような苦しみの数々に会ってい

るのである。 10あなたがたをキリストにあ

る永遠の栄光に招き入れて下さったあふる

る恵みの神は、しばらくの苦しみの後、あ

なたがたをいやし、強め、力づけ、不動の

ものとして下さるであろう。 (aiōnios g166) 11

どうか、力が世々限りなく、神にあるよう

に、アァメン。 (aiōn g165) 12わたしは、忠実

な兄弟として信頼しているシルワノの手に

よって、この短い手紙をあなたがたにおく

り、勧めをし、また、これが神のまことの

恵みであることをあかしした。この恵みの

うちに、かたく立っていなさい。 13あなた

がたと共に選ばれてバビロンにある教会、

ならびに、わたしの子マルコから、あなた

がたによろしく。 14愛の接吻をもって互に

あいさつをかわしなさい。キリストにある

あなたがた一同に、平安があるように。
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ペテロの手紙第二

1イエス・キリストの僕また使徒であるシ
メオン・ペテロから、わたしたちの神と

救主イエス・キリストとの義によって、わ

たしたちと同じ尊い信仰を授かった人々へ

。 2神とわたしたちの主イエスとを知るこ

とによって、恵みと平安とが、あなたがた

に豊かに加わるように。 3いのちと信心と

にかかわるすべてのことは、主イエスの神

聖な力によって、わたしたちに与えられて

いる。それは、ご自身の栄光と徳とによっ

て、わたしたちを召されたかたを知る知識

によるのである。 4また、それらのものに

よって、尊く、大いなる約束が、わたした

ちに与えられている。それは、あなたがた

が、世にある欲のために滅びることを免れ

、神の性質にあずかる者となるためである

。 5それだから、あなたがたは、力の限り

をつくして、あなたがたの信仰に徳を加え

、徳に知識を、 6知識に節制を、節制に忍

耐を、忍耐に信心を、 7信心に兄弟愛を、

兄弟愛に愛を加えなさい。 8これらのもの

があなたがたに備わって、いよいよ豊かに

なるならば、わたしたちの主イエス・キリ

ストを知る知識について、あなたがたは、

怠る者、実を結ばない者となることはない

であろう。 9これらのものを備えていない

者は、盲人であり、近視の者であり、自分

の以前の罪がきよめられたことを忘れてい

る者である。 10兄弟たちよ。それだから、

ますます励んで、あなたがたの受けた召し

と選びとを、確かなものにしなさい。そう

すれば、決してあやまちに陥ることはない

。 11こうして、わたしたちの主また救主イ

エス・キリストの永遠の国に入る恵みが、

あなたがたに豊かに与えられるからである

。 (aiōnios g166) 12それだから、あなたがたは

既にこれらのことを知っており、また、い

ま持っている真理に堅く立ってはいるが、

わたしは、これらのことをいつも、あなた

がたに思い起させたいのである。 13わたし

がこの幕屋にいる間、あなたがたに思い起

させて、奮い立たせることが適当と思う。

14それは、わたしたちの主イエス・キリス

トもわたしに示して下さったように、わた

しのこの幕屋を脱ぎ去る時が間近であるこ

とを知っているからである。 15わたしが世

を去った後にも、これらのことを、あなた

がたにいつも思い出させるように努めよう

。 16わたしたちの主イエス・キリストの力

と来臨とを、あなたがたに知らせた時、わ

たしたちは、巧みな作り話を用いることは

しなかった。わたしたちが、そのご威光の

目撃者なのだからである。 17イエスは父な

る神からほまれと栄光とをお受けになった

が、その時、おごそかな栄光の中から次の

ようなみ声がかかったのである、「これは

わたしの愛する子、わたしの心にかなう者

である」。 18わたしたちもイエスと共に聖

なる山にいて、天から出たこの声を聞いた

のである。 19こうして、預言の言葉は、わ

たしたちにいっそう確実なものになった。

あなたがたも、夜が明け、明星がのぼって

、あなたがたの心の中を照すまで、この預

言の言葉を暗やみに輝くともしびとして、

それに目をとめているがよい。 20聖書の預

言はすべて、自分勝手に解釈すべきでない

ことを、まず第一に知るべきである。 21な

ぜなら、預言は決して人間の意志から出た

ものではなく、人々が聖霊に感じ、神によ

って語ったものだからである。

2しかし、民の間に、にせ預言者が起った
ことがあるが、それと同じく、あなたが

たの間にも、にせ教師が現れるであろう。

彼らは、滅びに至らせる異端をひそかに持

ち込み、自分たちをあがなって下さった主

を否定して、すみやかな滅亡を自分の身に

招いている。 2また、大ぜいの人が彼らの

放縦を見習い、そのために、真理の道がそ

しりを受けるに至るのである。 3彼らは、

貪欲のために、甘言をもってあなたがたを

あざむき、利をむさぼるであろう。彼らに

対するさばきは昔から猶予なく行われ、彼

らの滅亡も滞ることはない。 4神は、罪を

犯した御使たちを許しておかないで、彼ら

を下界におとしいれ、さばきの時まで暗や

みの穴に閉じ込めておかれた。 (Tartaroō g5020)



ペテロの手紙第二259

5また、古い世界をそのままにしておかない

で、その不信仰な世界に洪水をきたらせ、

ただ、義の宣伝者ノアたち八人の者だけを

保護された。 6また、ソドムとゴモラの町

々を灰に帰せしめて破滅に処し、不信仰に

走ろうとする人々の見せしめとし、 7ただ

、非道の者どもの放縦な行いによってなや

まされていた義人ロトだけを救い出された

。 8（この義人は、彼らの間に住み、彼ら

の不法の行いを日々見聞きして、その正し

い心を痛めていたのである。） 9こういう

わけで、主は、信心深い者を試錬の中から

救い出し、また、不義な者ども、 10特に、

汚れた情欲におぼれ肉にしたがって歩み、

また、権威ある者を軽んじる人々を罰して

、さばきの日まで閉じ込めておくべきこと

を、よくご存じなのである。こういう人々

は、大胆不敵なわがまま者であって、栄光

ある者たちをそしってはばかるところがな

い。 11しかし、御使たちは、勢いにおいて

も力においても、彼らにまさっているにか

かわらず、彼らを主のみまえに訴えそしる

ことはしない。 12これらの者は、捕えられ

、ほふられるために生れてきた、分別のな

い動物のようなもので、自分が知りもしな

いことをそしり、その不義の報いとして罰

を受け、必ず滅ぼされてしまうのである。

13彼らは、真昼でさえ酒食を楽しみ、あな

たがたと宴会に同席して、だましごとにふ

けっている。彼らは、しみであり、きずで

ある。 14その目は淫行を追い、罪を犯して

飽くことを知らない。彼らは心の定まらな

い者を誘惑し、その心は貪欲に慣れ、のろ

いの子となっている。 15彼らは正しい道か

らはずれて迷いに陥り、ベオルの子バラム

の道に従った。バラムは不義の実を愛し、

16そのために、自分のあやまちに対すると

がめを受けた。ものを言わないろばが、人

間の声でものを言い、この預言者の狂気じ

みたふるまいをはばんだのである。 17この

人々は、いわば、水のない井戸、突風に吹

きはらわれる霧であって、彼らには暗やみ

が用意されている。 18彼らはむなしい誇を

語り、迷いの中に生きている人々の間から

、かろうじてのがれてきた者たちを、肉欲

と色情とによって誘惑し、 19この人々に自

由を与えると約束しながら、彼ら自身は滅

亡の奴隷になっている。おおよそ、人は征

服者の奴隷となるものである。 20彼らが、

主また救主なるイエス・キリストを知るこ

とにより、この世の汚れからのがれた後、

またそれに巻き込まれて征服されるならば

、彼らの後の状態は初めよりも、もっと悪

くなる。 21義の道を心得ていながら、自分

に授けられた聖なる戒めにそむくよりは、

むしろ義の道を知らなかった方がよい。 22

ことわざに、「犬は自分の吐いた物に帰り

、豚は洗われても、また、どろの中にころ

がって行く」とあるが、彼らの身に起った

ことは、そのとおりである。

3愛する者たちよ。わたしは今この第二の
手紙をあなたがたに書きおくり、これら

の手紙によって記憶を呼び起し、あなたが

たの純真な心を奮い立たせようとした。 2

それは、聖なる預言者たちがあらかじめ語

った言葉と、あなたがたの使徒たちが伝え

た主なる救主の戒めとを、思い出させるた

めである。 3まず次のことを知るべきであ

る。終りの時にあざける者たちが、あざけ

りながら出てきて、自分の欲情のままに生

活し、 4「主の来臨の約束はどうなったの

か。先祖たちが眠りについてから、すべて

のものは天地創造の初めからそのままであ

って、変ってはいない」と言うであろう。

5すなわち、彼らはこのことを認めようとは

しない。古い昔に天が存在し、地は神の言

によって、水がもとになり、また、水によ

って成ったのであるが、 6その時の世界は

、御言により水でおおわれて滅んでしまっ

た。 7しかし、今の天と地とは、同じ御言

によって保存され、不信仰な人々がさばか

れ、滅ぼさるべき日に火で焼かれる時まで

、そのまま保たれているのである。 8愛す

る者たちよ。この一事を忘れてはならない

。主にあっては、一日は千年のようであり

、千年は一日のようである。 9ある人々が

おそいと思っているように、主は約束の実

行をおそくしておられるのではない。ただ
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、ひとりも滅びることがなく、すべての者

が悔改めに至ることを望み、あなたがたに

対してながく忍耐しておられるのである。

10しかし、主の日は盗人のように襲って来

る。その日には、天は大音響をたてて消え

去り、天体は焼けてくずれ、地とその上に

造り出されたものも、みな焼きつくされる

であろう。 11このように、これらはみなく

ずれ落ちていくものであるから、神の日の

到来を熱心に待ち望んでいるあなたがたは

、 12極力、きよく信心深い行いをしていな

ければならない。その日には、天は燃えく

ずれ、天体は焼けうせてしまう。 13しかし

、わたしたちは、神の約束に従って、義の

住む新しい天と新しい地とを待ち望んでい

る。 14愛する者たちよ。それだから、この

日を待っているあなたがたは、しみもなく

きずもなく、安らかな心で、神のみまえに

出られるように励みなさい。 15また、わた

したちの主の寛容は救のためであると思い

なさい。このことは、わたしたちの愛する

兄弟パウロが、彼に与えられた知恵によっ

て、あなたがたに書きおくったとおりであ

る。 16彼は、どの手紙にもこれらのことを

述べている。その手紙の中には、ところど

ころ、わかりにくい箇所もあって、無学で

心の定まらない者たちは、ほかの聖書につ

いてもしているように、無理な解釈をほど

こして、自分の滅亡を招いている。 17愛す

る者たちよ。それだから、あなたがたはか

ねてから心がけているように、非道の者の

惑わしに誘い込まれて、あなたがた自身の

確信を失うことのないように心がけなさい

。 18そして、わたしたちの主また救主イエ

ス・キリストの恵みと知識とにおいて、ま

すます豊かになりなさい。栄光が、今も、

また永遠の日に至るまでも、主にあるよう

に、アァメン。 (aiōn g165)
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ヨハネの手紙第一

1初めからあったもの、わたしたちが聞い
たもの、目で見たもの、よく見て手でさ

わったもの、すなわち、いのちの言につい

て 2このいのちが現れたので、この永遠の

いのちをわたしたちは見て、そのあかしを

し、かつ、あなたがたに告げ知らせるので

ある。この永遠のいのちは、父と共にいま

したが、今やわたしたちに現れたものであ

る (aiōnios g166) 3すなわち、わたしたちが見た

もの、聞いたものを、あなたがたにも告げ

知らせる。それは、あなたがたも、わたし

たちの交わりにあずかるようになるためで

ある。わたしたちの交わりとは、父ならび

に御子イエス・キリストとの交わりのこと

である。 4これを書きおくるのは、わたし

たちの喜びが満ちあふれるためである。 5

わたしたちがイエスから聞いて、あなたが

たに伝えるおとずれは、こうである。神は

光であって、神には少しの暗いところもな

い。 6神と交わりをしていると言いながら

、もし、やみの中を歩いているなら、わた

したちは偽っているのであって、真理を行

っているのではない。 7しかし、神が光の

中にいますように、わたしたちも光の中を

歩くならば、わたしたちは互に交わりをも

ち、そして、御子イエスの血が、すべての

罪からわたしたちをきよめるのである。 8

もし、罪がないと言うなら、それは自分を

欺くことであって、真理はわたしたちのう

ちにない。 9もし、わたしたちが自分の罪

を告白するならば、神は真実で正しいかた

であるから、その罪をゆるし、すべての不

義からわたしたちをきよめて下さる。 10も

し、罪を犯したことがないと言うなら、そ

れは神を偽り者とするのであって、神の言

はわたしたちのうちにない。

2わたしの子たちよ。これらのことを書き
おくるのは、あなたがたが罪を犯さない

ようになるためである。もし、罪を犯す者

があれば、父のみもとには、わたしたちの

ために助け主、すなわち、義なるイエス・

キリストがおられる。 2彼は、わたしたち

の罪のための、あがないの供え物である。

ただ、わたしたちの罪のためばかりではな

く、全世界の罪のためである。 3もし、わ

たしたちが彼の戒めを守るならば、それに

よって彼を知っていることを悟るのである

。 4「彼を知っている」と言いながら、そ

の戒めを守らない者は、偽り者であって、

真理はその人のうちにない。 5しかし、彼

の御言を守る者があれば、その人のうちに

、神の愛が真に全うされるのである。それ

によって、わたしたちが彼にあることを知

るのである。 6「彼におる」と言う者は、

彼が歩かれたように、その人自身も歩くべ

きである。 7愛する者たちよ。わたしがあ

なたがたに書きおくるのは、新しい戒めで

はなく、あなたがたが初めから受けていた

古い戒めである。その古い戒めとは、あな

たがたがすでに聞いた御言である。 8しか

も、新しい戒めを、あなたがたに書きおく

るのである。そして、それは、彼にとって

もあなたがたにとっても、真理なのである

。なぜなら、やみは過ぎ去り、まことの光

がすでに輝いているからである。 9「光の

中にいる」と言いながら、その兄弟を憎む

者は、今なお、やみの中にいるのである。

10兄弟を愛する者は、光におるのであって

、つまずくことはない。 11兄弟を憎む者は

、やみの中におり、やみの中を歩くのであ

って、自分ではどこへ行くのかわからない

。やみが彼の目を見えなくしたからである

。 12子たちよ。あなたがたにこれを書きお

くるのは、御名のゆえに、あなたがたの多

くの罪がゆるされたからである。 13父たち

よ。あなたがたに書きおくるのは、あなた

がたが、初めからいますかたを知ったから

である。若者たちよ。あなたがたに書きお

くるのは、あなたがたが、悪しき者にうち

勝ったからである。 14子供たちよ。あなた

がたに書きおくったのは、あなたがたが父

を知ったからである。父たちよ。あなたが

たに書きおくったのは、あなたがたが、初

めからいますかたを知ったからである。若

者たちよ。あなたがたに書きおくったのは

、あなたがたが強い者であり、神の言があ
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なたがたに宿り、そして、あなたがたが悪

しき者にうち勝ったからである。 15世と世

にあるものとを、愛してはいけない。もし

、世を愛する者があれば、父の愛は彼のう

ちにない。 16すべて世にあるもの、すなわ

ち、肉の欲、目の欲、持ち物の誇は、父か

ら出たものではなく、世から出たものであ

る。 17世と世の欲とは過ぎ去る。しかし、

神の御旨を行う者は、永遠にながらえる。

(aiōn g165) 18子供たちよ。今は終りの時であ

る。あなたがたがかねて反キリストが来る

と聞いていたように、今や多くの反キリス

トが現れてきた。それによって今が終りの

時であることを知る。 19彼らはわたしたち

から出て行った。しかし、彼らはわたした

ちに属する者ではなかったのである。もし

属する者であったなら、わたしたちと一緒

にとどまっていたであろう。しかし、出て

行ったのは、元来、彼らがみなわたしたち

に属さない者であることが、明らかにされ

るためである。 20しかし、あなたがたは聖

なる者に油を注がれているので、あなたが

たすべてが、そのことを知っている。 21わ

たしが書きおくったのは、あなたがたが真

理を知らないからではなく、それを知って

いるからであり、また、すべての偽りは真

理から出るものでないことを、知っている

からである。 22偽り者とは、だれであるか

。イエスのキリストであることを否定する

者ではないか。父と御子とを否定する者は

、反キリストである。 23御子を否定する者

は父を持たず、御子を告白する者は、また

父をも持つのである。 24初めから聞いたこ

とが、あなたがたのうちに、とどまるよう

にしなさい。初めから聞いたことが、あな

たがたのうちにとどまっておれば、あなた

がたも御子と父とのうちに、とどまること

になる。 25これが、彼自らわたしたちに約

束された約束であって、すなわち、永遠の

いのちである。 (aiōnios g166) 26わたしは、あ

なたがたを惑わす者たちについて、これら

のことを書きおくった。 27あなたがたのう

ちには、キリストからいただいた油がとど

まっているので、だれにも教えてもらう必

要はない。この油が、すべてのことをあな

たがたに教える。それはまことであって、

偽りではないから、その油が教えたように

、あなたがたは彼のうちにとどまっていな

さい。 28そこで、子たちよ。キリストのう

ちにとどまっていなさい。それは、彼が現

れる時に、確信を持ち、その来臨に際して

、みまえに恥じいることがないためである

。 29彼の義なるかたであることがわかれば

、義を行う者はみな彼から生れたものであ

ることを、知るであろう。

3わたしたちが神の子と呼ばれるためには
、どんなに大きな愛を父から賜わったこ

とか、よく考えてみなさい。わたしたちは

、すでに神の子なのである。世がわたした

ちを知らないのは、父を知らなかったから

である。 2愛する者たちよ。わたしたちは

今や神の子である。しかし、わたしたちが

どうなるのか、まだ明らかではない。彼が

現れる時、わたしたちは、自分たちが彼に

似るものとなることを知っている。そのま

ことの御姿を見るからである。 3彼につい

てこの望みをいだいている者は皆、彼がき

よくあられるように、自らをきよくする。

4すべて罪を犯す者は、不法を行う者である

。罪は不法である。 5あなたがたが知って

いるとおり、彼は罪をとり除くために現れ

たのであって、彼にはなんらの罪がない。

6すべて彼におる者は、罪を犯さない。すべ

て罪を犯す者は彼を見たこともなく、知っ

たこともない者である。 7子たちよ。だれ

にも惑わされてはならない。彼が義人であ

ると同様に、義を行う者は義人である。 8

罪を犯す者は、悪魔から出た者である。悪

魔は初めから罪を犯しているからである。

神の子が現れたのは、悪魔のわざを滅ぼし

てしまうためである。 9すべて神から生れ

た者は、罪を犯さない。神の種が、その人

のうちにとどまっているからである。また

、その人は、神から生れた者であるから、

罪を犯すことができない。 10神の子と悪魔

の子との区別は、これによって明らかであ

る。すなわち、すべて義を行わない者は、

神から出た者ではない。兄弟を愛さない者
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も、同様である。 11わたしたちは互に愛し

合うべきである。これが、あなたがたの初

めから聞いていたおとずれである。 12カイ

ンのようになってはいけない。彼は悪しき

者から出て、その兄弟を殺したのである。

なぜ兄弟を殺したのか。彼のわざが悪く、

その兄弟のわざは正しかったからである。

13兄弟たちよ。世があなたがたを憎んでも

、驚くには及ばない。 14わたしたちは、兄

弟を愛しているので、死からいのちへ移っ

てきたことを、知っている。愛さない者は

、死のうちにとどまっている。 15あなたが

たが知っているとおり、すべて兄弟を憎む

者は人殺しであり、人殺しはすべて、その

うちに永遠のいのちをとどめてはいない。

(aiōnios g166) 16主は、わたしたちのためにい

のちを捨てて下さった。それによって、わ

たしたちは愛ということを知った。それゆ

えに、わたしたちもまた、兄弟のためにい

のちを捨てるべきである。 17世の富を持っ

ていながら、兄弟が困っているのを見て、

あわれみの心を閉じる者には、どうして神

の愛が、彼のうちにあろうか。 18子たちよ

。わたしたちは言葉や口先だけで愛するの

ではなく、行いと真実とをもって愛し合お

うではないか。 19それによって、わたした

ちが真理から出たものであることがわかる

。そして、神のみまえに心を安んじていよ

う。 20なぜなら、たといわたしたちの心に

責められるようなことがあっても、神はわ

たしたちの心よりも大いなるかたであって

、すべてをご存じだからである。 21愛する

者たちよ。もし心に責められるようなこと

がなければ、わたしたちは神に対して確信

を持つことができる。 22そして、願い求め

るものは、なんでもいただけるのである。

それは、わたしたちが神の戒めを守り、み

こころにかなうことを、行っているからで

ある。 23その戒めというのは、神の子イエ

ス・キリストの御名を信じ、わたしたちに

命じられたように、互に愛し合うべきこと

である。 24神の戒めを守る人は、神におり

、神もまたその人にいます。そして、神が

わたしたちのうちにいますことは、神がわ

たしたちに賜わった御霊によって知るので

ある。

4愛する者たちよ。すべての霊を信じるこ
とはしないで、それらの霊が神から出た

ものであるかどうか、ためしなさい。多く

のにせ預言者が世に出てきているからであ

る。 2あなたがたは、こうして神の霊を知

るのである。すなわち、イエス・キリスト

が肉体をとってこられたことを告白する霊

は、すべて神から出ているものであり、 3

イエスを告白しない霊は、すべて神から出

ているものではない。これは、反キリスト

の霊である。あなたがたは、それが来ると

かねて聞いていたが、今やすでに世にきて

いる。 4子たちよ。あなたがたは神から出

た者であって、彼らにうち勝ったのである

。あなたがたのうちにいますのは、世にあ

る者よりも大いなる者なのである。 5彼ら

は世から出たものである。だから、彼らは

世のことを語り、世も彼らの言うことを聞

くのである。 6しかし、わたしたちは神か

ら出たものである。神を知っている者は、

わたしたちの言うことを聞き、神から出な

い者は、わたしたちの言うことを聞かない

。これによって、わたしたちは、真理の霊

と迷いの霊との区別を知るのである。 7愛

する者たちよ。わたしたちは互に愛し合お

うではないか。愛は、神から出たものなの

である。すべて愛する者は、神から生れた

者であって、神を知っている。 8愛さない

者は、神を知らない。神は愛である。 9神

はそのひとり子を世につかわし、彼によっ

てわたしたちを生きるようにして下さった

。それによって、わたしたちに対する神の

愛が明らかにされたのである。 10わたした

ちが神を愛したのではなく、神がわたした

ちを愛して下さって、わたしたちの罪のた

めにあがないの供え物として、御子をおつ

かわしになった。ここに愛がある。 11愛す

る者たちよ。神がこのようにわたしたちを

愛して下さったのであるから、わたしたち

も互に愛し合うべきである。 12神を見た者

は、まだひとりもいない。もしわたしたち

が互に愛し合うなら、神はわたしたちのう
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ちにいまし、神の愛がわたしたちのうちに

全うされるのである。 13神が御霊をわたし

たちに賜わったことによって、わたしたち

が神におり、神がわたしたちにいますこと

を知る。 14わたしたちは、父が御子を世の

救主としておつかわしになったのを見て、

そのあかしをするのである。 15もし人が、

イエスを神の子と告白すれば、神はその人

のうちにいまし、その人は神のうちにいる

のである。 16わたしたちは、神がわたした

ちに対して持っておられる愛を知り、かつ

信じている。神は愛である。愛のうちにい

る者は、神におり、神も彼にいます。 17わ

たしたちもこの世にあって彼のように生き

ているので、さばきの日に確信を持って立

つことができる。そのことによって、愛が

わたしたちに全うされているのである。 18

愛には恐れがない。完全な愛は恐れをとり

除く。恐れには懲らしめが伴い、かつ恐れ

る者には、愛が全うされていないからであ

る。 19わたしたちが愛し合うのは、神がま

ずわたしたちを愛して下さったからである

。 20「神を愛している」と言いながら兄弟

を憎む者は、偽り者である。現に見ている

兄弟を愛さない者は、目に見えない神を愛

することはできない。 21神を愛する者は、

兄弟をも愛すべきである。この戒めを、わ

たしたちは神から授かっている。

5すべてイエスのキリストであることを信
じる者は、神から生れた者である。すべ

て生んで下さったかたを愛する者は、その

かたから生れた者をも愛するのである。 2

神を愛してその戒めを行えば、それによっ

てわたしたちは、神の子たちを愛している

ことを知るのである。 3神を愛するとは、

すなわち、その戒めを守ることである。そ

して、その戒めはむずかしいものではない

。 4なぜなら、すべて神から生れた者は、

世に勝つからである。そして、わたしたち

の信仰こそ、世に勝たしめた勝利の力であ

る。 5世に勝つ者はだれか。イエスを神の

子と信じる者ではないか。 6このイエス・

キリストは、水と血とをとおってこられた

かたである。水によるだけではなく、水と

血とによってこられたのである。そのあか

しをするものは、御霊である。御霊は真理

だからである。 7あかしをするものが、三

つある。 8御霊と水と血とである。そして

、この三つのものは一致する。 9わたした

ちは人間のあかしを受けいれるが、しかし

、神のあかしはさらにまさっている。神の

あかしというのは、すなわち、御子につい

て立てられたあかしである。 10神の子を信

じる者は、自分のうちにこのあかしを持っ

ている。神を信じない者は、神を偽り者と

する。神が御子についてあかしせられたそ

のあかしを、信じていないからである。 11

そのあかしとは、神が永遠のいのちをわた

したちに賜わり、かつ、そのいのちが御子

のうちにあるということである。 (aiōnios g166)

12御子を持つ者はいのちを持ち、神の御子

を持たない者はいのちを持っていない。 13

これらのことをあなたがたに書きおくった

のは、神の子の御名を信じるあなたがたに

、永遠のいのちを持っていることを、悟ら

せるためである。 (aiōnios g166) 14わたしたち

が神に対していだいている確信は、こうで

ある。すなわち、わたしたちが何事でも神

の御旨に従って願い求めるなら、神はそれ

を聞きいれて下さるということである。 15

そして、わたしたちが願い求めることは、

なんでも聞きいれて下さるとわかれば、神

に願い求めたことはすでにかなえられたこ

とを、知るのである。 16もしだれかが死に

至ることのない罪を犯している兄弟を見た

ら、神に願い求めなさい。そうすれば神は

、死に至ることのない罪を犯している人々

には、いのちを賜わるであろう。死に至る

罪がある。これについては、願い求めよ、

とは言わない。 17不義はすべて、罪である

。しかし、死に至ることのない罪もある。

18すべて神から生れた者は罪を犯さないこ

とを、わたしたちは知っている。神から生

れたかたが彼を守っていて下さるので、悪

しき者が手を触れるようなことはない。 19

また、わたしたちは神から出た者であり、

全世界は悪しき者の配下にあることを、知

っている。 20さらに、神の子がきて、真実
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なかたを知る知力をわたしたちに授けて下

さったことも、知っている。そして、わた

したちは、真実なかたにおり、御子イエス

・キリストにおるのである。このかたは真

実な神であり、永遠のいのちである。

(aiōnios g166) 21子たちよ。気をつけて、偶像

を避けなさい。
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ヨハネの手紙第二

1長老のわたしから、真実に愛している選
ばれた婦人とその子たちへ。あなたがた

を愛しているのは、わたしだけではなく、

真理を知っている者はみなそうである。 2

それは、わたしたちのうちにあり、また永

遠に共にあるべき真理によるのである。

(aiōn g165) 3父なる神および父の御子イエス・

キリストから、恵みとあわれみと平安とが

、真理と愛のうちにあって、わたしたちと

共にあるように。 4あなたの子供たちのう

ちで、わたしたちが父から受けた戒めどお

りに、真理のうちを歩いている者があるの

を見て、わたしは非常に喜んでいる。 5婦

人よ。ここにお願いしたいことがある。そ

れは、新しい戒めを書くわけではなく、初

めから持っていた戒めなのであるが、わた

したちは、みんな互に愛し合おうではない

か。 6父の戒めどおりに歩くことが、すな

わち、愛であり、あなたがたが初めから聞

いてきたとおりに愛のうちを歩くことが、

すなわち、戒めなのである。 7なぜなら、

イエス・キリストが肉体をとってこられた

ことを告白しないで人を惑わす者が、多く

世にはいってきたからである。そういう者

は、惑わす者であり、反キリストである。

8よく注意して、わたしたちの働いて得た成

果を失うことがなく、豊かな報いを受けら

れるようにしなさい。 9すべてキリストの

教をとおり過ごして、それにとどまらない

者は、神を持っていないのである。その教

にとどまっている者は、父を持ち、また御

子をも持つ。 10この教を持たずにあなたが

たのところに来る者があれば、その人を家

に入れることも、あいさつすることもして

はいけない。 11そのような人にあいさつす

る者は、その悪い行いにあずかることにな

るからである。 12あなたがたに書きおくる

ことはたくさんあるが、紙と墨とで書くこ

とはすまい。むしろ、あなたがたのところ

に行き、直接はなし合って、共に喜びに満

ちあふれたいものである。 13選ばれたあな

たの姉妹の子供たちが、あなたによろしく

。
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ヨハネの手紙第三

1長老のわたしから、真実に愛している親
愛なるガイオへ。 2愛する者よ。あなた

のたましいがいつも恵まれていると同じく

、あなたがすべてのことに恵まれ、またす

こやかであるようにと、わたしは祈ってい

る。 3兄弟たちがきて、あなたが真理に生

きていることを、あかししてくれたので、

ひじょうに喜んでいる。事実、あなたは真

理のうちを歩いているのである。 4わたし

の子供たちが真理のうちを歩いていること

を聞く以上に、大きい喜びはない。 5愛す

る者よ。あなたが、兄弟たち、しかも旅先

にある者につくしていることは、みな真実

なわざである。 6彼らは、諸教会で、あな

たの愛についてあかしをした。それらの人

々を、神のみこころにかなうように送り出

してくれたら、それは願わしいことである

。 7彼らは、御名のために旅立った者であ

って、異邦人からは何も受けていない。 8

それだから、わたしたちは、真理のための

同労者となるように、こういう人々を助け

ねばならない。 9わたしは少しばかり教会

に書きおくっておいたが、みんなのかしら

になりたがっているデオテレペスが、わた

したちを受けいれてくれない。 10だから、

わたしがそちらへ行った時、彼のしわざを

指摘しようと思う。彼は口ぎたなくわたし

たちをののしり、そればかりか、兄弟たち

を受けいれようともせず、受けいれようと

する人たちを妨げて、教会から追い出して

いる。 11愛する者よ。悪にならわないで、

善にならいなさい。善を行う者は神から出

た者であり、悪を行う者は神を見たことの

ない者である。 12デメテリオについては、

あらゆる人も、また真理そのものも、証明

している。わたしたちも証明している。そ

して、あなたが知っているとおり、わたし

たちの証明は真実である。 13あなたに書き

おくりたいことはたくさんあるが、墨と筆

とで書くことはすまい。 14すぐにでもあな

たに会って、直接はなし合いたいものであ

る。平安が、あなたにあるように。友人た

ちから、あなたによろしく。友人たちひと

りびとりに、よろしく。
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ユダの手紙

1イエス・キリストの僕またヤコブの兄弟
であるユダから、父なる神に愛され、イ

エス・キリストに守られている召された人

々へ。 2あわれみと平安と愛とが、あなた

がたに豊かに加わるように。 3愛する者た

ちよ。わたしたちが共にあずかっている救

について、あなたがたに書きおくりたいと

心から願っていたので、聖徒たちによって

、ひとたび伝えられた信仰のために戦うこ

とを勧めるように、手紙をおくる必要を感

じるに至った。 4そのわけは、不信仰な人

々がしのび込んできて、わたしたちの神の

恵みを放縦な生活に変え、唯一の君であり

、わたしたちの主であるイエス・キリスト

を否定しているからである。彼らは、この

ようなさばきを受けることに、昔から予告

されているのである。 5あなたがたはみな

、じゅうぶんに知っていることではあるが

、主が民をエジプトの地から救い出して後

、不信仰な者を滅ぼされたことを、思い起

してもらいたい。 6主は、自分たちの地位

を守ろうとはせず、そのおるべき所を捨て

去った御使たちを、大いなる日のさばきの

ために、永久にしばりつけたまま、暗やみ

の中に閉じ込めておかれた。 (aïdios g126) 7ソ

ドム、ゴモラも、まわりの町々も、同様で

あって、同じように淫行にふけり、不自然

な肉欲に走ったので、永遠の火の刑罰を受

け、人々の見せしめにされている。 (aiōnios

g166) 8しかし、これと同じように、これら

の人々は、夢に迷わされて肉を汚し、権威

ある者たちを軽んじ、栄光ある者たちをそ

しっている。 9御使のかしらミカエルは、

モーセの死体について悪魔と論じ争った時

、相手をののしりさばくことはあえてせず

、ただ、「主がおまえを戒めて下さるよう

に」と言っただけであった。 10しかし、こ

の人々は自分が知りもしないことをそしり

、また、分別のない動物のように、ただ本

能的な知識にあやまられて、自らの滅亡を

招いている。 11彼らはわざわいである。彼

らはカインの道を行き、利のためにバラム

の惑わしに迷い入り、コラのような反逆を

して滅んでしまうのである。 12彼らは、あ

なたがたの愛餐に加わるが、それを汚し、

無遠慮に宴会に同席して、自分の腹を肥や

している。彼らは、いわば、風に吹きまわ

される水なき雲、実らない枯れ果てて、抜

き捨てられた秋の木、 13自分の恥をあわに

して出す海の荒波、さまよう星である。彼

らには、まっくらなやみが永久に用意され

ている。 (aiōn g165) 14アダムから七代目にあ

たるエノクも彼らについて預言して言った

、「見よ、主は無数の聖徒たちを率いてこ

られた。 15それは、すべての者にさばきを

行うためであり、また、不信心な者が、信

仰を無視して犯したすべての不信心なしわ

ざと、さらに、不信心な罪人が主にそむい

て語ったすべての暴言とを責めるためであ

る」。 16彼らは不平をならべ、不満を鳴ら

す者であり、自分の欲のままに生活し、そ

の口は大言を吐き、利のために人にへつら

う者である。 17愛する者たちよ。わたした

ちの主イエス・キリストの使徒たちが予告

した言葉を思い出しなさい。 18彼らはあな

たがたにこう言った、「終りの時に、あざ

ける者たちがあらわれて、自分の不信心な

欲のままに生活するであろう」。 19彼らは

分派をつくる者、肉に属する者、御霊を持

たない者たちである。 20しかし、愛する者

たちよ。あなたがたは、最も神聖な信仰の

上に自らを築き上げ、聖霊によって祈り、

21神の愛の中に自らを保ち、永遠のいのち

を目あてとして、わたしたちの主イエス・

キリストのあわれみを待ち望みなさい。

(aiōnios g166) 22疑いをいだく人々があれば、

彼らをあわれみ、 23火の中から引き出して

救ってやりなさい。また、そのほかの人た

ちを、おそれの心をもってあわれみなさい

。しかし、肉に汚れた者に対しては、その

下着さえも忌みきらいなさい。 24あなたが

たを守ってつまずかない者とし、また、そ

の栄光のまえに傷なき者として、喜びのう

ちに立たせて下さるかた、 25すなわち、わ

たしたちの救主なる唯一の神に、栄光、大

能、力、権威が、わたしたちの主イエス・
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キリストによって、世々の初めにも、今も

、また、世々限りなく、あるように、アァ

メン。 (aiōn g165)
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ヨハネの黙示録

1イエス・キリストの黙示。この黙示は、
神が、すぐにも起るべきことをその僕た

ちに示すためキリストに与え、そして、キ

リストが、御使をつかわして、僕ヨハネに

伝えられたものである。 2ヨハネは、神の

言とイエス・キリストのあかしと、すなわ

ち、自分が見たすべてのことをあかしした

。 3この預言の言葉を朗読する者と、これ

を聞いて、その中に書かれていることを守

る者たちとは、さいわいである。時が近づ

いているからである。 4ヨハネからアジヤ

にある七つの教会へ。今いまし、昔いまし

、やがてきたるべきかたから、また、その

御座の前にある七つの霊から、 5また、忠

実な証人、死人の中から最初に生れた者、

地上の諸王の支配者であるイエス・キリス

トから、恵みと平安とが、あなたがたにあ

るように。わたしたちを愛し、その血によ

ってわたしたちを罪から解放し、 6わたし

たちを、その父なる神のために、御国の民

とし、祭司として下さったかたに、世々限

りなく栄光と権力とがあるように、アァメ

ン。 (aiōn g165) 7見よ、彼は、雲に乗ってこら

れる。すべての人の目、ことに、彼を刺し

とおした者たちは、彼を仰ぎ見るであろう

。また地上の諸族はみな、彼のゆえに胸を

打って嘆くであろう。しかり、アァメン。

8今いまし、昔いまし、やがてきたるべき者

、全能者にして主なる神が仰せになる、「

わたしはアルパであり、オメガである」。

9あなたがたの兄弟であり、共にイエスの苦

難と御国と忍耐とにあずかっている、わた

しヨハネは、神の言とイエスのあかしとの

ゆえに、パトモスという島にいた。 10とこ

ろが、わたしは、主の日に御霊に感じた。

そして、わたしのうしろの方で、ラッパの

ような大きな声がするのを聞いた。 11その

声はこう言った、「あなたが見ていること

を書きものにして、それをエペソ、スミル

ナ、ペルガモ、テアテラ、サルデス、ヒラ

デルヒヤ、ラオデキヤにある七つの教会に

送りなさい」。 12そこでわたしは、わたし

に呼びかけたその声を見ようとしてふりむ

いた。ふりむくと、七つの金の燭台が目に

ついた。 13それらの燭台の間に、足までた

れた上着を着、胸に金の帯をしめている人

の子のような者がいた。 14そのかしらと髪

の毛とは、雪のように白い羊毛に似て真白

であり、目は燃える炎のようであった。 15

その足は、炉で精錬されて光り輝くしんち

ゅうのようであり、声は大水のとどろきの

ようであった。 16その右手に七つの星を持

ち、口からは、鋭いもろ刃のつるぎがつき

出ており、顔は、強く照り輝く太陽のよう

であった。 17わたしは彼を見たとき、その

足もとに倒れて死人のようになった。する

と、彼は右手をわたしの上において言った

、「恐れるな。わたしは初めであり、終り

であり、 18また、生きている者である。わ

たしは死んだことはあるが、見よ、世々限

りなく生きている者である。そして、死と

黄泉とのかぎを持っている。 (aiōn g165, Hadēs

g86) 19そこで、あなたの見たこと、現在の

こと、今後起ろうとすることを、書きとめ

なさい。 20あなたがわたしの右手に見た七

つの星と、七つの金の燭台との奥義は、こ

うである。すなわち、七つの星は七つの教

会の御使であり、七つの燭台は七つの教会

である。

2エペソにある教会の御使に、こう書きお
くりなさい。『右の手に七つの星を持つ

者、七つの金の燭台の間を歩く者が、次の

ように言われる。 2わたしは、あなたのわ

ざと労苦と忍耐とを知っている。また、あ

なたが、悪い者たちをゆるしておくことが

できず、使徒と自称してはいるが、その実

、使徒でない者たちをためしてみて、にせ

者であると見抜いたことも、知っている。

3あなたは忍耐をし続け、わたしの名のため

に忍びとおして、弱り果てることがなかっ

た。 4しかし、あなたに対して責むべきこ

とがある。あなたは初めの愛から離れてし

まった。 5そこで、あなたはどこから落ち

たかを思い起し、悔い改めて初めのわざを

行いなさい。もし、そうしないで悔い改め

なければ、わたしはあなたのところにきて
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、あなたの燭台をその場所から取りのけよ

う。 6しかし、こういうことはある、あな

たはニコライ宗の人々のわざを憎んでおり

、わたしもそれを憎んでいる。 7耳のある

者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよ

い。勝利を得る者には、神のパラダイスに

あるいのちの木の実を食べることをゆるそ

う』。 8スミルナにある教会の御使に、こ

う書きおくりなさい。『初めであり、終り

である者、死んだことはあるが生き返った

者が、次のように言われる。 9わたしは、

あなたの苦難や、貧しさを知っている（し

かし実際は、あなたは富んでいるのだ）。

また、ユダヤ人と自称してはいるが、その

実ユダヤ人でなくてサタンの会堂に属する

者たちにそしられていることも、わたしは

知っている。 10あなたの受けようとする苦

しみを恐れてはならない。見よ、悪魔が、

あなたがたのうちのある者をためすために

、獄に入れようとしている。あなたがたは

十日の間、苦難にあうであろう。死に至る

まで忠実であれ。そうすれば、いのちの冠

を与えよう。 11耳のある者は、御霊が諸教

会に言うことを聞くがよい。勝利を得る者

は、第二の死によって滅ぼされることはな

い』。 12ペルガモにある教会の御使に、こ

う書きおくりなさい。『鋭いもろ刃のつる

ぎを持っているかたが、次のように言われ

る。 13わたしはあなたの住んでいる所を知

っている。そこにはサタンの座がある。あ

なたは、わたしの名を堅く持ちつづけ、わ

たしの忠実な証人アンテパスがサタンの住

んでいるあなたがたの所で殺された時でさ

え、わたしに対する信仰を捨てなかった。

14しかし、あなたに対して責むべきことが

、少しばかりある。あなたがたの中には、

現にバラムの教を奉じている者がある。バ

ラムは、バラクに教え込み、イスラエルの

子らの前に、つまずきになるものを置かせ

て、偶像にささげたものを食べさせ、また

不品行をさせたのである。 15同じように、

あなたがたの中には、ニコライ宗の教を奉

じている者もいる。 16だから、悔い改めな

さい。そうしないと、わたしはすぐにあな

たのところに行き、わたしの口のつるぎを

もって彼らと戦おう。 17耳のある者は、御

霊が諸教会に言うことを聞くがよい。勝利

を得る者には、隠されているマナを与えよ

う。また、白い石を与えよう。この石の上

には、これを受ける者のほかだれも知らな

い新しい名が書いてある』。 18テアテラに

ある教会の御使に、こう書きおくりなさい

。『燃える炎のような目と光り輝くしんち

ゅうのような足とを持った神の子が、次の

ように言われる。 19わたしは、あなたのわ

ざと、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐とを

知っている。また、あなたの後のわざが、

初めのよりもまさっていることを知ってい

る。 20しかし、あなたに対して責むべきこ

とがある。あなたは、あのイゼベルという

女を、そのなすがままにさせている。この

女は女預言者と自称し、わたしの僕たちを

教え、惑わして、不品行をさせ、偶像にさ

さげたものを食べさせている。 21わたしは

、この女に悔い改めるおりを与えたが、悔

い改めてその不品行をやめようとはしない

。 22見よ、わたしはこの女を病の床に投げ

入れる。この女と姦淫する者をも、悔い改

めて彼女のわざから離れなければ、大きな

患難の中に投げ入れる。 23また、この女の

子供たちをも打ち殺そう。こうしてすべて

の教会は、わたしが人の心の奥底までも探

り知る者であることを悟るであろう。そし

てわたしは、あなたがたひとりびとりのわ

ざに応じて報いよう。 24また、テアテラに

いるほかの人たちで、まだあの女の教を受

けておらず、サタンの、いわゆる「深み」

を知らないあなたがたに言う。わたしは別

にほかの重荷を、あなたがたに負わせるこ

とはしない。 25ただ、わたしが来る時まで

、自分の持っているものを堅く保っていな

さい。 26勝利を得る者、わたしのわざを最

後まで持ち続ける者には、諸国民を支配す

る権威を授ける。 27彼は鉄のつえをもって

、ちょうど土の器を砕くように、彼らを治

めるであろう。それは、わたし自身が父か

ら権威を受けて治めるのと同様である。 28

わたしはまた、彼に明けの明星を与える。
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29耳のある者は、御霊が諸教会に言うこと

を聞くがよい』。

3サルデスにある教会の御使に、こう書き
おくりなさい。『神の七つの霊と七つの

星とを持つかたが、次のように言われる。

わたしはあなたのわざを知っている。すな

わち、あなたは、生きているというのは名

だけで、実は死んでいる。 2目をさまして

いて、死にかけている残りの者たちを力づ

けなさい。わたしは、あなたのわざが、わ

たしの神のみまえに完全であるとは見てい

ない。 3だから、あなたが、どのようにし

て受けたか、また聞いたかを思い起して、

それを守りとおし、かつ悔い改めなさい。

もし目をさましていないなら、わたしは盗

人のように来るであろう。どんな時にあな

たのところに来るか、あなたには決してわ

からない。 4しかし、サルデスにはその衣

を汚さない人が、数人いる。彼らは白い衣

を着て、わたしと共に歩みを続けるであろ

う。彼らは、それにふさわしい者である。

5勝利を得る者は、このように白い衣を着せ

られるのである。わたしは、その名をいの

ちの書から消すようなことを、決してしな

い。また、わたしの父と御使たちの前で、

その名を言いあらわそう。 6耳のある者は

、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい』

。 7ヒラデルヒヤにある教会の御使に、こ

う書きおくりなさい。『聖なる者、まこと

なる者、ダビデのかぎを持つ者、開けばだ

れにも閉じられることがなく、閉じればだ

れにも開かれることのない者が、次のよう

に言われる。 8わたしは、あなたのわざを

知っている。見よ、わたしは、あなたの前

に、だれも閉じることのできない門を開い

ておいた。なぜなら、あなたには少ししか

力がなかったにもかかわらず、わたしの言

葉を守り、わたしの名を否まなかったから

である。 9見よ、サタンの会堂に属する者

、すなわち、ユダヤ人と自称してはいるが

、その実ユダヤ人でなくて、偽る者たちに

、こうしよう。見よ、彼らがあなたの足も

とにきて平伏するようにし、そして、わた

しがあなたを愛していることを、彼らに知

らせよう。 10忍耐についてのわたしの言葉

をあなたが守ったから、わたしも、地上に

住む者たちをためすために、全世界に臨も

うとしている試錬の時に、あなたを防ぎ守

ろう。 11わたしは、すぐに来る。あなたの

冠がだれにも奪われないように、自分の持

っているものを堅く守っていなさい。 12勝

利を得る者を、わたしの神の聖所における

柱にしよう。彼は決して二度と外へ出るこ

とはない。そして彼の上に、わたしの神の

御名と、わたしの神の都、すなわち、天と

わたしの神のみもとから下ってくる新しい

エルサレムの名と、わたしの新しい名とを

、書きつけよう。 13耳のある者は、御霊が

諸教会に言うことを聞くがよい』。 14ラオ

デキヤにある教会の御使に、こう書きおく

りなさい。『アァメンたる者、忠実な、ま

ことの証人、神に造られたものの根源であ

るかたが、次のように言われる。 15わたし

はあなたのわざを知っている。あなたは冷

たくもなく、熱くもない。むしろ、冷たい

か熱いかであってほしい。 16このように、

熱くもなく、冷たくもなく、なまぬるいの

で、あなたを口から吐き出そう。 17あなた

は、自分は富んでいる、豊かになった、な

んの不自由もないと言っているが、実は、

あなた自身がみじめな者、あわれむべき者

、貧しい者、目の見えない者、裸な者であ

ることに気がついていない。 18そこで、あ

なたに勧める。富む者となるために、わた

しから火で精錬された金を買い、また、あ

なたの裸の恥をさらさないため身に着ける

ように、白い衣を買いなさい。また、見え

るようになるため、目にぬる目薬を買いな

さい。 19すべてわたしの愛している者を、

わたしはしかったり、懲らしめたりする。

だから、熱心になって悔い改めなさい。 20

見よ、わたしは戸の外に立って、たたいて

いる。だれでもわたしの声を聞いて戸をあ

けるなら、わたしはその中にはいって彼と

食を共にし、彼もまたわたしと食を共にす

るであろう。 21勝利を得る者には、わたし

と共にわたしの座につかせよう。それはち

ょうど、わたしが勝利を得てわたしの父と
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共にその御座についたのと同様である。 22

耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを

聞くがよい』」。

4その後、わたしが見ていると、見よ、開
いた門が天にあった。そして、さきにラ

ッパのような声でわたしに呼びかけるのを

聞いた初めの声が、「ここに上ってきなさ

い。そうしたら、これから後に起るべきこ

とを、見せてあげよう」と言った。 2する

と、たちまち、わたしは御霊に感じた。見

よ、御座が天に設けられており、その御座

にいますかたがあった。 3その座にいます

かたは、碧玉や赤めのうのように見え、ま

た、御座のまわりには、緑玉のように見え

るにじが現れていた。 4また、御座のまわ

りには二十四の座があって、二十四人の長

老が白い衣を身にまとい、頭に金の冠をか

ぶって、それらの座についていた。 5御座

からは、いなずまと、もろもろの声と、雷

鳴とが、発していた。また、七つのともし

火が、御座の前で燃えていた。これらは、

神の七つの霊である。 6御座の前は、水晶

に似たガラスの海のようであった。御座の

そば近くそのまわりには、四つの生き物が

いたが、その前にも後にも、一面に目がつ

いていた。 7第一の生き物はししのようで

あり、第二の生き物は雄牛のようであり、

第三の生き物は人のような顔をしており、

第四の生き物は飛ぶわしのようであった。

8この四つの生き物には、それぞれ六つの翼

があり、その翼のまわりも内側も目で満ち

ていた。そして、昼も夜も、絶え間なくこ

う叫びつづけていた、「聖なるかな、聖な

るかな、聖なるかな、全能者にして主なる

神。昔いまし、今いまし、やがてきたるべ

き者」。 9これらの生き物が、御座にいま

し、かつ、世々限りなく生きておられるか

たに、栄光とほまれとを帰し、また、感謝

をささげている時、 (aiōn g165) 10二十四人の

長老は、御座にいますかたのみまえにひれ

伏し、世々限りなく生きておられるかたを

拝み、彼らの冠を御座のまえに、投げ出し

て言った、 (aiōn g165) 11「われらの主なる神

よ、あなたこそは、栄光とほまれと力とを

受けるにふさわしいかた。あなたは万物を

造られました。御旨によって、万物は存在

し、また造られたのであります」。

5わたしはまた、御座にいますかたの右の
手に、巻物があるのを見た。その内側に

も外側にも字が書いてあって、七つの封印

で封じてあった。 2また、ひとりの強い御

使が、大声で、「その巻物を開き、封印を

とくのにふさわしい者は、だれか」と呼ば

わっているのを見た。 3しかし、天にも地

にも地の下にも、この巻物を開いて、それ

を見ることのできる者は、ひとりもいなか

った。 4巻物を開いてそれを見るのにふさ

わしい者が見当らないので、わたしは激し

く泣いていた。 5すると、長老のひとりが

わたしに言った、「泣くな。見よ、ユダ族

のしし、ダビデの若枝であるかたが、勝利

を得たので、その巻物を開き七つの封印を

解くことができる」。 6わたしはまた、御

座と四つの生き物との間、長老たちの間に

、ほふられたとみえる小羊が立っているの

を見た。それに七つの角と七つの目とがあ

った。これらの目は、全世界につかわされ

た、神の七つの霊である。 7小羊は進み出

て、御座にいますかたの右の手から、巻物

を受けとった。 8巻物を受けとった時、四

つの生き物と二十四人の長老とは、おのお

の、立琴と、香の満ちている金の鉢とを手

に持って、小羊の前にひれ伏した。この香

は聖徒の祈である。 9彼らは新しい歌を歌

って言った、「あなたこそは、その巻物を

受けとり、封印を解くにふさわしいかたで

あります。あなたはほふられ、その血によ

って、神のために、あらゆる部族、国語、

民族、国民の中から人々をあがない、 10わ

たしたちの神のために、彼らを御国の民と

し、祭司となさいました。彼らは地上を支

配するに至るでしょう」。 11さらに見てい

ると、御座と生き物と長老たちとのまわり

に、多くの御使たちの声が上がるのを聞い

た。その数は万の幾万倍、千の幾千倍もあ

って、 12大声で叫んでいた、「ほふられた

小羊こそは、力と、富と、知恵と、勢いと

、ほまれと、栄光と、さんびとを受けるに
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ふさわしい」。 13またわたしは、天と地、

地の下と海の中にあるすべての造られたも

の、そして、それらの中にあるすべてのも

のの言う声を聞いた、「御座にいますかた

と小羊とに、さんびと、ほまれと、栄光と

、権力とが、世々限りなくあるように」。

(aiōn g165) 14四つの生き物はアァメンと唱え

、長老たちはひれ伏して礼拝した。

6小羊がその七つの封印の一つを解いた時
、わたしが見ていると、四つの生き物の

一つが、雷のような声で「きたれ」と呼ぶ

のを聞いた。 2そして見ていると、見よ、

白い馬が出てきた。そして、それに乗って

いる者は、弓を手に持っており、また冠を

与えられて、勝利の上にもなお勝利を得よ

うとして出かけた。 3小羊が第二の封印を

解いた時、第二の生き物が「きたれ」と言

うのを、わたしは聞いた。 4すると今度は

、赤い馬が出てきた。そして、それに乗っ

ている者は、人々が互に殺し合うようにな

るために、地上から平和を奪い取ることを

許され、また、大きなつるぎを与えられた

。 5また、第三の封印を解いた時、第三の

生き物が「きたれ」と言うのを、わたしは

聞いた。そこで見ていると、見よ、黒い馬

が出てきた。そして、それに乗っている者

は、はかりを手に持っていた。 6すると、

わたしは四つの生き物の間から出て来ると

思われる声が、こう言うのを聞いた、「小

麦一ますは一デナリ。大麦三ますも一デナ

リ。オリブ油とぶどう酒とを、そこなうな

」。 7小羊が第四の封印を解いた時、第四

の生き物が「きたれ」と言う声を、わたし

は聞いた。 8そこで見ていると、見よ、青

白い馬が出てきた。そして、それに乗って

いる者の名は「死」と言い、それに黄泉が

従っていた。彼らには、地の四分の一を支

配する権威、および、つるぎと、ききんと

、死と、地の獣らとによって人を殺す権威

とが、与えられた。 (Hadēs g86) 9小羊が第五

の封印を解いた時、神の言のゆえに、また

、そのあかしを立てたために、殺された人

々の霊魂が、祭壇の下にいるのを、わたし

は見た。 10彼らは大声で叫んで言った、「

聖なる、まことなる主よ。いつまであなた

は、さばくことをなさらず、また地に住む

者に対して、わたしたちの血の報復をなさ

らないのですか」。 11すると、彼らのひと

りびとりに白い衣が与えられ、それから、

「彼らと同じく殺されようとする僕仲間や

兄弟たちの数が満ちるまで、もうしばらく

の間、休んでいるように」と言い渡された

。 12小羊が第六の封印を解いた時、わたし

が見ていると、大地震が起って、太陽は毛

織の荒布のように黒くなり、月は全面、血

のようになり、 13天の星は、いちじくのま

だ青い実が大風に揺られて振り落されるよ

うに、地に落ちた。 14天は巻物が巻かれる

ように消えていき、すべての山と島とはそ

の場所から移されてしまった。 15地の王た

ち、高官、千卒長、富める者、勇者、奴隷

、自由人らはみな、ほら穴や山の岩かげに

、身をかくした。 16そして、山と岩とにむ

かって言った、「さあ、われわれをおおっ

て、御座にいますかたの御顔と小羊の怒り

とから、かくまってくれ。 17御怒りの大い

なる日が、すでにきたのだ。だれが、その

前に立つことができようか」。

7この後、わたしは四人の御使が地の四す
みに立っているのを見た。彼らは地の四

方の風をひき止めて、地にも海にもすべて

の木にも、吹きつけないようにしていた。

2また、もうひとりの御使が、生ける神の印

を持って、日の出る方から上って来るのを

見た。彼は地と海とをそこなう権威を授か

っている四人の御使にむかって、大声で叫

んで言った、 3「わたしたちの神の僕らの

額に、わたしたちが印をおしてしまうまで

は、地と海と木とをそこなってはならない

」。 4わたしは印をおされた者の数を聞い

たが、イスラエルの子らのすべての部族の

うち、印をおされた者は十四万四千人であ

った。 5ユダの部族のうち、一万二千人が

印をおされ、ルベンの部族のうち、一万二

千人、ガドの部族のうち、一万二千人、 6

アセルの部族のうち、一万二千人、ナフタ

リの部族のうち、一万二千人、マナセの部

族のうち、一万二千人、 7シメオンの部族
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のうち、一万二千人、レビの部族のうち、

一万二千人、イサカルの部族のうち、一万

二千人、 8ゼブルンの部族のうち、一万二

千人、ヨセフの部族のうち、一万二千人、

ベニヤミンの部族のうち、一万二千人が印

をおされた。 9その後、わたしが見ている

と、見よ、あらゆる国民、部族、民族、国

語のうちから、数えきれないほどの大ぜい

の群衆が、白い衣を身にまとい、しゅろの

枝を手に持って、御座と小羊との前に立ち

、 10大声で叫んで言った、「救は、御座に

いますわれらの神と小羊からきたる」。 11

御使たちはみな、御座と長老たちと四つの

生き物とのまわりに立っていたが、御座の

前にひれ伏し、神を拝して言った、 12「ア

ァメン、さんび、栄光、知恵、感謝、ほま

れ、力、勢いが、世々限りなく、われらの

神にあるように、アァメン」。 (aiōn g165) 13

長老たちのひとりが、わたしにむかって言

った、「この白い衣を身にまとっている人

々は、だれか。また、どこからきたのか」

。 14わたしは彼に答えた、「わたしの主よ

、それはあなたがご存じです」。すると、

彼はわたしに言った、「彼らは大きな患難

をとおってきた人たちであって、その衣を

小羊の血で洗い、それを白くしたのである

。 15それだから彼らは、神の御座の前にお

り、昼も夜もその聖所で神に仕えているの

である。御座にいますかたは、彼らの上に

幕屋を張って共に住まわれるであろう。 16

彼らは、もはや飢えることがなく、かわく

こともない。太陽も炎暑も、彼らを侵すこ

とはない。 17御座の正面にいます小羊は彼

らの牧者となって、いのちの水の泉に導い

て下さるであろう。また神は、彼らの目か

ら涙をことごとくぬぐいとって下さるであ

ろう」。

8小羊が第七の封印を解いた時、半時間ば
かり天に静けさがあった。 2それからわ

たしは、神のみまえに立っている七人の御

使を見た。そして、七つのラッパが彼らに

与えられた。 3また、別の御使が出てきて

、金の香炉を手に持って祭壇の前に立った

。たくさんの香が彼に与えられていたが、

これは、すべての聖徒の祈に加えて、御座

の前の金の祭壇の上にささげるためのもの

であった。 4香の煙は、御使の手から、聖

徒たちの祈と共に神のみまえに立ちのぼっ

た。 5御使はその香炉をとり、これに祭壇

の火を満たして、地に投げつけた。すると

、多くの雷鳴と、もろもろの声と、いなず

まと、地震とが起った。 6そこで、七つの

ラッパを持っている七人の御使が、それを

吹く用意をした。 7第一の御使が、ラッパ

を吹き鳴らした。すると、血のまじった雹

と火とがあらわれて、地上に降ってきた。

そして、地の三分の一が焼け、木の三分の

一が焼け、また、すべての青草も焼けてし

まった。 8第二の御使が、ラッパを吹き鳴

らした。すると、火の燃えさかっている大

きな山のようなものが、海に投げ込まれた

。そして、海の三分の一は血となり、 9海

の中の造られた生き物の三分の一は死に、

舟の三分の一がこわされてしまった。 10第

三の御使が、ラッパを吹き鳴らした。する

と、たいまつのように燃えている大きな星

が、空から落ちてきた。そしてそれは、川

の三分の一とその水源との上に落ちた。 11

この星の名は「苦よもぎ」と言い、水の三

分の一が「苦よもぎ」のように苦くなった

。水が苦くなったので、そのために多くの

人が死んだ。 12第四の御使が、ラッパを吹

き鳴らした。すると、太陽の三分の一と、

月の三分の一と、星の三分の一とが打たれ

て、これらのものの三分の一は暗くなり、

昼の三分の一は明るくなくなり、夜も同じ

ようになった。 13また、わたしが見ている

と、一羽のわしが中空を飛び、大きな声で

こう言うのを聞いた、「ああ、わざわいだ

、わざわいだ、地に住む人々は、わざわい

だ。なお三人の御使がラッパを吹き鳴らそ

うとしている」。

9第五の御使が、ラッパを吹き鳴らした。
するとわたしは、一つの星が天から地に

落ちて来るのを見た。この星に、底知れぬ

所の穴を開くかぎが与えられた。 (Abyssos

g12) 2そして、この底知れぬ所の穴が開かれ

た。すると、その穴から煙が大きな炉の煙
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のように立ちのぼり、その穴の煙で、太陽

も空気も暗くなった。 (Abyssos g12) 3その煙の

中から、いなごが地上に出てきたが、地の

さそりが持っているような力が、彼らに与

えられた。 4彼らは、地の草やすべての青

草、またすべての木をそこなってはならな

いが、額に神の印がない人たちには害を加

えてもよいと、言い渡された。 5彼らは、

人間を殺すことはしないで、五か月のあい

だ苦しめることだけが許された。彼らの与

える苦痛は、人がさそりにさされる時のよ

うな苦痛であった。 6その時には、人々は

死を求めても与えられず、死にたいと願っ

ても、死は逃げて行くのである。 7これら

のいなごは、出陣の用意のととのえられた

馬によく似ており、その頭には金の冠のよ

うなものをつけ、その顔は人間の顔のよう

であり、 8また、そのかみの毛は女のかみ

のようであり、その歯はししの歯のようで

あった。 9また、鉄の胸当のような胸当を

つけており、その羽の音は、馬に引かれて

戦場に急ぐ多くの戦車の響きのようであっ

た。 10その上、さそりのような尾と針とを

持っている。その尾には、五か月のあいだ

人間をそこなう力がある。 11彼らは、底知

れぬ所の使を王にいただいており、その名

をヘブル語でアバドンと言い、ギリシヤ語

ではアポルオンと言う。 (Abyssos g12) 12第一

のわざわいは、過ぎ去った。見よ、この後

、なお二つのわざわいが来る。 13第六の御

使が、ラッパを吹き鳴らした。すると、一

つの声が、神のみまえにある金の祭壇の四

つの角から出て、 14ラッパを持っている第

六の御使にこう呼びかけるのを、わたしは

聞いた。「大ユウフラテ川のほとりにつな

がれている四人の御使を、解いてやれ」。

15すると、その時、その日、その月、その

年に備えておかれた四人の御使が、人間の

三分の一を殺すために、解き放たれた。 16

騎兵隊の数は二億であった。わたしはその

数を聞いた。 17そして、まぼろしの中で、

それらの馬とそれに乗っている者たちとを

見ると、乗っている者たちは、火の色と青

玉色と硫黄の色の胸当をつけていた。そし

て、それらの馬の頭はししの頭のようであ

って、その口から火と煙と硫黄とが、出て

いた。 18この三つの災害、すなわち、彼ら

の口から出て来る火と煙と硫黄とによって

、人間の三分の一は殺されてしまった。 19

馬の力はその口と尾とにある。その尾はへ

びに似ていて、それに頭があり、その頭で

人に害を加えるのである。 20これらの災害

で殺されずに残った人々は、自分の手で造

ったものについて、悔い改めようとせず、

また悪霊のたぐいや、金、銀、銅、石、木

で造られ、見ることも聞くことも歩くこと

もできない偶像を礼拝して、やめようとも

しなかった。 21また、彼らは、その犯した

殺人や、まじないや、不品行や、盗みを悔

い改めようとしなかった。

10わたしは、もうひとりの強い御使が、
雲に包まれて、天から降りて来るのを

見た。その頭に、にじをいただき、その顔

は太陽のようで、その足は火の柱のようで

あった。 2彼は、開かれた小さな巻物を手

に持っていた。そして、右足を海の上に、

左足を地の上に踏みおろして、 3ししがほ

えるように大声で叫んだ。彼が叫ぶと、七

つの雷がおのおのその声を発した。 4七つ

の雷が声を発した時、わたしはそれを書き

とめようとした。すると、天から声があっ

て、「七つの雷の語ったことを封印せよ。

それを書きとめるな」と言うのを聞いた。

5それから、海と地の上に立っているのをわ

たしが見たあの御使は、天にむけて右手を

上げ、 6天とその中にあるもの、地とその

中にあるもの、海とその中にあるものを造

り、世々限りなく生きておられるかたをさ

して誓った、「もう時がない。 (aiōn g165) 7第

七の御使が吹き鳴らすラッパの音がする時

には、神がその僕、預言者たちにお告げに

なったとおり、神の奥義は成就される」。

8すると、前に天から聞えてきた声が、また

わたしに語って言った、「さあ行って、海

と地との上に立っている御使の手に開かれ

ている巻物を、受け取りなさい」。 9そこ

で、わたしはその御使のもとに行って、「

その小さな巻物を下さい」と言った。する



ヨハネの黙示録277

と、彼は言った、「取って、それを食べて

しまいなさい。あなたの腹には苦いが、口

には蜜のように甘い」。 10わたしは御使の

手からその小さな巻物を受け取って食べて

しまった。すると、わたしの口には蜜のよ

うに甘かったが、それを食べたら、腹が苦

くなった。 11その時、「あなたは、もう一

度、多くの民族、国民、国語、王たちにつ

いて、預言せねばならない」と言う声がし

た。

11それから、わたしはつえのような測り
ざおを与えられて、こう命じられた、

「さあ立って、神の聖所と祭壇と、そこで

礼拝している人々とを、測りなさい。 2聖

所の外の庭はそのままにしておきなさい。

それを測ってはならない。そこは異邦人に

与えられた所だから。彼らは、四十二か月

の間この聖なる都を踏みにじるであろう。

3そしてわたしは、わたしのふたりの証人に

、荒布を着て、千二百六十日のあいだ預言

することを許そう」。 4彼らは、全地の主

のみまえに立っている二本のオリブの木、

また、二つの燭台である。 5もし彼らに害

を加えようとする者があれば、彼らの口か

ら火が出て、その敵を滅ぼすであろう。も

し彼らに害を加えようとする者があれば、

その者はこのように殺されねばならない。

6預言をしている期間、彼らは、天を閉じて

雨を降らせないようにする力を持っている

。さらにまた、水を血に変え、何度でも思

うままに、あらゆる災害で地を打つ力を持

っている。 7そして、彼らがそのあかしを

終えると、底知れぬ所からのぼって来る獣

が、彼らと戦って打ち勝ち、彼らを殺す。

(Abyssos g12) 8彼らの死体はソドムや、エジプ

トにたとえられている大いなる都の大通り

にさらされる。彼らの主も、この都で十字

架につけられたのである。 9いろいろな民

族、部族、国語、国民に属する人々が、三

日半の間、彼らの死体をながめるが、その

死体を墓に納めることは許さない。 10地に

住む人々は、彼らのことで喜び楽しみ、互

に贈り物をしあう。このふたりの預言者は

、地に住む者たちを悩ましたからである。

11三日半の後、いのちの息が、神から出て

彼らの中にはいり、そして、彼らが立ち上

がったので、それを見た人々は非常な恐怖

に襲われた。 12その時、天から大きな声が

して、「ここに上ってきなさい」と言うの

を、彼らは聞いた。そして、彼らは雲に乗

って天に上った。彼らの敵はそれを見た。

13この時、大地震が起って、都の十分の一

は倒れ、その地震で七千人が死に、生き残

った人々は驚き恐れて、天の神に栄光を帰

した。 14第二のわざわいは、過ぎ去った。

見よ、第三のわざわいがすぐに来る。 15第

七の御使が、ラッパを吹き鳴らした。する

と、大きな声々が天に起って言った、「こ

の世の国は、われらの主とそのキリストと

の国となった。主は世々限りなく支配なさ

るであろう」。 (aiōn g165) 16そして、神のみ

まえで座についている二十四人の長老は、

ひれ伏し、神を拝して言った、 17「今いま

し、昔いませる、全能者にして主なる神よ

。大いなる御力をふるって支配なさったこ

とを、感謝します。 18諸国民は怒り狂いま

したが、あなたも怒りをあらわされました

。そして、死人をさばき、あなたの僕なる

預言者、聖徒、小さき者も、大いなる者も

、すべて御名をおそれる者たちに報いを与

え、また、地を滅ぼす者どもを滅ぼして下

さる時がきました」。 19そして、天にある

神の聖所が開けて、聖所の中に契約の箱が

見えた。また、いなずまと、もろもろの声

と、雷鳴と、地震とが起り、大粒の雹が降

った。

12また、大いなるしるしが天に現れた。
ひとりの女が太陽を着て、足の下に月

を踏み、その頭に十二の星の冠をかぶって

いた。 2この女は子を宿しており、産みの

苦しみと悩みとのために、泣き叫んでいた

。 3また、もう一つのしるしが天に現れた

。見よ、大きな、赤い龍がいた。それに七

つの頭と十の角とがあり、その頭に七つの

冠をかぶっていた。 4その尾は天の星の三

分の一を掃き寄せ、それらを地に投げ落し
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た。龍は子を産もうとしている女の前に立

ち、生れたなら、その子を食い尽そうとか

まえていた。 5女は男の子を産んだが、彼

は鉄のつえをもってすべての国民を治める

べき者である。この子は、神のみもとに、

その御座のところに、引き上げられた。 6

女は荒野へ逃げて行った。そこには、彼女

が千二百六十日のあいだ養われるように、

神の用意された場所があった。 7さて、天

では戦いが起った。ミカエルとその御使た

ちとが、龍と戦ったのである。龍もその使

たちも応戦したが、 8勝てなかった。そし

て、もはや天には彼らのおる所がなくなっ

た。 9この巨大な龍、すなわち、悪魔とか

、サタンとか呼ばれ、全世界を惑わす年を

経たへびは、地に投げ落され、その使たち

も、もろともに投げ落された。 10その時わ

たしは、大きな声が天でこう言うのを聞い

た、「今や、われらの神の救と力と国と、

神のキリストの権威とは、現れた。われら

の兄弟らを訴える者、夜昼われらの神のみ

まえで彼らを訴える者は、投げ落された。

11兄弟たちは、小羊の血と彼らのあかしの

言葉とによって、彼にうち勝ち、死に至る

までもそのいのちを惜しまなかった。 12そ

れゆえに、天とその中に住む者たちよ、大

いに喜べ。しかし、地と海よ、おまえたち

はわざわいである。悪魔が、自分の時が短

いのを知り、激しい怒りをもって、おまえ

たちのところに下ってきたからである」。

13龍は、自分が地上に投げ落されたと知る

と、男子を産んだ女を追いかけた。 14しか

し、女は自分の場所である荒野に飛んで行

くために、大きなわしの二つの翼を与えら

れた。そしてそこでへびからのがれて、一

年、二年、また、半年の間、養われること

になっていた。 15へびは女の後に水を川の

ように、口から吐き出して、女をおし流そ

うとした。 16しかし、地は女を助けた。す

なわち、地はその口を開いて、龍が口から

吐き出した川を飲みほした。 17龍は、女に

対して怒りを発し、女の残りの子ら、すな

わち、神の戒めを守り、イエスのあかしを

持っている者たちに対して、戦いをいどむ

ために、出て行った。そして、海の砂の上

に立った。

13わたしはまた、一匹の獣が海から上っ
て来るのを見た。それには角が十本、

頭が七つあり、それらの角には十の冠があ

って、頭には神を汚す名がついていた。 2

わたしの見たこの獣はひょうに似ており、

その足はくまの足のようで、その口はしし

の口のようであった。龍は自分の力と位と

大いなる権威とを、この獣に与えた。 3そ

の頭の一つが、死ぬほどの傷を受けたが、

その致命的な傷もなおってしまった。そこ

で、全地の人々は驚きおそれて、その獣に

従い、 4また、龍がその権威を獣に与えた

ので、人々は龍を拝み、さらに、その獣を

拝んで言った、「だれが、この獣に匹敵し

得ようか。だれが、これと戦うことができ

ようか」。 5この獣には、また、大言を吐

き汚しごとを語る口が与えられ、四十二か

月のあいだ活動する権威が与えられた。 6

そこで、彼は口を開いて神を汚し、神の御

名と、その幕屋、すなわち、天に住む者た

ちとを汚した。 7そして彼は、聖徒に戦い

をいどんでこれに勝つことを許され、さら

に、すべての部族、民族、国語、国民を支

配する権威を与えられた。 8地に住む者で

、ほふられた小羊のいのちの書に、その名

を世の初めからしるされていない者はみな

、この獣を拝むであろう。 9耳のある者は

、聞くがよい。 10とりこになるべき者は、

とりこになっていく。つるぎで殺す者は、

自らもつるぎで殺されねばならない。ここ

に、聖徒たちの忍耐と信仰とがある。 11わ

たしはまた、ほかの獣が地から上って来る

のを見た。それには小羊のような角が二つ

あって、龍のように物を言った。 12そして

、先の獣の持つすべての権力をその前で働

かせた。また、地と地に住む人々に、致命

的な傷がいやされた先の獣を拝ませた。 13

また、大いなるしるしを行って、人々の前

で火を天から地に降らせることさえした。

14さらに、先の獣の前で行うのを許された

しるしで、地に住む人々を惑わし、かつ、

つるぎの傷を受けてもなお生きている先の
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獣の像を造ることを、地に住む人々に命じ

た。 15それから、その獣の像に息を吹き込

んで、その獣の像が物を言うことさえでき

るようにし、また、その獣の像を拝まない

者をみな殺させた。 16また、小さき者にも

、大いなる者にも、富める者にも、貧しき

者にも、自由人にも、奴隷にも、すべての

人々に、その右の手あるいは額に刻印を押

させ、 17この刻印のない者はみな、物を買

うことも売ることもできないようにした。

この刻印は、その獣の名、または、その名

の数字のことである。 18ここに、知恵が必

要である。思慮のある者は、獣の数字を解

くがよい。その数字とは、人間をさすもの

である。そして、その数字は六百六十六で

ある。

14なお、わたしが見ていると、見よ、小
羊がシオンの山に立っていた。また、

十四万四千の人々が小羊と共におり、その

額に小羊の名とその父の名とが書かれてい

た。 2またわたしは、大水のとどろきのよ

うな、激しい雷鳴のような声が、天から出

るのを聞いた。わたしの聞いたその声は、

琴をひく人が立琴をひく音のようでもあっ

た。 3彼らは、御座の前、四つの生き物と

長老たちとの前で、新しい歌を歌った。こ

の歌は、地からあがなわれた十四万四千人

のほかは、だれも学ぶことができなかった

。 4彼らは、女にふれたことのない者であ

る。彼らは、純潔な者である。そして、小

羊の行く所へは、どこへでもついて行く。

彼らは、神と小羊とにささげられる初穂と

して、人間の中からあがなわれた者である

。 5彼らの口には偽りがなく、彼らは傷の

ない者であった。 6わたしは、もうひとり

の御使が中空を飛ぶのを見た。彼は地に住

む者、すなわち、あらゆる国民、部族、国

語、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音

をたずさえてきて、 (aiōnios g166) 7大声で言っ

た、「神をおそれ、神に栄光を帰せよ。神

のさばきの時がきたからである。天と地と

海と水の源とを造られたかたを、伏し拝め

」。 8また、ほかの第二の御使が、続いて

きて言った、「倒れた、大いなるバビロン

は倒れた。その不品行に対する激しい怒り

のぶどう酒を、あらゆる国民に飲ませた者

」。 9ほかの第三の御使が彼らに続いてき

て、大声で言った、「おおよそ、獣とその

像とを拝み、額や手に刻印を受ける者は、

10神の怒りの杯に混ぜものなしに盛られた

、神の激しい怒りのぶどう酒を飲み、聖な

る御使たちと小羊との前で、火と硫黄とで

苦しめられる。 11その苦しみの煙は世々限

りなく立ちのぼり、そして、獣とその像と

を拝む者、また、だれでもその名の刻印を

受けている者は、昼も夜も休みが得られな

い。 (aiōn g165) 12ここに、神の戒めを守り、

イエスを信じる信仰を持ちつづける聖徒の

忍耐がある」。 13またわたしは、天からの

声がこう言うのを聞いた、「書きしるせ、

『今から後、主にあって死ぬ死人はさいわ

いである』」。御霊も言う、「しかり、彼

らはその労苦を解かれて休み、そのわざは

彼らについていく」。 14また見ていると、

見よ、白い雲があって、その雲の上に人の

子のような者が座しており、頭には金の冠

をいただき、手には鋭いかまを持っていた

。 15すると、もうひとりの御使が聖所から

出てきて、雲の上に座している者にむかっ

て大声で叫んだ、「かまを入れて刈り取り

なさい。地の穀物は全く実り、刈り取るべ

き時がきた」。 16雲の上に座している者は

、そのかまを地に投げ入れた。すると、地

のものが刈り取られた。 17また、もうひと

りの御使が、天の聖所から出てきたが、彼

もまた鋭いかまを持っていた。 18さらに、

もうひとりの御使で、火を支配する権威を

持っている者が、祭壇から出てきて、鋭い

かまを持つ御使にむかい、大声で言った、

「その鋭いかまを地に入れて、地のぶどう

のふさを刈り集めなさい。ぶどうの実がす

でに熟しているから」。 19そこで、御使は

そのかまを地に投げ入れて、地のぶどうを

刈り集め、神の激しい怒りの大きな酒ぶね

に投げ込んだ。 20そして、その酒ぶねが都

の外で踏まれた。すると、血が酒ぶねから

流れ出て、馬のくつわにとどくほどになり

、一千六百丁にわたってひろがった。
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15またわたしは、天に大いなる驚くべき
ほかのしるしを見た。七人の御使が、

最後の七つの災害を携えていた。これらの

災害で神の激しい怒りがその頂点に達する

のである。 2またわたしは、火のまじった

ガラスの海のようなものを見た。そして、

このガラスの海のそばに、獣とその像とそ

の名の数字とにうち勝った人々が、神の立

琴を手にして立っているのを見た。 3彼ら

は、神の僕モーセの歌と小羊の歌とを歌っ

て言った、「全能者にして主なる神よ。あ

なたのみわざは、大いなる、また驚くべき

ものであります。万民の王よ、あなたの道

は正しく、かつ真実であります。 4主よ、

あなたをおそれず、御名をほめたたえない

者が、ありましょうか。あなただけが聖な

るかたであり、あらゆる国民はきて、あな

たを伏し拝むでしょう。あなたの正しいさ

ばきが、あらわれるに至ったからでありま

す」。 5その後、わたしが見ていると、天

にある、あかしの幕屋の聖所が開かれ、 6

その聖所から、七つの災害を携えている七

人の御使が、汚れのない、光り輝く亜麻布

を身にまとい、金の帯を胸にしめて、出て

きた。 7そして、四つの生き物の一つが、

世々限りなく生きておられる神の激しい怒

りの満ちた七つの金の鉢を、七人の御使に

渡した。 (aiōn g165) 8すると、聖所は神の栄光

とその力とから立ちのぼる煙で満たされ、

七人の御使の七つの災害が終ってしまうま

では、だれも聖所にはいることができなか

った。

16それから、大きな声が聖所から出て、
七人の御使にむかい、「さあ行って、

神の激しい怒りの七つの鉢を、地に傾けよ

」と言うのを聞いた。 2そして、第一の者

が出て行って、その鉢を地に傾けた。する

と、獣の刻印を持つ人々と、その像を拝む

人々とのからだに、ひどい悪性のでき物が

できた。 3第二の者が、その鉢を海に傾け

た。すると、海は死人の血のようになって

、その中の生き物がみな死んでしまった。

4第三の者がその鉢を川と水の源とに傾けた

。すると、みな血になった。 5それから、

水をつかさどる御使がこう言うのを、聞い

た、「今いまし、昔いませる聖なる者よ。

このようにお定めになったあなたは、正し

いかたであります。 6聖徒と預言者との血

を流した者たちに、血をお飲ませになりま

したが、それは当然のことであります」。

7わたしはまた祭壇がこう言うのを聞いた、

「全能者にして主なる神よ。しかり、あな

たのさばきは真実で、かつ正しいさばきで

あります」。 8第四の者が、その鉢を太陽

に傾けた。すると、太陽は火で人々を焼く

ことを許された。 9人々は、激しい炎熱で

焼かれたが、これらの災害を支配する神の

御名を汚し、悔い改めて神に栄光を帰する

ことをしなかった。 10第五の者が、その鉢

を獣の座に傾けた。すると、獣の国は暗く

なり、人々は苦痛のあまり舌をかみ、 11そ

の苦痛とでき物とのゆえに、天の神をのろ

った。そして、自分の行いを悔い改めなか

った。 12第六の者が、その鉢を大ユウフラ

テ川に傾けた。すると、その水は、日の出

る方から来る王たちに対し道を備えるため

に、かれてしまった。 13また見ると、龍の

口から、獣の口から、にせ預言者の口から

、かえるのような三つの汚れた霊が出てき

た。 14これらは、しるしを行う悪霊の霊で

あって、全世界の王たちのところに行き、

彼らを召集したが、それは、全能なる神の

大いなる日に、戦いをするためであった。

15（見よ、わたしは盗人のように来る。裸

のままで歩かないように、また、裸の恥を

見られないように、目をさまし着物を身に

着けている者は、さいわいである。） 16三

つの霊は、ヘブル語でハルマゲドンという

所に、王たちを召集した。 17第七の者が、

その鉢を空中に傾けた。すると、大きな声

が聖所の中から、御座から出て、「事はす

でに成った」と言った。 18すると、いなず

まと、もろもろの声と、雷鳴とが起り、ま

た激しい地震があった。それは人間が地上

にあらわれて以来、かつてなかったような

もので、それほどに激しい地震であった。

19大いなる都は三つに裂かれ、諸国民の町

々は倒れた。神は大いなるバビロンを思い
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起し、これに神の激しい怒りのぶどう酒の

杯を与えられた。 20島々はみな逃げ去り、

山々は見えなくなった。 21また一タラント

の重さほどの大きな雹が、天から人々の上

に降ってきた。人々は、この雹の災害のゆ

えに神をのろった。その災害が、非常に大

きかったからである。

17それから、七つの鉢を持つ七人の御使
のひとりがきて、わたしに語って言っ

た、「さあ、きなさい。多くの水の上にす

わっている大淫婦に対するさばきを、見せ

よう。 2地の王たちはこの女と姦淫を行い

、地に住む人々はこの女の姦淫のぶどう酒

に酔いしれている」。 3御使は、わたしを

御霊に感じたまま、荒野へ連れて行った。

わたしは、そこでひとりの女が赤い獣に乗

っているのを見た。その獣は神を汚すかず

かずの名でおおわれ、また、それに七つの

頭と十の角とがあった。 4この女は紫と赤

の衣をまとい、金と宝石と真珠とで身を飾

り、憎むべきものと自分の姦淫の汚れとで

満ちている金の杯を手に持ち、 5その額に

は、一つの名がしるされていた。それは奥

義であって、「大いなるバビロン、淫婦ど

もと地の憎むべきものらとの母」というの

であった。 6わたしは、この女が聖徒の血

とイエスの証人の血に酔いしれているのを

見た。この女を見た時、わたしは非常に驚

きあやしんだ。 7すると、御使はわたしに

言った、「なぜそんなに驚くのか。この女

の奥義と、女を乗せている七つの頭と十の

角のある獣の奥義とを、話してあげよう。

8あなたの見た獣は、昔はいたが、今はおら

ず、そして、やがて底知れぬ所から上って

きて、ついには滅びに至るものである。地

に住む者のうち、世の初めからいのちの書

に名をしるされていない者たちは、この獣

が、昔はいたが今はおらず、やがて来るの

を見て、驚きあやしむであろう。 (Abyssos

g12) 9ここに、知恵のある心が必要である。

七つの頭は、この女のすわっている七つの

山であり、また、七人の王のことである。

10そのうちの五人はすでに倒れ、ひとりは

今おり、もうひとりは、まだきていない。

それが来れば、しばらくの間だけおること

になっている。 11昔はいたが今はいないと

いう獣は、すなわち第八のものであるが、

またそれは、かの七人の中のひとりであっ

て、ついには滅びに至るものである。 12あ

なたの見た十の角は、十人の王のことであ

って、彼らはまだ国を受けてはいないが、

獣と共に、一時だけ王としての権威を受け

る。 13彼らは心をひとつにしている。そし

て、自分たちの力と権威とを獣に与える。

14彼らは小羊に戦いをいどんでくるが、小

羊は、主の主、王の王であるから、彼らに

うち勝つ。また、小羊と共にいる召された

、選ばれた、忠実な者たちも、勝利を得る

」。 15御使はまた、わたしに言った、「あ

なたの見た水、すなわち、淫婦のすわって

いる所は、あらゆる民族、群衆、国民、国

語である。 16あなたの見た十の角と獣とは

、この淫婦を憎み、みじめな者にし、裸に

し、彼女の肉を食い、火で焼き尽すであろ

う。 17神は、御言が成就する時まで、彼ら

の心の中に、御旨を行い、思いをひとつに

し、彼らの支配権を獣に与える思いを持つ

ようにされたからである。 18あなたの見た

かの女は、地の王たちを支配する大いなる

都のことである」。

18この後、わたしは、もうひとりの御使
が、大いなる権威を持って、天から降

りて来るのを見た。地は彼の栄光によって

明るくされた。 2彼は力強い声で叫んで言

った、「倒れた、大いなるバビロンは倒れ

た。そして、それは悪魔の住む所、あらゆ

る汚れた霊の巣くつ、また、あらゆる汚れ

た憎むべき鳥の巣くつとなった。 3すべて

の国民は、彼女の姦淫に対する激しい怒り

のぶどう酒を飲み、地の王たちは彼女と姦

淫を行い、地上の商人たちは、彼女の極度

のぜいたくによって富を得たからである」

。 4わたしはまた、もうひとつの声が天か

ら出るのを聞いた、「わたしの民よ。彼女

から離れ去って、その罪にあずからないよ

うにし、その災害に巻き込まれないように

せよ。 5彼女の罪は積り積って天に達して

おり、神はその不義の行いを覚えておられ
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る。 6彼女がしたとおりに彼女にし返し、

そのしわざに応じて二倍に報復をし、彼女

が混ぜて入れた杯の中に、その倍の量を、

入れてやれ。 7彼女が自ら高ぶり、ぜいた

くをほしいままにしたので、それに対して

、同じほどの苦しみと悲しみとを味わわせ

てやれ。彼女は心の中で『わたしは女王の

位についている者であって、やもめではな

いのだから、悲しみを知らない』と言って

いる。 8それゆえ、さまざまの災害が、死

と悲しみとききんとが、一日のうちに彼女

を襲い、そして、彼女は火で焼かれてしま

う。彼女をさばく主なる神は、力強いかた

なのである。 9彼女と姦淫を行い、ぜいた

くをほしいままにしていた地の王たちは、

彼女が焼かれる火の煙を見て、彼女のため

に胸を打って泣き悲しみ、 10彼女の苦しみ

に恐れをいだき、遠くに立って言うであろ

う、『ああ、わざわいだ、大いなる都、不

落の都、バビロンは、わざわいだ。おまえ

に対するさばきは、一瞬にしてきた』。 11

また、地の商人たちも彼女のために泣き悲

しむ。もはや、彼らの商品を買う者が、ひ

とりもないからである。 12その商品は、金

、銀、宝石、真珠、麻布、紫布、絹、緋布

、各種の香木、各種の象牙細工、高価な木

材、銅、鉄、大理石などの器、 13肉桂、香

料、香、におい油、乳香、ぶどう酒、オリ

ブ油、麦粉、麦、牛、羊、馬、車、奴隷、

そして人身などである。 14おまえの心の喜

びであったくだものはなくなり、あらゆる

はでな、はなやかな物はおまえから消え去

った。それらのものはもはや見られない。

15これらの品々を売って、彼女から富を得

た商人は、彼女の苦しみに恐れをいだいて

遠くに立ち、泣き悲しんで言う、 16『ああ

、わざわいだ、麻布と紫布と緋布をまとい

、金や宝石や真珠で身を飾っていた大いな

る都は、わざわいだ。 17これほどの富が、

一瞬にして無に帰してしまうとは』。また

、すべての船長、航海者、水夫、すべて海

で働いている人たちは、遠くに立ち、 18彼

女が焼かれる火の煙を見て、叫んで言う、

『これほどの大いなる都は、どこにあろう

』。 19彼らは頭にちりをかぶり、泣き悲し

んで叫ぶ、『ああ、わざわいだ、この大い

なる都は、わざわいだ。そのおごりによっ

て、海に舟を持つすべての人が富を得てい

たのに、この都も一瞬にして無に帰してし

まった』。 20天よ、聖徒たちよ、使徒たち

よ、預言者たちよ。この都について大いに

喜べ。神は、あなたがたのために、この都

をさばかれたのである」。 21すると、ひと

りの力強い御使が、大きなひきうすのよう

な石を持ちあげ、それを海に投げ込んで言

った、「大いなる都バビロンは、このよう

に激しく打ち倒され、そして、全く姿を消

してしまう。 22また、おまえの中では、立

琴をひく者、歌を歌う者、笛を吹く者、ラ

ッパを吹き鳴らす者の楽の音は全く聞かれ

ず、あらゆる仕事の職人たちも全く姿を消

し、また、ひきうすの音も、全く聞かれな

い。 23また、おまえの中では、あかりもと

もされず、花婿、花嫁の声も聞かれない。

というのは、おまえの商人たちは地上で勢

力を張る者となり、すべての国民はおまえ

のまじないでだまされ、 24また、預言者や

聖徒の血、さらに、地上で殺されたすべて

の者の血が、この都で流されたからである

」。

19この後、わたしは天の大群衆が大声で
唱えるような声を聞いた、「ハレルヤ

、救と栄光と力とは、われらの神のもので

あり、 2そのさばきは、真実で正しい。神

は、姦淫で地を汚した大淫婦をさばき、神

の僕たちの血の報復を彼女になさったから

である」。 3再び声があって、「ハレルヤ

、彼女が焼かれる火の煙は、世々限りなく

立ちのぼる」と言った。 (aiōn g165) 4すると、

二十四人の長老と四つの生き物とがひれ伏

し、御座にいます神を拝して言った、「ア

ァメン、ハレルヤ」。 5その時、御座から

声が出て言った、「すべての神の僕たちよ

、神をおそれる者たちよ。小さき者も大い

なる者も、共に、われらの神をさんびせよ

」。 6わたしはまた、大群衆の声、多くの

水の音、また激しい雷鳴のようなものを聞

いた。それはこう言った、「ハレルヤ、全
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能者にして主なるわれらの神は、王なる支

配者であられる。 7わたしたちは喜び楽し

み、神をあがめまつろう。小羊の婚姻の時

がきて、花嫁はその用意をしたからである

。 8彼女は、光り輝く、汚れのない麻布の

衣を着ることを許された。この麻布の衣は

、聖徒たちの正しい行いである」。 9それ

から、御使はわたしに言った、「書きしる

せ。小羊の婚宴に招かれた者は、さいわい

である」。またわたしに言った、「これら

は、神の真実の言葉である」。 10そこで、

わたしは彼の足もとにひれ伏して、彼を拝

そうとした。すると、彼は言った、「その

ようなことをしてはいけない。わたしは、

あなたと同じ僕仲間であり、またイエスの

あかしびとであるあなたの兄弟たちと同じ

僕仲間である。ただ神だけを拝しなさい。

イエスのあかしは、すなわち預言の霊であ

る」。 11またわたしが見ていると、天が開

かれ、見よ、そこに白い馬がいた。それに

乗っているかたは、「忠実で真実な者」と

呼ばれ、義によってさばき、また、戦うか

たである。 12その目は燃える炎であり、そ

の頭には多くの冠があった。また、彼以外

にはだれも知らない名がその身にしるされ

ていた。 13彼は血染めの衣をまとい、その

名は「神の言」と呼ばれた。 14そして、天

の軍勢が、純白で、汚れのない麻布の衣を

着て、白い馬に乗り、彼に従った。 15その

口からは、諸国民を打つために、鋭いつる

ぎが出ていた。彼は、鉄のつえをもって諸

国民を治め、また、全能者なる神の激しい

怒りの酒ぶねを踏む。 16その着物にも、そ

のももにも、「王の王、主の主」という名

がしるされていた。 17また見ていると、ひ

とりの御使が太陽の中に立っていた。彼は

、中空を飛んでいるすべての鳥にむかって

、大声で叫んだ、「さあ、神の大宴会に集

まってこい。 18そして、王たちの肉、将軍

の肉、勇者の肉、馬の肉、馬に乗っている

者の肉、また、すべての自由人と奴隷との

肉、小さき者と大いなる者との肉をくらえ

」。 19なお見ていると、獣と地の王たちと

彼らの軍勢とが集まり、馬に乗っているか

たとその軍勢とに対して、戦いをいどんだ

。 20しかし、獣は捕えられ、また、この獣

の前でしるしを行って、獣の刻印を受けた

者とその像を拝む者とを惑わしたにせ預言

者も、獣と共に捕えられた。そして、この

両者とも、生きながら、硫黄の燃えている

火の池に投げ込まれた。 (Limnē Pyr g3041 g4442)

21それ以外の者たちは、馬に乗っておられ

るかたの口から出るつるぎで切り殺され、

その肉を、すべての鳥が飽きるまで食べた

。

20またわたしが見ていると、ひとりの御
使が、底知れぬ所のかぎと大きな鎖と

を手に持って、天から降りてきた。 (Abyssos

g12) 2彼は、悪魔でありサタンである龍、す

なわち、かの年を経たへびを捕えて千年の

間つなぎおき、 3そして、底知れぬ所に投

げ込み、入口を閉じてその上に封印し、千

年の期間が終るまで、諸国民を惑わすこと

がないようにしておいた。その後、しばら

くの間だけ解放されることになっていた。

(Abyssos g12) 4また見ていると、かず多くの座

があり、その上に人々がすわっていた。そ

して、彼らにさばきの権が与えられていた

。また、イエスのあかしをし神の言を伝え

たために首を切られた人々の霊がそこにお

り、また、獣をもその像をも拝まず、その

刻印を額や手に受けることをしなかった人

々がいた。彼らは生きかえって、キリスト

と共に千年の間、支配した。 5（それ以外

の死人は、千年の期間が終るまで生きかえ

らなかった。）これが第一の復活である。

6この第一の復活にあずかる者は、さいわい

な者であり、また聖なる者である。この人

たちに対しては、第二の死はなんの力もな

い。彼らは神とキリストとの祭司となり、

キリストと共に千年の間、支配する。 7千

年の期間が終ると、サタンはその獄から解

放される。 8そして、出て行き、地の四方

にいる諸国民、すなわちゴグ、マゴグを惑

わし、彼らを戦いのために召集する。その

数は、海の砂のように多い。 9彼らは地上

の広い所に上ってきて、聖徒たちの陣営と

愛されていた都とを包囲した。すると、天



ヨハネの黙示録 284

から火が下ってきて、彼らを焼き尽した。

10そして、彼らを惑わした悪魔は、火と硫

黄との池に投げ込まれた。そこには、獣も

にせ預言者もいて、彼らは世々限りなく日

夜、苦しめられるのである。 (aiōn g165, Limnē

Pyr g3041 g4442) 11また見ていると、大きな白い

御座があり、そこにいますかたがあった。

天も地も御顔の前から逃げ去って、あとか

たもなくなった。 12また、死んでいた者が

、大いなる者も小さき者も共に、御座の前

に立っているのが見えた。かずかずの書物

が開かれたが、もう一つの書物が開かれた

。これはいのちの書であった。死人はその

しわざに応じ、この書物に書かれているこ

とにしたがって、さばかれた。 13海はその

中にいる死人を出し、死も黄泉もその中に

いる死人を出し、そして、おのおのそのし

わざに応じて、さばきを受けた。 (Hadēs g86)

14それから、死も黄泉も火の池に投げ込ま

れた。この火の池が第二の死である。 (Hadēs

g86, Limnē Pyr g3041 g4442) 15このいのちの書に名

がしるされていない者はみな、火の池に投

げ込まれた。 (Limnē Pyr g3041 g4442)

21わたしはまた、新しい天と新しい地と
を見た。先の天と地とは消え去り、海

もなくなってしまった。 2また、聖なる都

、新しいエルサレムが、夫のために着飾っ

た花嫁のように用意をととのえて、神のも

とを出て、天から下って来るのを見た。 3

また、御座から大きな声が叫ぶのを聞いた

、「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が

人と共に住み、人は神の民となり、神自ら

人と共にいまして、 4人の目から涙を全く

ぬぐいとって下さる。もはや、死もなく、

悲しみも、叫びも、痛みもない。先のもの

が、すでに過ぎ去ったからである」。 5す

ると、御座にいますかたが言われた、「見

よ、わたしはすべてのものを新たにする」

。また言われた、「書きしるせ。これらの

言葉は、信ずべきであり、まことである」

。 6そして、わたしに仰せられた、「事は

すでに成った。わたしは、アルパでありオ

メガである。初めであり終りである。かわ

いている者には、いのちの水の泉から価な

しに飲ませよう。 7勝利を得る者は、これ

らのものを受け継ぐであろう。わたしは彼

の神となり、彼はわたしの子となる。 8し

かし、おくびょうな者、信じない者、忌む

べき者、人殺し、姦淫を行う者、まじない

をする者、偶像を拝む者、すべて偽りを言

う者には、火と硫黄の燃えている池が、彼

らの受くべき報いである。これが第二の死

である」。 (Limnē Pyr g3041 g4442) 9最後の七つ

の災害が満ちている七つの鉢を持っていた

七人の御使のひとりがきて、わたしに語っ

て言った、「さあ、きなさい。小羊の妻な

る花嫁を見せよう」。 10この御使は、わた

しを御霊に感じたまま、大きな高い山に連

れて行き、聖都エルサレムが、神の栄光の

うちに、神のみもとを出て天から下って来

るのを見せてくれた。 11その都の輝きは、

高価な宝石のようであり、透明な碧玉のよ

うであった。 12それには大きな、高い城壁

があって、十二の門があり、それらの門に

は、十二の御使がおり、イスラエルの子ら

の十二部族の名が、それに書いてあった。

13東に三つの門、北に三つの門、南に三つ

の門、西に三つの門があった。 14また都の

城壁には十二の土台があり、それには小羊

の十二使徒の十二の名が書いてあった。 15

わたしに語っていた者は、都とその門と城

壁とを測るために、金の測りざおを持って

いた。 16都は方形であって、その長さと幅

とは同じである。彼がその測りざおで都を

測ると、一万二千丁であった。長さと幅と

高さとは、いずれも同じである。 17また城

壁を測ると、百四十四キュビトであった。

これは人間の、すなわち、御使の尺度によ

るのである。 18城壁は碧玉で築かれ、都は

すきとおったガラスのような純金で造られ

ていた。 19都の城壁の土台は、さまざまな

宝石で飾られていた。第一の土台は碧玉、

第二はサファイヤ、第三はめのう、第四は

緑玉、 20第五は縞めのう、第六は赤めのう

、第七はかんらん石、第八は緑柱石、第九

は黄玉石、第十はひすい、第十一は青玉、

第十二は紫水晶であった。 21十二の門は十

二の真珠であり、門はそれぞれ一つの真珠
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で造られ、都の大通りは、すきとおったガ

ラスのような純金であった。 22わたしは、

この都の中には聖所を見なかった。全能者

にして主なる神と小羊とが、その聖所なの

である。 23都は、日や月がそれを照す必要

がない。神の栄光が都を明るくし、小羊が

都のあかりだからである。 24諸国民は都の

光の中を歩き、地の王たちは、自分たちの

光栄をそこに携えて来る。 25都の門は、終

日、閉ざされることはない。そこには夜が

ないからである。 26人々は、諸国民の光栄

とほまれとをそこに携えて来る。 27しかし

、汚れた者や、忌むべきこと及び偽りを行

う者は、その中に決してはいれない。はい

れる者は、小羊のいのちの書に名をしるさ

れている者だけである。

22御使はまた、水晶のように輝いている
いのちの水の川をわたしに見せてくれ

た。この川は、神と小羊との御座から出て

、 2都の大通りの中央を流れている。川の

両側にはいのちの木があって、十二種の実

を結び、その実は毎月みのり、その木の葉

は諸国民をいやす。 3のろわるべきものは

、もはや何ひとつない。神と小羊との御座

は都の中にあり、その僕たちは彼を礼拝し

、 4御顔を仰ぎ見るのである。彼らの額に

は、御名がしるされている。 5夜は、もは

やない。あかりも太陽の光も、いらない。

主なる神が彼らを照し、そして、彼らは世

々限りなく支配する。 (aiōn g165) 6彼はまた、

わたしに言った、「これらの言葉は信ずべ

きであり、まことである。預言者たちのた

ましいの神なる主は、すぐにも起るべきこ

とをその僕たちに示そうとして、御使をつ

かわされたのである。 7見よ、わたしは、

すぐに来る。この書の預言の言葉を守る者

は、さいわいである」。 8これらのことを

見聞きした者は、このヨハネである。わた

しが見聞きした時、それらのことを示して

くれた御使の足もとにひれ伏して拝そうと

すると、 9彼は言った、「そのようなこと

をしてはいけない。わたしは、あなたや、

あなたの兄弟である預言者たちや、この書

の言葉を守る者たちと、同じ僕仲間である

。ただ神だけを拝しなさい」。 10またわた

しに言った、「この書の預言の言葉を封じ

てはならない。時が近づいているからであ

る。 11不義な者はさらに不義を行い、汚れ

た者はさらに汚れたことを行い、義なる者

はさらに義を行い、聖なる者はさらに聖な

ることを行うままにさせよ」。 12「見よ、

わたしはすぐに来る。報いを携えてきて、

それぞれのしわざに応じて報いよう。 13わ

たしはアルパであり、オメガである。最初

の者であり、最後の者である。初めであり

、終りである。 14いのちの木にあずかる特

権を与えられ、また門をとおって都にはい

るために、自分の着物を洗う者たちは、さ

いわいである。 15犬ども、まじないをする

者、姦淫を行う者、人殺し、偶像を拝む者

、また、偽りを好みかつこれを行う者はみ

な、外に出されている。 16わたしイエスは

、使をつかわして、諸教会のために、これ

らのことをあなたがたにあかしした。わた

しは、ダビデの若枝また子孫であり、輝く

明けの明星である」。 17御霊も花嫁も共に

言った、「きたりませ」。また、聞く者も

「きたりませ」と言いなさい。かわいてい

る者はここに来るがよい。いのちの水がほ

しい者は、価なしにそれを受けるがよい。

18この書の預言の言葉を聞くすべての人々

に対して、わたしは警告する。もしこれに

書き加える者があれば、神はその人に、こ

の書に書かれている災害を加えられる。 19

また、もしこの預言の書の言葉をとり除く

者があれば、神はその人の受くべき分を、

この書に書かれているいのちの木と聖なる

都から、とり除かれる。 20これらのことを

あかしするかたが仰せになる、「しかり、

わたしはすぐに来る」。アァメン、主イエ

スよ、きたりませ。 21主イエスの恵みが、

一同の者と共にあるように。



また、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために着飾った花嫁のように用意をとと

のえて、神のもとを出て、天から下って来るのを見た。また、御座から大きな声が叫

ぶのを聞いた、「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み、

人は神の民となり、神自ら人と共にいまして、
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運命
日本語 at AionianBible.org/Destiny

The Aionian Bible shows the location of eleven special Greek and Hebrew Aionian
Glossary words to help us better understand God’s love for individuals and for all
mankind, and the nature of after-life destinies. The underlying Hebrew and Greek
words typically translated as Hell show us that there are not just two after-life destinies,
Heaven or Hell. Instead, there are a number of different locations, each with different
purposes, different durations, and different inhabitants. Locations include 1) Old
Testament Sheol and New Testament Hadēs, 2) Geenna, 3) Tartaroō, 4) Abyssos, 5)
Limnē Pyr, 6) Paradise, 7) The New Heaven, and 8) The New Earth. So there is reason
to review our conclusions about the destinies of redeemed mankind and fallen angels.

The key observation is that fallen angels will be present at the final judgment, 2 Peter
2:4 and Jude 6. Traditionally, we understand the separation of the Sheep and the
Goats at the final judgment to divide believing from unbelieving mankind, Matthew
25:31-46 and Revelation 20:11-15. However, the presence of fallen angels alternatively
suggests that Jesus is separating redeemed mankind from the fallen angels. We do
know that Jesus is the helper of mankind and not the helper of the Devil, Hebrews 2.
We also know that Jesus has atoned for the sins of all mankind, both believer and
unbeliever alike, 1 John 2:1-2. Deceased believers are rewarded in Paradise, Luke
23:43, while unbelievers are punished in Hades as the story of Lazarus makes plain,
Luke 16:19-31. Yet less commonly known, the punishment of this selfish man and all
unbelievers is before the final judgment, is temporal, and is punctuated when Hades is
evacuated, Revelation 20:13. So is there hope beyond Hades for unbelieving mankind?
Jesus promised, “the gates of Hades will not prevail,” Matthew 16:18. Paul asks,
“Hades where is your victory?” 1 Corinthians 15:55. John wrote, “Hades gives up,”
Revelation 20:13.

Jesus comforts us saying, “Do not be afraid,” because he holds the keys to unlock
death and Hades, Revelation 1:18. Yet too often our Good News sounds like a warning
to “be afraid” because Jesus holds the keys to lock Hades! Wow, we have it backwards!
Hades will be evacuated! And to guarrantee hope, once emptied, Hades is thrown into
the Lake of Fire, never needed again, Revelation 20:14.

Finally, we read that anyone whose name is not written in the Book of Life is thrown
into the Lake of Fire, the second death, with no exit ever mentioned or promised,
Revelation 21:1-8. So are those evacuated from Hades then, “out of the frying pan, into
the fire?” Certainly, the Lake of Fire is the destiny of the Goats. But, do not be afraid.
Instead, read the Bible's explicit mention of the purpose of the Lake of Fire and the
identity of the Goats, “Then he will say also to those on the left hand, ‘Depart from me,
you cursed, into the consummate fire which is prepared for... the devil and his angels,’”
Matthew 25:41. Bad news for the Devil. Good news for all mankind!

Faith is not a pen to write your own name in the Book of Life. Instead, faith is the
glasses to see that the love of Christ for all mankind has already written our names in
Heaven. Jesus said, “You did not choose me, but I chose you,” John 15:16. Though
unbelievers will suffer regrettable punishment in Hades, redeemed mankind will never
enter the Lake of Fire, prepared for the devil and his angels. And as God promised, all
mankind will worship Christ together forever, Philippians 2:9-11.
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